


については、別冊の「メンテナンス

い。

けられた装備（ディーラーオプショ

は、その商品に付属の取扱説明書をお

タッフにおたずねください。

ている冊子）について

本的な操作、安全に関する情報、万一

扱説明書から抜粋した冊子です。

ンテナンスノート」とともに、お車に

ーナーズガイド、メンテナンスノー

をお車につけておゆずりください。

て運転しましょう。

りましょう。
取扱説明書

本書はSU

をご説明し

くために、

本書の内容

SUBARU

確認くださ

取扱説明書

力いただく

きます。

「QRコード

車の仕様変

の車両と一
（本書）について

BARU車の取り扱いかたについて必要事項・重要事項

ています。SUBARU車を安全で快適にお使いいただ

ご使用の前に必ずお読みください。

は、予告なく改訂されることがあります。

オフィシャルWEBサイトより最新版の取扱説明書をご

い。

は、パソコンやスマートフォンで以下のURLを直接入

か、QRコードを読み取って掲載サイトへアクセスで

」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

更やソフトウェアの更新により、本書の内容が、実際

致しない場合があります。

• 保証内容および点検整備

ノート」をお読みくださ

• SUBARU販売店で取り付

ン）の取り扱いについて

読みください。

• ご不明な点は担当営業ス

オーナーズガイド（車載し

• オーナーズガイドは、基

の場合に必要な情報を取

• オーナーズガイドは「メ

保管してください。

お車をゆずるときは・・・

保証の有無にかかわらずオ

ト、キーナンバープレート

交通ルール・マナーを守っ

自然環境保護にも気をくば



本書の見かた / 表示やマークについて

1

本書の見かた

本書の見かた
 表示やマークについて

車に乗っている人や歩行者を含めた他の人が傷害を受ける可能性

のあることや、お車が損傷する可能性があることを、回避法とと

もに示しています。

禁止行為は禁止マークが入っています。

 お車のラベルについて
お車には、安全のためにお守りいただきたい注意事項を示すラベ

ルがついています。注意事項をお守りいただき、本書の関連項目

をお読みください。

安全に関する表示

指示に従わないと、死亡、または重大な
傷害につながるおそれがあります。

指示に従わないと、傷害につながるおそ
れがあります。
また、お車が損傷する可能性がありま
す。

禁止事項を示しています。

その他の表示

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと

グレードやオプションなどにより異なる
装備についてはよつばマークがついてい
ます。

助手席に後ろ向き
チャイルドシート
を絶対に取り付け
ないでください。
P.64、87参照
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基 クイックガイド
ク

ク

基

部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

本操作
イックガイド

イックガイド

本操作
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

基本操作
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基 クイックガイド
部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

本操作
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

各部の名称と使いかた
クイックガイド

各部の名称と使いかた
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便 クイックガイド
ク

便

部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

利な機能
イックガイド

利な機能
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
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便利な機能
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便 クイックガイド
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れている機能・装備には マークがついています。
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運 クイックガイド
ク

運

0部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

転を支援する機能
イックガイド

転を支援する機能
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

運転を支援する機能
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運 クイックガイド
2部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

転を支援する機能
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

運転を支援する機能
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運 クイックガイド
4部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

転を支援する機能
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

運転を支援する機能
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表 クイックガイド
ク

表

6部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

示灯・警告灯
イックガイド

示灯・警告灯
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クイックガイド

れている機能・装備には マークがついています。
一部グレードのみに装着さ

表示灯・警告灯
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こ クイックガイド
ク

こ

8部グレードのみに装着されている機能・装備には マークがついています。

んなときは
イックガイド

んなときは
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ラスト目次 / ハンドル周辺

0

ト目次

ラスト目次

ンドル周辺

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま

す。

1. メーター …100

2. 表示灯…137

3. 警告灯…129

4. パドルシフトレバー …

5. ワイパー &ウォッシャ

6. ヘッドランプウォッシャ

7. （インフォメーション

112

8. ▲（戻し）スイッチ／▼

9. SI-DRIVEスイッチ…2

10. ★（Individual）スイッ

11. プッシュエンジンスイッ

12. ウインカー（方向指示器

13. ライティングスイッチ…

14. フォグランプ（霧灯）ス

15. ステアリングスイッチ（

16. イルミネーションコント

17. ボンネットオープナーレ

18. ステアリングスイッチ（

作）…539、589、66

19. トランクオープナースイ

20. VDC OFFスイッチ…2
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メーションディスプレイ…113

リングシステム／ユーザー登録のしかた

非常点滅表示灯）スイッチ…728

188

215

00

レーキ…225

ダー …496

16

1

…498
イ

 インストルメントパネル周辺

※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま

す。

1. センターインフォ

2. ドライバーモニタ

…425、434

3. ハザードランプ（

4. エアコン…484

5. シートヒーター …

6. セレクトレバー …

7. 電源ソケット…5

8. 電動パーキングブ

9. 前席用カップホル

10. VIEWスイッチ…4

11. USB & AUX…50

12. グローブボックス

13. 発炎筒…727
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ラスト目次 / 室内・前側
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内・前側

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま
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1. ルームミラー …195

2. “SOS”ボタン…657

3. “i”ボタン…658

4. スポットマップランプ…
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※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま
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2. パワーウインドウ

3. リヤシートベルト
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5. ロックノブ…191
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9. USB電源…501
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室

本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま

す。

1. ドライバー …687

2. けん引フック…748

3. ジャッキ…687、698

4. パンク修理キット…72

5. サブトランク…500

6. ジャッキハンドル…68

7. ホイールナットレンチ…

8. トランクルームランプ…
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照灯）…246、714

（車幅灯）…246、714

ー／ハザードランプ（方向指示器／非常点

、714、728

…255、705

ーフ…174

／ハザードランプ（補助方向指示器／非常

29、714、728

ターカメラ（サイド）…416

29

ンプ（前部霧灯）…251、714

ッシャー …259

ターカメラ（フロント）…416

48
 外観

※ 本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま
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1. ヘッドランプ（前

2. ポジションランプ

3. フロントウインカ

滅表示灯）…229

4. ボンネット…688

5. フロントワイパー

6. 電動ガラスサンル

7. サイドウインカー

点滅表示灯）…2

8. マルチビューモニ

9. ドア…165

10. タイヤ…695、7

11. フロントフォグラ

12. ヘッドランプウォ
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14. けん引フック…7
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ラスト目次 / 外観
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本イラストはグレードやオプションなどにより実物と一部異なりま

す。

1. マルチビューモニターカ

2. リヤワイパー …258、

3. ハイマウントストップラ

4. リヤウインカー／ハザー

示灯）…229、714、
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9. トランク…172
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12. けん引フック…748
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灯…133

ング制御警告灯…134
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ングストップ警告灯（黄色）…134
 警告灯

シートベルト警告灯…129

SRSエアバッグ警告灯…130

歩行者保護エアバッグ警告灯…130

半ドア警告灯…130
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燃料残量警告灯…131
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AWD警告
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アイドリ
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黄色）…136

タリングシステム警告灯（黄

表示灯…136
ラスト目次 / 警告灯
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※ 警告灯の有無はグレードやオ

VDC警告灯…134

LEDヘッドランプ警告灯…135

オートヘッドランプレベラー警告灯…135

広角単眼カメラ警告灯…135

前側方プリクラッシュブレーキ警告灯…135
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RAB警告灯…135

SRVD警告灯…135
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ADB警告灯（

ドライバーモニ
色）…136

EyeSight警告



イラスト目次 / 表示灯

29
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ングスイッチ表示灯…139

ム／パッシング表示灯…139
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グランプ表示灯…139

灯…139

表示灯…139

従機能付クルーズ表示灯…140

ーズ表示灯…140
 表示灯

セキュリティ表示灯…137
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ウインカー表示灯…138

AVH表示灯…138
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VDC作動表示灯…138
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フロント

リヤフォ

低温表示

制限速度

全車速追
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停止表示灯…142

FF表示灯…143

ブレーキOFF表示灯…143

OFF表示灯…143

ーレーンキープアシストOFF表示

ッシュステアリングOFF表示灯

ッシュブレーキOFF表示灯…144
ラスト目次 / 表示灯

0

READY表示灯…140

HOLD表示灯…140

先行車表示灯…140

自車表示灯…141

車間設定表示灯…141

セット車速表示…141

レーンキープ表示灯（白色）…141

レーンキープ表示灯（緑色）…141

レーンキープ表示灯（青色）…142

レーンキープ先

車線表示灯…1

EyeSight一時

車線逸脱警報O

プリクラッシュ

広角単眼カメラ

エマージェンシ
灯…143

緊急時プリクラ
…144

前側方プリクラ
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FF表示灯…146

F表示灯…146

灯（緑色）…146

ーモニタリングシステム作動表示灯（緑
6

ーモニタリングシステム一時停止表示灯

ーモニタリングシステムOFF表示灯
EyeSight X表示灯（白色）／（緑色）／（青
色）…144

EyeSight X OFF表示灯…144

隣車線の車両検知表示…145

周辺車表示…145

隣接レーン表示…145

カーブ前速度制御表示灯…145

料金所前速度制御表示灯…145

RAB OFF表示灯／一時停止表示灯…145

ソナー警報音OFF表示灯…146

SRVD O

SRH OF

ADB表示

ドライバ
色）…14

ドライバ
…146

ドライバ
…146
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必読！

必
 お

部品を取り付けたり、自己流の調整

ださい。車両火災など思わぬ事故に

。

ル純正品以外のアクセサリー用品な

。純正品以外の接続に起因する不具

証の対象にはなりません。

出をした部品以外のものを取り付け

があります。SUBARU販売店にご

イール、マフラーなど）。

すると、車両システムに悪影響を及

ったりするおそれがあります。ま

したり、外部から操作されたりする

がるおそれがあります。用途以外の

ルについては、メーカー保証の対象

会社ＳＵＢＡＲＵは一切の責任を負

、点検整備用の故障診断装置の接続

データ通信や機器の充電にのみ使用し

ないで

り付けないで
読！安全で快適な運転のポイント / お車をお使いいただく上で

2

安全で快適な運転のポイント

読！安全で快適な運転のポイント

車をお使いいただく上で

必ず施錠し、キーを携帯してください。盗難だけでなく、お車に

細工をされたり、不審な電子機器を取り付けられるなど、思わぬ

トラブルにつながるおそれがあります。

• キーナンバーは車両修理やスペアキーを作るときに必要となり

ます。これらのナンバーが打刻してあるプレートを紛失する

と、スペアキーを作ることができません。盗難防止のため車の

中には置かず、大切に保管してください。

• 万一、キーを紛失したときには、盗難を防ぐため紛失したキー

の登録を消去するようお奨めします。登録の消去は、

SUBARU販売店でのみ行えます。

SUBARU販売店にご相談ください。

P.148参照

• 車の性能や機能に適さない

や配線などを行わないでく

つながるおそれがあります

• 配線やコネクターに、スバ

どを接続しないでください

合については、メーカー保

• スバルが国土交通省に届け

ると、不正改造になること

相談ください（タイヤ、ホ

用途以外の機器を車両に接続

ぼしたり、バッテリーが上が

た、お車から個人情報が漏洩

など、思わぬトラブルにつな

機器の接続に起因するトラブ

にはなりません。また、株式

いかねます。

• 車の故障診断コネクターは

にのみ使用してください。

• USBポートは、お車との

てください。

P.501参照

お車から離れるときは必ず施錠して

キーナンバープレートの保管

不正改造は絶対にし

用途以外の機器を取
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は

るために、日常点検整備および定期点検整

律で義務付けられています。

」参照

ドル、ヘッドレストの位置を正しい運転姿

し、ドアミラー、ルームミラーなどを適切

さい。

ートベルトを正しく着用し、走行中はシー

でください。

ベルトを着用してください。後席でも必ず

してください。

シートベルトの補助装置でシートベルトに

ません。シートベルトは必ず着用してくだ

て

調整して

員正しく着用して
必読！安全

お車に不審な電子機器が取り付けられていた場合は、すみやかに

取り外し、SUBARU販売店にご相談ください。

不審な電子機器の接続に起因するトラブルについては、メーカー

保証の対象にはなりません。また、株式会社ＳＵＢＡＲＵは一切

の責任を負いかねます。

車両に登録されている情報は、個人情報を含んでいることがあり

ます。お車を手放すときは、必ず登録した情報を削除してくださ

い（工場出荷状態に初期化）。

P.533参照

ただし、初期化だけでは個人情報を完全に消去できません。個人

情報の完全な消去はSUBARU販売店にご相談ください。

マフラー、エアクリーナーエレメント、エンジンオイル、オイル

フィルター、冷却水、タイヤチェーンなどの部品は、スバル純正

部品の使用をお奨めします。純正部品以外を使用すると保証を受

けられない場合や、故障の原因になることがあります。

例えば、マフラーやエアクリーナーエレメントの変更はエンジン

の損傷を招くおそれがあります。スバル純正部品は、SUBARU

車に合うよう厳しい検査を実施して作られています。

詳しくは「メンテナンスノート」をご覧ください。

 お出かけ前に

安全で快適な運転をす

備を実施することが法

「メンテナンスノート

走行前にシート、ハン

勢がとれるように調整

な位置に調整してくだ

P.182参照

• 走行する前に必ずシ

トベルトを外さない

• 乗員は全員、シート

シートベルトを着用

• SRSエアバッグは、

代わるものではあり

さい。

P.52参照

不審な機器を見つけたら取り外して

お車を手放すときは

純正部品をお奨めします

点検整備を実施し

正しい運転姿勢に

シートベルトは全



必

3

り、不用意にロープかけをしないで

したり、思わぬ事故につながるおそ

、別売のスバル純正ルーフキャリア

用してください。スバル純正品以外

を与えることがあります。

険ですので、確実に荷物を固定して

の取り扱い上の注意については、

ッチメントに付属の取扱説明書を必

うにしてください。電波の送受信や

それがあります。

とき
読！安全で快適な運転のポイント / お出かけ前には

4

• 足元のまわりにあき缶などの物を放置しないでください。ブ

レーキペダルの下に物が挟まってブレーキ操作ができなくなる

ことがあります。

• フロアマットはお車に合ったものを正しく敷いてずれないよう

に固定クリップなどで固定してください。また、フロアマット

を2枚以上重ねて使用しないでください。

フロアマットがずれてアクセルペダルやブレーキペダルに引っ

かかり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

• スバル純正のフロアカーペットをご用意しています。詳しくは

SUBARU販売店にご相談ください。

厚底靴やサンダル、下駄での運転は、アクセルペダルやブレーキ

ペダルが思うように踏み込めず、思わぬ事故につながるおそれが

あります。

荷物はできるだけ低くし、背もたれの高さ以上に積まないでくだ

さい。ブレーキペダルを踏んだとき荷物が移動し、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

• ルーフに直接荷物を積んだ

ください。荷くずれを起こ

れがあります。

• ルーフに荷物を積むときは

およびアタッチメントを使

を使用すると、車体に損傷

• 走行中荷物が落下すると危

ください。

• 固定方法や最大積載量など

ルーフキャリアおよびアタ

ずお読みください。

• アンテナの上を覆わないよ

一部の機能に影響が出るお

運転席の足元はすっきりと

サンダルでの運転はやめて

室内に荷物を積むとき

ルーフに荷物を積む
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所でエンジンをかけたままにしないでくだ

に排気ガスが充満し、一酸化炭素中毒や、

がるおそれがあります。

換気してください。

排気ガスにより一酸化炭素中毒や、最悪の

それがあります。

ど、車のまわりの安全を十分確認してくだ

と、排気管や排気ガスの熱により車両火災

ます。

ているおそれがあります。そのままにして

及ぼしたり、事故につながるおそれがあり

店で点検を受けてください。

や音、振動がするとき

を感じたとき

不足しているとき

が残っているとき

滅したままのとき

衝撃を受けたとき

傷がついたり衝撃を受けたとき

気をつけて

侵入してきたと感じたら

けて

BARU販売店で点検を受けて
必読！安全

次のような場所にアクセサリーを取り付けたり、物を置いたりし

ないでください。思わぬ事故につながるおそれがあります。

• インストルメントパネルの上にアクセサリーを取り付けたり、

物を置いたまま走行したりすると、運転者の視界を妨げたり、

発進時や走行中に動いたりして危険です。また、SRSエアバッ

グが作動したときの衝撃で物が飛び、思わぬけがをするおそれ

があります。

• スイッチの近くにアクセサリーを取り付けたり、物を置いたり

すると、走行中に突然スイッチが押され、思わぬ機能が作動す

るなど、場合によっては故障や過熱・車両火災の原因になりま

す。

• ハンドルやその周辺に物を置いたり、ひもやケーブルなどを

引っかけたりしないでください。スイッチの誤操作を引き起こ

すおそれがあるだけでなく、SRSエアバッグシステムが正常に

作動しなくなるおそれがあります。

P.65、194参照

• レンズの働きをするようなアクセサリーをガラスに取り付けな

いでください。車両火災の原因になります。

燃料の入った容器や可燃性ガス入りスプレー缶、ガスライターな

どは、炎天下で車内が高温になったとき、車両火災の原因になる

おそれがあります。また、万一事故が起きたときにも危険です。

車庫など換気の悪い場

さい。車内や車庫など

最悪の場合死亡につな

すみやかに窓を開け、

そのまま放置すると、

場合死亡につながるお

• お子さまや障害物な

さい。

• 燃えやすい物がある

になるおそれがあり

次の場合は車が故障し

おくと走行に悪影響を

ますのでSUBARU販売

• いつもと違うにおい

• ハンドル操作に異常

• ブレーキフルードが

• 地面に油の漏れた跡

• 各警告灯が点灯・点

• リヤバンパーに強い

• フロントバンパーに

アクセサリーや物を置くとき

危険物の持ち込みはやめて

排気ガスの換気に

車内に排気ガスが

車の後ろに気をつ

こんなとき、SU
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 お するチャイルドシートは、お子さま

質量グループに分類されます。

合するチャイルドシートは、お子さ

てサイズおよび取り付け向きを規定

129は、チャイルドシートに関する国

っては身長71 cmから前向きでの取り付

もあります。

お子さまの体重

10 kg以下

13 kg以下

9 kg～18 kg

15 kg～25 kg

22 kg～36 kg

適用範囲

身長、月齢制限はありません

身長76 cm以上※2かつ月齢15
か月以上

身長100 cm以上
読！安全で快適な運転のポイント / お子さまを乗せるときの注意

6

子さまを乗せるときの注意

助手席ではお子さまの動作が気になったり、お子さまが運転装置

に触れて思わぬ事故につながるおそれがあります。お子さまは後

席に座らせ、必ずシートベルトを着用させてください。6歳未満

のお子さまはチャイルドシートの着用が法律で義務付けられてい

ます。12歳以下、または身長150 cm以下のお子さまが乗車する

ときは、必ずチャイルドシートを使用してください。また、チャ

イルドシートはできるだけ後席に取り付けて使用してください。

後席がお子さまにとって最も安全な乗車位置です。

P.64、87参照

• お子さまの年齢や体格に合わせ、適切なチャイルドシートを選

んでください。

• チャイルドシートの取り付け方法および取り外し方法は、それ

ぞれチャイルドシートに付属の取扱説明書をご覧ください。

• この車は、2006年10月1日施行の保安基準に適合したロアア

ンカレッジを標準装備しています。

• ECE R44※1の基準に適合

の体重によって次の5つの

• ECE R129※1の基準に適

まの身長および月齢によっ

しています。

※1: ECE R44およびECE R

際的な安全基準です。

※2: チャイルドシートによ

けに対応しているもの

お子さまは後席に

チャイルドシートを使用して

質量グループ

0

0+

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

種類 取り付け向き

ベビーシート 後ろ向き

チ ャ イ ル ド
シート

後ろ向き

前向き

ジュニアシー
ト

前向き
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に当たったり、急ブレーキ時に思わぬけが

険です。

サンルーフが開閉するときには大きな力が

り巻き込まれたりすると危険ですので、操

まが窓から顔や手を出したり窓に触ったり

認してください。

ので、小さなお子さまにはスイッチ操作を

。

きには、パワーウインドウのロックスイッ

ておいてください。

をして、手や首を挟むことを防止します。

による思わぬ事故を防ぐため、必ずプッ

チをOFFにしてキーを携帯し、お子さまを

ください。

お子さまや身体の不自由な方は、車内に残

炎天下の車内は高温となり、熱中症などに

ります。

ていても途中で止まることがあり、思わぬ

れがあります。

ら顔や手を出させないで

やサンルーフに気をつけて

はご一緒に
必読！安全で快適な運転

• チャイルドシートはできるだけ後席に取り付けてください。

• 助手席に後ろ向きチャイルドシートを絶対に取り付けないでく

ださい。SRSエアバッグが作動したときに強い衝撃を受け、命

にかかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。

• チャイルドシートはお子さまを乗せていないときでもしっかり

とシートに固定しておいてください。また、荷室に収納する場

合でもロープなどを利用して固定してください。固定しないま

ま客室または荷室に放置すると、ブレーキをかけたときなどに

チャイルドシートが動き乗員や物に当たるなどして、思わぬ事

故につながるおそれがあります。

• お子さまにもシートベルトを適正な位置に調整し着用させてく

ださい。適正な位置でシートベルトを着用できないお子さまに

は、チャイルドシートを使用してください。

• 膝の上でお子さまを抱いていると、衝突したとき十分に支える

ことができず、重大な傷害につながるおそれがあります。

• シートベルトは一人用です。お子さまを抱いたままでのシート

ベルトの着用は絶対にしないでください。

• お子さまをSRSエアバッグの前やシートの上に立たせた状態で

は走行しないでください。

• 開閉、施錠は必ず大人が行ってください。開閉するときはお子

さまの手や足などを挟まないように注意してください。また、

安全のため、チャイルドプルーフをご利用ください。

P.166参照

• ドア開閉時、ドアハンドルに指・爪などを挟まないように注意

してください。

走行中、車外の物など

をするおそれがあり危

• パワーウインドウや

働きます。挟まれた

作をする前にお子さ

していないことを確

• 挟まれると危険です

させないでください

• お子さまを乗せると

チをロック状態にし

お子さまがいたずら

P.168参照

• お子さまのいたずら

シュエンジンスイッ

連れてお車を離れて

• 特に乳児など小さな

さないでください。

つながるおそれがあ

エアコンを作動させ

事故につながるおそ

お子さまにも必ずシートベルトを

ドアの開閉に注意して

窓やサンルーフか

パワーウインドウ

車から離れるとき



必
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 C
操作を行うときは、アクセルペダル

ダルを踏みながら操作をしてくださ

レバーはブレーキペダルを踏まない

になっています。また、アクセルペ

と急発進して思わぬ事故につながる

た後はセレクトレバーをすみやかに

てください。

”、前進するときは“D”、後退す

ことを目で確認してください。

込むと、急発進して思わぬ事故につ

進時はゆっくりとアクセルペダルを

なり、思わぬ事故につながるおそれ

作は確実に

は目で確認

ダルの踏み込みはゆっく

バーを“N”にしないで
読！安全で快適な運転のポイント / CVT 車の特徴と運転上の注意

8

VT車の特徴と運転上の注意

• 走行中にアクセルペダルを深く踏み込むと自動的に低速ギヤに

切り替わります。これを「キックダウン」といい、強い加速力

を必要とするときに使用します。

• セレクトレバーを“M”にしているときは、キックダウンはで

きません。キックダウンを行う必要のあるときは、“D”に戻

してください。

• エンジンをかける前にペダルの位置を確認してください。ペダ

ルの踏み間違いは思わぬ事故につながります。

• アクセルペダルとブレーキペダルは右足で操作してください。

慣れない左足でのブレーキ操作は緊急時の反応が遅れることが

あり危険です。

• 発進時、セレクトレバーの

から足を離し、ブレーキペ

い。

• エンジン始動後、セレクト

と“P”から動かないよう

ダルを踏んだまま操作する

おそれがあります。

• 誤発進防止のため、後退し

“R”から戻す習慣をつけ

エンジンをかけるときは“P

るときは“R”の位置にある

アクセルペダルを急激に踏み

ながるおそれがあります。発

踏み込んでください。

エンジンブレーキが効かなく

があります。

強い加速を必要とするときキックダウンがで
きます

ブレーキペダルは右足で

セレクトレバーの操

セレクトレバー位置

発進時、アクセルペ
りと

走行中はセレクトレ
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には

を手に持って通話や操作をすることや、画

律により禁止されています。

ンや車両のディスプレイなどを操作したり

ださい。

るタイヤを装着していると、車両の駆動系

車両火災につながるおそれがあり危険で

レーキ性能に影響し、事故につながるおそ

の交換を行う場合は、次の事項をお守りく

レスタイヤ）を装着するときも同様です。

ズで、同一サイズ、同一メーカー、同一

ッドパターン（溝模様）のタイヤを装着し

ヤは使用しないでください。

ヤを混ぜて使用しないでください。

定空気圧に保ってください。

わないで

は

必読！安全で

セレクトレバーを“D”や“M”に入れたまま惰性で後退した

り、“R”に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてくだ

さい。エンジンが停止し、ハンドルが重くなるなどして思わぬ事

故や故障につながるおそれがあります。

お車がひとりでに動き出したり、乗り込むときに誤ってアクセル

ペダルを踏むと急発進して思わぬ事故につながるおそれがありま

す。電動パーキングブレーキを確実にかけセレクトレバーを

“P”にして、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてください。

P.43、225参照

• 電動パーキングブレーキを確実にかけセレクトレバーを“P”

にして、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてください。

• クリープ現象※でお車がひとりでに動き出したり、乗り込むと

き誤って急発進し思わぬ事故につながるおそれがあります。

※ エンジンがかかっているとき、セレクトレバーが“P”または

“N”以外でアクセルペダルを踏まなくても、ゆっくりと車が動

き出す現象。

 走行するとき

走行中に携帯電話など

面を注視することは法

走行中はスマートフォ

注視したりしないでく

4輪のうち1輪でも異な

の損傷や最悪の場合、

す。また、操縦性・ブ

れがあります。タイヤ

ださい。

冬用タイヤ（スタッド

• 4輪とも必ず指定サイ

銘柄および同一トレ

てください。

• 著しく摩耗したタイ

• 摩耗差の著しいタイ

• タイヤの空気圧を指

P.697、759参照

セレクトレバーは正しい位置で

駐車するときは電動パーキングブレーキを確
実にかけ、“P” にして、プッシュエンジン
スイッチをOFFにします

お車から離れるときはプッシュエンジンスイッ
チをOFFにして

携帯電話などを使

タイヤ交換のとき
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なります。

面の走行は、通常より注意して安全

てください。特に雨の降り始めは注

ブレーキ、急ハンドルなどやエンジ

な急なシフトダウンは避けてくださ

思わぬ事故につながるおそれがあり

走行すると、タイヤと路面の間に水

レーキが効かなくなり危険です（ハ

。スピードを落として走行してくだ

は、ハイドロプレーニング現象が起

ださい。

ブレーキの効きが悪くなることがあ

で先行車、後続車に十分注意しなが

かめてください。

いときはブレーキの異常が考えられ

販売店で点検を受けてください。

エンストするだけでなく、電装品の

の重大な車両故障につながるおそれ

ったときは、必ずSUBARU販売店

が開かなくなり、車両から脱出でき

。

走行した後はブレーキの

しないで
読！安全で快適な運転のポイント / 走行するときには

0

• 警告灯が点灯・点滅したら、直ちに安全な場所に停車し、

SUBARU販売店にご連絡ください。そのまま走行すると思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

P.129参照

• ボンネットを開けて点検するときは、高温部に触れないでくだ

さい。ボンネット内部は高温のため、やけどをするおそれがあ

ります。

• エンジンの回転部分には絶対に触れないでください。重大な傷

害につながるおそれがあります。

• 床下に衝撃を受けたときは安全な場所に直ちに車を止め、ブ

レーキフルードや燃料の漏れ、オイル漏れ、各部に損傷がない

かを確認してください。やけどの危険がありますので排気管に

は触れないように注意してください。損傷や異常がある場合

は、SUBARU販売店にご連絡ください。

• 走行中にタイヤがパンクしたときは、急ブレーキをかけないで

ください。ハンドルを確実に握り、徐々にスピードを落としな

がら、そのまままっすぐ運転し、ゆっくりと安全な場所に停車

してください。

P.729参照

ブレーキの部品が早く摩耗したり、ブレーキが過熱して効きが悪

くなるおそれがあります。

• 路面がぬれると滑りやすく

ぬれた路面や滑りやすい路

運転を心がけて慎重に行っ

意してください。また、急

ン回転数が急上昇するよう

い。タイヤがスリップして

ます。

• 水のたまった道路を高速で

が入り込み、ハンドルやブ

イドロプレーニング現象）

さい。特に摩耗したタイヤ

こりやすいので注意してく

• 水たまり走行後や洗車後、

ります。効きが回復するま

らブレーキの効き具合を確

• ブレーキの効きが回復しな

ますので直ちにSUBARU

冠水した道路を走行すると、

ショート、エンジン損傷など

があります。

• 万一、水中に浸かってしま

で点検を受けてください。

• 水位によっては水圧でドア

なくなるおそれがあります

走行中異常があったら

ブレーキペダルに足をのせたまま運転しないで

洗車後や水たまりを
効き確認を

冠水した道路を走行
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ニヤ板など燃えやすいものがあるときは、

めてください。すき間が少ないと排気ガス

起こしたり、車両火災につながるおそれが

ブレーキ、急ハンドルは避けてください。

ってください。

ヤがスタック（立ち往生）したときはタイ

ないでください。タイヤがバースト（破

熱により思わぬ事故につながるおそれがあ

よび車体床下に、ねこやねずみなどの小動

認してください。エンジン始動時に、ファ

が巻き込まれ、車体に損傷を与えることが

（1,000 kmまで）……4,000 rpm以下

コメーター（エンジン回転計）のレッド

意してください

転数で運転を
必読！安全で

• ブレーキペダルを踏み続けるとブレーキが過熱してブレーキが

効かなくなるおそれがあります。シフトダウンしてエンジンブ

レーキを併用してください。

－ シフトダウンとは、パドルシフトレバーの左側の レバー

を手前に引くことで低速ギヤへ変速することをいいます。

－ エンジンブレーキとは、走行中にアクセルペダルを戻したと

きに起こるブレーキ効果のことをいいます。低速ギヤに入れ

るほどよく効きますが、エンジン回転数がタコメーター（エ

ンジン回転計）のレッドゾーンに入らないようにしてくださ

い。

• シフトダウンによるエンジンブレーキは、道路状況や車間距離

に注意して使用してください。

ハンドルを確実に握り、安全な速度で運転してください。

走行速度が速過ぎると、ハンドルを確実に握っていても不意の突

風で車の進路が乱され、事故の原因になるおそれがあります。

• 路上に燃えやすいもの（枯葉など）があると排気管や排気ガス

の熱により発火するおそれがあります。燃えやすいものの上や

付近で停車または走行するときは、注意してください。

• 枯れ草、紙、油、木材など燃えやすいものがあるところには、

車を止めないでください。排気管や排気ガスの熱により車両火

災につながるおそれがあります。

• 車の後ろに木材、ベ

30 cm以上離して止

により変色や変形を

あります。

• 急発進、急加速、急

• 車間距離は十分にと

• ぬかるみなどでタイ

ヤを高速で回転させ

裂）したり、異常過

ります。

• エンジンルーム内お

物がいないことを確

ンやベルトに小動物

あります。

• 新車の慣らし運転中

• 慣らし運転後……タ

ゾーン未満

下り坂ではエンジンブレーキの併用を

横風に注意して

燃えやすいものに注意して

こんなことにも注

適切なエンジン回



必
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には

は冬用タイヤ（スタッドレスタイ

結路でスリップし危険です。

タイヤ）は、4輪とも必ず指定サイ

ーカー、同一銘柄および同一トレッ

イヤを装着してください。

用しないでください。

ぜて使用しないでください。

圧に保ってください。

タイヤ）を装着していても、急発

急ハンドルは避けてください。タイ

お車の進路をコントロールできなく

をお奨めします。

し、パドルシフトレバーで2速にし

きない降雪や雪道に遭遇した場合な

イヤチェーンは、前輪に装着してく

スタッドレスタイヤ）で

けて

輪に
読！安全で快適な運転のポイント / 雪道走行するときには

2

• バッテリーは消耗品です。こまめな点検と早めの交換を心がけ

てください。

• バッテリーは走行中に充電されます。

短時間（約10分以下）の走行を繰り返していたり、長期間（約

10日間以上）お車を使用しなかったりしたときは、約30分以

上を目安に走行し、バッテリーを充電してください。

－ 充電できない状態が続くと、バッテリーの性能が維持でき

ず、故障の原因となります。

－ 日々の車両使用でバッテリーの性能が維持できない場合、

バッテリーの点検や充電について、SUBARU販売店にご相

談ください。

• 継続的にブレーキ付近から金属的な摩擦音（キーキー音）が発

生したときは、すみやかにSUBARU販売店で点検を受け、ブ

レーキパッドを交換してください。摩擦音が発生した状態で走

行を続けていると、ブレーキディスクの損傷につながる場合が

あります。

• ブレーキパッドやブレーキディスクなどの部品は、役割を果た

すとともに摩耗していきます。摩耗の限界を超えて走行すると

故障を引き起こすばかりでなく、事故につながるおそれがあり

ます。

 雪道走行するとき

• 雪道走行が予測される場合

ヤ）を用意してください。

一般タイヤでは、雪道、凍

• 冬用タイヤ（スタッドレス

ズで、同一サイズ、同一メ

ドパターン（溝模様）のタ

• 著しく摩耗したタイヤは使

• 摩耗差の著しいタイヤを混

• タイヤの空気圧を指定空気

• 冬用タイヤ（スタッドレス

進、急加速、急ブレーキ、

ヤのグリップ力が失われ、

なる場合があります。

• 発進時は、2速ギヤの使用

セレクトレバーを“M”に

ます。

• タイヤチェーンは、予測で

どの非常用装備品です。タ

ださい。

バッテリーの充電

ブレーキパッドの摩耗警報

4輪とも冬用タイヤ（

控えめな運転を心が

タイヤチェーンは前
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プッシュエンジンスイッチをOFFにしてく

意識にアクセルペダルを踏み続けたり、セ

したりして思わぬ事故やオーバーヒート、

おそれがあり危険です。また、風通しのよ

化炭素中毒や、最悪の場合死亡につながる

降雪時に駐車するときは、エンジンをかけ

ださい。エンジンをかけた状態で車のまわ

排気ガスが車内に侵入して一酸化炭素中毒

につながるおそれがあり危険です。

ジンをかけたままハンドルをいっぱいに回

ください。

合は、プッシュエンジンスイッチをOFFに

得ず、プッシュエンジンスイッチがONで

は、冷却ファンに注意してください。

状態では、エンジンが停止していてもプッ

をONにすると、エンジンルーム内の冷却

があります。

ンに触れるとけがをするおそれがありま

プッシュエンジンスイッチを

いに回した状態を続けないで
必読！安全で快適

• タイヤチェーンを取り付けると、後輪が滑りやすくなります。

後輪が滑り出すと、ハンドルでお車の進路をコントロールする

ことが難しくなります。急発進、急加速、急ブレーキ、急ハン

ドルなどを避け、路面の状況に合った安全な速度（30 km/h

以下）で慎重に運転してください。

• タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してくださ

い。

 駐・停車するときには

坂道に駐車する場合には、無人で車が動き出すなど思わぬ事故に

つながるおそれがあります。次の処置をしてください。

1. 電動パーキングブレーキを確実にかけ、車が動き出さないこと

を確認します。

P.225参照

2. セレクトレバーを“P”に入れます。

3. 輪止め（タイヤストッパー）をします。

なお、急な坂道での駐車は避けてください。

坂道などで、エンジンをかけなくても車を動かせる場合でも、必

ずエンジンをかけて移動してください。エンジンがかかっていな

いときにブレーキペダルを踏むと硬く感じられることがあり、ハ

ンドル操作が重くなるため、そのまま移動すると思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

• 仮眠するときは必ず

ださい。仮眠中に無

レクトレバーを動か

車両火災につながる

くない場所では一酸

おそれがあります。

• 雪が積もった場所や

たままにしないでく

りに雪が積もると、

や、最悪の場合死亡

車庫入れなどで、エン

した状態を続けないで

P.219参照

ボンネットを開ける場

してください。やむを

ボンネットを開ける際

エンジンの温度が高い

シュエンジンスイッチ

ファンが作動すること

回転している冷却ファ

す。

坂道に駐車するときは

車の移動はエンジンをかけて

駐車するときは
OFFにして

ハンドルをいっぱ

冷却ファンに注意
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 S
はシートベルトを補助する装置でシー

ありません。SRSエアバッグシステ

などを防止できないばかりか、エア

接受けてしまいます。

し、正しい運転（乗車）姿勢をとら

SRSエアバッグシステムの効果が十

るような重大な傷害につながるおそ

を着用してください。

ださい。

だけ後席に取り付けてください。や

チャイルドシートのみ助手席に取り

ドシートを絶対に取り付けないでく

たとき、強い衝撃を受け、命にかかわ

がるおそれがあります。

イルドシートの着用が法律で義務付

0 cm以下のお子さまが乗車するとき

を使用してください。

法はチャイルドシートに付属の取扱

着用して

合は
読！安全で快適な運転のポイント / SRS エアバッグシステム

4

RSエアバッグシステム

SRSエアバッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの

略で、乗員補助拘束装置の意味です。

すべてのSRSエアバッグはプッシュエンジンスイッチがONのと

きのみ作動可能になります。

運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害

を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シート

ベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部や胸部な

どへの衝撃をやわらげる装置です。

SRSニーエアバッグは運転席SRSエアバッグと同時に作動し、前

方に移動する運転者の下肢への衝撃をやわらげる装置です。ま

た、下肢の動きを受けとめることで姿勢の変化をおさえ、身体全

体の保護効果を高めます。

SRSサイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受ける

おそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが

身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に胸部や腰部への衝

撃をやわらげる装置です。

SRSカーテンエアバッグは車両側方、または車両前方から乗員が

重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動

し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗

員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置です。

SRSシートクッションエアバッグは助手席SRSエアバッグと同時

に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、助手席

乗員の主に胸部や腹部への衝撃をやわらげる装置です。

• SRSエアバッグシステム

トベルトに代わるものでは

ムだけでは身体の飛び出し

バッグ本体からの衝撃を直

• シートベルトを正しく着用

ないと、衝突などのとき、

分発揮されず、命にかかわ

れがあります。

• 同乗者も必ずシートベルト

P.52、182参照

• お子さまは後席に乗せてく

• チャイルドシートはできる

むを得ないときは、前向き

付けることができます。

• 助手席に後ろ向きチャイル

ださい。

SRSエアバッグが作動し

るような重大な傷害につな

P.64、87参照

• 6歳未満のお子さまはチャ

けられています。

• 12歳以下、または身長15

は、必ずチャイルドシート

チャイルドシートの使用方

説明書をご覧ください。

SRSエアバッグシステムとは

シートベルトは必ず

お子さまを乗せる場
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を開ける前に車体または給油機などの金属

パッドに触れて身体の静電気を除去してく

燃料に引火して車両火災にいたるおそれが

を開けるときは、必ずキャップのツマミ部

左に回して開けてください。

ときに、“シュー ”という音がしたとき

てからゆっくり開けてください。急に開け

の噴き返しが発生し、車両火災になるおそ

フューエルキャップを開けるなど、給油操

ってください。燃料給油口に他の人を近づ

給油口に給油ガンのノズルを確実に挿入し

、浅く挿入し継ぎ足し給油を行うと、オー

ず、燃料がこぼれる場合があります。

ートに戻らないでください（座ることで帯

す）。

自動停止した時点で止めてください。気温

料があふれ、車両火災になるおそれがあり

ルキャップを“カチッ ”と音がするまで右

っていることを確認してください。キャッ

いないと走行中に燃料が漏れて車両火災に

ります。
必読！安全で快適な

 燃料を給油するときには

• 指定燃料は無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）です。

• 無鉛プレミアムガソリンが入手できないときなどは、無鉛レ

ギュラーガソリンを使用することもできますが、エンジンの性

能を十分に発揮できないおそれがあります。

指定燃料は、フューエルリッド（燃料給油口）に記載されてい

ます。

• 日本産業規格（JIS）や「揮発油の品質の確保に関する法律」

が定めたガソリン規格に適合しているETBEやE3などのバイオ

ガソリンは使用できます。

• ガソリン添加剤を使用する場合は、スバル純正品のご使用をお

奨めします。SUBARU販売店にご相談ください。

• 上記以外の燃料などを使用すると、エンジンの出力が低下した

り、部品が損傷したりするおそれがあります。

• プッシュエンジンスイッチを必ずOFFにしてください。

• 車のドア、窓は閉めてください。

• 給油時は火気厳禁です。

タバコなどの火気を絶対に近づけないでください。引火して車

両火災にいたるおそれがあります。こぼれた燃料はすみやかに

拭き取ってください。

• 燃料の取り扱いは屋外で行ってください。

• ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項をお守りくださ

い。

• フューエルキャップ

部分や、静電気除去

ださい。

静電気による火花が

あります。

• フューエルキャップ

分を持ち、ゆっくり

キャップをゆるめた

は、その音が止まっ

ると給油口から燃料

れがあります。

• フューエルリッド、

作は必ずお一人で行

けないでください。

• 給油するときは燃料

てください。

ノズルを浮かしたり

トストップが作動せ

• 給油中は、車内のシ

電することがありま

• 給油は、給油ガンが

などの変化により燃

ます。

• 給油後は、フューエ

に回し、確実に締ま

プが確実に締まって

つながるおそれがあ

給油前に必ず指定燃料をご確認ください

給油時には必ず次のことをお守りください
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意を

にガスライターやスプレー缶などを

が高温になるためガスライターやス

れがあります。

亀裂および継ぎ手部の損傷など、排

、必ずSUBARU販売店で点検を受

すると排気ガスが車内に侵入し、一

死亡につながるおそれがあります。

ンクが熱いときはキャップを外さな

噴き出すおそれがあり危険です。

SUBARU販売店にご相談ください。

一部の機能に影響が出ることがあり

外の部品を取り付けたり、取り付け

災など思わぬ事故につながることが

、スプレー缶などを放置

検して

きキャップを外さないで

ときには
読！安全で快適な運転のポイント / こんなことにも注意を

6

• 車に合ったスバル純正のフューエルキャップ以外は使用しない

でください。純正品を使わないと車両火災などを引き起こし、

その結果重大な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ

れがあります。

• 給油中に、燃料を車にこぼさないようにしてください。塗装面

を侵すおそれがあります。こぼれた燃料はすみやかに拭き取っ

てください。

燃料の成分には有害な物質を含んでいるものもあります。気化し

た燃料を吸い込まないよう、注意してください。

 こんなことにも注

炎天下で駐車するときは車内

放置しないでください。車内

プレー缶などが爆発するおそ

排気管の腐食などによる穴や

気管の異常に気づいた場合は

けてください。そのまま使用

酸化炭素中毒や、最悪の場合

ラジエーターやリザーバータ

いでください。蒸気や熱湯が

電装品を取り付けるときは、

種類や取り付け場所により、

ます。また、スバル純正品以

方法を誤ったりすると車両火

あります。

給油時に気化した燃料を吸い込まないように
注意してください

車内にガスライター
しないで

排気管をときどき点

ラジエーターが熱いと

電装品を取り付ける



ント / アイドリングストップ使用上の注意
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ストップ使用上の注意
は操作や条件により、ブレーキペダルを踏

保のためにエンジンが停止、または再始動

作動をよく確認してご使用ください。

ーズコントロールまたはAVHによって停止保

止保持の解除時にエンジンが再始動します。
必読！安全で快適な運転のポイ

RF送信機は、お車に搭載されるすべての電子・電装システムに

悪影響を与える可能性がありますので、取り付けないでくださ

い。

次のような場合には、バンパーやマフラーなど車体下部を損傷す

るおそれがありますので、十分に注意してください。

• 車止めのある場所への駐車

• 路肩に沿っての駐車

• 平坦路から上り坂・下り坂および上り坂・下り坂から平坦路へ

の乗り入れ

• 路肩等段差のある場所への乗り降り

• 凹凸やわだちのある道路の走行

• くぼみ（穴）のある個所の通過

SUBARU販売店はSUBARU車を点検整備するための設備、技

術、知識のすべてを兼ね備えています。お客様が安心してお車に

お乗りいただくためにも、点検整備はお近くのSUBARU販売店

にご用命ください。

 アイドリング
アイドリングストップ

んだままでも、安全確

することがあります。

P.232参照

※ 全車速追従機能付クル

持している場合は、停

RF送信機の取り付けについて

車止めなどに注意して

点検整備をするときは



必

4

ルを踏んでいても、アイドリングス

ると、安全を確保するためエンジン

ます。

プ中にボンネットを開け
読！安全で快適な運転のポイント / アイドリングストップ使用上の注意

8

アイドリングストップ中に運転席シートベルトを外したり、運転

席ドアを開けたりすると、ブレーキペダルから足を離さなくて

も、エンジンが自動的に再始動することがあります。ブレーキペ

ダルから足を離すと、お車が動き思わぬ事故につながるおそれが

あります。

車外に出るときは電動パーキングブレーキを確実にかけセレクト

レバーを“P”にして、プッシュエンジンスイッチをOFFにして

ください。

運転者が車内でブレーキペダ

トップ中にボンネットを開け

が完全に停止した状態になり

アイドリングストップ中に運転席シートベル
トを外したり、運転席ドアを開けたりしないで

アイドリングストッ
ないで



で快適な運転のポイント / 車両状態の記録
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録
や操作に関するデータを記録する機能が装

のようなデータを記録することがありま

どの音声や映像は記録しません。

ルは記録されたデータを第三者へ開示する

（リース車は借主の同意）がある場合

機関など法的強制力のある要請に基づく場

する場合

診断・研究開発・品質の向上を目的に取

あります。

されないデータを調査目的で第三者に開示

。

株式会社ＳＵＢＡＲＵを意味しています。

開示
必読！安全

この場合、始動操作をするまでエンジンが再始動せず、坂道でお

車が動く、ハンドル操作が重くなるなどの可能性があり危険で

す。

 車両状態の記
お車には、車両の制御

備されています。

走行状況に応じて、次

す。

• 車速

• エンジン回転数

• エンジン制御情報

• シフト情報

• 走行情報など

なお、本機能は会話な

次の場合を除き、スバ

ことはありません。

• お車の使用者の同意

• 警察・裁判所・政府

合

• スバルが訴訟で使用

ただし、スバルは

• データを車両の故障

得・使用することが

• 使用者・車両が特定

することがあります

※ ここでいうスバルは、

車両データの情報



必

5

 E

DRで記録されたデータを第三者へ開

ス車は借主の同意）がある場合

ど法的強制力のある要請に基づく場

合

究に使用することがあります。

いデータを調査目的で第三者に開示

社ＳＵＢＡＲＵを意味しています。

行機関などの特別な装置を所有する

Rに接続した場合でも情報を読み

示

読！安全で快適な運転のポイント / EDR（イベントデータレコーダー）

0

DR（イベントデータレコーダー）
お車には、EDR（イベントデータレコーダー）が装備されていま

す。EDRは、一定の衝突や衝突に近い状態（SRSエアバッグの作

動および路上障害物との接触など）が発生したときに車両システ

ムの作動状況に関するデータを記録します。EDRは車両の動きや

安全システムに関するデータを短時間記録するように作られてい

ます。ただし、衝突の程度と形態によっては、データが記録され

ない場合があります。

EDRは次のようなデータを記録します。

• 車両の各システムの作動状況

• アクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況

• 車速

• SRSエアバッグおよび歩行者保護エアバッグ作動に関する情報

これらのデータは、衝突や傷害が発生した状況を把握するのに役

立ちます。

次の場合を除き、スバルはE

示することはありません。

• お車の使用者の同意（リー

• 警察・裁判所・政府機関な

合

• スバルが訴訟で使用する場

ただし、スバルは

• データを車両安全性能の研

• 使用者・車両が特定されな

することがあります。

※ ここでいうスバルは、株式会
知  識

• EDRは衝突が発生したときにデータを記録します。

• 通常走行時にはデータは記録されません。

• 個人情報（例：氏名・性別・年齢・衝突場所）は記録されま

せんが、事故調査の際に法執行機関などの第三者が、通常の

手続きとして収集した個人を特定できる種類のデータと

EDRデータを組み合わせて使用することがあります。

• EDRで記録されたデータを読み出すには、特別な装置を車

両またはEDRへ接続する必要があります。

－ スバルにくわえ、法執

第三者が車両またはED

出すことができます。

EDRデータの情報開

知  識
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シ

5

安全ド

シ
 シ

り、裏返しの状態で使用しない。

っているとベルトの幅が狭くなった

受けて万一のとき危険です。

きるだけ低い位置に密着させて着用

場合は万一のとき強い圧迫を受け、

おそれがあります。

ずに確実に肩にかける。

ないと上半身が拘束されず十分な効

でシートベルトを正しく着用する。

以上に倒して走行しない。

体がシートベルトの下にもぐり、腹

け、重大な傷害につながるおそれが

ントパネルに必要以上近づいて運転

ミやクリップなどでたるませない。

方も、万一のときに備えシートベル

けるおそれがありますので医師に相

してください。
ートベルト / シートベルトの正しい着用

2

ライブ

ートベルト

ートベルトの正しい着用
シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場

合があります。次の使用方法に従って走行前に運転者は必ず着用

し、同乗者にも必ず着用させてください。走行中はシートベルト

を外さないでください。

警  告
シートベルトの着用は、次のことを必ずお守りください。守ら

ないと正常に作動せず、重大な傷害につながるおそれがありま

す。

• 走行する前に全員が必ずシートベルトを着用する。

• 二人以上で一本のシートベルトを使用しない。

－ シートベルトは一人用です。

• タングプレートを正しいバックルに確実に装着する。

• シートベルトはねじれた

－ ねじれたり裏返しにな

り、局部的に強い力を

• シートベルトは腰骨ので

する。

－ 柔らかい腹部にかけた

重大な傷害につながる

• 肩ベルトは脇の下を通さ

－ 肩に十分にかかってい

果を発揮しません。

• 正しい運転（乗車）姿勢

P.182参照

• シートの背もたれを必要

－ 衝突したときなどに身

部などに強い圧迫を受

あります。

• ハンドルやインストルメ

しない。

• シートベルトを洗濯バサ

• 妊娠中の方や疾患のある

トを着用する。

－ 局部的に強い圧迫を受

談し、注意事項を確認

警  告



シートベルト / シートベルトの正しい着用

53

トによる負傷を防ぎます。

の使用方法はチャイルドシートに付属の

ください。

に乗せてください。

ルトで遊ばせない。

体に巻きつけて遊んだりすると、窒息す

害につながるおそれがあります。

トが身体に巻きついて外せなくなった場

でベルトを切断してください。

れや切り傷ができたり、金具部などが正

ときは、シートベルトを交換する。

一事故にあった場合は、外観に異常がな

RU販売店で交換してください。

と正常に働かず、十分な効果を発揮しま
－ 妊娠中の方は、腰ベルトは腹部を避けて腰骨のできるだけ

低い位置にぴったり着用してください。肩ベルトは確実に

肩に通し、腹部を避けて胸部にかかるように着用してくだ

さい。

• シートベルトのバックルや巻き取り部に異物が入らないよう

にする。

－ タングプレートが完全に固定されず、走行中に外れるおそ

れがあります。

• お子さまもシートベルトを必ず着用させる。

－ 膝の上でお子さまを抱いていても、急ブレーキや衝突した

ときなど十分支えることができず、お子さまへの重大な傷

害につながるおそれがあります。

• シートベルトを着用したときベルトが首、あご、顔などに当

たるお子さまはチャイルドシートを使用する。

－ シートベルトは大人用に設計されています。

警  告
－ 万一のとき、ベル

チャイルドシート

取扱説明書をご覧

－ お子さまは、後席

• お子さまをシートベ

－ シートベルトを身

るなどの重大な傷

－ 万一、シートベル

合は、はさみなど

• シートベルトにほつ

常に動かなくなった

－ 装着した状態で万

くても必ずSUBA

そのまま使用する

せん。

警  告



シ

5

ルト
に合わせて自由に巻き取り、引き出

受けたときやベルトを急激に引き出

タングが自動的にロックされます。

上の負荷がかからないようになって

て、ゆっくり引き出します。

はベルトをゆるめてもう一度ゆっく

は、一度ベルトを強く引いてからベ

りと引き出します。
ートベルト / フロントシートベルト

4

 フロントシートベ
シートベルトは、身体の動き

しができますが、強い衝撃を

そうとすると、ベルトおよび

また、衝突した際は、一定以

います。

着用のしかた

1. タングプレートを手で持っ

ベルトが引き出せないとき

り引き出します。

それでも引き出せないとき

ルトをゆるめ、再度ゆっく

• シートベルトを交換するときは、交換するシートベルト位置

用として認可された、スバル純正品を使用する。

• シートベルトの改造や取り外しなどはしない。

－ 衝突などのとき十分な効果を発揮せず重大な傷害を受ける

おそれがあります。

注  意
• 炎天下などで室内が高温になっている場合、樹脂部分を持っ

て着用する。

－ シートベルトの金属部分が熱くなり、やけどをするおそれ

があります。

警  告

3点式シートベルト



シートベルト / フロントシートベルト

55

ーを調整するときは、次のことをお守り

衝突したときなどにシートベルトが十分

大な傷害を受けるおそれがあります。

当たらないように、また、肩の中央に十

るだけ高い位置に調整する。

に固定されていることを確認する。

ーが上がらない場合、シートベルトが引

態になっていることがあります。シート

態にしてから操作してください。
2. ベルトがねじれないようにし、タングプレートをバックルの中

へ、“カチッ ”と音がするまで差し込みます。

3. ショルダーアジャスターを調整するときはノブを引きながら上

下に動かして最適な位置を選び、固定します。

警  告
ショルダーアジャスタ

ください。守らないと

な効果を発揮せず、重

• シートベルトが首に

分かかるようにでき

• 調整した後は、確実

知  識
ショルダーアジャスタ

き出せず固定された状

ベルトが引き出せる状



シ

5

4

外

装備されています。

に合わせて自由に巻き取り、引き出

受けたときやベルトを急激に引き出

自動的にロックされます。

上の負荷がかからないようになって

する前に、シートベルトが背もたれ

たれ固定フックの裏側に回り込んで

きない、または衝突したときなどに

効果を発揮せず、重大な傷害につな

。

ートベルト / リヤシートベルト

6

. 正しい姿勢で腰かけ、腰のベルトを腰骨のできるだけ低い位置

に密着させます。

すとき

外すときはバックルの「PRESS」ボタンを押し、タングプレー

トを手で持ってゆっくり巻き取ります。

ベルトが自動的に収納されますので、ひっかかったり、ねじれた

りしていないかを確認します。

 リヤシートベルト
3点式シートベルトが3名分

シートベルトは、身体の動き

しができますが、強い衝撃を

そうとしたときは、ベルトが

また、衝突した際は、一定以

います（外側席のみ）。

警  告
• リヤシートベルトを使用

に挟まれていたり、背も

いないか必ず確認する。

－ シートベルトが着用で

シートベルトが十分な

がるおそれがあります



シートベルト / シートベルト警報

57

警報
ッチがONでシートベルトが未着用の場合、

シートベルトを着用すると警告灯は消灯し

着用せずに走行する、または走行中にシー

灯が点滅または点灯し、ブザーが鳴りま
フロントシートベルトと同じ方法で着用および外します。

P.54参照

フロントシートベルトと同じ方法で着用および外します。このと

き、必ず中央席用のバックルを使ってください。バックルには

「CENTER」印があります。

 シートベルト
プッシュエンジンスイ

警告灯が点灯します。

ます。シートベルトを

トベルトを外すと警告

す。

＜運転席＞

外側席用シートベルト

中央席用シートベルト



シ
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分解しない。

の間に後席乗員の足をのせたり、物

を置かない。

ない。

手席に物を置きっぱなしにしたり、

バックルにはめたままにしたりしな

いたり、シート表面を刺したりしな

や巻き取り部の近く、またはシート

ない。

合でも、座面に荷物などを置いたと

警告灯が点灯することがあります。

たり、座布団などを使用したりする

正常に作動しないことがあります。
ートベルト / シートベルト警報

8

＜助手席、後席＞

プッシュエンジンスイッチがONで運転席、助手席（乗員がいる

とき）いずれかのシートベルトが未着用の場合、メーターまたは

オーバーヘッドコンソール内の警告灯が点灯します。シートベル

トを着用すると消灯します。

シートベルト未着用のまま車速約20 km/h以上で走行すると警告

灯が点滅し、ブザーが鳴ります。このとき車速が約20 km/h以下

になっても、警告灯の点滅とブザーは、シートベルトを着用する

まで約2分間続きます。

約2分間経過してもシートベルト未着用の場合、警告灯が点滅か

ら点灯に切り替わり、ブザーは停止します。警告灯はシートベル

トを着用するまで点灯します。

運転席・助手席

警  告
• 助手席に水やその他の液体をこぼさない。

－ 液体をこぼした場合は、直ちに拭き取ってください。

• 助手席を取り外したり、

• 助手席の座面と背もたれ

を入れたりしない。

• フロントシートの下に物

• 助手席に強い衝撃を与え

• お車から離れるときに助

シートベルトのタングを

い。

• シートに尖ったものを置

い。

• シートベルトのバックル

レール付近に磁石を置か

知  識
• 助手席に乗員がいない場

き、センサーが感知して

• 助手席に小柄な方が乗っ

と、センサーが感知せず

警  告
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きは、次の操作を行うと警告灯は消灯し

を着用する（シートベルトのタングプ

に挿入する）

場合でも、座面に荷物などを置いたと

して警告灯が点灯することがあります。

ートをバックルから抜くと、誤って隣の

してしまった場合など、バックルに対応

なくてもブザーが鳴ります。

柄な大人の方が乗ったり、チャイルド

を使用したりすると、センサーが感知せ

ことがあります。
プッシュエンジンスイッチがONで後席（乗員がいるとき）いず

れかのシートベルトが未着用のとき、オーバーヘッドコンソール

内の警告灯が点灯します。シートベルトを着用すると消灯しま

す。

シートベルト未着用のまま走行した場合、または走行中にシート

ベルトを外した場合、警告灯が点灯します。さらに、車速約20 

km/h以上の場合はブザーが鳴り、シートベルトを着用するまで、

または約30秒間継続します。

停車中または車速約20 km/h以下で走行しているときは、シート

ベルトを外してもブザーは鳴りませんが、警告灯は点灯します。

警告灯はシートベルトを着用するまで点灯します。

後席

警  告
• 後席に水やその他の液体をこぼさない。

－ 水やその他の液体をこぼした場合は、直ちに拭き取ってく

ださい。

• 後席を取り外したり、分解しない。

• 後席に強い衝撃を与えない。

• 後席の座面に物を置いたまま背もたれを倒さない。

－ センサーの誤作動や破損のおそれがあります。

• シートに尖ったものを置いたり、シート表面を刺したりしな

い。

知  識
• 警告灯が点灯したと

ます。

－ 後席シートベルト

レートをバックル

• 後席に乗員がいない

き、センサーが感知

• 走行中にタングプレ

座席のバックルに差

する座席に乗員がい

• 後席にお子さまや小

シートや座布団など

ず正常に作動しない
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 プ

ベルトの効果を発揮させるため次の

。

整する。

用する。

は、必ずSUBARU販売店にご相談

とき

とき
ートベルト / プリテンショナー付シートベルト

0

リテンショナー付シートベルト
プリテンショナー付シートベルトは、車両前方または車両側方か

らの強い衝撃を受けると作動し、シートベルトを瞬間的に引き込

んで乗員をシートにしっかり固定してシートベルトの効果をいっ

そう高めます。

運転席のプリテンショナーは肩ベルトと腰ベルトに、助手席と後

席の外側席のプリテンショナーは肩ベルトに装備されています。

＜運転席＞

＜助手席／後席＞

注  意
プリテンショナー付シート

事項を必ずお守りください

• シートを正しい位置に調

P.182参照

• シートベルトを正しく着

P.52参照

次のような作業をするとき

ください。

• シートベルトを取り外す

• シートベルトを廃棄する

• 廃車するとき
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シート

知  識
• プリテンショナー付シートベルトは、シートベルトを着用し

ていない場合でも作動します。一度作動すると、ベルトの引

き出し、巻き取りができなくなります。

• プリテンショナー付シートベルトが作動した場合は、必ず運

転席、助手席および後席の外側席とも同時にSUBARU販売

店で交換してください。

• プリテンショナー付シートベルトは、SRSエアバッグシス

テムと同時に作動します。
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S
 S
S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

2

RSエアバッグシステム

RSエアバッグシステムについて
SRSエアバッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの

略で、乗員補助拘束装置の意味です。

すべてのSRSエアバッグはプッシュエンジンスイッチがONのと

きのみ作動可能になります。

運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害

を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シート

ベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部や胸部な

どへの衝撃をやわらげる装置です。

SRSニーエアバッグは運転席SRSエアバッグと同時に作動し、前

方に移動する運転者の下肢への衝撃をやわらげる装置です。ま

た、下肢の動きを受けとめることで姿勢の変化をおさえ、身体全

体の保護効果を高めます。

SRSサイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受ける

おそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが

身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に胸部や腰部への衝

撃をやわらげる装置です。

SRSカーテンエアバッグは車両側方、または車両前方から乗員が

重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を受けた場合に作動

し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席と後席乗

員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置です。

SRSシートクッションエアバッグは助手席SRSエアバッグと同時

に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、助手席

乗員の主に胸部や腹部への衝撃をやわらげる装置です。
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テム構成部品の周辺を強打したり衝撃

部が破損したり、ひび割れたりした場

店で交換してください。
SRS エアバッグシ

警  告
SRSエアバッグシステムに関して次のことを必ずお守りくだ

さい。

守らないと、システムが正常に作動しなかったり、衝突などの

とき効果が十分に発揮されず、命にかかわる重大な傷害につな

がるおそれがあります。

• シートベルトを正しく着用し、シート位置・ハンドル位置を

調整して正しい運転（乗車）姿勢をとる。

－ SRSエアバッグシステムはシートベルトを補助する装置

です。SRSエアバッグシステムだけでは身体の飛び出し

などを防止できないばかりか、エアバッグ本体からの衝撃

を受けてしまいます。

• 膝の上に物を抱えるなど、乗員とSRSエアバッグの間に物

を置いた状態で走行しない。

－ SRSエアバッグが膨らんだときに物が飛ばされたり、

SRSエアバッグの正常な作動を妨げるおそれがあります。

• スバル純正の専用シートカバー以外のものを前席シートに取

り付けたり、敷いたりしない。

－ スバル純正の専用シートカバーを使用する場合には、付属

の使用説明書をよく読み、正しい向き、位置に装着してく

ださい。

• SRSエアバッグシス

を加えたりしない。

• SRSエアバッグ格納

合は、SUBARU販売

警  告
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グの前に立たせたり、膝の上に抱

状態では走行しない。

50 cm以下のお子さまが乗車する

シートを使用する。

ャイルドシートの着用が法律で義

用方法は、チャイルドシートに付属

ださい。
S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

4

お子さまを乗せるときは次のことをお守りください。守らない

と、命にかかわる重大な事故につながるおそれがあります。

お子さまを乗せるとき

警  告
• お子さまは後席に座らせて必ずシートベルトを着用させる。

－ お子さまを助手席に乗せると、SRSエアバッグが膨らん

だときに、命にかかわるような重大な傷害につながるおそ

れがあります。

• お子さまをSRSエアバッ

いたり、背負ったりした

• 12歳以下、または身長1

ときは、必ずチャイルド

－ 6歳未満のお子さまはチ

務付けられています。

－ チャイルドシートの使

の取扱説明書をご覧く

警  告
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たSRSエアバッグおよびハンドル下のパネ

ニーエアバッグが瞬時に膨らみ、その後し

バッグ・SRSニーエアバッグ

・SRSニーエアバッグに関して次のこ

い。

が正常に作動せず衝撃を受け、命にかか

がるおそれがあります。

り、センターパッド部にステッカーなど
SRS エアバッグシ

ハンドル部に格納され

ル部に格納されたSRS

ぼみます。

• 助手席に後ろ向きチャイルドシートを絶対に取り付けない。

－ 事故などで助手席SRSエアバッグが膨らんだとき、重大

な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり

ます。

警  告 運転席SRSエア

警  告
運転席SRSエアバッグ

とを必ずお守りくださ

守らないと、システム

わる重大な事故につな

• ハンドルを交換した

を貼らない。
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ル部に格納されたSRSエアバッグお

たSRSシートクッションエアバッグ

みます。

助手席に同乗者がいなくても運転席

動します。

グ・SRSシートクッショ

Sシートクッションエアバッグに

りください。

常に作動せず衝撃を受け、命にかか

おそれがあります。

SRSシートクッションエアバッグ

胸など）を近づけたり、もたれかか
S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

6

助手席インストルメントパネ

よび助手席シートに格納され

が瞬時に膨らみ、その後しぼ

助手席SRSエアバッグは、

SRSエアバッグと同時に作

－ SRSエアバッグシステムが正常に作動しなくなります。

• 運転席SRSエアバッグ・SRSニーエアバッグ格納部に身体

（手、顔、胸など）を近づけない。

警  告 助手席SRSエアバッ
ンエアバッグ

警  告
助手席SRSエアバッグ・SR

関して次のことを必ずお守

守らないと、システムが正

わる重大な事故につながる

• 助手席SRSエアバッグ・

格納部に身体（手、顔、

らない。
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トに格納されたSRSサイドエアバッグおよ

ー、ルーフサイドに格納されたSRSカーテ

膨らみ、その後しぼみます。膨らむのは衝

。

とSRSカーテンエアバッグは、乗員がいな

バッグ・SRS カーテンエア

・SRSカーテンエアバッグに関しては、

さい。

が正常に作動せず衝撃を受け、命にかか

がるおそれがあります。
SRS エアバッグシ

運転席、助手席各シー

び左右のフロントピラ

ンエアバッグが瞬時に

撃を受けた側のみです

SRSサイドエアバッグ

くても作動します。

• インストルメントパネルの上面またはその周辺にステッカー

類を貼ったり、アクセサリー、ナビゲーションシステムや芳

香剤など、硬い物や鋭利な物を置かない。

－ SRSエアバッグシステムが正常に作動しなくなったり、

作動時にこれらの物が飛び、命にかかわるような重大な傷

害につながるおそれがあります。

• フロントガラスにアクセサリーなどを取り付けたり、ルーム

ミラーにワイドミラーを取り付けない。

－ SRSエアバッグシステムが正常に作動しなくなったり、

作動時にこれらの物が飛び、命にかかわるような重大な傷

害につながるおそれがあります。

警  告 SRS サイドエア
バッグ

警  告
SRSサイドエアバッグ

次の事項をお守りくだ

守らないと、システム

わる重大な事故につな
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納部周辺に物を置いたり、カップ

リー用品を取り付けない。

が作動したときこれらが飛び、命

な傷害につながるおそれがありま

、フロントピラー・センターピ

ルーフサイド部や天井に近づかな

グが作動したときに頭部などに強

かわるような重大な傷害につながる

にお子さまを乗せるときには注意し

ラス、フロントピラー・センターピ

フサイド部、アシストグリップなど

展開部周辺にアクセサリーやハン

り付けない。
S エアバッグシステム / SRS エアバッグシステムについて

8

• フロントシート背もたれのSRSサイドエアバッグ格納部に

身体（手、足、顔）を近づけたり、ドアにもたれかかるよう

な姿勢で座らない。

• お子さまなどに後席からフロントシートの背もたれを抱え込

むような姿勢はさせない。

警  告
• SRSサイドエアバッグ格

ホルダーなどのアクセサ

－ SRSサイドエアバッグ

にかかわるような重大

す。

• ドアにもたれかかったり

ラー・リヤピラーおよび

い。

－ SRSカーテンエアバッ

い衝撃を受け、命にか

おそれがあります。特

てください。

• フロントガラス、ドアガ

ラー・リヤピラー、ルー

SRSカーテンエアバッグ

ズフリーマイクなどを取

警  告
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グが作動するとき、し

て次のことを必ずお守りください。

らんだ直後は、SRSエアバッグの構成

くなっていますので、触れるとやけどを

ます。

作動すると、ガス排出穴からガスが抜

始めます（SRSカーテンエアバッグ、

グ、SRSシートクッションエアバッグ

に直接触れた場合に、やけどをするおそ

場合、SRSエアバッグの作動の有無に

UBARU販売店で点検を受ける。

正常に作動せず、命にかかわるような

がるおそれがあります。

果を発揮するために瞬時に膨らみます。

エアバッグと接触して打撲やすり傷、や

とがあります。
SRS エアバッグシステム / SR

 SRS エアバッ
ないとき
SRSエアバッグに関し

－ SRSカーテンエアバッグが作動したときに、飛ばされて

危険です。

• フロントピラー、リヤピラー、ルーフサイド部などSRS

カーテンエアバッグ展開部は、強く叩くなど過度の力を加え

ない。

• 後席アシストグリップ部のコートフックには、ハンガーや重

い物や鋭利な物をかけない。

－ 服をかけるときは、ハンガーを使用せず直接コートフック

にかけてください。

警  告

警  告
• SRSエアバッグが膨

部品に触れない。

－ 構成部品が大変熱

するおそれがあり

－ SRSエアバッグが

けて直ちにしぼみ

SRSニーエアバッ

を除く）。

排出穴からのガス

れがあります。

• 大きな衝撃を受けた

かかわらず、必ずS

－ SRSエアバッグが

重大な傷害につな

注  意
• SRSエアバッグは効

このため、展開中の

けどなどを受けるこ
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ッグ、運転席SRSニーエアバッグおよ

ョンエアバッグは車両前方から乗員が

ある大きな衝撃を受けた場合に作動

束する働きと併せて、前席乗員の頭

をやわらげる装置です。

衝突時のエネルギーは車体がつぶれ

、車体の損傷が大きくても乗員への

あります。

きくてもSRSエアバッグが必ずしも

エアバッグ、運転席SRS
び助手席SRSシートクッ
作動するとき、しないとき
S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

0

運転席、助手席SRSエアバ

び助手席SRSシートクッシ

重大な傷害を受けるおそれの

し、シートベルトが身体を拘

部や胸部、下肢などへの衝撃

車体の衝撃吸収構造により、

ることで吸収または分散され

衝撃は大きくならない場合も

したがって、車体の損傷が大

作動するとは限りません。

• SRSエアバッグが作動すると、作動音とともに白煙が発生

しますが、車両火災ではありません。また、人体への影響も

ありません。

ただし、残留物が付着した場合は、すみやかに水で洗い流し

てください。まれに皮ふに刺激を感じる場合があります。

知  識
• SRSエアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げ

ません（SRSカーテンエアバッグを除く）。

• SRSエアバッグは一度膨らむと再使用できません。

SUBARU販売店で交換してください。

注  意 運転席、助手席SRS
ニーエアバッグおよ
ションエアバッグが
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車両下部に強い衝撃を受けたときも作動す

たり、縁石に衝突したときや、ジャンプし

起にボディ下面を強くぶつけたとき
SRS エアバッグシステム / SR

作動するとき

• 次のようなときに作動します。

－ 約20 km/h～約30 km/h以上の速度で厚いコンクリートの

ような壁に正面衝突したとき、またはこれと同等以上の衝撃

を受けたとき

• 走行中路面などから

ることがあります。

－ 深い穴や溝に落ち

たり、道路上の突



SR

7

作 衝突の衝撃により移動または変形す

RSエアバッグがまれに作動すること

は発揮されません。

横方向から衝突されたり、横転や転
S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

2

動しにくいとき

• 次のように、部分的に衝撃を受けたときや車両前方から衝撃が

加わらなかったときは作動しにくくなります。

－ 電柱などに衝突したり、トラックの荷台にもぐり込んだとき

－ 片側衝突（オフセット衝突）したり、斜め前方へ衝突したと

き

－ 駐車している車両など、

るものに衝突したとき

• また、次のような場合はS

もありますが、本来の効果

－ 後ろから衝突されたり、

覆したとき
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は、シートベルトが身体を拘束する働きと

に胸部や腰部への衝撃をやわらげる装置で

は、車両側方から乗員が重大な傷害を受け

衝撃を受けた場合、作動します。

グは、シートベルトが身体を拘束する働き

乗員の主に頭部への衝撃をやわらげる装置

グは、車両側方、または車両前方から乗員

おそれのある大きな衝撃を受けた場合、作

およびSRSカーテンエアバッグの作動・非

や衝撃を受けた部位、衝突方向などの条件

バッグ・SRS カーテンエア
とき、しないとき
SRS エアバッグシステム / SR

作動しないとき

• 次のようなときは作動しません。

－ 一度SRSエアバッグが作動した後の衝突
SRSサイドエアバッグ

併せて、前席乗員の主

す。

SRSサイドエアバッグ

るおそれのある大きな

SRSカーテンエアバッ

と併せて、前席と後席

です。

SRSカーテンエアバッ

が重大な傷害を受ける

動します。

SRSサイドエアバッグ

作動は、衝撃の大きさ

により変わります。

SRS サイドエア
バッグが作動する



SR

7

作

きさによっては作動しないこともあ

動した場合、また、衝突した物の形

、衝突時の衝撃が弱められるため、

SRSカーテンエアバッグは作動しにく

されたり、客室以外に側面から衝突
S エアバッグシステム / SRS エアバッグが作動するとき、しないとき

4

動するとき

• 次のようなとき衝撃が大きいと作動します。

－ 側面に真横から衝突されたとき

• 次のような場合も、衝突の部位、衝撃の大きさによっては作動

することがあります。

－ 片側衝突（オフセット衝突）のとき

作動しにくいとき

• 次のようなとき、衝撃の大

ります。

衝突した物が変形したり移

状や衝突の状態によっては

SRSサイドエアバッグ・

くなります。

－ 車両側面に斜めから衝突

されたとき
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動しません。

アバッグ・SRSカーテンエアバッグが作動
SRS エアバッグシステム / SR

－ 電柱などに衝突したり、側面にバイクが真横から衝突したと

き

• 次のような場合はSRSサイドエアバッグ・SRSカーテンエア

バッグがまれに作動することがありますが、本来の効果は発揮

されません。

－ 横転や転覆したり、停車中や走行中の車に正面から衝突した

り、後ろから衝突されたとき

作動しないとき

• 次のようなときは作

－ 一度SRSサイドエ

した後の衝突



SR
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 S
S エアバッグシステム / SRS エアバッグ警告灯

6

RSエアバッグ警告灯
SRSエアバッグ警告灯は、SRSエアバッグシステム（シートベル

トプリテンショナー含む）で兼用しています。

システムの異常を検知すると警告灯が点灯します。

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、約6秒後に消灯

します。

警  告
警告灯が次のようになったときはシステム異常が考えられます

ので走行しないでください。SRSエアバッグが正常に作動せ

ず、命にかかわるような重大な傷害を受けるおそれがあり危険

です。

直ちに安全な場所に停車し、SUBARU販売店にご連絡くださ

い。

• プッシュエンジンスイッチをONにしても点灯しないとき

• プッシュエンジンスイッチをONにして6秒以上経過しても、

点灯しているとき

• 走行中に点灯したとき

警  告
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ください。守らないと、衝突などのとき

れず、命にかかわる重大な傷害につなが

トガラスをまたぐようにステッカーなど

ウルパネルの上に物を置かない。

ウルパネルの上に雪などが積もった状態

した状態で走行しない。

トルメントパネル、フロントバンパー、

、構成部品の周辺に衝撃を加えない。

を手で押さない。

に、傷やひび割れがあるときは、そのま

い。
歩行者保護エ

歩行者保護エアバッグ
 歩行者保護エアバッグについて

歩行者保護エアバッグは、車両前面で歩行者と衝突した際に展開

し、頭部への重大な傷害を軽減する装置です。

プッシュエンジンスイッチがONで、自車速が約25 km/h～約60 

km/hで走行中のみ作動します。

カウルパネルの「PEDESTRIAN PROTECTION AIRBAG」マー

クの記載があるところから展開します。

警  告
次のことを必ずお守り

に効果が十分に発揮さ

るおそれがあります。

• ボンネットとフロン

を貼らない。

• ボンネットおよびカ

• ボンネットおよびカ

や、ゴミ、砂が付着

• ボンネット、インス

カウルパネル部など

• フロントバンパー部

• フロントバンパー部

まの状態で走行しな



歩

7

傷やひび割れがあるときはそのまま

店で点検を受けてください。
行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

8

注  意
次のような場合は、歩行者保護エアバッグが誤って作動してし

まったり、歩行者保護エアバッグのセンサー部品が壊れたりす

る可能性があります。

• 駐車時、発進時に他の車や、壁、ガードレールなどへの接触

知  識
• 歩行者保護エアバッグは膨らんだ後は徐々にしぼみます。

• 歩行者保護エアバッグは一度作動すると2回目以降の衝突で

は作動しません。

• 歩行者保護エアバッグが作動した状態では走行しないでくだ

さい。視界が妨げられて正常な走行ができないおそれがあり

ます。やむを得ず走行する場合は必ず「歩行者保護エアバッ

グが作動したとき」の手順に従ってください。

P.79参照

• 歩行者保護エアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨

らみます。このため、衝突した歩行者は展開中の歩行者保護

エアバッグと接触して打撲やすり傷、やけどなどを受けるこ

とがあります。

• 歩行者保護エアバッグが作動すると、作動音とともに白煙の

ようなガスが発生しますが、車両火災ではありません。ま

た、人体への影響もありません。ただし、残留物（カスな

ど）が目などに付着した場合は、すみやかに水で洗い流して

ください。皮ふの弱い方などは、まれに皮ふが刺激される場

合があります。

• 歩行者保護エアバッグが作動した場合はSUBARU販売店で

交換してください。

• フロントバンパー部に、

使用せず、SUBARU販売

知  識
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を移動するときは、「歩行者保護エア

」手順に従いたたんだ上で、すみやかに

検を受けてください。

あわてずに適切な対処をしてください。
歩行者保護エ

歩行者保護エアバッグ展開後に車を動かす必要があるときは、次

の手順に従ってください。

1. 車を安全な場所に移動し、プッシュエンジンスイッチをOFFに

します。

2.「歩行者保護エアバッグのたたみかた」に従ってエアバッグを

折りたたみます。

P.80参照

3. お近くのSUBARU販売店にご相談ください。

歩行者保護エアバッグが作動したとき

注  意
• 歩行者保護エアバッグが作動した際は、EyeSightの視野に

影響を与えるおそれがあります。

P.262参照

• エアバッグ作動後車

バッグのたたみかた

SUBARU販売店で点

P.80参照

知  識
事故が起きたときは、

P.722参照

注  意



歩
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1

けられているストラップを引っ張

ます。
行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグについて

0

次の手順で、エアバッグを視界の妨げにならないようにたたみま

す。

. エアバッグの端の部分を縫い目に沿って折ります。

2. もう一度折ります。

3. エアバッグの裏側に縫い付

り、縫い目をちぎって外し

歩行者保護エアバッグのたたみかた

注  意
• エアバッグの作動直後はカウルパネルの奥が熱くなっている

ので手を入れない。

－ エアバッグが作動した後温かく感じられることや、煙が出

ることがあります。

• エアバッグをたたむときは、破損した部品などに注意する。

－ 尖ったふちや破損部に触れるとけがをするおそれがありま

す。

知  識
エアバッグに空気が残っている場合は、上から押して空気を抜

きながらたたんでください。
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ントガラス側に向かって丸め、フロントガ

うにしてできるだけ小さくまとめます。
歩行者保護エ

反対側（フロントガラス側）の布に縫い付けられているスト

ラップも同様に外します。縫い目は2か所あります。

4. 手順1.、2.でたたんだ部分を車両内側に向かって折りたたみま

す。

5. たたんだ部分をフロ

ラス側の布で包むよ



歩
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6

7

バッグが作動すると

走行中、歩行者および、歩行者と同

重さの物と衝突したと判断したとき

にフロントバンパーに衝突の痕跡が

の衝撃が加われば作動します。軽い

な物体との衝突でも、衝突状況・速

あります）。

要が生じる可能性がありますので

けてください。

つかったとき。

が展開していなくても歩行者保護エ

する場合があります。警告灯が点灯

ムが正常に作動しないおそれがあり

告灯の点灯有無にかかわらずぶつ

とき。

だとき。

センサー部品とセンサー周辺付近の

システムが正常に作動しなくなるお
行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグが作動するとき、しないとき

2

. ストラップできつく縛ります。

. 反対側も同じ手順でたたみ、視界を妨げないようボンネット側

に押し込みます。

 歩行者保護エア
き、しないとき

約25 km/h～約60 km/hで

じまたはそれ以上の大きさ、

に作動します（衝突したとき

残らない場合でも、一定以上

物、小さな動物、その他小さ

度によっては作動する場合が

知  識
走行時の風圧でほどけないよう、ストラップをしっかり結んで

ください。

作動するとき

警  告
次の場合部品を交換する必

SUBARU販売店で点検を受

• 車両や路上の障害物とぶ

－ 歩行者保護エアバッグ

アバッグ警告灯が点灯

し続ける場合はシステ

ます。

• 歩行者保護エアバッグ警

かった痕跡が確認された

• 深い水たまりに入り込ん

－ フロントバンパー裏の

すき間に水が浸入して

それがあります。
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きや駐車場のスロープ、うねりのある道

物などにぶつけたとき

たり、ジャンプして地面にフロントバン

つけたとき

まりや雪だまりに侵入したときや、車止

、自転車、動物（イヌ、シカ、イノシシな

たとき
歩行者保護エアバッグ / 歩行者保

• 次のような車両下部やフロントバンパーに衝撃を受けたときも

作動することがあります。

－ 電柱などに衝突したり、トラックの荷台にもぐり込んだとき

－ 片側衝突（オフセット衝突）したり、斜め前方へ衝突したと

き

－ 縁石と衝突したと

路、突起物や落下

－ 深い穴や溝に落ち

パー前面を強くぶ

－ その他、深い水た

め、買い物カート

ど）などと衝突し



歩

8

故の状況、形態によっては作動する

き

行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグが作動するとき、しないとき

4

• 歩行者の体格、姿勢によっては作動しにくい場合があります。

• 次のような衝撃を受けたときも作動しないことがあります。

－ しゃがんでいる人、屈んでいる人とぶつかったとき

－ 転倒した人とぶつかったとき

－ 滑りやすい路面で横滑りしたり、タイヤが空転したりして車

速が正確に検知できないとき

• 次のようなときは作動しません。

－ 作動速度範囲外で走行しているとき

－ 横たわっている人などに衝突したとき

－ 一度歩行者保護エアバッグが作動した後の衝突

－ フロントバンパー左右の角や側面に歩行者がぶつかったとき

• 次のような場合は歩行者保護エアバッグがまれに作動すること

がありますが、本来の効果は発揮されません。

－ 横方向から衝撃を受けたとき

－ 横転、転覆したとき（事

ことがあります。）

－ 後方から衝撃を受けたと

作動しにくいとき

作動しないとき
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アバッグ警告灯
すると警告灯が点灯します。

ッチをONにすると点灯し、約6秒後に消灯

ったときはシステム異常が考えられます

さい。システムの異常を示している場

ことがあります。

車し、SUBARU販売店にご連絡くださ

イッチをONにしても点灯しないとき

イッチをONにして6秒以上経過しても、

き

歩行者保護

－ 歩行者が車の側面やヘッドランプより外側とぶつかったとき  歩行者保護エ
システムの異常を検知

プッシュエンジンスイ

します。

警  告
警告灯が次のようにな

ので走行しないでくだ

合、正常に作動しない

直ちに安全な場所に停

い。

• プッシュエンジンス

• プッシュエンジンス

点灯しているとき

• 走行中に点灯したと
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およびナンバープレートベースなど

部品も純正品以外装着しない。

しなくなるおそれがあります。

BARU販売店にご相談ください。

レートの交換や取り付けを行う場合

ついてSUBARU販売店にご相談く

しなくなるおそれがあります。

ネット、カウルパネル付近に部品を

しなくなるおそれがあります。

近やフロントバンパー付近で手をつ

ない。

作動したり、正常に作動しないおそ

ときにフロントバンパー周辺部品に

い。

したり、部品が損傷してシステムが

れがあります。

ッグを廃棄するときは必ず

ください。歩行者保護エアバッグ

重大な傷害につながるおそれがあり
行者保護エアバッグ / 歩行者保護エアバッグ警告灯

6

車両の整備作業やカー用品の装着について、次のことをお守りく

ださい。

車両の整備作業やカー用品を装着するとき

警  告
• 4輪とも指定されたサイズのタイヤを指定空気圧で使用す

る。

• 歩行者保護エアバッグセンサーが格納されているフロントバ

ンパー部に傷がついていたり、ひび割れがあるときはそのま

ま使用しない。

－ 衝突したときなどに誤作動したり、正常に作動しないおそ

れがありますので、必ずSUBARU販売店で点検を受けて

ください。

• ボンネットを強く閉めたり、ボンネット上部に荷重を加え

る、強く叩くなどしない。

－ 歩行者保護エアバッグが損傷し、正常に作動しなくなるお

それがあります。

• 歩行者保護エアバッグの部品・配線を取り外したり修理しな

い。

－ 修理や交換作業が必要なときは、SUBARU販売店にご相

談ください。

• フロントバンパー・ワイパー・ボンネット・サスペンショ

ン・エアロパーツ・ホイール・カウルパネルなどを加工した

り、純正品以外に交換しない。

－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

－ 純正品の取り付けはSUBARU販売店にご相談ください。

• 字光式ナンバープレート

のバンパーアクセサリー

－ システムが正常に作動

－ 純正品の取り付けはSU

• フロント側のナンバープ

は、使用可能なボルトに

ださい。

－ システムが正常に作動

• フロントバンパー、ボン

取り付けない。

－ システムが正常に作動

• 作業中、カウルパネル付

いたり、強く押したりし

－ 衝突したときなどに誤

れがあります。

• エンジンがかかっている

触れない、よりかからな

－ 予期せぬ作動でけがを

正常に作動しないおそ

• お車や歩行者保護エアバ

SUBARU販売店にご相談

が思いがけなく作動して

ます。

警  告
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るチャイルドシート

するチャイルドシートは、お子さまの体

量グループに分類されます。

の種類

お子さまの体重

10 kg以下

13 kg以下

9 kg～18 kg

15 kg～25 kg

22 kg～36 kg
お子さまの安全
 チャイルドシート

お子さまが乗車するときは、チャイルドシートを正しく使用し安

全を確保してください。

• チャイルドシートを購入するときは、お車に適合するか確認し

てください。チャイルドシートの大きさによってはお車に取り

付けできないことがあります。

• 認可表示を確認し、お子さまの年齢や体格に合わせて適切な

チャイルドシートを選んでください。

• チャイルドシートの取り付け方法および取り外し方法は、購入

したチャイルドシートに付属の取扱説明書をご覧ください。

• この車は、2006年10月1日施行の保安基準に適合したロアア

ンカレッジを標準装備しています。

• ECE R44※または、ECE R129※に適合したチャイルドシート

を使用してください。

• i-Sizeチャイルドシートは、ECE R129に適合したチャイルド

シートです。

※ ECE R44およびECE R129は、チャイルドシートに関する国際的

な安全基準です。

ECE R44に適合す

ECE R44の基準に適合

重によって次の5つの質知  識
チャイルドシートについて、ここでは、ベビーシート、チャイ

ルドシート、ジュニアシートの総称として、「チャイルドシー

ト」と呼んでいます。

知っておいていただきたいこと

チャイルドシート

質量グループ

0

0+

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
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■
専用のロアアンカレッジとトップテ

ISOFIXチャイルドシートを使用す

は次の固定具の商品があります。「適

けが可能な固定具の商品をお選びく

大
使用の向き 形状、大きさ

左 寝台式

右 寝台式

後ろ ―

後ろ 小型

後ろ 小型

後ろ 大型

前 低型

前 低型

前 全高

前 狭幅

前 全幅
子さまの安全 / チャイルドシート
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シートベルト固定
車両のシートベルトを使用して座席に固定する、ユニバーサル

チャイルドシートを使用することができます。

質量グループに一致した商品をお選びください。

■ロアアンカレッジ固定
後席の外側席に装備された、

ザーアンカレッジで固定する

ることができます。

ISOFIXチャイルドシートに

合性一覧」を確認し、取り付

ださい。

P.90参照

知  識
• ECE R44に適合したチャイルドシートには認可マークが表

示されています。認可マークに記載された体重の範囲を確認

し、お子さまに合ったチャイルドシートをお選びください。

＜表示例＞

• 取り付けが可能な座席位置は「適合性一覧」で説明していま

す。

P.90参照

固定具
お子さまの

きさ

ISO/L1 乳児

ISO/L2 乳児

ISO/R1 乳児

ISO/R2X 幼児

ISO/R2 幼児

ISO/R3 幼児

ISO/F2X 幼児

ISO/F2 幼児

ISO/F3 幼児

ISO/B2 児童

ISO/B3 児童
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席位置は「適合性一覧」で説明していま
ECE R129に適合するチャイルドシート

ECE R129の基準に適合するチャイルドシートは、お子さまの身

長および月齢によってサイズおよび取り付け向きを規定していま

す。

後席の外側席に装備された、専用のロアアンカレッジとトップテ

ザーアンカレッジで固定するi-Sizeチャイルドシートを使用する

ことができます。

※ チャイルドシートによっては身長71 cmから前向きでの取り付けに

対応しているものもあります。

種類 取り付け向き 適用範囲

ベビーシート 後ろ向き
身長、月齢制限はありません

チャイルドシー
ト

後ろ向き

前向き
身長76 cm以上※かつ月齢
15か月以上

ジュニアシート 前向き 身長100 cm以上

知  識
• ECE R129に適合したチャイルドシートには認可マークが

表示されています。認可マークに記載された身長、体重の範

囲を確認し、お子さまに合ったチャイルドシートをお選びく

ださい。

＜表示例＞

• 取り付けが可能な座

す。

P.90参照

知  識
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それぞれのシートには、次のようなチャイルドシートを取り付け

ることができます。

※ 助手席シート調整

スライド：一番後ろ
シート高さ：一番上
背もたれ：一番起こす

適合性一覧

車両のシートベルトで固定するタイプの前向きユ
ニバーサルチャイルドシートに適している。

車両のシートベルトで固定するタイプのユニバー
サルチャイルドシートに適している。

WRX S4 への取り付けに対応しているチャイル
ドシート（チャイルドシートに付属の対応車種リ
ストをご確認ください）。

i-SizeおよびISOFIXチャイルドシートに適してい
る。

トップテザーアンカレッジを装備している座席。
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① ② ③ ④

前席 後席

助手席 左側席 中央席 右側席

UF ○ ○※ ○

― ○ ― ○

― × ― ×

― R3 ― R3

― F3 ― F3

― B3 ― B3
記号の説明
○：取り付けられます。
UF：前向きチャイルドシートのみ取り付けられます。
×：取り付けられません。
─：ロアアンカレッジがありません。

※ サポートレッグ付きチャイルドシートは、フロアの形状により、使用できないものがあります。

座席位置の番号

座席位置

シートベルトで固定するタイプ 汎用（ユニバーサル）チャイルドシートに適する座席位置

ロアアンカレッジで固定する
タイプ

i-Sizeチャイルドシートに適する座席位置

横向き固定具（L1/L2）に適する座席位置

搭載できる最大の後ろ向き固定具（R1/R2X/R2/R3）

搭載できる最大の前向き固定具（F2X/F2/F3）

搭載できる最大のブースター固定具（B2/B3）
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取り付け可能な座席位置

② ③ ④

後席左側 後席中央 後席右側

○ ○ ○

○ × ○

○ × ○

○ ○ ○

○ × ○

○ ○ ○

○ × ○

○ ○ ○
2

子さまの安全 / チャイルドシート

推奨チャイルドシートとは、市販のチャイルドシートのことです。

記号の説明
○：取り付けられます。
×：取り付けられません。

推奨チャイルドシート

チャイルドシート
お子さまの身長
あるいは体重

取り付け向き 固定方法 ①

助手席

BRITAX BABY SAFE 3 i-SIZE
40～83 cm

～13 kg
後ろ向き

シートベルト ×

BRITAX BABY SAFE 3 i-SIZE with 
BRITAX FLEX BASE iSENSE

ISOFIX ×

BRITAX ADVANSAFIX i-SIZE

76～102 cm
～21 kg

前向き

ISOFIX ×

100～150 cm
シートベルト ○

ISOFIX ×

BRITAX KIDFIX i-SIZE
100～150 cm
15 kg～36 kg

前向き
シートベルト ○

ISOFIX ×

Graco Junior Plus NEXT 100～150 cm 前向き シートベルト ○
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バッグの前に立たせたり、膝の上に抱

した状態では走行しない。

長150 cm以下のお子さまが乗車する

ルドシートを使用する。

まはチャイルドシートの着用が法律で義

す。

の使用方法は、チャイルドシートに付属

覧ください。
お子さまを乗せるときは次のことをお守りください。守らない

と、命にかかわる重大な事故につながるおそれがあります。

お子さまを乗せるとき

警  告
• お子さまは後席に座らせて必ずシートベルトを着用させる。

－ お子さまを助手席に乗せると、SRSエアバッグが膨らん

だときに、命にかかわるような重大な傷害につながるおそ

れがあります。

• お子さまをSRSエア

いたり、背負ったり

• 12歳以下、または身

ときは、必ずチャイ

－ 6歳未満のお子さ

務付けられていま

－ チャイルドシート

の取扱説明書をご

警  告
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に固定する。

いと、衝突時や急ブレーキ時にお子

けるおそれがあります。詳しくは、

属の取扱説明書をご覧ください。

け後は、チャイルドシートを取り付

。

大な傷害を受けるおそれがあり危険

子さまの年齢や体格に合ったものを

たままにしない。特に乳児など小さ

由な方は、絶対に車内に残さない。

なり、熱中症など短時間のうちに重

悪の場合、死亡につながるおそれが
子さまの安全 / チャイルドシート

4

• 助手席に後ろ向きチャイルドシートを絶対に取り付けない。

－ 事故などで助手席SRSエアバッグが膨らんだとき、重大

な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり

ます。

• 背もたれが確実にロックされているか、ロックノブの赤マー

クが見えないことを確認する。

• 背もたれを前後に動かして確実に固定されていることを確認

する。

－ 固定されていないと急ブレーキ時などに背もたれが倒れた

り、荷室内の物が飛び出すなど思わぬ事故につながり重大

な傷害につながるおそれがあります。

警  告

• チャイルドシートは確実

－ 確実に固定されていな

さまが重大な傷害を受

チャイルドシートに付

• チャイルドシート取り付

けたシートは動かさない

－ 衝突したときなどに重

です。

• チャイルドシートは、お

使用する。

• お子さまを車の中に残し

なお子さまや身体の不自

－ 炎天下の車内は高温と

大な傷害に及ぶか、最

あります。

警  告
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ートの取り付けかた
法については、お客様が購入したチャイル

説明書をご覧ください。

OFIX／i-Sizeチャイルドシートを固定する

ジとトップテザーアンカレッジが装備され

位置から一段引き上げます。

取り付けるときは、シート位置を一番後

、背もたれを起こした状態に調整します。

固定のしかた

ャイルドシートを絶対に取り付けない。

SRSエアバッグが膨らんだとき、重大

最悪の場合死亡につながるおそれがあり

とき、チャイルドシートが干渉し、外側

ルトを着用できない場合は、外側席には

しく着用できず、急ブレーキや衝突の際

及ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
お子さま

 チャイルドシ
取り付け、取り外し方

ドシートに付属の取扱

後席の外側席には、IS

ためのロアアンカレッ

ています。

1. ヘッドレストを格納

P.189参照

やむを得ず助手席に

ろ、一番上の位置で

P.184参照

• チャイルドシートを使用していないときでもシートにしっか

りと固定するか、荷室に収納する場合でも、ロープなどを利

用して固定する。

－ ブレーキをかけたときなどにチャイルドシートが動き乗員

や物に当たるなどして、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

－ 固定しないと、急ブレーキ時などに思わぬ事故につながる

おそれがあります。

• ヘッドレストを取り外した場合は荷室に収納し、固定する。

－ ヘッドレストを車内に置いた場合、急停止または急カーブ

によりヘッドレストが乗員や物に当たるなど、思わぬ事故

につながるおそれがあります。

警  告

シートベルトでの

警  告
• 助手席に後ろ向きチ

－ 事故などで助手席

な傷害に及ぶか、

ます。

警  告
• 中央席に取り付けた

席で正しくシートベ

座らない。

－ シートベルトが正

に、重大な傷害に

れがあります。
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2

3

れの下側のカバーを開くとありま

されていることを示すマークがカ

ら一段引き上げます。

使いかた

ドシートを取り付ける際は、次の

トのかみ込みがないことを確認す

取り付け部

み込んだ場合、確実にロックされ

重大な傷害につながるおそれがあり
子さまの安全 / チャイルドシートの取り付けかた
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. チャイルドシートに付属の取扱説明書に従って取り付けます。

. チャイルドシートやシートベルトが確実に固定されていること

を前後左右に動かして確認します。ぐらつきがある場合はやり

直してください。

ロアアンカレッジは、背もた

す。ロアアンカレッジが装備

バーについています。

1. ヘッドレストを格納位置か

P.189参照

知  識
ヘッドレストがチャイルドシートに当たる場合は、ヘッドレス

トを取り外してください。

警  告
シートベルトはねじれがないようにしてください。

知  識
助手席に取り付けたとき、チャイルドシート背面と背もたれの

間にすき間ができる場合は、背もたれの角度を調整します。

ロアアンカレッジの

警  告
• ISOFIX／i-Sizeチャイル

部分に異物やシートベル

る。

－ ロアアンカレッジ

－ ベースシートのシート

－ テザーベルトのフック

シートベルトや異物がか

ず、衝撃を受けたときに

ます。
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しっかりと取り付けられていることを前後

します。ぐらつきがある場合は再度取り付

ださい。

差し込むときは、確実に押し込む。

れずに走行すると、思わぬけがにつなが

す。

用時以外はカバーを完全に閉じる。

ま乗車するとカバーの破損や思わぬけが

があります。

まないよう十分注意する。

トを取り付けることにより、シートに跡

。

お子さま

2. ロアアンカレッジのカバーを、裏の矢印が見えなくなるまで完

全に押し込みます。

3. チャイルドシートに付属の取扱説明書に従って取り付けます。

4. チャイルドシートが

左右に動かして確認

け状態を確認してく

知  識
ヘッドレストがチャイルドシートに当たる場合は、取り外して

ください。

注  意
• ロアアンカレッジに

－ 正常に組み付けら

るおそれがありま

• チャイルドシート使

－ カバーが開いたま

につながるおそれ

注  意
可動部分に指や物を挟

知  識
長期間チャイルドシー

がつく場合があります
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後席ヘッドレストの後ろ側にあるカバーを開けます。カバーには

トップテザーアンカレッジを示すマークがあります。

ヘッドレストを取り外し、チャイルドシートに付属の取扱説明書

に従って使用してください。

P.189参照

テザーベルトのフックを、図のようにトップテザーアンカレッジ

に引っかけます。

トップテザーアンカレッジの使いかた
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1

メータ

メ
 メ

回転計）

面

計）

料計）

距離計）

計）

ードセレクト表示

／シフトポジション
ーター / メーターの表示

00

ー・ディスプレイ

ーター

ーターの表示 (1) 液晶メーター

(2) メーター表示情報

(3) 警告灯・表示灯エリア

(4) タコメーター（エンジン

(5) ECOゲージ

(6) 基本画面／EyeSight画

(7) スピードメーター（速度

(8) フューエルメーター（燃

(9) トリップメーター（区間

(10) オドメーター（積算距離

(11) SI-DRIVE／ドライブモ

(12) セレクトインジケーター

(13) マーク

(14) 水温計



メーター / メーターの表示

101

を示します。

ンジン回転計）

数を超えている範囲（レッドゾーン）に

する。

る運転を続けるとエンジンなどが損傷す

。

気負荷が変動すると、エンジン回転数が

ます。

車時にハンドルを操作すると、エンジン

とがあります。
ドアを解錠し、運転席ドアを開けて閉めると、ウェルカム画面を

表示します。

また、プッシュエンジンスイッチをONにするとメーターのすべ

ての指針が一度最大値を指し、すみやかに戻ります。

プッシュエンジンスイッチをOFFにすると、グッバイ画面を表示

します。

毎分のエンジン回転数

ウェルカム画面・グッバイ画面

知  識
• ウェルカム画面は一度表示すると、プッシュエンジンスイッ

チをOFFにしてから一定時間が経過するまでは運転席ドア

を開けても表示しません。

• ウェルカム画面、グッバイ画面は、プッシュエンジンスイッ

チをONにすると通常の表示に戻ります。

• キーレスアクセス機能またはアクセスキーのボタンでドアを

施錠するとグッバイ画面を中断します。

• ウェルカム画面、グッバイ画面、メーターの初期作動を

OFFに設定できます。

P.118参照

タコメーター（エ

注  意
• エンジンの許容回転

入らないように運転

－ レッドゾーンに入

ることがあります

知  識
• アイドリング時に電

変動することがあり

• 極低速時、または停

回転数が変動するこ



メ

1

してからの平均燃費と瞬間燃費の差

も瞬間燃費が良い場合は＋側、悪い

目安です。

ットすると、平均燃費を表示するま

示するまでの間、ECOゲージは作
ーター / メーターの表示

02

お車の走行速度を示します。 トリップメーターをリセット

を表示します。平均燃費より

場合は－側を表示します。

スピードメーター（速度計） ECOゲージ

知  識
• ECOゲージはあくまでも

• トリップメーターをリセ

で約10秒かかります。表

動しません。



メーター / メーターの表示
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替える

リップリセットスイッチを押すごとに表示

戻す

ップBのうち、リセットしたい方を表示さ

／トリップリセットスイッチを押し続ける
ある区間に走行した距離を知りたいとき使います。

トリップA、Bを切り

トリップ切り替え／ト

が切り替わります。

トリップA、Bを0に

トリップAまたはトリ

せ、トリップ切り替え

と0.0に戻ります。

トリップメーター（区間距離計）

知  識
プッシュエンジンスイッチがON以外の状態でもトリップ切り

替え／トリップリセットスイッチを押すと、一定時間バックラ

イトが点灯し、オドメーター・トリップメーターを表示しま

す。



メ

1

ONのとき、燃料の残量を示します。

り替え／トリップリセットスイッチ

量を表示します。

（燃料計）

ら早めに給油をしてください。

を始動すると示します。また、目盛

く時間がかかります。

15 L以下）、目盛りが安定するまで

す。

の関係は必ずしも正確ではありませ

ください。

急停車などではタンク内の燃料が移

減することがあります。
ーター / メーターの表示

04

走行した総距離をkmで表示します。 プッシュエンジンスイッチが

ON以外の場合はトリップ切

を押すと一定時間、燃料の残

P.103参照

オドメーター（積算距離計） フューエルメーター

知  識
• 目盛りが「E」に近づいた

• 給油後の残量はエンジン

りが安定するまでしばら

• 給油量が少ない場合（約

しばらく時間がかかりま

• 目盛りと消費量（残量）

ん。目安として活用して

• 坂道やカーブ、急発進、

動するので、目盛りが増



メーター / メーターの表示

105

、またはギヤ位置を表示します。

、241参照

ン可能表示

シフトアップ、シフトダウンが可能な場合

ケーター／シフトポジション
エンジン冷却水温の状態を表示します。

セレクトレバーの位置

P.215、236、239

シフトアップ・ダウ

マニュアルモード時、

に 印を表示します。

水温計

注  意
H付近のオーバーヒートゾーンに入るとオーバーヒートしてい

ます。安全な場所にお車を止め、処置を行ってください。

P.753参照

知  識
冷却水温によって水温計内のアイコンの色が変わります。

セレクトインジ
表示



メ

1

切り替えます。

ッチ

ッチ

により異なります。
ーター / メーターの表示

06

SI-DRIVEの選択モードを表示します。

ドライブモードセレクトの選択モードを表示します。

P.241参照

▲▼スイッチを手前に引いて

• ：▲（戻し）スイ

• ：▼（送り）スイ

※ 有無はグレードやオプション

SI-DRIVE表示

ドライブモードセレクト表示

基本画面



メーター / メーターの表示
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距離

を表示します。航続可能距離は残りの燃料

の距離を表示します。

の燃費を元に計算されるため、実際の距

ます。
平均燃費／航続可能距離

平均燃費はトリップメーターをリセットしてからの平均燃費を表

示します。航続可能距離は残りの燃料で走行できるおおよその距

離を表示します。

瞬間燃費／航続可能

瞬間燃費は現在の燃費

で走行できるおおよそ

知  識
航続可能距離は、過去の燃費を元に計算されるため、実際の距

離と異なる場合があります。

知  識
航続可能距離は、過去

離と異なる場合があり



メ

1

運

してからの、アイドリングストップ

の目安を表示します。トリップA、

表示します。表示範囲は次のとおり

999 h59'59"（9999時間59分59

9.999 L

Bをリセットすると、積算時間お

トされます。

動によるエンジン停止中も、運転時

。

ーター / メーターの表示

08

転時間／区間距離

プッシュエンジンスイッチをONにしてから経過した時間と走行

距離を表示します。表示範囲は00'（00分）～99 h59'（99時間

59分）です。

アイドリングストップ

トリップメーターをリセット

した積算時間と節約した燃料

トリップBそれぞれについて

です。

• 積算時間：

00'00"（00分00秒）～9

秒）

• 燃料節約量：0 ml～999

知  識
• トリップAまたはトリップ

よび燃料節約量もリセッ

• アイドリングストップ作

間はカウントを続けます



メーター / メーターの表示
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ブースト圧）とブースト圧のピーク値を表

きます。
ターンバイターン表示

目的地への進行方向等をお知らせします。

P.619参照

オーディオ

オーディオ情報を表示します。

P.557参照

ブースト計

エンジンの吸気圧力（

示します。

知  識
ピーク値をリセットで

P.118参照



メ

11

を常時表示します。

距離、なしに設定できます。

ンサー取り付け部の温度を表示して

温度とは異なる場合があります。

またはしばらく駐車した後にエンジ

、周囲の熱の影響を受けるため正し

ことがあります。

りしたときなど、外気温度計の表示

ります。
ーター / メーターの表示

0

EyeSightの作動状態に応じて情報を表示します。

P.262参照

メーター上部に外気温／時計

EyeSight画面 メーター表示情報

知  識
• 表示を方位計／航続可能

P.118参照

• 外気温度計は外気温度セ

いますので、実際の外気

－ 停車中や低速走行時、

ンを再始動したときは

い温度が表示されない

• 温度差のある場所に出入

の更新が遅れることがあ



メーター / メーターの表示

111

ン回転計）やスピードメーター（速度計）

ます。

ションシステムと連動して表示します。
3種類の画面モードを選択できます。

画面切り替えスイッチを引き続けるか、センターインフォメー

ションディスプレイの設定で切り替えができます。

P.118参照

モードによって、計器類、基本画面、EyeSight画面等の表示場

所が変わります。

ノーマルモード

タコメーター（エンジ

をアナログ調で表示し

地図モード

スバル純正のナビゲー

P.602参照

液晶メーター

知  識
割り込み画面を表示しているときは、画面モードの切り替えが

できません。



メ
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E

込み画面を表示し、お知らせや警告

きは、画面および音声の指示に従っ

きに （インフォメーション）ス

面を再表示できます。

行っても割り込み画面が消えない場

検を受けてください。
ーター / メーターの表示

2

yeSightモード

EyeSight作動状態や周囲の状況を表示します。

P.262参照
異常などを検知すると、割り

を行います。

割り込み画面が表示されたと

てください。

マークが点灯していると

イッチを引くと、割り込み画

割り込み画面

知  識
画面の指示に従って処置を

合は、SUBARU販売店で点



ーインフォメーションディスプレイの表示

113

、画面を注視したりしない。

るなど思わぬ事故につながるおそれがあ

から操作をしてください。

、メディア、電話、アプリなどの項目に

ョンシステムの各項目を参照してくださ
センターインフォメーションディスプレイ / センタ

センターインフォメーションディスプレイ
 センターインフォメーションディス
プレイの表示

(1) ステータスバー

(2) インフォメーションバー

(3) メイン画面

(4) デバイス管理ボタン

(5) 現在地ボタン

(6) ドライバープロフィールボタン

(7) エアコン操作バー

(8) 車両設定ボタン

(9) AVHボタン

(10) アイドリングストップボタン

(11) HOMEボタン

警  告
• 走行中に操作したり

－ ハンドル操作を誤

ります。停車して

知  識
地図、テレビ、ラジオ

ついては、ナビゲーシ

い。

P.509参照



セ

11

 操

ロ

ら離します。

から離さずに滑らせます。
ンターインフォメーションディスプレイ / 操作方法

4

作方法

画面を軽く叩きます。

ングタップ

画面に触れたまましばらく保持します。

長いリストをスクロールするときは、スクロールボタンに触れ続

けることで連続してスクロールできます。

画面に触れ、指を滑らせなが

画面の項目に触れ、指を画面

タップ

フリック

ドラッグ



メーションディスプレイ / ステータスバー

115

ションバー
ゲーション情報、ウィジェットを表示しま

るか、＜または＞をタップすると表示が切

すると割り込み画面を表示します。
センターインフォ

 ステータスバー
外気温度や時計などの情報を表示します。

 インフォメー
オーディオ情報、ナビ

す。左右にフリックす

り替わります。

また、異常などを検知

知  識
• 時計をタップすると、時刻および12H／24H表示の設定が

できます。

P.118参照

• 外気温度計は外気温度センサー取り付け部の温度を表示して

いますので、実際の外気温度とは異なる場合があります。

－ 停車中や低速走行時、またはしばらく駐車した後にエンジ

ンを再始動したときは、周囲の熱の影響を受けるため正し

い温度が表示されないことがあります。

• 温度差のある場所に出入りしたときなど、外気温度計の表示

の更新が遅れることがあります。
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人燃費）

ライバーモニタリングシステムで認

平均燃費を表示します。

内容
ンターインフォメーションディスプレイ / インフォメーションバー

6

車両の情報を表示します。

最大3つの項目を選択できます。

P.118参照

ウィジェット

アイコン 内容

水温

油温

平均車速（トリップA／B）

アクセル開度

勾配

方位計

制限速度

カレンダー

平均燃費（個

OFF

知  識
平均燃費を選択すると、ド

識しているユーザーごとの

P.425参照

アイコン



メーションディスプレイ / 車両情報の表示

117

ルフィルター、タイヤ、定期点検の各項目

スのお知らせをするリマインダー画面を表

す。

時期（日付・距離）の15日前または残り

当するメンテナンス時期のお知らせ画面を

定アイコンをタップします。

[お知らせ距離（残り）]をタップします。

は距離を入力し、[設定]をタップします。

イルフィルター、タイヤは、工場出荷時

（距離のみ）が設定されています。

お知らせ画面は表示後15日経過または

で表示をし続けます。
センターインフォ

 車両情報の表示
走行状態、メンテナンス情報を表示できます。

画面上部の[走行状態]または[メンテナンス]をタップして、画面

を切り替えることができます。

次の情報を表示します。

(1) ステアリングの舵角

(2) 動力の伝達状態

(3) 車両の姿勢

(4) 車両の角度

(5) VDC／AVHの作動状態

エンジンオイル、オイ

について、メンテナン

示するよう設定できま

P.118参照

設定したメンテナンス

500 kmになると、該

表示します。

1. 設定したい項目の設

2. [お知らせ日]または

3. 設定したい日付また

CarInfo

走行状態

メンテナンス

知  識
• エンジンオイル、オ

にメンテナンス時期

• メンテナンス時期の

500 km走行するま
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4 目）
は確認できます。

ドリングストップのON／OFFを切

表示灯が点灯します。

HのON／OFFを切り替えることがで

表示灯が点灯します。

ターインフォメーションディスプレ

レイをロックすることができます。

ド]、[ナビゲーション]、[電話]、

目の種類を選択します。

プ

ルド
ンターインフォメーションディスプレイ / 設定の変更（全項目）

8

. [×]ボタンをタップしてポップアップウインドウを閉じます。  設定の変更（全項
各種項目の設定を変更、また

アイコンをタップするとアイ

り替えることができます。

P.232参照

ONにすると、アイコン内の

アイコンをタップするとAV

きます。

P.230参照

ONにすると、アイコン内の

アイコンをタップするとセン

イの表示をOFFにできます。

暗証番号を設定してディスプ

画面上部の[全般]、[サウン

[車両]のうち、設定したい項

知  識
• 日付または距離のどちらかを設定すると、メンテナンスのお

知らせ画面を表示します。

• 日付のみを設定する場合、「年」「月」「日」のいずれかを

「--」に設定すると、お知らせ画面は表示しません。

－「日」を31日に設定後、31日のない「月」を選択すると、

自動で月の最終日に変わります。

• 前回設定した時期（日付・距離）を過ぎている場合、お知ら

せ時期は次のように表示します。

－ 設定した日付から15日経過すると「----年--月--日」を表

示します。

－ 設定した距離から500 kmまでは「0000」を表示しま

す。

－ 設定した距離から500 km以上走行すると「----」表示に

変わります。

• [既定値に戻す]をタップすると、初期設定に戻ります。

アイドリングストッ

オートビークルホー

ディスプレイオフ

セキュリティモード

設定



ョンディスプレイ / 設定の変更（全項目）

119

リティモード作動 パスコード入力

ード変更 ―

ー初期作動 ON／OFF

ー表示情報

外気温／時計

方位計／航続可
能距離

なし

バイターン割り込み
ON／OFF

ー画面モード※4

ノーマル

地図

EyeSight

ー地図表示※4

3D

2Dヘディング
アップ

2Dノースアップ

値リセット ―

リング連動ガイド ON／OFF

ンボタン設定

A/C

MAX A/C

AUTO

内外気

SYNC

目 設定
センターインフォメーシ

次の項目の設定を変更、または確認できます。

全般

項目 設定

時計
日付と時刻 自動／手動※1

表示形式 12H／24H

ディスプレイ

ディスプレイオフ ―

イルミネーションコント
ロールダイヤル

ON／OFF

明るさ／コントラスト

明るさ
1～11※2

コントラスト
1～11

初期状態

Wi-Fiセキュリティ情報※3 ―

SUBARU 
クルマ de 
ネット

SUBARU クルマ de ネッ
ト

ON／OFF

Wi-Fi名称（SSID） ―

セキュリティタイプ
WPA2

WPA／WPA2

パスワード ―

SSIDブロードキャスト設定 ON／OFF

接続デバイス ―

リマインダー
画面

メンテナンス ON／OFF

誕生日 ON／OFF

記念日 ON／OFF

セキュリティ
モード

セキュ

パスコ

メーター画面

メータ

メータ

ターン
表示

メータ

メータ

PEAK

カメラ ステア

エアコン エアコ

項
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とき、時計が実際の時刻とずれている

ことがあります。

ロールダイヤル」がOFFのときのみ設

ると表示されます。

できます。
ンターインフォメーションディスプレイ / 設定の変更（全項目）

20

※1: 時計を「手動」に設定した

と、一部機能に影響が出る

※2:「イルミネーションコント

定できます。

※3: Apple CarPlayを使用す

※4: 車両設定ボタンからも変更

P.535参照

P.640参照

P.525参照

言語／Language
English

日本語

ショートカット設定 ON／OFF

ウェルカム画面 ON／OFF

グッバイ画面 ON／OFF

ウィジェット 左／中央／右

アクセル開度

平均燃費

勾配

水温

油温

AVG.A／B車速

方位計

制限速度

カレンダー

OFF

誕生日 名前／日付

記念日 名前／日付

休憩提案 ON／OFF

ソフトウェア更新 ―

工場出荷状態に初期化 ―

システム情報 ―

オープンソースソフトウェア情報 ―

項目 設定

サウンド

ナビゲーション

電話



ョンディスプレイ / 設定の変更（全項目）
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ジケーター ON／OFF
ジケーター ON／OFF

ジケーター ON／OFF
ジケーター ON／OFF

報音※2 ON／OFF

害軽減）ブレーキ ON／OFF

バーモニタリング
（DMS）※2 ON／OFF

識 ―
情報連動 ON／OFF

ープン連動シート
ON／OFF

ーザー登録 ―
ーポジション

―

ーポジション
―

消去 ―

ー消去 ―

設定
センターインフォメーシ

次の項目の設定を変更できます。

車両

項目 設定

EyeSight

プリクラッシュブレーキ
※2

設定ON

設定OFF

車間距離警報※2
遠い
標準
近い

後退速度リミッター

低速
中速
高速
OFF

エマージェンシーレーン
キープアシスト※2 ON／OFF

車線逸脱防止機能※2

すべてON
車線逸脱防止制御
のみON

警報音のみON
すべてOFF

クルーズコントロール加
速レベル※1※2

エコ
コンフォート

スタンダード
ダイナミック

カーブ警報＆速度制御 ON／OFF
料金所警報＆速度制御 ON／OFF

先行車捕捉音 ON／OFF
青信号お知らせ ON／OFF

先行車発進お知らせ

音声

通知音
OFF

EyeSight
アシスト
モニター

赤色イン
黄色イン

緑色イン
青色イン

後退時
ブレーキ
アシスト

（RAB）

ソナー警

自動（被

ド ラ イ バ ー
モ ニ タ リ ン
グシステム

ドライ
システム
手動再認
ユーザー

ドアオ
後退

DMSユ
ドライバ
再登録

ドライバ
消去
ユーザー

全ユーザ

項目



セ

1

プションにより異なります。

できます。

定できます。

VH）※2 ON／OFF

ON／OFF

RVD）※2 ON／OFF

※2

Comfort
Normal

Sport
Sport+

Individual※3

プ（SRH）
ON／OFF

小
中

大
―

設定
ンターインフォメーションディスプレイ / 設定の変更（全項目）
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※1: 設定の有無はグレードやオ

※2: 車両設定ボタンからも変更

※3: お好みに合わせて詳細を設

キーレス
エントリー
システム

ブザー吹鳴 ON／OFF
ハザード ON／OFF

自動ロック時間

20秒
30秒
40秒
50秒

60秒
OFF

運転席ドアアンロック
運転席のみ

全ドア

リヤデフォッガー
15分作動
連続作動

室内灯消灯時間

10秒

20秒
30秒
OFF

アンビエントライティング ON／OFF

方向指示器ワンタッチ機能 ON／OFF

オ ー ト ド ア
ロ ッ ク ／ ア
ンロック

オートドアロック
車速
シフトレバー P以外
OFF

オートドアアンロック

エンジン停止
運転席ドア開
シフトレバー P
OFF

リヤシートリマインダー ON／OFF

ド ア ミ ラ ー
設定

キー連動格納ドアミラー ON／OFF
リバース連動チルトダウ
ンドアミラー

ON／OFF

項目 設定

オートビークルホールド（A

アイドリングストップ※2

後側方警戒支援システム（S

ドライブモードセレクト※1

ステアリング連動ヘッドラン
※2

警報音量※2

3D高精度地図データ

項目



ションディスプレイ / 設定の変更（走行）

123

できます。

設定

キ
設定ON

設定OFF

遠い

標準

近い

ンキープアシスト ON／OFF

すべてON

車線逸脱防止制御
のみON

警報音のみON

すべてOFF

ム（SRVD） ON／OFF

グシステム ON／OFF
センターインフォメー

 設定の変更（走行）
走行に関する項目の設定を簡単に変更できます。

車両設定ボタンをタップし、画面上部の[車両制御]、

[走行アシスト]、[その他の設定]のうち、設定したい項目の種類

を選択します。

次の項目の設定を変更できます。

※1: 設定の有無はグレードやオプションにより異なります。

※2: お好みに合わせて詳細を設定できます。

次の項目の設定を変更

車両制御

項目 設定

ドライブモードセレクト※1

Comfort

Normal

Sport

Sport+

individual※2

クルーズコントロール加速レベル※1

エコ

コンフォート

スタンダード

ダイナミック

オートビークルホールド（AVH） ON／OFF

ステアリング連動ヘッドランプ（SRH） ON／OFF

アイドリングストップ ON／OFF

走行アシスト

項目

プリクラッシュブレー

車間距離警報

エマージェンシーレー

車線逸脱防止機能

後側方警戒支援システ

ドライバーモニタリン



セ

1

のように操作して設定を変更しま

面に戻りたいときは、[戻る]をタッ

と、ポップアップウインドウが閉じ

ある場合は、[i]マークをタップする
ンターインフォメーションディスプレイ / 設定のしかた

24

次の項目の設定を変更できます。

 設定のしかた
設定したい項目を選択し、次

す。設定中や設定後に前の画

プします。[×]をタップする

ます。

その他の設定

項目 設定

メーター画面モード

ノーマル

地図

EyeSight

メーター地図表示

3D

2Dヘディングアップ

2Dノースアップ

ソナー警報音 ON／OFF

警報音量

小

中

大

知  識
項目名の左側に[i]マークが

と説明を表示します。



ォメーションディスプレイ / 設定のしかた
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て日付や時刻を合わせます。

すると変更が反映されます。

ードをタップして入力します。

プすると次の画面へ進めます。

するとき

き

センターインフ

項目名か右端のアイコンをタップします。

選択したい項目の項目名か右端のアイコンをタップします。

上下の矢印をタップし

設定後、[OK]をタップ

画面上のソフトキーボ

入力後、[次へ]をタッ

ON／OFFを切り替えるとき

複数から選択するとき

日付や時刻を設定

文字を入力すると



セ

1

トを登録できます。

ィールボタン
録できます。

ーターの操作ができます。

すると、エアコン操作バーも非表示

きは、ディスプレイに触れると一定
ンターインフォメーションディスプレイ / ショートカット

26

画面上のバーの設定したい場所をタップするか、アイコンをド

ラッグして調整します。

[初期状態]をタップすると初期の設定に戻ります。

 ショートカット
お好みの機能のショートカッ

P.522参照

 現在地ボタン
現在地画面を表示できます。

P.602参照

 ドライバープロフ
ドライバープロフィールを登

P.531参照

 エアコン操作バー
エアコン、フロントシートヒ

P.188、484参照

バーで調整するとき

知  識
ディスプレイをオフに設定

になります。操作したいと

時間表示されます。



メーションディスプレイ / 車両設定ボタン
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り替えることができます。

内の表示灯が点灯します。
センターインフォ

 車両設定ボタン
一部項目の設定を手早く変更できます。

P.123参照

 デバイス管理ボタン
P.523参照

 AVHボタン
AVHのON／OFFを切

P.230参照

ONにすると、アイコン



セ

1

 ア
ります。

フトウェア情報
ディスプレイには、フリー／オープ

SS）を搭載しています。

下のURLから取得できます。

/global/en/opensource/ivi/
ンターインフォメーションディスプレイ / アイドリングストップボタン

28

イドリングストップボタン
アイドリングストップのON／OFFを切り替えることができます。

P.232参照

ONにすると、アイコン内の表示灯が点灯します。

 HOMEボタン
タップするとホーム画面に戻

 オープンソースソ
センターインフォメーション

ンソースソフトウェア（FO

使用許諾やソースコードは以

https://www.denso.com

subaru/
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警告灯・表示灯 / 警告灯

ださい。なお、点灯、点滅しても消灯すれ

けてください。

警告・注意・知識

―

警告灯・表示灯

 警告灯
警報や異常を検知すると警告灯や割り込み画面を表示します。

P.112参照

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて「警告・注意・知識」の対処をしてく

ば異常ではありません。ただし、同じ現象が再度発生する場合は、SUBARU販売店で点検を受

警告灯 名称 点灯・点滅するとき

シートベルト警告灯
（赤色）

プッシュエンジンスイッチが ON で運転
席のシートベルトが未着用の場合、警告
灯が点灯します。また助手席（乗員がいる
とき）および後席のシートベルトが未着
用の場合、オーバーヘッドコンソール内
の警告灯が点灯します。シートベルトを
着用すると消灯します。
シートベルトを着用せずに走行すると警
告灯が点滅または点灯し、ブザーが鳴り
ます。
P.57参照



1

警

うになったときはシステム異常が考
走行しないでください。SRS エア
作動せず、命にかかわるような重大
おそれがあり危険です。
所に停車し、SUBARU販売店にご連

ジンスイッチを ON にしても点灯し

したとき
ジンスイッチを ON にして 6 秒以上
点灯しているとき

うになったときはシステム異常が考
走行しないでください。システムの
る場合、正常に作動しないことがあ

所に停車し、SUBARU販売店にご連

ジンスイッチを ON にしても点灯し

ジンスイッチを ON にして 6 秒以上
点灯しているとき
したとき

ままの状態で走行しないでくださ

ままの状態で走行しないでくださ

警告・注意・知識
30

告灯・表示灯 / 警告灯

SRSエアバッグ警告灯
（赤色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、約6秒後に消灯します。

• SRS エアバッグシステム（シートベル
トプリテンショナー含む）のいずれか
に異常があると点灯します。

P.76参照

警  告
• 警告灯が次のよ

えられますので
バッグが正常に
な傷害を受ける
直ちに安全な場
絡ください。
－プッシュエン

ないとき
－走行中に点灯
－プッシュエン

経過しても、

歩行者保護エアバッグ
警告灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、約6秒後に消灯します。

• システムに異常があると点灯します。
P.85参照

警  告
• 警告灯が次のよ

えられますので
異常を示してい
ります。
直ちに安全な場
絡ください。
－プッシュエン

ないとき
－プッシュエン

経過しても、
－走行中に点灯

半ドア警告灯（赤色）
プッシュエンジンスイッチの状態に関係
なくドアまたはトランクが完全に閉じて
いないときに点灯します。

注  意
警告灯が点灯した
い。

ボンネット開警告灯
（赤色）

プッシュエンジンスイッチの状態に関係
なくボンネットが完全に閉じていないと
きに点灯します。

注  意
警告灯が点灯した
い。

警告灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 警告灯

意
滅したときは、正しい燃料残量が表示さ
ちにSUBARU販売店で点検を受けてく

識
メーター（燃料計）のアイコンが黄色に
します。
きは、すみやかに給油してください。
ブなどでは、タンク内の燃料が移動する
灯が早めに点灯することがあります。

告
灯しないときは、直ちに安全な場所に停
ARU販売店に連絡し、点検を受けてくだ

意
灯も同時に点灯している場合は、アンチ
ーキシステム（ABS）にも異常が発生し
性があります。そのため、強めのブレーキ
が不安定になるおそれがあります。直ち
販売店で点検を受けてください。

告
灯し続けたときはシステムに異常があり
直ちに安全な場所に停車し、SUBARU販
絡ください。

警告・注意・知識
燃料残量警告灯（黄色）

• 燃料残量が約 9 L 以下になると点灯し
ます。

• フューエルメーター（燃料計）に異常が
あると点滅します。

注  
警告灯が点
れません。直
ださい。

知  
• フューエル

点灯・点滅
• 点灯したと
• 坂道やカー

ため、警告

ブレーキ警告灯（赤色）

プッシュエンジンスイッチを ON にする
と点灯し、約2秒後に消灯します。
エンジン回転中、次の場合に点灯します。
• ブレーキフルードが著しく不足してい

るとき
• ブレーキシステムに異常があるとき
• EBD（エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ブ レ ー キ

フォースディストリビューション）の
電子制御システムに異常があるとき
－EBD の電子制御システムに異常があ

るときはABS警告灯も同時に点灯し
ます。

警  
警告灯が消
車し、SUB
さい。

注  
ABS 警告
ロックブレ
ている可能
の際に車両
にSUBARU

電動パーキングブレー
キ警告灯（黄色）／ブ
レーキシステム警告灯

（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、約2秒後に消灯します。

• ブレーキシステムに異常があると点灯
します。

P.221、228参照

警  
警告灯が点
ますので、
売店にご連

警告灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

うになったときは、システムの異常
ので、すみやかにSUBARU販売店
ください。
ジンスイッチを ON にしても点灯し

のとき

場合でも通常のブレーキとしての
います（ABSとしては作動しませ

に警告灯が点灯したときは、高速走
にSUBARU販売店で点検を受けて

に警告灯が点滅したときは、触媒を
があります。
ぐため、次のことを行ってください。
て走行する。
速を避ける。
避ける。
荷物を減らす。

ても警告灯が点滅したままの場合、
った場合は、直ちにSUBARU販売
ください。

警告灯が点灯したときは、オルタ
ルト切れなどが考えられます。直
停車し、SUBARU販売店にご連絡

警告・注意・知識
32

告灯・表示灯 / 警告灯

ABS警告灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、約2秒後に消灯します。

• ABS（アンチロックブレーキシステム）
の電子制御システムに異常があると点
灯します。

P.224参照

注  意
• 警告灯が次のよ

が考えられます
で点検を受けて
－プッシュエン

ないとき
－点灯したまま

なお、このような
性能は確保されて
ん）。

エンジン警告灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後に消灯し
ます。

• エンジン回転中、エンジン電子制御シ
ステムに異常があると点灯します。

• エンジン回転中、触媒を損傷する可能
性があると点滅します。

注  意
• エンジン回転中

行を避け、直ち
ください。

• エンジン回転中
損傷する可能性
触媒の損傷を防
－速度を落とし
－急発進、急加
－急な上り坂を
－可能であれば

上記の処置をし
または点灯に変わ
店で点検を受けて

チャージ警告灯（赤色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後に消灯し
ます。

• エンジン回転中、充電系統に異常があ
ると点灯します。

注  意
エンジン回転中に
ネーターの駆動ベ
ちに安全な場所に
ください。

警告灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 警告灯

意
告灯が点灯したときは、直ちに安全な場
、SUBARU販売店にご連絡ください。

識
イル量を示すものではありません。
の点検はオイルレベルゲージで行ってく

意
告灯が点灯したときは、冷却のため直ち
所に停車し、セレクトレバーを“P”に
ンを始動したままにしてください。消灯
できます。消灯しないときは、直ちに

販売店にご連絡ください。
滅したときは直ちに SUBARU 販売店で
てください。

意
滅したまま走行を続けると、車両の駆動
最悪の場合、車両火災につながるおそれ
です。AWD警告灯が点滅したときは、す
全な場所に停車し、4本のタイヤ径が同
、また、タイヤのパンクもしくは空気圧
いかどうか確認してください。
常がない場合には、システムに異常があ
ありますのですみやかにSUBARU販売
受けてください。

警告・注意・知識
オイルプレッシャー警
告灯（赤色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後に消灯し
ます。

• エンジン回転中、エンジン内部を潤滑
しているエンジンオイルの圧力に異常
があると点灯します。

注  
走行中に警
所に停車し

知  
• 警告灯はオ

－オイル量
ださい。

AT油温警告灯（赤色）
CVTのトランスミッションフルードの温
度が高くなると点灯し、CVTに異常があ
ると点滅します。

注  
• 走行中に警

に安全な場
してエンジ
すれば走行
SUBARU

• 警告灯が点
点検を受け

AWD警告灯（黄色）

異なる径のタイヤをいずれかの車輪に取
り付けて走行したとき点滅します。
または 4 本のタイヤのいずれかの空気圧
が著しく低下したまま走行しているとき
に点滅する場合があります。
P.220参照

注  
• 警告灯が点

系の損傷や
があり危険
みやかに安
じかどうか
の低下がな

• タイヤに異
るおそれが
店で点検を

警告灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

ているときは、ハンドル操作が重く
ます。
続けたときや割り込み画面が表示さ
ちにSUBARU販売店で点検を受け

割り込み画面が表示されたときは、
ARU 販売店で点検を受けてくださ

けたときは、すみやかにSUBARU
けてください。

です。
後、警告灯が点灯したがすぐに消灯
点灯しない
後に警告灯が点灯したままである
行中に消灯する
してもその後消灯し、再度点灯しな

にエンジンを始動させた場合、消灯
かることがありますが、これは異常
。

警告・注意・知識
34

告灯・表示灯 / 警告灯

ステアリング制御警告
灯（赤色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後約 2 秒後
に消灯します。

• エンジン回転中、パワーステアリング
および関連のシステムに異常があると
点灯します。

• 車庫入れなどでハンドル操作を繰り返
すと点灯することがあります。

P.219参照

注  意
• 警告灯が点灯し

なる場合があり
• 警告灯が点灯し

れたときは、直
てください。

電子制御ダンパーシス
テム警告灯（黄色）※

電子制御ダンパーシステムに異常がある
と点灯します。

注  意
警告灯が点灯し、
すみやかに SUB
い。

アイドリングストップ
警告灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後に消灯し
ます。

• アイドリングストップシステムに異常
があると点灯します。

P.235参照

注  意
警告灯が点灯し続
販売店で点検を受

VDC警告灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にす
ると点灯し、エンジン始動後約 2 秒後
に消灯します。

• VDCの電子制御システムに異常がある
と点灯します。

P.245参照

知  識
• 次の場合は正常

－エンジン始動
し、その後再

－エンジン始動
が、その後走

－走行中に点灯
い

• 寒い日の朝など
までに時間がか
ではありません

警告灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 警告灯

意
灯したときは、直ちにSUBARU販売店で
てください。

意
灯したときは、光軸の自動調整が行われ
あります。直ちにSUBARU販売店で点検
ださい。

意
灯したときは、すみやかにSUBARU販売
受けてください。

意
灯したときは、すみやかにSUBARU販売
受けてください。

意
灯したときは、すみやかにSUBARU販売
受けてください。

意
灯し、割り込み画面が表示されたときは、
SUBARU 販売店で点検を受けてくださ

意
灯し、割り込み画面が表示されたときは、
売店で点検を受けてください。

警告・注意・知識
LEDヘッドランプ警告
灯（黄色）

LEDヘッドランプに異常があると点灯し
ます。

注  
警告灯が点
点検を受け

オートヘッドランプレ
ベラー警告灯（黄色）

エンジン回転中、オートヘッドランプレ
ベラーの電子制御システムに異常がある
と点灯します。
P.253参照

注  
警告灯が点
ない場合が
を受けてく

広角単眼カメラ警告灯
（黄色）

広角単眼カメラに異常があると点灯しま
す。
P.309参照

注  
警告灯が点
店で点検を

前側方プリクラッシュ
ブレーキ警告灯（黄色）

前側方プリクラッシュブレーキ／前側方
警戒アシストに異常があると点灯しま
す。
P.307参照

注  
警告灯が点
店で点検を

EyeSight X警告灯（黄
色）

EyeSight X（高度運転支援機能）に異常
があると点灯します。
P.480参照

注  
警告灯が点
店で点検を

RAB警告灯（黄色）
RABに異常があると点灯します。
P.396参照

注  
警告灯が点
すみやかに
い。

SRVD警告灯（黄色）
SRVDシステムに異常があると点灯しま
す。
P.410参照

注  
警告灯が点
SUBARU販

警告灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

※

ときは、すみやかにSUBARU販売
ください。

割り込み画面が表示されたときは、
で点検を受けてください。

―

ht 警告表示灯とエンジン警告灯が
ときは、高速走行を避け、直ちに
で点検を受けてください。エンジン
場合、EyeSightシステムは使用で

示灯が点灯または点滅したときは、
車して、一度プッシュエンジンス
してエンジンを止めてから、再びエ
てください。
動しても EyeSight 警告表示灯が点
続けるときは、EyeSightシステムの
ます。この場合、EyeSightシステム
が停止します。通常走行には支障あ
BARU販売店で点検を受けてくださ

警告・注意・知識
36

告灯・表示灯 / 警告灯

表示灯の有無はグレードやオプションにより異なります。

SRH警告灯（黄色）
SRHに異常があると点灯します。
P.412参照

注  意
警告灯が点灯した
店で点検を受けて

ADB警告灯（黄色）
ADBに異常があると点灯します。
P.416参照

注  意
警告灯が点灯し、
SUBARU販売店

ドライバーモニタリン
グシステム警告灯（黄
色）

ドライバーモニタリングシステムに異常
があると点灯します。
SUBARU 販売店で点検を受けてくださ
い。
P.440参照

EyeSight 警告表示灯
（黄色）

• EyeSight システムが故障したときに
点灯または点滅します。

• 点灯または点滅しているときは、
EyeSightシステムのすべての機能（プ
リクラッシュブレーキ、全車速追従機
能付クルーズコントロールなどすべ
て）が使用できません。

P.401参照

注  意
走行中に EyeSig
同時に点灯した
SUBARU販売店
などに異常がある
きません。

知  識
• EyeSight警告表

安全な場所に停
イッチをOFFに
ンジンを始動し

• エンジンを再始
灯または点滅し
異常が考えられ
のすべての機能
りませんが、SU
い。

警告灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 表示灯

警告・注意・知識

―

  告
が点滅し続けたときはシステムに異常が
すので、直ちに安全な場所に停車し、
RU販売店にご連絡ください。
ン回転中に電動パーキングブレーキを解
も作動灯が消灯しないときは、直ちに安
所に停車した上で SUBARU 販売店に連
点検を受けてください。

  識
ーキングブレーキが作動中にプッシュエ
スイッチをOFFにする、またはプッシュ
ンスイッチがOFFのときに電動パーキン
ーキを作動させた場合は、作動灯が約30
灯し、その後消灯します。
電動パーキングブレーキのスイッチ操作
返した場合、作動灯が点滅し、電動パーキ
レーキ警告灯（黄色）が点灯します。この
時間をおいて操作してください。
ンを始動した直後に作動灯が点滅する場
りますが、その後、電動パーキングブレー
除したときに消灯すれば正常です。
 表示灯

表示灯 名称 点灯・点滅するとき

セキュリティ表示灯
（赤色）

イモビライザー機能および盗難警報装置の作
動状態に応じて点滅します。
P.178参照

電動パーキングブレー
キ作動灯（赤色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、電動パーキングブレーキが解除さ
れている場合は約2秒後に消灯します。

• 作動しているとき点灯します。
• 作動できない条件のときにスイッチを操作

すると、約10秒間点滅しお知らせします。
• 異常があるときは、点滅します。
P.225参照

警
• 作動灯

ありま
SUBA

• エンジ
除して
全な場
絡し、

知
• 電動パ

ンジン
エンジ
グブレ
秒間点

• 頻繁に
を繰り
ングブ
場合は

• エンジ
合があ
キを解



1

警

なった電球を使用した場合や、電球
は表示灯の点滅が速くなります。
検し、電球を交換またはお近くの

売店へご相談ください。

―

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
38

告灯・表示灯 / 表示灯

ウインカー表示灯（緑
色）

ウインカーおよびハザードランプの点滅を示
します。
P.229、728参照

知  識
ワット数の異
が切れたとき
すみやかに点
SUBARU販

AVH表示灯（緑色）
AVHをONにすると点灯し、作動時に点滅し
ます。
P.230参照

アイドリングストップ
表示灯（緑色）

アイドリングストップの作動条件を満たした
とき、またはアイドリングストップ中に点灯
します。エンジンが再始動すると消灯します。
P.232参照

アイドリングストップ
OFF表示灯（黄色）

アイドリングストップの作動を OFF にする
と、点灯します。
P.232参照

VDC 作動表示灯（黄
色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約2秒後に消灯し
ます。

• VDC作動時に点滅します。
P.243参照

VDCトラクション
モード表示灯（緑色）

マルチモードVDCをTRACKモードにしたと
きに点灯します。
P.243参照

VDC OFF 表示灯（黄
色）

マルチモード VDC を TRACK モードまたは
OFFモードにしたときに点灯します。
P.243参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 表示灯

―

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
ライティングスイッチ
表示灯（緑色）

• ランプ類が点灯しているときに点灯しま
す。

P.246参照
• ウェルカムライティング作動時にも点灯し

ます。

ハイビーム／パッシン
グ表示灯（青色）

ヘッドランプがハイビームのとき点灯しま
す。また、パッシング時も点灯します。
P.250参照

フロントフォグランプ
表示灯（緑色）

フロントフォグランプが点灯しているときに
点灯します。
P.251参照

リヤフォグランプ表示
灯（黄色）

リヤフォグランプが点灯しているときに点灯
します。
P.251参照

低温表示灯（黄色）

• 外気温度が3 ℃以下になると点灯し、路面
が凍結している可能性があることをお知ら
せします。

• 外気温度が5 ℃以上になると消灯します。

制限速度表示灯
地図データまたはVICSから走行中道路の制
限速度を取得したときに表示します。

表示灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
40

告灯・表示灯 / 表示灯

全車速追従機能付ク
ルーズ表示灯（白色）／

（緑色）／（青色）

• （クルーズ）スイッチを押すと点灯しま
す。

P.316参照
• 全車速追従機能付クルーズコントロールが

セットされると白色から緑色に変わりま
す。全車速追従機能付クルーズコントロー
ル作動中に運転者がアクセルペダルを踏ん
で加速している間は、白色に戻ります。

P.316参照
• EyeSight X（高度運転支援機能）作動中

に、渋滞時ハンズオフアシストの作動条件
が揃うと緑色から青色に変わります。

P.445参照

定速クルーズ表示灯
（白色）／（緑色）

• （クルーズ）スイッチを押し、 （車間
設定）スイッチを長押しすると点灯します。

P.382参照
• 定速クルーズコントロールがセットされる

と白色から緑色に変わります。
P.382参照

READY表示灯（白色）
クルーズコントロールがセット可能なときに
点灯します。
P.316、382参照

HOLD表示灯（白色）
全車速追従機能付クルーズコントロールの停
止保持中に点灯します。
P.323参照

先行車表示灯

全車速追従機能付クルーズコントロールを
セット中、先行車を認識している場合に点灯
します。
P.316参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 表示灯

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
自車表示灯
ブレーキペダルを踏むか、ブレーキ制御が作
動したとき、表示内のブレーキランプが赤く
点灯します。

車間設定表示灯（白色）
（車間設定）スイッチで設定した車間設

定を表示します。
P.322参照

セット車速表示（白色）
／（緑色）／（青色）

セット車速を表示します。
P.316、382参照

レーンキープ表示灯
（白色）

• （レーンキープ）スイッチを押すと車線
中央維持・先行車追従操舵機能がONにな
り、点灯します。（全車速追従機能付クルー
ズコントロールがONのときのみ）

• 全車速追従機能付クルーズコントロールが
OFFになると消灯します。

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能が作動
している間、表示灯が白色から緑色に変わ
ります。

P.337参照

レーンキープ表示灯
（緑色）

• （レーンキープ）スイッチを押すと車線
中央維持・先行車追従操舵機能がONにな
り、点灯します。（全車速追従機能付クルー
ズコントロールがONのときのみ）

• 全車速追従機能付クルーズコントロールが
OFFになると消灯します。

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能が作動
している間、表示灯が白色から緑色に変わ
ります。

P.337参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

―

―

―

―

警告・注意・知識
42

告灯・表示灯 / 表示灯

レーンキープ表示灯
（青色）

渋滞時ハンズオフアシストが作動中に点灯し
ます。
P.451参照

レーンキープ先行車表
示灯（青色）

車線中央維持・先行車追従操舵機能が先行車
を認識して作動中のときに点灯します。
P.337参照

車線表示灯（灰色）／
（白色）／（白色破線）／
（逸脱側黄色）／（青色）

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能が区画
線を認識して作動中のときは青色に点灯し
ます。

• 車線逸脱抑制機能および車線逸脱警報を
ONにすると灰色に点灯します。

• 車線逸脱抑制機能がスタンバイ状態になっ
たとき白色に点灯します。

• 車線逸脱抑制機能が作動し始めると逸脱側
の車線が黄色に点灯します。

P.337、348参照
• アクティブレーンチェンジアシストが作動

中のときは、作動方向の車線表示灯が白色
破線に変わります。

EyeSight 一時停止表
示灯（白色）

• エンジンを始動して約 10 秒経過するまで

に （クルーズ）スイッチを押すと点灯
し、エンジン始動後約 10 秒後に消灯しま
す。

• EyeSight システムが一時停止していると
きに点灯します。

• 点灯しているときは、定速クルーズコント
ロールを除くEyeSightシステムのすべて
の機能が使用できません。

P.401参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 表示灯

―

―

―

―

警告・注意・知識
車線逸脱警報OFF表示
灯（黄色）

プッシュエンジンスイッチをONにすると点
灯し、エンジン始動後約 10 秒後に消灯しま
す。

プリクラッシュブレー
キOFF表示灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約 10 秒後に消灯
します。

• プリクラッシュブレーキ、AT誤発進抑制制
御およびAT誤後進抑制制御がOFFのとき
に点灯します。

P.307、363、368参照

広角単眼カメラOFF表
示灯（黄色）

広角単眼カメラが一時停止しているときに点
灯します。
P.308参照

エマージェンシーレー
ンキープアシストOFF
表示灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約 10 秒後、プッ
シュエンジンスイッチをOFFする前の状態
に応じて消灯または点灯します。

• エマージェンシーレーンキープアシストを
OFFにすると点灯します。

• 故障などでSRVD、エマージェンシーレー
ンキープアシストが使用できない、または
SRVDがOFFのときに点灯します。

P.359参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき



1

警

―

―

―

―

警告・注意・知識
44

告灯・表示灯 / 表示灯

緊急時プリクラッシュ
ステアリングOFF表示
灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約 10 秒後、消灯
します。

• 故障などで緊急時プリクラッシュステアリ
ングが使用できないときに点灯します。

• プリクラッシュブレーキ、またはSRVDが
OFFのときに点灯します。

P.296参照

前側方プリクラッシュ
ブレーキ OFF 表示灯

（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約 10 秒後に消灯
します。

• 前側方プリクラッシュブレーキ／前側方警
戒アシストがOFFのとき点灯します。

EyeSight X表示灯
（白色）／（緑色）／（青
色）

• EyeSight X（高度運転支援機能）の作動エ
リアと判定すると白色に点灯します。

• EyeSight X スイッチを押すと白色から緑
色に変わり、EyeSight X（高度運転支援機
能）作動中は緑色に点灯します。

• EyeSight X（高度運転支援機能）作動中
に、渋滞時ハンズオフアシストの作動条件
が揃うと緑色から青色に変わります。

EyeSight X OFF表示
灯（黄色）

• プッシュエンジンスイッチを ON にすると
点灯し、エンジン始動後約 10 秒後に消灯
します。

• EyeSight X（高度運転支援機能）が一時停
止しているときに点灯します。

• 点灯しているときは、ドライバー異常時対
応システムを除く EyeSight X（高度運転
支援機能）の機能が使用できません。

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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警告灯・表示灯 / 表示灯

―

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
隣車線の車両検知表
示

• アクティブレーンチェンジアシストが作動
可能な道路を走行しているとき、前側方
レーダーや後側方レーダーで周辺車両を検
知すると点灯します。

• 点灯中はアクティブレーンチェンジアシス
トが作動できません。

周辺車表示
アクティブレーンチェンジアシストが作動可
能な道路を走行しているとき、前方の周辺車
両の状況を表示します。

隣接レーン表示
アクティブレーンチェンジアシストが作動可
能な道路を走行しているときに点灯します。

カーブ前速度制御表示
灯

カーブ前速度制御作動中に点灯します。

料金所前速度制御表示
灯

料金所前速度制御作動中に点灯します。

RAB OFF 表示灯／一
時停止表示灯（黄色）

自動（被害軽減）ブレーキの作動後、セレク
トレバーを “R” 以外にするまで点灯しま
す。
また、RABが一時停止したとき、または自動

（被害軽減）ブレーキをOFFにしたときに点
灯します。
P.390参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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警

―

―

―

―

―

―

―

警告・注意・知識
46

告灯・表示灯 / 表示灯

ソナー警報音OFF表示
灯（黄色）

RABのソナー警報音が一時停止したとき、ま
たはソナー警報音をOFFにしたときに点灯し
ます。
P.390参照

SRVD OFF表示灯（黄
色）

SRVDが一時停止したとき、またはSRVDを
OFFにしたときに点灯します。
P.404参照

SRH OFF 表示灯（黄
色）

SRHをOFFにしたときに点灯します。
P.411参照

ADB表示灯（緑色）
ヘッドランプが点灯し、ADBが作動している
とき点灯します。
P.413参照

ドライバーモニタリン
グシステム作動表示灯

（緑色）

ドライバーモニタリングシステム作動中に点
灯します。
P.425参照

ドライバーモニタリン
グシステム一時停止表
示灯（白色）

ドライバーモニタリングシステムが一時停止
しているときに点灯します。
P.425参照

ドライバーモニタリン
グシステムOFF表示灯

（黄色）

ドライバーモニタリングシステムを作動停止
状態にしたときに点灯します。
P.425参照

表示灯 名称 点灯・点滅するとき
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解

1

運転の

解
 キ

やかに拭き取り、十分に乾かしてく

ない。

の上など直射日光が当たったり高温

置しない。

の原因になります。

しない。

に放置しない。

用が禁止されています。キーのボタ

な場合は、SUBARU販売店にご相

7つまで登録できます。

れ個別の識別コードがあります。

ンバープレートは車内に置かないで

備えてキーナンバーをメモしておい
錠・施錠 / キー

48

前に

錠・施錠

ー
ご購入時には、アクセスキーが2個とキーナンバープレートが付

属しています。

キーはドアの解錠、施錠、エンジンの始動、停止などに使いま

す。

メカニカルキーはアクセスキーが作動しないときに使います。

P.740参照

キーナンバープレートは、車両修理やスペアキーを作る際に必要

となりますので、大切に保管してください。

注  意
アクセスキーには電子部品が組み込まれています。故障を防ぐ

ため、次のことをお守りください。

• パソコンや家電製品の近くに放置しない。

－ キーが誤作動し、電池切れの原因となります。

• 水にぬらさない。

－ 水にぬれた場合はすみ

ださい。

• 強い衝撃を与えない。

• 磁気を帯びた物に近づけ

• インストルメントパネル

になる場所には絶対に放

－ 電池の損傷や回路故障

• 超音波洗浄機などで洗浄

• 湿気やホコリが多い場所

航空機内では無線機器の使

ンを押さないでください。

知  識
• 追加のスペアキーが必要

談ください。キーは最大

• アクセスキーにはそれぞ

P.177参照

• 盗難防止のため、キーナ

ください。また、万一に

てください。

注  意



解錠・施錠 / キー
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態で前席のドアハンドルの作動エリアに入

LEDの表示灯が点滅します。

を停止させている場合は、アクセスキーの

Dの表示灯は点滅しません。
キーのボタン操作

お車の周囲約1 m以内で作動します。

キーレスアクセス

前席のドアハンドルとトランクオープナースイッチを中心に約40 

cm～約80 cmが目安となります。

ドアが施錠している状

ると、アクセスキーの

キーレスアクセス機能

ボタンを押さないとLE

P.155参照

• 万一、キーを紛失したときには、盗難を防ぐため紛失した

キーの登録を消去するようお奨めします。登録の消去は、

SUBARU販売店でのみ行えます。

SUBARU販売店にご相談ください。

• アクセスキーは車両との通信のために、常時受信動作をし、

常に電池を消耗しています。電池の寿命は使用状況によりま

すが、約1年～2年です。

P.712参照

作動エリア

知  識
• 作動距離が不安定になった場合は、電池の消耗が考えられま

す。アクセスキーの電池は1年～2年を目安に交換してくだ

さい。

P.712参照

• 周囲の電波やノイズ状態によって作動距離が変わることがあ

ります。

知  識



解

1

た
解錠・施錠します。解錠するとハ

ブザーが2回鳴ります。

1回点滅し、ブザーが1回鳴ります。

チがOFF以外では、キーレスアク

キーのボタン操作による施錠はでき

解錠が完了していない場合がありま

ハンドルを引いて確認することをお

る場合は施錠できません。ただし、

囲の状況によって施錠しアクセス

があります。施錠する際は、アクセ

を確認してください。

ルを握ったり、ドアハンドルのタッ

、施錠・解錠が遅れたり、施錠・解

ます。

た場合はハザードランプが5回点滅

ずれかのドアまたはトランクが開

します。

およびハザードランプの点滅を作動

ーの音量を設定できます。
錠・施錠 / 解錠と施錠のしかた

50

 解錠と施錠のしか
次の操作で、すべてのドアが

ザードランプが2回点滅し、

施錠するとハザードランプが

知  識
• アクセスキーを車体に近づけ過ぎるとキーレスアクセス機能

がうまく作動しない場合があります。

• アクセスキーを地面近くや地面から高い位置に置くと作動エ

リア内でもキーレスアクセス機能がうまく作動しない場合が

あります。

• アクセスキーが作動エリア内にあれば、アクセスキーを持た

ない方でもキーレスアクセス機能を使用できます。ただし、

施錠・解錠操作ができるのは、アクセスキーを検知している

作動エリアのドアまたはトランクのみです。

• アクセスキーの電池が消耗しているときや、強い電波、ノイ

ズのある場所（例：TV塔や発電所、放送局、大型ディスプ

レイ、空港、電照看板、無線機器使用場所など）、携帯電話

通話中は、作動エリアが狭くなる場合や、作動しないことが

あります。このような場合は、アクセスキーが作動しないと

きの操作を行ってください。

P.740参照

• アクセスキーが作動エリア内にある場合、洗車や大雨などで

ドアハンドルに大量の水がかかったときは、ドアが解錠また

は施錠することがあります。解錠された場合は、施錠してく

ださい。ただしドアの開閉操作がない場合は、約30秒後に

自動施錠されます。

知  識
• プッシュエンジンスイッ

セス機能またはアクセス

ません。

• 操作が早過ぎると施錠・

す。施錠後は後席のドア

奨めします。

• アクセスキーが車内にあ

アクセスキーの状態、周

キーを閉じ込める可能性

スキーを持っていること

• 手袋をつけてドアハンド

チセンサーに触れた場合

錠ができないことがあり

• 半ドアで施錠操作を行っ

してブザーが5回鳴り、い

いていることをお知らせ

• 解錠時や施錠時のブザー

なしに設定できます。

P.118参照

• SUBARU販売店で、ブザ

P.760参照



解錠・施錠 / 解錠と施錠のしかた
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する

、前席のドアハンドルを握ります。

機能で解錠・施錠する

錠操作を行った後約3秒間はキーレスア

できません。

るように設定できます。
お車のまわりからアクセスキーのボタンを押します。

ドアハンドルで解錠

アクセスキーを携帯し

• 施錠中にドアやトランク、ボンネットが開けられたとき、警

報音が鳴るように盗難警報装置を設定できます。

P.179参照

キーのボタンで解錠・施錠する

知  識 キーレスアクセス

知  識
誤作動防止のため、施

クセス機能での解錠が

知  識
運転席ドアのみ解錠す

P.118参照



解

1

ド

ト

アを開けなかった場合は、自動的に施

5秒前よりブザーでお知らせします。

スキーのボタンで解錠したときに運

てのドアを解錠するか選択できるよ

ると、次のように解錠します。

できます。また、作動までの時間を

に設定できます。

解錠箇所

運転席ドアのみ

すべてのドア
錠・施錠 / 解錠と施錠のしかた

52

アハンドルで施錠する

アクセスキーを携帯し、すべてのドアとフューエルリッドを閉め

てから前席のドアハンドルのタッチセンサーに触れます。

ランクの解錠

トランクのみ解錠することもできます。

P.172参照

解錠してから30秒以内にド

錠されます。自動施錠する約

SUBARU販売店で、アクセ

転席のみを解錠するか、すべ

うに設定できます。

この機能を「作動あり」にす

自動施錠

知  識
自動施錠を作動なしに設定

20秒／40秒／50秒／60秒

P.118参照

セレクトアンロック

操作

アクセスキーのボタンを 1
回押す

アクセスキーのボタンを 2
回押す



解錠・施錠 / キーレスアクセスについて
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ッシュスタートシステムでは微弱な電波

次のような状況ではアクセスキー・車両

、施錠・解錠およびエンジンの始動がで

ます。
 キーレスアクセスについて
アクセスキーは電波法の認証に適合しています。

電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。分解、改造

したものを使用することは法律で禁止されています。

必ず日本国内でご使用ください。

キーレスアクセス&プッシュスタート機能は、134 kHzの電波を

車両側発信アンテナから周期的に出力しています。

警  告
• キーレスアクセス&プッシュスタートシステムにおいて、植

込み型心臓ペースメーカーまたは植込み型除細動器の機器を

装着されている方は、車両側発信アンテナから約22 cm以内

の範囲に植込み型心臓ペースメーカーなどを近づけない。

－ 車両側発信アンテナの電波により植込み型心臓ペースメー

カーまたは植込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれ

があります。

医療用電気機器を装着されている方は医療用電気機器製造

業者などに事前に確認してください。

医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。

注  意
キーレスアクセス&プ

を使用しているため、

間の通信の妨げとなり

きなくなることがあり

警  告



解

1

に絶対に放置または保管しないでく

トパネルの上、物入れ、シートの上

閉じ込めたり、電池が急激に消耗す

また、アクセスキーの位置によって

イッチが切り替わらないことがあり

での保管など）

の通信が頻繁に繰り返され、アクセ

消耗するおそれがあります。また、

りにつながるおそれがあります。

に置かないでください。アクセス

り、誤って警告を通知したり、通知

。

ル上
錠・施錠 / キーレスアクセスについて

54

• 近くに放送施設、送電線などの強い電波を発生する設備があ

るとき

• 他の車両のアクセスキーやリモコンキーなどの電波を発信す

るような製品を使用しているとき

• アクセスキーの近くに携帯電話などの無線通信機があるとき

• アクセスキーの近くに空気清浄機があるとき

• アクセスキーの電池が消耗しているとき

• アクセスキーを次のような製品と同時に携帯しているとき

－ 他の車両のアクセスキーやリモコンキーなど

－ パソコンや携帯情報端末

－ デジタルオーディオプレーヤー

－ ポータブルゲーム機器

• アクセスキーが次のような金属製の物に接していたり、覆わ

れたりしているとき

－ アクセサリー

－ アルミ箔などの金属が貼られたカード

－ アルミ箔を使用したタバコの箱

－ 金属製の財布やカバン

－ 小銭

－ カイロ

－ CDやDVDなどのメディア

• 充電器など電子機器の近くにアクセスキーを置いたとき

• リヤガラスに金属を含むフィルムなどが貼ってあるとき

• 純正用品以外の部品を取り付けたとき

注  意
アクセスキーは、次の場所

ださい。

• 車室内（インストルメン

など）または荷室内

－ アクセスキーを車内に

るおそれがあります。

はプッシュエンジンス

ます。

• 車両周辺2 m以内（車庫

－ アクセスキーと車両と

スキーの電池が急激に

車両のバッテリー上が

知  識
• アクセスキーを次の場所

キーを車内に閉じ込めた

できないことがあります

－ インストルメントパネ

－ フロア上

－ グローブボックス内

－ ドアトリムのポケット

－ リヤシート

－ リヤシェルフ

注  意
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き

ドア開閉による方法とアクセスキーによる

閉めます。

ッチの「解錠」を押します。

以内に運転席ドアを開けます。

以内にドアを開けたまま集中ドアロック

を2回押します。

秒以内に運転席ドアを「閉める→開ける」

。

秒以内にドアを開けたまま集中ドアロック

を2回押します。

秒以内に運転席ドアを「閉める→開ける」

。

以内にドアを閉めます。ブザー（ピー）

が停止します。

メーカーまたは植込み型除細動器の機器

は、必ずドア開閉による方法で機能停止

る方法は誤操作により機能が復帰する可
次の場合、キーレスアクセス&プッシュスタート機能を停止する

ことができます。

• 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み型除細動器の機器を

装着されている方がお車に乗車するとき

• 長期間お車を使用しないとき、または機能自体を使用しないと

き

• やむを得ずアクセスキーを車室内やお車の周辺に保管したいと

き

• アクセスキーが車両と通信できる距離（車両周辺約2 m）に頻

繁に入るとき

キーレスアクセス&プッシュスタート機能停止中は、キーのボタ

ンで解錠・施錠してください。

エンジンを始動するときには、アクセスキーをプッシュエンジン

スイッチに触れてから操作する必要があります。

P.740参照

機能を停止させると

機能を停止するには、

方法があります。

■ドア開閉による方法

1. 運転席に座りドアを

2. 集中ドアロックスイ

3. 手順2.の操作後、5秒

4. 手順3.の操作後、5秒

スイッチの「解錠」

5. 手順4.の操作後、10

の操作を2回行います

6. 手順5.の操作後、10

スイッチの「解錠」

7. 手順6.の操作後、10

の操作を1回行います

8. 手順7.の操作後、5秒

が約2秒間鳴り、機能

キーレスアクセス&プッシュスタート機能の
停止

知  識
設定変更はSUBARU販売店でもできます。詳しくはSUBARU

販売店にご相談ください。

注  意
• 植込み型心臓ペース

を装着されている方

または復帰させる。

－ アクセスキーによ

能性があります。



解

1

■

1

および ボタンを同時に5秒以上

鳴り、機能が停止します。

一度行うと、機能を復帰させること

ります。

、暗証コード式キーレスエントリー

用できます。

行ったか分からなくなった場合、

チを押してください。

法で機能を停止した場合、室内ブ

ます。

場合、ブザーは鳴りません。
錠・施錠 / キーレスアクセスについて
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アクセスキーによる方法

. 運転席のドアを開け、ドアロックノブを前側に押します。

2. アクセスキーの施錠ボタン

押します。

3. ブザー（ピー）が約2秒間

機能を復帰させるとき

選択した機能停止手順をもう

ができます。

このときブザー（ピッ）が鳴

知  識
手順4.および6.では、集中ドアロックスイッチを確実に押して

ください。スイッチを押す間隔が短い場合、機能が停止しない

ときがあります。

知  識
アクセスキーによる方法は

の暗証番号を登録すると使

P.162参照

知  識
• どちらの機能停止方法を

プッシュエンジンスイッ

－ アクセスキーによる方

ザー（ポーン）が鳴り

－ ドア開閉による方法の
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ッシュスタートでは誤操作や盗難を防止す

知すると警告音が鳴り、割り込み画面を表

を行ってください。

表示
自動節電機能

アクセスキーの電池と車両のバッテリー保護のため、次の場合自

動的に節電機能が働きます。

• すべてのドアを施錠した状態で2週間以上キーレスアクセス機

能およびアクセスキーのボタンを使用しない場合

• すべてのドアを施錠した状態で作動エリア内にアクセスキーを

10分以上放置した場合

■復帰方法
次のいずれかの操作で復帰します。

• 運転席のドアハンドルを握って解錠する。

• 運転席のドアハンドルのタッチセンサーに触れて施錠する。

• トランクオープナースイッチを押して解錠する。

• アクセスキーのボタンで解錠または施錠する。

手動節電機能

アクセスキーの電池の消耗を抑えるため、アクセスキーによる電

波の受信待機を停止します。

■設定方法
アクセスキーの施錠ボタンを押しながら解錠ボタンを2回押しま

す。その際、アクセスキーのLED表示灯が4回点灯することを確

認します。

■復帰方法
アクセスキーのいずれかのボタンを押します。

キーレスアクセス&プ

るため、異常などを検

示します。

P.112参照

この場合は適切な処置

節電機能 警告音および警告



1

解

警

対処方法

を閉めてからプッシュエンジンス
FFにしてください。
離れるときは必ずプッシュエンジン
をOFFにしてください。

閉めてください。

ーを車外に持ち出した上で施錠操作
ださい。
クセスキーがある状態では施錠でき

ともにすべてのドアとフューエル
解錠されます。

らアクセスキーを取り出してからト
めてください。
ブザーが鳴った後、車外のトランク
ースイッチを押せばトランクを解錠
ができます。

ーを車外に持ち出した上で施錠操作
ださい。
クセスキーがある状態では施錠でき

に閉めて施錠操作を行ってくださ

のドアが開いている状態では施錠で
。

58

錠・施錠 / キーレスアクセスについて

告一覧表

室内ブザー警報 室外ブザー警報 状況

ポーン、ポーン
…（断続）

―

プッシュエンジンスイッチが ACC でセレクトレ
バーが“P”のとき、運転席ドアを開けた。

• 運転席ドア
イッチをO
－車両から

スイッチ

運転席ドアが開いているとき、プッシュエンジン
スイッチをOFFにした。

運転席ドアを

ポーン ピー（2秒間）

閉じ込み防止警告
集中ドアロックスイッチの「施錠」またはアクセ
スキーの施錠ボタンを押し、アクセスキーを車内
に置いたままドアロックノブでドアを施錠しよう
とした。
P.163参照

• アクセスキ
を行ってく
－室内にア

ません。
－警報音と

リッドが

― ピー（2秒間）

すべてのドアが施錠されているとき（または自動
施錠のカウント中）に、トランクにアクセスキー
を放置したままトランクを閉めた。

• トランクか
ランクを閉
－この警告

オープナ
すること

キー置き忘れ警告
プッシュエンジンスイッチがOFFのとき、アクセ
スキーが車内にある状態でドアハンドルのタッチ
センサーに触れた。

• アクセスキ
を行ってく
－室内にア

ません。

―
ピ ッ ピ ッ ピ ッ
ピッピッ（5回）

半ドア警告
プッシュエンジンスイッチがOFFのとき、いずれ
かのドアが開いている状態でドアハンドルのタッ
チセンサーに触れた、またはアクセスキーの施錠
ボタンを押した。

• ドアを確実
い。
－いずれか

きません
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スキーを車内に戻すか、プッシュエンジ
ッチをOFFにしてください。
シュエンジンスイッチをOFFにしないと
できません。

エンジンスイッチをOFFにした上で車外
ださい。

キーを車内に戻すか、プッシュエンジン
をOFFにしてください。

トレバーを “P”にし、プッシュエンジ
ッチをOFFにした上で車外に出てくださ

シュエンジンスイッチが ON でセレクト
ーが“R”のときは、“R”のブザーが
されます。

トレバーを “P”にし、プッシュエンジ
ッチをOFFにした上で車外に出てくださ

シュエンジンスイッチが ON でセレクト
ーが“R”のときは、“R”のブザーが
されます。

キーを携帯して走行してください。

対処方法
ポーン
ピーーー

（最長60秒間）

プッシュエンジンスイッチ切り忘れ警告
プッシュエンジンスイッチがOFF以外でセレクト
レバーが“P”のとき、アクセスキーを携帯した
状態でドアハンドルのタッチセンサーに触れた。

• アクセ
ンスイ
－プッ

施錠

ポーン
ピッ ピッ ピッ

（3回）

キー持ち出し警告
プッシュエンジンスイッチがOFF以外でセレクト
レバーが“P”のとき、アクセスキーを携帯した
状態で車外に出て運転席ドアを閉めた。

プッシュ
に出てく

同乗者のキー持ち出し警告
プッシュエンジンスイッチがOFF以外で同乗者が
アクセスキーを車外に持ち出し、運転席以外のド
アを閉めた。

アクセス
スイッチ

ピーーー（連続） ―

セレクトレバー位置警告
• プッシュエンジンスイッチがOFF以外でセレク

トレバーが“P”以外のとき、運転席ドアを開
けた。

• プッシュエンジンスイッチが ON でセレクトレ
バーが“P”以外のとき、プッシュエンジンス
イッチを押してACCにした。

• セレク
ンスイ
い。
－プッ

レバ
優先

ピーーー（連続） ピーーー（連続）

セレクトレバー位置警告
プッシュエンジンスイッチがOFF以外でセレクト
レバーが“P”以外のとき、アクセスキーを携帯
した状態で車外に出て運転席のドアを閉めた。

• セレク
ンスイ
い。
－プッ

レバ
優先

ポーン、ポーン
…（約7秒間）

―
キーなし警告
車内にアクセスキーがない状態で走行した。

アクセス

室内ブザー警報 室外ブザー警報 状況
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1

 オ
けると、すべてのドアが自動で解錠

ク機能

るような強い衝撃を受けた場合、

錠されることがあります。

能が作動する前に、集中ドアロック

は、オートドアアンロック機能は作

作動条件をエンジン停止、セレクト

きます。
錠・施錠 / オートドアロック・アンロック機能

60

ートドアロック・アンロック機能

車速約20 km/h以上になると、すべてのドアが自動で施錠されま

す。

車両停止時、運転席ドアを開

されます。オートドアロック機能

知  識
• 解錠したいときは、集中ドアロックスイッチで解錠してくだ

さい。

－ すべてのドアが施錠されている状態で、後席のドアロック

ノブで解錠すると、後席のドアを開閉したときにキー閉じ

込み防止機能が作動する場合があります。

• オートドアロック機能が作動する前に、集中ドアロックス

イッチで施錠した場合は、オートドアロック機能は作動しま

せん。

• オートドアロックの作動条件をセレクトレバー P以外、OFF

に設定できます。

P.118参照

オートドアアンロッ

知  識
• SRSエアバッグが作動す

すべてのドアが自動で解

P.722参照

• オートドアアンロック機

スイッチで解錠した場合

動しません。

• オートドアアンロックの

レバー P、OFFに設定で

P.118参照
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側に引くと解錠され、前側に押すと施錠し

ックノブが施錠側になっていても、車内の

開きます。

錠する

ドアハンドルを引かない。

ロックノブが施錠側になっていてもドア

してください。

る場合、ドアロックノブと同時にドア内

運転席側）を操作しない。

なくなる、または施錠できなくなる可能
 車内から施錠・解錠する

運転席ドアの集中ドアロックスイッチの「施錠」を押すとすべて

のドアとフューエルリッドが施錠されます。「解錠」を押すとす

べてのドアとフューエルリッドが解錠されます。

ドアロックノブを後ろ

ます。

運転席ドアは、ドアロ

ドアハンドルを引くと

すべてのドアを施錠・解錠する

注  意
• 集中ドアロックスイッチで施錠または解錠する。

－ ドアロックノブで運転席ドアを施錠または解錠しただけで

は、集中ドアロックは作動しません。

各ドアを施錠・解

警  告
• 走行中はドア内側の

－ 特に運転席はドア

が開くため、注意

注  意
• 運転席ドアを施錠す

側のドアハンドル（

－ 運転席ドアが開か

性があります。
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1

 そ

暗

1
2
3

4

5
6

以内にアクセスキーの解錠ボタンを押

。

ランクオープナースイッチを、1ケ

数分押します（「32468」の場合：

、次の数字の回数分押します

。

の数字を入力します。

てから約30秒以内に番号の再確認の

操作を行います。

む）とフューエルリッドが解錠から

す。

も同じ数字や12345の登録はで

登録番号や簡単なものは避けてくだ

トランクオープナースイッチを押

は、一度ドアまたはトランクをアク

し、登録をキャンセルしてくださ

を始めてください。ただし、手順

、再度ブザーが鳴ってから、手順

とができます。
錠・施錠 / その他の施錠・解錠
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の他の施錠・解錠

5ケタの暗証番号を登録しておくと、車外のトランクオープナー

スイッチを押すことにより、アクセスキーを使わずにすべてのド

アとフューエルリッドを解錠することができます。

証番号の登録方法

. プッシュエンジンスイッチをOFFにします。

. すべてのドア（トランク含む）を閉めます。

. アクセスキーの施錠ボタンを押し続けます（このときすべての

ドアとフューエルリッドが施錠されます）。

. 手順3.の状態のまま5秒以内にトランクオープナースイッチを

押し続けます。

. 手順4.の状態のまま5秒以上経つとブザーが鳴り始めます。

. 施錠ボタンとトランクオープナースイッチから手を離します。

7. ブザーが鳴ってから30秒

すと、ブザーが止まります

8. 暗証番号を登録します。ト

タ目に設定したい数字の回

3回）。

9. ブザーが1回鳴るのを待ち

（「32468」の場合：2回）

10. 手順9.を繰り返し、5ケタ

11. ブザーが断続的に鳴り始め

ため、手順8.～10.までの

12. すべてのドア（トランク含

施錠となったら登録完了で

暗証コード式キーレスエントリーで解錠する

知  識
• 盗難防止のため、5ケタと

きません。また、お車の

さい。

• 0を登録するときは10回

してください。

知  識
• 登録操作を間違えた場合

セスキーのボタンで解錠

い。

その後手順1.から登録操作

11.で押し間違えた場合は

11.をもう一度やり直すこ
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でトランクオープナースイッチを押して

側に押します。

たままドアを閉めます。

エリア内にあるときはキーレスアクセス

す。

えた場合は、5秒以上待って最初からや

するとブザー（ピー）が約2秒間鳴り、

けません。

車外から施錠する
解錠方法

手順8.～10.と同じ手順

ください。

フロントドア

1. ドアロックノブを前

2. ドアハンドルを引い

• 暗証番号を消去するときは、手順1.～9.と同じ手順で

22222を登録します。

• 新しい暗証番号を登録したら必ず解錠することを確認してく

ださい。

• アクセスキーによる方法でキーレスアクセス&プッシュス

タート機能を停止している場合、暗証コード式キーレスエン

トリーの暗証番号は、消去できません。

P.156参照

• 次の場合は、同じ手順で暗証番号を登録しなおしてくださ

い。

－ 暗証番号を忘れてしまった

－ 暗証番号を変更したい

• 暗証番号は定期的に変更してください。

• 他人にお車を貸したときは、暗証番号が変更または消去され

ていないか確認してください。変更または消去されていると

きは、新しい暗証番号を登録しなおしてください。

知  識

知  識
• アクセスキーが作動

の動作が優先されま

• 解錠中に操作を間違

り直してください。

• 連続5回操作ミスを

5分間操作を受け付

ドアロックノブで
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1

リ

、ドアが施錠されないようにする機

作動するとき

で、集中ドアロックスイッチの「施

ュエンジンスイッチがACCまたは

ドアロックノブで施錠しドアを閉め

＆プッシュスタート機能を停止して

能

じ込み防止機能を作動なしに設定

ドアロックスイッチで解錠してくだ

れている状態で、後席のドアロック

席のドアを開閉したときにキー閉じ

る場合があります。

シュスタート機能を停止したとき

錠しても作動しません。

施錠したときは作動しません。

ずキーを持っていることを確認して
錠・施錠 / その他の施錠・解錠
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ヤドア

ドアロックノブを前側に押してドアを閉めます。

アクセスキーが作動しないときは、メカニカルキーを使って運転

席を解錠することができます。

P.740参照

キーが車内に残された状態で

能です。

キー閉じ込み防止機能が

• 運転席のドアを開けた状態

錠」を押したとき（プッシ

ONのとき）

• キーを車内に置いたまま、

たとき（キーレスアクセス

いないとき）
知  識

操作したドアのみ施錠されます。

キーを差し込んで施錠・解錠する

知  識
• 盗難警報装置を作動させた状態でキーを差し込んで解錠した

場合、盗難警報装置は解除されません。ドアを開けた場合、

警報が作動します。

• キーを差し込んで施錠したときは、盗難警報装置は作動しま

せん。

P.179参照

キー閉じ込み防止機

知  識
SUBARU販売店で、キー閉

できます。

知  識
• 解錠したいときは、集中

さい。

－ すべてのドアが施錠さ

ノブで解錠すると、後

込み防止機能が作動す

• キーレスアクセス＆プッ

は、ドアロックノブで施

• メカニカルキーを使って

• 車外に出るときには、必

施錠してください。
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とがあり危険です。

まないように注意する。

きは、ドアキャッチャーへの衣類（丈の

のかみ込みに注意する。

はプッシュエンジンスイッチをOFFに

いることを必ず確認してからドアを施錠

重品などを置かないようにしてくださ
ドア・ウインドウの開閉
 ドア

ドアを開けるときは、ドアハンドルを手前に引きます。

ドアを閉めるときは、確実に閉め、半ドアになっていないことを

確認してください。

ドアの開閉

注  意
ドアを開閉する際は、次のことをお守りください。守らないと

思わぬ事故やけがにつながるおそれがあります。

• 周囲の安全を十分に確認する。

• 予期せぬ動きにも対処できるよう、ドアハンドルを確実に保

持する。

• ドアは確実に閉める。

－ 半ドアでは開くこ

• 手や指、爪などを挟

• リヤドアを閉めると

長いスカートなど）

知  識
• お車から離れる場合

して、キーを持って

してください。

• 施錠しても車内に貴

い。

注  意



ド

1

ュエンジンスイッチがONのとき使

ドウの開閉操作の責任は運転者にあ

るときは次のことをお守りくださ

ながるおそれがあります。

手を出したり、窓に触ったりしてい

ッチを操作させない。

はロックスイッチをロック状態にし

イッチをOFFにしてキーを携帯し、

離れる。

後に同じ方向にスイッチを押し続け

障の原因になります。
ア・ウインドウの開閉 / パワーウインドウ
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リヤドアを車内のドアハンドルで開けられなくする機能です。後

席にお子さまを乗せたときに使用してください。

レバーを「LOCK」側に動かしてドアを閉めます。解除するとき

はレバーを戻します。

ドアを開けるには、ドアが解錠されている状態で車外のドアハン

ドルを引きます。

 パワーウインドウ
パワーウインドウは、プッシ

用できます。

お子さまの誤操作防止機能（チャイルドプルー
フ）

警  告
乗員の操作を含め、ウイン

ります。

パワーウインドウを開閉す

い。思わぬ事故やけがにつ

• 開閉する前に窓から顔や

ないことを確認する。

• 小さなお子さまにはスイ

• お子さまを乗せるときに

ておく。

P.168参照

• 必ずプッシュエンジンス

お子さまも連れて車から

注  意
• ウインドウの全閉、全開

ない。

－ パワーウインドウの故
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、押している間は開きます。

きます。途中で止めるには、スイッチを引

、引いている間は閉まります。

まります。途中で止めるには、スイッチを

クセスキーのボタンを長押しするとパ

ができるよう設定できます。

約3秒後に開作動

約3秒後に閉作動
ド

スイッチを軽く押すと

強く押すと、自動で開

きます。

スイッチを軽く引くと

強く引くと、自動で閉

押します。

リモート開閉機能

SUBARU販売店で、ア

ワーウインドウの開閉

解錠ボタン：長押し

施錠ボタン：長押し

知  識
• エンジンがかかっていないときに複数のウインドウを同時に

開閉した場合、バッテリー電圧が低下していると自動全開

（全閉）作動が停止することがあります。その場合、エンジ

ンを始動してからもう一度操作をしてください。

• ウインドウを全閉または全開にした後スイッチを同じ方向に

操作し続けるなど、負荷がかかるとブレーカーが作動してウ

インドウの開閉ができなくなることがあります。

この場合、ブレーカー復帰後に必ずパワーウインドウの初期

設定を行ってください。初期設定がされていないと、ウイン

ドウの自動全開（全閉）およびウインドウ反転機能は作動し

ません。

P.169参照

開閉のしかた



ド

1

オ

ウ

に窓枠とウインドウとの間に異物の

ンドウの上昇が停止し、自動で少し

ため、閉めきる直前の部分では、挟

あります。指などを挟まないように

物を挟んだときと同じ衝撃がウイン

ウ反転機能が作動することがありま

動した後、数秒間はウインドウを閉

のにウインドウ反転機能が作動して

ないときは、スイッチを強く引き続

動させ、一度スイッチを戻してか

閉にしてください。それでも全閉に

RU販売店にご相談ください。
ア・ウインドウの開閉 / パワーウインドウ
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フディレイ機能

エンジンを止めた後でも約40秒間は開閉できます。

インドウロック機能

お子さまなどの誤操作によるパワーウインドウの開閉を防止した

いときに使用します。

運転席のロックスイッチを押して運転席以外のスイッチをロック

できます。

ロック状態のときは、運転席で、照明が点灯しているスイッチの

み操作できます。

ウインドウを閉めているとき

挟み込みを感知すると、ウイ

下降し止まります。
知  識

• 開閉ができる状態のときは、スイッチの照明が点灯していま

す。

• スイッチの照明が点灯している間に前席のドアを開けると、

ウインドウの開閉はできなくなります。

ウインドウ反転機能

注  意
ウインドウを確実に閉める

み込みを感知しない部分が

してください。

知  識
• 環境や走行条件により異

ドウに加わるとウインド

す。

• ウインドウ反転機能が作

めることができません。

• 異物を挟み込んでいない

ウインドウを全閉にでき

けて反転機能を2回以上作

ら再度強く引き続け、全

ならない場合は、SUBA
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ッド（燃料給油口）
燃料計）に、フューエルリッド（燃料給油

を示す表示があります。

燃料 タンク容量

ハイオク）ガソリン 約63 L
ドア・ウインドウ

ウインドウを開けているとき、異物を巻き込むと作動が停止しま

す。

パワーウインドウの機能が正常に作動しなくなったときは、初期

設定をしてください。

初期設定のしかた

運転席、助手席および後席それぞれのスイッチで行います。

1. プッシュエンジンスイッチをONにします。

2. スイッチを下に押し続け、ウインドウを全開にします。全開

後、約1秒間スイッチを下に押し続けます。

3. スイッチを上に引き続け、ウインドウを全閉にします。全閉

後、約1秒間スイッチを上に引き続けます。

ウインドウが動かないなど初期設定ができない、または初期設定

をしてもパワーウインドウが正しく作動しない場合は、

SUBARU販売店で点検を受けてください。

 フューエルリ
フューエルメーター（

口）が右側にあること

ウインドウ巻き込み防止機能

知  識
異物を巻き込んでいないのにウインドウ巻き込み防止機能が作

動してウインドウを全開にできないときは、ウインドウ巻き込

み防止機能が作動してから約4秒以内に一度スイッチを離して

もう一度軽く押し続け、全開にしてください。それでも全開に

ならない場合は、SUBARU販売店にご相談ください。

パワーウインドウの初期設定

指定

無鉛プレミアム（無鉛



ド

1

開

1

2

リッドを手で押し付けます。

して開けます。給油後は、「カチッ」

めます。

ときは、フューエルリッド内側の

閉めたことを確認してください。開

をしたときにフューエルリッドが施

の開閉
ア・ウインドウの開閉 / フューエルリッド（燃料給油口）
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けるとき

. 解錠操作をするか、プッシュエンジンスイッチをONからACC

またはOFFにしてフューエルリッドを解錠します。

. フューエルリッドの左端中央を押してリッドを開きます。

閉めるとき

確実に閉まるまでフューエル

フューエルキャップを左に回

と音がするまで右に回して閉

フューエルキャップを外した

フックにかけます。

フューエルリッドの開閉

知  識
• オートドアアンロック機能で解錠した場合も、同時に解錠さ

れます。

• バッテリー上がりや故障などでフューエルリッドの解錠がで

きなくなった場合は、車室内から解錠することができます。

P.740参照

知  識
フューエルリッドを確実に

いたままの場合、施錠操作

錠されません。

フューエルキャップ
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はお車に合った静電気除去機能を有する

する。

給油ガンが自動停止した時点で止める。

除去するときは、スバル純正水分除去剤

。

ドア・ウインドウ

警  告
給油時には必ず次のことをお守りください。

• タバコなど一切の火気は近づけない。

• プッシュエンジンスイッチは必ずOFFにする。

• エンジンは必ず止める。

• フューエルキャップを開ける前に車体または給油機などの金

属部分や、静電気除去パッドに触れて身体の静電気を除去す

る。

－ 静電気による火花が燃料に引火して車両火災にいたるおそ

れがあります。

• フューエルキャップを開けるときはゆっくり回し、燃料タン

ク内の圧力を下げてから外す。

－ 急に開けると燃料が給油口から噴き返すおそれがありま

す。

• フューエルキャップは確実に閉める。

－ 閉まっていないと走行中に燃料が漏れて車両火災につなが

るおそれがあります。

• フューエルキャップ

スバル純正品を使用

P.45参照

注  意
セルフ給油のときは、

知  識
燃料タンク内の水分を

の使用をお奨めします

警  告



ド

1

 ト
トランクが開くまで押します。

スキーによるトランク解錠を2回

定できます。
ア・ウインドウの開閉 / トランク
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ランク

すべてのドアが解錠されているとき、またはアクセスキーを携帯

して、車外のトランクオープナースイッチを押し、手で支えなが

らゆっくり開けます。

開けるとトランクルームランプが点灯します。

アクセスキーで開ける

アクセスキーの ボタンを

開けるとき

知  識
• SUBARU販売店で、すべてのドアが解錠されているときに

トランクを開けられる機能をOFFに設定できます。

• 走行中（車速約5 km/h以上）は、オートドアロック機能の

設定にかかわらず施錠されます。ドアを開けると解錠されま

す。

知  識
SUBARU販売店で、アクセ

押しで作動、作動なしに設
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ろし、トランクを押さえつけるように閉め

ることを確認してください。

ンク内に人や動物（ペット）を絶対に乗

たときや衝突したときなどに重大な傷害

あります。

ンクを完全に閉める。

ると車内に排気ガスが侵入し一酸化炭素

合死亡につながるおそれがあります。

けられないのでお子さまが入らないよう

重大な傷害を受けるおそれがあります。

きは次のことに注意してください。

こしたり、作動させたりしない。

ーアームが接触するおそれがあります。

閉まることがあります。

と、急に閉じることがあります。傾斜地

てください。

る。
運転席のスイッチで開ける

運転席のトランクオープナースイッチを約1秒以上押します。
トランクをゆっくり降

ます。

確実にロックされてい

閉めるとき

警  告
• 走行するときはトラ

せない。

－ 急ブレーキをかけ

を受けるおそれが

• 走行するときはトラ

－ 開けたまま走行す

中毒や、最悪の場

• トランクは中から開

注意する。

－ 閉じ込められると

注  意
トランクを開閉すると

• ワイパーアームを起

－ トランクとワイパ

• 雪などを取り除く。

－ 重みでトランクが

• 全開で使用する。

－ 半開きで使用する

では、特に注意し

• 周囲の安全を確かめ



ド

1

ーフ
ジンスイッチがONのときに使用で

ルトスイッチのUP側を押すと、サ

（チルトアップ）ます。

を押します。

を押すと、押している間サンルーフ

す。

トダウン
ア・ウインドウの開閉 / 電動ガラスサンルーフ
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 電動ガラスサンル
サンルーフは、プッシュエン

きます。

サンルーフが全閉のとき、チ

ンルーフ後端が約3 cm開き

途中で止めるには、スイッチ

チルトスイッチのDOWN側

が閉まり（チルトダウン）ま

－ お子さまがいる場合には特に注意してください。

• トランクを上から強く押しつけない。

－ トランクがへこむことがあります。

• 風の強いときは開閉に十分注意する。

－ 風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりすることがあり

ます。

• 排気管や排気ガスに触れないようにする。

－ エンジンをかけたままのときは、排気管や排気ガスの熱で

やけどをするおそれがあります。

また、次のことをお守りください。

• スバル純正品以外のアクセサリー用品を取り付けない。

－ トランクの重量が変わり、開閉を妨げるおそれがありま

す。

知  識
• 車から離れるときは盗難防止のため、トランクの中に貴重品

を置かないでください。

• トランクの中にキーを置き忘れないよう注意してください。

• 長時間開けたままにすると、トランクルームランプが点灯し

たままとなりバッテリー上がりの原因になります。

注  意

チルトアップ・チル
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ンスイッチをOFFにしてキーを携帯し、

から離れる。

ーフを操作してけがをするおそれがあり

荷物をのせるなど大きな力を加えない。

とがあります。

ッチを押し続けない。

の原因になります。

や洗車するときは、サンルーフが完全に

確かめてください。

けるときは、サンルーフ上の水を拭き

内に水が入ることがあります。

フ上の雪を取り除いてから開けてくださ

付けたときは、のせた荷物に当たらない

ださい。

作動しなくなったときは、SUBARU販

い。
ドア・

サンルーフがチルトアップしているときは、チルトダウンして完

全にサンルーフを閉めます。

スライドスイッチのOPEN側を押すと、全開になります。

途中で止めるには、スイッチを押します。

スライドスイッチのCLOSE側を押すと、サンルーフが閉まりま

す。

途中で止めるには、スイッチを押します。

スライド開閉

警  告
• 開口部から身体の一部や、物などを出さない。

－ 車外の物などに当たったり、万一のとき重大な事故になる

おそれがあり危険です。特にお子さまには気をつけてくだ

さい。

• 開閉するときに手や首を挟まないように注意する。

－ 特にお子さまには気をつけてください。

• 必ずプッシュエンジ

お子さまも連れて車

－ お子さまがサンル

ます。

注  意
• 開口部やその周辺に

－ ルーフがへこむこ

• 全開、全閉後にスイ

－ サンルーフの故障

知  識
• お車から離れるとき

閉まっていることを

• 雨の後や洗車後に開

取ってください。室

• 降雪後は、サンルー

い。

• キャリアなどを取り

ように気をつけてく

• サンルーフが正常に

売店にご相談くださ

警  告



ド

1

るときのみ連動して開きます。

手で開閉できます。

ときは、全開か全閉で使用してくだ

行中に音が出ることがあります。ま

じることがあります。

場合は、サンシェードを閉めてくだ

まにしておくと、車内が高温になり
ア・ウインドウの開閉 / 電動ガラスサンルーフ

76

サンルーフを閉めているときに、異物の挟み込みを感知すると、

作動が停止し、自動で少し戻り止まります。

サンルーフをスライドで開け

サンルーフが全閉のときは、

サンルーフ反転機能

注  意
• 必ず安全を確かめて操作する。

－ サンルーフを確実に閉めるため、閉めきる直前の部分で

は、挟み込みを感知しない部分があります。

知  識
環境や走行条件により異物を挟んだときと同じ衝撃がサンルー

フに加わると、サンルーフ反転機能が作動することがありま

す。

サンシェード

知  識
• サンシェードを開閉する

さい。

途中で止めて使うと、走

た、急ブレーキにより閉

• 炎天下で長時間駐車する

さい。

サンシェードを開けたま

ます。
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イモビライザーシステム用キー（信号発

近いとき

信機と近いときや接しているとき

り外しをしない。

作動しなくなるおそれがあります。

車両盗難を完全に防止することを保証す

ん。
セキュリティシステム / イモビライザー

セキュリティシステム
 イモビライザー（盗難防止用エンジ
ン始動ロックシステム）
アクセスキーにはイモビライザー機能が装備されています。

アクセスキーにはそれぞれ個別の識別コードがあります。登録さ

れているキーでのみエンジンを始動できます。

注  意
イモビライザーはキーと車両の識別コードを電子的に照合しま

す。次のことをお守りください。

• 磁気を帯びた機器の近くにキーを置かない。

－ 誤作動の原因になるおそれがあります。

• インストルメントパネルの上など高温になる場所にキーを置

かない。

• キーを水にぬらさない。

• 次のような場合、車両がキーからの信号を正確に受信でき

ず、エンジンの始動ができない場合があります。

－ キーに金属製の物が接しているとき

－ キーに他のキーの金属部が接しているとき

－ キーが他の車両の

信機内蔵の物）と

－ キーが他の信号発

• システムの改造や取

－ システムが正常に

• イモビライザーは、

るものではありませ

注  意



セ

1

ビライザー機能の作動および盗難警

押していないときはゆっくり点滅を

キーを携帯し、プッシュエンジンス

に設定すると、作動状態に応じて点

エンジンスイッチがACCまたはON

るとセキュリティ表示灯がゆっくり

クセスキーを携帯していればエンジ
キュリティシステム / イモビライザー（盗難防止用エンジン始動ロックシステム）

78

セキュリティ表示灯は、イモ

報装置の状態を示します。

プッシュエンジンスイッチを

しています。正規のアクセス

イッチを押すと消灯します。

盗難警報装置を「作動あり」

滅のパターンが変わります。

P.181参照

知  識
• イモビライザー機能は車両自体の盗難を防ぐ装置であり、車

室内への侵入を防ぐ機能はありません。車から離れるときは

必ずドアを施錠してください。

• 万一、キーを紛失したときには、盗難を防ぐため紛失した

キーの登録を消去するようお奨めします。登録の消去は、

SUBARU販売店でのみ行えます。SUBARU販売店にご相談

ください。

• イモビライザーのメンテナンスは不要です。

セキュリティ表示灯

知  識
エンジン停止中、プッシュ

でドアを開けるまたは閉め

点滅します。このとき、ア

ンを始動できます。
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ッチをOFFにして、すべてのドア、トラン

閉めます。キーレスアクセス機能または

錠すると約30秒の待機時間（監視を行なわ

状態に入ります。

ター内のセキュリティ表示灯が2回連続の

メカニカルキーやドアロックノブで施錠し

置は監視状態に入りません。

監視状態（警報が作動する状

ュリティ表示灯が素早く点滅します。ま

た場合、監視状態に入りません。

機能、キーのボタン操作、または暗証

エントリーでドアを解錠したとき

開けたとき

帯しプッシュエンジンスイッチを押して

トを開けたままで施錠した場合は、監視

ットを閉めてから約30秒待機状態の後、

す。

動した場合にも盗難警報装置が待機状態

ます。
 盗難警報装置
キーレスアクセス機能、キーのボタン操作、または暗証コード式

キーレスエントリー以外でドア、トランクやボンネットが開けら

れたとき、30秒間車両ホーンが鳴り、ハザードランプが点滅して

周囲に異常を知らせるよう設定できます。

P.181参照

プッシュエンジンスイ

クおよびボンネットを

キーのボタン操作で施

ない状態）の後、監視

監視状態に入るとメー

点滅を繰り返します。

たときには盗難警報装

P.163、164参照

注  意
• システムの改造や取り外しをしない。

－ システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

知  識
• 盗難警報装置は特定条件で作動し警報などで周囲に知らせる

装置であり、盗難を防止するものではありません。

車から離れるときは、車内に貴重品などを置かないでくださ

い。

• 30秒間鳴り続けた後も、ドアが開いたままになっている場

合、警報が鳴り続けます。ドアを閉めると最長30秒後には

警報は止まります。

• 盗難警報装置のメンテナンスは不要です。

盗難警報装置を
態）にする

知  識
• 待機状態中は、セキ

た、次のことを行っ

－ キーレスアクセス

コード式キーレス

－ いずれかのドアを

－ アクセスキーを携

ACCにしたとき

• トランク、ボンネッ

状態に入りません。

－ トランク、ボンネ

監視状態に入りま

• 自動施錠の機能が作

から監視状態に入り

P.152参照



セ

1

のボタン操作、または暗証コード式

ると監視状態が解除されます。解除

リティ表示灯はゆっくりと点滅しま

解除できます。

ボタンを押す

ッシュエンジンスイッチを押して

状態を解除する

あるとき、ドアの鍵穴にメカニカル

車内からキーを使わず解錠したりし

けると警報が作動します。

まったときには
キュリティシステム / 盗難警報装置
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キーレスアクセス機能、キー

キーレスエントリーで解錠す

されるとメーター内のセキュ

す。

次のいずれかの操作をすると

• アクセスキーのいずれかの

• アクセスキーを携帯し、プ

ACCにする

• 監視状態のままバッテリーが上がったときは、キーレスアク

セス機能、キーのボタン操作、または暗証コード式キーレス

エントリーでは解錠できません。メカニカルキーを使用して

解錠してください。ただしバッテリーを充電したり新品に交

換したりした場合は監視状態で復帰します。監視状態で復帰

したときにドア、トランクやボンネットが開いたままになっ

ていると警報が作動します。警報の作動を停止する操作を

行ってください。

• キーレスアクセス機能やキーのボタン操作による施錠や自動

施錠時、ドアを施錠動作の直前で開くと警報が鳴り始める場

合があります。

• SUBARU販売店で30秒の待機時間をなしに設定できます。

知  識 盗難警報装置の監視

知  識
盗難警報装置が監視状態に

キーを差して解錠したり、

た場合、そのままドアを開

P.161、164参照

警報を作動させてし
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ティ表示灯が点滅して、警報が作動したこ

す。警報が作動した原因により点滅の回数

ッチをONにしたとき1秒間点灯した後に、

らせます。

合：5回

た場合：4回

れた場合：3回

内灯のスイッチがDOOR位置にあるとき

内灯が点灯するように設定できます。

難警報装置を再度監視状態にすると消去
盗難警報装置は作動あり／作動なしの設定を切り替えることがで

きます。

次の方法で切り替えます。

1. 運転席に座り、すべてのドア、トランクおよびボンネットが閉

まっていることを確認します。

2. プッシュエンジンスイッチをON（エンジンがかかっていない

状態）にします。

3. 集中ドアロックスイッチの「解錠」を押すと同時に運転席ドア

を開け、そのまま10秒間保持すると設定が切り替わります。

4. 設定が切り替わるとホーンが鳴り、新しい設定をメーターに表

示します。

作動あり…ホーンが1回鳴ります。

メーター表示“AL ON”

作動なし…ホーンが2回鳴ります。

メーター表示“AL OFF”

メーター内のセキュリ

とを運転者に知らせま

が変わります。

プッシュエンジンスイ

次の点滅で運転者に知

• ドアが開けられた場

• トランクが開けられ

• ボンネットが開けら

SUBARU販売店で、室

に警報が作動すると室

警報の設定

知  識
この設定は、SUBARU販売店でもできます。

警報の作動履歴

知  識
警報の作動履歴は、盗

されます。

室内灯点灯
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1

運
 正
転前の調整 / 正しい運転（乗車）姿勢
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転前の調整

しい運転（乗車）姿勢
無理のない、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシート位

置、ハンドル位置およびミラー位置を調整します。

P.184、194、195、197参照

調整した位置をドライバーモニタリングシステムまたはドライ

バーポジションメモリーで登録できます。

P.201、425参照

シートベルトを正しく装着します。

P.52参照
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大人が行い、シートや動いている部分に

ないようにする。

注意してシート調整を行ってください。

れたり、荷物が損傷したりすることがあ

前席専用、後席ヘッドレストは後席専

ないでください。また、前席ヘッドレス

機能があります。

カバー（シート汚れ防止用のポリエチレ

マットの汚れ防止フィルムは取り外して

。

警  告
シートを調整するときは、次のことを必ずお守りください。守

らないと重大な傷害につながるおそれがあります。

• 必ず走行を始める前に調整を行う。

－ 運転席の調整は運転中に行わないでください。加速、減速

でシートが動いてペダルに足が届かなくなる、背もたれが

倒れてハンドルに手が届かなくなる、運転への注意がそれ

て運転ミスを起こすなどの重大な事故や傷害につながるお

それがあります。

• 調整後はシートを前後に動かして確実に固定されていること

を確認する。

－ 不完全なままではシートが動いたり、シートベルトの機能

が十分に働かないことがあります。

• 走行中は助手席も含めて背もたれを必要以上に倒さない。

－ 万一のとき、シートベルト本来の機能が発揮されないこと

があります。

• 背もたれと背中の間にクッションなどを入れない。

－ 正しい運転姿勢がとれないため危険です。

• フロントシートの下や周囲に物を置かない。

－ 物が挟まってシートが固定されず、思わぬ事故につながる

おそれがあります。

• フロントシートの下にスバル純正品以外のアクセサリーを取

り付けない。

• フロントシートの座面と背もたれの間に後席乗員の足をのせ

たり、物を入れたりしない。

－ SRSエアバッグやパワーシートが正常に作動しなくなる

など、重大な傷害につながるおそれがあります。

注  意
• シートの調整は必ず

手や足などを近づけ

－ 同乗者や荷物にも

手や足などを挟ま

ります。

• 前席ヘッドレストは

用。

－ 入れ替えて使用し

トには、角度調整

知  識
納車時のシートダスト

ン製カバー）やフロア

から使用してください



運

1

 フ

高

きは次のことをお守りください。守

を保護できないなど重大な事故につ

り付ける。

の走行や、固定できる高さを超えて

さい。

後方になるように高さを調整する。

び角度調整は、走行中に行わない。

おそれがあります。

る際は、前後の向きを間違えないよ

専用、後席ヘッドレストは後席専

でください。また、前席ヘッドレス

があります。

って取り外しにくいときは、背もた
転前の調整 / フロントシート

84

ロントシート

さ調整

• 上げるとき：

最下段～1段目はそのままヘッドレストを引き上げます。

1段目～3段目は固定解除ボタンを押したまま、引き上げます。

• 下げるときは、固定解除ボタンを押したまま押し下げます。

• 取り外すときはヘッドレストを最上段にして、取り外しボタン

を押したまま引き抜きます。

• 取り付けるときは、ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、

ロックされるまで確実に押し下げてください。

ヘッドレスト

警  告
ヘッドレストを調整すると

らないと万一のとき頭や首

ながるおそれがあります。

• ヘッドレストは確実に取

－ ヘッドレストを外して

の使用はしないでくだ

• ヘッドレスト中央が耳の

• ヘッドレストの高さおよ

－ 思わぬ事故につながる

注  意
• ヘッドレストを取り付け

うに注意する。

• 前席ヘッドレストは前席

用。

－ 入れ替えて使用しない

トには、角度調整機能

知  識
ヘッドレストが天井に当た

れを倒すと取り外せます。
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ッチ操作で調整ができます。

ッチ部に異物を挟まないように注意す

動くことがあります。

たれに過度な力を加えない。

移動させた状態でスイッチを押し続けな

たった場合、それ以上無理に操作しな

際は、後席の乗員の足が挟まれないよう

かっているときに行ってください。バッ

となります。

行わないでください。
角度調整

ヘッドレストの角度を段階的に調整することができます。

ヘッドレストを前方いっぱいに倒して、手を離すと自動的に一番

後ろの位置に戻ります。

調整後、ヘッドレストが後方にロックされていることを確認して

ください。

シートのドア側のスイ

警  告
• 前席に乗員がいるときヘッドレストを後ろ側から絶対に押さ

ない。

－ 角度が変わり思わぬけがをするおそれがあります。

注  意
• ヘッドレストに物を引っかけたり、つかまったりしない。

－ 十分な効果が発揮できなかったり、故障につながるおそれ

があります。

パワーシート

注  意
• 操作するときはスイ

る。

－ 予期しないときに

• 操作するときは背も

• 調整できる終点まで

い。

• シートが人や物に当

い。

• 後方にスライドする

に注意する。

知  識
• 調整はエンジンがか

テリー上がりの原因

• 複数の調整を同時に



運

1

ス

リ

かしてシートの高さを調整します。

の乗員の足が挟まれないように注意
転前の調整 / フロントシート
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ライド調整（前後の調整）

スイッチ全体を前後に動かして調整します。

クライニング調整（背もたれの角度調整）

リクライニングスイッチを前後に動かして背もたれの角度を調整

します。

上下調整

スイッチの後ろ側を上下に動

注  意
上下に調整する際は、後席

する。
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一体式のフロントアームレストです。

乗ったり、重い物をのせたりしない。

傷や思わぬけがをするおそれがありま
座面前側の高さ調整

スイッチの前側を上下に動かして前側の高さを調整します。

腰部張り出し調整（ランバーサポート）（運転席のみ）

スイッチの前後を押して、背もたれ腰部の張り出し量を調整しま

す。

コンソールボックスと

アームレスト

注  意
• アームレストの上に

－ アームレストの損

す。



運

1

シ

際は、次のことに注意してくださ

とがありますのでお子さま、皮ふの

な方などは特に注意してください。

せて使用しない。

したときは、乾いた布ですぐに拭き

使用する。

ある物をのせない。

きに使用してください。バッテリー
転前の調整 / フロントシート
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プッシュエンジンスイッチがONのときに使用できます。

ートヒーターの使いかた

エアコン操作バーのスイッチをタップすると、HIGH、MIDDLE、

LOW、OFFの順に切り替わります。

作動中にロングタップ（約1秒）するとOFFにできます。

HIGH：

早く温めたいときに使います。温まったらLOWにしてくださ

い。

MIDDLE：

保温するときに使います。LOWでは弱いと感じるときに使用

してください。

LOW：

保温するときに使います。通常はこの位置で使用してくださ

い。

シートヒーター 注  意
シートヒーターを使用する

い。

• 長時間使い続けない。

－ やけどの原因になるこ

弱い方、身体の不自由

• 毛布や座ぶとんなどをの

• 水やその他の液体をこぼ

取り、十分乾かしてから

• シートに硬い物や突起の

知  識
エンジンがかかっていると

上がりの原因となります。
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に取り付ける。

しての走行や、固定できる高さを超えて

とき頭や首を保護できず重大な傷害につ

ります。
 リヤシート

使用するときは、常に格納位置から一段上げた位置にしてくださ

い。

乗員がいないときは下げておくと後方視界がよくなります。

高さ調整

• 上げるときはそのまま引き上げます。

• 下げるときは固定解除ボタンを押したまま押し下げます。

• 取り外すときは固定解除ボタンを押したまま引き抜きます。

• 取り付けるときは、ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、

ロックされるまで確実に押し下げてください。

＜中央席用＞

＜左右席用＞

ヘッドレスト

警  告
• ヘッドレストは確実

－ ヘッドレストを外

の使用は、万一の

ながるおそれがあ



運

1

使います。

アームレストに引っかけたりしな

ルト本来の機能が発揮できないな

がるおそれがあります。

たり、重い物をのせたりしない。

思わぬけがをするおそれがありま
転前の調整 / リヤシート
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引き出して、ひじかけとして

注  意
• ヘッドレストを取り付ける際は、前後の向きを間違えないよ

うに注意する。

• 前席ヘッドレストは前席専用、後席ヘッドレストは後席専

用。

－ 入れ替えて使用しないでください。また、前席ヘッドレス

トには、角度調整機能があります。

アームレスト

警  告
• シートベルトの着用は、

い。

－ 万一の場合、シートベ

ど、重大な傷害につな

注  意
• アームレストの上に乗っ

－ アームレストの損傷や

す。



運転前の調整 / リヤシート

191

とき

まないようにベルトを外側に引き出しなが

れを起こし、確実にロックします。

ときは、シートベルトが背もたれに挟ま

れ固定フックの裏側に回り込んでいない

もたれに挟まれていたり、背もたれの裏

るとシートベルトが着用できない、また

どにシートベルトが十分な効果を発揮せ

つながるおそれがあります。
リヤシートの背もたれを倒すことにより、荷室として広く使うこ

とができます。

左右に分割されているそれぞれの背もたれを倒すことができま

す。

背もたれを倒すとき

背もたれ上部のロックノブを引き上げながら背もたれを倒しま

す。

背もたれを元に戻す

シートベルトを挟み込

ら、反対の手で背もた

6：4分割リヤシートの背もたれを倒し、荷室
として使うとき

警  告
• 背もたれを元に戻す

れていたり、背もた

か必ず確認する。

－ シートベルトが背

側に回り込んでい

は衝突したときな

ず、重大な傷害に



運

1

付けているときは、背もたれを倒さ

おそれがあります。

したりするときは、手や物を挟み込

。

物などをかけない。

できず、思わぬ事故につながるおそ

れないときは、手で倒してくださ
転前の調整 / リヤシート

92

• 背もたれを倒して荷室として使用する場合は、人を乗せて走

行しない。

－ 急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに重大な傷害

を受けることがあります。

• 荷物や長い物をのせたときは、荷物を固定する。

－ 急ブレーキをかけたときなどに荷物が飛び出し重大な傷害

を受けることがあります。

• 背もたれを元に戻したときは、ロックノブの赤マークが見え

ないことを確認し、前後に動かして確実に固定されているこ

とを確認する。

－ 固定されていないと急ブレーキ時などに背もたれが倒れた

り、荷室内の物が飛び出すなど思わぬ事故や重大な傷害に

つながるおそれがあります。

警  告

注  意
• チャイルドシートを取り

ない。

－ 思わぬ事故につながる

• 背もたれを倒したり起こ

まないよう十分注意する

• 背もたれ固定フックに荷

－ 背もたれが確実に固定

れがあります。

知  識
上り坂などで背もたれが倒

い。

警  告
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物の置き忘れを、運転者にお知らせする機

したときに、プッシュエンジンスイッチを

鳴り、割り込み画面を表示します。

ることがありますのでお子さま、皮ふの

自由な方などは特に注意してください。

をのせて使用しない。

こぼしたときは、乾いた布ですぐに拭き

から使用する。

起のある物をのせない。

るときに使用してください。バッテリー

す。

インダー（後席置き忘れ防止
プッシュエンジンスイッチがONのとき、スイッチを押すとシー

トが温まります。

後席右側、後席左側ともに、スイッチを押すごとに、HIGH→

LOW→OFFの順に切り替わります。

プッシュエンジンスイッチをOFFにすると、リヤシートヒーター

もOFFになり、再度プッシュエンジンスイッチをONにしても自

動でONにはなりません。

作動中は、スイッチの表示灯が点灯します。

• HIGH：2つ点灯

• LOW：1つ点灯

• OFF：消灯

後席の乗員の存在や荷

能です。

条件のいずれかを満た

OFFにすると警告音が

リヤシートヒーター

注  意
シートヒーターを使用する際は、次のことに注意してくださ

い。

• 長時間使い続けない。

－ やけどの原因にな

弱い方、身体の不

• 毛布や座ぶとんなど

• 水やその他の液体を

取り、十分乾かして

• シートに硬い物や突

知  識
エンジンがかかってい

上がりの原因となりま

リヤシートリマ
機能）

注  意



運

1

作

位置を前後または上下に調整できま

バーを押し下げます。

。

バーを引き上げます。

を確認します。
転前の調整 / ステアリング

94

動条件

• 後席のドアを開閉してから、30分以内にプッシュエンジンス

イッチをONしたとき

• プッシュエンジンスイッチがONの状態で、後席のドアを開閉

したとき

• 警告音が鳴り、画面を表示してから、30分以内にプッシュエン

ジンスイッチをONにしたとき

（この場合は、後席のドアを開閉しなくてもリヤシートリマイ

ンダーが作動します。）

 ステアリング
運転姿勢に合わせてハンドル

す。

1. チルト／テレスコピックレ

2. ハンドル位置を合わせます

3. チルト／テレスコピックレ

4. ハンドルが固定されたこと

知  識
• リヤシートリマインダーは後席ドアの開閉を検知して、後席

の乗員や荷物の置き忘れの可能性をお知らせするものです。

乗員や荷物の有無とは関係なく作動する場合があります。

• リヤシートリマインダーの作動はOFFに設定できます。

P.118参照

• バッテリーを取り外したときは、設定がリセットされます。
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後方が十分確認できる位置に調整します。

ず走行前に行う。

わぬ事故につながるおそれがあります。
 ルームミラー
ミラー本体を動かして

警  告
• 調整は必ず走行前に行い、ハンドル位置を調整した後は、確

実に固定する。

－ 固定が不十分な場合、ハンドル位置が突然変わり、重大な

事故につながるおそれがあります。

－ 走行中に操作すると、ハンドルが動いて危険です。

• ハンドルやその周辺に物を置いたり、ひもやケーブルなどを

引っかけたりしない。

－ スイッチの誤操作を引き起こす原因になるおそれがあるだ

けでなく、SRSエアバッグシステムが正常に作動しなく

なるおそれがあります。

警  告
• 各ミラーの調整は必

－ 走行中に行うと思



運

1

状態で、セレクトレバーを“R”に

がキャンセルされ、視界を確保しま

側と後側に明るさを検知するセン

。

を貼ったり、アクセサリーなどを取
転前の調整 / ルームミラー

96

後続車のヘッドランプの明るさに応じて鏡面の反射率を自動的に

調整します。

作動を停止して通常のミラーとして使いたいときは、スイッチを

押します。停止状態のときは作動表示灯が消灯します。

後退時

自動防眩ルームミラーが作動

入れると、自動的に防眩機能

す。

センサー

自動防眩ルームミラーには前

サーが取り付けられています

自動防眩ルームミラー

注  意
• スプレー式のクリーナーなどを直接かけない。

－ 故障するおそれがあります。鏡面が汚れたときは柔らかい

布でから拭きしてください。汚れがひどいときは、中性の

クリーナーを染み込ませた布で汚れを落としてからから拭

きしてください。

知  識
プッシュエンジンスイッチをOFFにし、再度ONにした場合

は、OFFにする前の状態に関係なく自動防眩ルームミラーが

作動状態になります。

注  意
センサー部にステッカー類

り付けたりしない。
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”にすると、助手席側鏡面が、車両側面下

ように自動で動きます。

きに電動リモコンドアミラースイッチを操

整することができます。

グシステムのユーザー情報連動機能または

メモリーで、調整後の位置を登録すること

”以外にすると一定時間経過後、元の位置

ングシステムのユーザー情報連動機能ま

ションメモリーで、ドアミラーの鏡面位

ことができます。

ンジンスイッチをOFFにした後も、し

ることができます。

トダウンドアミラー

レクトレバー “R”と“D”の切り替え

場合は、チルトダウンを継続します。

している場合、セレクトレバーを“R”

置でチルトダウンしますが、設定の呼び

後位置を大きく動かした場合は初期設定
 ドアミラー

プッシュエンジンスイッチがACCまたはONのとき、ドアミラー

の鏡面位置を調整できます。

1. スイッチをL側（助手席側）またはR側（運転席側）に回しま

す。

2. スイッチを上下左右に動かして調整します。

セレクトレバーを“R

側付近を見やすくなる

チルトダウン状態のと

作して、鏡面位置を調

P.197参照

ドライバーモニタリン

ドライバーポジション

ができます。

P.201、425参照

セレクトレバーを“R

に戻ります。

電動リモコンドアミラー

注  意
調整は必ず走行前に行ってください。

知  識
• ドライバーモニタリ

たはドライバーポジ

置を登録し呼び出す

P.201、425参照

• 解錠後やプッシュエ

ばらくの間は調整す

リバース連動チル

知  識
• 車庫入れなどで、セ

を素早く繰り返した

• 調整後の位置を登録

にすると登録した位

出し後にシートの前

の位置に戻ります。



運

1

鏡

ACCまたはONのとき、左右のドア

。

ます。

置に復帰します。

ー

ンスイッチをOFFにした後も、し

できます。

作をした後にプッシュエンジンス

たはONにした場合、格納スイッチ

ラーが動き出すことがあります。

スイッチ操作をするとモーター作動

ーが作動しないことがあります。そ

イッチを操作してください。
転前の調整 / ドアミラー
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面位置を調整したとき

プッシュエンジンスイッチをOFFにするまで、調整した位置で作

動します。プッシュエンジンスイッチをOFFにした後は、初期設

定の位置、またはドライバーモニタリングシステムやドライバー

ポジションメモリーで呼び出した位置で作動します。

プッシュエンジンスイッチが

ミラーを同時に格納できます

スイッチを押し込むと格納し

もう一度押すと通常の使用位

• チルトダウン時に、セレクトレバーを“D”にして一定速度

を超えると、元の位置に戻ります。

• SUBARU販売店でリバース連動チルトダウンドアミラーで

作動するミラーを両側に変更することができます。

• リバース連動チルトダウンドアミラーの作動をOFFに設定

できます。

P.118参照

知  識
• リバース連動ラスト位置保持機能をONにすると、ドライ

バーモニタリングシステムやドライバーポジションメモリー

の登録位置を呼び出している場合を除き、プッシュエンジン

スイッチをOFFにした後も調整した位置を記憶します。

• SUBARU販売店でリバース連動ラスト位置保持機能をON

に設定することができます。

知  識 電動格納式ドアミラ

知  識
• 解錠後やプッシュエンジ

ばらくの間は格納・展開

• 手動で格納または復帰操

イッチをOFFからACCま

の状態によってはドアミ

• 手動で格納した場合は、

音だけが鳴り、ドアミラ

の場合はもう一度格納ス
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ラー

しておくと、ドアの施錠・解錠に連動して

納・展開します。

ッチをOFFにし、ドアを施錠するとドアミ

す。

ミラーが自動で展開します。

ーの作動をOFFに設定できます。

ー連動格納ドアミラーの展開タイミン

スイッチをACCまたはONにしたときに
キー連動格納ドアミ

スイッチを展開位置に

ドアミラーが自動で格

■自動格納
プッシュエンジンスイ

ラーが自動で格納しま

■自動展開
ドアを解錠するとドア

• 手動でドアミラーを通常位置より前方に倒した場合、格納ス

イッチの状態によってはプッシュエンジンスイッチをOFF

からACCまたはONにしたときに、ドアミラーがさらに前方

に倒れることがあります。そのときは、格納スイッチを押し

て格納→復帰の操作を行ってください。

• 格納状態から手動で通常位置に戻すとドアミラーがグラグラ

することがあります。通常位置に戻すときは必ずスイッチを

使用してください。なお、ドアミラーがグラグラするとき

は、もう一度格納状態にしてからスイッチ操作で復帰させて

ください。

• 寒冷時は、作動の途中で止まることがあります。その場合は

もう一度格納スイッチを押してください。スイッチを操作し

ても動かないときは、ドアミラーを手で数回動かすと作動す

るようになります。

• 格納スイッチを連続して押して「格納⇔復帰」を行うと作動

しなくなることがあります。これは異常ではありませんの

で、しばらく待ってから作動させてください。

知  識

知  識
キー連動格納ドアミラ

P.118参照

知  識
SUBARU販売店で、キ

グをプッシュエンジン

設定できます。



運

2

ヒ

ガーに連動して、連続作動に設定で

した場合は、15分間作動、2分間

ただし、2分間の作動停止中も表示

させてください。

連続作動を続けるとバッテリー上が

かたはしないでください。

ると、作動を停止します。
転前の調整 / ドアミラー
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ドアミラーについた霜や曇りを取るときに使います。

ーテッドドアミラーの使いかた

プッシュエンジンスイッチがONのときにスイッチを押すと、ス

イッチ内の表示灯が点灯し作動します。約15分後、自動的に

OFFになります。

作動中に停止させるときは、スイッチをもう一度押します。

ヒーテッドドアミラー

知  識
• 消費電力が大きいのでエンジンをかけて使用してください。

• 次の機能と連動します。

－ リヤウインドウデフォッガー

P.491参照

－ フロントワイパーデアイサー

P.260参照

• リヤウインドウデフォッ

きます。

－ 連続作動に設定を変更

停止を繰り返します。

灯は点灯しています。

P.118参照

• 霜や曇りが取れたら停止

－ エンジン作動中でも、

りの原因になります。

－ 雪を溶かすような使い

• バッテリー電圧が低下す

知  識
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るとき

ッチがONでセレクトレバーが“P”のとき

、すぐに「1」または「2」のボタンを押

り、シート位置とドアミラーの鏡面位置が

登録するとき

ッチがOFFでセレクトレバーが“P”のと

ウンドアミラーの鏡面位置をセレクトレ

ま登録することもできます。必ずブレー

操作してください。
運転

 ドライバーポジションメモリー
シート位置、ドアミラーの鏡面位置を運転席ドア内側にある「1」

または「2」のボタンおよびアクセスキーごとに登録し、呼び出

すことができます。

次の設定が登録できます。

• シートの前後位置

• 背もたれの角度

• シートの高さ

• 座面前側の高さ

• ドアミラーの鏡面位置

• リバース連動チルトダウンドアミラーの鏡面位置

運転席ドアを閉め、シート位置とドアミラーの鏡面位置を調整し

てから、次のいずれかの方法で登録します。

ボタンごとに登録す

プッシュエンジンスイ

登録できます。

1.「SET」ボタンを押し

します。

2. ブザー（ピッ）が鳴

登録されます。

アクセスキーごとに

プッシュエンジンスイ

き登録できます。

知  識
ユーザー情報に連動して呼び出したい場合は、ユーザー登録ま

たはドライバーポジション再登録を行ってください。

P.433、438参照

登録のしかた

知  識
• リバース連動チルトダウンドアミラーの鏡面位置も合わせて

登録する場合は、登録の前にセレクトレバーを“R”にして

鏡面位置を調整し、“P”に戻してから行ってください。

P.197参照

• 一度登録した位置を変更したいときは、同じ手順で上書きす

ることができます。

知  識
リバース連動チルトダ

バーを“R”にしたま

キペダルを踏んだまま



運

2

1

2

き操作できます。

秒以内に、またはプッシュエンジンス

ます。

を押します。

ートとドアミラー鏡面が登録位置ま

行うと、シート位置の呼び出しがで

合は、中止の操作をするか、動作が

行ってください。
転前の調整 / ドライバーポジションメモリー
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.「SET」ボタンを押しながらアクセスキーの解錠ボタンを押し

ます。

. 解錠のブザーとともにブザー（ピッ）が鳴り、シート位置とド

アミラーの鏡面位置が登録されます。

セレクトレバーが“P”のと

ボタンで呼び出すとき

運転席ドアを開けてから45

イッチがONのとき操作でき

1.「1」または「2」のボタン

2. ブザー（ピッ）が鳴り、シ

で動きます。知  識
• シート位置を登録するときは登録させたいアクセスキーのみ

携帯してください。アクセスキーを2つ以上携帯していると

正確に登録できない場合があります。

• リバース連動チルトダウンドアミラーの鏡面位置も合わせて

登録する場合、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてか

ら時間を空けず登録を行ってください。

呼び出しかた

知  識
• 複数の呼び出しを同時に

きないことがあります。

• 呼び出しを変更したい場

停止してから呼び出しを

P.203参照
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ると、呼び出し動作を中止します。

イッチ

ボタン

ラー操作スイッチ

き

したとき

ッチがOFFのとき、運転席のドアを確実に

ます。

ながらアクセスキーの施錠ボタンを押し

り、消去されます。

かた

の異常を感じたときは、中止の操作をし

ラーの鏡面位置の登録、呼び出しおよび

う。

運転する。
運転

アクセスキーで呼び出すとき

1. 登録済のアクセスキーを携帯します。

2. ドアが施錠された状態で、アクセスキーの解錠ボタンを押す、

または運転席ドアのドアハンドルを握って解錠します。

3. 運転席ドアを開けるとブザー（ピッ）が鳴り、シートとドアミ

ラー鏡面が登録位置まで動きます。

次のいずれかを操作す

• パワーシート調整ス

•「SET」ボタン

•「1」または「2」の

• 電動リモコンドアミ

ボタンに登録したと

上書き登録をします。

アクセスキーに登録

プッシュエンジンスイ

閉め、次の操作を行い

1.「SET」ボタンを押し

ます。

2. ブザー（ピー）が鳴

知  識
登録された位置と、現在の位置が同じときは、ブザーが2回鳴

ります。

知  識
• 登録されているアクセスキーのみ、携帯してください。アク

セスキーを2つ以上携帯している場合、呼び出されないこと

があります。

• キーレスアクセス作動エリアに入った後、45秒経過してか

らドアを解錠した場合、呼び出しができないことがありま

す。

P.149参照

呼び出し中止のし

注  意
呼び出し中に異音など

てください。

消去のしかた

警  告
• シート位置、ドアミ

消去は、運転前に行

• 正しいシート位置で



運
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－ シート位置が適切でない場合、運転に支障をきたしたり、

シートベルトの効果が低下したりして、重大な傷害に及ぶ

か、最悪の場合、死亡につながる事故が発生するおそれが

あります。

注  意
• シート位置を呼び出す場合は、乗員や荷物に注意する。

－ 手足を挟まれたり、荷物を損傷することがあります。

• アクセスキーで呼び出した場合は、シートが登録位置まで動

いてから運転席に座る。

知  識
• バッテリーを交換した場合でも、登録したシート位置は消去

しませんが、呼び出し位置にずれが生じることがあります。

• 使用し続けているうちに、呼び出し位置にずれが生じること

があります。

• 登録したシートの各調整位置が調整できる終点にあるとき、

さらに同じ方向に操作をすると、呼び出し位置にずれが生じ

ることがあります。

• プッシュエンジンスイッチがOFFでシートやドアミラーの

鏡面位置を調整した後、1分以内にバッテリーを外すと、

シートの呼び出し位置にずれが生じることがあります。

警  告
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や氷が付着したまま凍結するとブレーキの

あります。

雪や氷を取り除いてください。

お車や道路の状況に十分注意してブレーキ

さい。効きが悪い場合には、回復するまで

ルを軽く踏み続けてください。

続けても、ブレーキの効きが回復しないと

考えられますので直ちにSUBARU販売店

い。

が付着するとハンドルの切れが悪くなるこ

きお車を止め、足まわりを確認し、雪を取

いたり雪が積もっていたりすると、正常に

レーキランプなどが汚れていると、自車の

ことができず、思わぬ事故につながるおそ

にランプ類がきれいか確認してください。

いる場合は取り除いてください。
運転前の点検
 日常点検

運転の前に点検を行い、車両に異常がないことを確認してくださ

い。

P.690参照

 雪や霜の除去

お車の下をのぞいて足まわり（ブレーキまわり、ブレーキホー

ス、配線）に雪や氷のかたまりが付着していないか点検してくだ

さい。

雪や氷が付着している場合は足まわりの部品に注意して取り除い

てください。

ブレーキの点検

ブレーキシステムに雪

効きが悪くなることが

走行前に付着している

走行を開始するとき、

の効きを確認してくだ

走行中にブレーキペダ

繰り返しペダルを踏み

きはブレーキの異常が

で点検を受けてくださ

ハンドルの点検

走行中、足まわりに雪

とがあります。ときど

り除いてください。

ヘッドランプが汚れて

照らせません。

また、ウインカーやブ

状況を周囲に知らせる

れがあります。走行前

雪や霜、氷が付着して

足まわりの点検

注  意
• 雪や氷を取り除く場合は鋭利なものや硬いもので叩いたりし

ない。

－ 各タイヤの内側にはABSの車輪速センサーを取り付けて

あります。これらに傷をつけないように特に気をつけてく

ださい。

ランプ類の点検



運

2

ミラー、パワーウインドウなどが

チを押し続けないでください。装置

りの原因となったりするおそれがあ

凍りついたときは、ぬるま湯をかけ

ーまたはフロントワイパーデアイ

デフォッガーを使用してガラスを温

ーを作動させるとブレードラバーが
転前の点検 / 雪や霜の除去

06

走行する前にルーフに積もった雪を取り除いてください。走行中

にガラス面に落下すると、視界の妨げとなり危険です。

雪がたまっているとワイパーブレードが定位置まで戻れず、作動

し続けることがあります。作動し続けるとワイパーが損傷する場

合がありますので、雪を除去してワイパーを使用してください。

プラスチックの板などを使用し、雪や霜を取り除いてください。

ドアやトランクが凍結しているときに無理に開けると、ゴムがは

がれたり、亀裂が発生することがあります。氷を溶かしてから開

けてください。その後、すぐに水分を十分拭き取ってください。

ワイパー、電動リモコンドア

凍って動かない場合はスイッ

を傷めたり、バッテリー上が

ります。

ワイパーブレードがガラスに

るか、フロントはデフロスタ

サー、リヤはリヤウインドウ

めてください。無理にワイパ

切れることがあります。

P.260、491、491参照

ルーフの雪の除去

フロントガラス下側の雪の除去

ガラス面の雪や霜の除去

ドア・トランクを開けるときには

知  識
ドアの鍵穴にはぬるま湯をかけないでください。凍結すること

があります。

ワイパーなどの凍結
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運転す

エ
 エ

内

れたときは、アクセスキーが作動し

ください。その後すみやかに電池を

売店にご相談ください。
ンジンの始動と停止 / エンジンをかける前に

08

るとき

ンジンの始動と停止

ンジンをかける前に

図の作動エリア内にアクセスキーがあるときにエンジンをかける

ことができます。

エンジン始動の作動エリア

知  識
• 車外にアクセスキーがある場合でも、ガラス周辺に近づき過

ぎたときはエンジンを始動できることがあります。

• アクセスキーを次の場所に置かないでください。正常に作動

しなかったり、キーを車内に閉じ込んでしまったりするおそ

れがあります。

－ インストルメントパネル上

－ フロア上

－ グローブボックス内

－ ドアトリムのポケット

－ リヤシート上

－ リヤシェルフ上

• アクセスキーの電池が切

ないときの操作を行って

交換するか、SUBARU販

P.712、740参照

知  識
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ッチを押したとき、スイッチ内の作動表示

る場合は、ステアリングロックが解除され

ルを左右に動かしながらプッシュエンジン

の初期化

びバッテリー交換後はステアリングロック

わないとエンジンが始動できない場合があ

P”にします。

イッチをOFFにして運転席ドアを開→閉

ます。

れ、ステアリングがロックします。

P”にしていることを確認して操作して

“P”以外でプッシュエンジンスイッチ

場合はブザーが鳴ります。

クの解除

ステアリングロックが解除できません。
エン

エンジンをかけずに切り替えたいときは、アクセスキーを携帯

し、ブレーキを踏まずにプッシュエンジンスイッチを押します。

スイッチを押すごとにOFF→ACC→ON→OFFの順に切り替わり

ます。

プッシュエンジンスイ

灯が緑色に点滅してい

ていません。

解除するには、ハンド

スイッチを押します。

ステアリングロック

バッテリー上がりおよ

システムの初期化を行

ります。

1. セレクトレバーを“

2. プッシュエンジンス

し、約10秒間保持し

システムが初期化さ

プッシュエンジンスイッチの切り替えかた

スイッチ
の状態

作動表示灯 使用できる電装品

OFF 消灯 ハザードランプが使用できる

ACC 橙色
オーディオや電源ソケットな
どが使用できる

ON

橙色（エンジン停止）

すべての電装品が使用できる消灯（エンジン回転
中）

知  識
• セレクトレバーを“

ください。

－ セレクトレバーが

をON以外にした

ステアリングロッ

知  識
バッテリーが上がると



エ

2

必ずお守りください。守らないと思

ながるおそれがあります。

ない。

悪いところではエンジンを始動した

ガスが侵入し、一酸化炭素中毒や、

がるおそれがあります。

プッシュエンジンスイッチ内の作動

いる場合は、けん引等も含め絶対に

解除されていない状態のため、ハン

ぬ事故につながるおそれがありま

えられます。直ちにSUBARU販売

チ内の作動表示灯が橙色に点滅して
ンジンの始動と停止 / エンジンの始動

10

セレクトレバーが“P”のとき、ACCにしたまま約20分、または

ONにしたまま約30分放置するとバッテリー上がり防止のため自

動的にプッシュエンジンスイッチがOFFになります。

 エンジンの始動バッテリー上がり防止機能

注  意
• プッシュエンジンスイッチがACCまたはONのまま長時間放

置しない。

－ セレクトレバーが“P”以外ではプッシュエンジンスイッ

チをOFFにすることはできません。

• バッテリー上がり防止機能に頼った使いかたをしない。

－ バッテリー上がりを完全に防ぐ機能ではありません。

－ バッテリー上がりの原因となります。

警  告
始動する際は、次のことを

わぬ事故や車両の損傷につ

• 走行中にエンジンを止め

• 車庫や屋内などの換気の

ままにしない。

－ 車内や屋内などに排気

最悪の場合死亡につな

• 始動操作をしたときに、

表示灯が緑色に点滅して

車両の移動はしない。

－ ステアリングロックが

ドル操作ができず思わ

す。

注  意
次の場合は車両の異常が考

店にご相談ください。

• プッシュエンジンスイッ

いる。
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イッチ内の作動表示灯が緑色になるまで、

み込みます（“N”で始動する場合、作動

ません）。

実に踏んだまま、プッシュエンジンスイッ

までブレーキペダルを踏み続けてくださ

ンジンスイッチを操作し続けない。

続けるため、故障の原因になります。

イッチをONにした後、スターターが

クトレバーを操作しないでください。

は、急激な空吹かしや、急加速などをし
1. アクセスキーを携帯し運転席に座ります。

2. 正しい運転姿勢をとります。ペダルを確実に踏むことができ、

ハンドル操作が楽にできるように、シートやハンドルの位置を

調整してください。

P.182参照

3. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認しま

す。

4. セレクトレバーが“P”であることを確認します（“N”でも

始動できますが、安全のため“P”で始動してください）。

5. プッシュエンジンス

ブレーキペダルを踏

表示灯は緑色になり

6. ブレーキペダルを確

チを押します。

エンジンが始動する

い。

注  意
踏み間違いを防ぐため、アクセルペダルとブレーキペダルを右

足で踏み、位置を確認する。

注  意
• 10秒以上プッシュエ

－ スターターが回り

知  識
• プッシュエンジンス

回っている間にセレ

• エンジンの始動直後

ないでください。
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合は、ブレーキペダルから足を離

イッチをOFFにしてください。10

ブレーキペダルを強く踏みながら

チを押してください。

始動しない場合、次の方法で始動で

緊急時以外はこの方法でエンジンを

にします。プッシュエンジンス

レーキペダルを踏み、プッシュエ

秒以上押し続けます。

合は、すみやかにSUBARU販売店

いときは、ブレーキペダルが硬く感

がらプッシュエンジンスイッチを押

ーが回ります。エンジンが始動す

ます。

灯が点灯する場合があります。

に一旦プッシュエンジンスイッチを

過してからエンジンを再始動して

灯したことを確認し、車からいつも

がないかを確認してください。

などに異常がないことを確認してく
ンジンの始動と停止 / エンジンの始動

12

• 停車時にアクセルペダルを踏み込んでも、エンジンが高回転

まで上がらないようになっています。

• 始動後、水温計の値が中央付近になるまでの間は、アイドリ

ング回転が高めに保たれます。暖機が終わると自動的に下が

ります。

• 使用するガソリンや使用状態（水温計が動かない程度の距離

の走行を繰り返す）によっては、エンジンが始動しにくくな

ることがまれに発生します。その場合、他ブランドのガソリ

ンに切り替えることをお奨めします。

• 始動の際は、電装品をOFFにした方が、容易に始動します。

• セキュリティ表示灯が点灯してエンジンが始動しない場合

は、一度プッシュエンジンスイッチをOFFにしてから再度

始動操作を行ってください。

－ この操作でもエンジンが始動しない場合、車両の異常が考

えられます。直ちにSUBARU販売店にご連絡ください。

• バッテリー交換などでバッテリー端子を再接続した直後は、

エンジンが始動しないことがあります。その場合はプッシュ

エンジンスイッチをONにし、10秒以上経過してから始動し

てください。始動直後はアイドリングが不安定になることが

ありますが、異常ではありません。

• 周辺の電波状況によりエンジン始動ができないことがありま

す。そのときは、アクセスキーが作動しないときの操作を

行ってください。

P.740参照

知  識
• エンジンが始動しない場

し、プッシュエンジンス

秒放置してからもう一度

プッシュエンジンスイッ

• 通常の手順でエンジンが

きることがありますが、

始動しないでください。

－ セレクトレバーを“P”

イッチをACCにしてブ

ンジンスイッチを約15

• エンジンが始動しない場

にご連絡ください。

• エンジンがかかっていな

じることがあります。

• ブレーキペダルを踏みな

すと最大10秒間スタータ

るとスターターは止まり

• エンジンの始動時に警告

点灯した場合は、走行前

OFFにして、10秒程度経

ください。

• 再始動後は、警告灯が消

と違うにおいや音、振動

• 走行前に警告灯・表示灯

ださい。

P.129参照

知  識
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警告表示
ッシュスタートでは誤操作や盗難を防止す

知すると警告音が鳴り、割り込み画面を表

を行ってください。

ジンスイッチを約3秒以上押し続ける、

連続で押すと、エンジンを停止させるこ

以外は走行中にエンジンを停止させない
 エンジンの停止
車両を完全に停止させてセレクトレバーを“P”にし、エンジン

回転数がアイドリング状態まで下がってから、プッシュエンジン

スイッチを押します。このときエンジンが停止し、プッシュエン

ジンスイッチがOFFになります。

 警告音および
キーレスアクセス&プ

るため、異常などを検

示します。

P.112参照

この場合は適切な処置

警  告
• 走行中はプッシュエンジンスイッチにさわらない。

－ 走行中にエンジンが停止すると、ブレーキブースター（制

動力倍力装置）が効かなくなり、ブレーキペダルを踏むと

きに通常より強い力が必要となったり、パワーステアリン

グ機能が働かずハンドル操作が重くなったりして、思わぬ

事故につながるおそれがあります。

• 走行中にエンジンが停止した場合、安全な場所で車両が停止

するまでプッシュエンジンスイッチを操作したり、ドアを開

けたりしない。

－ ステアリングロックが作動する可能性があり危険です。安

全な場所に停止させた後、直ちにSUBARU販売店にご連

絡ください。

注  意
• エンジンを停止するときは必ずセレクトレバーを“P”にす

る。

－ “P”以外でエンジンを停止すると電源がACCになり、そ

のまま放置するとバッテリー上がりの原因となります。

知  識
走行中、プッシュエン

または素早く3回以上

とができます。緊急時

でください。



2

エ

※

対処方法

セスキーを携帯してプッシュエンジ
イッチを押してください。

セスキーの電池残量が低下している
、電池を交換してください。

ドルを軽く左右に回しながら、ブ
キペダルを踏み、プッシュエンジン
ッチを押してください。

にSUBARU販売店に連絡し、点検
けてください。

にSUBARU販売店に連絡し、点検
けてください。

にSUBARU販売店に連絡し、点検
けてください。
14

ンジンの始動と停止 / 警告音および警告表示

車速信号異常警告は、キーレスアクセス&プッシュスタート異常警告として表示されます。

警告一覧表

室内ブザー
警報

室外ブザー
警報

プッシュエンジン
スイッチ内作動表示灯

状況

ポーン ― ―
キーなし警告
車内にアクセスキーがない状態でプッ
シュエンジンスイッチを押した。

アク
ンス

ポーン ― ―
キーバッテリー残量警告
プッシュエンジンスイッチを OFF にし
た。

アク
ので

ポーン ―
緑点滅

（最長15秒間）

ステアリングロック未解除
エンジン始動操作をしたが、ハンドルの
ロックが解除されていない。

ハン
レー
スイ

ポーン ― 橙点滅

キーレスアクセス&プッシュスタート異
常警告
電源システムやステアリングロックの異
常が検出された。

直ち
を受

ポーン ― 橙点滅
車速信号異常警告※

プッシュエンジンスイッチを OFF にし
たときに車速信号の異常が検出された。

直ち
を受

ポーン ― 橙点灯
通信ライン故障警告
プッシュエンジンスイッチまたは通信ラ
インが故障した。

直ち
を受
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かりと止まるところまで確実に動かしてく

ダルを踏まないと操作できません。
ダルを踏んだまま、ボタンを押して操作

して操作します。

さずに操作します。
運転のしかた
 操作方法 レバーは各位置でしっ

ださい。

セレクトレバーの操作

パーキング
駐車およびエンジ
ン始動位置

駐車するときは必ず電
動パーキングブレーキ
をかけて “P” にして
ください。

リバース
後退位置

ブザーが鳴り、運転者に
“R” であることを知
らせます。
外の人に音は聞こえま
せんので注意してくだ
さい。

ニュートラル
中立位置

ドライブ
通常走行位置

車速およびアクセルペ
ダルの踏み込みに応じ
て自動的に変速します。

マニュアル
マニュアルモード
走行位置

手動で変速するときに
使用します。
P.236参照

ブレーキペ
ブレーキペ
します。

ボタンを押

ボタンを押



運

2

ときは、直ちにSUBARU販売店で

誤操作防止のため各位置に節度をつ

い。

トレバーを手前に引いてブレーキ

バーの操作ができないことがありま

を踏んでください。

チがOFFまたはACCのときは、ブ

レバーを“P”から他の位置に切り

チがONで操作できないときは、シ

の異常が考えられます。直ちに

ください。

ーを動かしたいときは、シフトロッ

きます。
転のしかた / 操作方法
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警  告
• 発進時、アクセルペダルを踏んだままセレクトレバーの操作

を絶対にしない。

－ 急発進し、重大な事故につながるおそれがあります。

注  意
セレクトレバーを操作する際は、次のことをお守りください。

• 車が完全に止まってから“P”、“R”に入れる。

－ トランスミッションを損傷させるおそれがあります。

• “P”以外でエンジンを止めない。

－ “P”以外ではプッシュエンジンスイッチがOFFになりま

せん。

• 後退した後は、すぐに“R”から戻す習慣をつける。

• 切り返しのとき、“D”→“R”、“R”→“D”と何度も

レバーを操作するときは、その都度ブレーキペダルをしっか

りと踏み、車を完全に止めてから行う。

• セレクトレバー周辺に物を置かない。

－ 誤操作の原因となります。

• “P”でエンジンを始動する。

－ “N”でも始動はできますが、安全のため“P”でかけて

ください。

• 走行中にAT油温警告灯が点灯したときは、直ちに安全な場

所に停車し、セレクトレバーを“P”にしてエンジンをかけ

たままにする。

－ 冷却され警告灯が消灯すれば走行できます。

－ 警告灯が消灯しないときは、直ちにSUBARU販売店にご

連絡ください。

• AT油温警告灯が点滅した

点検を受ける。

知  識
• セレクトレバーの操作は

け、確実に行ってくださ

• “P”のとき、先にセレク

ペダルを踏んだ場合、レ

す。先にブレーキペダル

• プッシュエンジンスイッ

レーキペダルを踏んでも

替えられません。

• プッシュエンジンスイッ

フトロックシステムなど

SUBARU販売店にご連絡

－ 一時的にセレクトレバ

クを解除することもで

P.739参照

注  意
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アクセルとブレーキの操作だけで自動的に

。

踏み込みます。自動的にシフトダウンし加

ン）。

バーを“N”にしない。

がまったく効かなくなり思わぬ事故につ

ります。

D”のとき、アクセルペダルを深く踏み

AT車のような制御に切り替わります。

急発進など、急なアクセル操作時にはま

ッキング音が聞こえることがあります

あり、異常ではありません。

や走行性を良くするため、変速タイミン

転側にしています（暖機が進むと、自動

ミングに戻ります）。

転など、継続的に負荷のかかる走行を

冷却性能を維持するためエンジン回転数

に低下することがあります。

性能を維持できる状態に戻るとエンジン

元に戻ります。
1. ブレーキペダルを右足で踏んだままにします。

2. セレクトレバーを“D”（前進）または“R”（後退）に入れ

ます。

3. セレクトレバーの位置を確認します。

4. 電動パーキングブレーキを解除します。

5. 右足をブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えゆっくり

と加速します。

“D”で走行します。

変速され走行できます

強く加速する

アクセルペダルを深く

速します（キックダウ

P.38参照

発進

警  告
• 発進時は、アクセルペダルを踏んだままセレクトレバーの操

作を絶対にしない。

－ 急発進し、重大な事故につながるおそれがあります。

注  意
• 後退するときには車の後方に人がいないこと、障害物がない

ことを確認する。

－ 車内でブザーは鳴りますが、車外の人には聞こえません。

• エンジン始動直後やエアコン作動時、または停車時にハンド

ルを操作するときは確実にブレーキペダルを踏む。

－ これらの状況下ではアイドリング回転が高くなり、クリー

プ現象が強くなります。

知  識
アクセルペダルを踏むと電動パーキングブレーキが自動解除さ

れるアクセル自動解除機能があります。

走行

警  告
• 走行中はセレクトレ

－ エンジンブレーキ

ながるおそれがあ

知  識
• セレクトレバーが“

込むと無段変速から

• 強く加速したときや

れにエンジンからノ

が、一時的なもので

• 低水温時に暖機促進

グを通常時より高回

的に通常の変速タイ

• 急な上り坂の連続運

行った場合、車両の

または車速が自動的

負荷が低下し、冷却

回転数または車速は



運

2

上

下

雪

ルを確実に踏みます。

グブレーキをかけます。

”にします。

トレバーが“D”にあることを確認

すい道では、2速ギヤでの発進をお

てワイパーの動きを妨げそうなとき

てプッシュエンジンスイッチを

ださい。

キペダルを同時に踏んだり、坂道で

た状態で、アクセルを吹かしなが

ださい。

過熱し、故障の原因となります。

す。

を動かすときはブレーキペダルを確
転のしかた / 操作方法
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り坂を走行する

アクセルペダルを深く踏み込みます。自動的にシフトダウンし加

速します。

また、セレクトレバーを“M”にし、勾配に適したギヤを選択す

るとなめらかな走行ができます。

P.236参照

り坂を走行する

エンジンブレーキを併用してください。

セレクトレバーが“D”または“M”で、パドルシフトレバーの

左側の レバーを手前に引くとシフトダウンできます。

2速または1速に入れると、さらに強いエンジンブレーキがかかり

ます。

P.236参照

道や凍結路を走行する

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着していても、急発進、

急加速、急ブレーキ、急ハンドルは避けてください。

タイヤチェーンが必要な場合は、タイヤサイズに合ったものをあ

らかじめ用意しておいてください。

P.704参照

エンジンブレーキを使って速度をコントロールするように心がけ

てください。なお、滑りやすい路面ではシフトダウンによる急激

なエンジンブレーキを避けてください。タイヤがスリップするお

それがあります。

1. “D”のままブレーキペダ

2. 必要に応じて電動パーキン

3. 長時間停車するときは“P

4. 再発進するときは、セレク

して発進します。

注  意
シフトダウンによる急激なエンジンブレーキは、道路状況や車

間距離に注意して行う。

知  識
• 雪道や凍結路など滑りや

奨めします。

P.238参照

• 走行中に雪などが積もっ

は、安全な場所に停車し

OFFにし、取り除いてく

停車

知  識
• アクセルペダルとブレー

“P”、“N”以外に入れ

ら車を停止させないでく

－ トランスミッションが

注  意
• 空吹かしをしない。

－ 急発進の原因となりま

• 停車中にセレクトレバー

実に踏む。



運転のしかた / 操作方法

219

。

ーキを確実にかけます。

んだままの状態でセレクトレバーを“P”

。

ドル操作を繰り返したり、ハンドルを

状態を続けない。

めにハンドル操作が徐々に重くなり、警

とがあります。しばらくハンドル操作を

ますが、繰り返すと故障の原因となりま

いうちにセレクトレバーを“P”に入れ

ン損傷の原因となります。

、必ずセレクトレバーを“P”に入れ、

。

ジンを止め、車を放置するとバッテリー

ります。
1. 車を完全に止めます

2. 電動パーキングブレ

3. ブレーキペダルを踏

にします。

4. エンジンを止めます

P.213参照

• 急な上り坂で停車する場合は、ブレーキペダルを踏み込み、

確実に電動パーキングブレーキをかける。

－ クリープ現象で前に進もうとする力よりも、後退しようと

する力の方が大きくなり、車が後退することがあります。

P.225参照

• AVH機能がONで急な坂道に停車したとき、電動パーキング

ブレーキ作動灯が点滅した場合はブレーキペダルを踏み続け

る。

－ 車両が動き出すことがあります。

P.230参照

注  意 駐車

注  意
• 車庫入れなどでハン

いっぱいまで回した

－ 過熱を防止するた

告灯が点灯するこ

控えると元に戻り

す。

注  意
• 車が完全に止まらな

ない。

－ トランスミッショ

注  意
• 車から離れるときは

エンジンを停止する

－ “P”以外でエン

上がりの原因とな
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寒

ve（オール ホイール ドライブ＝全輪

4WD（四輪駆動）とも呼びます。

を4輪すべてに伝え、ラフロード（悪

で安定した走りを発揮しますが、タ

砂地、河川、海水中に乗り入れない

走行後各部を念入りに洗ってくださ

ーキ内部に入って異常があるとき

けてください。

どにより滑りやすい路面では2WD

性能を発揮しますが、急ハンドル、

まり差がありません。

時、凍結などにより滑りやすい路面

、安全な速度と車間距離をとって慎

の事項を必ずお守りください。

キ性能に影響し、車両の損傷や車両

がるおそれがあります。

のタイヤを指定空気圧で使用す

合は、冬用タイヤ（スタッドレスタ
転のしかた / 操作方法

20

い場所に駐車するとき

ボンネット側を風下に向けてください。風の当たる部分は予想以

上に低温となり、バッテリーの作動に影響するおそれがありま

す。

電動パーキングブレーキをかけておくと、電動パーキングブレー

キが凍結することがあります。電動パーキングブレーキをかけず

に次の要領で駐車してください。

• セレクトレバーを“P”にします。

• 輪止め（タイヤストッパー）をします。

屋外に駐車するときは、凍結を防ぐため、ワイパーを立てておい

てください。

AWDとは、All Wheel Dri

駆動）の略です。四輪車では

AWD車は、エンジンの動力

路、砂地、泥地）や急坂など

イヤがしずみ込むような深い

でください。

やむを得ず走行したときは、

い。砂、泥、塩分などがブレ

は、すみやかに点検整備を受

また、降雨や積雪時、凍結な

（二輪駆動）車より安定した

急ブレーキでは2WD車とあ

カーブや下り坂、降雨や積雪

では十分にスピードを落とし

重に走行してください。

知  識
輪止め（タイヤストッパー）は車載されていませんので必要に

応じて準備してください。

AWD車の運転

警  告
AWD車を運転するときは次

守らないと操縦性・ブレー

火災など思わぬ事故につな

• 4輪とも指定されたサイズ

る。

P.697、759参照

• 雪道走行が予測される場

イヤ）を使用する。

P.703参照
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制動力倍力装置）はブレーキペダルを踏む

。

ー（制動力倍力装置）

イッチがOFFのときにブレーキペダル

られることがあります。

きにブレーキペダルが振動したり、音が

りますが、異常ではありません。

でブレーキが作動した場合、ブレーキ

あります。
VTD-AWD

VTD-AWDを採用しています。VTDとは、Variable Torque 

Distribution（不等＆可変トルク配分電子制御システム）の略で

す。走行条件に合わせて前後輪の駆動力配分を電子制御し、あら

ゆる路面で安定した走行性能を発揮します。

 ブレーキ

ブレーキブースター（

力を軽減する装置です

ブレーキブースタ

知  識
• プッシュエンジンス

を踏むと、硬く感じ

• ブレーキをかけたと

したりすることがあ

• EyeSightの機能など

ペダルが動くことが

P.262参照



運
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ブ

プを高速点滅させることで後続車に

性を低減します。

プシグナルの作動条件

エマージェンシーストップシグナル

いない

判断した

プシグナルの停止条件

、エマージェンシーストップシグナ

押した

なくなったと判断した

トップシグナル

シグナルはウインカーよりも優先さ

ェンシーストップシグナルを作動
転のしかた / ブレーキ

22

レーキシステム警告灯（黄色）

ブレーキブースターに異常があると点灯します。

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、約2秒後に消灯

します。

ブレーキペダルを強く踏み込んだとき、または速く踏み込んだと

きに、緊急制動と判断し、より大きな制動力を発生させます。

急ブレーキ時にハザードラン

注意を促し、衝突される可能

エマージェンシーストッ

次のすべてが該当したとき、

は作動します。

• ハザードランプが点滅して

• 車速が60 km/h以上

• システムが急ブレーキだと

エマージェンシーストッ

次のいずれかが該当したとき

ルは停止します。

• ハザードランプスイッチを

• ブレーキペダルを離した

• システムが急ブレーキでは

ブレーキアシスト

エマージェンシース

注  意
エマージェンシーストップ

れます。

知  識
SUBARU販売店でエマージ

なしに設定できます。
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下になるとABSは作動しないので注意

は、ブレーキペダルが小刻みに動いた

などに振動を感じることがあります。

ている状態を表し、異常ではありませ

キペダルをしっかりと踏み続けてくださ

後、最初の発進時に次の場合があります

のチェックをしている動きで異常では

近から一時的に作動音がする。

踏むタイミングによってペダルにABS

同じような振動を感じる。

ときはハンドルの操作感がやや異なる
急ブレーキや滑りやすい路面でブレーキをかけたときに、タイヤ

のロック（車輪の回転が止まること）を防止して、車両の方向安

定性を保ち、ハンドル操作性を確保する装置です。

危険時はブレーキを確実に強く踏み続け、必要な場合はハンドル

操作で危険を回避してください。

ABSの電気系統に異常が生じた場合はABSは作動しませんが、通

常のブレーキとしての性能は確保されます。

ABS（アンチロックブレーキシステム）

注  意
ABSは必ずしも制動距離を短縮する装置ではありません。

ABSの付いていない車両と同じように安全な車間距離をとっ

て運転してください。

またABSが作動した状態であっても車両の方向安定性、ハン

ドル操作性には限界がありますので常に安全運転を心がけてく

ださい。

• 次の道路状況でABSが作動した場合、制動距離が長くなる

ことがあります。

－ マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやすい路面

－ 道路のつなぎ目などの段差

－ 凹凸路、石畳などの悪路

－ 下り坂での旋回

－ 路肩に草や砂利が多い道路

－ 砂利道

－ 雪道（新雪路、圧雪路、凍結路などでチェーンを装着して

いる場合）

• 車速が約10 km/h以

してください。

知  識
• ABSが作動したとき

り、車体やハンドル

これはABSが作動し

ん。そのままブレー

い。

• エンジンを始動した

が、これはABS作動

ありません。

－ エンジンルーム付

－ ブレーキペダルを

が作動したときと

• ABSが作動している

ことがあります。

注  意



運

2

A

ダルが同時に踏まれた場合、ブレー

ーキオーバーライド機能を備えてい

の状態でも、安全に止まれる可能性

ペダルが固着して戻りにくい場合で

とで確実に減速できます。

イド

機能を過信しない。

能にする機能であり、衝突を回避す

。誤った使用をすると、思わぬ事故

ります。
転のしかた / ブレーキ
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BS警告灯

システムに異常があると点灯します。

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、約2秒後に消灯

します。

アクセルペダルとブレーキペ

キの制動力を優先させるブレ

ます。アクセルペダルが全開

があります。また、アクセル

も、ブレーキペダルを踏むこ

注  意
次の場合、システムの異常が考えられます。すみやかに

SUBARU販売店で点検を受けてください。

• プッシュエンジンスイッチをONにしても点灯しないとき

• 点灯したままのとき

• 走行中に点灯したとき

－ 同時にVDC警告灯が点灯したときは、VDCおよびABSは

作動しません。通常のブレーキとしては作動しますが、滑

りやすい路面では注意して走行してください。

ブレーキオーバーラ

警  告
• ブレーキオーバーライド

－ 万一のときに減速を可

るものではありません

につながるおそれがあ
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ッチがONのときに解除できます。

、電動パーキングブレーキスイッチを押し

ター内の電動パーキングブレーキ作動灯お

レーキスイッチ内の作動表示灯が消灯しま

動パーキングブレーキが作動しないとき

に停車し、SUBARU販売店にご連絡く

キングブレーキをかけずに駐車する場合

め、セレクトレバーを“P”にして輪止

ー）をする。

“P”にならないときは、シフトロック

にすることもできます。
 パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキは、モーターでパーキングブレーキをか

けるシステムです。

かけかた

プッシュエンジンスイッチの状態に関係なくかけることができま

す。

ブレーキペダルを踏み、電動パーキングブレーキスイッチを引き

ます。このとき、メーター内の電動パーキングブレーキ作動灯お

よび電動パーキングブレーキスイッチ内の作動表示灯が点灯しま

す。

作動できない条件のときにスイッチを操作すると、作動灯が約10

秒間点滅してお知らせします。

解除のしかた

プッシュエンジンスイ

ブレーキペダルを踏み

ます。このとき、メー

よび電動パーキングブ

す。

電動パーキングブレーキの使いかた

警  告
システム異常により電

は、直ちに安全な場所

ださい。

• やむを得ず電動パー

は、水平な場所に止

め（タイヤストッパ

－ セレクトレバーが

を解除して“P”

P.739参照



運

2

る

かっているとき、次の場合にアクセ

パーキングブレーキが自動的に解除

“P”、または“N”の場合を除

る。

している。

を解除するとお車が動き出しますの

の安全を確認してください。

キングブレーキを解除し、電動パー

消灯していることを確認する。

、電動パーキングブレーキが作動し

レーキ部品が早く摩耗する場合や、

かなくなることがあります。

ずプッシュエンジンスイッチを

キが解除され、思わぬ事故につなが

トブレーキ）が故障した場合は、非

ーキングブレーキスイッチを引き続

せることができる。

は、メーター内の電動パーキングブ

動パーキングブレーキスイッチ内の

ブザーが鳴ります。
転のしかた / パーキングブレーキ

26

アクセルペダルで解除す

電動パーキングブレーキがか

ルペダルを踏み込むと、電動

されます（セレクトレバーが

く）。

• すべてのドアが閉まってい

• 運転席シートベルトを装着

警  告
ブレーキが過熱している状態や急な坂道で電動パーキングブ

レーキを使用すると、電動パーキングブレーキ作動灯が点滅す

ることがあります。この場合、電動パーキングブレーキは作動

しますが、車両が動き出す可能性があるため、セレクトレバー

を確実に“P”にして輪止め（タイヤストッパー）をしてくだ

さい。

また、次の場合はシステムの異常が考えられます。直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店にご連絡ください。

• 電動パーキングブレーキ作動灯が点滅し続けるとき

• エンジン回転中に電動パーキングブレーキを解除しても電動

パーキングブレーキ作動灯が消灯しないとき

警  告
• 電動パーキングブレーキ

で、解除前には必ず周囲

• 走行するときは電動パー

キングブレーキ作動灯が

－ システムに異常があり

たまま走行すると、ブ

ブレーキが過熱して効

注  意
• お車から離れるときは必

OFFにする。

－ 電動パーキングブレー

るおそれがあります。

• ブレーキシステム（フッ

常ブレーキとして電動パ

けることで車両を停止さ

－ 非常ブレーキを使用中

レーキ作動灯および電

作動表示灯が点灯し、
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で止めた場合や、極端にゆっくり操作し

異常を検知し電動パーキングブレーキ警

することがありますが、スイッチ操作後

す。

ペダルの踏み加減によっては一時的に車

ブレーキペダルが硬くなったりして通常

がありますが異常ではありません。

プ中に電動パーキングブレーキスイッチ

ドリングストップの作動が解除され、エ

動パーキングブレーキが作動します。電

キ作動灯が点灯したことを確認し、ブ

を離してください。

動パーキングブレーキがかかっている場

ブレーキ作動灯が点灯してから数分後に

ありますが、異常ではありません。

ているとき

いるとき

スイッチをOFFにした後に電動パーキ

ッチを操作したとき

ングブレーキを使用しない場合、駐車中

ングブレーキが作動することがあります

ブレーキの作動をチェックしているため

ーキスイッチが故障し、電動パーキング

ない場合、アクセルペダルを踏んで解除
• 非常ブレーキの使用は、緊急時のみにする。

－ 過度に使用するとブレーキ部品が早く摩耗したり、ブレー

キが過熱して効かなくなることがあります。

知  識
• 電動パーキングブレーキがかかっているときにプッシュエン

ジンスイッチをOFFにした、またはプッシュエンジンス

イッチがOFFのときに電動パーキングブレーキをかけた場

合は、電動パーキングブレーキ作動灯が約30秒間点灯し、

その後消灯します。

• 頻繁に電動パーキングブレーキスイッチの操作を繰り返した

場合、電動パーキングブレーキ作動灯が点滅し、電動パーキ

ングブレーキ警告灯（黄色）が点灯します。この場合は時間

をおいて操作してください。

• エンジンが始動した直後に電動パーキングブレーキ作動灯が

点滅することがありますが、電動パーキングブレーキを解除

したときに消灯すれば正常です。

• 電動パーキングブレーキがかかっているときは、アイドリン

グストップは作動しません。

• 電動パーキングブレーキの作動時にはモーター音が聞こえま

す。

• 非常ブレーキ作動時にエンジンルーム付近から音が聞こえる

ことがありますが、VDCによるブレーキが作動している状

態であり正常です。

• システム異常などによりかける／解除ができない場合、電動

パーキングブレーキスイッチを操作すると電動パーキングブ

レーキ作動灯が点滅し、ブザーが鳴ります。

注  意
• スイッチ操作を途中

た場合はシステムが

告灯（黄色）が点灯

に消灯すれば正常で

• 路面状態、ブレーキ

両が保持されたり、

の感覚と異なること

• アイドリングストッ

を操作すると、アイ

ンジン再始動後に電

動パーキングブレー

レーキペダルから足

• 次のようなときに電

合、電動パーキング

作動音がすることが

－ ブレーキが過熱し

－ 急勾配に停車して

－ プッシュエンジン

ングブレーキスイ

• 長期間、電動パーキ

に自動で電動パーキ

が、電動パーキング

で正常です。

• 電動パーキングブレ

ブレーキを解除でき

してください。

知  識



運
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ーキングブレーキを解除できない場

イッチをOFFにしてしばらく待っ

動して操作すると、解除できること

スイッチの操作中にプッシュエンジ

ステムが異常を判断し警告灯が点灯

は、一度プッシュエンジンスイッチ

ジンを始動して電動パーキングブ

行い、警告灯が消灯すれば正常に復
転のしかた / パーキングブレーキ
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システムに異常があると点灯します。

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、約2秒後に消灯

します。

電動パーキングブレーキ警告灯（黄色）

警  告
警告灯が点灯し続ける場合はシステムに異常がありますので、

直ちに安全な場所に停車し、SUBARU販売店にご連絡くださ

い。

知  識
• エンジン始動後に点灯したままの場合、次の操作で消灯し、

再度点灯しなければ正常です。

－ プッシュエンジンスイッチをOFFにし、再度ONにする。

－ 電動パーキングブレーキスイッチを操作する。

• 走行中に点灯しても、すぐに消灯しその後点灯しなければ正

常です。

• 警告灯が点灯して電動パ

合、プッシュエンジンス

てから再度エンジンを始

があります。

• 電動パーキングブレーキ

ンスイッチを押すと、シ

することがあります。

－ 警告灯が点灯した場合

をOFFにし、再度エン

レーキの作動／解除を

帰します。

知  識
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面を押すとホーンが鳴ります。

ッチの状態に関係なく使用できます。
 ウインカー（方向指示器）
プッシュエンジンスイッチがONのとき、レバーを動かすとウイ

ンカーとメーター内の表示灯 が点滅します。

右折あるいは左折後、ハンドルを戻すとレバーが自動的に戻り消

灯します。レバーが戻らないときは手で戻してください。

車線変更の合図をするときは、レバーを軽く押して保持します。

レバーを軽く押すと、押している間はウインカーとメーター内の

表示灯が点滅します。

レバーを軽く押して離すと3回点滅するように設定できます。

P.118参照

 ホーン
ハンドル中央のパッド

プッシュエンジンスイ

方向指示器ワンタッチ機能
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 A
ディスプレイで、AVHをONにしま

表示灯が点灯します。

AVHが作動し、AVH表示灯が点滅

ペダルから足を離しても停止状態を

をOFFにすると、AVHはOFFにな
転のしかた / AVH（オートビークルホールド）
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VH（オートビークルホールド）
AVH（オートビークルホールド）は、信号待ちなどの停止時にブ

レーキペダルから足を離しても、車両の停止状態を保持する機能

です。

センターインフォメーション

す。

P.118、127参照

AVHをONにすると、AVH

ブレーキを踏んで停車すると

します。このとき、ブレーキ

保持します。

警  告
AVHを使用する際は、次のことをお守りください。守らない

と思わぬ事故や重大な傷害につながるおそれがあります。

• AVH表示灯が点滅するまでブレーキペダルを踏み続ける。

－ お車が停止状態を保持できず、動き出すおそれがありま

す。

• 次のようなときは、AVHを使用しない。

－ 急な坂道を走行しているとき

－ 滑りやすい路面を走行しているとき

－ 駐車するとき

－ けん引されるとき

－ けん引するとき

－ 乗り降りするとき

－ 自動洗車機を使用するとき

－ 荷物などを積み下ろしするとき

AVHの使いかた

知  識
プッシュエンジンスイッチ

ります。
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保持が解除されます。

む

みなおす

ーキをかける

んだままセレクトレバーを“P”にする

状態の保持が自動解除された後に、電動

自動的に作動します。

分以上継続したとき

トを外したとき

たとき

とき

が発生したとき

イッチをACCにしたとき

ーキングブレーキを解除してください。

キを解除するとお車が動き出しますの

囲の安全を確認してください。
運転の

AVHは、ブレーキペダルを踏んで車両が停止したとき、次の条件

をすべて満たしていると作動します。

• 運転席のドアが閉まっている

• 運転席シートベルトを着用している

• セレクトレバーが“P”以外

次の場合、停止状態の

• アクセルペダルを踏

• ブレーキペダルを踏

• 電動パーキングブレ

• ブレーキペダルを踏

また、次の場合は停止

パーキングブレーキが

• 停止状態の保持が10

• 運転席のシートベル

• 運転席のドアを開け

• 急な坂道に停車した

• AVHシステムに問題

• プッシュエンジンス

発進するには、電動パ

P.225参照

AVHの作動条件

知  識
• 停止状態を保持しているときに、次のような現象が起こるこ

とがありますが、異常ではありません。

－ ブレーキペダルを踏むと硬く感じる。

－ 保持中に作動音がする。

• 停車時にブレーキペダルを強く踏み込まないと、AVHが作

動しないことがあります。

• アイドリングストップの作動条件を満たしているときは、ア

イドリングストップも作動します。

作動中の解除

警  告
電動パーキングブレー

で、解除前には必ず周
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 ア

※

行中、アイドリングストップが作動

ー内のアイドリングストップ表示灯

すると、アイドリングストップが作

。エンジン停止中、アイドリングス

す。

から足を離すと自動でエンジンが再

プ表示灯が消灯します（AVH作動時

ドリングストップする条件を満たす

示灯が点灯します。

リングストップと再始動を繰り返す

車するときは、プッシュエンジンス

さい。

プの作動
転のしかた / アイドリングストップ
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イドリングストップ
アイドリングストップとは、エンジン暖機後に運転中の信号待ち

や渋滞などで車両が停止しているとき、燃費向上・排ガスの低

減・アイドリング騒音低下のためにエンジンを自動停止させる機

能です。また、解除時にエンジンを自動再始動させます。

全車速追従機能付クルーズコントロールまたはAVHによって停止保

持している場合は、停止保持の解除時にエンジンが再始動します。

セレクトレバーが“D”で走

する条件を満たすと､メータ

（緑色）が点灯します。

ブレーキペダルを踏んで停車

動し、エンジンが停止します

トップ表示灯は点灯し続けま

“D”のままブレーキペダル

始動し､アイドリングストッ

を除く）。走行中に再度アイ

と､アイドリングストップ表

知  識
• 停車している間にアイド

ことはありません。

• 長時間停車するときや駐

イッチをOFFにしてくだ

アイドリングストッ
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と車内の温度の差が大きいとき

量が強いとき

ま停車したとき

リングストップが作動しないことがあり

たとき

て停止したとき

ど、メーター内の警告灯が点灯・点滅し

いるとき

グストップが作動せずにアイドリングス

したときは、ブレーキペダルの踏み込み

す。

ングストップするまで時間がかかるとき

したとき

再接続したとき

インカーレバー操作時のアイドリング

び自動解除を有効にできます。
次のいずれかの場合、アイドリングストップは作動しません。

• エンジン始動直後（暖機されていないとき）

• 運転席ドアが開いているとき

• 運転席シートベルトを着用していないとき

• デフロスターまたはリヤウインドウデフォッガー使用時

• アイドリングストップ警告灯またはアイドリングストップOFF

表示灯が点灯しているとき

• エンジン警告灯が点灯しているとき

• 電動パーキングブレーキが作動しているとき

• ボンネットが開いているとき

• トランスミッションフルードの油温が低い、または高いとき

• バッテリー状態が良好でないとき

• エアコンの設定温度

• エアコン使用時、風

• ハンドルをきったま

警  告
• アイドリングストップ中にボンネットを開けない。

－ 運転者が車内でブレーキペダルを踏んでいても、安全を確

保するためエンジンが完全に停止した状態になります。こ

の場合、始動操作をするまでエンジンが再始動せず、坂道

でお車が動く、ハンドル操作が重くなるなどの可能性があ

り危険です。

知  識
• アイドリングストップ中に、セレクトレバーを

“D”、“M”から“N”または“P”に操作しても、アイ

ドリングストップは継続します。

－ ただし、その後、“D”、“M”に戻すとエンジンは再始

動します。

アイドリングストップが作動しないとき

知  識
• 次の場合は、アイド

ます。

－ 急な坂道で停車し

－ 急ブレーキをかけ

－ エンジン警告灯な

ているとき

－ 標高が高い場所に

• 停車時、アイドリン

トップ表示灯が消灯

が弱い場合がありま

• 次の場合、アイドリ

があります。

－ バッテリーが放電

－ 水温が低いとき

－ バッテリー端子を

• SUBARU販売店でウ

ストップ非作動およ
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ディスプレイでアイドリングストッ

をOFFにすると、アイドリングス

す。

らエンジンが再始動すると、電源ソ

ので、使用している電装品によって

にOFFになることがあります。

カーレバー操作時のアイドリング

動解除を有効にできます。

プの作動をOFFにすると
転のしかた / アイドリングストップ
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次の状態になるとアイドリングストップの作動が自動的に解除さ

れ、エンジンが再始動します。

• 坂道でブレーキをゆるめ､車両が動きだしたとき

• ブレーキペダルを素早く踏み増ししたとき

• アクセルペダルを踏んだとき

• セレクトレバーを“R”にしたとき

• セレクトレバーを“N”または“P”から“D”、“M”にした

とき

• ハンドル操作をしたとき

• デフロスターまたはリヤウインドウデフォッガーをONにした

とき

• エアコンが設定温度を維持できなくなったとき

• 電動パーキングブレーキスイッチを操作したとき

• 運転者が車両から降りようとしたとき（運転席シートベルトを

外したり運転席ドアを開けたりしたとき）

• バッテリーの放電が進んだとき

• AVHの停止保持を解除したとき

P.231参照

センターインフォメーション

プをOFFにできます。

P.118、128参照

アイドリングストップの作動

トップOFF表示灯が点灯しま

アイドリングストップが自動解除するとき

知  識
• アイドリングストップ中は、ブレーキペダルが硬く感じるこ

とがありますが、異常ではありません。

• 次のときはアイドリングストップが自動解除することがあり

ます。

－ エアコンが作動しているとき

－ 電装品などの消費電力が多いとき

• アイドリングストップか

ケットの電圧が低下する

は電装品の電源が一時的

• SUBARU販売店でウイン

ストップ非作動および自

アイドリングストッ
き

知  識
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と点灯します。すみやかにSUBARU販売

さい。

ッチをONにすると点灯し、エンジン始動

ップ警告灯（黄色）

ドリングストップ警告灯が消灯しない場

ARU販売店で点検を受けてください。
システムに異常がある

店で点検を受けてくだ

プッシュエンジンスイ

後に消灯します。

注  意
アイドリングストップのON／OFFを切り替えてもアイドリン

グストップOFF表示灯の点灯／消灯が切り替わらない場合は、

すみやかにSUBARU販売店で点検を受けてください。

知  識
• アイドリングストップ作動停止状態でプッシュエンジンス

イッチをOFFした場合、エンジンを再始動するとアイドリ

ングストップは作動可能な状態に戻ります。

• 車から離れるときはプッシュエンジンスイッチをOFFにし

てください。バッテリー上がりの原因となります。

アイドリングスト

注  意
エンジン始動後にアイ

合は、すみやかにSUB



運
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て手動で変速できます。

“M”に動かすとマニュアルモード

表示します。

ドルシフトレバーの右側の レ

をダウンするときは、パドルシフト

手前に引きます。

セレクトレバーを“D”にします。

使いかた
転のしかた / マニュアルモード
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メーター内の基本画面にトリップメーターをリセットしてからの

アイドリングストップした積算時間と節約した燃料の目安を表示

します。

P.106参照

 マニュアルモード
パドルシフトレバーを操作し

セレクトレバーを“D”から

になり、シフトポジションを

ギヤをアップするときは、パ

バーを手前に引きます。ギヤ

レバーの左側の レバーを

ギヤ段は1速～8速です。

自動変速に戻したいときは、

アイドリングストップ表示

マニュアルモードの
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でも、一時的にパドルシフトレバーで変速

トレバーを操作すると、シフトポジション

します。その後しばらく走行すると通常の

”）に復帰します。下り坂やカーブの手前

ンブレーキが必要なときに有効です。

、エンジン回転数がタコメーター（エン

ドゾーンに近づくと自動でシフトアップ

S#（スポーツシャープモード）のと

セレクトでパワーユニットを「S#」に

除く）。

フトアップができません。

動的にギヤは1速になります。

ウンによるエンジンブレーキを併用する

。

フトマニュアル操作機能

にアクセサリーなど物をかけない。

をかけるとレバーが不意に動き、シフト

るおそれがあります。

り、自動変速モードへの復帰時間が異な
走行中、“D”のまま

できます。パドルシフ

表示にギヤ位置を表示

自動変速モード（“D

など、一時的にエンジ

知  識
• 次のような状況では、パドルシフトレバーで操作してもシフ

トダウンができません。

－ シフトダウンするとエンジンの回転がレッドゾーン付近に

なる車速（シフトダウン不可能な車速）で走行をしたと

き。（パドルシフトレバーを操作すると“ピピ”とブザー

が鳴り、シフトダウンができないことを運転者にお知らせ

します。）

－ 急な下り坂や登坂路の連続運転などで、継続的に車に負荷

のかかる走行をしたとき。（油温や水温が上昇して保護

モードになり、一時的にシフトダウンができない状況にな

ります。負荷が低下し、油温や水温が正常な状態に戻ると

保護モードが解除され、正常な状態に戻ります。）

• マニュアルモード時

ジン回転計）のレッ

します（SI-DRIVEが

き、ドライブモード

設定しているときを

• 低車速の状態ではシ

• 車が停車すると、自

• 下り坂ではシフトダ

ことをお奨めします

Dレンジパドルシ

注  意
• パドルシフトレバー

－ アクセサリーなど

ポジションが変わ

知  識
操作時の走行状況によ

ります。

知  識
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数字の横に“▲”、シフトダウンが

”を表示します。

可能表示が消えている状態ではシフ

ん。

示

転のしかた / マニュアルモード
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雪道など滑りやすい路面での発進は、マニュアルモードで2速を

選択することにより、安全で容易に行えます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パドルシフトレバーの右側の

レバーを手前に引き、ギヤを2速にします。このときシフトポ

ジション表示は2速を表示します。

ギヤ位置を表示します。

シフトアップが可能な場合は

可能な場合は数字の横に“▼

シフトアップ、シフトダウン

トアップ・ダウンはできませ

(1) シフトアップ可能表示

(2) シフトダウン可能表示

(3) 変速ギヤ表示

滑りやすい路面での発進（2速発進）

知  識
2速発進を選択すると、2速で固定されたままになります。変

速するときは、パドルシフトレバーを操作してください。セレ

クトレバーを“D”にすると2速固定は解除され、自動変速

モードに戻ります。

シフトポジション表
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）

ード）よりも走行性を向上させ、場所を選

。高速道路での巡航時や郊外の道を走行す

ーツモード表示）を表示します。

ード）またはS#（スポーツシャープモー

きは、S/Iスイッチを押します。

制御が8段変速になります。
運転のしかた 

 SI-DRIVE（SUBARU Intelligent
Drive）
SI-DRIVEは、I（インテリジェントモード）、S（スポーツモー

ド）、S#（スポーツシャープモード）の3つの走行モードを選べ

るシステムです。

プッシュエンジンスイッチをONにしたときは、前回のモードに

関係なくI（インテリジェントモード）になります。

I（インテリジェントモード）

ストレスのない走行性と低燃費を両立させたモードです。市街地

走行などの日常の使用に適しています。

メーターに［I］（インテリジェントモード表示）を表示します。

S（スポーツモード）から切り替えるときはS/Iスイッチを、S#

（スポーツシャープモード）から切り替えるときはS#/Iスイッチ

を押します。

S（スポーツモード

I（インテリジェントモ

ばない走行モードです

るのに適しています。

メーターに［S］（スポ

I（インテリジェントモ

ド）から切り替えると

SI-DRIVEの使いかた

知  識
トランスミッションの
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S

行中、スムーズな走りを実現するた

力とエンジンブレーキ力を最適に制

アシストします。

・シフトダウンを防ぎます。

は加速中でもシフトアップしませ

ーキペダルを強く踏むと自動的にシ

高めます。

アクセルを急に戻してもシフトアッ

ン警告灯が点灯したときは、I（イ

になります。
転のしかた / SI-DRIVE（SUBARU Intelligent Drive）
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#（スポーツシャープモード）

レスポンス重視のモードです。山間部での走行や高速道路の合

流、追い越し加速時などに適しています。

メーターに[S#]（スポーツシャープモード表示）とギヤ位置を表

示します。

ギヤ段は1速～8速です。

I（インテリジェントモード）またはS（スポーツモード）から切

り替えるときは、S#/Iスイッチを押します。

セレクトレバーが“D”で走

めの制御を行います。

I選択時

■登降坂制御
走行中の路面勾配による駆動

御し、登坂、降坂での運転を

SまたはS#選択時

■登坂制御
登坂での不要なシフトアップ

■コーナリング制御
旋回時の遠心力が大きいとき

ん。

■ブレーキング制御
コーナーの入り口などでブレ

フトダウンし、再加速性能を

■アクセル急戻し制御
加速中、コーナー手前などで

プしません。

知  識
• エンジンが冷えているときは、S#（スポーツシャープモー

ド）を選択しても切り替えができません。この場合ブザーが

鳴り、切り替えができないことをお知らせします。

• エンジン冷却水の温度が上がりオーバーヒートのおそれがあ

るときは、S#（スポーツシャープモード）への切り替えが

できません。S#（スポーツシャープモード）で走行してい

る場合は、I（インテリジェントモード）になります。

• エンジン回転中にエンジ

ンテリジェントモード）

走行中の制御

知  識
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と低燃費を両立させたモードです。市街地

に適しています。

ポーティーさと乗り心地を両立させたモー

巡航時や郊外の道を走行するのに適してい

センターインフォメーションディスプレ

します。

ションディスプレイでモードを切り替え

制御が8段変速になります。
 ドライブモードセレクト
ドライブモードセレクトは、4つの走行モードを選択でき、お好

みに合わせてカスタマイズした走行モードを作ることもできる機

能です。

プッシュエンジンスイッチをONにしたときは、NORMALモード

になります。MODEスイッチを押すと、SPORT、SPORT+、

INDIVIDUAL、COMFORTの順に切り替わります。

メーターに選択したモードを表示します。

Individualスイッチを押すと、INDIVIDUALモードに切り替わり

ます。

NORMAL

ストレスのない走行性

走行などの日常の使用

SPORT

走行性を向上させ、ス

ドです。高速道路での

ます。

ドライブモードセレクトの使いかた

知  識
モードを選択すると、

イに設定の内容を表示

センターインフォメー

ることもできます。

P.118参照

知  識
トランスミッションの
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S

C

I

は「S#」に設定すると、トラン

速になります。「S#」の場合は

します。
転のしかた / ドライブモードセレクト
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PORT+

乗り心地よりもレスポンスを重視したモードです。山間部での走

行や高速道路の合流、追い越し加速時などに適しています。

メーターにギヤ位置を表示します。

ギヤ段は1速～8速です。

OMFORT

乗り心地と快適性を重視したモードです。エアコンも風量をやや

弱め、乾燥を抑えたおだやかな設定になります。

NDIVIDUAL

各項目を設定することができます。

ドライバーモニタリングシステムが、ユーザー認識を完了してい

る場合は、ユーザー情報に連動して設定を呼び出すことができま

す。

P.425参照

知  識
パワーユニットを「S」また

スミッションの制御が8段変

メーターにギヤ位置を表示
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部品およびアクスルの脱着時は、必ず

検を受ける。

、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）ま

を装着して走行する。

もカーブなどの手前では、十分に速度

ヤは使用しない。

定空気圧に保つ。

常に作動している状態です。

に動いたり、車体やハンドルなどに振動

とき

た後の最初の発進時に、エンジンルーム

作動音がするとき

た後の発進時に、ブレーキペダルを踏み

よってペダルにABSが作動したときと

感じるとき

ときはハンドルの操作感がやや異なる

ルと組み合わせたもの、また、指定空気

合は、VDCが正常に機能しなくなるこ
運転のしかた / マルチモード VDC（ビ

 マルチモードVDC（ビークルダイナ
ミクスコントロールシステム）
VDCは、ブレーキ制御、エンジン出力制御により、横滑りなど車

の不安定な挙動を抑えるシステムです。

作動中は、VDC作動表示灯が点滅します。

トラクションコントロール（TCS）機能

トラクションコントロール（TCS）機能は、ブレーキ制御、エン

ジン出力制御により、滑りやすい路面などで生じる駆動輪の空転

を防止して駆動力、操舵能力を確保する機能です。

横滑りコントロール（VDC）機能

急なハンドル操作や滑りやすい路面などでの旋回時に、ブレーキ

制御、エンジン出力制御により車輪の横滑りなどを抑制し、車両

の方向安定性を確保する機能です。

VDCの主な機能

注  意
VDCに関しては次の事項を必ずお守りください。

守らないとVDCが正常に作動しない、または思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

• VDCを過信しない。

－ VDCが作動した状態でも車両の安定性の確保には限界が

あります。

• VDCが作動するような路面では車速を十分に落として運転

する。

• サスペンション構成

SUBARU販売店で点

• 雪道走行するときは

たはタイヤチェーン

P.703、704参照

• VDC装備車であって

を落とす。

• 著しく摩耗したタイ

• タイヤの空気圧を指

P.759参照

知  識
• 次の場合はVDCが正

－ ブレーキが小刻み

や作動音を感じる

－ エンジンを始動し

付近から一時的に

－ エンジンを始動し

込むタイミングに

同じような振動を

• VDCが作動している

ことがあります。

• 他のタイヤやホイー

圧になっていない場

とがあります。

注  意
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T

登坂路で発進するとき

が埋まった状態から脱出するとき

中にVDC OFFスイッチを約2秒間押

なります。

す。

は、通常のモードになります。

ときは、一度プッシュエンジンス

エンジンを始動してから操作して

替えできないときは、SUBARU販
転のしかた / マルチモード VDC（ビークルダイナミクスコントロールシステム）
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RACKモード

通常よりシステムの介入タイミングを遅くし、エンジンのパワー

を活用するモードです。

TRACKモードに切り替えるには、VDC OFFスイッチを押しま

す。VDCトラクションモード表示灯とVDC OFF表示灯が点灯し

ます。

次のような特殊な状況下では、一時的にTRACKモードにして駆

動輪を適度にスリップさせた方が、発進しやすい場合がありま

す。

• 雪や砂利などで覆われた急

• ぬかるみや深い雪にタイヤ

OFFモード

TRACKモードのとき、停車

し続けると、VDCがOFFに

VDC OFF表示灯が点灯しま

• タイヤ交換の際は、必ずプッシュエンジンスイッチをOFF

にしてください。

エンジンを始動したままタイヤ交換を行った場合は、VDC

が正常に機能しなくなることがあります。

マルチモードVDCの切り替えかた

知  識

知  識
• エンジンを始動したとき

• モードが切り替わらない

イッチをOFFにし、再度

ください。それでも切り

売店にご相談ください。
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イッチをOFFにし、再度エンジンをか

合は、異常ではありません。

しても点灯し続ける場合はシステムの異

きは、VDCは作動しません。
運転のしかた / マルチモード VDC（ビ

VDC警告灯

システムに異常があると点灯します。

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始動

後約2秒後に消灯します。

VDC作動表示灯

TCS機能作動時、またはVDC機能作動時に点滅します。

センターインフォメーションディスプレイに走行状態を表示して

いる場合、画面内の表示灯が点滅します。

VDC警告灯／VDC作動表示灯

注  意
• 次の場合は異常が考えられますので、すみやかにSUBARU

販売店で点検を受けてください。

－ プッシュエンジンスイッチをONにしても点灯しない

－ エンジン始動後、数分たっても消灯しない

プッシュエンジンス

けた後に消灯する場

上記の操作を繰り返

常です。

• 警告灯が点灯したと

注  意
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ラ
 ラ

（

のように点灯します。

点灯状態です。

は、メータ内の （ライティング

す。

るいとき 周囲が暗いとき

さにかかわらず、すべてのランプ類

ン ラ ン プ、
プ、ライセ
が点灯

•（走行前※）ポジショ
ンランプ、テールラ
ンプ、ライセンスラ
ンプが点灯

•（走行中）すべての
ランプ類が点灯

すべてのランプ類が
自動で点灯

類を長時間点灯させない。

因となります。

が正常に作動しないことがありま
ンプ類・ワイパーの使いかた / ランプ類
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ンプ類・ワイパーの使いかた

ンプ類

スイッチは通常、AUTO位置にあります。AUTO位置のとき、

プッシュエンジンスイッチをONにすると、ランプ類は周囲の明

るさに応じて自動的に点灯または消灯します。周囲が暗いとき

走行中）は、手動での消灯はできません。

点灯のしかた

各スイッチ位置では、次の表

※ 走行前の停車しているときの

ランプ類が点灯しているとき

スイッチ表示灯）が点灯しま

ランプの作動 スイッチ位置 周囲が明

周囲の明る
が点灯

／AUTO
ポ ジ シ ョ
テールラン
ンスランプ

AUTO 消灯

注  意
• エンジン停止中はランプ

－ バッテリー上がりの原

• 次の場合、オートライト

す。
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AUTO位置のときにプッシュエンジンス

と、ポジションランプなどが点灯する

行後）に停車して、ポジションランプだ

一度スイッチを ／AUTO位置以外

度 ／AUTO位置にしてください。

AUTO位置では周囲が暗いとき（走行

トが作動します。

て

、ランプ類は点灯しません。

の出口と入口の間隔が短いときはランプ

す。

が発生して視界が悪いにもかかわらず、

点灯しない場合は、手動で点灯してくだ

オートライトの感度を、4段階で設定
－ レインライトセンサー上部を、ステッカー類を貼るなどし

てふさいでいるとき

－ 強い電磁波などがある場所を走行するとき

• スイッチがAUTO位置または ／AUTO位置で周囲が暗

いのに点灯しない場合は、システムに異常があるおそれがあ

りますので、すみやかにSUBARU販売店で点検を受けてく

ださい。

－ スイッチを 位置にしてヘッドランプを点灯させてく

ださい。

知  識
• プッシュエンジンスイッチがOFFまたはACCでランプ類を

点灯したいときは、スイッチを 位置または ／

AUTO位置にします。

注  意
• スイッチが ／

イッチをACCにする

ことがあります。

• 周囲が暗いとき（走

けを点灯するには、

に操作してから、再

• スイッチが ／

中）のみオートライ

• オートライトについ

－ 短いトンネルでは

－ 連続したトンネル

類が点灯し続けま

－ 昼間に濃い霧など

自動でランプ類が

さい。

－ SUBARU販売店で

できます。

P.760参照

知  識
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消 プ機能
UTO位置のとき、ワイパーが約9回

自動点灯します。

O位置のとき、停車中は点灯しませ

、ワイパー連動ヘッドランプ機能が

す。

ー連動ヘッドランプ機能を作動な
ンプ類・ワイパーの使いかた / ランプ類
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灯のしかた

• AUTO位置では、周囲の明るさに応じて自動で消灯します。

• 各スイッチ位置から、次のように操作すると消灯します。

－ OFF位置にすると消灯※

（手を離すとスイッチはAUTO位置に戻ります。）

－ プッシュエンジンスイッチをOFFにすると自動で消灯

※ 走行中はAUTO作動になり、手動ではヘッドランプを消灯できま

せん。

ランプ類が消灯すると、メーター内の （ライティングスイッ

チ表示灯）は消灯します。

■ワイパー連動ヘッドラン
AUTO位置または ／A

作動すると、ヘッドランプが

知  識
• 周囲が暗いときに、消灯してから再度スイッチをOFF位置

に操作すると、消灯状態が解除され、ランプ類が自動的に点

灯します。

• 周囲が暗いときに車を発進すると消灯状態が解除され、自動

的に点灯します。

• スイッチがAUTO位置のとき、お車への乗降を容易にする

ため、ポジションランプなどが点灯します。（ウェルカムラ

イティング機能）

P.249参照

知  識
• スイッチが ／AUT

ん。

• 周囲の明るさによっては

作動しないことがありま

• SUBARU販売店でワイパ

しに設定できます。
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がAUTO位置でヘッドランプが点灯してい

ジンスイッチをOFFにすると、ポジション

ンプなどが約3分間点灯します。

るときは、AUTO位置にしてパッシングす

めると、約30秒で消灯します。

させることもできます。

す

イッチをONにする

チをOFF位置まで回す

ッチがOFFでランプ類が点灯しているとき

るとブザーが鳴り、ランプ類の消し忘れを

時のウェルカムライティングを作動な

た、運転席ドアを開閉してから消灯する

0秒に変更できます。

報

グによる点灯中はブザーが鳴りません。
お車への乗降を容易にするため、ポジションランプ、ドアミラー

ランプなどを点灯する機能です。

乗車時

プッシュエンジンスイッチがOFFでライティングスイッチが

AUTO位置のとき、アクセスキーを携帯してお車に近づく、また

はアクセスキーのボタンで解錠すると、ポジションランプ、ドア

ミラーランプなどが約30秒間点灯します。

運転席ドアを開けると、約30秒経過する前に消灯します（ドアミ

ラーランプを除く）。

また、次の操作で消灯させることもできます。

• プッシュエンジンスイッチをONにする

• 施錠する

• ライティングスイッチを操作する

降車時

ライティングスイッチ

るとき、プッシュエン

ランプ、ドアミラーラ

ランプ類が消灯してい

ると点灯します。

運転席ドアを開けて閉

また、次の操作で消灯

• 施錠操作を2回繰り返

• パッシングする

• プッシュエンジンス

• ライティングスイッ

プッシュエンジンスイ

に、運転席ドアを開け

お知らせします。

ウェルカムライティング

知  識
SUBARU販売店で、ドアミラーランプの点灯を作動なしに設

定できます。

知  識
SUBARU販売店で乗車時のウェルカムライティングを作動な

しに設定できます。また、消灯までの時間を10秒／20秒に変

更できます。

知  識
SUBARU販売店で降車

しに設定できます。ま

までの時間を10秒／2

ランプ消し忘れ警

知  識
ウェルカムライティン
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TO位置でヘッドランプが点灯してい

て離すとハイビームになり、レバー

レバーを押すか、手前に引いて離す

い用前照灯）／ハイビー
の切り替えかた

押して離すとADBがONになりま

「ADB（アダプティブドライビン

さい。
ンプ類・ワイパーの使いかた / ランプ類
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プッシュエンジンスイッチがOFFでランプ類を点灯させたとき

は、約10分経過するとランプ類が自動的に消灯します。

点灯中にドアを開閉したり、ライティングスイッチを操作したり

すると、操作をしてから約10分後に消灯します。

位置または ／AU

るときに、レバーを前に押し

は元の位置に戻ります。再度

とロービームになります。

バッテリー上がり防止機能

注  意
• バッテリー上がり防止機能に頼った使いかたをしない。

－ バッテリー上がりを完全に防ぐ機能ではありません。

－ バッテリー上がりの原因となります。

知  識
ドアを開閉するか、再度点灯操作をすると点灯します。

ロービーム（すれ違
ム（走行用前照灯）

知  識
AUTO位置でレバーを前に

す。ADBの作動については

グビーム）」を参照してくだ

P.413参照
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などで見通しが悪いときに使用してくださ

プ

るとき、フォグランプスイッチを 位置

ォグランプが点灯します。

点灯中はメーター内のフロントフォグラン

。

灯）

プはヘッドランプの代わりにはなりませ

、まわりの車や対向車へ迷惑をかけるこ

濃霧などで見通しが悪いときだけ使用し
一時的にハイビームにする／パッシングするとき

ロービームのときまたはヘッドランプが消灯しているとき、レ

バーを手前に引くと引いている間ハイビームが点灯します。点灯

中はメーター内のハイビーム／パッシング表示灯が点灯します。

郊外や山間部での濃霧

い。

フロントフォグラン

ランプ類が点灯してい

まで回すとフロントフ

フロントフォグランプ

プ表示灯が点灯します

フォグランプ（霧

知  識
• フロントフォグラン

ん。

－ 使用方法を誤ると

とになります。

－ 郊外や山間部での

てください。
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リ

忘れを防止するため、ヘッドランプ

ンプが消灯するとリヤフォグランプ
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ヤフォグランプ

フロントフォグランプが点灯しているとき、フォグランプスイッ

チを 位置まで回すとリヤフォグランプが点灯します。

リヤフォグランプ点灯中は、メーター内のリヤフォグランプ表示

灯が点灯します。

手を離すと、スイッチは自動で戻ります。

リヤフォグランプを消灯させる場合は、もう一度スイッチを

位置まで回してください。

知  識
• リヤフォグランプは使用方法を誤ると、後続車へ迷惑をかけ

ることになります。

－ 郊外や山間部での濃霧などで見通しが悪く、後続車に自分

の位置を知らせる必要があるときにだけ使用してくださ

い。

• リヤフォグランプの消し

またはフロントフォグラ

も消灯します。

知  識



ヘッドランプレベラー（自動光軸調整機構）

253

トヘッドランプレベラーの電子制御システ

します。

プレベラー警告灯

ベラー警告灯が点灯したときは、光軸の

場合があります。直ちにSUBARU販売

さい。
ランプ類・ワイパーの使いかた / オート

 オートヘッドランプレベラー（自動
光軸調整機構）
オートヘッドランプレベラーが付いています。

ヘッドランプの照射方向が変化して対向車や前を走る車の迷惑に

なるのを防ぐため、同乗者および積載量から自動的に照射方向を

調整します。

エンジン回転中、オー

ムに異常があると点灯

知  識
停車中に車両の姿勢が大きく傾いたとき、車両が自動で光軸を

調整している場合があります。

照射方向が気になる場合はSUBARU販売店で点検を受けてく

ださい。

オートヘッドラン

注  意
オートヘッドランプレ

自動調整が行われない

店で点検を受けてくだ
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 画
ョンディスプレイの明るさをイルミ

と連動させずに独立して設定するこ
ンプ類・ワイパーの使いかた / 画面やスイッチ類の明るさ調整
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面やスイッチ類の明るさ調整
ランプ類が点灯していて周囲が暗いときは、画面やスイッチ類の

照明、アンビエント照明などが暗くなります。

明るさを調整するには、イルミネーションコントロールダイヤル

を回します。

暗くするには、下方向に回します。明るくするには、上方向に回

します。一番上まで回すと、最大の明るさで固定されます。

知  識
• オートディマーキャンセル機能により、周囲が明るいときは

ランプ類を点灯させても、暗くなりません。

SUBARU販売店で、周囲の明るさに関係なく暗くなるよう

に設定できます。また、周囲の明るさによって暗くなる感度

も設定できます。

P.760参照

• センターインフォメーシ

ネーションコントロール

とができます。

P.118参照

知  識
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ターに大きな負荷がかかった場合、ブ

一時的にモーターが止まることがありま

が止まった場合は車を安全な場所に止め

ースイッチをOFFにしてください。ブ

作動するようになります。

チを10秒以上操作し続けないでくださ

るおそれがあります。

ないときは、ウォッシャースイッチを操

さい。ポンプが故障するおそれがありま

を点検してください。ウォッシャー液量

ッシャー液が噴射できないときは、ノズ

のおそれがありますので、SUBARU販

さい。

イパーが作動しないことがあります。そ

LOまたはHIに切り替えてワイパーを使

より低いとき

度が80 ℃より高いとき

センサーが感知しないとき

イパーが誤作動したり、正常に作動しな

ロントガラスに振動を与えたり、虫や泥

したとき

ある場所を走行するとき
ランプ類・ワイ

 ワイパー &ウォッシャー
プッシュエンジンスイッチがONのときに使用できます。

注  意
• ガラスが乾いているときにはワイパーを操作しない。

－ ガラスやワイパーブレードに傷をつけることがあります。

また、拭き残しの原因となります。

• 自動洗車機を使用する場合、必ずプッシュエンジンスイッチ

をOFFにする。

－ ワイパーが作動し、上面ブラシに引っかかりワイパーなど

が損傷するおそれがあります。

• 次の場合、オートワイパーが正常に作動しないことがありま

す。

－ はっ水コーティングをしたとき

－ ガラス上部が汚れているとき、または凍結しているとき

• AUTO位置で、雨が降っているのにワイパーが作動しない、

または雨滴量が変化しているのにワイパーの作動が調整され

ない場合は、直ちにSUBARU販売店で点検を受けてくださ

い。

－ ワイパースイッチをLOまたはHIに切り替えて使用してく

ださい。

• LO位置でワイパーが作動しない場合は、直ちにSUBARU販

売店で点検を受けてください。

－ HI位置にしてワイパーを作動させてください。

知  識
• 積雪などによりモー

レーカーが作動し、

す。ワイパーの作動

て、10分ほどワイパ

レーカーが復帰して

• ウォッシャースイッ

い。ポンプが故障す

• ウォッシャー液が出

作し続けないでくだ

す。

－ ウォッシャー液量

が十分なのにウォ

ルの詰まりや故障

売店にご連絡くだ

P.693参照

• 次の場合、オートワ

の場合はスイッチを

用してください。

－ 外気温が－15 ℃

－ センサー周辺の温

－ 雨または雪が弱く

• 次の場合、オートワ

いことがあります。

－ センサーまたはフ

などの汚れが付着

－ 強い電磁波などが
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した雨滴量に応じてワイパーの作動

、レバーをOFF位置にしてくださ
ンプ類・ワイパーの使いかた / ワイパー & ウォッシャー
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レバーを操作するとワイパーが作動します。

オートワイパー

レインライトセンサーが感知

を自動調整します。

ワイパーを使用しない場合は

い。

フロントワイパーの使いかた

MIST 手動で作動

OFF 停止

AUTO 雨滴量により自動作動

LO 低速連続作動

HI 高速連続作動

OFF

AUTO

LO

HI

MIST
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量に反応するセンサーの感度を次のように

を発進させると（5 km/h以上）ワイパー

感度

低

高

時1回払拭機能を作動なしに設定でき
ランプ類・ワイ

スイッチをAUTO位置にすると、雨滴量に応じて、次のようにワ

イパーが作動します。

リングを回すと、雨滴

調整できます。

■発進時1回払拭
間欠作動の状態で車両

が1回作動します。

雨滴量 作動状態

なし 停止

少量
間欠作動

（車速に応じて変わります）

普通 低速連続作動

多量 高速連続作動

知  識
• AUTO位置にすると、ワイパーが1回作動します。

• SUBARU販売店でAUTO位置での作動を間欠作動に設定で

きます。間欠作動に設定したときは、リングを回すと間欠作

動の間隔を調整できます。

OFF

AUTO

リング位置

－側

＋側

知  識
SUBARU販売店で発進

ます。
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フ

。

ッシャーの使いかた

ォッシャー液が噴射します。
戻ります。

動
変わります）
を“R”にすると連続作動になりま

が噴射し、ワイパーが動きます。
Fに戻ります。
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ロントウォッシャー

レバーを手前に引いている間、ウォッシャー液が噴射し、ワイ

パーが作動します。レバーから手を離すと、ワイパーが数回作動

して停止します。

スイッチを回すと作動します

リヤワイパー／ウォ

（上側）

連続作動中にウ
手を離すとHIに

HI 連続作動

LO

間欠（低速）作
（車速に応じて
セレクトレバー
す。

OFF 停止

（下側）

ウォッシャー液
手を離すとOF

OFF

LO

HI
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ときに使用します。

ッチがONでヘッドランプが点灯している

シャーのスイッチを1秒以上手前に引くと、

と連動して作動します。ヘッドランプ

作動し、停止します。

ッシャー
ランプ類・ワイ

リバース連動機能

フロントワイパーが連続作動している場合、セレクトレバーを

“R”にするとリヤワイパーが間欠作動します。
ヘッドランプが汚れた

プッシュエンジンスイ

とき、フロントウォッ

フロントウォッシャー

ウォッシャーは約1秒間

知  識
SUBARU販売店でリバース連動機能を作動なしに設定できま

す。

ヘッドランプウォ



ラ
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 フ
ッガー

き、フロントワイパーデアイサーは

ガーに連動し、連続作動に設定でき

も、次の条件のときは、15分後に

ヒーテッドドアミラーとリヤウイン

を継続します。

とき

ジェントモード）のとき（装備車

トがNORMALモードまたは

き（装備車のみ）

トがINDIVIDUALモードでパワー

しているとき（装備車のみ）

とき

させてください。

連続作動を続けるとバッテリー上が

かたはしないでください。

ると、作動を停止します。
ンプ類・ワイパーの使いかた / フロントワイパーデアイサー
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ロントワイパーデアイサー
凍結によってフロントワイパーが動かないとき、ガラスを温めて

ワイパーが作動できるようにします。

電熱線はフロントガラスの下部にプリントしてあります。

プッシュエンジンスイッチがONのときにスイッチを押すと、ス

イッチ内の表示灯が点灯し作動します。約15分後、自動的に

OFFになります。

作動中に停止させるときは、スイッチをもう一度押します。

フロントワイパーデアイサーの使いかた

知  識
• 消費電力が大きいのでエンジンをかけて使用してください。

• 次の機能と連動します。

－ ヒーテッドドアミラー

P.200参照

－ リヤウインドウデフォ

P.491参照

• 外気温度が5 ℃以上のと

作動しません。

• リヤウインドウデフォッ

ます。

P.118参照

• 連続作動に設定していて

停止します。このとき、

ドウデフォッガーは作動

－ 外気温度が5 ℃以上の

－ SI-DRIVEがI（インテリ

のみ）

－ ドライブモードセレク

COMFORTモードのと

－ ドライブモードセレク

ユニットを「I」に設定

－ 車速約15 km/h以下の

• 霜や曇りが取れたら停止

－ エンジン作動中でも、

りの原因になります。

－ 雪を溶かすような使い

• バッテリー電圧が低下す

知  識
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運転支

E
 E

ブレーキ、緊急時プリクラッシュス

場合は、前方や周囲を確認の上、運

してください。

性能には限界があります。それぞ

警告を必ずお読みの上、正しくご使

すると、適切に制御が行われず、思

があります。

、左側通行を想定して設計してい

用する場合は性能が十分に発揮でき

えにくい状況では、カメラも同様に

線を認識しづらくなる。

はカメラと前側方レーダーの視野

各センサーの視野範囲に対象物が

対象となるまでには数秒間かかる。
eSight / EyeSight について
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援機能

yeSight

yeSightについて
EyeSightはさまざまな機能によって、運転者の判断を助け、安

全・快適で疲れの少ない運転を可能にする運転支援システムで

す。EyeSightはカメラを用いた画像処理により、先行車や障害

物、車線などを認識します。

また、前側方レーダーにより出会い頭車両（自動二輪車、自転車

除く）を、ソナーセンサーにより車両後方の障害物を、後側方

レーダーにより車両後側方から接近する車両を認識します。

警  告
運転者には安全運転の義務があります。EyeSightの各機能特

性にかかわらず、常に交通ルール・マナーを守り運転してくだ

さい。運転時は常に先行車との車間距離や周囲の状況、運転環

境に注意しながら必要に応じてブレーキペダルを踏むなど、安

全運転に努めてください。

• EyeSightに頼った運転は絶対に行わない。

－ EyeSightの認識性能・制御性能には限界があります。

－ わき見運転やぼんやり運転など運転者の前方不注意を防止

したり、悪天候時の視界不良下での運転を支援する装置で

はありません。また、あらゆる状況で衝突を回避するもの

ではありません。

EyeSightは、運転者の判断を補助し、事故被害や運転負荷の

軽減を目的としています。警報が作動した場合は前方や周囲を

確認の上、運転者の判断でブレーキペダルを踏むなどの適切な

操作をしてください。

警報や各種プリクラッシュ

テアリングなどが作動した

転者の判断で適切な操作を

EyeSightの認識性能・制御

れのページに書かれている

用ください。誤った使用を

わぬ事故につながるおそれ

右ハンドル車のEyeSightは

ます。右側通行の道路で使

ません。

注  意
• 運転者にとって前方が見

前方の車両や障害物、車

• EyeSight前方の物体認識

範囲に限られる。また、

入ってから制御・警報の

警  告
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Sightシステムが一時停止状態または機

がある。状況が改善されれば再び機能は

のフロントガラス（外側、内側）に汚れ

とき

後など車内の温度が高いとき、または極

た後など車内の温度が低いとき

後

や前方の自動二輪車、自転車、歩行者、

などが認識しづらくなる。また、

一時停止状態になる場合がある。

一時停止状態になることが何回も発生

U販売店に連絡し、点検を受ける。

周辺に埃などの汚れが付着したとき

が加わり、ずれや歪みが生じたとき

両を長期間放置したとき

動作に異常があるときはプリクラッ

ージェンシーレーンキープアシスト、車

びRAB（後退時ブレーキアシスト）を

従機能付クルーズコントロール、車線

従操舵機能、定速クルーズコントロール

U販売店で点検を受ける。

ているときは、プリクラッシュブレー

。

• 周辺環境や車両状態によって先行車や前方の自動二輪車、自

転車、歩行者、路上の障害物、車線などが認識しづらくな

る。

また、認識しにくい状況ではEyeSightシステムが一時停止

状態または機能が制限される場合がある。状況が改善され、

しばらく走行すれば、再び機能は動作する。

注  意
• 次の状況では、Eye

能が制限される場合

動作する。

－ ステレオカメラ前

や曇りなどがある

－ 炎天下で放置した

寒の環境で放置し

－ エンジンの始動直

• 次の状況では先行車

路上の障害物、車線

EyeSightシステムが

EyeSightシステムが

する場合はSUBAR

－ カメラのレンズ部

－ カメラに衝撃など

－ 1年以上など、車

• EyeSightシステムの

シュブレーキ、エマ

線逸脱防止機能およ

OFFにし、全車速追

中央維持・先行車追

を使用せずSUBAR

P.118、123参照

• VDC警告灯が点灯し

キ機能をOFFにする

注  意
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託した第三者は、記録されたデータ

取得・流用することがあります。な

が委託した第三者は、取得したデー

三者へ開示・提供することはありま

リース車は借主の同意）がある場合

関などの法的強制力のある要請に基

どの使用者や車が特定されないよう

究機関などに提供する場合

式会社ＳＵＢＡＲＵを意味していま
eSight / EyeSight について
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－ システムが正しく作動しない場合があります。また、全車

速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコ

ントロールを使用しないでください。

知  識
• EyeSightは、プリクラッシュブレーキ、前側方プリクラッ

シュブレーキ、ブレーキ踏み増し要求警報、エアバッグ、歩

行者エアバッグが作動したとき、またはカメラの視界不良や

位置・角度ずれによるEyeSightシステムの故障および一時

停止が発生したときに、主に次のデータを記録・蓄積しま

す。会話などの音声は記録しません。

－ ステレオカメラの画像情報

－ 広角単眼カメラの画像情報

－ 先行車との車間距離

－ 車速

－ ハンドルの操舵角

－ 進行方向に対しての横方向の動き

－ アクセルペダルの操作状況

－ ブレーキペダルの操作状況

－ セレクトレバーの位置

－ オドメーターの値

－ ABS、VDC機能、TCS機能の制御に関する情報

－ 前側方レーダー情報

－ 発生時刻

注  意
• スバルおよびスバルが委

を、車の研究開発目的に

お、スバルおよびスバル

タを次の場合を除き、第

せん。

－ お車の使用者の同意（

－ 警察・裁判所・政府機

づく場合

－ 統計的な処理を行うな

に加工したデータを研

※ ここでいうスバルは、株

す。

知  識
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ため、特にカメラのレンズ部周辺の取り

の注意事項を守る。

には絶対に触れないでください。また、

ないでください。万一、レンズ部に触っ

、必ずSUBARU販売店にご相談くださ

のガラス内側を清掃するときは、ガラス

を直接吹き付けずに、布などに付着させ

い。

や力を加えないでください。

たり、分解しないでください。

位置を変更したり、周辺構造物の改造を

。

ステレオカメラ、広角単眼カメラは、フロントガラス部分に装着

されています。

カメラの取り扱いについて

注  意
• カメラ前面の汚れを自動で判定する機能を備えていますが、

万全ではない。

状況によっては、カメラ前面の汚れ（曇りや油膜なども含み

ます）を判定できない場合がある。また、フロントガラスの

カメラ付近に雪や氷などが付着したときも、判定できない場

合がある。このような状況では、システムが正常に作動しな

い場合があるため、フロントガラス（イラストのカメラ前方

の部分）はいつもきれいにしておく。なお、ステレオカ

メラ前面の汚れを判定した場合は、定速クルーズコントロー

ルを除くすべてのEyeSightシステムの機能が作動しない。

• カメラのレンズ部周辺が汚れた場合は、清掃などはおこなわ

ず、SUBARU販売店で点検を行う。

• カメラは精密部品の

扱いについては、次

－ カメラのレンズ部

レンズ部は清掃し

てしまった場合は

い。

－ カメラカバー周辺

にクリーナーなど

て清掃してくださ

－ カメラに強い衝撃

－ カメラを取り外し

－ カメラの取り付け

しないでください

注  意
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、内側）にステッカーを貼ったり、

けないでください。

ければならない（車検ステッカーな

ア（1）のグレー部へは取り付けな

。カメラの視野に影響を与えるおそ

ー部に物を置かないでください。

り込みによりカメラが安定した認識

ます。

ルはケミカル剤などで光沢を持たせ

り込みによりカメラが安定した認識

ます。

パーブレードを装着しない。

与えるおそれがあります。

に交換する。
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• カメラシステムが高温になると、冷却ファンが作動すること

がある。カメラカバーにある吸気穴はふさがない。また、吸

気穴の中に物を入れない。カメラシステムが故障するおそれ

がある。

• カメラシステムの熱により、カメラカバーが熱くなる可能性

があるので触らない。

• カメラカバーを叩く、強く押すなどの衝撃を加えると

EyeSightの機能が正常に作動しなくなるおそれがある。

• フロントガラス（外側、内側）、ルームミラー、カメラカ

バーおよびインストルメントパネル上面など、下図に示す禁

止エリア（1）、（2）のグレー部にスバルが指定したアクセ

サリー用品以外の取り付けまたは設置をしない。

－ 禁止エリア外に置いた場合でも、光の反射やガラスへの映

り込みなどによりEyeSightシステムの動作に異常がある

ときは移動させてください。詳しくはSUBARU販売店に

ご相談ください。

注  意
－ フロントガラス（外側

アクセサリーを取り付

やむを得ず取り付けな

ど）ときは、禁止エリ

いようにしてください

れがあります。

－ 禁止エリア（2）のグレ

フロントガラスへの映

ができない場合があり

－ インストルメントパネ

ないでください。

フロントガラスへの映

ができない場合があり

• スバル純正品以外のワイ

－ カメラの視野に影響を

• ワイパーブレードは早め

注  意
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バルが指定したガラスコーティング剤以

ィルムを貼らない。

、ひびなどが生じた場合は、SUBARU

さい。

換・修理する場合は、SUBARU販売店

のフロントガラスを使用するとカメラが

きずシステムが正常に作動しない場合が

グが作動したときにエアバッグを展開さ

響を与えるおそれがあります。
－ 拭き残しによりカメラが安定した認識ができない場合があ

ります。

• ボンネットやグリルの上など、車両前側にアクセサリー類を

取り付けない。

－ カメラの視野に影響を与えるおそれがあります。

• カメラの視野範囲内にルーフに積んだ荷物が入らないように

する。

－ カメラの視野に影響を与えるおそれがあります。詳しくは

SUBARU販売店にご相談ください。

• フロントガラス（外側、内側）は常にきれいな状態に保つ。

－ フロントガラスに曇りや汚れなどがあるとカメラが安定し

た認識ができない場合があります。

• 中央のエアコン吹き出し口に芳香剤などを取り付けない。

－ カメラ周辺のフロントガラスが冷えて曇る場合がありま

す。

注  意
• フロントガラスにス

外は使用しない。

• フロントガラスにフ

• フロントガラスに傷

販売店にご相談くだ

• フロントガラスを交

にご相談ください。

－ スバル純正品以外

安定した認識がで

あります。

• 歩行者保護エアバッ

せたまま走らない。

－ カメラの視野に影

P.80参照

注  意
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ンパーを改造しない。

ンパーを塗装しない。

ンパーへの強い衝撃を避ける。

付け位置がずれると、検知範囲に

ないなど、システムに異常が起こる

衝撃を受けた際は、必ずSUBARU

ください。

ない。

交換、または前側方レーダー付近の

、塗装、交換が必要になった場合

相談ください。
eSight / EyeSight について
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前側方レーダーはフロントバンパーの内側に左右ひとつずつ取り

付けられています。

前側方レーダーの取り扱いについて

注  意
EyeSightの正しい作動のため、次のことをお守りください。

• 前側方レーダー付近のバンパー表面は、いつもきれいにして

おく。

• 前側方レーダー付近のバンパー表面にステッカーなどを貼り

付けない。

－ 詳しくはSUBARU販売店にご相談ください。

• 前側方レーダー付近のバ

• 前側方レーダー付近のバ

• 前側方レーダー付近のバ

－ 前側方レーダーの取り

入った車両を検知でき

おそれがあるので強い

販売店で点検を受けて

• 前側方レーダーを分解し

• 前側方レーダーの修理、

フロントバンパーの修理

は、SUBARU販売店にご

注  意
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障害物を検知できないなど、システムに

れがあります。強い衝撃を受けた際は、

店で点検を受けてください。

解しない。

理、交換、またはリヤバンパーの修理、

なった場合は、SUBARU販売店にご相
リヤバンパーに、4個のソナーセンサーが取り付けられています。

RABソナーセンサーの取り扱いについて

注  意
RABの正しい作動のため、次のことをお守りください。

• ソナーセンサーおよびリヤバンパー表面は、いつもきれいに

しておく。

• ソナーセンサーおよびリヤバンパー表面にステッカーなどを

貼り付けない。

• ソナーセンサーおよびリヤバンパーを改造しない。

• ソナーセンサーおよびリヤバンパーを塗装しない。

• ソナーセンサーおよびリヤバンパーへの強い衝撃を与えな

い。

－ 高圧洗車機などを使用するときは、ソナーセンサーに直接

水をかけないでください。

－ 検知範囲に入った

異常が起こるおそ

必ずSUBARU販売

• ソナーセンサーを分

• ソナーセンサーの修

塗装、交換が必要に

談ください。

注  意
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プ

■

■

自動車専用道路での運転負荷軽減を

です。全車速追従機能付クルーズコ

て作動する車線中央維持・先行車追

・ブレーキ・ハンドルをシステムが

トします。

ズコントロール
を保ちながら走行します。同一車線

合は、セット車速を上限とした追従

従操舵機能
（白線など）を認識し、車線中央付

操作をアシストします。また、渋滞

も、先行車の動きに合わせてハンド

線中央維持・先行車追従操舵機能

ズコントロールをセットしていると

走行時、システムが区画線を認識

になるとシステムが車線逸脱回避方

し、車線からの逸脱を抑制します。
eSight / EyeSight について
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EyeSightには、次の機能があります。

リクラッシュブレーキ

前方の車両や自動二輪車、歩行者、自転車などに衝突する可能性

があるとき、車間距離警報により、運転者の回避操作を促しま

す。それでも運転者の回避操作がない場合、衝突の直前にシステ

ムが急ブレーキをかけ衝突被害を軽減、または衝突を回避しま

す。

P.274参照

緊急時プリクラッシュステアリング
前方の車両や自動二輪車、歩行者、自転車に衝突するおそれがあ

るとき、運転者に注意を促します。回避操作がない場合、システ

ムがハンドル操作をし、衝突回避をアシストします。

P.288参照

前側方プリクラッシュブレーキ
出会い頭車両（自動二輪車、自転車除く）に衝突する可能性があ

るとき、警報により、運転者の回避操作を促します。それでも運

転者の回避操作がない場合、衝突の直前にシステムが急ブレーキ

をかけ衝突被害を軽減、または衝突を回避します。

P.296参照

ツーリングアシスト

渋滞走行や高速走行を含めた

目的とした運転支援システム

ントロールと、それに連動し

従操舵機能により、アクセル

制御することで運転をアシス

■全車速追従機能付クルー
運転者が設定したセット車速

内にいる先行車を認識した場

走行を行います。

P.310参照

■車線中央維持・先行車追
高速道路などで道路の区画線

近を走行するようにハンドル

時は白線を認識していなくて

ル操作をアシストします。車

は、全車速追従機能付クルー

きのみ作動します。

P.331参照

車線逸脱抑制機能

高速道路や自動車専用道路を

し、車両が車線を逸脱しそう

向にハンドル操作をアシスト

P.344参照

EyeSightの機能について
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ても自車が発進しない場合にお知らせしま

車が発進しない場合にお知らせします。

ロール

らず、運転者が設定したセット車速を保ち

従走行は行いません。EyeSightシステム

用可能な場合があります（この機能は全車

コントロールから切り替えて使用します）。

キアシスト）

衝突するおそれがあるときに、表示と警報

じてシステムがブレーキを作動させること

衝突の被害を軽減します。

かかっていないときは作動しません

によるエンジン停止時を除く）。
エマージェンシーレーンキープアシスト

隣接車線の後方車両が接近しているにもかかわらず車両が車線を

逸脱しそうになると、システムが車線逸脱回避方向にハンドル操

作をアシストし、車線からの逸脱を抑制します。

P.351参照

AT誤発進抑制制御

セレクトレバーの位置の入れ間違いやペダルの踏み間違いによる

誤った前進を抑制します。

P.359参照

AT誤後進抑制制御

後退時、アクセルペダルの急な踏み込みなどによる急な後退を抑

制する後退飛び出し抑制制御と、後退時の車速を制限する後退速

度リミッターの2つの機能があります。

P.365参照

車線逸脱警報

走行中、車線を逸脱しそうになると、注意を促します。

P.369参照

ふらつき警報

疲れやよそ見、ぼんやり運転、横風などによるふらつきを認識

し、注意を促します。

P.373参照

青信号お知らせ

信号が青信号に変わっ

す。

P.376参照

先行車発進お知らせ

先行車が発進しても自

P.377参照

定速クルーズコント

先行車の有無にかかわ

ながら走行します。追

が一時停止状態でも使

速追従機能付クルーズ

P.381参照

RAB（後退時ブレー

後退時に壁や障害物に

音で知らせ、必要に応

で衝突を回避、または

P.390参照

知  識
EyeSightはエンジンが

（アイドリングストップ
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イッチ
階に切り替えることができます。（全車速

コントロールのみ）

とき、 （車間設定）スイッチ※を押す

クルーズコントロールと定速クルーズコン

ることができます。

ールに切り替えるときは、約2秒以上押し続

）スイッチ
追従操舵機能のON／OFFを切り替えるこ

追従機能付クルーズコントロールがONの

車追従操舵機能がスタンバイ中は、 が

車追従操舵機能が作動中は、 が点灯し

）スイッチ
支援機能）のON、OFFができます。

ョン）スイッチ
。

示できます。
■ （クルーズ）スイッチ
• クルーズコントロール※のON、OFFができます。

このスイッチを押してメーター内に または が点灯してい

る状態を「クルーズメインON」といいます。

P.316、382参照

• クルーズコントロール※のセット状態を解除できます。

P.325、387参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコント

ロール

■SET/－スイッチ
• クルーズコントロール※のセットができます。

P.316、382参照

• セット車速を下げることができます。（クルーズコントロール※

がセット中のとき）

P.321、386参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコント

ロール

■RES/＋スイッチ
• クルーズコントロール※のセットができます。

P.316、382参照

• クルーズコントロール※のセット状態を解除後、解除前のセッ

ト車速に再びセットすることができます。

P.328、389参照

• セット車速を上げることができます。（クルーズコントロール※

がセット中のとき）

P.320、385参照

※ 全車速追従機能付クルーズコントロールおよび定速クルーズコント

ロール

■ （車間設定）ス
• 車間距離の設定を4段

追従機能付クルーズ

P.322参照

• クルーズメインONの

と全車速追従機能付

トロールを切り替え

※ 定速クルーズコントロ

けてください。

■ （レーンキープ
車線中央維持・先行車

とができます。（全車速

場合のみ）

P.337参照

• 車線中央維持・先行

点灯します（白色）。

• 車線中央維持・先行

ます（緑色）。

■ （EyeSight X
EyeSight X（高度運転

P.443参照

■ （インフォメーシ
次の場合に使用します

• 割り込み画面を再表

P.112参照
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 プ
ます。歩行者認識は対象物の大きさ

す。歩行者の形状、輪郭が明瞭であ

、条件によってはシステムが作動対

ります。

者を作動対象と認識できない可能性

ているとき

るとき

に溶け込んでいるとき

ものを持っているとき、カートなど
eSight / プリクラッシュブレーキ
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リクラッシュブレーキ
主に前方の車両や自動二輪車、歩行者、自転車など作動対象に衝

突する可能性がある場合、運転者への警報による衝突回避の支援

を行います。それでも運転者の衝突回避操作がない場合、衝突の

直前にシステムが急ブレーキをかけ、衝突被害を軽減または衝突

を回避します。また、運転者の衝突回避操作があった場合はプリ

クラッシュブレーキアシストにより衝突回避をアシストします。

これらの機能は、追突車両だけでなく横断歩行者、横断自転車、

右左折時の対向車両や対向自動二輪車、歩行者、対向自転車との

衝突にも対応しています。

セレクトレバーが“D”、“M”または“N”のとき作動します。

また、発進時などに誤ってアクセルペダルを踏み、前方の障害物

に衝突する可能性がある場合、システムがブレーキをかけ、衝突

を軽減または回避します（前側方プリクラッシュブレーキを除

く）。

EyeSightは次のものをプリクラッシュブレーキの作動対象とし

て認識します（機能によって作動対象が異なります）。

• 車両

• 自動二輪車

• 歩行者

• 自転車

EyeSightは歩行者を認識し

や形状、動きから行っていま

るときに認識します。

プリクラッシュブレーキの作動対象について

歩行者認識について

警  告
プリクラッシュブレーキは

象を認識できない場合があ

特に、次の状況では、歩行

が高くなります。

• 歩行者の体の一部が隠れ

• 集団で歩いているとき

• 壁際や障害物のそばにい

• 傘などをさしているとき

• 背景と似た色合いで背景

• 大きな荷物や、背の高い

を押しているとき
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キは、条件によってはシステムが作動対

があります。

自転車を作動対象と認識できない可能性

が隠れているとき

と集団で並走しているとき

にいるとき

背景に溶け込んでいるとき

いるとき

かがみの姿勢で走行しているとき

割り込んできたり、すぐ目の前に飛び出

で横断してきたとき
EyeSightは自転車を認識します。自転車認識は対象物の大きさ

や、形状、動きから行っています。

乗員、自転車の輪郭が明瞭であり、人間のような動きが検知でき

るときに認識します。

• 前かがみになっている、しゃがんでいる、横たわっていると

き、急な姿勢変化（立ち上がる瞬間など）のとき

• 暗い場所にいるとき

• 横からすぐ目の前に割り込んできたり、すぐ目の前に飛び出

してきたとき

自転車認識について

警  告 警  告
プリクラッシュブレー

象を認識できない場合

特に、次の状況では、

が高くなります。

• 乗員や自転車の一部

• 他の歩行者や自転車

• 壁際や障害物のそば

• 背景と似た色合いで

• 大きな荷物を積んで

• 乗員が立ちこぎや前

• 暗い場所にいるとき

• 横からすぐ目の前に

してきたとき

• 自車の前を高い速度
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が作動したとき、アクセルペダルを

ュブレーキを継続する。プリクラッ

ためには、アクセルペダルを急激に

を最も奥まで踏み込んだときは、シ

とアクセルペダルの踏み間違いと判

ブレーキを継続することがある。

を踏んでいたり、ハンドルを操作し

作状態によっては運転者の回避操作

ムによるブレーキが作動しない場合

60 km/hより大きい場合、

衝突を回避することはできない。

/h以下であっても、作動対象が割

ラの画角から外れた場合、視界、路

件※の違いにより、止まりきれない

ある。また、プリクラッシュブレー
※の違いにより作動しないことがあ

間距離、接近の状態、横方向のずれ

員など）

やすさ、形状、凹凸など）

雨、雪、霧、煙など）

場合
eSight / プリクラッシュブレーキ

76

プリクラッシュブレーキの作動

警  告
プリクラッシュブレーキの作動について

• プリクラッシュブレーキおよびプリクラッシュブレーキアシ

ストを、日常の車両停止のために利用することは絶対にしな

い。

－ プリクラッシュブレーキはあらゆる状況で衝突を回避する

ものではありません。ブレーキの作動をプリクラッシュブ

レーキのみに頼っていると、衝突事故を起こす場合があり

ます。

• 警報が作動した場合は前方や周囲を確認の上、運転者の判断

でブレーキペダルを踏むなどの適切な操作をする。

• プリクラッシュブレーキは、車両、自動二輪車、歩行者、自

転車を作動対象として認識する。追突の回避、あるいは、追

突の被害を軽減することを目的としているが、条件※によっ

ては認識できない場合がある。横向きの車両や、対向から接

近してくる車両、後退してくる車両、小動物や幼児、フェン

ス、壁や扉などに対しては作動しない可能性が高くなる。

• プリクラッシュブレーキは衝突が避けられないと判断した段

階で作動し、衝突直前で強いブレーキをかけるように設定し

ているので、その効果は様々な条件※により変わる。そのた

め、常に同じ性能が発揮できるものではない。

• プリクラッシュブレーキ

操作してもプリクラッシ

シュブレーキを解除する

または深く踏み込む。

ただし、アクセルペダル

ステムがブレーキペダル

断して、プリクラッシュ

• 運転者がブレーキペダル

ていたりすると、その操

として判断され、システ

がある。

• 作動対象との速度差が約

EyeSightの性能限界から

また、速度差が約60 km

り込んできた場合やカメ

面の滑りやすさなどの条

ことや作動しないことも

キアシストも同様に条件

る。

※条件

• 作動対象との速度差、車

具合

• 車両の状態（積載量、乗

• 路面の状態（勾配、滑り

• 前方の視界が悪いとき（

• 対象物が作動対象以外の

－ 動物など

警  告
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範囲外に作動対象が存在するとき

太陽光などによる逆光やヘッドランプの

とき

曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

カメラの視界を遮っているときや、その

たっているとき

ャーの使用中または使用後で、フロント

き取れていないとき

ォッシャーの水滴、またはワイパーブ

視野を遮ることにより、対象物の認識が

き

たカヌーなどがカメラの視界を遮ってい

より、極端に車両が傾いているとき

がないとき

うな色合いのとき（一面に雪景色など）
－ ガードレール、電柱、木、フェンスや壁など

• 対象物が作動対象であっても、周囲の明るさ、動きや姿勢、

角度などによって、作動対象とシステムが認識できない場合

• 運転者の操作状態（アクセル、ブレーキ、ハンドルなど）か

ら運転者が衝突回避操作をしたと判断したとき

• 車両の整備状態（ブレーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧な

ど）

• 車両などをけん引しているとき

• 外気温が低いときや走行開始直後などでブレーキが冷えてい

るとき

• 下り坂などでブレーキが過熱してブレーキの効きが悪くなっ

ているとき

• 水たまり走行後や洗車後などブレーキがぬれてブレーキの効

きが悪くなっているとき

• カメラが認識しにくい状況について

特に次の場合は止まりきれないことや、作動しない可能性が

高くなる。

－ 作動対象がカメラの視界から外れたとき

－ 悪天候（強い雨、吹雪、濃霧）のとき

－ 先行車や対向車両の水、雪、土埃などの巻き上げや水蒸

気、砂、煙が舞い、視界が十分でないとき

－ 夜間またはトンネル内でヘッドランプを点灯していないと

き

－ 夜間またはトンネル内で先行車のテールランプが点灯して

いないとき

－ 夜間の歩行者、自転車に接近したとき

警  告
－ ヘッドランプ照射

－ 前方から強い光（

光など）を受けた

－ フロントガラスに

傷などがついて、

汚れなどに光が当

－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭

－ 雨滴やフロントウ

レードがカメラの

不完全になったと

－ ルーフ上に積載し

るとき

－ 荷物の積載などに

－ 真っ暗で周囲に物

－ 周囲一面が同じよ

警  告
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壁や扉などのとき

急加速、急減速したとき

目の前に割り込んだり、すぐ目の前

、先行車のすぐ後ろに接近したとき

置に作動対象が存在するとき

の場合（接近してから制御を行う

大きさによっては最後面がカメラの

合があります）

、急な下り坂の場合

などで凹凸があるとき

高架下など明るさが変化するとき

ッシュブレーキの作動テストを絶対

作動しないことがあり、思わぬ事故

ります。
eSight / プリクラッシュブレーキ
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－ 前方の車両の最後面が小さい、低い、または凹凸があると

き（最後面ではない部分を認識して作動を判断することも

あります）

－ 荷台にあおりがない空荷のトラックなど

－ 後端から積荷が飛び出している車両など

－ 特殊な形状の車両（キャリアカー、サイドカーなど）

－ 車高の低い車両など

－ 停車している車両の前に壁などがあるとき

－ 車両の近くに別の物体があるとき

－ 横向きの車両など

－ 対向車両や後退してくる車両など

－ 対象物の大きさや高さがカメラ認識限界より小さいまたは

低いとき

－ 小動物や幼児など

－ しゃがんでいる人や横たわっている人など

－ 対象物がフェンスや壁、シャッターなどのとき

警  告

－ 対象物がガラスや鏡の

－ 先行車が急ハンドル、

－ 作動対象が横からすぐ

に飛び出してきたとき

－ 自車が車線変更を行い

－ 自車バンパーの近い位

－ 速度差が約5 km/h以下

ため、対象物の形状・

視野範囲から外れる場

－ 急カーブ、急な上り坂

－ 路面にうねりや未舗装

－ トンネルの出入り口や

• お客様ご自身でプリクラ

に行わない。

－ 止まりきれないことや

につながるおそれがあ

警  告
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、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

ない、液晶表示が通常時と異なる（例：

表示が実際と異なっている）など、メー

常があるとき※3

タイヤは大変重要な役割を果たしています

のを使用してください。

（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

、動作

シュブレーキの作動について
• 次の状況では、システムが正しく動作しない。プリクラッ

シュブレーキをOFFにする。

P.307参照

－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

－ 摩耗したタイヤまたは摩耗差の著しいタイヤを装着してい

るとき※1

－ 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき※1

－ パンク修理キットで応急修理をしたとき

－ サスペンションを改造したとき（スバル純正品を含む）

－ カメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付けたとき

－ タイヤチェーンを装着しているとき

－ スペアタイヤを使用しているとき

－ ヘッドランプが汚れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

どが付着していたりするとき（対象物を正しく照射できず

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がずれているとき（対象物を正しく照

射できず認識しづらい）

－ ヘッドランプ、フォグランプなどのランプ類を改造したと

き

－ 事故や故障で自車の走行が不安定なとき

－ 歩行者保護エアバッグが作動したとき（カメラの視野に影

響を与えるおそれがあります）

－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき※2

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 定員を超えているとき

警  告
－ メーターの表示灯

や、ブザーが鳴ら

シフトポジション

ターに何らかの異

※1: ホイールおよび

ので、適正なも

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯

な場所に停車し

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能

P.100参照

右左折時のプリクラッ

警  告



Ey

2

ても、作動対象が自車線上にて停

ても、車両前面が見えない、夜間に

の無灯火などで見えにくい状況など

ステムが認識できない場合

ても、作動対象とシステムが認識す

進行路に進入している場合

ても、自車が対向車線に進入してい

ても、周囲の明るさ、動きや姿勢、

対象とシステムが認識できない場合

ないことや、作動しない可能性が高

の巻き上げや水蒸気、砂、煙が舞

き

歩行者、対向自転車に接近したとき
eSight / プリクラッシュブレーキ
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• 右左折時のプリクラッシュブレーキは、対向車両、対向自動

二輪車、歩行者、対向自転車を作動対象として認識する。交

差点内などで右左折する際に、隣接する対向車線上の対向車

両との衝突の回避、あるいは、衝突の被害を軽減することを

目的としているが、条件※によっては止まりきれないことや

作動しないこともある。

• 右左折時に自車速が約25 km/hを超えている場合、本機能

は作動しない。また、自車速が約25 km/h以下であっても、

対象物が割り込んできた場合やカメラの画角から外れた場

合、視界、路面の滑りやすさなどの条件※の違いにより、止

まりきれないことや作動しないこともある。

※条件

• 作動対象との速度差、車間距離、接近する角度や作動対象の

挙動の変化、横方向のずれ具合

• 車両の状態（積載量、乗員など）

• 路面の状態（勾配、滑りやすさ、形状、凹凸など）

• 前方の視界が悪いとき（雨、雪、霧、煙など）

• 対象物が作動対象以外の場合

－ 停止中または自車と同方向に走行している車両

－ 動物など

－ ガードレール、電柱、木、フェンスや壁など

• 対象物が作動対象であっても、自車が進行方向と同方向に方

向指示を点灯していない場合

• 対象物が作動対象であっても、作動対象が路肩障害物の近く

を走行している場合

警  告
• 対象物が作動対象であっ

車・走行している場合

• 対象物が作動対象であっ

作動対象がヘッドランプ

によって、作動対象とシ

• 対象物が対向車両であっ

る前に自車が対向車両の

• 対象物が作動対象であっ

る場合

• 対象物が作動対象であっ

角度などによって、作動

特に次の場合は止まりきれ

くなります。

• 車両の水、雪、土埃など

い、視界が十分でないと

• 夜間の対向自動二輪車、

警  告
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スポーツ走行するとき

イプの洗車機を使用するとき

プリクラッシュブレーキが作動すること

に努める。

規定速度を超えるような速度で通過す

て走行するとき

作動対象との区別がつきにくい映り込み

あるとき

変化する場所を走行するとき
• ヘッドランプ照射範囲外に作動対象が存在するとき

• 対向車両の最前面が小さい、低い、または凹凸があるとき

• 横向きの車両など

• 後退してくる車両など

• 対向車両が急ハンドル、急加速、急減速したとき

• 作動対象が横からすぐ目の前に割り込んだり、すぐ目の前に

飛び出してきたとき

• 自車バンパーの近い位置に作動対象が存在するとき

• 運転者が急ハンドルや、ハンドルを切り戻したとき

• 交差する角度が鋭角または大きく緩やかに変化する道路など

に進入するとき

• クランクやカーブ、分岐が連続している道路などに進入する

とき

注  意
• 次のような場合は、プリクラッシュブレーキが予期しない作

動をすることがあるので、必ずプリクラッシュブレーキを

OFFにする。

P.307参照

－ けん引されるとき

－ キャリアカーに積載するとき

－ シャシーダイナモメーターやフリーローラーなどを使用す

るとき

－ リフトアップし、エンジンをかけタイヤを空転させるとき

－ 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草むらなどに触れながら通

過するとき

警  告
－ サーキットなどで

－ 車両が移動するタ

• 次のような場合は、

があるので安全運転

－ ETCゲートなどを

るとき

－ 作動対象に接近し

－ 前方の壁や路面に

やペイントなどが

－ 路面の勾配が急に

注  意
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対象や障害物があるとき

の横すれすれを通過するとき

れに停車するとき

どの散水を通過するとき
eSight / プリクラッシュブレーキ
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－ 先行車や対向車両の水、雪、土埃などの巻き上げや水蒸

気、砂、煙が舞い、視界が十分でないとき

－ 水蒸気や煙のかたまりなどを通過するとき

－ 大雪、吹雪など悪天候の中を走行するとき

－ カメラ前のフロントガラス（外側、内側）の汚れや曇りな

どに強い光が反射し、発生した光の筋がカメラに映り込ん

だとき

－ 寒いときなど先行車が排出した排気ガスがはっきり見える

とき

注  意

－ カーブや交差点に作動

－ 作動対象や障害物など

－ 前方の壁や車両すれす

－ 消雪パイプや散水車な

注  意
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いなくても以下の状況ではシステムが作

。

対向車線に進入する直前に作動対象が交

たは停止したとき

対向車線に進入する直前に作動対象が通
• プリクラッシュブレーキを解除するためには、アクセルペダ

ルを急激にまたは深く踏み込む。ただし、アクセルペダルを

最も奥まで踏み込んだときは、システムがブレーキペダルと

アクセルペダルの踏み間違いと判断して、プリクラッシュブ

レーキを継続することがある。この場合、アクセルペダルを

踏み続けるか、再度踏み込む。

• 用品を装着したり荷物を積載し、これがフロントバンパー先

端より前方に突出した場合、先端が長くなるため衝突を回避

できないことがある。

• システムによるブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、

ブレーキペダルが引き込まれることがある。異常ではなく、

さらに踏み込むとブレーキを踏み増しできる。必要に応じて

ブレーキを踏み増しする。

注  意
• 作動対象が接近して

動するおそれがある

－ 右左折時、自車が

差点手前で減速ま

－ 右左折時、自車が

過したとき

注  意
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で対向自動二輪車、対向自転車が急

変えるような動きをしたとき

飛び出してくる直前に、減速または

飛び出してくる直前に、向きを変え

たとき
eSight / プリクラッシュブレーキ
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－ 右左折時、自車が対向車線に進入する直前に右左折する作

動対象とすれ違ったとき

－ 車線変更しようとしたり、障害物を避けようとしたりし

て、作動対象に急接近するように走行したとき

－ 右左折時に、自車の前を歩行者が横断したり、横断する直

前で歩行者が歩みを緩めたり、止まったとき

注  意
－ 右左折時に、自車の前

に止まったり、向きを

－ 作動対象が自車の前に

停止したとき

－ 作動対象が自車の前に

て合流またはすれ違っ

注  意
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があるとき、次の順にシステムが作動し、

ブレーキ制御を行います。ブレーキ制御中

灯します。

ると判断した場合に、ブザー（ピピピ…）

で注意を促します。ブレーキペダルを踏ん

車間距離をとると解除します。

び警報：

物に衝突する可能性が高いと判断した場

ピ…）とメーターの表示で注意を促し、ブ

、また、エンジン出力を抑制します。運転

（ブレーキペダル、ハンドルなど）の操作

る可能性が低くなったと判断した場合、作

び警報：

能性が非常に高いと判断した場合、ブザー

り、1次ブレーキより強くブレーキ制御を

、運転者による衝突回避操作の有無にかか

避できないと判断した場合、ブレーキ制御

力の抑制を継続します。

車両が停止した場合は、車両を確実に停

レーキペダルを踏んでください。

イミングを3段階に設定できます。
走行中、前方に障害物

運転者への注意喚起と

はブレーキランプが点

(1) 車間距離警報：

衝突の可能性があ

とメーターの表示

で減速し、適切な

(2) 1次ブレーキおよ

走行時に前方障害

合、ブザー（ピピ

レーキ制御を行い

者の衝突回避操作

量により、衝突す

動を解除します。

(3) 2次ブレーキおよ

さらに衝突する可

（ピーーー）に変わ

行います。その後

わらず、衝突が回

およびエンジン出

2次ブレーキにより

止させるためにブ

知  識
システムによるブレーキ中に音が聞こえることがありますが制

御によるものであり、異常ではありません。

知  識
車間距離警報の作動タ

P.118参照
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警報音

ピピピ…

ピピピ…

ピーーー
86
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システムによる
ブレーキの強さ

メーターの表示

車間距離警報 ブレーキ制御なし

1次ブレーキおよび警報 弱い

2次ブレーキおよび警報 強い
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キが作動すると、メーターにプリクラッ

たことを通知する割り込み画面を一定時間

ーキ制御が継続した場合

ダルが踏まれない場合は運転者にブレーキ

促すために割り込み画面を表示し、ブザー

この画面はブレーキペダルを踏むまで約2

るとき

ンプ点灯を認識した場合は、認識しない

めに減速を開始します。

差が大きい場合など、1次ブレーキの継

、警報効果を高めるため、ブレーキを強

場合があります。
プリクラッシュブレー

シュブレーキが作動し

表示します。

• 車両の停止までブレ

停車後もブレーキペ

ペダルを踏むことを

（ピー）が鳴ります。

分間表示されます。

知  識
• 2次ブレーキで停止した後、次の場合はブレーキ制御を解除

します。

－ ブレーキペダルを踏んだとき

－ アクセルペダルを踏んだとき（セレクトレバーが“N”の

とき以外）

－ セレクトレバーを“P”にしたとき

－ 停止後約2分間経過したとき

－ 電動パーキングブレーキが作動したとき

• 2次ブレーキで停止した後、次の場合は電動パーキングブ

レーキが作動します。

P.225参照

－ 停止後約2分間経過したとき

－ いずれかのドアを開けたとき

－ マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

－ EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯し

ている）

P.401参照

－ EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点

灯している）

P.401参照

• 次の場合、プリクラッシュブレーキの1次ブレーキおよび2

次ブレーキは作動しません。

－ 自車速が約1 km/h以下（セレクトレバーが“N”のとき

は約4 km/h以下）または約160 km/h以上のとき

－ 自車速100 km/h以上で走行中、対象物が自動二輪車、

歩行者、自転車のとき

－ VDCが作動してい

• 先行車のブレーキラ

場合と比べて若干早

• 前方障害物との速度

続時間が長いときは

めたり弱めたりする

知  識
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とき、衝突を回避するため、プリク

ーキ／2次ブレーキ）が作動します。

ムが区画線のある道路を走行中であ

回避スペースがあるか判断します。

よって、後側方の接近車両の有無も

みでは障害物に衝突する可能性が非

から緊急時プリクラッシュステアリ

害物を回避するようにハンドルを制

自車線内を逸脱しないように車両停

ル制御を継続します。

シストは、自車速が約10 km/h以

のときは作動しません。

ュステアリングの作動
eSight / プリクラッシュブレーキ
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• 車両の停止までブレーキ制御が継続しなかった場合

メーターにプリクラッシュブレーキが作動したことを通知する

割り込み画面を表示します。

プリクラッシュブレーキ作動後（前方障害物に衝突する可能性が

高いと判断後）、運転者がブレーキペダルを踏み込んだとき、緊

急制動と判断し、ブレーキアシストが作動します。

走行中、前方に障害物がある

ラッシュブレーキ（1次ブレ

2次ブレーキ作動後、システ

ることを判別し、自車線内に

また同時に後側方レーダーに

確認します。2次ブレーキの

常に高い場合、これらの情報

ングが作動し、自車線内で障

御します。障害物回避後は、

止までブレーキおよびハンド

プリクラッシュブレーキアシストの作動

注  意
• 車間距離警報だけ作動している状態で運転者がブレーキペダ

ルを踏んでも、プリクラッシュブレーキアシストは作動しな

い。

－ 運転者による通常の制動力で減速します。

知  識
プリクラッシュブレーキア

下または約160 km/h以上

P.222参照

緊急時プリクラッシ
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、乗員など）

滑りやすさ、形状、凹凸など）

き（雨、雪、霧、煙など）

あっても、周囲の明るさ、動きや姿勢、

作動対象とシステムが認識できない場合

識別できた場合でも、姿勢や角度などに

横移動する可能性があるとシステムが判

識別できた場合でも、横断しているとき

ような対象物が横移動していることが判

にいる作動対象と衝突するとき

アクセル、ブレーキ、ハンドルなど）か

操作をしたと判断したとき

レーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧な

ているとき

走行開始直後などでブレーキが冷えてい

キが過熱してブレーキの効きが悪くなっ

車後などブレーキがぬれてブレーキの効

とき

して識別できていないとき

いないとき

作を検出できていないとき
警  告
• 緊急時プリクラッシュステアリングは、車両、自動二輪車、

歩行者、自転車を作動対象として認識する。

追突の回避、あるいは追突の被害を軽減することを目的とし

ているが、条件※によって対象を認識できない場合には作動

できない可能性がある。

• 緊急時プリクラッシュステアリングが作動した場合は前方や

周囲を確認の上、運転者の判断でハンドル操作やブレーキペ

ダルを踏むなどの適切な操作をする。

• 緊急時プリクラッシュステアリングは、プリクラッシュブ

レーキでは衝突が避けられないと判断し、走行状況や、作動

対象への作動条件を満たしている場合に作動するように設定

しているため、その効果は様々な条件により変わる。そのた

め、常に同じ性能が発揮できるものではない。

• 緊急時プリクラッシュステアリングは、プリクラッシュブ

レーキが解除された場合は、作動しない。また、プリクラッ

シュブレーキの減速度が十分に出ていない時は作動しない。

• 運転者がハンドルを操作していたりすると、その操作状態に

よっては運転者の回避操作として判断され、システムによる

ハンドル操作が作動しない場合がある。

• 緊急時プリクラッシュステアリングは運転者がハンドルを

持っていないと判断したときは作動しない。

• 自車速約80 km/hを超えている場合は、作動しない。また、

自車速約80 km/h以下であっても、他の車両が急に割り込

んだ場合や、視界、路面の滑りやすさなどの条件※の違いに

より、衝突回避できないことや作動しないこともある。

※条件

• 車両の状態（積載量

• 路面の状態（勾配、

• 前方の視界が悪いと

• 対象物が作動対象で

角度などによって、

• 対象物が作動対象と

よって横断、または

断した場合

• 対象物が作動対象と

や、割り込み車両の

断できた場合

• 自車前方の中央付近

• 運転者の操作状態（

ら運転者が衝突回避

• 車両の整備状態（ブ

ど）

• 車両などをけん引し

• 外気温が低いときや

るとき

• 下り坂などでブレー

ているとき

• 水たまり走行後や洗

きが悪くなっている

• 障害物を作動対象と

• 区画線が検出できて

• 運転者のハンドル操

警  告
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汚れていたり、氷雪、泥などが付着

へこみ・ズレなどがあるとき

ぬれた路面を走行し、自車や周囲の

どを巻き上げているとき

リクラッシュステアリングの作動テ

作動しないことがあり、思わぬ事故

ります。

が正しく動作しない。緊急時プリク

OFFにする。

でないとき※1

摩耗差の著しいタイヤを装着してい

ヤを装着しているとき※1

常なとき（バランスウェイトの脱

が規定値から外れているとき※1

を感じるとき、または通常よりもハ

とき

に交換しているとき

いるとき

急修理をしたとき

したとき（スバル純正品を含む）
eSight / プリクラッシュブレーキ
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• 直線路を走行していないとき

• 急勾配な路面を走行しているとき

• ステレオカメラが認識しにくい状況について

特に次の場合は衝突回避できないことや、作動しない可能性

が高くなる。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

－ カーブがある道

－ 古い区画線が残っているとき

－ 路面に雪や水たまり、融雪剤が残っているとき

－ 路面にひび割れや補修の跡があるとき

－ 凍結路や積雪路など滑り易い路面

タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま

す。

－ インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、

サービスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入す

るとき

－ 対象物の近くへ、周辺の車両、自転車、歩行者が接近して

いるとき

－ 自車に対向車両、追い越し車両が接近しているとき

－ 作動対象が横方向に移動しているとき

－ 自車走行車線がステレオカメラから見て認識しづらいとき

（区画線（白線など）が無いまたは消えかかっている。ま

たは区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい。または

区画線の幅が細いなど）

－ 隣接車線の前方から車両が接近してきたとき

－ 自車線内に回避できるスペースがないとき

警  告
－ リヤバンパーの付近が

していたりするとき

－ リヤバンパーにキズ・

－ 雪道、水たまりなど、

車両が路上の水や雪な

• お客様ご自身で緊急時プ

ストを絶対に行わない。

－ 止まりきれないことや

につながるおそれがあ

• 次の状況では、システム

ラッシュステアリングを

P.307参照

－ タイヤの空気圧が適正

－ 摩耗したタイヤまたは

るとき※1

－ 指定サイズ以外のタイ

－ ホイールバランスが異

落、ずれなど）※1

－ ホイールアライメント

－ ハンドルに異常な振動

ンドルが重いと感じる

－ ハンドルを指定品以外

－ 車両などをけん引して

－ パンク修理キットで応

－ サスペンションを改造

警  告
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タイヤは大変重要な役割を果たしています

のを使用してください。

（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

、動作

では、ステレオカメラでの区画線の認識

、システムが適切に動作できないおそれ

ネル内でヘッドランプを点灯していない

降雪、濃霧など）

反射しているとき

（矢印や文字など）が存在しているとき

区画線が見づらいとき

り込んできたとき、または前方の車が車

激に変化するとき
－ ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付

けたとき

－ タイヤチェーンを装着しているとき

－ スペアタイヤを使用しているとき

－ ヘッドランプが汚れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

どが付着していたりするとき（対象物を正しく照射できず

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がずれているとき（対象物を正しく照

射できず認識しづらい）

－ ヘッドランプ、フォグランプなどのランプ類を改造したと

き

－ 事故や故障で自車の走行が不安定なとき

－ 歩行者保護エアバッグが作動したとき（カメラの視野に影

響を与えるおそれがあります）

－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき※2

－ ステアリング制御警告灯が点灯しているとき

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 定員を超えているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なる（例：

シフトポジション表示が実際と異なっている）など、メー

ターに何らかの異常があるとき※3

警  告
※1: ホイールおよび

ので、適正なも

P.759参照

※2: ブレーキ警告灯

な場所に停車し

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能

P.100参照

• 次に挙げる状況など

が困難な場合があり

がある。

－ 夜間、またはトン

とき

－ 悪天候時（雨天、

－ 路面がぬれて光が

－ 車線内に道路標示

－ 車間距離が短く、

－ 隣車線から車が割

線変更したとき

－ カーブの形状が急

警  告
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ェンジ、ジャンクション、サービス

リア入口などの分岐レーンに差しか

るとき

高架下など明るさが変化するとき
eSight / プリクラッシュブレーキ
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－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき

－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき

－ 車線の幅が変化したとき

－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き

• 区画線がない、または消えかかっている

• 区画線が黄色で描かれている

• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい

• 区画線が二重に描かれている

• 区画線の幅が細いなど

• 区画線以外の線が路面に描かれている

• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

警  告

－ 高速道路のインターチ

エリア、パーキングエ

かったとき

－ 路肩に縁石や側壁があ

－ トンネルの出入り口や

警  告
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水、雪、土埃などの巻き上げや水蒸気、

が十分でないとき

りなどを通過するとき

候の中を走行するとき

が排出した排気ガスがはっきり見えると
注  意
次のような場合は、緊急時プリクラッシュステアリングが予期

しない作動をすることがありますので、必ず緊急時プリクラッ

シュステアリングをOFFにしてください。

P.307参照

• けん引されるとき

• キャリアカーに積載するとき

• シャシーダイナモメーターやフリーローラーなどを使用する

とき

• リフトアップし、エンジンをかけタイヤを空転させるとき

• 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草むらなどに触れながら通過

するとき

• サーキットなどでスポーツ走行するとき

• 車両が移動するタイプの洗車機を使用するとき

次のような場合は、緊急時プリクラッシュステアリングが作動

することがありますので安全運転に努めてください。

• 作動対象に接近して走行するとき

• 先行車や対向車両の

砂、煙が舞い、視界

• 水蒸気や煙のかたま

• 大雪、吹雪など悪天

• 寒いときなど先行車

き

注  意
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テアリングを解除するためには、ハ

クセルペダルを踏み込む。

積載し、これがフロントバンパー先

合、先端が長くなるため衝突を回避

リクラッシュステアリングは作動し

システムがOFFのとき

自動二輪車、対向自転車のとき

横断するとき

ペースが無いとき、また回避スペー

されたとき

より移動物が接近しているとき
eSight / プリクラッシュブレーキ
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• カーブや交差点に障害物があるとき

• 作動対象や障害物、草木などの横すれすれを通過するとき

• 遮蔽物からの急な飛び出し、自車横から急な割り込みに対し

システムが認識できないとき

• 障害物が急に移動し始めたとき

• 自車走行車線の区画線が無いが、隣接車線・沿道との間が、

路面の色の違いで区分けされているとき

• 道路上の汚れ、亀裂、縁石などが、自車走行車線の区画線と

の区別がつきにくいとき

• 道幅が狭く、自車走行車線と対向車線の区画線の区別がつき

にくいとき

• 消雪パイプや散水車などの散水を通過するとき

注  意

• 緊急時プリクラッシュス

ンドル操作をするか、ア

• 用品を装着したり荷物を

端より前方に突出した場

できないことがある。

知  識
次のようなときは緊急時プ

ません。

• プリクラッシュブレーキ

• SRVDがOFFのとき

• 対象物が対向車両、対向

• 作動対象が自車両の前を

• 回避するための十分なス

ス周辺に別の物体が検出

• 自車の前方、または後方

注  意
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ステアリングが一時停止すると、 が点

されると正常復帰します。

は低温の環境で使用したときや、バッテ

したとき表示されます。

ける場合は故障のおそれがありますので、

売店で点検を受けてください。

ッシュステアリングの一時停

、緊急時プリクラッシュステアリングは

時は、 が点灯します。
緊急時プリクラッシュステアリングが作動すると、メーターに緊

急時プリクラッシュステアリングが作動したことを通知する割り

込み画面を一定時間表示します。

P.276参照

緊急時プリクラッシュ

灯します。状況が改善

また、極めて高温また

リー電圧の異常が発生

が長時間点灯し続

すみやかにSUBARU販

• 車線、区画線が検出できないとき

• ガードレールなどの構造物に対してプリクラッシュブレーキ

が作動しているとき

• システムがステアリング制御で回避しきれないと判断したと

き

• ドライバー異常時対応システムが作動しているとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯して

いる）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯

している）

P.401参照

知  識 緊急時プリクラ
止および故障

知  識
SRVDがOFFのときは

使用できません。その
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緊

車、自転車除く）に衝突する可能性

による衝突回避の支援を行います。

作がない場合、衝突の直前にシステ

被害を軽減または衝突を回避しま

M”または“N”のとき作動します。

ュブレーキの作動

レーキを、日常の車両停止のために

ない。

ブレーキはあらゆる状況で衝突を回

せん。ブレーキの作動を前側方プリ

みに頼っていると、衝突事故を起こ

方や周囲を確認の上、運転者の判断

などの適切な操作をする。

レーキは、交差車両（自動二輪車、

として認識する。

るいは被害を軽減することを目的と

により、止まりきれないことや作

レーキは衝突が避けられないと判断

直前で強いブレーキをかけるように

効果は様々な条件※により変わる。

が発揮できるものではない。
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急時プリクラッシュステアリングOFF表示灯

• プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始

動後約10秒後に消灯します。

• 緊急時プリクラッシュステアリングをOFFにすると点灯しま

す。

P.307参照

主に出会い頭車両（自動二輪

がある場合、運転者への警報

それでも運転者の衝突回避操

ムが急ブレーキをかけ、衝突

す。

セレクトレバーが“D”、“

前側方プリクラッシ

警  告
• 前側方プリクラッシュブ

利用することは絶対にし

－ 前側方プリクラッシュ

避するものではありま

クラッシュブレーキの

す場合があります。

• 警報が作動した場合は前

でブレーキペダルを踏む

• 前側方プリクラッシュブ

自転車除く）を作動対象

出会い頭衝突の回避、あ

しているが、条件※の違い

動しないこともある。

• 前側方プリクラッシュブ

した段階で作動し、衝突

設定しているので、その

そのため、常に同じ性能
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柱、木、フェンスや壁などの静止物

あっても、動きや角度などによって、作

認識できない場合

アクセル、ブレーキ、ハンドルなど）か

操作をしたとシステムが判断したとき

レーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧な

ているとき

走行開始直後などでブレーキが冷えてい

キが過熱してブレーキの効きが悪くなっ

車後などブレーキがぬれてブレーキの効

とき

識しにくい状況について

りきれないことや、作動しない可能性が

吹雪、濃霧など）のとき

、出会い頭車両の水、雪、土埃などの巻

砂、煙が舞い、センサーの周辺環境が良

ス橋などの、周囲がおおわれている環境

面と側面の面積が小さいとき（車高が低

い空荷のトラックなど

（キャリアカー、サイドカーなど）
• 前側方プリクラッシュブレーキが作動したとき、アクセルペ

ダルを操作しても前側方プリクラッシュブレーキを継続す

る。前側方プリクラッシュブレーキを解除するためには、ア

クセルペダルを急激にまたは深く踏み込む。

• 運転者がブレーキペダルを踏んでいたり、ハンドルを操作し

ていたりすると、その操作状態によっては運転者の回避操作

として判断され、システムによるブレーキが作動しない場合

がある。

• 自車と作動対象の速度が作動範囲外の場合は、衝突回避する

ことはできない。また、作動範囲内であっても、作動対象が

急に飛び出してきた場合や周辺の道路環境、フロントバン

パーの状態、路面の滑りやすさなどの条件※の違いにより、

止まりきれないことや作動しないこともある。

前側方レーダーは、フロントバンパー側面に取り付けられて

いるため、運転者の前方視界と異なる。そのため、接近して

くる車両を運転者が認知できていた場合であっても、周囲環

境（縁石、ガードレール、フェンスなどの遮蔽物）により、

前側方レーダーで検出できず、作動しないことがある。

※条件

• 作動対象との速度差、距離、接近の状態

• 車両の状態（積載量、乗員など）

• 路面の状態（勾配、滑りやすさ、形状、凹凸など）

• 前方の視界が悪いとき（雨、雪、霧、煙など）

• 対象物が作動対象以外の場合

－ 動物など

－ 自動二輪車、歩行者、自転車

警  告
－ ガードレール、電

• 対象物が作動対象で

動対象とシステムが

• 運転者の操作状態（

ら運転者が衝突回避

• 車両の整備状態（ブ

ど）

• 車両などをけん引し

• 外気温が低いときや

るとき

• 下り坂などでブレー

ているとき

• 水たまり走行後や洗

きが悪くなっている

• 前側方レーダーが認

特に次の場合は止ま

高くなる。

－ 悪天候（強い雨、

－ 先行車や対向車両

き上げや水蒸気、

好でないとき

－ トンネル内やトラ

－ 出会い頭車両の前

いなど）

－ 荷台にあおりがな

－ 特殊な形状の車両

警  告
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2

、減速したとき

中とその直後

の直後

置に作動対象が存在するとき

、急な下り坂の場合

などで凹凸があるとき

リクラッシュブレーキの作動テスト

作動しないことがあり、思わぬ事故

ります。

が正しく動作しない。前側方プリク

をOFFにする。

でないとき※1

摩耗差の著しいタイヤを装着してい

ヤを装着しているとき※1

急修理をしたとき

したとき（スバル純正品を含む）

しているとき

ているとき

妨げるようなもの（ステッカーな

たとき

汚れていたり、氷雪、泥などが付着

作動対象へ正しく照射できず、認識
eSight / プリクラッシュブレーキ

98

－ 作動対象より先に自車が交差点を通過するとき

－ 自車と出会い頭車両の間に遮蔽物（壁、フェンス、建物、

ガードレール、電柱、標識、街路樹など）があるとき

－ 対向車両や後退してくる車両、並走車両、合流車両など

－ 対象物が前側方レーダーの認識できない大きさ、高さのと

き

警  告
－ 作動対象が旋回、加速

－ 自車が旋回（右左折）

－ 自車が車線変更中とそ

－ 自車バンパーの近い位

－ 急カーブ、急な上り坂

－ 路面にうねりや未舗装

• お客様ご自身で前側方プ

を絶対に行わない。

－ 止まりきれないことや

につながるおそれがあ

• 次の状況では、システム

ラッシュブレーキの設定

P.307参照

－ タイヤの空気圧が適正

－ 摩耗したタイヤまたは

るとき※1

－ 指定サイズ以外のタイ

－ パンク修理キットで応

－ サスペンションを改造

－ タイヤチェーンを装着

－ スペアタイヤを使用し

－ 前側方レーダー付近を

ど）を車体に取り付け

－ 前側方レーダー付近が

していたりするとき（

できない）

警  告
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側面、後面のいずれかが小さい（例えば

低いとき

木材など電波を反射しにくい物体のとき

いる設備（天文台など）周辺を走行して

下がった枝、草むらなどを通過するとき

下り坂のとき

タイヤは大変重要な役割を果たしています

のを使用してください。

（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

、動作

側方プリクラッシュブレーキが予期しな

りますので、必ず前側方プリクラッシュ

ください。

するとき

ーターやフリーローラーなどを使用する

ンジンをかけタイヤを空転させるとき
－ 事故や故障で自車の走行が不安定なとき

－ フロントバンパーを衝突、傷つけてしまったとき

－ エアバッグが作動したとき（フロントバンパーが変形して

いるおそれがあります）

－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき※2

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 定員を超えているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なる（例：

シフトポジション表示が実際と異なっている）など、メー

ターに何らかの異常があるとき※3

前側方レーダーが認識しにくい状況について

• 次の状況では、作動対象が認識しづらくなる。認識しづらい

状況では、前側方プリクラッシュブレーキ、前側方警戒アシ

スト、EyeSight X（高度運転支援機能）が一時停止状態に

なる場合があります。状況が改善され、しばらく走行すれ

ば、再び機能は動作する。

－ 悪天候時（強い雨、吹雪、濃霧など）

－ フロントバンパー上の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れ

ていないとき

－ フロントバンパーに雪や汚れ、霜、氷、土埃の付着や傷な

どがついて、前側方レーダーの電波を遮っているとき

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 先行車や対向車両などの水や雪などの巻き上げや水蒸気、

砂、煙、土埃などが舞い、視界が十分でないとき

警  告
－ 作動対象の前面、

トレーラーなど）、

－ 対象物がガラスや

－ 強い電波を発して

いるとき

－ 垂れ幕や旗、垂れ

－ 急な上り坂、急な

※1: ホイールおよび

ので、適正なも

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯

な場所に停車し

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能

P.100参照

注  意
次のような場合は、前

い作動をすることがあ

ブレーキをOFFにして

P.307参照

• けん引されるとき

• キャリアカーに積載

• シャシーダイナモメ

とき

• リフトアップし、エ

警  告
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囲を囲まれた周辺を通過するとき

ク、乗用車など）の横を通過すると

並走するとき

ングエリアなどの斜め駐車車両（バ

ど）の横を通過するとき

属製の柵、路面電車などの駅の壁な

とき
eSight / プリクラッシュブレーキ

00

• 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草むらなどに触れながら通過

するとき

• サーキットなどでスポーツ走行するとき

• 車両が移動するタイプの洗車機を使用するとき

• 道路が冠水しているとき

次のような場合は、前側方プリクラッシュブレーキが作動する

ことがありますので安全運転に努めてください。

• ETCゲートなどを規定速度を超えるような速度で通過する

とき

• 路面の勾配や舗装が急に変化する場所を走行するとき

• カーブや交差点に障害物があるとき

• 車両や障害物、草木などの横すれすれを通過するとき

• 前方の壁や車両すれすれに停車するとき

• 消雪パイプや散水車などの散水を通過するとき

スバル指定以外のアクセサリー用品を装着したり荷物を積載

し、これがフロントバンパー先端より前方に突出した場合、先

端が長くなるため衝突を回避できないことがあります。

システムによるブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、ブ

レーキペダルが引き込まれることがあります。異常ではなく、

さらに踏み込むとブレーキを踏み増しできます。必要に応じて

ブレーキを踏み増ししてください。

近くに車両が接近していなくても以下の状況ではシステムが作

動するおそれがあります。

• 電波を強く反射する物体（金属製の大型看板など）の横を通

過するとき

注  意
• ビル街やトンネルなど周

• 停止車両（バス、トラッ

き

• 渋滞している車線の横を

• サービスエリア、パーキ

ス、トラック、乗用車な

• 柵など（ブロック塀、金

ど）の横を通過するとき

• 工事現場の横を通過する

注  意



EyeSight / プリクラッシュブレーキ

301

ら自車の方に右左折する車両があるとき

車の遠方にある交差道路を通過する車両

を追い抜く、または追い抜かれるとき

近し、すれ違うとき

動対象が存在するとき
• 作動対象が、交差点手前で停止するとき

• 左右から作動対象が接近中に右左折するとき

注  意
• 交差点接近時に右か

• 交差点接近時に、自

があるとき

• 自車が隣車線の車両

• 対向車線の車両が接

• 右左折の旋回時に作

注  意
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方から接近する車両を検知し、見通

からの出庫時など、事故が発生しや

ストします。

ストモニター、メーター、センター

レイ（フロントビュー表示時）への

ます。

（約5 km/h～約60 km/h）に次の

者への注意喚起とブレーキ制御を行

レーキランプが点灯します。

断する車両があるとき

置付近に障害物（生い茂った草や垂

るとき
eSight / プリクラッシュブレーキ

02

前側方レーダーによって前側

しの悪い交差点や店舗駐車場

すいシーンでブレーキをアシ

また警報音、EyeSightアシ

インフォメーションディスプ

表示により、注意喚起を行い

前側方から接近してくる車両

順にシステムが作動し、運転

います。ブレーキ制御中はブ

• 自車に歩行者、自転車、台車などが接近してくるとき

• 後方から自車に向かって隣車線に合流車が接近してきたとき

• 除雪車両などの特殊車両横を通過するとき

• 斜め看板の横を通過したとき

• カーブですれ違う対向車が接近したとき

• 道路中央のポールや中央分離帯の横を通過したとき

注  意
• 信号待ち時に自車前を横

• 前側方レーダーの搭載位

れ下がった枝など）があ

注  意
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(1) 警報（自車速約1 km/h～約60 km/h）：

出会い頭車両との衝突の可能性があると判断した場合に、ブ

ザー（ピピピ…）とメーターの表示で注意を促し、エンジン

出力を抑制します。ブレーキペダルを踏んで減速し、衝突の

可能性が低くなると解除します。

(2) 1次ブレーキおよび警報
（自車速約1 km/h～約20 km/h）：

走行時に出会い頭車両に対して衝突する可能性が高いと判断

した場合、ブザー（ピピピ…）とメーターの表示で注意を促

し、ブレーキ制御を行い、また、エンジン出力を抑制しま

す。運転者の衝突回避操作（ブレーキペダル、ハンドルな

ど）の操作量により、衝突する可能性が低くなったと判断し

た場合、作動を解除します。

(3) 2次ブレーキおよび警報
（自車速約1 km/h～約20 km/h）：

さらに衝突する可能性が非常に高いと判断した場合、ブザー

（ピーーー）に変わり、1次ブレーキより強くブレーキ制御を

行います。その後、運転者による衝突回避操作の有無にかか

わらず、衝突が回避できないと判断した場合、ブレーキ制御

およびエンジン出力の抑制を継続します。2次ブレーキによ

り車両が停止した場合は、車両を確実に停止させるためにブ

レーキペダルを踏んでください。
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警報音

（ ピピピ…

ピピピ…
04

eSight / プリクラッシュブレーキ

システムによる
ブレーキの強さ

メーターの表示

警報
画面は右側からの車両を

検知したとき）
ブレーキ制御なし

1次ブレーキ 弱い
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EyeSight / プリクラッシュブレーキ

動したことを通知する割り込み画面を一定

ピーーー

警報音
前側方プリクラッシュブレーキが作動すると、メーターに前側方プリクラッシュブレーキが作

時間表示します。

P.276参照

2次ブレーキ 強い

システムによる
ブレーキの強さ

メーターの表示
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レーキOFF表示灯

をONにすると点灯し、エンジン始

す。

ーキをOFFにすると点灯します。
eSight / プリクラッシュブレーキ

06

前側方プリクラッシュブレーキが一時停止すると、 が点灯し

ます。状況が改善されると正常復帰します。

また、極めて高温または低温の環境で使用したときや、バッテ

リー電圧の異常が発生したとき表示されます。

が長時間点灯し続ける場合は、すみやかにSUBARU販売店

で点検を受けてください。

前側方プリクラッシュブ

• プッシュエンジンスイッチ

動後約10秒後に消灯しま

• 前側方プリクラッシュブレ

P.307参照

前側方プリクラッシュブレーキの一時停止
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ターインフォメーションディスプレイの

リクラッシュブレーキ（プリクラッシュ

急時プリクラッシュステアリング、前側方

キ含む）をOFFすることができます。

キ」の項目で「設定OFF」を選択するこ

レーキがOFFになります。

キをOFFにすると、メーター内の が点

ーキOFF表示灯

ッチをONにすると点灯し、エンジン始動

す。

キ、AT誤発進抑制制御およびAT誤後進抑

点灯します。

レーキをOFFにするとき

ーキのON／OFF設定は、緊急時プリク

グ、前側方プリクラッシュブレーキ、

よびAT誤後進抑制制御と連動します。

ーキをOFFにしていても、再度エンジ

クラッシュブレーキはONになります。

車追従操舵機能作動中は、プリクラッ

にできません。
システムに異常が発生したときは が点灯します。SUBARU

販売店で点検を受けてください。

自車の停車中に、セン

EyeSight設定項目でプ

ブレーキアシスト、緊

プリクラッシュブレー

「プリクラッシュブレー

とでプリクラッシュブ

P.118参照

プリクラッシュブレー

灯します。

プリクラッシュブレ

プッシュエンジンスイ

後約10秒後に消灯しま

プリクラッシュブレー

制制御をOFFにすると

前側方プリクラッシュブレーキ警告灯 プリクラッシュブ

知  識
• プリクラッシュブレ

ラッシュステアリン

AT誤発進抑制制御お

• プリクラッシュブレ

ンを始動するとプリ

• 車線中央維持・先行

シュブレーキをOFF
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ると、広角単眼カメラOFF表示灯が

ると正常復帰します。

ラス（外側、内側）が汚れている、

めて高温または低温の環境で使用し

異常が発生したとき表示されます。

が長時間点灯し続ける場合は、すみや

を受けてください。

表示灯

きに が点灯している場合は、

範囲が狭くなります。そのためプ

作動対象および作動範囲が制限され

ス外側が汚れている、曇っているな

てください。
eSight / プリクラッシュブレーキ

08

また、次の場合にも点灯します。

• マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯してい

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯し

ている）

P.401参照

広角単眼カメラが一時停止す

点灯します。状況が改善され

また、広角単眼カメラ前のガ

曇っているなどの場合や、極

たときや、バッテリー電圧の

広角単眼カメラOFF表示灯

かにSUBARU販売店で点検

知  識
• が点灯した場合、 および も点灯します。

P.296、306参照

• が点灯しているときは、プリクラッシュブレーキ（プリ

クラッシュブレーキアシストを含む）、緊急時プリクラッ

シュステアリング、前側方プリクラッシュブレーキ、AT誤

発進抑制制御およびAT誤後進抑制制御は作動しません。

• SRVDがOFFのときは、緊急時プリクラッシュステアリング

は使用できません。その時は、 が点灯します。

広角単眼カメラOFF

知  識
• が点灯していないと

EyeSightシステムの視野

リクラッシュブレーキの

ます。

• 広角単眼カメラ前のガラ

どの場合は、清掃を行っ
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したときは広角単眼カメラ警告灯が点灯し

で点検を受けてください。

告灯

いときに が点灯している場合は、

視野範囲が狭くなります。そのためプ

キの作動対象および作動範囲が制限され

ても が点灯し続けるときは、広角単

えられます。この場合、通常走行には支

UBARU販売店で点検を受けてください。
システムに異常が発生

ます。SUBARU販売店

• 広角単眼カメラ前のガラス内側が曇っている場合は、しばら

く走行するとその状況が解消され復帰します。また、デフロ

スターを使用することで効果的に状況が解消できる場合があ

ります。

P.491参照

• 広角単眼カメラ前のガラス内側やレンズ部周辺が汚れてい

る、または曇りが晴れない場合はSUBARU販売店で点検を

受けてください。

知  識 広角単眼カメラ警

知  識
• が点灯していな

EyeSightシステムの

リクラッシュブレー

ます。

• エンジンを再始動し

眼カメラの異常が考

障ありませんが、S
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 全
ロ ブレーキに異常がないことを確認し

参照

正しく動作しません。全車速追従機

を使用しないでください。

ないとき※1

耗差の著しいタイヤを装着している

を装着しているとき※1

なとき（バランスウェイトの脱落、

規定値から外れているとき※1

修理をしたとき

たとき（スバル純正品を含む）

妨げるようなものを車体に取り付け

ているとき

いるとき

たり、ヘッドランプに氷雪、泥など

き（対象物を正しく照射できず認識

れているとき（対象物を正しく照射

ンプなどのランプ類を改造したとき

が不安定なとき

が点灯しているとき※2
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール

10

車速追従機能付クルーズコント
ール

全車速追従機能付クルーズコントロールは、高速道路や自動車専

用道路でのドライブをより快適に行っていただくための運転支援

システムです。先行車をステレオカメラで認識し、運転者が設定

した車速を上限に、先行車に対して追従走行を行います。先行車

に追従して停止したときは、電動パーキングブレーキと連動して

停止状態を保持します。

全車速追従機能付クルーズコントロールは、自車速が0 km/h～

約120 km/hのときに使用できます。

警  告
全車速追従機能付クルーズコントロールについては次のことを

お守りください。守らないと思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

• 全車速追従機能付クルーズコントロール機能を過信しない。

－ 全車速追従機能付クルーズコントロールの能力には限界が

あります。わき見運転やぼんやり運転、運転者の前方不注

意や視界不良での運転操作の補助など、あらゆる走行状況

を判断して自動的に運転する装置ではありません。また、

追突を防止する装置ではありません。

運転時は、常に先行車との距離や周囲の状況、運転環境に

注意し、必要に応じてブレーキペダルを踏むなどして適切

な車間距離を保ち、安全運転に努めてください。

• 制限速度を守り、道路状況、環境にあった適切な車速範囲に

セット車速を設定する。

• 日常点検でタイヤおよび

てから使用する。

「メンテナンスノート」

次の状況では、システムが

能付クルーズコントロール

• タイヤの空気圧が適正で

• 摩耗したタイヤまたは摩

とき※1

• 指定サイズ以外のタイヤ

• ホイールバランスが異常

ずれなど）※1

• ホイールアライメントが

• パンク修理キットで応急

• サスペンションを改造し

• ステレオカメラの視界を

たとき

• タイヤチェーンを装着し

• スペアタイヤを使用して

• ヘッドランプが汚れてい

が付着していたりすると

しづらい）

• ヘッドランプの光軸がず

できず認識しづらい）

• ヘッドランプ、フォグラ

• 事故や故障で自車の走行

• ブレーキ警告灯（赤色）

警  告
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車のコントロールを失うおそれがありま

、車間距離が保ちにくい交通状況のとき

走行ができない場合があります。

超えてしまう場合があります。

き

るおそれがあります。

を繰り返す道や陸橋など

なかったり、路面を認識したりして、適

おそれがあります。

ジャンクションなどの急カーブや、サー

ングエリア、料金所などに進入するとき

ない場合があります。

き上げた水や雪や土埃、または風に舞う

雪パイプや散水車などの散水が前方にあ

なかったり、水などを先行車と認識した

御できないおそれがあります。
EyeSigh

• 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

• 定員を超えているとき

• 車両などをけん引しているとき

• メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なるなど、

メーターに何らかの異常があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしています

ので、適正なものを使用してください。

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能、動作

P.100参照

全車速追従機能付クルーズコントロールは、高速道路や有料道

路など、自動車専用道路での使用を想定しています。次のよう

な状況では、思わぬ事故につながるおそれがありますので、全

車速追従機能付クルーズコントロールを使用しないでくださ

い。

• 一般道（自動車専用道路以外）

－ 道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に

沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ

があります。

• 急カーブがある道

• 凍結路や積雪路など滑り易い路面

警  告
－ タイヤが空転し、

す。

• 頻繁な加減速により

－ 交通環境に沿った

• 急な下り坂

－ セットした車速を

• 急な下り坂が続くと

－ ブレーキが過熱す

• 急な上り坂、下り坂

－ 先行車を認識でき

切に制御できない

• インターチェンジ、

ビスエリア、パーキ

－ 先行車を認識でき

• 先行車や対向車が巻

砂や煙、水蒸気、消

るとき

－ 先行車を認識でき

りして、適切に制

警  告
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や水滴、汚れが十分に拭き取れてい

適切に制御できないおそれがありま

ーなどがステレオカメラの視界を

では、ステレオカメラでの認識が困

に応じてブレーキペダルを踏むなど

速走行車両、停止車両、対向車）

行者、動物など

ヘッドランプを点灯していないとき

先行車のテールランプが点灯してい

などによる逆光やヘッドランプの光
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール

12

• 大雪、吹雪など悪天候の中を走行するとき

• フロントガラスに曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や傷

などがついて、ステレオカメラの視界を遮っているときや、

その汚れなどに光が当たっているとき

－ 先行車を認識できず、適切に制御できないおそれがありま

す。

警  告
• フロントガラス上の雨滴

ないとき

－ 先行車を認識できず、

す。

• ルーフ上に積載したカヌ

遮っているとき

次に挙げる物体または状況

難な場合があります。必要

の操作を行ってください。

• 速度差が大きい車両（低

• 割り込み車両

• 自動二輪車、自転車、歩

• 夜間またはトンネル内で

• 夜間またはトンネル内で

ないとき

• 前方から強い光（太陽光

など）を受けたとき

警  告
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ルーズコントロールをONのままにして

面でセットしてしまうなどして、事故に

る。

ーズコントロールを使用するときは、同

全を十分確認してください。

対にしない。

、自車の状況によっては、ステレオカメ

ない場合があります。また、隣車線の車

てしまうことがあります。このような状

機能付クルーズコントロールを使用しな

の場合は、必要に応じてブレーキペダル

い。

先行車の認識状態は、先行車表示灯の点

。

EyeSigh

• 前方の車両の最後面が小さい、低い、または凹凸があるとき

（最後面ではない部分を認識して作動を判断することもあり

ます。）

－ 荷台にあおりがない空荷のトラックなど

－ 後端から積荷が飛び出している車両など

－ 特殊な形状の車両（キャリアカー、サイドカーなど）

－ 車高の低い車両など

• トンネルの出入り口や高架下など明るさが変化するとき

• 自車バンパーの近い位置に物体があるとき

全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しないときは、

必ず全車速追従機能付クルーズコントロールをOFFにしてく

ださい。また、降車する際は電動パーキングブレーキを確実に

かけ、セレクトレバーを“P”にしてください。

P.328参照

警  告
• 全車速追従機能付ク

いる場合、思わぬ場

つながるおそれがあ

全車速追従機能付クル

乗者や車のまわりの安

• 車外からの操作は絶

次のような道路形状や

ラが先行車を認識でき

や路側の物体を認識し

況下では、全車速追従

いでください。使用中

を踏むなどしてくださ

ステレオカメラによる

灯状態で確認できます

P.316参照

警  告
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れているとき

るとき

いとき

きたとき

き

いるとき
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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• 先行車が割り込んできたときなど、車間距離が短い状態から

追従を始めたとき

• カーブ路、カーブの出入り口、カーブが連続している道路を

走行しているとき

－ 認識エリアから外れて認識できない場合があります。

警  告
• 先行車との位置が横にず

• 道路のすぐ脇にものがあ

• 先行車との速度差が大き

• 前方に車両が割り込んで

• 極端に車間距離が短いと

• 自車が車線内で蛇行して

警  告



t / 全車速追従機能付クルーズコントロール

315

先行車の動きに合わせて制御を続け、先

車も停止した場合は、停止状態を保持す

オカメラが先行車を見失った場合は、停

。必要に応じて運転者がブレーキペダル

つ。

も操作せずに自動で発進することはな

解除される条件を満たしたときは、全車

ズコントロールの作動を解除するととも

パーキングブレーキが自動的に作動す

りブレーキの効きが悪くなることがあ

レーキペダルを踏んで減速する。

量、乗員など）

、滑りやすさ、形状、凹凸など）

ブレーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧な

や走行開始直後などでブレーキが冷えて

走行してからしばらくの間（暖機運転終

てください）

ーキが過熱してブレーキの効きが悪く

洗車後など、ブレーキがぬれてブレーキ

ているとき
EyeSigh

• 路面にうねりや未舗装などで凹凸があるとき

• 車線規制や工事中などで、車線の幅が狭い道路を走行してい

るとき

• 事故や故障で自車の走行が不安定なとき

• 自車の荷室やリヤシートに極端に重い荷物を積んだとき

全車速追従機能付クルーズコントロールの状況判断能力には限

界があります。次の場合は減速が間に合わないことがありま

す。必要に応じてブレーキペダルを踏んで減速してください。

• 先行車を認識していても速度差が大きいときや、急減速した

とき

• 先行車に追従し緩やかに減速中であっても、その後先行車が

急激に減速したとき

ブザー（ポーンやピピピッなど）の音が頻繁に鳴るような状況

では、全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しないで

ください。

短い車間距離でも、次の場合にはブレーキ踏み増し要求警報が

作動しないことがあります。

• 先行車との速度差が小さいとき（ほぼ同じ速度で走っている

とき）

• 先行車の方が自車より速いとき（車間距離が次第に離れてい

るとき）

• 他車が至近距離に割り込んできたとき

• 先行車が急減速したとき

• 上り坂、下り坂が繰り返されるとき

P.329参照

警  告 注  意
• 追従走行開始後は、

行車の停止に伴い自

る。ただし、ステレ

止しないことがある

を踏み車間距離を保

• 停止保持状態から何

い。

• 停止保持状態で自動

速追従機能付クルー

に、安全のため電動

る。

P.326参照

• 次の条件や状況によ

る。必要に応じてブ

－ 車両の状態（積載

－ 路面の状態（勾配

－ 車両の整備状態（

ど）

－ 外気温が低いとき

いるとき

－ エンジン始動後に

了までを目安とし

－ 下り坂などでブレ

なっているとき

－ 水たまり走行後や

の効きが悪くなっ
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1

コントロールは、次の条件をすべて

、メーター内にREADYが点灯しま

すべてのドアが閉まっている

用している

を解除している（電動パーキングブ

または“M”に入っている

を踏んでいない、または停止中にブ

でいる

時停止していない（ が点灯して

いない

20 km/hのとき

ではない

能が作動していないとき

FFモード以外にしている
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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. 全車速追従機能付クルーズコントロールを作動可能（状態）に

します。

（クルーズ）スイッチを押します。

全車速追従機能付クルーズコントロールがONになり、メー

ター内に （白色）と車間設定表示灯および自車表示灯が点灯

します。

また、--- km/hを表示します。

全車速追従機能付クルーズ

満たすとセット可能になり

す。

• 運転席・助手席・後席の

• 運転席シートベルトを着

• 電動パーキングブレーキ

レーキ作動灯消灯）

• セレクトレバーが“D”

• 走行中にブレーキペダル

レーキペダルを強く踏ん

• EyeSightシステムが一

いない）

P.401参照

• 急な坂道でない

• ハンドルを大きく切って

• 自車速が0 km/h～約1

• エンジン回転数が高回転

• VDC機能およびTCS機

• マルチモードVDCをO

全車速追従機能付クルーズコントロールの使
用方法
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ないときは定速走行します。

状況、環境にあった適切な車速範囲に

ください。

h以下のときにセットした場合、セット

km/hに設定されます。

ト車速が自車速より高いときであって

は減速することがあります。

ッチを押しても、メーター内の が点

車速追従機能付クルーズコントロールは

ッチを押してもメーター内の が点灯

発生する場合は、システムの異常が考え

U販売店に連絡し、点検を受けてくださ
EyeSigh

2. 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットします。

SET/－またはRES/＋スイッチを押します。

スイッチを押したときの車速をセット車速として、全車速追従

機能付クルーズコントロールがセットされ、制御を開始しま

す。

セット車速が表示され、 が白色から緑色に変わります。ま

た、メーター内のREADYが消灯します。

先行車を認識してい

警  告
制限速度を守り、道路

セット車速を設定して

知  識
• 自車速が約30 km/

車速は自動的に30 

• カーブ走行中はセッ

も、加速しないまた

• （クルーズ）スイ

灯しない場合は、全

作動しません。

• （クルーズ）スイ

しないことが何回も

られます。SUBAR

い。
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ズコントロールの作動

き

定速走行します。

車速に応じた車間距離を保ちながら
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール

18

先行車を認識すると、ブザー（ピッ）が鳴ると同時に先行車表示

灯が点灯し、所定の車間距離を保って追従走行します。このと

き、セット車速が速度の上限になります。また、先行車を認識し

なくなったときは、ブザー（ピッ）が鳴ると同時に先行車表示灯

が消灯します。

全車速追従機能付クルー

• 先行車を認識していないと

セット車速に応じた速度で

• 先行車を認識したとき

セット車速を上限として、

追従走行を行います。

• SI-DRIVEのS#（スポーツシャープモード）を選択している

場合に全車速追従機能付クルーズコントロールをセットする

と、メーター内の表示がギヤ位置から“D”に切り替わりま

す。

知  識
先行車を認識したとき、または先行車を認識しなくなったとき

のブザー（先行車捕捉音）をOFFに設定できます。

P.118参照

知  識
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ーキ中に音が聞こえることがありますが

り、異常ではありません。

き、または加速が足りないときはアクセ

速してください。

ーキ作動中に先行車を認識しなくなった

ブレーキが解除されます。必要により、

んで加速してください。

ことができそうな物体を認識した場合、

す。

特性があります。

を認識した場合、セット車速までの加速

す。

ランプの点灯を認識した場合、認識しな

めに減速を開始します。

上で追い越し車線側に車線変更する場

連動してセット車速までの加速を早めに

上でウインカーレバーを操作した場合、

て、指示器方向の隣車線の車両を先行車

速に応じた車間距離を保ちながら走行し

ル加速レベルを4段階に設定できます。
EyeSigh

• 先行車を認識しなくなったとき

セット車速まで加速し、定速走行を行います。

セット車速までの加速中に先行車を認識すると、再び追従走行

を行います。

注  意
システムによるブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、ブ

レーキペダルが引き込まれることがあります。異常ではなく、

さらに踏み込むとブレーキを踏み増しできます。必要に応じて

ブレーキを踏み増ししてください。

知  識
• 全車速追従機能付クルーズコントロールの制御によりブレー

キが作動したときは、ブレーキランプが点灯します。

• 先行車を認識していないときでも下り坂などではセット車速

を保つため、全車速追従機能付クルーズコントロールの制御

によりブレーキが作動することがあります。

• システムによるブレ

制御によるものであ

• 素早く加速したいと

ルペダルを踏んで加

• システムによるブレ

ときは、ゆっくりと

アクセルペダルを踏

• 遠方に先行車になる

加速を早めに抑えま

• 追従走行には、次の

－ 先行車の車線変更

を早めに開始しま

－ 先行車のブレーキ

い場合と比べ、早

－ 車速約60 km/h以

合、ウインカーと

開始します。

－ 車速約10 km/h以

周辺の状況に応じ

として認識し、車

ます。

• クルーズコントロー

P.118参照

知  識
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セ

■

■

1
2

、先行車に合わせた車速で制御され

を押して、先行車の速度以上に

速しない。

変更されているため、先行車を認識

した車速まで加速します。

内を確認しながら変更してくださ

ズコントロールを設定中でアクセル

は、全車速追従機能付クルーズコン

制御も警報も行わない。

方障害物への衝突の危険性が高いと

ブレーキによる警報やブレーキ制御

ます。
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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ット車速を上げるとき

RES/＋スイッチによる方法
全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして走行中、

RES/＋スイッチを次のように操作します。

• RES/＋スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が5 km/hずつ上がります。

• RES/＋スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ上がります。

スイッチを操作するごとにメーター内のセット車速が変わりま

す。

アクセルペダルによる方法

. アクセルペダルを踏み、速度を上げます。

. 希望の速度になったらSET/－スイッチを押します。

スイッチを押したときの車速に再セットされ、メーター内に新

しいセット車速を表示します。

注  意
• 追従走行しているときは

るため、RES/＋スイッチ

セット車速を上げても加

－ ただし、セット車速は

しなくなるとその設定

－ セット車速はメーター

い。

• 全車速追従機能付クルー

ペダルを踏んでいるとき

トロールによるブレーキ

－ ただしこのときでも前

きは、プリクラッシュ

が作動することがあり
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とき

きは、アクセルペダルを踏みます。

と、セット車速まで戻ります。

ーズコントロール作動中に運転者がアクセ

している間は、 は白色に変わります。加

色に戻ります。

とき

は、ブレーキペダルを踏みます。このと

クルーズコントロールは解除されます。

速を表示したまま、 が緑色から白色に戻

トする場合はブレーキペダルから足を離

押します。
EyeSigh

セット車速を下げるとき

■SET/－スイッチによる方法
全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして走行中、

SET/－スイッチを次のように操作します。

• SET/－スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が5 km/hずつ下がります。

• SET/－スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ下がります。

スイッチを操作するごとにメーター内のセット車速が変わりま

す。

■ブレーキペダルによる方法

1. ブレーキペダルを踏み、速度を下げます。

全車速追従機能付クルーズコントロールが解除され、 が緑色

から白色に戻ります。

2. 希望の速度になったらブレーキペダルから足を離し、SET/－

スイッチを押します。スイッチを押したときの車速にセットさ

れ、メーター内に新しいセット車速を表示します。

一時的に加速したい

一時的に加速したいと

アクセルペダルを離す

全車速追従機能付クル

ルペダルを踏んで加速

速が終了すると は緑

一時的に減速したい

一時的に減速するとき

き、全車速追従機能付

メーター内にセット車

ります。

セット車速に再度セッ

し、RES/＋スイッチを
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車

変わり、車速が高いほど長くなりま

ズコントロールをOFFにし、再度

する前に設定した車間距離の状態
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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間距離を変えるとき

先行車との車間距離を4段階で設定できます。

（車間設定）スイッチを押すごとに先行車との車間距離が切

り替わります。

注  意
通常、追従走行中は先行車の速度に合わせてシステムが加減速

を行います。しかし車線変更などで加速が必要な場合や先行車

が急減速したとき、他車が割り込むなどして先行車に接近しそ

うになったときなどは、システムを過信せずにアクセルペダル

またはブレーキペダルを踏んで、周囲の状況に応じた適切な加

減速を行ってください。

知  識
• 車間距離は車速に応じて

す。

＜車間距離の目安＞

• 全車速追従機能付クルー

ONにした場合は、OFFに

を保っています。
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らず、自車の停止中にブレーキペダルを強

します。このときRES/＋スイッチ、

すると停止保持を開始します。

、HOLDが点灯し、READYが消灯します。

ルから足を離すと再度点灯します。

止保持に入るまで約3秒かかります。停

、車両が動き出す可能性がありますの

に応じてブレーキペダルを踏んでくださ

く踏んでいる場合、停止保持を開始でき

。その場合READYは点灯しません。

プが作動する条件を満たしているとき

プ表示灯（緑色）点灯）、停車するとブ

なくてもアイドリングストップが作動

停止します。アイドリングストップ中は

ます。
EyeSigh

全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして走行中、先

行車が停止すると、それに続いて自車も停止します。

先行車に続いて停止した場合は、全車速追従機能付クルーズコン

トロールのセット状態が解除され、停止保持を開始します。この

とき、メーター内のHOLDおよびREADYが点灯します。また、

が緑色から白色に戻ります。

先行車の有無にかかわ

く踏むとREADYが点灯

SET/－スイッチを操作

停止保持を開始すると

READYはブレーキペダ

停止保持機能

注  意
車両が停止してから停

止保持に移行するまで

で、周辺に注意し必要

い。

知  識
• ブレーキペダルを軽

ないことがあります

• アイドリングストッ

（アイドリングストッ

レーキペダルを踏ま

し、エンジンが自動

表示灯が点灯を続け

P.232参照
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停

ル

■

■

ると停止保持が解除され、同時に全

トロールも解除されます。

を押す

イッチを操作し、電動パーキングブ

動き出しますので、解除前には必ず

さい。

軽く踏んだ場合、停止保持が解除で

とがあります。

ングストップが作動している場合、

エンジンが再始動し、アイドリング

ます。

を押して停止保持を解除したとき

を開始するため、ブレーキペダルを

する。

ない。

機能を使用しない。

ーキングブレーキの代わりではあり
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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止保持状態から全車速追従機能付クルーズコントロー

をセットする

RES/＋スイッチ、SET/－スイッチによる方法
先行車が停止したままの状態でも、RES/＋スイッチ、SET/－ス

イッチを操作すると、全車速追従機能付クルーズコントロールを

セットできます（HOLDおよびREADYが消灯し、 が白色から

緑色に変わります）。

• SET/－スイッチを押します。セット車速は自動的に30 km/h

に設定されます。

• RES/＋スイッチを押します。停止保持前に設定したセット車

速に再度設定されます。

P.328参照

アクセルペダルによる方法
停止保持中にアクセルペダルを踏むと停止保持を解除します。こ

のとき全車速追従機能付クルーズコントロールがセットされた状

態になります（停止保持前に設定した車速に再び設定されます）。

停止保持の解除

停止保持状態で次の操作をす

車速追従機能付クルーズコン

• ブレーキペダルを踏む

• （クルーズ）スイッチ

P.325参照

• 電動パーキングブレーキス

レーキを作動させる

知  識
• 全車速追従機能付クルーズコントロールがセットされた状態

で先行車が発進したときは自車も続いて発進し、追従走行を

行います。ただし発進しなかったときは、約3秒後に再び停

止保持状態に自動的に戻ります。

• 停止保持によりアイドリングストップが作動している場合、

全車速追従機能付クルーズコントロールがセットされた状態

で先行車が発進したときは、エンジンが自動で再始動し、ア

イドリングストップ表示灯が消灯します。

警  告
停止保持を解除すると車が

周囲の安全を確認してくだ

知  識
• アクセルペダルを極めて

きず、セットできないこ

• 停止保持によりアイドリ

アクセルペダルを踏むと

ストップ表示灯が消灯し

警  告
• （クルーズ）スイッチ

は、車両がクリープ走行

踏むなどの適切な操作を

• 停止保持中は車から離れ

• 駐車するときは停止保持

－ 停止保持状態は電動パ

ません。
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解除

全車速追従機能付クルーズコントロールが

ー内は、セット車速を表示したまま、 が

す。

む。

付クルーズコントロールの解
EyeSigh

電動パーキングブレーキ作動状態から全車速追従機能付

クルーズコントロールをセットする

電動パーキングブレーキ作動状態では、例えばアクセルペダルを

踏むなどして電動パーキングブレーキを解除した後、設定操作を

行ってください。

P.225参照

運転者の操作による

次のいずれかの操作で

解除されます。メータ

緑色から白色に戻りま

• ブレーキペダルを踏

• 車外に出るときは、電動パーキングブレーキを確実にかけ、

セレクトレバーを“P”にしてからプッシュエンジンスイッ

チをOFFにする。

注  意
次の場合は全車速追従機能付クルーズコントロールによる停止

保持を解除します。

• 停止保持状態で約10分経過したとき（ブザー（ピ、ピ、ピ、

ピ、ピ、ピピーン）が鳴る。）

• 自動解除条件を満たしたとき（ブザー（ピピーン）が鳴る。）

P.326参照

停止保持を解除した後は、自動的に電動パーキングブレーキが

作動して が点灯します。ただし、電動パーキングブレーキ

の解除条件（アクセル連動や電動パーキングブレーキのスイッ

チ操作など）が成立している場合は作動しません。

停止保持中にアクセルペダルを極めて軽く踏み続けた場合は、

全車速追従機能付クルーズコントロールによる停止保持は解除

しますが、電動パーキングブレーキが作動しないことがありま

す。

警  告 全車速追従機能
除方法
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シ

があったとき

なったとき

モードにしたとき

したとき（ （黄色）が点灯してい

停止したとき（ （白色）が点灯し

キが作動したとき
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール

26

• （クルーズ）スイッチを押す。

ステムによる自動解除

次の場合、ブザー（ピピーン）が鳴り、全車速追従機能付クルー

ズコントロールが自動的に解除され、 が緑色から白色に戻り、

割り込み画面を表示します。システムによる自動解除が、車両が

停止してから約1秒経過後、または停止保持中に発生した場合、

電動パーキングブレーキが自動的に作動します。（アイドリング

ストップ中はエンジンが再始動し、電動パーキングブレーキが自

動的に作動します。）

P.323参照

• 道路の勾配が急なとき

• VDC機能またはTCS機能が作動したとき

• セット中に自車速が約145 km/hを超えたとき

• ハンドルを大きく回したとき

• セレクトレバーを“D”または“M”以外にしたとき

• 運転席・助手席・後席のいずれかのドアを開けたとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき

• 長時間連続でアクセル操作

• エンジン回転数が高回転に

• マルチモードVDCをOFF

• EyeSightシステムが故障

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時

ている）

P.401参照

• プリクラッシュ 2次ブレー
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故障した場合は、 が点灯し、割り込

。その場合は安全な場所に停車して、一

スイッチをOFFにしてから、再度エン

さい。この操作をしても表示灯が点灯し

速追従機能付クルーズコントロールの使

常走行には支障はありませんが、

検を受けてください。

一時停止した場合は、 が点灯し、割

ます。

ルーズコントロールが自動で解除された

ときの条件が解消されてから、再びセッ

さい。条件が解消されてもセットできな

tシステムの異常が考えられます。通常

せんが、SUBARU販売店で点検を受け
EyeSigh

警  告
滑りやすい路面では全車速追従機能付クルーズコントロールを

使用しない。

• 思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
• 緊急時以外はセレクトレバーを“N”にしない。

－ セレクトレバーを“N”にすると全車速追従機能付クルー

ズコントロールは自動的に解除されますが、エンジンブ

レーキが効かなくなり、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

• 車両が停止してから約1秒経過する前にシステムによる自動

解除が行われた場合、電動パーキングブレーキは作動しな

い。

P.324参照

知  識
• EyeSightシステムが

み画面を表示します

度プッシュエンジン

ジンを始動してくだ

続けるときは、全車

用ができません。通

SUBARU販売店で点

P.401参照

• EyeSightシステムが

り込み画面を表示し

P.401参照

• 全車速追従機能付ク

ときは、解除された

ト操作を行ってくだ

いときは、EyeSigh

走行には支障ありま

てください。
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解

ントロール解除中に （クルーズ）

）と車間設定表示灯および自車表示灯

クルーズコントロールがOFFになり

チを押してクルーズメインOFFし

ーズコントロールから定速クルーズ

えたとき

リーされていない場合、RES/＋ス

自車速がセットされます。

ルーズコントロールを
eSight / 全車速追従機能付クルーズコントロール
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除からの復帰（セット車速の再セット）

前回のセット車速がメモリーされているとき、その車速に再度

セットする場合はRES/＋スイッチを押します。（メーター内が再

度セット状態の表示になります）

全車速追従機能付クルーズコ

スイッチを押すと （白色

が消灯し、全車速追従機能付

ます。

知  識
• 次の場合はメモリーされているセット車速が消去されます。

－ （クルーズ）スイッ

たとき

－ 全車速追従機能付クル

コントロールに切り替

• 前回のセット車速がメモ

イッチを押すと、現在の

P.316参照

全車速追従機能付ク
OFFにするとき

知  識
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んでいるとき

の場合にはブレーキ踏み増し要求警報は

ます。

の車速の差が小さいとき

の車速より速いとき

り込んできたとき

とき

り返されるとき

しては認識が遅れて、ブレーキ踏み増し

ことがあります。

尾で停車中の車両

速が遅い車両

一車線上の先行車を認識します。ただ

態、先行車の状態によっては認識距離が

す。
EyeSigh

ブレーキ踏み増し要求警報

ブレーキ踏み増し要求警報は全車速追従機能付クルーズコント

ロールによる追従走行中に作動します。ブレーキ制御による減速

では不十分と判断した場合、運転者に注意を促す機能です。

この機能が作動すると、ブザー（ピピピ…）が鳴り、割り込み画

面を表示します。

ブレーキ踏み増し要求警報が作動した場合は、ブレーキペダルを

踏んで減速し、適切な車間距離を確保してください。

その他の機能

警  告
ブザー（ピピーンやピピピ…など）の音が頻繁に鳴るような状

況では、全車速追従機能付クルーズコントロールを使用しない

でください。

次の場合にはブレーキ踏み増し要求警報は作動しません。

• アクセルペダルを踏んでいるとき

• ブレーキペダルを踏

短い車間距離でも、次

作動しないことがあり

• 先行車の車速と自車

• 先行車の車速が自車

• 他車が至近距離に割

• 先行車が急減速した

• 上り坂、下り坂が繰

次のような先行車に対

要求警報が作動しない

• 料金所や渋滞の最後

• 自車速より極端に車

知  識
前方約130 m以内の同

し、交通環境、走行状

短くなる場合がありま

警  告
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信

使用しない。

ど、自動車専用道路での使用を想定

た運転はしない。

を常にお知らせする機能ではありま

状況で動作するものではありませ

路の状況により検知しにくい場合が

では、システムが正しく動作しませ

に赤い物体があるとき（鉄道用信

板など）

たり、凍結しているとき

濃霧など）

る道路以外の信号が見えるとき

離れているとき

近く、ステレオカメラの視野範囲か

とき（信号機の上方や信号機から離

とき

機能はありません。
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号認識機能

全車速追従機能付クルーズコントロールをセット中に信号認識機

能が作動すると、ブザー（ピッ）が鳴り、割り込み画面を表示す

るとともに加速を緩やかにします。

信号認識機能は次の条件をすべて満たすと作動します。

• 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしている

• 自車速がセット車速を下回っている

• 先行車を認識していない

• 赤信号を検知

• 矢印信号を検知していない

ただし、アクセルペダルやブレーキペダルを操作すると割り込み

画面は消え、加速抑制制御も解除されます。

警  告
全車速追従機能付クルーズコントロールを使用する際は次のこ

とをお守りください。守らないと思わぬ事故につながるおそれ

があります。

• 自動車専用道路以外では

－ 高速道路や有料道路な

しています。

• 信号認識機能のみに頼っ

－ 信号認識機能は赤信号

せん。また、あらゆる

ん。

信号認識機能は、天候や道

あります。特に、次の状況

ん。

• 信号と同じくらいの高さ

号、高速道路の案内掲示

• 信号機に雪が付着してい

• 悪天候時（雨天、降雪、

• 合流時など、走行してい

• 自車と信号機との距離が

• 自車と信号機との距離が

ら外れているとき

• 矢印信号の位置が特殊な

れた位置にあるとき）

• 赤信号や矢印信号が暗い

知  識
赤信号を認識して減速する

警  告
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追従操舵機能は自動運転システムではあ

車追従操舵機能を過信しない。

ドル手放し運転などを補助する装置では

ハンドルを握って運転してください。

行車追従操舵機能はあらゆる状況で作動

ません。車線の維持を車線中央維持・先

のみに頼っていると、車線のわきの障害

衝突するなどの事故につながるおそれが

や並走車との距離や周囲の状況、周辺環

運転に努めてください。

制御タイミングがお客様の運転操作の感

安全な運転を支援できないため、車線中

操舵機能を使用しない。
EyeS

 車線中央維持・先行車追従操舵機能
高速道路や自動車専用道路を走行時、ステレオカメラが区画線や

先行車を認識して自車の車線維持走行を補助したり、電動パワー

ステアリングと協調してハンドル操作をアシストするシステムで

す。

この機能は全車速追従機能付クルーズコントロールをセットして

いるときに使用できます。自車速0 km/h～約120 km/hで走行

しているとき、システムが区画線または先行車を認識し、車両が

車線の中央付近を維持するようにハンドル操作をアシストしま

す。

警  告
車線中央維持・先行車

りません。

• 車線中央維持・先行

－ わき見運転やハン

ありません。必ず

－ 車線中央維持・先

するものではあり

行車追従操舵機能

物や隣車線の車に

あります。

－ 運転時は、先行車

境に注意し、安全

• システムの制御量や

覚と異なる場合は、

央維持・先行車追従
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ランプなどのランプ類を改造したと

行が不安定なとき

）が点灯しているとき※2

、極端に車両が傾いているとき

いるとき

告灯が正常に点灯・消灯しない場合

、液晶表示が通常時と異なるなど、

常があるとき※3

は大変重要な役割を果たしています

用してください。

）が消灯しないときは、直ちに安全

BARU販売店に連絡し、点検を受けて

従操舵機能は、高速道路や有料道路

の使用を想定している。次のような

つながるおそれがあるので、車線中

機能を使用しない。

路以外）

な場合など）により、交通の状況に

場合があり、事故につながるおそれ
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• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し

てから使用する。

「メンテナンスノート」参照

• 次の状況では、システムが正しく動作しないため、車線中央

維持・先行車追従操舵機能を使用しない。

－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

－ 摩耗したタイヤ、または摩耗差の著しいタイヤを装着して

いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイヤを装着しているとき※1

－ ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱

落、ずれなど）※1

－ ホイールアライメントが規定値から外れているとき※1

－ パンク修理キットで応急修理をしたとき

－ サスペンションを改造したとき（スバル純正品を含む）

－ ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車体に取り付

けたとき

－ タイヤチェーンを装着しているとき

－ スペアタイヤを使用しているとき

－ ハンドルに異常な振動を感じるとき、または通常よりもハ

ンドルが重いと感じるとき

－ ハンドルを指定品以外に交換しているとき

－ ヘッドランプが汚れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

どが付着していたりするとき（対象物を正しく照射できず

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がずれているとき（対象物を正しく照

射できず認識しづらい）

警  告
－ ヘッドランプ、フォグ

き

－ 事故や故障で自車の走

－ ブレーキ警告灯（赤色

－ 荷物の積載などにより

－ 定員を超えているとき

－ 車両などをけん引して

－ メーターの表示灯、警

や、ブザーが鳴らない

メーターに何らかの異

※1: ホイールおよびタイヤ

ので、適正なものを使

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色

な場所に停車し、SU

ください。

P.129参照

※3: メーターの機能、動作

P.100参照

• 車線中央維持・先行車追

など、自動車専用道路で

状況では、思わぬ事故に

央維持・先行車追従操舵

－ 一般道（自動車専用道

道路環境（道路が複雑

沿った走行ができない

があります。

警  告
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曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

ステレオカメラの視界を遮っているとき

に光が当たっているとき

の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

レオカメラが車線を認識できないおそれ

たカヌーなどがステレオカメラの視界を

では、ステレオカメラでの区画線の認識

、システムが適切に動作できないおそれ

ネル内でヘッドランプを点灯していない

降雪、濃霧など）

反射しているとき

（矢印や文字など）が存在しているとき

区画線が見づらいとき

り込んできたとき、または前方の車が車

激に変化するとき
EyeS

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

－ 急カーブがある道

－ 古い区画線が残っているとき

－ 停止車両を避けるとき

－ 路面に雪や水たまり、融雪剤が残っているとき

－ 路面にひび割れや補修の跡があるとき

－ 凍結路や積雪路など滑り易い路面

タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま

す。

－ インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、

サービスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入す

るとき

－ 先行車や対向車が巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞

う砂や煙、水蒸気が前方にあるとき

警  告
－ フロントガラスに

傷などがついて、

や、その汚れなど

－ フロントガラス上

いないため、ステ

があるとき

－ ルーフ上に積載し

遮っているとき

• 次に挙げる状況など

が困難な場合があり

がある。

－ 夜間、またはトン

とき

－ 悪天候時（雨天、

－ 路面がぬれて光が

－ 車線内に道路標示

－ 車間距離が短く、

－ 隣車線から車が割

線変更したとき

－ カーブの形状が急

警  告
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ェンジ、ジャンクション、サービス

リア入口などの分岐レーンに差しか

るとき

高架下など明るさが変化するとき
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－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき

－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき

－ 車線の幅が変化したとき

－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き

• 区画線がない、または消えかかっている

• 区画線が黄色で描かれている

• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい

• 区画線が二重に描かれている

• 区画線の幅が細いなど

• 区画線以外の線が路面に描かれている

• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

警  告

－ 高速道路のインターチ

エリア、パーキングエ

かったとき

－ 路肩に縁石や側壁があ

－ トンネルの出入り口や

警  告



ight / 車線中央維持・先行車追従操舵機能

335

激に変化するとき（カーブの出入り口、

が連続している道路など）

止車両や障害物を避けるとき

車線近くの車両（自動二輪車など）を追
EyeS

－ フロントウォッシャーの使用中または使用後で、フロント

ガラスが十分に拭き取れていないとき

• 次の状況では、ステレオカメラでの先行車の認識がしづらく

なり、先行車追従操舵機能が適切に動作できないおそれがあ

る。また、先行車の動きや周囲の交通状況により、並走車や

ガードレールにぶつかるなど思わぬ事故につながるおそれが

ある。

－ 先行車が車線変更、右左折などをするとき

－ 先行車がふらついて走行しているとき

－ 先行車が車線の中央を走らず、区画線をまたいだり、車線

の端を偏走しているとき

警  告

－ 先行車の挙動が急

クランク、カーブ

－ 先行車が路肩の停

－ 自車線内または自

い抜くとき

警  告
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の使用中または使用後で、フロント

れていないとき

線中央維持・先行車追従操舵機能の

いことがある。また、車線中央維

が作動しないことや作動が解除され

した直後

ヤ空気圧調整直後

理または交換をした直後

り装置を修理・交換した直後

レスタイヤ）や純正品以外のタイヤ

するとき（上り坂、下り坂）

が大きいとき、または急激に変化す

つなぎ目

ンジン始動直後

従操舵機能を使用しないときは、必

追従操舵機能をOFFにする。
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－ 先行車の横を自動二輪車などが並走や、すり抜けて走行し

ているとき

－ 先行車と自車の間に別の車両が割り込んできたとき

－ 先行車がウインカー、ハザードランプ、リヤフォグランプ

を点灯しているとき

－ 夜間、またはトンネル内でヘッドランプを点灯していない

とき

－ 夜間またはトンネル内で先行車のテールランプが点灯して

いないとき

• 先行車が特殊な形状の車両のときや周囲の環境により、先行

車追従操舵機能の継続が困難な場合がある。

－ 先行車の最後面が小さい、低い、または凹凸のあるとき。

荷台にあおりがない空荷のトラック、後端から積荷が飛び

出している車両、特殊な形状の車両（キャリアカー、サイ

ドカーなど）、車高の低い車両のとき

－ 先行車が軽自動車、自動二輪車などの幅の狭い車両のとき

－ 先行車と速度差がある（先行車が離れていってしまう）と

き

－ 悪天候（強い雨、降雪、濃霧など）で先行車が見えづらい

とき

－ 先行車の最後面に太陽光やヘッドランプなどの光が反射し

ているとき

－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき

－ トンネルの出入り口や高架下など明るさが変化するとき

警  告
－ フロントウォッシャー

ガラスが十分に拭き取

注  意
• 次に挙げる状況では、車

性能を十分に発揮できな

持・先行車追従操舵機能

ることがある。

－ 車両重量が極端に変化

－ タイヤ交換直後やタイ

－ カメラ関係の調整・修

－ サスペンションや舵取

－ 冬用タイヤ（スタッド

を装着しているとき

－ 横風を受けているとき

－ 路面勾配が急激に変化

－ 路面の横断方向の勾配

るとき

－ 路面の凸凹、うねり、

－ 加減速度が大きいとき

－ 外気温が低いときのエ

－ 外気温が高いとき

• 車線中央維持・先行車追

ず車線中央維持・先行車

P.342参照

警  告
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ーズコントロールをセット中、 （レーン

します。

）および車線表示灯（灰色）が点灯しま

行車追従操舵機能の使用方法
EyeS

全車速追従機能付クル

キープ）スイッチを押

メーター内に （白色

す。

－ 車線中央維持・先行車追従操舵機能をONのままにしてい

る場合、思わぬ場面で作動してしまうなどして、事故につ

ながるおそれがあります。

• （レーンキープ）スイッチをONにすると、電動パワー

ステアリングの操作力が変化することがある。

注  意 車線中央維持・先



Ey
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路を走行している（区画線を認識し

いる（区画線を認識しているとき）

ステム作動表示灯（緑色）またはド

テムOFF表示灯が点灯している

色に切り替わります。その時、区画

合は車線表示灯が青色に点灯し、先

場合はレーンキープ先行車表示灯が

により左右いずれかのみ青色になる

、先行車追従操舵によって車が制御

表示灯は青色になりません。
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車線中央維持・先行車追従操舵機能は、次の条件をすべて満たす

と作動します。

• 全車速追従機能付クルーズコントロールをセットしている

• プリクラッシュブレーキをONにしている

• 自車速0 km/h～約120 km/hで走行している

• システムが区画線、または先行車を認識している

（先行車追従操舵機能は、約60 km/h以上では作動しません。）

• 運転者がハンドルを操作している

• 直線または、緩やかなカーブを走行している

• 車線幅約3 m～約4 mの道

ているとき）

• 車線の中央付近を走行して

• ドライバーモニタリングシ

ライバーモニタリングシス

• 運転者が前方を見ている

作動中は、 が白色から緑

線を認識して作動している場

行車を認識して作動している

青色に点灯します。

警  告
先行車追従操舵機能が作動しているとき（区画線を認識してい

ないとき）は、先行車の車線変更などにも追従してハンドルを

切る動きをします。常に周囲の並走車や障害物へ注意し、必要

に応じてハンドルを操作してください。ハンドル操作を先行車

追従操舵機能のみに頼っていると、思わぬ事故につながりま

す。

注  意
ハンドルを強く握っていると、システムが運転者が操作したと

判断しアシストを弱める場合があります。

知  識
• 約40 km/h以下では区画線と先行車を併用して作動するこ

とがあります。

• は、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてから、再

度エンジンを始動しても、プッシュエンジンスイッチを

OFFにする前の状態を保ちます。

知  識
• 車線表示灯は、認識状態

ことがあります。

• 区画線を認識しておらず

されている場合は、車線
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解除

車線中央維持・先行車追従操舵機能が一時

ー内の が白色に変わり、レーンキープ

ます。

む

ッチを押して全車速追従機能付クルーズコ

る

操作し、その方向へハンドルを操作する

解除

は、車線中央維持・先行車追従操舵機能が

。その際、ブザー（ピピーン）と割り込み

機能が解除されたことをお知らせします。

ー内の が白色に変わり、レーンキープ

ます。

画線および先行車をレーンキープの対象と

ったとき

ルーズコントロールがシステムにより自動

れるために、ハンドルを操作したと判断し

大きくまたは速く切ったとき

うとしているとき

いるとき

行車追従操舵機能の解除方法
EyeS

運転者の操作による

次のいずれかの操作で

的に解除されます。

一時解除中は、メータ

先行車表示灯が消灯し

• ブレーキペダルを踏

• （クルーズ）スイ

ントロールを解除す

• ウインカーレバーを

システムによる自動

次に挙げる状況などで

一時的に解除されます

画面により、運転者に

一時解除中は、メータ

先行車表示灯が消灯し

• システムが両側の区

して認識できなくな

• 全車速追従機能付ク

解除されたとき

P.326参照

• 運転者が車線からそ

たとき

• 運転者がハンドルを

• 急カーブに進入しよ

• 急カーブを走行して

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能はドライバーモニタリン

グシステムの設定をOFFにしていても、ドライバーモニタ

リングシステムの情報を利用しています。

P.425参照

• ドライバーモニタリングシステムが運転者の状態を正しく検

知できないときや、故障や一時停止しているときには、車線

中央維持・先行車追従操舵機能が使用できないことがありま

す。

知  識 車線中央維持・先



Ey

3

に、運転者がハンドルを強めに操作

システムが運転者の居眠り、わき見

システムが故障または一時停止して

システムが運転者の状態を検出でき

ている

したとき（ （黄色）が点灯してい

停止したとき（ （白色）が点灯し
eSight / 車線中央維持・先行車追従操舵機能
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• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシ

ストの継続が困難と判断したとき

• 以下の条件で警報が作動中

したとき

－ ドライバーモニタリング

を検出している

－ ドライバーモニタリング

いる

－ ドライバーモニタリング

ない状態が一定時間続い

• EyeSightシステムが故障

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時

ている）

P.401参照
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ングシステムが運転者の異常を検知したと

リングシステムが運転者の異常を検知する

に割り込み画面を表示します。

ハンドル操作や前方を見ている状態が検知

の警告画面が表示され、ドライバー異常時

動します。
EyeS

• 一定時間、システムが運転者のハンドル操作を検知できなかっ

たとき

－ システムがハンドル操作のないことを検知すると、割り込み

画面を表示します。その状態がさらに続くと、警報音が鳴

り、段階的に警告画面を表示します。

－ それでもシステムがハンドル操作を検知できなかった場合は

ハンドル操作要求の警告画面が表示され、ドライバー異常時

対応システムが作動します。

P.471参照

• ドライバーモニタリ

き

－ ドライバーモニタ

と、警報音ととも

－ それでも運転者の

できない場合は次

対応システムが作

P.471参照
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チを押すとOFFとなり、メーター内

消灯します。

車追従操舵機能をOFFに
eSight / 車線中央維持・先行車追従操舵機能
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（レーンキープ）スイッ

の および車線表示灯が

知  識
• 次のような場合にシステムが運転者のハンドル操作を正しく

検知できず、ドライバー異常時対応システムが作動すること

があります。

－ ハンドルにカバーを取り付けたとき

－ 運転者が手袋をしているとき

－ ハンドルに異物が付着しているとき

－ ハンドルのスポーク部などのセンサーが無い部分を握って

いるとき

－ ハンドルを片手で操作しているとき

• ドライバーモニタリングシステムが運転者の状態を正しく検

知できない場合、故障または一時停止した場合に、ドライ

バー異常時対応システムが作動することがあります。

車線中央維持・先行
するとき
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が作動中で区画線を認識していないとき

報および車線逸脱警報は作動しない。

い、必要に応じてハンドルを操作する。

報のみに頼っていると思わぬ事故につな

警報をOFFにしても作動します。
EyeS

車線中央維持機能の作動中に、車線を逸脱する可能性があると判

断した場合、運転者に注意を促します。

逸脱回避要求警報が作動するとブザー（ピピピッ）が鳴り、割り

込み画面を表示します。

逸脱回避要求警報が作動した場合は、ハンドルを操作して車線か

らの逸脱を回避してください。

逸脱回避要求警報 警  告
• 先行車追従操舵機能

は、逸脱回避要求警

• 常に周囲に注意を払

車線逸脱の判断を警

がる。

知  識
この機能は、車線逸脱

P.372参照
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3

 車
タイミングがお客様の運転操作の感

な運転を支援できないため、車線逸

。

ブレーキに異常がないことを確認し

参照

が正しく動作しないため、車線逸脱

でないとき※1

は摩耗差の著しいタイヤを装着して

ヤを装着しているとき※1

常なとき（バランスウェイトの脱

が規定値から外れているとき※1

急修理をしたとき

したとき（スバル純正品を含む）

を妨げるようなものを車体に取り付

しているとき

ているとき

を感じるとき、または通常よりもハ

とき

に交換しているとき
eSight / 車線逸脱抑制機能
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線逸脱抑制機能
この機能はシステムが区画線を認識し、高速道路や自動車専用道

路を自車速約60 km/h以上で走行時、車両が車線を逸脱しそうに

なるとシステムが車線逸脱回避方向にハンドル操作をアシスト

し、車線からの逸脱を抑制します。

警  告
車線逸脱抑制機能は自動運転システムではありません。

• 車線逸脱抑制機能を過信しない。

－ わき見運転やハンドル手放し運転などを補助する装置では

ありません。必ずハンドルを握って運転してください。

－ 車線逸脱抑制機能はあらゆる状況で作動するものではあり

ません。車線の維持を車線逸脱抑制機能のみに頼っている

と、車線のわきの障害物や隣車線の車に衝突するなどの事

故につながるおそれがあります。

－ 運転時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周辺環

境に注意し、安全運転に努めてください。

• システムの制御量や制御

覚と異なる場合は、安全

脱抑制機能を使用しない

• 日常点検でタイヤおよび

てから使用する。

「メンテナンスノート」

• 次の状況では、システム

抑制機能を使用しない。

－ タイヤの空気圧が適正

－ 摩耗したタイヤ、また

いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイ

－ ホイールバランスが異

落、ずれなど）※1

－ ホイールアライメント

－ パンク修理キットで応

－ サスペンションを改造

－ ステレオカメラの視界

けたとき

－ タイヤチェーンを装着

－ スペアタイヤを使用し

－ ハンドルに異常な振動

ンドルが重いと感じる

－ ハンドルを指定品以外

警  告
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、高速道路や有料道路など、自動車専用

している。次のような状況では、思わぬ

れがあるので、車線逸脱抑制機能を使用

用道路以外）

複雑な場合など）により、交通の状況に

ない場合があり、事故につながるおそれ

線規制や仮設の車線があるとき

ているとき

とき

り、融雪剤が残っているとき

補修の跡があるとき
－ ヘッドランプが汚れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

どが付着していたりするとき（対象物を正しく照射できず

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸がずれているとき（対象物を正しく照

射できず認識しづらい）

－ ヘッドランプ、フォグランプなどのランプ類を改造したと

き

－ 事故や故障で自車の走行が不安定なとき

－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき※2

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 定員を超えているとき

－ 車両などをけん引しているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なるなど、

メーターに何らかの異常があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしています

ので、適正なものを使用してください。

P.759参照

※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能、動作

P.100参照

警  告
• 車線逸脱抑制機能は

道路での使用を想定

事故につながるおそ

しない。

－ 一般道（自動車専

道路環境（道路が

沿った走行ができ

があります。

－ 工事などによる車

－ 急カーブがある道

－ 古い区画線が残っ

－ 停止車両を避ける

－ 路面に雪や水たま

－ 路面にひび割れや

警  告
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んできたとき、または前方の車が車

変化するとき

ールなどの影が重なっているとき

光などによる逆光やヘッドランプの

あるいは広いとき

き

の認識性能から見て認識しづらいと

は消えかかっている

れている

色と似ていて見えにくい

れている

ど

面に描かれている
eSight / 車線逸脱抑制機能
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－ 凍結路や積雪路など滑り易い路面

タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがありま

す。

－ インターチェンジ、ジャンクションなどの急カーブや、

サービスエリア、パーキングエリア、料金所などに進入す

るとき

－ 先行車や対向車が巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞

う砂や煙、水蒸気が前方にあるとき

－ フロントガラスに曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

傷などがついて、ステレオカメラの視界を遮っているとき

や、その汚れなどに光が当たっているとき

－ フロントガラス上の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

いないため、ステレオカメラが車線を認識できないおそれ

があるとき

－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき

• 次に挙げる状況などでは、ステレオカメラでの区画線の認識

が困難な場合があり、システムが適切に動作できないおそれ

がある。

－ 夜間、またはトンネル内でヘッドランプを点灯していない

とき

－ 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

－ 路面がぬれて光が反射しているとき

－ 車線内に道路標示（矢印や文字など）が存在しているとき

－ 車間距離が短く、区画線が見づらいとき

警  告
－ 隣車線から車が割り込

線変更したとき

－ カーブの形状が急激に

－ 区画線の上にガードレ

－ 前方から強い光（太陽

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、

－ 車線の幅が変化したと

－ 車線がステレオカメラ

き

• 区画線がない、また

• 区画線が黄色で描か

• 区画線の色が路面の

• 区画線が二重に描か

• 区画線の幅が細いな

• 区画線以外の線が路

警  告
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があるとき

口や高架下など明るさが変化するとき

ャーの使用中または使用後で、フロント

き取れていないとき

、車線逸脱抑制機能の性能を十分に発揮

。また、車線逸脱抑制機能が作動しない

れることがある。

変化した直後

タイヤ空気圧調整直後

・修理または交換をした直後

舵取り装置を修理・交換した直後

ッドレスタイヤ）や純正品以外のタイヤ

き

とき

変化するとき（上り坂、下り坂）

勾配が大きいとき、または急激に変化す

り、つなぎ目

とき

のエンジン始動直後

使用しないときは、必ず車線逸脱抑制機
• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

－ 高速道路のインターチェンジ、ジャンクション、サービス

エリア、パーキングエリア入口などの分岐レーンに差し掛

かったとき

警  告
－ 路肩に縁石や側壁

－ トンネルの出入り

－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭

注  意
• 次に挙げる状況では

できないことがある

ことや作動が解除さ

－ 車両重量が極端に

－ タイヤ交換直後や

－ カメラ関係の調整

－ サスペンションや

－ 冬用タイヤ（スタ

を装着していると

－ 横風を受けている

－ 路面勾配が急激に

－ 路面の横断方向の

るとき

－ 路面の凸凹、うね

－ 加減速度が大きい

－ 外気温が低いとき

－ 外気温が高いとき

• 車線逸脱抑制機能を

能をOFFにする。

P.351参照

警  告
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ディスプレイを操作して、車線逸脱

yeSight設定項目の「車線逸脱防止機

「車線逸脱防止制御のみON」を選択

ります。

ると、メーター内に車線表示灯（灰

ます。

件をすべて満たすとスタンバイ状態

が点灯します。

0 km/hで走行している

ている

ている

操舵機能が作動していない

路を走行している

ブを走行している

いる

使用方法
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センターインフォメーション

抑制機能をONにします。E

能」で「すべてON」または

すると、この機能がONにな

P.118参照

車線逸脱抑制機能をONにす

色）と自車表示灯が表示され

車線逸脱抑制機能は、次の条

になり、車線表示灯（白色）

• 自車速約60 km/h～約12

• システムが区画線を認識し

• 運転者がハンドルを操作し

• 車線中央維持・先行車追従

• 車線幅約3 m～約4 mの道

• 直線、または緩やかなカー

• 車線の中央付近を走行して

－ 車線逸脱抑制機能をONのままにしている場合、思わぬ場

面で作動してしまうなどして、事故につながるおそれがあ

ります。

• 車線逸脱抑制機能をONにすると、電動パワーステアリング

の操作力が変化することがある。

知  識
• 車線逸脱抑制機能が長時間連続で作動した場合は、警報音が

鳴り、割り込み画面を表示します。

• ハンドルを操作せず、連続して車線逸脱抑制機能が作動した

場合も警報音が鳴り、割り込み画面を表示します。このと

き、作動回数によっては車線逸脱抑制機能の作動が終了して

も、警報を続ける場合があります。

P.112参照

• 一定時間、車線逸脱抑制機能が作動していない、または車線

逸脱抑制機能が解除されると警報が終了します。

P.350参照

注  意 車線逸脱抑制機能の
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添えた状態が続いたり、ハンドルを操作

能が一時的に解除され、割り込み画面が

、そのままでは車線から逸脱するとシス

に作動します。そのため、車線逸脱警報

ングで作動します（周囲の環境、道路状

す）。

ンバイ状態または作動中に片側のみ表示

す。

よびエマージェンシーレーンキープアシ

にしているときは、以下のように制御が

レーンキープアシスト作動後、後方車両

た後でも、まだ自車が車線を逸脱しそう

抑制制御に切り替わります。

が作動中に後方車両の接近を検知すると

レーンキープアシストに切り替わりま

、プッシュエンジンスイッチをOFFに

ジンを始動しても、プッシュエンジンス

前の状態を保ちます。

抑制機能は作動しません。

クルーズコントロールをセット中に

灯しているとき
• マルチモードVDCをOFFモード以外にしている

車線を逸脱しそうになると、車線逸脱抑制機能が作動を開始しま

す。逸脱のおそれがある車線側の車線表示灯が白色から黄色に変

わります。

知  識
• ハンドルに手を軽く

していない場合、機

表示されます。

• 車線逸脱抑制機能は

テムが判断したとき

に比べて早いタイミ

況によって異なりま

• 車線表示灯は、スタ

されることがありま

• 車線逸脱抑制制御お

ストが両方ともON

切り替わります。

－ エマージェンシー

が接近しなくなっ

な場合は車線逸脱

－ 車線逸脱抑制機能

エマージェンシー

す。

• 車線逸脱抑制機能は

してから、再度エン

イッチをOFFにする

• 次の場合は車線逸脱

－ 全車速追従機能付

（白色）が点
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運

シ

になったとき、または約145 km/h

が作動したとき

モードにしたとき

ずれかのドアを開けたとき

したとき

かかっているとき

“M”以外にしたとき

者のハンドル操作を検知できなかっ

のないことを検知すると、割り込み

込み画面はシステムがハンドル操作

けます。ハンドル操作を検知できな

抑制機能が一時的に解除されます。

ているとき

き

作アシストの継続が困難と判断した
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転者の操作による解除

次のいずれかの操作で車線逸脱抑制機能が一時的に解除されま

す。

一時解除中は、車線表示灯が灰色になります。

• ブレーキペダルを強く踏む

• ウインカーレバーを操作する

• 車線変更などのために、運転者がハンドルを操作したとシステ

ムが判断したとき

• ハザードランプスイッチをONにする

ステムによる自動解除

次に挙げる状況などでは、車線逸脱抑制機能が一時的に解除され

ます。その際、ブザー（ピピーン）と割り込み画面により、運転

者に機能が解除されたことをお知らせします。

一時解除中は、車線表示灯が灰色になります。

• システムが区画線を認識できなくなったとき

• 自車速が約60 km/h未満

を超えたとき

• VDC機能またはTCS機能

• マルチモードVDCをOFF

• 運転席・助手席・後席のい

• 運転席のシートベルトを外

• 電動パーキングブレーキが

• セレクトレバーを“D”、

• 一定時間、システムが運転

たとき

－ システムがハンドル操作

画面を表示します。割り

を検知するまで表示し続

い状態が続くと車線逸脱

• 急カーブに進入しようとし

• 急カーブを走行していると

• 路面環境によりハンドル操

とき

車線逸脱抑制機能の解除方法
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シーレーンキープアシ

道路を自車速約60 km/h以上で走行時、隣

近しているにもかかわらず車両が車線を逸

テムが車線逸脱回避方向にハンドル操作を

の逸脱を抑制します。このときブザー（ピ

り込み画面を表示します。

ンキープアシストは自動運転システムで

ーンキープアシストを過信しない。

ドル手放し運転などを補助する装置では

ハンドルを握って運転してください。
EyeSigh

• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシ

ストの継続が困難と判断したとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯してい

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯し

ている）

P.401参照

センターインフォメーションディスプレイを操作して、車線逸脱

抑制機能をOFFにします。EyeSight設定項目の「車線逸脱防止

機能」で「警報音のみON」または「すべてOFF」を選択すると、

この機能がOFFになります。

P.118参照

 エマージェン
スト
高速道路や自動車専用

接車線の後方車両が接

脱しそうになるとシス

アシストし、車線から

ピピッ …）が鳴り、割
知  識

次のような場合にシステムが運転者のハンドル操作を正しく検

知できないことがあります。

• ハンドルにカバーを取り付けたとき

• 運転者が手袋をしているとき

• ハンドルに異物が付着しているとき

• ハンドルのスポーク部などのセンサーが無い部分を握ってい

るとき

• ハンドルを片手で操作しているとき

車線逸脱抑制機能をOFFにするとき
警  告

エマージェンシーレー

はありません。

• エマージェンシーレ

－ わき見運転やハン

ありません。必ず
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は摩耗差の著しいタイヤを装着して

ヤを装着しているとき※1

常なとき（バランスウェイトの脱

が規定値から外れているとき※1

急修理をしたとき

したとき（スバル純正品を含む）

を妨げるようなものを車体に取り付

しているとき

ているとき

を感じるとき、または通常よりもハ

とき

に交換しているとき

いたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

るとき（対象物を正しく照射できず

ずれているとき（対象物を正しく照

）

ランプなどのランプ類を改造したと

行が不安定なとき

）が点灯しているとき※2

、極端に車両が傾いているとき
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－ エマージェンシーレーンキープアシストはあらゆる状況で

作動するものではありません。車線の維持をエマージェン

シーレーンキープアシストのみに頼っていると、車線のわ

きの障害物や隣車線の車に衝突するなどの事故につながる

おそれがあります。

－ 運転時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周辺環

境に注意し、安全運転に努めてください。

• システムの制御量や制御タイミングがお客様の運転操作の感

覚と異なる場合は、安全な運転を支援できないため、エマー

ジェンシーレーンキープアシストを使用しない。

• エマージェンシーレーンキープアシストは、隣接車線上の車

両（後方車両）に接近しているときに自車が車線から逸脱し

そうになった場合のみ作動します。そのため、以下に対して

は適切に動作しない。

－ 軽車両、自動二輪車、特殊な形状の車両

－ 自転車

－ 歩行者

－ 急に車両が現れた場合

－ 車両の一部が隠れている場合

－ その他、衝突の危険性がないとシステムが判断した場合

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し

てから使用する。

「メンテナンスノート」参照

• 次の状況では、システムが正しく動作しないため、エマー

ジェンシーレーンキープアシストを使用しない。

－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

警  告
－ 摩耗したタイヤ、また

いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイ

－ ホイールバランスが異

落、ずれなど）※1

－ ホイールアライメント

－ パンク修理キットで応

－ サスペンションを改造

－ ステレオカメラの視界

けたとき

－ タイヤチェーンを装着

－ スペアタイヤを使用し

－ ハンドルに異常な振動

ンドルが重いと感じる

－ ハンドルを指定品以外

－ ヘッドランプが汚れて

どが付着していたりす

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸が

射できず認識しづらい

－ ヘッドランプ、フォグ

き

－ 事故や故障で自車の走

－ ブレーキ警告灯（赤色

－ 荷物の積載などにより

－ 定員を超えているとき

警  告
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ているとき

とき

り、融雪剤が残っているとき

補修の跡があるとき

ど滑り易い路面

車のコントロールを失うおそれがありま

、ジャンクションなどの急カーブや、

パーキングエリア、料金所などに進入す

巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞

が前方にあるとき

曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

ステレオカメラの視界を遮っているとき

に光が当たっているとき
EyeSigh

－ 車両などをけん引しているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なるなど、

メーターに何らかの異常があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしています

ので、適正なものを使用してください。

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能、動作

P.100参照

• エマージェンシーレーンキープアシストは、高速道路や有料

道路など、自動車専用道路での使用を想定している。次のよ

うな状況では、思わぬ事故につながるおそれがあるので、エ

マージェンシーレーンキープアシストを使用しない。

－ 一般道（自動車専用道路以外）

道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に

沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ

があります。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

警  告

－ 急カーブがある道

－ 古い区画線が残っ

－ 停止車両を避ける

－ 路面に雪や水たま

－ 路面にひび割れや

－ 凍結路や積雪路な

タイヤが空転し、

す。

－ インターチェンジ

サービスエリア、

るとき

－ 先行車や対向車が

う砂や煙、水蒸気

－ フロントガラスに

傷などがついて、

や、その汚れなど

警  告
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変化するとき

ールなどの影が重なっているとき

光などによる逆光やヘッドランプの

あるいは広いとき

き

の認識性能から見て認識しづらいと

は消えかかっている

れている

色と似ていて見えにくい

れている

ど

面に描かれている

が隣接している
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－ フロントガラス上の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

いないため、ステレオカメラが車線を認識できないおそれ

があるとき

－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき

• 次に挙げる状況などでは、ステレオカメラでの区画線の認識

が困難な場合があり、システムが適切に動作できないおそれ

がある。

－ 夜間、またはトンネル内でヘッドランプを点灯していない

とき

－ 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

－ 路面がぬれて光が反射しているとき

－ 車線内に道路標示（矢印や文字など）が存在しているとき

－ 車間距離が短く、区画線が見づらいとき

－ 隣車線から車が割り込んできたとき、または前方の車が車

線変更したとき

警  告
－ カーブの形状が急激に

－ 区画線の上にガードレ

－ 前方から強い光（太陽

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、

－ 車線の幅が変化したと

－ 車線がステレオカメラ

き

• 区画線がない、また

• 区画線が黄色で描か

• 区画線の色が路面の

• 区画線が二重に描か

• 区画線の幅が細いな

• 区画線以外の線が路

• 区画線に壁やポール

警  告
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口や高架下など明るさが変化するとき

ャーの使用中または使用後で、フロント

き取れていないとき

、エマージェンシーレーンキープアシス

揮できないことがある。また、エマー

ープアシストが作動しないことや作動が

る。

変化した直後

タイヤ空気圧調整直後

・修理または交換をした直後

舵取り装置を修理・交換した直後

ッドレスタイヤ）や純正品以外のタイヤ

き

とき

変化するとき（上り坂、下り坂）

勾配が大きいとき、または急激に変化す

り、つなぎ目

とき

のエンジン始動直後
EyeSigh

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

－ 高速道路のインターチェンジ、ジャンクション、サービス

エリア、パーキングエリア入口などの分岐レーンに差し掛

かったとき

－ 路肩に縁石や側壁があるとき

警  告
－ トンネルの出入り

－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭

注  意
• 次に挙げる状況では

トの性能を十分に発

ジェンシーレーンキ

解除されることがあ

－ 車両重量が極端に

－ タイヤ交換直後や

－ カメラ関係の調整

－ サスペンションや

－ 冬用タイヤ（スタ

を装着していると

－ 横風を受けている

－ 路面勾配が急激に

－ 路面の横断方向の

るとき

－ 路面の凸凹、うね

－ 加減速度が大きい

－ 外気温が低いとき

－ 外気温が高いとき

警  告
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ディスプレイを操作して、エマー

ストをONにします。EyeSight設定

ーンキープアシスト」で「ON」を

になります。

プアシストをONにすると、メー

場合にシステムは動作可能になりま

べて満たしている場合でも、区画線

マージェンシーレーンキープアシス

ます。

0 km/hで走行している

ている

出している

操舵機能が作動していない

ている

路を走行している

ブを走行している

いる

モード以外にしているとき

る場合に、車線を逸脱しそうになる

キープアシストが作動を開始しま

側を警告する割り込み画面を表示

が鳴ります。

ーンキープアシストの使
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センターインフォメーション

ジェンシーレーンキープアシ

項目の「エマージェンシーレ

選択すると、この機能がON

P.118参照

エマージェンシーレーンキー

ター内の が消灯します。

以下の条件をすべて満たした

す。ただし、以下の条件をす

や後方車両を検出できず、エ

トが作動できない場合があり

• 自車速約60 km/h～約12

• システムが区画線を認識し

• 後側方からの接近車両を検

• SRVDをOFFにしていない

• 車線中央維持・先行車追従

• 運転者がハンドルを操作し

• 車線幅約3 m～約4 mの道

• 直線、または緩やかなカー

• 車線の中央付近を走行して

• マルチモードVDCをOFF

後方からの接近車両が存在す

と、エマージェンシーレーン

す。逸脱のおそれがある車線

し、警報音（ピピピッ …）

• エマージェンシーレーンキープアシストを使用しないとき

は、必ずエマージェンシーレーンキープアシストをOFFに

する。

P.359参照

－ エマージェンシーレーンキープアシストをONのままにし

ている場合、思わぬ場面で作動してしまうなどして、事故

につながるおそれがあります。

• エマージェンシーレーンキープアシストをONにすると、電

動パワーステアリングの操作力が変化することがある。

• エマージェンシーレーンキープアシストに用いている後側方

レーダーの検知性能には限界がある。

P.406参照

注  意 エマージェンシーレ
用方法
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レーンキープアシスト作動後、後方車両

た後でも、まだ自車が車線を逸脱しそう

抑制制御に切り替わります。

が作動中に後方車両の接近を検出すると

レーンキープアシストに切り替わりま

ェンシーレーンキープアシストは作動し

行車追従操舵機能が作動中のとき
EyeSigh

※ 画面は右側からの車両の接近を検知したとき

知  識
• SRVDがOFFのときはエマージェンシーレーンキープアシス

トは使用できません。その時は が点灯します。

• マルチモードVDCがOFFモードのときはエマージェンシー

レーンキープアシストは使用できません。その時は が点

灯します。

• 後側方からの接近車両が検出できない場合、エマージェン

シーレーンキープアシストは作動しません。

• エマージェンシーレーンキープアシストは、プッシュエンジ

ンスイッチをOFFにしてから、再度エンジンを始動しても、

プッシュエンジンスイッチをOFFにする前の状態を保ちま

す。

• 車線逸脱抑制制御およびエマージェンシーレーンキープアシ

ストが両方ともONにしているときは、以下のように制御が

切り替わります。

－ エマージェンシー

が接近しなくなっ

な場合は車線逸脱

－ 車線逸脱抑制機能

エマージェンシー

す。

• 次の場合はエマージ

ません。

－ 車線中央維持・先

知  識
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運

シ

したとき（ （黄色）が点灯してい

停止したとき（ （白色）が点灯し

ープアシストシステムが故障または

点灯している）

プアシストが一時停止すると、 が

ると正常復帰します。

の環境で使用したときや、バッテ

き表示されます。

合は故障のおそれがありますので、す

点検を受けてください。

ーンキープアシストの一
eSight / エマージェンシーレーンキープアシスト
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転者の操作による解除

次のいずれかの操作でエマージェンシーレーンキープアシストが

一時的に解除されます。

• ブレーキペダルを強く踏む

• 運転者のハンドル操作により、システムがアシスト不要と判断

したとき

ステムによる自動解除

次に挙げる状況などでは、エマージェンシーレーンキープアシス

トが一時的に解除されます。

• システムが区画線を認識できなくなったとき

• 自車速が約60 km/h未満になったとき、または約145 km/h

を超えたとき

• VDC機能またはTCS機能が作動したとき

• 運転席・助手席・後席のいずれかのドアを開けたとき

• 運転席のシートベルトを外したとき

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき

• セレクトレバーを“D”、“M”以外にしたとき

• 急カーブに進入しようとしているとき

• 急カーブを走行しているとき

• 路面環境によりハンドル操作アシストの継続が困難と判断した

とき

• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシ

ストの継続が困難と判断したとき

• EyeSightシステムが故障

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時

ている）

P.401参照

• エマージェンシーレーンキ

一時停止したとき（ が

エマージェンシーレーンキー

点灯します。状況が改善され

また、極めて高温または低温

リー電圧の異常が発生したと

が長時間点灯し続ける場

みやかにSUBARU販売店で

エマージェンシーレーンキープアシストの解
除方法

エマージェンシーレ
時停止および故障
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制御
ている場合、停車または徐行状態から、ペ

によりアクセルペダルが必要以上に踏み込

断したとき、エンジン出力を制限し発進を

動するとブザー（ピピピ…）が鳴り、割

す。

バーが“D”または“M”のとき作動しま
センターインフォメーションディスプレイのEyeSight設定項目

でエマージェンシーレーンキープアシストをOFFすることができ

ます。「エマージェンシーレーンキープアシスト」の項目で

「OFF」を選択することで、エマージェンシーレーンキープアシ

ストがOFFになります。

P.118参照

エマージェンシーレーンキープアシストをOFFにすると、メー

ター内の が点灯します。

エマージェンシーレーンキープアシストOFF表示灯

• プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始

動後約10秒後、プッシュエンジンスイッチをOFFする前の状

態に応じて消灯または点灯します。

• エマージェンシーレーンキープアシストをOFFにすると点灯し

ます。

 AT誤発進抑制
前方に障害物を認識し

ダルの踏み間違いなど

まれたとシステムが判

緩やかにします。

AT誤発進抑制制御が作

り込み画面を表示しま

この機能はセレクトレ

す。

エマージェンシーレーンキープアシストを
OFFにするとき
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場合は、慌てずにアクセルペダルを

抑制制御をOFFにする。

閉じ込められた場合、ステレオカメ

認識し、AT誤発進抑制制御が作動

しないことがあります。

、横方向のずれ具合

にくい状況について

い可能性が高くなります。

、濃霧）のとき

や雪などの巻き上げや水蒸気、砂、

視界が十分でないとき

きや、夜間に対象物に接近するとき

場所で対象物に接近するとき

外に対象物が存在するとき

光などによる逆光やヘッドランプの

や雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

レオカメラの視界を遮っているとき

が当たっているとき

の使用中または使用後で、フロント

れていないとき

シャーの水滴、またはワイパーブ

ラの視野を遮ることにより、対象物

たとき
eSight / AT 誤発進抑制制御
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警  告
• AT誤発進抑制制御を過信しない。

－ AT誤発進抑制制御は衝突を回避するものではありません。

発進時はセレクトレバーやペダルの位置および周囲の安全

を十分に確認して操作してください。AT誤発進抑制制御

のみに頼っていると、思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

• AT誤発進抑制制御は停止状態を保つものではない。

• AT誤発進抑制制御はあらゆる状況で発進を緩やかにするも

のではない。また、衝突を回避するものではない。

• AT誤発進抑制制御は前方に障害物を認識している場合に作

動するものであり、崖など対象物が見えない状況で発進を緩

やかにするものではない。

• 故意に対象物の近くでアクセルペダルを過剰に踏み込まな

い。

－ アクセルの調節をAT誤発進抑制制御のみに頼っていると

衝突事故を起こす場合があります。

• 遮断機を押しのけて進む

踏み続けるか、AT誤発進

－ 万一、自車が踏切内で

ラが遮断機を対象物と

することがあります。

P.363参照

次の条件の違いにより作動

• 対象物との距離、速度差

• ステレオカメラが認識し

特に次の場合は作動しな

－ 悪天候（強い雨、吹雪

－ 先行車や対向車両の水

煙、土埃などが舞い、

－ 夕方、朝方の薄暗いと

－ 屋内の駐車場など暗い

－ ヘッドランプ照射範囲

－ 前方から強い光（太陽

光など）を受けたとき

－ フロントガラスに曇り

傷などがついて、ステ

や、その汚れなどに光

－ フロントウォッシャー

ガラスが十分に拭き取

－ 雨滴やフロントウォッ

レードがステレオカメ

の認識が不完全になっ

警  告
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、均一な模様（縞模様やレンガなど）や

やシャッターなどのとき

鏡の壁や扉などのとき

、自転車含む）、歩行者などの対象物が

り、飛び出してきたとき

路変更を行い、対象物のすぐ後ろに接近

り坂、急な下り坂のとき

より、極端に車両が傾いているとき

口や高架下など明るさが変化するとき

ル内で、先行車のテールランプが点灯し

がないとき

うな色合いのとき（一面に雪景色など）

作状態から運転者が衝突回避操作をした
－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき

－ 対象物の高さが低いとき（低い壁、低いガードレール、車

高の低い車両など）

－ 対象物の大きさがステレオカメラの認識限界より小さいと

き

－ 小動物や幼児など

－ しゃがんでいる人や横たわっている人など

－ 対象物や前方の車両（トレーラーや対向車両など）の自車

から一番近い面および最後面が小さいときや、接近し過ぎ

たとき（自車から一番近いところではない部分を認識して

作動し、効果が十分でないこともあります）

警  告
－ 対象物がフェンス

模様の全くない壁

－ 対象物がガラスや

－ 車両（自動二輪車

横から割り込んだ

－ 発進時に自車が進

したとき

－ 急カーブ、急な上

－ 荷物の積載などに

－ トンネルの出入り

－ 夜間またはトンネ

ていないとき

－ 真っ暗で周囲に物

－ 周囲一面が同じよ

• 運転者のハンドル操

と判断したとき

警  告
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る場所を走行するとき

どを通過するとき

出した排気ガスがはっきり見えると
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安全のため、お客様ご自身でAT誤発進抑制制御の作動テスト

を行わないでください。作動しないことがあり、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

注  意
次のような場合は、必ずAT誤発進抑制制御をOFFにしてくだ

さい。AT誤発進抑制制御が予期しない作動をする可能性があ

ります。

P.363参照

• けん引されるとき

• キャリアカーに積載するとき

• シャシーダイナモメーターやフリーローラーなどを使用する

とき

• リフトアップし、エンジンをかけタイヤを空転させるとき

• 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、草むらなどに触れながら通過

するとき

• サーキットなどでスポーツ走行するとき

次のような場合は、AT誤発進抑制制御が作動することがあり

ますので安全運転に努めてください。

• 前車に接近して走行するとき

• ETCゲートなどを規定速度を超えるような速度で通過する

とき

• 前方の壁や路面に作動対象との区別がつきにくい映り込みや

ペイントなどがあるとき

警  告
• 路面の勾配が急に変化す

• 水蒸気や煙のかたまりな

• 寒いときなど先行車が排

き

注  意
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ターインフォメーションディスプレイの

T誤発進抑制制御をOFFすることができま

キ」の項目で「設定OFF」を選択するこ

がOFFになります。

FFにすると、メーター内の が点灯し

み続けたとき（約3秒以上）は、徐々に

ときは、AT誤発進抑制制御は作動しま

御をOFFにするとき

ON／OFF設定は、プリクラッシュブ

シュブレーキアシストを含む）、緊急時

アリング、前側方プリクラッシュブレー

制制御と連動します。

OFFにしても、プッシュエンジンス

から、再度エンジンを始動するとAT誤

になります。

車追従操舵機能作動中は、プリクラッ

にできません。
自車の停車中に、セン

EyeSight設定項目でA

す。

「プリクラッシュブレー

とでAT誤発進抑制制御

P.118参照

AT誤発進抑制制御をO

ます。

• 消雪パイプや散水車などの散水を通過するとき

• 大雪、吹雪など悪天候の中を走行するとき

• カーブや交差点に障害物があるとき

• 車両や障害物、草木などの横すれすれを通過するとき

• 前方の壁や車両すれすれに停車するとき

注  意 知  識
• アクセルペダルを踏

制御を解除します。

• が点灯している

せん。

P.307参照

AT誤発進抑制制

知  識
• AT誤発進抑制制御の

レーキ（プリクラッ

プリクラッシュステ

キおよびAT誤後進抑

• AT誤発進抑制制御を

イッチをOFFにして

発進抑制制御はON

• 車線中央維持・先行

シュブレーキをOFF
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プ

は、プリクラッシュブレーキ（プリ

ストを含む）、緊急時プリクラッ

方プリクラッシュブレーキ、AT誤

後進抑制制御は作動しません。
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リクラッシュブレーキOFF表示灯

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始動

後約10秒後に消灯します。

プリクラッシュブレーキ、AT誤発進抑制制御およびAT誤後進抑

制制御をOFFにすると点灯します。

また、次の場合にも点灯します。

• マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯してい

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯し

ている）

P.401参照

知  識
• が点灯した場合、 および も点灯します。

P.296、306参照

• が点灯しているとき

クラッシュブレーキアシ

シュステアリング、前側

発進抑制制御およびAT誤

知  識
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ような危険な状況に遭遇して、後進に

要がある場合なども、AT誤後進抑制制

ずにアクセルペダルを深く踏み続ける

御をOFFにする。

ブレーキの効きが悪くなることがありま

ーキペダルを踏んで減速してください。

、乗員など）

滑りやすさ、形状、凹凸など）

レーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧な

走行開始直後などでブレーキが冷えてい

行してからしばらくの間（暖機運転終了

キが過熱してブレーキの効きが悪くなっ

車後など、ブレーキがぬれてブレーキの

るとき

きは、AT誤後進抑制制御は作動しませ
 AT誤後進抑制制御
AT誤後進抑制制御には、後退時の急な飛び出しを防ぐ後退飛び

出し抑制と、後退時の速度を一定に保つ後退速度リミッターの機

能があります。

これらの機能はセレクトレバーが“R”でブレーキペダルを踏ん

でいないとき作動します。

AT誤後進抑制制御はステレオカメラの物体認識を使用した制御

ではありません。後方障害物の有無は制御に関係しません。

警  告
• AT誤後進抑制制御を過信しない。

－ AT誤後進抑制制御は衝突を回避するものではありません。

後進時はセレクトレバーやペダルの位置および周囲の安全

を十分に確認して操作してください。AT誤後進抑制制御

のみに頼っていると、思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

• AT誤後進抑制制御は停止状態を保つものではない。

• AT誤後進抑制制御はあらゆる状況で、後退時の速度を緩や

かにするものではない。また、衝突を回避するものではな

い。

• 安全のため、お客様ご自身でAT誤後進抑制制御の作動テス

トを行わない。

－ 作動せず思わぬ事故につながるおそれがあります。

• ブレーキペダルを踏んでいる最中は制御が作動しない。その

ため、下り坂などでは設定された速度を超過する場合があ

る。お客様自身でブレーキペダルを踏み増すなど速度調整を

する。

• 万一、退避を要する

よって退避を行う必

御は作動する。慌て

か、AT誤後進抑制制

P.368参照

注  意
次の条件や状況により

す。必要に応じてブレ

• 車両の状態（積載量

• 路面の状態（勾配、

• 車両の整備状態（ブ

ど）

• 外気温が低いときや

るとき

• エンジン始動後に走

までを目安とする）

• 下り坂などでブレー

ているとき

• 水たまり走行後や洗

効きが悪くなってい

知  識
が点灯していると

ん。

P.307参照

警  告
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いよう車速を制限します。

ます。

み続けたとき（約3秒以上）は割り

制御を解除します。

レオカメラの物体認識を使用した

方障害物の有無は制御に関係しませ
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後退時、ペダルの踏み間違いなどによりアクセルペダルが必要以

上に踏み込まれたとシステムが判断したとき、エンジン出力を制

限し急な後退を抑制します。

後退飛び出し抑制が作動すると、ブザー（ピピピ…）が鳴りま

す。また、割り込み画面を表示します。

後退時、必要以上に加速しな

制限速度は運転者が設定でき

後退飛び出し抑制 知  識
• アクセルペダルを深く踏

込み画面が消え、徐々に

• AT誤後進抑制制御はステ

制御ではありません。後

ん。

後退速度リミッター
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は機能の設定（低速／中速／高速／

く踏み込むと制御を解除することができ

”の割り込み画面が消えます）。

ら足を離すと、再度後退速度リミッター

どでタイヤが空転したときは、後退速度

することがあります。

ルの急踏みと判断した場合、後退飛び出

す。
1. セレクトレバーを“R”にすると制限速度の設定値を表示しま

す。

2. 制限速度を超過しそうになると、後退速度リミッターが作動し

ます。

作動中はセレクトレバーを“R”にしたときよりも早い間隔で

ブザー（ポーンポーン…）が鳴ります。また、割り込み画面を

表示します。

知  識
• 後退速度リミッター

OFF）ができます。

P.118参照

• アクセルペダルを深

ます（“速度制限中

－ アクセルペダルか

が作動します。

－ 滑りやすい路面な

リミッターが作動

－ システムがアクセ

し抑制が作動しま
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「

OFF表示灯

ONにすると点灯し、エンジン始動

T誤発進抑制制御およびAT誤後進抑

ます。

す。

モードにしたとき

したとき（ （黄色）が点灯してい

停止したとき（ （白色）が点灯し

および も点灯します。
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自車の停車中に、センターインフォメーションディスプレイの

EyeSight設定項目でAT誤後進抑制制御をOFFすることができま

す。

プリクラッシュブレーキ」の項目で「設定OFF」を選択するこ

とでAT誤後進抑制制御がOFFになります。

P.118参照

AT誤後進抑制制御をOFFにすると、メーター内の が点灯し

ます。

プリクラッシュブレーキ

プッシュエンジンスイッチを

後約10秒後に消灯します。

プリクラッシュブレーキ、A

制制御をOFFにすると点灯し

また、次の場合にも点灯しま

• マルチモードVDCをOFF

• EyeSightシステムが故障

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時

ている）

P.401参照

AT誤後進抑制制御をOFFにするとき

知  識
• AT誤後進抑制制御のON／OFF設定は、プリクラッシュブ

レーキ（プリクラッシュブレーキアシストを含む）、緊急時

プリクラッシュステアリング、前側方プリクラッシュブレー

キおよびAT誤発進抑制制御と連動します。

• AT誤後進抑制制御をOFFにしても、プッシュエンジンス

イッチをOFFにしてから、再度エンジンを始動するとAT誤

後進抑制制御はONになります。

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能作動中は、プリクラッ

シュブレーキをOFFにできません。

知  識
• が点灯した場合、

P.296、306参照
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上のときに車線を逸脱しそうになると注

るとブザー（ピピピッ）が鳴り、割り込み
 車線逸脱警報
自車速が約40 km/h以

意を促します。

車線逸脱警報が作動す

画面を表示します。

• が点灯しているときは、プリクラッシュブレーキ（プリ

クラッシュブレーキアシストを含む）、緊急時プリクラッ

シュステアリング、前側方プリクラッシュブレーキ、AT誤

発進抑制制御およびAT誤後進抑制制御は作動しません。

知  識
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ールなどの影が重なっているとき

光などによる逆光やヘッドランプの

あるいは広いとき

き

の認識性能から見て認識しづらいと

は消えかかっている

れている

色と似ていて見えにくい

れている

ど

面に描かれている

が隣接している
eSight / 車線逸脱警報
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警  告
• 車線逸脱警報はあらゆる状況で作動するものではない。ま

た、逸脱を自動的に回避するものでもない。車線の維持を車

線逸脱警報のみに頼っていると、車線逸脱による事故につな

がるおそれがある。

車線逸脱警報は区画線を認識している場合に警報するもので

あり、路肩や側溝など道路の端を認識して警報する機能では

ない。

• 次に挙げる状況などでは、ステレオカメラでの区画線の認識

が困難な場合があり、システムが適切に動作できないおそれ

がある。

－ 夜間、またはトンネル内でヘッドランプを点灯していない

とき

－ 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

－ 路面がぬれて光が反射しているとき

－ 車線内に道路標示（矢印や文字など）が存在しているとき

－ 車間距離が短く、区画線が見づらいとき

－ 隣車線から車が割り込んできたとき、または前方の車が車

線変更したとき

－ カーブの形状が急激に変化するとき

－ 区画線の上にガードレ

－ 前方から強い光（太陽

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、

－ 車線の幅が変化したと

－ 車線がステレオカメラ

き

• 区画線がない、また

• 区画線が黄色で描か

• 区画線の色が路面の

• 区画線が二重に描か

• 区画線の幅が細いな

• 区画線以外の線が路

• 区画線に壁やポール

警  告
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たカヌーなどがステレオカメラの視界を

報は作動しないまたは作動しにくい場合

h未満のとき

たは速く切ったとき

いるとき

んでいるとき

レバーを戻した後の約3秒間

、車線の内側に戻っていないとき

化するとき（上り坂、下り坂）

って認識し、車線逸脱警報が作動するこ

路でのタイヤの跡などがあるとき

の境目や道路の補修跡などがあるとき

などがあるとき

かれているとき

前の区画線が完全に消えていないなど、

ントがあるとき
－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

－ 路肩に縁石や側壁があるとき

－ トンネルの出入り口や高架下など明るさが変化するとき

－ フロントウォッシャーの使用中または使用後で、フロント

ガラスが十分に拭き取れていないとき

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 路面に雪や水溜り、融雪剤が残っているとき

－ 先行車や対向車が巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞

う砂や煙、水蒸気が前方にあるとき

－ フロントガラスに曇りや雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

傷などがついて、ステレオカメラの視界を遮っているとき

や、その汚れなどに光が当たっているとき

－ フロントガラス上の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

いないため、ステレオカメラが車線を認識できないおそれ

があるとき

警  告
－ ルーフ上に積載し

遮っているとき

注  意
次の場合、車線逸脱警

があります。

• 自車速が約40 km/

• ハンドルを大きくま

• 急カーブを走行して

• ブレーキペダルを踏

• ウインカー作動中と

• 車線逸脱警報作動後

• 路面勾配が急激に変

知  識
• 次の場合、車線を誤

とがあります。

－ ぬれた路面や積雪

－ 雪とアスファルト

－ ガードレールの影

－ 区画線が二重に描

－ 道路工事区間で以

路面に線状のペイ

警  告
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「

ONにすると点灯し、エンジン始動

す。

モードにしたとき

したとき（ （黄色）が点灯してい

停止したとき（ （白色）が点灯し
eSight / 車線逸脱警報
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センターインフォメーションディスプレイのEyeSight設定項目

で車線逸脱警報をON／OFFすることができます。

車線逸脱防止機能」の項目で「すべてON」または「警報音のみ

ON」を選択することで車線逸脱警報がONになります。また「車

線逸脱防止制御のみON」または「すべてOFF」にすることで車

線逸脱警報がOFFになります。

P.118参照

車線逸脱警報OFF表示灯

プッシュエンジンスイッチを

後約10秒後に消灯します。

また、次の場合にも点灯しま

• マルチモードVDCをOFF

• EyeSightシステムが故障

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時

ている）

P.401参照

• 車線逸脱警報は区画線への接近速度など車両状態から逸脱す

るタイミングを判断しているため、警報が作動する位置が変

動することがあります。

• が点灯しているときは、車線逸脱警報は作動しません。

P.372参照

車線逸脱警報をON／OFFにするとき

知  識
• 車線逸脱警報をOFFにすると、ふらつき警報もOFFになり

ます。

• プッシュエンジンスイッチをOFFにしてから、再度エンジ

ンを始動しても、プッシュエンジンスイッチをOFFにする

前の状態を保ちます。

知  識
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ゆる状況で作動するものではない。ま

的に修正するものでもない。自車がふら

ことをふらつき警報のみに頼っている

ながるおそれがある。

では、ステレオカメラでの区画線の認識

、システムが適切に動作できないおそれ

ネル内でヘッドランプを点灯していない

降雪、濃霧など）

反射しているとき

（矢印や文字など）が存在しているとき

区画線が見づらいとき

り込んできたとき、または前方の車が車
 ふらつき警報

車線内での車両の蛇行パターンからふらつきを認識し注意を促し

ます。ふらつき警報が作動するとブザー（ピピピッ）が鳴り、割

り込み画面を表示します。

車速が約60 km/hを超えると作動可能になります。車速が約40 

km/hを下回ると作動を停止します。その後車速が約60 km/hを

超えると、再び作動可能になります。

警  告
• ふらつき警報はあら

た、ふらつきを自動

つかないようにする

と、思わぬ事故につ

• 次に挙げる状況など

が困難な場合があり

がある。

－ 夜間、またはトン

とき

－ 悪天候時（雨天、

－ 路面がぬれて光が

－ 車線内に道路標示

－ 車間距離が短く、

－ 隣車線から車が割

線変更したとき
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変化するとき（カーブの出入り口、

続している道路など）

るとき

高架下など明るさが変化するとき

の使用中または使用後で、フロント

れていないとき

、極端に車両が傾いているとき

雪剤が残っているとき

上げた水や雪や土埃、または風に舞

方にあるとき

や雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

レオカメラの視界を遮っているとき

が当たっているとき

滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

カメラが車線を認識できないおそれ
eSight / ふらつき警報
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－ カーブの形状が急激に変化するとき

－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき

－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき

－ 車線の幅が変化したとき

－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き

• 区画線がない、または消えかかっている

• 区画線が黄色で描かれている

• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい

• 区画線が二重に描かれている

• 区画線の幅が細いなど

• 区画線以外の線が路面に描かれている

• 区画線に壁やポールが隣接している

警  告
－ 区画線の形状が急激に

クランク、カーブが連

－ 路肩に縁石や側壁があ

－ トンネルの出入り口や

－ フロントウォッシャー

ガラスが十分に拭き取

－ 荷物の積載などにより

－ 路面に雪や水溜り、融

－ 先行車や対向車が巻き

う砂や煙、水蒸気が前

－ フロントガラスに曇り

傷などがついて、ステ

や、その汚れなどに光

－ フロントガラス上の雨

いないため、ステレオ

があるとき

警  告
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ションディスプレイのEyeSight設定項目

OFFすることができます。

項目で「すべてON」または「警報音のみ

ふらつき警報がONになります。また「車

N」または「すべてOFF」にすることでふ

ります。

N／OFFにするとき

にすると、車線逸脱警報もOFFになり

イッチをOFFにしてから、再度エンジ

ッシュエンジンスイッチをOFFにする

。

センターインフォメー

でふらつき警報をON／

「車線逸脱防止機能」の

ON」を選択することで

線逸脱防止制御のみO

らつき警報がOFFにな

P.118参照

－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき

注  意
次の状況では、作動しない場合があります。

• カーブが連続する道を走行しているとき

• 車速が大きく変動するとき

• 車線変更をした直後のとき

• 路面勾配が急激に変化するとき（上り坂、下り坂）

知  識
• ふらつきは過去数分間の走行データをもとに認識していま

す。ふらつきはじめてもすぐには認識できません。また、ふ

らつきがおさまった後もしばらくふらつき警報の作動が続く

ことがあります。

• ふらつき警報は運転者に注意を促す機能です。疲れたときや

よそ見など、運転への集中力が落ちた際は、必要に応じてこ

まめに休憩をとることをお奨めします。

• 次の場合、ふらつき警報は作動しません。

－ 車線中央維持・先行車追従操舵機能が作動しているとき

P.331参照

－ が点灯しているとき

P.372参照

警  告 ふらつき警報をO

知  識
• ふらつき警報をOFF

ます。

• プッシュエンジンス

ンを始動しても、プ

前の状態を保ちます
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車

った後も、自車が停止し続けた場

します。先行車がいない状態で信号

2 m～60 m、かつ自車がしばらく停

切り替わり一定時間経過しても自車

す。

“D”、“M”または“N”のとき

（ポピッ）が鳴り、割り込み画面を

あった場合でも、周囲の状況をよく

せてください。青信号お知らせのみ

故につながるおそれがあります。
eSight / 青信号お知らせ
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線逸脱警報OFF表示灯

プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始動

後約10秒後に消灯します。

また、次の場合にも点灯します。

• マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯してい

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯し

ている）

P.401参照

 青信号お知らせ
前方の信号が赤から青に変わ

合、ブザーと表示でお知らせ

停止線で停車（信号距離約1

車）すると信号が赤から青に

が発進しないときに作動しま

この機能はセレクトレバーが

作動します。

この機能が作動するとブザー

表示します。

警  告
ブザーと表示でお知らせが

確認してから自車を発進さ

に頼っていると、思わぬ事



EyeSight / 先行車発進お知らせ
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知らせ

が停止し続けた場合、ブザーもしくは音声

す。先行車に続いて停車（車間距離が約12 

ばらく停車）すると先行車を認識し続け、

m以上進んでも自車が発進しないときに作

バーが“D”、“M”または“N”のとき

ブザー（ポピッ）もしくは音声（先行車発

割り込み画面を表示します。

マイズで変更可能です
 先行車発進お

先行車の発進後、自車

と表示でお知らせしま

m以内、かつ自車がし

先行車が発進して約4 

動します。

この機能はセレクトレ

作動します。

この機能が作動すると

進しました）が鳴り、

知  識
• 青信号お知らせのON／OFFの設定を変更できます。

P.118参照

• 次のような状況では、信号が切り替わっていなくても青信号

お知らせが働いてしまう場合や、青信号が切り替わっても青

信号お知らせが働かない場合があります。

－ 前方信号との間にオートバイなどが割り込んできたとき

－ 天候や道路形状などにより、信号を認識できないとき

－ ステレオカメラが信号を認識しなくなったとき

－ 信号機の周囲に赤もしくは青の発光体があるとき

• 次の場合、青信号お知らせは作動しません。

－ EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯し

ている）

P.401参照

－ EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点

灯している）

P.401参照

知  識
ブザーと音声はカスタ
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知らせは作動しません。

障したとき（ （黄色）が点灯し

時停止したとき（ （白色）が点
eSight / 先行車発進お知らせ
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警  告
ブザーもしくは音声と表示でお知らせがあった場合でも、周囲

の状況をよく確認してから自車を発進させてください。先行車

発進お知らせのみに頼っていると、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

知  識
• 先行車発進お知らせの音声／通知音／OFFの設定を変更で

きます。

P.118参照

• 次のような状況では、先行車が発進していなくても先行車発

進お知らせが働いてしまう場合や、先行車が発進していても

先行車発進お知らせが働かない場合があります。

－ 停止した先行車との間にオートバイなどが割り込んできた

とき

－ 天候や道路形状などにより、先行車を認識できないとき

－ ステレオカメラが先行車を認識しなくなったとき

• 次の場合、先行車発進お

－ EyeSightシステムが故

ている）

P.401参照

－ EyeSightシステムが一

灯している）

P.401参照

知  識



EyeSight / EyeSight アシストモニター
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ッチをONにすると、青→黄→赤→緑の順

。

ターの設定がONになっている場合は、2

動状況に応じて、LEDインジケーターを

インドウ下部に投影し、運転者に知らせま

トモニターの作動

状態

方プリクラッシュブレーキ警報が作動（左
方）したとき（車両が接近している側が点
接近していない側は点灯）
回避要求警報が作動したとき（逸脱してい
が点滅、逸脱していない側は点灯）
ージェンシーレーンキープアシストが作
たとき（車両の接近を検知している側が点
車両の接近を検知していない側は点灯）
 EyeSightアシストモニター

EyeSightシステムの作動状況をフロントウインドウ下部に投影

します。

運転者は周辺の道路環境から視線を離さずに警告、表示を認識す

ることができます。

LEDインジケーターは個別にON／OFFを設定することができま

す。

P.118参照

緑色と青色のインジケーターは、イルミネーションコントロール

ダイヤルを回すと、明るさを調整することができます。

周囲が暗いときは、調整した明るさに合わせて赤色、黄色のイン

ジケーターも暗くなります。

P.254参照

プッシュエンジンスイ

にLED点灯を行います

EyeSightアシストモニ

回点灯します。

走行中、EyeSightの作

発光させ、フロントウ

す。

EyeSightアシス

表示

赤色点滅
（片側）

• 前側
右片
滅、

• 逸脱
る側

• エマ
動し
滅、
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（

（

（

アシストが作動（左右両方）したと

持・先行車追従操舵機能や車線逸脱
用中、一定時間、ハンドル操作を検
ったとき
持・先行車追従操舵機能がシステム
解除されたとき（速く点滅）

抑制機能がシステムにより自動解除
（速く点滅）
制機能が長時間作動したとき
ズオフアシスト作動中に、制御対象
カーブ、料金所に接近したとき
持・先行車追従操舵機能作動中に、
運転者のわき見、居眠りを検知した
を検知できない状態が続いたとき
持・先行車追従操舵機能使用中、ド

モニタリングシステムが故障や一時
とき

機能付クルーズコントロール使用中
識しているとき

オフアシストが作動しているとき

状態
eSight / EyeSight アシストモニター
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赤色同時点滅
4灯）

• 車間距離警報、プリクラッシュブレーキ（1次
ブレーキおよび2次ブレーキ）、緊急時プリク
ラッシュステアリング、前側方プリクラッシュ
ブレーキ警報（左右両方）、前側方プリクラッ
シュブレーキ（1次ブレーキおよび2次ブレー
キ）、ブレーキ踏み増し要求警報、AT 誤発進
制御が作動したとき

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能作動時にシ
ステムが運転者のハンドル操作を長時間、検出
できない状態で自動解除されたとき

• 渋滞時ハンズオフアシスト作動時に EyeSight
システムが故障または一時停止したとき

• カーブ前速度警報、料金所前速度警報が作動し
たとき

• ドライバー異常時対応システムが作動してい
るとき

黄色点滅
片側）

• 前側方警戒アシストが作動（左右片方）したと
き（車両が接近している側が点滅、接近してい
ない側は点灯）

• 車線逸脱警報が作動したとき（逸脱している側
が点滅、逸脱していない側は点灯）

黄色点滅
交互）

ふらつき警報が作動したとき

表示 状態

黄色同時点滅

• 前側方警戒
き

• 車線中央維
抑制機能使
知できなか

• 車線中央維
により自動

• 車線逸脱
されたとき

• 車線逸脱抑
• 渋滞時ハン

エリア外、
• 車線中央維

システムが
ときや、顔

• 車線中央維
ライバー
停止をした

緑色点灯
全車速追従
で先行車を認

青色点灯 渋滞時ハンズ

表示
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車のコントロールを失うおそれがありま

行しているとき

てしまう場合があります。

き

るおそれがあります。

ているとき

できなくなる場合があります。

路状況、環境にあった適切な車速範囲に

てください。

を使用するときは、全車速追従機能付ク

定速クルーズコントロールのどちらのク

選択されているかをメーター内で必ず確

ルーズコントロール…

ロール…

の状態から （クルーズ）スイッチを

機能付クルーズコントロールがONにな
 定速クルーズコントロール
定速クルーズコントロールは、高速道路や自動車専用道路でのド

ライブをより快適に行っていただくための運転支援システムで

す。運転者が設定した車速を保ちながら、一定の速度で走行する

ことができます。

警  告
定速クルーズコントロール中は車間距離を保つ追従走行を行い

ません。

先行車との車間距離、周囲の状況に応じてブレーキペダルを踏

んで減速するなどして車間距離を確保し、安全運転を心がけて

ください。

次の状況では、システムが正しく動作しません。定速クルーズ

コントロールを使用しないでください。

• ホイールバランスが異常なとき（バランスウェイトの脱落、

ずれなど）※

• ホイールアライメントが規定値から外れているとき※

※ ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしていますの

で、適正なものを使用してください。

P.759参照

次のような状況では、思わぬ事故につながるおそれがあります

ので定速クルーズコントロールを使用しないでください。

• 交通量の多い道や急カーブのある道を走行しているとき

－ 道路状況にあった速度で走行できないため事故につながる

おそれがあります。

• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行しているとき

－ タイヤが空転し、

す。

• 急な下り坂の道を走

－ セット車速を超え

• 急な下り坂が続くと

－ ブレーキが過熱す

• 車両などをけん引し

－ セット車速を維持

• 制限速度を守り、道

セット車速を設定し

注  意
クルーズコントロール

ルーズコントロール、

ルーズコントロールが

認してください。

• 全車速追従機能付ク

• 定速クルーズコント

知  識
• クルーズメインOFF

押すと、全車速追従

ります。

警  告
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3

1

を押したときは常に全車速追従機能付

て起動します。

に切り替えます。

を約2秒以上押し続けると、全車速追

ールから定速クルーズコントロール

ッ）が鳴ります。
eSight / 定速クルーズコントロール
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. 全車速追従機能付クルーズコントロールを作動可能（状態）に

します。

（クルーズ）スイッチを押します。全車速追従機能付クルー

ズコントロールがONになり、メーター内に （白色）、車間設

定表示灯および自車表示灯が点灯します。

また、--- km/hを表示します。

（クルーズ）スイッチ

クルーズコントロールとし

2. 定速クルーズコントロール

（車間設定）スイッチ

従機能付クルーズコントロ

に切り替わり、ブザー（ピ

• クルーズメインONのとき、 （車間設定）スイッチ※を押

すと、全車速追従機能付クルーズコントロールと定速クルー

ズコントロールを切り替えることができます。

※ 定速クルーズコントロールに切り替えるときは、約2秒以上

押し続けてください。

• EyeSightシステムが一時停止中でも、定速クルーズコント

ロールは使用できます。

定速クルーズコントロールの使用方法

知  識
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ロールは、次の条件をすべて満たすとセッ

ター内にREADYが点灯します。

後席のすべてのドアが閉まっている

トを着用している

レーキを解除している（電動パーキングブ

）

“D”または“M”に入っている

踏んでいない

切っていない

/h～約120 km/hのとき

高回転ではない

CS機能が作動していないとき

をOFFモード以外にしている

減して希望する速度にします。
このときメーター内の車間設定表示灯が消灯し、 （白色）に

切り替わります。

定速クルーズコント

ト可能になり、メー

• 運転席・助手席・

• 運転席シートベル

• 電動パーキングブ

レーキ作動灯消灯

• セレクトレバーが

• ブレーキペダルを

• 急な坂道でない

• ハンドルを大きく

• 自車速が約30 km

• エンジン回転数が

• VDC機能およびT

• マルチモードVDC

3. アクセルペダルを加



Ey

3

4

ル作動中は、ブレーキ踏み増し要求

況、環境にあった適切な車速範囲に

ルでは、必要に応じて運転者がアク

る。

に合わせたアクセル、ブレーキ制御

車速を保つため定速クルーズコント

ーキが作動することがあります。

速が自車速より高いときであって

速することがあります。

ズコントロールに戻したいときは、

ルを解除して、 （車間設定）ス

替わるとブザー（ピッ）が鳴りま

シャープモード）を選択している

と、メーター内の表示がギヤ位置か

。

速レベルを4段階に設定できます。
eSight / 定速クルーズコントロール
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. 希望する速度になったら、SET/－またはRES/＋スイッチを押

します。

スイッチを押したときの車速がセット車速となり、定速走行し

ます。

メーター内にセット車速が表示され、 が白色から緑色に変わ

ります。また、メーター内のREADYが消灯します。

警  告
• 定速クルーズコントロー

警報は作動しない。

• 制限速度を守り、道路状

セット車速を設定する。

注  意
• 定速クルーズコントロー

セル、ブレーキ操作をす

－ システムによる先行車

は行いません。

知  識
• 下り坂などでは、セット

ロールの制御によりブレ

• カーブ走行中はセット車

も、加速しないまたは減

• 全車速追従機能付クルー

定速クルーズコントロー

イッチを押します。切り

す。

• SI-DRIVEのS#（スポーツ

場合に速度をセットする

ら“D”に切り替わります

• クルーズコントロール加

P.118参照
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る方法

み、速度を上げます。

らSET/－スイッチを押します。

きの車速に再セットされ、メーター内に新

示します。
セット車速を上げるとき

■RES/＋スイッチによる方法
• RES/＋スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が5 km/hずつ上がります。

• RES/＋スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ上がります。

スイッチを操作するごとにメーター内のセット車速が変わりま

す。

■アクセルペダルによ

1. アクセルペダルを踏

2. 希望の速度になった

スイッチを押したと

しいセット車速を表
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3

セ

■

■

1

2

アクセルペダルを踏みます。

ット車速まで戻ります。

レーキペダルを踏みます。

トロールは解除されます。

示したまま、 が緑色から白色に戻

場合はブレーキペダルから足を離

ます。
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ット車速を下げるとき

SET/－スイッチによる方法
• SET/－スイッチを1回ずつ押します

押すごとにセット車速が5 km/hずつ下がります。

• SET/－スイッチを押し続けます

押している間、セット車速が1 km/hずつ下がります。

スイッチを操作するごとにメーター内のセット車速が変わりま

す。

ブレーキペダルによる方法

. ブレーキペダルを踏み、速度を下げます。

定速クルーズコントロールが解除され、 が緑色から白色に戻

ります。

. 希望の速度になったらブレーキペダルから足を離し、SET/－

スイッチを押します。スイッチを押したときの車速にセットさ

れ、メーター内に新しいセット車速を表示します。

一時的に加速したいとき

一時的に加速したいときは、

アクセルペダルを離すと、セ

一時的に減速したいとき

一時的に減速するときは、ブ

このとき、定速クルーズコン

メーター内にセット車速を表

ります。

セット車速に再びセットする

し、RES/＋スイッチを押し
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ッチを押す

解除

ピーン）が鳴り、定速クルーズコントロー

、割り込み画面が表示されます。

D”または“M”以外にしたとき

h以下になったとき（急な上り坂など）

/h以上になったとき

機能が作動したとき

席のいずれかのドアを開けたとき

トを外したとき

ーキがかかっているとき

故障したとき（ （黄色）が点灯してい

したとき

き

ブレーキが作動したとき

ル操作があったとき
運転者の操作による解除

次のいずれかの操作で定速クルーズコントロールが解除されま

す。メーター内は、セット車速を表示したまま、 が緑色から白

色に戻ります。

• ブレーキペダルを踏む。

• （クルーズ）スイ

システムによる自動

次の場合、ブザー（ピ

ルが自動的に解除され

• セレクトレバーを“

• 自車速が約25 km/

• 自車速が約145 km

• VDC機能またはTCS

• 運転席・助手席・後

• 運転席のシートベル

• 電動パーキングブレ

• EyeSightシステムが

る）

P.401参照

• ハンドルを大きく回

• 道路の勾配が急なと

• プリクラッシュ 2次

• 長時間連続でアクセ

定速クルーズコントロールの解除方法
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3

バーを“N”にしない。

にすると定速クルーズコントロー

ますが、エンジンブレーキが効かな

つながるおそれがあります。

した場合は が点灯し、割り込

の場合は安全な場所に停車して、一

ッチをOFFにしてから再びエンジ

この操作をしても表示灯が点灯し続

ズコントロールの使用ができませ

ありませんが、SUBARU販売店で

ルが自動で解除されたときは、解除

されてから、再びセット操作を行っ

されてもセットできないときは、

が考えられます。通常走行には支

RU販売店で点検を受けてください。
eSight / 定速クルーズコントロール
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• マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

• エンジン回転数が高回転になったとき

警  告
滑りやすい路面では、定速クルーズコントロールを使用しな

い。

• 思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
• 緊急時以外はセレクトレ

－ セレクトレバーを“N”

ルは自動的に解除され

くなり、思わぬ事故に

知  識
• EyeSightシステムが故障

み画面を表示します。そ

度プッシュエンジンスイ

ンを始動してください。

けるときは、定速クルー

ん。通常走行には支障は

点検を受けてください。

P.401参照

• 定速クルーズコントロー

されたときの条件が解消

てください。条件が解消

EyeSightシステムの異常

障ありませんが、SUBA
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ール解除中に （クルーズ）スイッチを押

表示灯が消灯し、定速クルーズコントロー

されているセット車速が消去されます。

イッチを押してクルーズメインOFFし

トロールから全車速追従機能付クルーズ

り替えたとき

車速で定速走行します。

メモリーされていない場合、RES/＋ス

在の自車速がセットされます。

トロールをOFFにするとき
解除からの復帰（セット車速の再セット）

前回のセット車速がメモリーされているとき、その車速に再び

セットする場合はRES/＋スイッチを押します（メーター内が再

びセット状態の表示になります）。

前回のセット車速がメモリーされている場合、自車速約30 km/h

以上のときにセットできます。

定速クルーズコントロ

すと （白色）と自車

ルがOFFになります。

知  識
• 次の場合はメモリー

－ （クルーズ）ス

たとき

－ 定速クルーズコン

コントロールに切

• セット車速に応じた

• 前回のセット車速が

イッチを押すと、現

P.382参照

定速クルーズコン
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 R
ときなど、RABを解除する必要が

アクセルペダルを踏み続けるか、自

をOFFにする。

害物として検知し、ブレーキが作動

ーやフリーローラーなどを使用する

にする。

をするおそれがあります。

止している車両や壁などを障害物

次のようなものは、障害物として認

。

ものや細いもの

するもの

っているもの

、地面近くの低い位置にあるもの

外れた位置にあるもの

いもの

が波打っているもの

作動しないことがあります。

接近する場合
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）
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AB（後退時ブレーキアシスト）
RABは、後退時に後方の障害物を検知して表示と警報音で知ら

せ、衝突の可能性があると判断した場合はブレーキを作動させる

ことで衝突を回避、または被害を軽減するシステムです。

警  告
• 安全運転を行う責任は運転者にある。後退時には、ブレーキ

ペダルを踏める状態で、必ず目視によって周辺状況を確認す

る。

－ RABの検知性能・制御性能には限界があります。天候や

周囲の状況、車両の状態により、警報音やブレーキ制御の

作動が遅れたり、作動しなかったり、衝突が回避できない

場合があります。

－ RABは、歩行者や動物、動いているものを認識するよう

に設計されていません。

• RABだけに頼った後退は、絶対にしない。

－ システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害

に及ぶか、最悪の場合、死亡事故に至るおそれがありま

す。

• 車両などをけん引するときは、必ずRABをOFFにする。

－ RABが予期しない作動をし、事故につながるおそれがあ

ります。

• 車両後部にアタッチメントパーツ（トレーラーヒッチ、サイ

クルキャリア、バンパーガード）を取り付けた場合は、必ず

RABをOFFにする。

－ システムの誤作動により、思わぬ事故につながるおそれが

あります。

• 踏切から緊急に脱出する

あるときは、落ち着いて

動（被害軽減）ブレーキ

－ システムが遮断機を障

することがあります。

P.396参照

• シャシーダイナモメータ

ときは、必ずRABをOFF

－ RABが予期しない作動

注  意
• RABは自車の真後ろに静

として想定しています。

識しないことがあります

－ 歩行者

－ 動いているもの

－ 枝や遮断機など尖った

－ 布や雪など音波を吸収

－ 表面の角度が斜めにな

－ 車両より小さいもの

－ 車両よりも高い位置や

－ 自車の中心から左右に

－ 地面に対して垂直でな

－ 凹凸のあるものや表面

• RABは次のような場合に

－ 障害物に対して斜めに

警  告
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リヤバンパーに次のような部品を取り付

テムが正常に作動しなくなるおそれがあ

付けなどが必要なときは、SUBARU販

い。

ェンダーポール、ラジオアンテナなどの

ーなどの高周波音を出す部品

レートなど

きは、システムが地面や壁などを障害物

があります。

車高が極端に変わっているとき

上り坂があるとき

あるとき

路や穴やわだちがある地面を後退してい
Ey

－ ハンドルを大きく切っている場合

知  識
• RABは、システムによるブレーキが作動したときに、次の

データを記録します。個人情報（例：氏名・性別・年齢・作

動場所）や、会話その他の音声データは記録しません。

－ 対象物からの距離

－ 車速

－ アクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況

－ セレクトレバーの位置

－ 外気温

－ ソナーセンサーの感度設定

• セレクトレバーを“R”にしたとき、すでにリヤバンパーの

すぐ近くにあるものは認識しないことがあります。

• ソナーセンサーの取り扱いをお守りください。

P.269参照

• 次のときは、システムが正常に作動しないことがあります。

－ ソナーセンサー付近が極端に暑いとき、または寒いとき

－ 大雨などでソナーセンサーおよびソナーセンサー付近に大

量の水がかかったとき

－ 霧や雪、強風、砂嵐など悪天候のとき

－ 他の車両のホーン、エンジン音、エアブレーキ音などの高

周波音が近くで鳴っているとき

－ RABのソナーに近い周波数の音が近くで鳴っているとき

注  意
• 車両を改造したり、

けたりすると、シス

ります。部品の取り

売店にご相談くださ

－ フォグランプ、フ

部品

－ ホーンやスピーカ

－ 字光式ナンバープ

• 次のような状態のと

として検知すること

－ 積載などにより、

－ 後退方向に極端な

－ 後退方向に縁石が

－ 草や砂利が多い道

るとき

知  識



Ey

3

、システムが正常に作動してもブ

突を回避できないことがあります。

ていないとき

るとき

などを走行しているとき

急修理をしたとき

しているとき

があるとき
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）
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－ 狭いトンネルや狭い橋、狭い道路、狭いガレージなど、物

や壁が車両に隣接した場所で後退しているとき

－ 極端な上り坂または下り坂を後退しているとき

－ 段差を後退しているとき

－ 路面がぬれているとき

知  識
• 次のような状態のときは

レーキが効きにくく、衝

－ タイヤを正しく装着し

P.697参照

－ 路面が滑りやすいとき

－ 急な坂道を走行してい

－ マンホールのフタの上

－ パンク修理キットで応

－ タイヤチェーンを装着

－ 車両やブレーキに異常

知  識
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レーキ

5 km/hで後退を続けたとき、衝突の危険

、衝突を回避するために自動的にエンジン

レーキが作動します。

み画面を表示します。

ーキによる停車後は、安全のためブレーキ

い。ブレーキペダルを踏むまで割り込み画

継続します。このとき、RABが一時停止し

を“R”以外にすると復帰します。

障害物との
距離の範囲

障害物との距離の表示

メーター
リヤビュー
モニター

90 cm～
150 cm

緑 緑

70 cm～
90 cm

黄＋緑 黄

50 cm～
70 cm

橙＋黄＋緑 橙

50 cm以下
赤＋橙＋黄
＋緑

赤

設定できます。
Ey

後退中に障害物を検知すると、ソナー警報音および自動（被害軽

減）ブレーキが作動します。

ソナー警報音

後退中に障害物を検知すると、障害物との距離の範囲がメーター

とセンターインフォメーションディスプレイのRAB画面、および

マルチビューモニターの後方確認画面に表示され、警報音が鳴り

ます。

警報音は障害物との距離によって中距離、接近、最接近の3段階

に変化し、近づくほど間隔が短くなります。

自動（被害軽減）ブ

車速約1.5 km/h～約1

があると判断されると

出力を抑制し、強いブ

警報音に加え、割り込

自動（被害軽減）ブレ

ペダルを踏んでくださ

面を表示し、警報音を

ます。セレクトレバー

RABの作動
警報パターン

(1) 遠距離警報
約
約

(2) 中距離警報
約
約

(3) 接近警報
約
約

(4) 最接近警報 約

知  識
ソナー警報音の音量を

P.118参照



Ey

3

被害軽減）ブレーキでは検知できる

ります。

ダルを踏み続けると、RABをキャ

す。

セルペダルを踏んだとき、RABは

され、電動パーキングブレーキが

が経過したとき

たとき

とき

停止表示灯が点灯したとき

ったときは、RABがキャンセルさ
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）

94

警  告
システムによるブレーキで停車した後はすぐにブレーキペダル

を踏んでください。お車が動き出すおそれがあります。

知  識
• ソナー警報音が鳴っていても、自動（被害軽減）ブレーキは

作動しないことがあります。

－ ソナー警報音と自動（

範囲や作動条件が異な

• 加速抑制中にアクセルペ

ンセルすることができま

• RABによる停車中にアク

作動しません。

• 次の場合は、RABが解除

作動します。

－ 車両が停止してから2分

－ いずれかのドアを開け

－ RAB警告灯が点灯した

－ RAB OFF表示灯／一時

P.225参照

• 障害物を検知できなくな

れます。

知  識
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停止するとき

ソナー警報音が一時停止します。

や雪、泥などが付着したとき

周波数の音を検知したとき

音OFF表示灯が点灯します。
Ey

自動（被害軽減）ブレーキが一時停止するとき

自動（被害軽減）ブレーキの作動後、セレクトレバーを“R”以

外にするまで、および次のようなときには、自動（被害軽減）ブ

レーキが一時停止します。

• ソナーセンサーに氷や雪、泥などが付着したとき

• リヤバンパーのすぐ近くに物がある状態でセレクトレバーを

“R”にしたとき

• RABのソナーに近い周波数の音を検知したとき

• マルチモードVDCをOFFモードにしたとき

このとき、RAB OFF表示灯／一時停止表示灯が点灯します。

ソナー警報音が一時

次のようなときには、

• ソナーセンサーに氷

• RABのソナーに近い

このとき、ソナー警報

RABの一時停止



Ey

3

ディスプレイでソナー警報音、自動

／OFFを切り替えることができます。

されるRAB画面の下のアイコンを

できます。

キの作動あり／作動なし

／作動なし

と、リヤビュー画面のアイコンの

、ソナー警報音OFF表示灯が点灯しま

OFFにすると、リヤビュー画面のア

に変わり、RAB OFF表示灯／一時停

するとき
eSight / RAB（後退時ブレーキアシスト）

96

システムに異常があると点灯します。SUBARU販売店にご連絡

ください。

センターインフォメーション

（被害軽減）ブレーキのON

P.118参照

マルチビューモニターに表示

タップして切り替えることも

(1) 自動（被害軽減）ブレー

(2) ソナー警報音の作動あり

ソナー警報音をOFFにする

「ON」が「OFF」に変わり

す。

自動（被害軽減）ブレーキを

イコンの「ON」が「OFF」

止表示灯が点灯します。

RAB警告灯 RABをON／OFFに
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EyeSight / システム作動音一覧

参照先

き P.276

P.393

P.288

したとき P.296

ロールが自動解
P.326、387

動的に電動パー
P.326

P.339

P.350

P.455

P.465

P.443

出時に自動解除
P.339

たとき
P.455

止したとき

P.471
 システム作動音一覧

ブザー（音） 状態

ピーーー

プリクラッシュブレーキ：2次ブレーキおよび警報が作動したと

自動（被害軽減）ブレーキ（RAB）：ブレーキが作動したとき

緊急時プリクラッシュステアリングが作動したとき

前側方プリクラッシュブレーキの2次ブレーキおよび警報が作動

ピピーン

全車速追従機能付クルーズコントロール、定速クルーズコント
除されたとき

全車速追従機能付クルーズコントロールによる停止保持中に自
キングブレーキが作動したとき

車線中央維持・先行車追従操舵機能が自動解除されたとき

車線逸脱抑制機能が自動解除されたとき

渋滞時発進アシストが解除されたとき

アクティブレーンチェンジアシストが解除されたとき

EyeSight X（高度運転支援機能）が自動解除されたとき

ピピーン…

車線中央維持・先行車追従操舵機能がハンドル操作長時間非検
されたとき

渋滞時ハンズオフアシスト作動中にEyeSightシステムが故障し

渋滞時ハンズオフアシスト作動中にEyeSightシステムが一時停

ドライバー異常時対応システム（車線維持制御非作動）
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Ey

P.276

とき P.296

警報が作
P.329

P.359

P.366

P.393

P.470

P.468

P.451

検出され

P.339
る状態が

P.344

たとき

P.451

参照先
98

eSight / システム作動音一覧

ピピピ…

プリクラッシュブレーキ：1次ブレーキおよび警報が作動したとき

プリクラッシュブレーキ：車間距離警報が作動したとき

前側方プリクラッシュブレーキの1次ブレーキおよび警報が作動した

全車速追従機能付クルーズコントロールによるブレーキ踏み増し要求
動したとき

AT誤発進抑制制御が作動したとき

AT誤後進抑制制御の後退飛び出し抑制が作動したとき

自動（被害軽減）ブレーキ（RAB）：加速抑制が作動したとき

料金所前速度警報が作動したとき

カーブ前速度警報が作動したとき

ポンポーン

渋滞時ハンズオフアシスト作動中に制御対象外エリアに接近したとき

渋滞時ハンズオフアシスト作動中に料金所に接近したとき

渋滞時ハンズオフアシスト作動中にカーブに接近したとき

ポンポーン…

車線中央維持・先行車追従操舵機能作動中に、ハンドル操作が長時間
ないとき

車線中央維持・先行車追従操舵機能作動中に、運転者が前方を見てい
長時間検知されないとき

車線逸脱抑制機能が長時間作動したとき、または複数回作動したとき

渋滞時ハンズオフアシスト作動中に制御対象外エリアにさらに接近し

渋滞時ハンズオフアシスト作動中に料金所にさらに接近したとき

渋滞時ハンズオフアシスト作動中にカーブにさらに接近したとき

ブザー（音） 状態



399

EyeSight / システム作動音一覧

が作動したとき P.343

P.369

P.373

P.423

0 分間継続し自
P.324

P.316、330

ロールを切り替
P.382

P.401

P.401

P.396

P.395

P.459

P.471

P.376、377

P.366

P.393

P.356

参照先
ピピピッ

車線中央維持・先行車追従操舵機能作動中に、逸脱回避要求警報

車線逸脱警報が作動したとき

ふらつき警報が作動したとき

前側方警戒アシストが作動したとき（走行時）

ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピピーン
全車速追従機能付クルーズコントロールによる停止保持が約 1
動的に電動パーキングブレーキが作動するとき

ピッ

全車速追従機能付クルーズコントロールをセット中に
• 先行車を認識したとき※1

• 先行車を認識しなくなったとき※1

• 赤信号を認識したとき

全車速追従機能付クルーズコントロールと定速クルーズコント
えたとき

EyeSightシステムが故障したとき

EyeSightシステムが一時停止したとき

RABが故障したとき

RABが一時停止したとき

アクティブレーンチェンジアシスト準備中

機能使用制限通知

ポピッ
• 先行車発進お知らせが作動したとき※2

• 青信号お知らせが作動したとき※3

ポーンポーン… 後退速度リミッターが作動しているとき

ポッポッポッポッポッ … ソナー警報音（RAB）：中距離警報

ポポポポポ… ソナー警報音（RAB）：接近警報

ポーーー ソナー警報音（RAB）：最接近警報

ピピピッ … エマージェンシーレーンキープアシストが作動したとき

ブザー（音） 状態
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※ できます。

※ ます。

※

P.455

ght X）ス
P.443

P.471

参照先
00

eSight / システム作動音一覧

1: 先行車を認識したとき、または先行車を認識しなくなったときのブザー（先行車捕捉音）をOFFに設定

2: 先行車発進お知らせをブザーもしくは音声でお知らせする設定ができます。またOFFにすることができ

3: 青信号お知らせをOFFにすることができます。

P.118参照

ポンピーン 渋滞時ハンズオフアシストが“非作動→作動”となったとき

ピンポーン 渋滞時ハンズオフアシストが“作動→非作動”となったとき

ピピッ
EyeSight X（高度運転支援機能）が使用できない状態で （EyeSi
イッチを押したとき

ピンピーン… ドライバー異常時対応システム（車線維持制御作動）

ブザー（音） 状態
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、 （白色）が点灯します。

表示します。

時停止が解除され、自動的にEyeSightが

滅したときは、安全な場所に停車して、

ンスイッチをOFFにしてエンジンを止

ジンを始動してください。

ても が点灯または点滅し続けるとき

ムの異常が考えられます。この場合、

すべての機能が停止します。通常走行

が、SUBARU販売店で点検を受けてく
EyeSight 

 EyeSight システムの故障および一
時停止
EyeSightシステムの異常を検知すると、メーター内の表示灯で

お知らせします。表示内容を確認し、適切な処置を行ってくださ

い。

ブザー（ピッ）が鳴り、 （黄色）が点灯または点滅します。

また、割り込み画面を表示します。

ブザー（ピッ）が鳴り

また、割り込み画面を

原因が解消されると一

復帰します。

故障（ステレオカメラの位置・角度ずれ含む）

注  意
走行中に とエンジン警告灯が同時に点灯したときは、高速

走行を避け、直ちにSUBARU販売店で点検を受けてください。

エンジンなどに異常がある場合、EyeSightシステムは使用で

きません。

知  識
• が点灯または点

一度プッシュエンジ

めてから、再びエン

• エンジンを再始動し

は、EyeSightシステ

EyeSightシステムの

には支障ありません

ださい。

一時停止
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処置

前のガラス外側が汚れている、曇っ
合は、清掃を行ってください。
前のガラス内側が曇っている場合

行するとその状況が解消され復帰し
フロスターを使用することで効果的
きる場合があります。

らの光が強い場合、その状況が解消
行すると復帰します。
前のガラス内側やレンズ部周辺が汚

は曇りが晴れない場合はSUBARU販
けてください。

可能な温度になると復帰します。
帰しない場合、SUBARU販売店で点
い。

と復帰します。このとき、復帰に時
あります。
時間がたっても復帰しない場合、
で点検を受けてください。

ら足を離すと復帰します。それでも
SUBARU販売店で点検を受けてくだ
02

eSight / EyeSight システムの故障および一時停止

表示画面 原因

ステレオカメラが前方を認識しにくい
• フロントガラスの汚れ、曇り
• 悪天候時
• 前方からの強い光

• ステレオカメラ
ているなどの場

• ステレオカメラ
は、しばらく走
ます。また、デ
に状況が解消で

P.491参照
• 悪天候や前方か

されしばらく走
• ステレオカメラ

れている、また
売店で点検を受

低温または高温時
EyeSightが使用
室内が常温でも復
検を受けてくださ

• EyeSight起動中のとき
• 車両が極端に傾いていると判断したとき
• エンジン始動後、プリクラッシュ2次ブレーキが3回

作動したとき
• エンジンが停止したとき（アイドリングストップに

よる停止を除く）
• 停車中または極めて低い速度で走行中にハンドル操

作を行い、電動パワーステアリングが過熱防止状態
になったとき

• 走行中にボンネットが開いたとき

原因が解消される
間がかかる場合が
原因が解消して
SUBARU販売店

エンジンシステム始動時からブレーキペダルを踏んだ
まま、VDC警告灯／VDC作動表示灯が点灯し続けて
いるとき

ブレーキペダルか
復帰しない場合、
さい。
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スソフトウェア情報
ンソースソフトウェア（OSS）を搭載し

ドは以下のURLから取得できます。

.com/subaru
Ey

 オープンソー
EyeSightには、オープ

ています。

使用許諾やソースコー

https://oss.veoneer

知  識
が点灯しているときは、次のような現象が発生します。

• 定速クルーズコントロールを除くすべてのEyeSightシステ

ムの機能が使用できません。



そ

4

そ
 S

をOFFにする。後側方レーダーの電

テムが正常に作動しない可能性があ

とき

はスキー・スノーボード固定用のリ

するとき
の他の運転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

04

の他の運転支援機能

RVD（後側方警戒支援システム）
SRVDは、隣接車線の後方から接近する車両や、後退時に左右か

ら接近する車両の存在を知らせることにより、車線変更時や後退

時の後側方確認をアシストするシステムです。

警  告
SRVDについて次のことをお守りください。守らないと思わぬ

けがや重大な事故につながるおそれがあります。

• 車線変更や後退時には必ず目視で周辺状況を確認する。

－ 道路、天候、交通状況などにより、隣接車線に車両が存在

する場合や、左右から接近する車両が存在する場合でも、

SRVDが作動しなかったり、作動が遅れたりする場合があ

ります。

• SRVDを過信しない。

－ 安全な車線変更や後退の可否を判断したり、車両や障害物

との接触を自動的に防ぐ機能ではありません。

－ SRVDを過信すると最悪の場合、死亡事故につながるおそ

れがあります。

注  意
• リフトアップするときや、シャシーダイナモメーターやフ

リーローラーなどを使用するときは、SRVDが予期しない作

動をするおそれがあるため必ずSRVDをOFFにする。

• 次の場合は、必ずSRVD

波が遮られるため、シス

る。

－ 車両などをけん引する

－ 車両後部に自転車また

ヤキャリアなどを装着

注  意
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走行中、ピラー左右後方の死角にある車両

接近表示灯が点灯します。運転者がSRVD

側にウインカーレバーを操作した場合は、

滅して警告します。

走行中、隣接する左右車線内に高速で接近

、SRVD接近表示灯が点灯します。運転者

点灯した側にウインカーレバーを操作した

示灯が点滅して警告します。
その他の運転支

ドアミラーのSRVD接近表示灯が点灯、点滅して運転者に危険を

知らせます。

死角検知機能

車速約12 km/h以上で

を検知すると、SRVD

接近表示灯の点灯した

SRVD接近表示灯が点

車線変更支援

車速約12 km/h以上で

する車両を検知すると

がSRVD接近表示灯の

場合は、SRVD接近表

SRVDの作動

知  識
• 強い日差しのもとでは、SRVD接近表示灯が見えにくいこと

があります。

• 後方車両からのヘッドランプによって、SRVD接近表示灯が

見えにくくなることがあります。

• ランプ類が点灯していて周囲が暗いとき、イルミネーション

コントロールダイヤルに連動してSRVD接近表示灯が減光し

ます。

P.254参照
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後

くいとき
斜めに引かれた駐車スペースに駐車

している車両によりSRVDの作動範

よりSRVDの作動範囲が制限され、

ない場合や、遅れる場合がありま

おいて目視によって周辺状況を確認

能には限界があります。次のような

能が低下し、正常に作動しないこと

リヤバンパーが変形、損傷したとき
の他の運転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

06

退時支援

後退時に左右から接近してくる車両を検知すると、接近状態に応

じてSRVD接近表示灯が点滅し、警報音が鳴ります。

マルチビューモニターの接近車両お知らせアイコンが点滅しま

す。

P.423参照

■接近する車両を検知しに
後退時において、駐車枠線が

している場合は、周囲の駐車

囲が制限されます。

(1) 駐車している車両

(2) 接近する車両

警  告
周囲の駐車している車両に

接近する車両の検知ができ

す。必ず、運転者の責任に

してください。

知  識
• 後側方レーダーの検知性

場合にはSRVDの検知性

があります。

－ 後側方レーダー付近の
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両が、互いの車線の端を走行していると

い間隔で連続して接近しているとき

とき（急カーブや交差点を曲がるときな

る車線間で高低差があるとき

直後

“R”に入れた直後

荷物を載せているとき

場合はSRVD接近表示灯の点滅および警

か、作動しないことがあります。

ペースから出るとき

車しているとき

で後退しているとき

き

車枠線が斜めに引かれた駐車スペースに

、次のような現象が発生する可能性があ

の点滅および警報音の警告が遅れるか、

る車両を検知して、SRVD接近表示灯が

鳴る

、2車線横の車両を検知することがあり

って走行しているとき

車線端に寄って走行しているとき
その他の運転支

－ リヤバンパーの後側方レーダー付近に雪、氷、泥が付着し

ているとき

－ 雨、雪、霧など悪天候のとき

－ 雪道、水たまりなど、ぬれた路面を走行するとき

• 次のような車両などに対しては、後側方レーダーが検知しな

いか、検知しにくいことがあります。

－ 小型の二輪車、自転車、歩行者、道路上および道路端の構

造物

－ レーダーの電波が反射しにくい形状の車両（車高の低い空

荷のトレーラー、スポーツカーなど）

－ 隣車線後方の検知エリアや、後退時の左右側方の検知エリ

アにいても、自車に接近してこない車両（接近車両はレー

ダーの検出データをもとにシステムが判断しています）

－ 自車との速度差がかなり大きい車両

－ 自車とほとんど速度差がなく、長い時間並走している車両

－ 対向車

－ 2車線隣にいる車両

－ 自車よりもかなり遅い速度で隣車線を走行中に、急激に速

度を上げて自車を追い越そうとする車両

• 次のような場合は、SRVD接近表示灯の点灯／点滅および警

報音の警告が遅れるか、作動しないことがあります。

－ 車両が、2車線隣の車線から隣車線に車線変更してきたと

き

－ 急勾配を走行している、または急勾配の上り下りが連続し

た坂道を走行しているとき

知  識
－ 自車と隣車線の車

き

－ 複数台の他車が狭

－ 回転半径が小さい

ど）

－ 走行車線と隣接す

－ SRVDをONにした

－ セレクトレバーを

－ 荷室に非常に重い

• 後退時、次のような

報音の警告が遅れる

－ 傾斜のある駐車ス

－ 隣に大型車両が駐

－ 勾配がついた路面

－ 後退速度が速いと

• 後退時において、駐

駐車している場合は

ります。

－ SRVD接近表示灯

作動しない

－ 車両前方を通過す

点滅し、警報音が

• 次のような場合には

ます。

－ 自車が車線端に寄

－ 2車線横の車両が

知  識



そ
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や路壁などがあるとき、SRVD接近

が鳴ることがあります。

とき、多車線の交差点を曲がるとき

灯が点滅することがあります。

ます。
の他の運転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

08

• 道路上および道路端に構造物（ガードレール、トンネル、側

壁など）があるとき、SRVD接近表示灯が点灯することがあ

ります。

－ ガードレールやコンクリート壁などが並行している場合

－ ガードレールや側壁の幅が狭くなっているところ

－ トンネルの出入口やトンネル内の側壁、非常駐車帯や待避

所

知  識

• 後退している方向に建物

表示灯が点滅し、警報音

• 市街地の交差点を曲がる

などに、SRVD接近表示

• 警報音の音量を設定でき

P.118参照

知  識
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ションディスプレイでSRVDをOFFに設定

、SRVD OFF表示灯が点灯します。

のドアミラーのSRVD接近表示灯が数秒間

するとき

と、EyeSightの一部機能がOFFになり

イッチをOFFにし、再度ONにした場合

SRVD ON／OFF状態が保持されます。
その他の運転支

次のようなときには、SRVDが一時停止します。

• 極めて高温または低温の環境で使用したとき

• バッテリー電圧の異常が発生したとき

• 後側方レーダーの取り付け角度が著しく変化していると判断し

たとき

• 後側方レーダーの検知性能が低下したとき

このとき、SRVD OFF表示灯が点灯します。

状況が改善されると正常復帰しますが、SRVD OFF表示灯が長時

間点灯し続ける場合は、すみやかにSUBARU販売店で点検を受

けてください。

センターインフォメー

できます。

P.118参照

SRVDをOFFにすると

復帰したときは、左右

点灯します。

SRVDの一時停止 SRVDをOFFに

知  識
• SRVDをOFFにする

ます。

P.262参照

• プッシュエンジンス

は、OFFにする前の
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ーの内側に左右ひとつずつ取り付け

り扱いについて

、次のことをお守りください。

ンパー表面は、いつもきれいにして

ンパー表面にステッカーなどを貼り

店にご相談ください。
の他の運転支援機能 / SRVD（後側方警戒支援システム）

10

システムに異常があると点灯します。SUBARU販売店で点検を

受けてください。

後側方レーダーはリヤバンパ

られています。

SRVD警告灯 後側方レーダーの取

注  意
SRVDの正しい作動のため

• 後側方レーダー付近のバ

おく。

• 後側方レーダー付近のバ

付けない。

－ 詳しくはSUBARU販売
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リング連動ヘッドラン

動ヘッドランプ／Steering Responsive 

の前進時にハンドルの操作や車速に合わせ

を自動で調整し、コーナーや交差点で進行

を高める機能です。車速が約8 km/h以上
その他の運転支援機能

 SRH（ステア
プ）
SRH（ステアリング連

Headlight）は、車両

てヘッドランプの光軸

方向を照らして視認性

のときに作動します。

• 後側方レーダー付近のバンパーを改造しない。

• 後側方レーダー付近のバンパーを塗装しない。

• 後側方レーダー付近のバンパーへの強い衝撃を与えない。

－ 後側方レーダーの取り付け位置がずれると、検知範囲に

入った車両を検知できないなど、システムに異常が起こる

おそれがあるので強い衝撃を受けた際は、必ずSUBARU

販売店で点検を受けてください。

• 後側方レーダーを分解しない。

注  意
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します。すみやかにSUBARU販売
の他の運転支援機能 / SRH（ステアリング連動ヘッドランプ）

12

センターインフォメーションディスプレイでSRHをOFFに設定で

きます。

P.118参照

SRHをOFFにすると、SRH OFF表示灯が点灯します。

システムに異常があると点灯

店で点検を受けてください。

SRHをOFFにするとき SRH警告灯
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なります。

チをAUTO位置にします。

チのレバーを前方へ押し、ハイビームにし

ヘッドランプが点灯すると作動し、ADB作

ます。

Bを作動なしに設定できます。
その他の運転支援機能 

 ADB（アダプティブドライビング
ビーム）
ADB（アダプティブドライビングビーム）は、フロントガラス上

部に取り付けられたステレオカメラにより、対向車や先行車な

ど、他の車両を眩惑しないように自動的に照射範囲を制御しなが

らハイビームによる最大の視界を確保する機能です。

次の手順で機能がONに

1. ライティングスイッ

2. ライティングスイッ

ます。

オートライトによって

動灯（緑色）が点灯し

警  告
• ADBを過信しない。

－ 運転者は常に自らの責任で周囲の状況に応じてライティン

グスイッチを操作してください。

注  意
ADBを正しく作動させるために、ステレオカメラの取り扱い

をお守りください。

P.265参照

知  識
SUBARU販売店でAD

ADBの使いかた
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場所を走行しているとき、前方に車両

点灯します。先行車または対向車が

、その部分を自動的に遮光します。

上のとき）は自動的に光軸を上向き

ます。

ったとき、または車両前方が明るいと

ます。

時停止しているときは、ADBは作

ります。ハイビームにするときは手

しく作動しない場合があります。

対向車と突然すれ違ったとき

とき

分離帯、街路樹などで対向車や先行

より、ADBが正しく作動しない場

照明、または標識、看板などの反射

動しない場合があります。

しく作動しない場合があります。

ランプの明るさや色

ランプが泥や雪などで汚れて見えな

動きや向き
の他の運転支援機能 / ADB（アダプティブドライビングビーム）

14

車速約30 km/h以上で暗い

がいない場合はハイビームが

ランプを点灯している場合は

高速走行時（約100 km/h以

に調整し、より遠くを照らし

車速が約15 km/h以下にな

きは、ロービームに切り替え

知  識
／AUTO位置ではONになりません。

ADBの作動

知  識
• EyeSightが故障または一

動せずにロービームとな

動で操作してください。

• 次の状況では、ADBが正

－ 見通しの悪いカーブで

－ 他車が前方を横切った

－ 連続するカーブや中央

車が見え隠れするとき

• 対向車のフォグランプに

合があります。

• 街灯や信号、広告などの

物によりADBが正しく作

• 次の原因によりADBが正

－ 対向車または先行車の

－ 対向車または先行車の

いとき

－ 対向車または先行車の
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プが破損または汚れているとき

どにより車両が傾いているとき
その他の運転支援機能 

－ 対向車または先行車のランプが片側のみ点灯しているとき

－ 対向車または先行車が二輪車のとき

－ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）

－ 乗車人数や荷物の量

－ ステレオカメラ認識範囲の制約による反応遅れ

• ADBは、対向車のヘッドランプ、先行車の尾灯などの光源、

あるいは街灯などの明るさをステレオカメラが認識します。

したがって、遮光範囲が運転者の感覚に合わず切り替わる場

合があります。

• 自転車などの軽車両のランプは検知しない場合があります。

• 次の状況では、周囲の明るさが正確に検知されず、ハイビー

ムが対向車や先行車の迷惑になる場合や、ロービームが継続

する場合があります。このような場合は、手動でハイビーム

とロービームを切り替えてください。

－ 悪天候時（霧、雪、砂嵐、大雨など）

－ フロントガラスが汚れているときや、曇っているとき

－ フロントガラスにひび割れや破損があるとき

－ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た光があるとき

－ 対向車または先行車が無灯火（電球切れなど）のときや、

ランプに汚れや変色があったり光軸がずれているとき

－ 急激な明るさの変化が連続するとき

－ 起伏や段差が多い道路を走行しているとき

－ カーブが多い道路を走行しているとき

－ 車両前方に標識やミラーのように光を強く反射するものが

あるとき

－ コンテナなど、先行車両の後部が光を強く反射するとき

知  識
－ 自車のヘッドラン

－ パンクやけん引な

－ エンジン始動直後

知  識
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ター
ラ映像をセンターインフォメーショ

能です。

方の確認、後退時の車両後方の確

きます。

、実際の距離とは異なる場合があ

界があるので、直接目視やドアミ

しながら運転する。

運転すると、お車をぶつけるなど思

おそれがあります。

イドビューモニターを使用しない。

いるとき

ドアが完全に閉まっていないとき

メラ映像が見づらくなることがあり

せん。

ンネルなど）

温または低温のとき

いるとき

入るとき（映像に白い縦線など影響

バーに水滴がついたとき、または湿
の他の運転支援機能 / マルチビューモニター

16

再度レバーを前に押して離します。ハイビームになります。

ハイビーム点灯中は、レバーを手前に引いて離し、ロービームに

することもできます。

システムに異常があると点灯します。また、LEDヘッドランプ警

告灯が点灯したときは、ADBは使用できません。SUBARU販売

店で点検を受けてください。

 マルチビューモニ
車両の死角を確認できるカメ

ンディスプレイに表示する機

発進時または走行中の車両前

認、駐車中の周囲の確認がで

ADBの解除

知  識
ライティングスイッチを 位置または ／AUTO位置

にすると、ADBは解除されます。この場合、再度ライティン

グスイッチをAUTO位置にすると、ADBが自動的にONになり

ます。

ADB警告灯（黄色）

警  告
• カメラ映像の距離感覚は

る。

• カメラ映像の範囲には限

ラーで周囲の安全を確認

－ カメラ映像のみを見て

わぬ事故を引き起こす

• 次のような状況では、サ

－ ドアミラーを格納して

－ 運転席または助手席の

知  識
• 次のような場合には、カ

ますが、故障ではありま

－ 暗いところ（夜間、ト

－ カメラ付近が極端に高

－ レンズカバーが汚れて

－ 直接カメラに強い光が

が出る事があります）

－ 雨天時など、レンズカ

度が高いとき
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ると、フロントビュー画面と部分トップ

アイコンが点灯します。車速が15 km/h以下

ー画面と部分トップビュー画面に自動的に画

車速が20 km/h以上になると元の画面を表示
その

スイッチ操作、またはセレクトレバーの操作により表示・切り替

えができます。

前方を確認する

セレクトレバーが“D”、“M”、“N”のときに、VIEWスイッ

チを押します。

VIEWスイッチ、または画面上の切り替えスイッチを押すごとに

画面が切り替わります。

最後に画面を切り替えてから約3分間経過すると元の画面に戻り

ます。

※ AUTOモードを選択す

ビュー画面に[AUTO]

になるとフロントビュ

面が切り替わります。

します。

－ 蛍光灯などの照明の下

• カメラ映像は実際の色合いとは多少異なることがあります。

• 次のような場合は、カメラの故障が考えられます。

SUBARU販売店にご相談ください。

－ 画面が切り替わらない

－ カメラステータスインジケーターが表示されない

－ 画面が青画、黒画になる

－ 画面上に“ ”、“ ”、“ ”が表示される

表示のしかた

知  識
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ます。（メーターのシフトポジション

カメラ映像を表示します。）

たは画面上の切り替えスイッチを押
の他の運転支援機能 / マルチビューモニター
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後方を確認する

セレクトレバーを“R”にし

表示が“R”に変化すると、

表示中にVIEWスイッチ、ま

すと画面が切り替わります。

知  識
• カメラ映像を表示してから次の条件を満たすと、表示を中断

して元の画面に戻ります。

－ 電動パーキングブレーキを作動させたとき

－ 車速が約20 km/h以上になったとき

－ センターインフォメーションディスプレイを操作して画面

を切り替えたとき

－ セレクトレバーを“P”にしたとき

• 車速が約20 km/h以上でVIEWスイッチを押したときは、

拡大トップビュー以外の画面を表示します。

• 映像の表示を中断した場合は、次に表示するときに前回表示

した画面を表示します。

• AUTOモードでフロントビュー画面と部分トップビュー画

面表示中にホームボタンなどを押すと、元の画面が表示され

ます。[AUTO]アイコン点灯中は車速が15 km/h以下にな

ると再び自動的に画面が切り替わります。
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各カメラの映像を合成しているため、

す。死角にある障害物などは映りませ

ーションディスプレイを操作して画面を

を中断します。

た場合は、次に表示するときに前回表示

す。
その

停車中に周囲を確認する

セレクトレバーが“P”のときにVIEWスイッチを押します。3D

ビュー映像を表示します。

映像は45°ずつ回転し、一周します。

途中で止めるには、画面上の切り替えスイッチをタップします。

画面上の切り替えスイッチをタップするごとに、表示角度が切り

替わります。

もう一度VIEWスイッチを押すか、カメラ映像を表示してから約3

分間経過すると元の画面に戻ります。

知  識
• カメラ映像を表示してからセレクトレバーを“R”以外にす

ると、すぐに元の画面に戻ります。

• 映像の表示を中断した場合は、次に表示するときに前回表示

した画面を表示します。

警  告
• 必ず直接目視やミラーで周囲の安全を確認する。

－ 3Dビュー映像は、

実際とは異なりま

ん。

知  識
• センターインフォメ

切り替えると、表示

• 映像の表示を中断し

した角度で表示しま

警  告



そ

4

・部分）

目安線（前進）

目安線（後退）

目安線（側方）

ン（前側方警戒アシスト）

ン（後退時支援）

ケーター
の他の運転支援機能 / マルチビューモニター
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カメラ映像には、距離や車両の進行方向の目安となるガイド線

や、接近車両の情報を表示します。

トップビュー画面（拡大

(1) ステアリング連動の方向

(2) ステアリング連動の方向

(3) ステアリング連動の方向

(4) 接近車両お知らせアイコ

(5) 接近車両お知らせアイコ

(6) カメラステータスインジ

カメラ映像の見かた

注  意
• 運転時は、ガイド線に頼らず直接目で確認する。

－ 搭乗人数や積載状態により車両が路面に対して傾いている

場合など、実際の位置とガイド線の指示が異なる場合があ

ります。

知  識
• ステアリング連動の方向目安線は「カメラ」の項目で表示を

OFFに設定できます。

P.118参照

• ディスプレイの明るさやコントラストは調整できます。

P.118参照

－ カメラ画像の明るさやコントラストはディスプレイの設定

に連動しています。
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30 cm

30 cm

の先端から約50 cm

の方向目安線（橙）

アイコン（前側方警戒アシスト）

インジケーター
その

サイドビュー画面

(1) フロントバンパーの先端から約30 cm

(2) フロントタイヤの中心

(3) タイヤ外側から約30 cm

(4) 接近車両お知らせアイコン（前側方警戒アシスト）

(5) カメラステータスインジケーター

フロントビュー画面

(1) 車両左外側から約

(2) 車両右外側から約

(3) フロントバンパー

(4) ステアリング連動

(5) 接近車両お知らせ

(6) カメラステータス



そ

4

リ

AB）が検知した障害物との距離の範
の他の運転支援機能 / マルチビューモニター
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ヤビュー画面

(1)～(4) 距離・車幅マーカー

(1) バンパーから約3 m（緑）

(2) バンパーから約2 m（緑）

(3) バンパーから約1 m（黄）

(4) バンパーから約0.5 m（赤）

(5) バンパーから約0.5 mと車両中心を示す十字線（赤）

(6) ステアリング連動の方向目安線（橙）

(7) 接近車両お知らせアイコン（後退時支援）

(8) カメラステータスインジケーター

RAB画面

後退時ブレーキアシスト（R

囲を表示します。

P.390参照
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、SRVDが車両後方の左右から接近する車

ンが点滅します。

度が5 km/h以下または60 km/h以上

せん。
その

前側方警戒アシスト

前方確認画面を表示中、左右から接近する車両の存在をアイコン

でお知らせします。

セレクトレバーが“D”または“M”で停車中の場合は、アイコ

ンが点灯します。

車速約20 km/h以下で走行中の場合は、アイコンが点滅し、割り

込み画面と警報音およびEyeSightアシストモニターの表示で注

意を促します。

P.296、379参照

後退時支援

後方確認画面を表示中

両を検知するとアイコ

P.404参照

接近車両お知らせアイコン

警  告
• 必ず目視によって周辺状況を確認する。

－ レーダーの検知性能には限界があり、天候や周囲の状況に

よっては車両を検知できないことがあります。システムを

過信すると重大な事故につながるおそれがあります。

－ 接近する車両の速

のときは作動しま

警  告



そ

4

て固まったり、雪などで凍り付いて

などでたたいて泥や氷を落とさな

因となります。水またはぬるま湯を

かい布で拭き取ってください。

近づけない。

ります。

使用しない。

因となります。

シンナーなどでカメラを拭かないで

因となります。汚れを落とすときに

み込ませた布で拭き、柔らかい布で

。

場合は、ワックスがカメラにつかな

。もし、ついてしまった場合にはき

性洗剤を含ませ、拭き取ってくださ

にくいよう、ハードコートしていま

合やレンズカバーを拭き取る場合

注意してください。

シなどは使用しないでください。カ

ことがあります。
の他の運転支援機能 / マルチビューモニター
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サイド、フロント、リヤのそれぞれのカメラが装着されていま

す。

カメラの取り扱いについて

警  告
• カメラ、スイッチ、配線類を分解したり改造したりしない。

－ 万一煙が出たり異臭がした場合には、SUBARU販売店で

点検を受けてください。そのまま使用すると、事故、火

災、感電の原因となります。

注  意
• 高圧洗車機を使用する場合は、カメラ周辺部に直接水をかけ

ない。

－ レンズに水が入り、結露などが発生したり、故障や火災、

感電の原因となります。

• カメラは精密機器のため、強い衝撃は与えない。

－ 故障や火災、感電の原因となります。

• カメラに泥などが付着し

しまっているときに、棒

い。

－ 故障や火災、感電の原

かけて洗い流し、柔ら

• カメラや配線類に火気を

－ 故障や火災の原因とな

• エンジン停止中に長時間

－ バッテリー上がりの原

知  識
• アルコール、ベンジン、

ください。変色などの原

は、薄めた中性洗剤を染

から拭きをしてください

• ボディワックスをかける

いよう注意してください

れいな布に水で薄めた中

い。

• レンズカバーは傷がつき

すが、ボディ洗車する場

に、傷をつけないように

• レンズカバーに洗車ブラ

メラ映像が見づらくなる

注  意
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か、眠っているか、運転能力が落ちてい

念しているかをシステムが判断すること

ステムが運転者の状態を正確に検出する

があります。

メラは、写真・音声・動画の保存を行う

いLED光が見えることがありますが、

。

471規格に準拠しており、人体に影響

りません。

の詳細は「ユーザー情報連動機能」を参
その他の運転支

 ドライバーモニタリングシステム
ドライバーモニタリングシステム作動表示灯（緑色）が点灯して

いるとき、ユーザー認識用カメラにより、運転者の状態を認識し

て安全運転を支援する機能です。走行中に運転者が一定時間以上

目を閉じたり、顔の向きを前方から大きく外したりするなどし

て、居眠りや脇見などをしているとシステムが判断した場合は、

警報音や警告表示で注意を促します。

また、ユーザー登録すると、登録した運転席シート位置やドアミ

ラーの鏡面位置などを自動的に呼び出します。

注  意
ドライバーモニタリングシステムの認識性能には限界がありま

す。ドライバーモニタリングシステムを過信した運転は行わな

いでください。

• 運転者が眠気を感じているかどうか、安全運転に集中してい

るかどうかを検出することはできません。

• 運転者が起きている

るか、安全運転に専

はできません。

• 状況によっては、シ

ことができないこと

知  識
• ユーザー認識用のカ

ことはありません。

• 近赤外線光源部は赤

異常ではありません

• 赤いLED光はIEC62

を及ぼすおそれはあ

• 呼び出し可能な設定

照してください。

P.431参照

注  意



そ
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1 llo画面を表示します。

した場合は、ユーザー名を表示しま

基づいて各種設定を呼び出します。
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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. プッシュエンジンスイッチがOFFのとき、ドアを開けるとメー

ターにスキャン画面が表示されます。運転席に座り、正面を向

いたまましばらく待ちます。

2. 運転者を認識すると、He

3. 登録済みのユーザーを認識

す。

このとき、ユーザー情報に

P.431参照
知  識

ドアの開閉を短時間の間に繰り返した場合は、スキャン画面が

表示されないことがありますがシステムは作動しています。
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個人認識を中止しました」と表示される

物などがある場合は、原因を取り除いてか

てください。

は

イバーモニタリングシステムが正常に動

す。

り込んでいる場合

メラが直接（またはガラス越し）太陽光

とき

外線成分の光を含む）により、顔に影が

（強い近赤外線成分の光を含む）の強さ

変動しているとき
その他の運転支

4. 運転者を認識している状態でプッシュエンジンスイッチをOFF

にしたとき、ドアを開けて閉めるとセンターインフォメーショ

ンディスプレイにSee You画面を表示します。

認識ができない場合、「

ことがあります。

カメラと顔の間に遮る

ら、手動再認識を行っ

P.118参照

知  識
ユーザー情報連動機能は、ユーザー登録をして認識が完了して

いる場合のみ作動します。

知  識
登録推奨画面が表示される場合は、「ユーザーの登録・消去」

を参照してください。

P.433参照

認識されないとき

知  識
次のような場合、ドラ

作しないことがありま

• 車室内へ太陽光が入

－ ユーザー認識用カ

に照らされている

－ 太陽光（強い近赤

生じているとき

－ 顔を照らす太陽光

が瞬間的に大きく



そ

4

ンズを頻繁に切り替えている場合

をお奨めします。

をしている場合

た直後から開始されます。できるだ

い。

ている人物の一人が登録されている

に誤ってユーザー認識されることが

のような特徴があります。

チをOFFにしてから経過した時間

転席ドアを開けてもスキャン画面が

ます。この場合でもドアを閉めると

すが、スキャン画面は表示されませ

いる状態でプッシュエンジンスイッ

アを開けないまま長時間経過して

イッチをONにすると、プッシュエ

する前のユーザー認識状態に戻り

外のときは、ユーザー認識が完了

替わりません。

行いません。
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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• 車室内に近赤外線光源を搭載した機器（市販のドライバーモ

ニタリングシステムなど）がある場合

• 目や鼻、口など顔が正常に認識できない場合

－ サングラスなどのレンズの種類によりカメラが目を認識で

きないとき

－ メガネやサングラスのレンズへの映り込みやフレームによ

り目が隠れているとき

－ 身に着けているものや髪の毛などにより顔の一部が隠れて

いるとき

－ カバーやアクセサリーなどにより、ユーザー認識用カメラ

および近赤外線光源部（LED）と顔との間が遮られてい

るとき

• ユーザー認識用カメラおよび近赤外線光源部（LED）に汚

れや傷がついている場合

－ 汚れや指紋などがついたときは、柔らかい布でから拭きす

るか、固く絞った布などで軽く拭き取ってください。

－ カメラ周辺に硬いものが触れないよう注意してください。

• 助手席の方が運転席付近に身を乗り出したときなど、運転席

付近に2つ以上の顔が存在する場合

次のような場合、登録済みのユーザーを正しく認識できないこ

とがあります。

• ユーザー登録が正しくできていない場合

－ 成功頻度が低い場合は、一度ユーザーを削除し、再度登録

を行ってください。

－ できるだけ目を閉じない状態で登録してください。

知  識
－ メガネとコンタクトレ

は、それぞれでの登録

• ユーザー認識中によそ見

－ ユーザー認識は乗車し

け正面を向いてくださ

• 双子など、顔の特徴が似

場合

－ もう一人が乗車した際

あります。

ユーザー認識について、次

• プッシュエンジンスイッ

が短いなどの場合は、運

表示されないことがあり

ユーザー認識を開始しま

ん。

• ユーザー認識が完了して

チをOFFにし、運転席ド

からプッシュエンジンス

ンジンスイッチをOFFに

ます。

• セレクトレバーが“P”以

してもシート位置は切り

• 走行中はユーザー認識を

知  識



援機能 / ドライバーモニタリングシステム

429

時間以上目を閉じたり、顔の向きを前方か

などして、居眠りや脇見などをしていると

きに注意を促します。脇見・居眠り警報

機能の状態にかかわらず作動します。

るとシステムが判断したとき、運転者に注

ブザーが鳴り、割り込み画面を表示しま

害物を検知しているときは、通常よりも早

す（プリクラッシュブレーキOFF表示灯が

く）。
その他の運転支

走行中に運転者が一定

ら大きく外したりする

システムが判断したと

は、ユーザー情報連動

脇見警報

運転者が脇見をしてい

意を促します。

脇見警報が作動すると

す。前方に先行車や障

く脇見警報が作動しま

点灯しているときを除

• シート位置、ドアミラーの鏡面位置を動かしているときは、

ユーザー認識が完了しても登録したシート位置、ドアミラー

の鏡面位置、リバース連動チルトダウンドアミラーの鏡面位

置を呼び出すことはできません。

• シート位置、ドアミラーの鏡面位置の呼び出し中に次の操作

を行うと、シート位置、ドアミラーの鏡面位置の呼び出しを

中止します。

－ パワーシート調整スイッチを操作したとき

－ ドアミラーの調整スイッチを操作したとき

－「SET」ボタンを押したとき

－「1」または「2」ボタンを押したとき

－ セレクトレバーを“P”以外にしたとき

知  識 脇見・居眠り警報



そ

4

居

作動しません。

いるとき

のとき

く検知できず居眠り警報や脇見警報

ります。

りしたとき

、頻繁に瞬きをしたりしたとき

転姿勢をくずしたりしたとき

る場合は、ドライバーモニタリング

てください。

システムがOFFの場合でも、車線

舵機能がONの場合は、居眠り警報

ます。

る場合は、SUBARU販売店で点検

ョンディスプレイにも休憩提案を表

。

の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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眠り警報

運転者のまぶたの閉じ具合をシステムが判断して、運転者に注意

を促します。

居眠り警報が作動するとブザーが鳴り、割り込み画面を表示しま

す。

知  識
• 次の場合は、脇見警報は

－ 停車中

－ 低速走行時

－ ウインカーが作動して

－ セレクトレバーが“R”

• 次のような場合は、正し

のブザーが鳴ることがあ

－ 伏し目となったとき

－ 笑ったり、目を細めた

－ 目をしばらく閉じたり

－ 前に乗り出したり、運

• 警報のブザーが鳴り続け

システムを一度OFFにし

• ドライバーモニタリング

中央維持・先行車追従操

および脇見警報が作動し

• 警報のブザーが頻繁に鳴

を受けてください。

• センターインフォメーシ

示するよう設定できます

P.118参照
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る直前に選択していた基本画面を表示しま

ーションディスプレイ

して平均燃費を選択したとき、ユーザーの

。

ーの鏡面位置の登録、呼び出しおよび消

ってください。運転中に登録、呼び出し

うと、事故の原因になるおそれがありま

ングシステムがOFF、一時停止中、お

きは、表示灯が灰色になります。
その他の運転支

ユーザー登録をしているときは、次の設定を自動的に呼び出すこ

とができます。

ドライバーポジション

登録したシート位置、ドアミラーの鏡面位置を呼び出します。

• シートの前後位置

• 背もたれの角度

• シートの高さ

• 座面前側の高さ

• ドアミラーの鏡面位置

• リバース連動チルトダウンドアミラーの鏡面位置

メーター

ユーザーが前回降車す

す。

センターインフォメ

ウィジェットの項目と

平均燃費を表示します

ユーザー情報連動機能

知  識
• ユーザー情報連動機能をOFFに設定できます。

P.118参照

－ ユーザーごとに設定を変えることはできません。

• ユーザー情報連動をOFFに設定しているときは、次の項目

を選択できません。

－ 手動再認識

－ ドアオープン連動シート後退

－ ユーザー登録

－ ドライバーポジション再登録

－ ドライバーポジション消去

警  告
シート位置、ドアミラ

去は、必ず運転前に行

および消去の操作を行

す。

知  識
• ドライバーモニタリ

よび故障していると



そ

4

エ

ド

ド

のとき、ドアを解錠して運転席ドア

りの位置にある場合に、運転席シー

くするように設定できます。

ート後退

したときは、シートが後退位置まで

ください。

リーでアクセスキーにシート位置を

ープン連動シート後退は作動しませ
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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アコン

ユーザーが前回降車する直前に選択していたエアコン送風温度や

吹き出し口などの設定を呼び出します。

ライブモードセレクト

INDIVIDUALモードを選択したとき、ユーザーの設定を呼び出し

ます。

ライバーモニタリングシステムのON／OFF状態

ユーザーが前回降車する直前に選択していたドライバーモニタリ

ングシステムのON／OFF状態を呼び出します。

ユーザー情報連動機能がON

を開けたときにシートが前寄

トを後退させて乗り込みやす

P.118参照

• 個人燃費計をリセットするときは、ユーザー情報の上書き登

録を行ってください。

P.434参照

知  識
ユーザー認識が完了しているときにMAX A/CがONのまま

プッシュエンジンスイッチをOFFにして降車した場合は、

MAX A/CをONにする前の設定に戻ります。

知  識 ドアオープン連動シ

注  意
ドア連動シート後退が作動

動いてから運転席に座って

知  識
ドライバーポジションメモ

登録している場合、ドアオ

ん。
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ーションディスプレイのホーム画面から

す。

ングシステムOFF表示灯、ドライバー

ム一時停止表示灯、ドライバーモニタリ

（黄色）が点灯しているときには次の項

。

その他の運転支

1. センターインフォメ

[設定]をタップしま

ユーザーの登録・消去

知  識
• 次の条件をすべて満たすとき、ユーザー登録推奨画面が表示

されます。

－ プッシュエンジンスイッチがON

－ セレクトレバーを“P”以外から“P”にした

－ 運転者がユーザー登録をしていない

－ ユーザー登録数が4人以下

－ ドライバーモニタリングシステム作動表示灯（緑色）が点

灯している

－ ユーザー情報連動がON

[実行]をタップすると、「ユーザー登録のしかた」手順2.の画

面が表示されます。登録手順にそって登録を行ってください。

• ドライバーモニタリ

モニタリングシステ

ングシステム警告灯

目を選択できません

－ ユーザー登録

－ ユーザー消去

－ 全ユーザー消去

知  識



そ

4

2

3

にシート位置、ドアミラーの鏡面位

ださい。

ップします。

ドアミラーの鏡面位置を登録する場

レバーを“R”にして鏡面位置を調

ってください。
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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. 画面上部のボタンで[車両]を選択します。

. [ドライバーモニタリングシステム]をタップします。

ユーザー登録のしかた

正しい運転姿勢がとれるよう

置を調整してから登録してく

1. [DMSユーザー登録]をタ

知  識
リバース連動チルトダウン

合は、登録の前にセレクト

整し、“P”に戻してから行

P.197参照
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、顔を正面に向けて待ちます。

いときは、顔を正面に向けた後、センター

ディスプレイ側に向けてください。

た再登録してください」と表示された

2.からやりなおしてください。
その他の運転支

2. 登録したい番号をタップします。

3. [設定]をタップします。

4. 運転席に座ったまま

なかなか登録されな

インフォメーション
知  識

すでに登録済みの番号を選択すると、上書き登録ができます。

上書き登録を行うと、個人燃費計はリセットされます。

知  識
•「登録できませんでし

場合、もう一度手順



そ

4

5

設定します。

アイコンは使用できません。
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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. 音が鳴り、画面が切り替わると顔の登録は完了です。

6. 名前を入力し、アイコンを

• 次のような場合、ユーザー登録が正しくできない場合があり

ます。

－ 目を閉じた状態で行った場合

－ 車室内へ太陽光が入り込んでいる場合

－ 車室内に近赤外線を使用する機器がある場合

－ メガネやサングラス、マスク、マフラーを着用している場

合

－ 顔とシステムとの間に遮る物がある場合

詳しくは「認識されないときは」で説明しています。

P.427参照

知  識

知  識
他のユーザーが使っている
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す。

かた

ターインフォメーションディスプレイの

。初期化を行うと、すべての登録状態が

ングシステムがOFFのときは初期化を

ん。
その他の運転支

ユーザー消去のしかた

1. [ユーザー消去]をタップします。

2. 消去したいユーザーをタップします。

3. [実行]をタップしま

全ユーザー消去のし

知  識
• ユーザー消去はセン

初期化でもできます

消去されます。

• ドライバーモニタリ

行うことができませ



そ

4

1

2

シート位置、ドアミラーの鏡面位置

ト位置、ドアミラーの鏡面位置の設

録します。

出したくない場合は、消去もできま

ンの登録・消去

ンドアミラーの鏡面位置を登録する

クトレバーを“R”にして鏡面位置

から行ってください。

に設定しているとき、またはドラ

テムOFF表示灯、ドライバーモニ

止表示灯、ドライバーモニタリング

が点灯しているときは次の項目を選

再登録

消去

転席に座り、ユーザー認識が完了し

バーポジションの登録・消去ができ
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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. [全ユーザー消去]をタップします。

. [実行]をタップします。

ユーザー登録を行ったとき、

が同時に登録されます。シー

定を変更したいときは、再登

ユーザー情報に連動して呼び

す。

P.118参照

ドライバーポジショ

知  識
• リバース連動チルトダウ

場合は、登録の前にセレ

を調整し、“P”に戻して

P.197参照

• ユーザー情報連動をOFF

イバーモニタリングシス

タリングシステム一時停

システム警告灯（黄色）

択できません。

－ ドライバーポジション

－ ドライバーポジション

• 登録済みのユーザーが運

ているときのみ、ドライ

ます。
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ションディスプレイでドライバーモニタリ

できます。

グシステムをOFFにすると、ドライバーモ

FF表示灯が点灯します。

リングシステムをOFFにす

ングシステムをOFFにすると、ユー

いるときはユーザー情報として、ユー

いときは車両の前回設定として記憶しま
その他の運転支

ドライバーモニタリングシステムが一時停止すると、ドライバー

モニタリングシステム一時停止表示灯が点灯します。 センターインフォメー

ングシステムをOFFに

P.118参照

ドライバーモニタリン

ニタリングシステムO

ドライバーモニタリングシステムの一時停止

知  識
• ドライバーモニタリングシステムは次のような場合に一時停

止します。

－ ドライバーモニタリングシステム本体の温度が高い、また

は低いとき

－ メガネやサングラスなどの着用により、システムが目を正

しく検出できないとき

－ 障害物によってシステムが眉毛、目、鼻、口のいずれかを

正しく検出できないとき

－ ユーザー認識用カメラおよび近赤外線光源部（LED）が

障害物で覆われ、正しく運転者を検出できないとき

ドライバーモニタ
るとき

知  識
• ドライバーモニタリ

ザー認識が完了して

ザーを認識していな

す。



そ

4

します。

けてください。

テムには、フリー／オープンソース

載しています。

下のURLから取得できます。

armultimedia.jp/RTOS/License/

グシステム警告灯（黄色）

トウェア情報
の他の運転支援機能 / ドライバーモニタリングシステム
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システムに異常があると点灯

SUBARU販売店で点検を受

ドライバーモニタリングシス

ソフトウェア（FOSS）を搭

使用許諾やソースコードは以

http://www.embedded-c

oss/DMS_0101/

• 停車中に運転席ドアを開閉すると、ドライバーモニタリング

システムは自動的にONに切り替わります（ユーザー情報連

動がONのとき）。その後、登録済みのユーザーを認識する

とユーザー情報連動機能に記憶しているON／OFF状態に切

り替わります。登録済みのユーザーが認識できない場合は、

前回ユーザーを認識していなかったときのON／OFF状態に

切り替わります。

• ドライバーモニタリングシステムをOFFにした後、運転席

ドアを開けたままでドライバーモニタリングシステムをON

にすると、ユーザー認識が正しく行えないことがあります。

• ドライバーモニタリングシステムをOFFにしても、ユー

ザー情報連動およびドアオープン連動シート後退のON／

OFFは切り替わりません。

• ドライバーモニタリングシステムOFF表示灯が点灯してい

ても、車線中央維持・先行車追従操舵機能を使用していると

きは、ドライバーモニタリングシステムの情報を利用し運転

者の状態を認識します。

その際、割り込み画面でお知らせする場合があります。

知  識 ドライバーモニタリン

オープンソースソフ
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支援機能）は、運転者の判断を補助

荷の軽減を目的としています。警報が作

囲を確認の上、運転者の判断でブレーキ

切な操作をしてください。

支援機能）の認識性能・制御性能には

ぞれのページに書かれている警告を必ず

使用ください。誤った使用をすると、適

思わぬ事故につながるおそれがありま

ght X（高度運転支援機能）は、左側通

います。右側通行の道路で使用する場合

きません。

支援機能）は、EyeSightの機能を使用

ついて」のページを必ずお読みの上、正

支援機能）のGPS性能には限界があり

度運転支援機能）の作動エリア（高速

）でない道路を走行中であっても、シス

定（ が点灯）した場合には、

支援機能）を使用しないでください。
EyeSight X / 

EyeSight X

 EyeSight X（高度運転支援機能）に
ついて
EyeSight X（高度運転支援機能）は、高速道路や自動車専用道

路を走行中、作動条件が整ったときに運転操作や車線変更などの

支援を可能にする高度運転支援機能です。ドライバーモニタリン

グシステム、3D高精度地図データと高精度GPSを利用すること

で、運転者の状態や道路環境に適したより高度なアクセル、ブ

レーキ、ハンドルの制御が可能となり、安心して快適に運転して

いただくため運転者を支援します。

警  告
運転者には安全運転の義務があります。EyeSight X（高度運

転支援機能）の各機能特性にかかわらず、常に交通ルール・マ

ナーを守り運転してください。運転時は常に先行車との車間距

離や周囲の状況、運転環境に注意しながら必要に応じてブレー

キペダルを踏むなど、安全運転に努めてください。

• EyeSight X（高度運転支援機能）に頼った運転は絶対に行

わない。

－ EyeSight X（高度運転支援機能）の認識性能・制御性能

には限界があります。

－ わき見運転やぼんやり運転など運転者の前方不注意を防止

したり、悪天候時の視界不良下での運転を支援する装置で

はありません。また、あらゆる状況で衝突を回避するもの

ではありません。

EyeSight X（高度運転

し、事故被害や運転負

動した場合は前方や周

ペダルを踏むなどの適

EyeSight X（高度運転

限界があります。それ

お読みの上、正しくご

切に制御が行われず、

す。

右ハンドル車のEyeSi

行を想定して設計して

は性能が十分に発揮で

EyeSight X（高度運転

します。「EyeSightに

しくご使用ください。

P.262参照

EyeSight X（高度運転

ます。EyeSight X（高

道路や自動車専用道路

テムが作動エリアと判

EyeSight X（高度運転

P.445参照

警  告



Ey

4

ことを検出するセンサーが正しく働

るため、ハンドル表面に変色やシ

ださい。また、ハンドルにカバーな

ださい。

援機能）の動作に異常があるとき

スト、渋滞時発進アシスト、アク

シスト、カーブ前速度制御、料金所

異常時対応システムを使用せず

受ける。

テムが運転者のハンドル操作を正し

操作していても警告が表示されるこ

付けたとき

とき

ているとき

どのセンサーが無い部分を握ってい

ているとき
eSight X / EyeSight X（高度運転支援機能）について

42

注  意
• 次の状況ではEyeSight X（高度運転支援機能）が作動しな

いことや、予期しない作動をすることがある。

－ 3D高精度地図データの更新が完了していない、新しい道

路や、工事によって変更された道路

－ GPS電波が届きにくい区間（トンネル内、立体交差、高

層建造部、山間部など）

－ ルーフアンテナ付近（グレー部）が遮蔽されている（ルー

フキャリアに金属製の物が置かれ電波が遮断される場合な

ど）

• ハンドル全周にはハンドルを持っていることを検出するため

にセンサーが組み込まれている。故障を防ぐため、次のこと

を守る。

－ ハンドルに水、飲み物などが付着した場合、すぐに拭き

取ってください。また、ぬれた手でハンドルを操作しない

でください。ハンドルがぬれている状態ではEyeSight X

（高度運転支援機能）が正しく働かない場合があります。

－ ハンドルを持っている

かなくなるおそれがあ

ミ、傷をつけないでく

どを取り付けないでく

• EyeSight X（高度運転支

は渋滞時ハンズオフアシ

ティブレーンチェンジア

前速度制御、ドライバー

SUBARU販売店で点検を

知  識
次のような場合には、シス

く検知できず、ハンドルを

とがあります。

• ハンドルにカバーを取り

• 運転者が手袋をしている

• ハンドルに異物が付着し

• ハンドルのスポーク部な

るとき

• ハンドルを片手で操作し

注  意
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応システム

作していることを検知できない状態が長時

態と判定し、ハザードランプやホーンで周

々に減速して車両を停止させ、すべてのド

が自動で解錠します。

持・先行車追従操舵機能作動中に長時間ハ

場合や、システムが渋滞時ハンズオフアシ

判断した場合などに作動します。

t X（高度運転支援機能）の作動エリアと

色）が点灯します。

スイッチを押します。 が緑色に変わり、

（白色）が点灯します。

転支援機能）が作動できないエリア

状態）で （EyeSight X）スイッチを

とブザー（ピピッ）でお知らせします。

度運転支援機能）の使用方法
EyeSight X / 

EyeSight X（高度運転支援機能）には、次の機能があります。

渋滞時ハンズオフアシスト

0～約50 km/hで渋滞走行中、ハンドルから手を放して走行する

ことができます。

渋滞時発進アシスト

先行車に続いて停車してから運転者の操作なしで先行車に追従し

て再発進します。

アクティブレーンチェンジアシスト

約70 km/h～約120 km/hで走行時、運転者がウインカーレ

バーを操作すると操舵支援を行い、車線変更をアシストします。

カーブ前速度制御

カーブを安全な速度で通過するためにカーブに合わせた適切な速

度に制御します。

料金所前速度制御

料金所を安全な速度で通過するために、ETCゲート通過に適した

速度に制御します。

ドライバー異常時対

運転者がハンドルを操

間続いた場合に異常状

囲に知らせながら、徐

ア（トランクを除く）

この機能は車線中央維

ンドルから手を放した

ストを継続できないと

1. システムがEyeSigh

判定したら、 （白

2. （EyeSight X）

（白色）および

EyeSight X（高度運

（ が消灯している

押した場合は、表示

EyeSight X（高度運転支援機能）の機能に
ついて

EyeSight X（高
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4

3

援機能）の作動エリアを走行して

されるまでに時間がかかる場合があ

ているときは、EyeSight X（高度

始できません。

ルが作動しているときは作動エリア

（高度運転支援機能）のすべての

グシステムが故障したとき

異常時対応システムを除く

援機能）の機能が使用できませ

グシステムが一時停止しているとき

グシステムをOFFにしているとき
eSight X / EyeSight X（高度運転支援機能）について
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. SET/－またはRES/＋スイッチを押します。作動条件が揃うと

が緑色に変わり、 （白色）が （緑色）に変わります。

EyeSight X（高度運転支援機能）が作動可能状態となります。

また、EyeSight X（高度運転支援機能）が作動中に渋滞時ハ

ンズオフアシストの作動条件が揃ったときは、 および が

青色に変わり、 （緑色）が （青色）に変わります。

知  識
• EyeSight X（高度運転支

いても作動エリアと判定

ります。

• 単一車線の道路を走行し

運転支援機能）は作動開

• 定速クルーズコントロー

と判定されません。

• 以下の場合はEyeSight X

機能が使用できません。

－ ドライバーモニタリン

P.440参照

• 以下の場合はドライバー

EyeSight X（高度運転支

ん。

－ ドライバーモニタリン

P.439参照

－ ドライバーモニタリン

P.439参照
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オフアシスト
道路を0 km/h～約50 km/hで走行時、

支援機能）がONで、車線中央維持・先行

中に、運転者が前方を見ている状態をドラ

ステムによって検出した場合に、ハンドル

が出ずに車線中央維持機能が作動し続ける

用を前提としているため、システムが先行

場合は作動しません。

ストは自動運転システムではありませ

義務があります。渋滞時ハンズオフアシ

は運転者にあります。常に周囲に注意を

ちにハンドルを操作できるようにしてく

シストを過信しない。

りまたはその他運転以外のことを運転者

る自動運転システムではありません。

、隣車線の並走車両が横からぶつかって

など、車線を維持する以外の機能はあり

況で車線維持ができるものではありませ

意を払い、必要に応じて直ちにハンドル

にしてください。
EyeSight X（高度運転支援機能）作動中に （EyeSight X）

スイッチを押すと が白色に変わり、EyeSight X（高度運転

支援機能）が解除されます。

 渋滞時ハンズ
高速道路や自動車専用

EyeSight X（高度運転

車追従操舵機能が作動

イバーモニタリングシ

から手を放しても警告

機能です。

本機能は渋滞時での使

車を認識できていない

EyeSight X（高度運転支援機能）を解除す
るとき

警  告
渋滞時ハンズオフアシ

ん。

運転者には安全運転の

ストの作動に伴う責任

払い、必要に応じて直

ださい。

• 渋滞時ハンズオフア

－ わき見運転や居眠

ができるようにな

－ 落下物を避けたり

くるのを避けたり

ません。

また、あらゆる状

ん。常に周囲に注

を操作できるよう
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は摩耗差の著しいタイヤを装着して

ヤを装着しているとき※1

常なとき（バランスウェイトの脱

が規定値から外れているとき※1

急修理をしたとき

したとき（スバル純正品を含む）

を妨げるようなものを車体に取り付

しているとき

ているとき

を感じるとき、または通常よりもハ

とき

に交換しているとき

いたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

るとき（対象物を正しく照射できず

ずれているとき（対象物を正しく照

）

ランプなどのランプ類を改造したと

行が不安定なとき

）が点灯しているとき※2

灯（赤色）が点灯しているとき

、極端に車両が傾いているとき
eSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト
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－ 渋滞時ハンズオフアシストは、自車速約50 km/h以下で

使用可能となります。自車速が約50 km/hを超えたり、

機能が自動解除された場合は、直ちにハンドルを操作して

ください。

－ 運転時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周辺環

境に注意してください。並走する他車両や壁などに近づい

た場合や、隣車線から他車両が割り込んできた場合などに

は、渋滞時ハンズオフアシストに頼らず速やかにハンドル

操作やブレーキ操作を行ってください。

• システムの制御量や制御タイミングがお客様の運転操作の感

覚と異なる場合は、安全な運転を支援できないため、渋滞時

ハンズオフアシストを使用しない。

• ドライバーモニタリングシステムの認識性能には限界があ

る。ドライバーモニタリングシステムを過信した運転は行わ

ない。

－ 居眠り、わき見を検知できないことがあります。

－ 運転者が前方を見ている状態を検知できないことがありま

す。

• ステアリング制御警告灯（赤色）が点灯したときは、直ちに

ハンドル操作を行う。

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し

てから使用する。

「メンテナンスノート」参照

• 次の状況では、システムが正しく動作しないため、渋滞時ハ

ンズオフアシストを使用しない。

－ タイヤの空気圧が適正でないとき※1

警  告
－ 摩耗したタイヤ、また

いるとき※1

－ 指定サイズ以外のタイ

－ ホイールバランスが異

落、ずれなど）※1

－ ホイールアライメント

－ パンク修理キットで応

－ サスペンションを改造

－ ステレオカメラの視界

けたとき

－ タイヤチェーンを装着

－ スペアタイヤを使用し

－ ハンドルに異常な振動

ンドルが重いと感じる

－ ハンドルを指定品以外

－ ヘッドランプが汚れて

どが付着していたりす

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光軸が

射できず認識しづらい

－ ヘッドランプ、フォグ

き

－ 事故や故障で自車の走

－ ブレーキ警告灯（赤色

－ ステアリング制御警告

－ 荷物の積載などにより

警  告
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ているとき

とき

り、融雪剤が残っているとき

補修の跡があるとき

ど滑り易い路面

車のコントロールを失うおそれがありま

、ジャンクションなどの急カーブや、

パーキングエリア、料金所などに進入す

巻き上げた水や雪や土埃、または風に舞

が前方にあるとき

曇りや雪、汚れ、霜、土埃の付着や傷な

レオカメラの視界を遮っているときや、

が当たっているとき
－ 定員を超えているとき

－ 車両などをけん引しているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なるなど、

メーターに何らかの異常があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしています

ので、適正なものを使用してください。

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能、動作

P.100参照

• 渋滞時ハンズオフアシストは、高速道路や有料道路など、自

動車専用道路での使用を想定している。次のような状況で

は、思わぬ事故につながるおそれがあるので、渋滞時ハンズ

オフアシストを使用しない。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

警  告

－ 急カーブがある道

－ 古い区画線が残っ

－ 停止車両を避ける

－ 路面に雪や水たま

－ 路面にひび割れや

－ 凍結路や積雪路な

タイヤが空転し、

す。

－ インターチェンジ

サービスエリア、

るとき

－ 先行車や対向車が

う砂や煙、水蒸気

－ フロントガラスに

どがついて、ステ

その汚れなどに光

警  告
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ールなどの影が重なっているとき

光などによる逆光やヘッドランプの

あるいは広いとき

き

の認識性能から見て認識しづらいと

は消えかかっている

れている

色と似ていて見えにくい

れている

ど

面に描かれている

が隣接している

変化するとき（カーブの出入り口、

続している道路など）
eSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト
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－ フロントガラス上の雨滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

いないため、ステレオカメラが車線を認識できないおそれ

があるとき

－ ルーフ上に積載したカヌーなどがステレオカメラの視界を

遮っているとき

• 次に挙げる状況などでは、ステレオカメラでの区画線の認識

が困難な場合があり、システムが適切に動作できないおそれ

がある。

－ 夜間、またはトンネル内でヘッドランプを点灯していない

とき

－ 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

－ 路面がぬれて光が反射しているとき

－ 車線内に道路標示（矢印や文字など）が存在しているとき

－ 車間距離が短く、区画線が見づらいとき

－ 隣車線から車が割り込んできたとき、または前方の車が車

線変更したとき

－ カーブの形状が急激に変化するとき

警  告

－ 区画線の上にガードレ

－ 前方から強い光（太陽

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、

－ 車線の幅が変化したと

－ 車線がステレオカメラ

き

• 区画線がない、また

• 区画線が黄色で描か

• 区画線の色が路面の

• 区画線が二重に描か

• 区画線の幅が細いな

• 区画線以外の線が路

• 区画線に壁やポール

－ 区画線の形状が急激に

クランク、カーブが連

警  告
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ャーの使用中または使用後で、フロント

き取れていないとき

では、ステレオカメラでの先行車の認識

ステムが適切に動作できないおそれがあ

ル内でヘッドランプを点灯していないと

ル内で先行車のテールランプが点灯して

太陽光などによる逆光やヘッドランプの

とき

面が小さい（例えばトレーラーなど）、

があるとき

分を認識して作動を判断することもあ

口や高架下など明るさが変化するとき
－ 高速道路のインターチェンジ、ジャンクション、サービス

エリア、パーキングエリア入口などの分岐レーンに差し掛

かったとき

－ 路肩に縁石や側壁があるとき

－ トンネルの出入り口や高架下など明るさが変化するとき

警  告
－ フロントウォッシ

ガラスが十分に拭

• 次に挙げる状況など

がしづらくなり、シ

る。

－ 夜間またはトンネ

き

－ 夜間またはトンネ

いないとき

－ 前方から強い光（

光など）を受けた

－ 前方の車両の最後

低い、または凹凸

（最後面ではない部

ります。）

－ トンネルの出入り

警  告
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あるとき

きいとき

できたとき

とき

ているとき
eSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト
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－ 自車バンパーの近い位置に物体があるとき

－ 悪天候（強い雨、降雪、濃霧など）で先行車が見えづらい

とき

－ フロントウォッシャーの使用中または使用後で、フロント

ガラスが十分に拭き取れていないとき

－ カーブ路、カーブの出入り口、カーブが連続している道路

を走行しているとき

－ 先行車との位置が横にずれているとき

警  告

－ 道路のすぐ脇にものが

－ 先行車との速度差が大

－ 前方に車両が割り込ん

－ 極端に車間距離が短い

－ 自車が車線内で蛇行し

警  告
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ストは以下の条件のときに作動します。

路や自動車専用道路の本線を走行している

転支援機能）が作動している

車追従操舵機能が作動している

50 km/hで走行している

している

操作している

いる

レーン減少、トンネルが近くない

ていない

識した車線情報と、3D高精度地図ユニッ

報が一致している

よび先行車を認識している

ストが作動開始するとブザー（ポンピー

が青色に変わり、 （緑色）が

す。

アシストの使用方法
渋滞時ハンズオフアシ

• 一部を除く、高速道

• EyeSight X（高度運

• 車線中央維持・先行

• 自車速が0 km/h～約

• 車線中央付近を走行

• 運転者がハンドルを

• 運転者が前方を見て

• 急カーブ、料金所、

• トンネル内を走行し

• ステレオカメラで認

トで取得した地図情

• システムが区画線お

渋滞時ハンズオフアシ

ン）が鳴り、 および

（青色）に変わりま

注  意
次に挙げる状況などでは、渋滞時ハンズオフアシストが作動し

ないことや、作動が解除されることがあります。

• 料金所付近、分岐路、合流路、急カーブ、トンネルなどに接

近もしくは走行しているとき

• 車線幅が約3 m未満の車線を走行しているとき

• 車両重量が極端に変化した直後

• タイヤ交換直後やタイヤ空気圧調整直後

• カメラ関係の調整・修理または交換をした直後

• サスペンションや舵取り装置を修理・交換した直後

• 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）や純正品以外のタイヤを

装着しているとき

• 横風を受けているとき

• 路面勾配が急激に変化するとき（上り坂、下り坂）

• 路面の横断方向の勾配が大きいとき、または急激に変化する

とき

• 路面の凸凹、うねり、つなぎ目

• 加減速度が大きいとき

• 外気温が低いときのエンジン始動直後

• 外気温が高いとき

知  識
状況によっては、ドライバーモニタリングシステムが運転者の

状態を正確に検出できないことがあります。

P.425参照

渋滞時ハンズオフ
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鳴り、割り込み画面を表示し、運転

い。割り込み画面は次の順に2段階

。

り込み画面2
52

eSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト

システムが渋滞時ハンズオフアシストを継続できなくなると判断した場合、ブザー（ポンポーン）が

者へハンドル操作を促します。割り込み画面が表示された場合は速やかにハンドルを操作してくださ

で表示します（状況により割り込み画面1の表示をしない場合があります）。

警告に従わずハンドル操作がないと判断された場合は、ドライバー異常時対応システムが作動します

P.471参照

項目 割り込み画面1 割

制 御 対 象 外
エリア接近

カーブ接近
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EyeSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト

割り込み画面2
料金所接近

車速範囲外、
区画線接近

項目 割り込み画面1
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り込み画面2
54

eSight X / 渋滞時ハンズオフアシスト

ハ ン ド ル 操
作要求

項目 割り込み画面1 割
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トが位置情報を判別できなくなったとき

故障したとき（ （黄色）が点灯してい

一時停止したとき（ （白色）が点灯し

転支援機能）が故障したとき（ （黄

）

転支援機能）が一時停止したとき

している）

システムが運転者のハンドル操作を正し

あります。

取り付けたとき

いるとき

着しているとき

部などのセンサーが無い部分を握ってい

作しているとき
運転者の操作による解除

次のいずれかの操作で渋滞時ハンズオフアシストは解除され、ブ

ザー（ピンポーン）が鳴ります。

• （クルーズ）スイッチを押す

• （レーンキープ）スイッチを押す

• （EyeSight X）スイッチを押す

• ブレーキペダルを踏む

システムによる自動解除

次に挙げる状況などでは、渋滞時ハンズオフアシストが解除さ

れ、ブザーが鳴ります。機能が解除された際はすみやかにハンド

ルを操作してください。

• EyeSight X（高度運転支援機能）がシステムにより自動解除

されたとき

• 一部を除く、高速道路や自動車専用道路の本線を走行していな

いとき

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能がシステムにより自動解除

されたとき

• 自車速が約50 km/hを超えたとき

• 車線中央付近を走行していないとき

• 一定時間以上、運転者が前方や周囲を確認していないとき

• 急カーブ、料金所、レーン減少

• ステレオカメラで認識した車線情報と、3D高精度地図ユニッ

トで取得した地図情報が一致していないとき

• 停車中、自動発進待機でなくなったとき

• ステレオカメラが区画線および先行車を認識できなくなったと

き

• 3D高精度地図ユニッ

• EyeSightシステムが

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが

ている）

P.401参照

• EyeSight X（高度運

色）が点灯している

P.480参照

• EyeSight X（高度運

（ （黄色）が点灯

P.480参照

渋滞時ハンズオフアシストの解除方法

知  識
次のような場合には、

く検知できないことが

• ハンドルにカバーを

• 運転者が手袋をして

• ハンドルに異物が付

• ハンドルのスポーク

るとき

• ハンドルを片手で操
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 渋
クなどがすり抜けたとき

を検知したとき

た場合は が緑色から白色に変わ

し停止保持に移行します。その後運

態が確認された場合、渋滞時発進ア

体を検知した時は が緑色から白

灯が点灯し停止保持に移行します。

ストに復帰しません。

ない場合はSET/－またはRES/＋

してください。発進可能な状況であ

経過しても発進可能な状況になら

移行します。

テレオカメラが割り込み車両を検知

。

ーモニタリングシステムが正常に動

んでいる場合

が直接（またはガラス越し）太陽光

成分の光を含む）により、顔に影が

い近赤外線成分の光を含む）の強さ

しているとき
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滞時発進アシスト
高速道路や自動車専用道路を走行時、EyeSight X（高度運転支

援機能）の作動中に、先行車に続いて停車してから約10分以内で

あれば、運転者の操作なしで先行車に追従して再発進します。

警  告
• 渋滞時発進アシストはあらゆる状況で作動するものではな

い。発進時は周囲の状況をよく確認する。渋滞時発進アシス

トのみに頼っていると、思わぬ事故につながるおそれがあ

る。

• ドライバーモニタリングシステムの認識性能には限界があ

る。ドライバーモニタリングシステムを過信した運転は行わ

ない。

－ 居眠り、わき見を検知できず発進することがあります。

－ 運転者が前方を見ている状態を検知できず発進できないこ

とがあります。

• ステレオカメラ・前側方レーダーの認識性能には限界があ

る。ステレオカメラ・前側方レーダーを過信した運転は行わ

ない。

－ 物体が検知できず発進することがあります。

－ 物体がないにも関わらず発進できないことがあります。

注  意
次に挙げる状況などでは、渋滞時発進アシストは作動しない場

合があります。

• 豪雨、積雪などの悪天候時

• 先行する車両が存在しないとき

• 自車と先行車の間にバイ

• 自車と先行車の間に物体

知  識
• 居眠り、わき見を検知し

り、HOLD表示灯が点灯

転者が前方を見ている状

シストに復帰します。

• 自車と先行車との間に物

色に変わり、HOLD表示

その後は渋滞時発進アシ

• 停止保持状態が解除され

スイッチを操作して発進

れば発進します。約3秒間

なければ再び停止保持に

• 周囲の環境によってはス

できない場合があります

次のような場合、ドライバ

作しないことがあります。

• 車室内へ太陽光が入り込

－ ユーザー認識用カメラ

に照らされているとき

－ 太陽光（強い近赤外線

生じているとき

－ 顔を照らす太陽光（強

が瞬間的に大きく変動

注  意
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オカメラが割り込み車両を検知できない

込み車両を検出しづらい環境は以下の通

付着しているとき

すい環境は以下の通りです。

の距離が近いとき

離が近いとき
• 車室内に近赤外線光源を搭載した機器（市販のドライバーモ

ニタリングシステムなど）がある場合

• 目や鼻、口など顔が正常に認識できない場合

－ サングラスなどのレンズの種類によりカメラが目を認識で

きないとき

－ メガネやサングラスのレンズへの映り込みやフレームによ

り目が隠れているとき

－ 身に着けているものや髪の毛などにより顔の一部が隠れて

いるとき

－ カバーやアクセサリーなどにより、ユーザー認識用カメラ

および近赤外線光源部（LED）と顔との間が遮られてい

るとき

• ユーザー認識用カメラおよび近赤外線光源部（LED）に汚

れや傷がついている場合

－ 汚れや指紋などがついたときは、柔らかい布でから拭きす

るか、固く絞った布などで軽く拭き取ってください。

－ カメラ周辺に硬いものが触れないよう注意してください。

• 助手席の方が運転席付近に身を乗り出したときなど、運転席

付近に2つ以上の顔が存在する場合

次のような場合、運転者の状態を正しく検出できず渋滞時発進

アシストが解除され停止保持に移行する場合があります。

• 伏し目となったとき

• 笑ったり、目を細めたりしたとき

• 目をしばらく閉じたり、頻繁に瞬きをしたりしたとき

• 前に乗り出したり、運転姿勢をくずしたりしたとき

P.429参照

知  識
• 環境によってステレ

場合があります。

P.262参照

前側方レーダーが割り

りです。

• 雨や雪が強いとき

• バンパー面に汚れが

割り込みを誤検出しや

• ガードレールや壁と

• 隣車線の車両との距

知  識



Ey

4

待機が自動的に解除され、発進待機

ピピーン）が鳴り、割り込み画面を
eSight X / 渋滞時発進アシスト

58

渋滞時発進アシストは以下のように作動します。

• 発進待機中にドライバーモニタリングシステムが居眠り、わき

見と判断、またはドライバーの顔が正常に検知できないと判断

したときは停止保持に移行します。

• 発進待機中に車両の割り込みを検出した場合、停止を保持しま

す。停止保持中にRES/＋またはSET/－スイッチを押すと、先

行車が発進したときは自車も続いて発進し、追従走行を行いま

す。ただし発進しなかったときは、約3秒後に再び停止保持状

態に自動的に戻ります。

• 停止時間が約10分を超えた場合には、電動パーキングブレーキ

（EPB）が作動し、全車速追従機能付クルーズコントロール機

能がキャンセルされます。

渋滞時発進アシストは、次の条件をすべて満たしたときに作動し

ます。

• 一部を除く、高速道路や自動車専用道路の本線を走行している

• EyeSight X（高度運転支援機能）がONになっている

• 先行車に続いて停止しているとき

• ドライバーモニタリングシステムで、居眠り、わき見が検出さ

れていない

• ステレオカメラで認識した車線情報と、3D高精度地図ユニッ

トで取得した地図情報が一致している

• 自車と先行車との間に物体を検知していない場合

割り込み車両を検出し、発進

に戻れない場合は、ブザー（

表示します。
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テムが正しく動作しない。アクティブ

ストを使用しない。

適正でないとき※1

または摩耗差の著しいタイヤを装着して

タイヤを装着しているとき※1

が異常なとき（バランスウェイトの脱
1

ントが規定値から外れているとき※1

で応急修理をしたとき

改造したとき（スバル純正品を含む）

視界を妨げるようなものを車体に取り付

装着しているとき

用しているとき

振動を感じるとき、または通常よりもハ

じるとき

以外に交換しているとき

れていたり、ヘッドランプに氷雪、泥な

りするとき（対象物を正しく照射できず

軸がずれているとき（対象物を正しく照

らい）

ォグランプなどのランプ類を改造したと

の走行が不安定なとき
EyeSig

 アクティブレーンチェンジアシスト
高速道路や自動車専用道路を約70 km/h～約120 km/hで走行

時、EyeSight X（高度運転支援機能）および車線中央維持・先

行車追従操舵機能が作動中に、運転者がウインカーレバーを操作

すると、ウインカーが点滅している方向に車線変更を行うように

ハンドル操作をアシストします。

警  告
アクティブレーンチェンジアシストは自動運転システムではあ

りません。

• アクティブレーンチェンジアシストを過信しない。

－ わき見運転やハンドル手放し運転などを補助する装置では

ありません。必ずハンドルを握って運転してください。

－ アクティブレーンチェンジアシストはあらゆる状況で作動

するものではありません。車線変更をアクティブレーン

チェンジアシストのみに頼っていると、車線のわきの障害

物や隣車線の車に衝突するなどの事故につながるおそれが

あります。

－ 車線変更時は、先行車や並走車との距離や周囲の状況、周

辺環境を必ず目視で確認してください。

道路、天候、交通状況などにより、隣接車線に車両が存在

する場合や、左右から接近する車両が存在する場合などで

も、アクティブレーンチェンジアシストが作動してしまう

場合があります。

• 日常点検でタイヤおよびブレーキに異常がないことを確認し

てから使用する。

「メンテナンスノート」参照

• 次の状況では、シス

レーンチェンジアシ

－ タイヤの空気圧が

－ 摩耗したタイヤ、

いるとき※1

－ 指定サイズ以外の

－ ホイールバランス

落、ずれなど）※

－ ホイールアライメ

－ パンク修理キット

－ サスペンションを

－ ステレオカメラの

けたとき

－ タイヤチェーンを

－ スペアタイヤを使

－ ハンドルに異常な

ンドルが重いと感

－ ハンドルを指定品

－ ヘッドランプが汚

どが付着していた

認識しづらい）

－ ヘッドランプの光

射できず認識しづ

－ ヘッドランプ、フ

き

－ 事故や故障で自車

警  告
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融雪剤が残っているとき

の跡があるとき

り易い路面

コントロールを失うおそれがありま

ャンクションなどの急カーブや、

キングエリア、料金所などに進入す

上げた水や雪や土埃、または風に舞

方にあるとき

や雪、汚れ、霜、土埃などの付着や

レオカメラの視界を遮っているとき

が当たっているとき

滴や水滴、汚れが十分に拭き取れて

カメラが車線を認識できないおそれ

ヌーなどがステレオカメラの視界を

、ステレオカメラでの区画線の認識

ステムが適切に動作できないおそれ

内でヘッドランプを点灯していない

、濃霧など）

しているとき
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－ ブレーキ警告灯（赤色）が点灯しているとき※2

－ 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき

－ 定員を超えているとき

－ 車両などをけん引しているとき

－ メーターの表示灯、警告灯が正常に点灯・消灯しない場合

や、ブザーが鳴らない、液晶表示が通常時と異なるなど、

メーターに何らかの異常があるとき※3

※1: ホイールおよびタイヤは大変重要な役割を果たしています

ので、適正なものを使用してください。

P.759参照
※2: ブレーキ警告灯（赤色）が消灯しないときは、直ちに安全

な場所に停車し、SUBARU販売店に連絡し、点検を受けて

ください。

P.129参照
※3: メーターの機能、動作

P.100参照

• アクティブレーンチェンジアシストは、高速道路や有料道路

など、自動車専用道路での使用を想定している。次のような

状況では、思わぬ事故につながるおそれがあるので、アク

ティブレーンチェンジアシストを使用しない。

－ 一般道（自動車専用道路以外）

道路環境（道路が複雑な場合など）により、交通の状況に

沿った走行ができない場合があり、事故につながるおそれ

があります。

－ 工事などによる車線規制や仮設の車線があるとき

－ 急カーブがある道

－ 古い区画線が残っているとき

警  告
－ 停止車両を避けるとき

－ 路面に雪や水たまり、

－ 路面にひび割れや補修

－ 凍結路や積雪路など滑

タイヤが空転し、車の

す。

－ インターチェンジ、ジ

サービスエリア、パー

るとき

－ 先行車や対向車が巻き

う砂や煙、水蒸気が前

－ フロントガラスに曇り

傷などがついて、ステ

や、その汚れなどに光

－ フロントガラス上の雨

いないため、ステレオ

があるとき

－ ルーフ上に積載したカ

遮っているとき

• 次に挙げる状況などでは

が困難な場合があり、シ

がある。

－ 夜間、またはトンネル

とき

－ 悪天候時（雨天、降雪

－ 路面がぬれて光が反射

警  告
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ーチェンジ、ジャンクション、サービス

グエリア入口などの分岐レーンに差し掛

ンジアシストの正しい作動のため、次の

。

び後側方レーダー付近のバンパー表面

しておく。

び後側方レーダー付近のバンパー表面

を貼り付けない。

後側方レーダーの検知性能には限界があ

合には検知性能が低下し、正常に作動し

び後側方レーダー付近のフロントバン

パーが変形、損傷したとき

び後側方レーダー付近のフロントバン

パーに雪、氷、泥が付着しているとき

候のとき

、ぬれた路面を走行するとき

続車両の水、雪、土埃などの巻き上げや

い、センサーの周辺環境が良好でないと
EyeSig

－ 車線内に道路標示（矢印や文字など）が存在しているとき

－ 車間距離が短く、区画線が見づらいとき

－ 隣車線から車が割り込んできたとき、または前方の車が車

線変更したとき

－ カーブの形状が急激に変化するとき

－ 区画線の上にガードレールなどの影が重なっているとき

－ 前方から強い光（太陽光などによる逆光やヘッドランプの

光など）を受けたとき

－ 車線の幅が狭いとき、あるいは広いとき

－ 車線の幅が変化したとき

－ 車線がステレオカメラの認識性能から見て認識しづらいと

き

• 区画線がない、または消えかかっている

• 区画線が黄色で描かれている

• 区画線の色が路面の色と似ていて見えにくい

• 区画線が二重に描かれている

• 区画線の幅が細いなど

• 区画線以外の線が路面に描かれている

• 区画線に壁やポールが隣接している

－ 区画線の形状が急激に変化するとき（カーブの出入り口、

クランク、カーブが連続している道路など）

－ 路肩に縁石や側壁があるとき

－ トンネルの出入り口や高架下など明るさが変化するとき

－ フロントウォッシャーの使用中または使用後で、フロント

ガラスが十分に拭き取れていないとき

警  告
－ 高速道路のインタ

エリア、パーキン

かったとき

注  意
アクティブレーンチェ

ことをお守りください

• 前側方レーダーおよ

は、いつもきれいに

• 前側方レーダーおよ

に、ステッカーなど

前側方レーダーおよび

ります。次のような場

ないことがあります。

• 前側方レーダーおよ

パーまたはリヤバン

• 前側方レーダーおよ

パーまたはリヤバン

• 雨、雪、霧など悪天

• 雪道、水たまりなど

• 先行車や自車両、後

水蒸気、砂、煙が舞

き

警  告
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装置を修理・交換した直後

スタイヤ）や純正品以外のタイヤを

るとき（上り坂、下り坂）

大きいとき、または急激に変化する

なぎ目

ジン始動直後

て、アクティブレーンチェンジアシ

きないと判断した場合、元の走行車

とがあります。

ティブレーンチェンジアシストの作

いことがあります。

から隣車線に車線変更したとき

線隣の車線に車線変更したとき

、または急勾配の上り下りが連続し

とき

の端を走行しているとき

に近寄って走行しているとき

隔で連続して接近しているとき
eSight X / アクティブレーンチェンジアシスト

62

次のような車両などに対しては、前側方レーダーおよび後側方

レーダーが検知しないか、もしくは検知しにくいことがありま

す。

• 小型の自動二輪車

• 前側方レーダーおよび後側方レーダーの電波が反射しにくい

形状の車両（車高の低い空荷のトレーラー、スポーツカーな

ど）

• 自車との速度差がかなり大きい車両

• 自車とほとんど速度差がなく、長い時間並走している車両

• 2車線隣にいる車両

• 自車よりもかなり遅い速度で隣車線を走行中に、急激に速度

を上げて自車を追い越そうとする車両

次に挙げる状況などでは、アクティブレーンチェンジアシスト

の性能を十分に発揮できないことがあります。また、アクティ

ブレーンチェンジアシストが作動しないことや作動が解除され

ることがあります。

• エンジン始動後、左右どちらかまたは左右両方の後側方レー

ダーが一度も遠方の車両などを検知していないとき

• 料金所付近、分岐路、合流路、急カーブなどに接近もしくは

走行しているとき

• カメラで区画線を白色の破線と正しく認識できない時（区画

線がかすれている、2重線になっている、逆光時など）

• 車線幅が約3 m未満の車線を走行しているとき

• 車両重量が極端に変化した直後

• タイヤ交換直後やタイヤ空気圧調整直後

• カメラ関係の調整・修理または交換をした直後

注  意
• サスペンションや舵取り

• 冬用タイヤ（スタッドレ

装着しているとき

• 横風を受けているとき

• 路面勾配が急激に変化す

• 路面の横断方向の勾配が

とき

• 路面の凸凹、うねり、つ

• 加減速度が大きいとき

• 外気温が低いときのエン

• 外気温が高いとき

知  識
• 自車両周辺の状況によっ

ストを継続することがで

線に向けて操舵を行うこ

• 次のような場合は、アク

動が遅れるか、作動しな

－ 車両が、2車線隣の車線

－ 車両が、隣車線から2車

－ 急勾配を走行している

た坂道を走行している

－ 隣車線の車両が、車線

－ 2車線横の車両が車線端

－ 複数台の他車が狭い間

注  意
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ンジアシストは、次の条件をすべて満たし

ーレバーを操作すると作動します。

緑色のとき

車追従操舵機能が作動している

車線と、車線変更先の車線を認識している

ーン表示が点灯している）

右両方の後側方レーダーが遠方の車両など

る

h～約120 km/hのとき

道路や自動車専用道路を走行している

操作している

車線や後方に車両を検知していない（隣車

点灯していない）

いる

チェンジアシストの使用方法
EyeSig

アクティブレーンチェ

ているとき、ウインカ

P.229参照

• EyeSight X表示灯が

• 車線中央維持・先行

• 自車の走行している

（車線変更先の隣接レ

• エンジン始動後、左

を検知したことがあ

• 自車速が約70 km/

• 片側2車線以上の高速

• 運転者がハンドルを

• 車線変更先となる隣

線の車両検知表示が

• 運転者が前方を見て

－ 走行車線と隣接する車線間で高低差があるとき

－ EyeSight X（高度運転支援機能）が有効になってもエン

ジン始動後、左右両方の後側方レーダーが一度も遠方の車

両などを検知していないときは（レーダーのシステム

チェック）一定時間後に割り込み画面を表示します。

知  識 アクティブレーン
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1
待機し、システムが車線変更可能か

たい方向の隣車線の車両検知表示が

変更できません。

判断したら車線変更方向の車線表示

に進入するまで車線変更をアシスト
eSight X / アクティブレーンチェンジアシスト
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アクティブレーンチェンジアシストは以下のように作動します。

. アクティブレーンチェンジアシストが作動可能な道路を走行し

ているとき、隣接レーン表示が点灯します。車線変更したい方

向の隣接レーン表示が点灯している状態で、運転者が車線変更

したい側にウインカーレバーを操作します。

P.229参照

2. 走行している車線で1秒間

を判断します。車線変更し

点灯している場合は、車線

3. システムが車線変更可能と

灯が破線となり、隣の車線

します。
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解除

アクティブレーンチェンジアシストが解除

む

ッチを押して全車速追従機能付クルーズコ

る

スイッチを押して車線中央維持・先行車

する

スイッチを押してEyeSight X（高度運転

る

解除

は、アクティブレーンチェンジアシストが

ます。その際、ブザー（ピピーン）と割り

者に機能が解除されたことをお知らせしま

チェンジアシストの解除方法
EyeSig

4. 隣の車線に完全に進入すると、車線中央維持・先行車追従操舵

機能に移行します。

運転者の操作による

次のいずれかの操作で

されます。

• ブレーキペダルを踏

• （クルーズ）スイ

ントロールを解除す

• （レーンキープ）

追従操舵機能を解除

• （EyeSight X）

支援機能）を解除す

システムによる自動

次に挙げる状況などで

解除されることがあり

込み画面により、運転

す。

知  識
• ウインカーレバーを軽く押して作動したときは、車線変更後

にウインカーを自動消灯します。

• ウインカーレバーを右折・左折の位置まで操作して作動した

ときは、車線変更後にレバーを戻してウインカーを消灯して

ください。

P.229参照

アクティブレーン
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変更中止

（ピピーン）が鳴り、アクティブ

る車線変更が中止されたことを運転

元の車線か変更先の車線いずれかに

応じてハンドルを操作してくださ

もしくは進行方向と逆側に点滅させ

者のハンドル操作を検知できなかっ

アシスト作動中にハンドル操作を検

り込み画面を表示します。
eSight X / アクティブレーンチェンジアシスト
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• システムが自車線の両側の区画線および車線変更先の区画線を

認識できなくなったとき

• 全車速追従機能付クルーズコントロールがシステムにより自動

解除されたとき

P.326参照

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能がシステムにより自動解除

されたとき

P.339参照

• 車速が作動車速の範囲外となったとき

• 運転者が車線変更の進路からそれるために、ハンドルを操作し

たと判断したとき

• 運転者がハンドルを大きくまたは速く切ったとき

• 急カーブに進入しようとしているとき

• 急カーブを走行しているとき

• 本機能以外の車両側のシステム要因により、ハンドル操作アシ

ストの継続が困難と判断したとき

• EyeSightシステムが故障したとき（ （黄色）が点灯してい

る）

P.401参照

• EyeSightシステムが一時停止したとき（ （白色）が点灯し

ている）

P.401参照

• EyeSight X（高度運転支援機能）が故障したとき（ （黄

色）が点灯している）

P.480参照

• EyeSight X（高度運転支援機能）が一時停止したとき

（ （黄色）が点灯している）

P.480参照

システム判断による車線

次に挙げる状況では、ブザー

レーンチェンジアシストによ

者にお知らせします。

その際、車両の位置に応じて

向かって制御します。必要に

い。

• 運転者がウインカーを消灯

たとき

• 一定時間、システムが運転

たとき

アクティブレーンチェンジ

知できなかった場合は、割
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制御
道路を走行時、EyeSight X（高度運転支

カーブの手前でカーブ曲率に合わせた適切

信しない。

あらゆる状況で作動するものではありま

制御のみに頼った走行をしていると、車

先行車、隣車線の車に衝突するなどの事

があります。

並走車との距離や周囲の状況、周辺環境

に応じてアクセルペダルまたはブレーキ

安全運転に努めてください。

作動中でも、道路状況によっては車線中

機能が解除されることがあります。必ず

転してください。

カーブ前速度制御の性能を十分に発揮で

。また、カーブ前速度制御が作動しない

ることがあります。

転支援機能）が作動開始した直後

ONにした直後

雪、濃霧など）

たまりなど滑りやすい路面を走行してい
• ドライバーモニタリングシステムが運転者の居眠りを検知した

とき

アクティブレーンチェンジアシスト作動中に運転者の居眠りを

検知した場合は、割り込み画面を表示します。

• 自車周辺に接近してくる車両を検出したとき

 カーブ前速度
高速道路や自動車専用

援機能）の作動中に、

な速度に制御します。

知  識
• 次のような場合には、システムが運転者のハンドル操作を正

しく検知できないことがあります。

－ ハンドルにカバーを取り付けたとき

－ 運転者が手袋をしているとき

－ ハンドルに異物が付着しているとき

－ ハンドルのスポーク部などのセンサーが無い部分を握って

いるとき

－ ハンドルを片手で操作しているとき

• ドライバーモニタリングシステムが運転者の状態を正しく検

知できない場合、車線変更を中止することがあります。

P.425参照

警  告
カーブ前速度制御を過

• カーブ前速度制御は

せん。カーブ前速度

線のわきの障害物や

故につながるおそれ

• 運転時は、先行車や

に注意しながら必要

ペダルを踏むなど、

• カーブ前速度制御の

央維持・先行車追従

ハンドルを握って運

注  意
次に挙げる状況では、

きないことがあります

ことや作動が解除され

• EyeSight X（高度運

• カーブ前速度制御を

• 悪天候時（雨天、降

• 凍結路や積雪路、水

るとき
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ディスプレイのEyeSight設定項目

で機能をON／OFFすることができ

件のときに作動します。

動車専用道路の本線を走行している

援機能）が作動している

と、メーターにカーブ前速度制御作

使用方法

ターにカーブ前速度制御作動中の通

み作動します。通知が表示されてい

御が作動していないため、運転者の

むなどの適切な操作をしてくださ
eSight X / カーブ前速度制御
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センターインフォメーション

の「カーブ警報＆速度制御」

ます。

P.118参照

カーブ前速度制御は以下の条

• 一部を除く、高速道路や自

• EyeSight X（高度運転支

カーブ前速度制御が作動する

動中の通知を表示します。

• 短時間の間に複数回車線変更したとき

• 分岐点や合流点を走行しているとき

• 交差点形状のジャンクションに進入するとき

• カーブの形状が急激に変化するとき

• カーブの形状が大きく緩やかに変化するとき

• クランクやカーブ、分岐が連続している道路などに進入する

とき

知  識
• EyeSight X（高度運転支援機能）のセット車速を上限とし

て制御します。

• 高精度GPSの電波の受信状態によっては現在走行している

車線が判定しきれず、警報のみ作動することがあります。

注  意 カーブ前速度制御の

警  告
カーブ前速度制御は、メー

知が表示されているときの

ない場合はカーブ前速度制

判断でブレーキペダルを踏

い。
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制御
道路を走行時、EyeSight X（高度運転支

金所が近づくと、料金所の手前でETCゲー

制御します。

過信しない。

はあらゆる状況で作動するものではあり

速度制御のみに頼った走行をしている

の障害物や先行車、隣車線の車に衝突す

ながるおそれがあります。

や並走車との距離や周囲の状況、周辺環

必要に応じてアクセルペダルまたはブ

むなど、安全運転に努めてください。

確認をし、正しく通行できる状態で使

していない。

検知しないため、運転者の判断でブ

などの適切な操作をする。

い場合には周囲の安全を確認の上、ブ

所で停車する。

料金所前速度制御の性能を十分に発揮で

。また、料金所前速度制御が作動しない

ることがあります。

転支援機能）が作動開始した直後
カーブ前速度制御の減速では不十分と判断した場合、ブザー（ピ

ピピ…）が鳴り、割り込み画面を表示し、運転者に注意を促しま

す。警報が作動した場合は、ブレーキペダルを踏んで減速してく

ださい。

次の場合、警報は作動しません。

• アクセルペダルを踏んでいるとき

• ブレーキペダルを踏んでいるとき

• カーブ前速度制御をOFFしているとき

 料金所前速度
高速道路や自動車専用

援機能）の作動中に料

ト通過に適した速度に

警  告
• 料金所前速度制御を

－ 料金所前速度制御

ません。料金所前

と、料金所のわき

るなどの事故につ

－ 運転時は、先行車

境に注意しながら

レーキペダルを踏

• 事前にETCカードの

用する。

• スマートICには対応

• ETCゲートの開閉は

レーキペダルを踏む

• ETCを装着していな

レーキを踏んで料金

注  意
次に挙げる状況では、

きないことがあります

ことや作動が解除され

• EyeSight X（高度運
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ディスプレイのEyeSight設定項目

で機能をON／OFFすることができ

件のときに作動します。

動車専用道路を走行している

援機能）が作動している

と、メーターに料金所前速度制御作

使用方法

ターに料金所前速度制御作動中の通

み作動します。通知が表示されてい

御が作動していないため、運転者の

むなどの適切な操作をしてくださ
eSight X / 料金所前速度制御
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センターインフォメーション

の「料金所警報＆速度制御」

ます。

P.118参照

料金所前速度制御は以下の条

• 一部を除く、高速道路や自

• EyeSight X（高度運転支

料金所前速度制御が作動する

動中の通知を表示します。

• 料金所前速度制御をONにした直後

• 悪天候時（雨天、降雪、濃霧など）

• 凍結路や積雪路、水たまりなど滑りやすい路面を走行してい

るとき

• 分岐点や合流点を走行しているとき

• 料金所への進入直前に車線を変更したとき

• 分岐などによって料金所のある道路と料金所のない道路が並

走になるとき

知  識
• EyeSight X（高度運転支援機能）のセット車速を上限とし

て制御します。

• ETCゲートの通過後は緩やかに加速を開始します。周囲の

状況に応じてアクセルペダルまたはブレーキペダルを踏ん

で、適切な加減速を行ってください。

注  意 料金所前速度制御の

警  告
料金所前速度制御は、メー

知が表示されているときの

ない場合は料金所前速度制

判断でブレーキペダルを踏

い。
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常時対応システム
転ができなくなったときの様々な事故のリ

的として、運転者のハンドル操作状態やド

システムによりドライバー異常を検知し、

せる運転支援システムです。車線中央維

能作動中に運転者のハンドル操作や前方を

検知できない場合や、システムが渋滞時ハ

続できないと判断した場合、音と表示で運

要求警告を行います。それでも運転者のハ

ている状態を検知できない場合は、システ

判定してハンドル操作の要求警告を継続

ンプの点滅、ホーンを鳴らすなど、後続車

の異常を知らせながら車線内で停車させ、

ク除く）が自動で解錠します。

故自動通報（ヘルプネット）によって自動

ーに位置情報を送信し、通報を行います。

システムは自動運転システムではありま

運転の義務があります。ドライバー異常

に伴う責任は運転者にあります。

応システムを過信しない。手放し運転や

ようになったり、体調が悪い場合に代わ

るシステムではない。ハンドル操作の要

には、直ちにハンドルを操作する。
Ey

料金所前速度制御の減速では不十分と判断した場合、ブザー（ピ

ピピ…）が鳴り、割り込み画面を表示し、運転者に注意を促しま

す。警報が作動した場合は、ブレーキペダルを踏んで減速してく

ださい。

次の場合、警報は作動しません。

• アクセルペダルを踏んでいるとき

• ブレーキペダルを踏んでいるとき

• 料金所前速度制御をOFFしているとき

 ドライバー異
運転者が急病などで運

スクを下げることを目

ライバーモニタリング

車線内で減速、停車さ

持・先行車追従操舵機

見ている状態を長時間

ンズオフアシストを継

転者にハンドル操作の

ンドル操作や前方を見

ムがドライバー異常と

し、減速やハザードラ

や周囲の車両へ運転者

すべてのドア（トラン

また、停車後は先進事

でヘルプネットセンタ

P.652参照

警  告
ドライバー異常時対応

せん。運転者には安全

時対応システムの作動

• ドライバー異常時対

わき見運転ができる

りに自動的に運転す

求警告があった場合
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はシステムが継続できないと判断し

とがある。

、ステレオカメラでの区画線などの

制御や車線維持制御が適切に作動し

、濃霧など）

の作動が可能な状況では、本システ

ステムが運転者のハンドル操作を正

バー異常時対応システムが作動する

り付けたとき

るとき

しているとき

などのセンサーが無い部分を握って

しているとき

システムが運転者の状態を正しく検

たは一時停止した場合に、ドライ

が作動することがあります。
eSight X / ドライバー異常時対応システム
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• ドライバー異常時対応システムの作動後に異常から回復でき

た場合は、周囲と車両の安全を確認の上、運転を再開する

か、安全な場所へ退避する。停車時または降車時には電動

パーキングブレーキを確実にかけ、セレクトレバーを“P”

にする。

• 運転者が異常状態であっても、ハンドルにもたれかかるなど

して本システムがドライバー異常と判断できない場合には、

作動しない。

• 本システムはハンドルの操作状態やドライバーモニタリング

システムで運転者の異常を検知している。異常のない運転者

が意図的にハンドルを操作しない場合や、目を閉じたり顔の

一部が隠れている場合にも、システムが作動する。ハンドル

操作の要求警告があった場合には、直ちにハンドルを操作す

る。

• ドライバー異常時対応システムを故意に作動させない。思わ

ぬ事故につながるおそれがある。また、体調がすぐれない場

合は運転をしない。

注  意
• 3D高精度地図データによって急カーブ中であるとシステム

が判断している場合は、停車させずに制御を継続する。

• 急カーブなどで、システムにより車線維持制御が解除された

場合は、車線の維持ができず車線から逸脱することがある。

• システムによるドライバー異常判断前に車線中央維持・先行

車追従操舵機能または渋滞時ハンズオフアシストが解除され

た場合は、ドライバー異常時対応システムは作動しない。

警  告
• 減速制御、車線維持制御

た場合は、解除されるこ

• 次に挙げる状況などでは

認識が困難になり、減速

ないことがある。

－ 悪天候時（雨天、降雪

• プリクラッシュブレーキ

ムに優先して作動する。

知  識
• 次のような場合には、シ

しく検知できず、ドライ

ことがあります。

－ ハンドルにカバーを取

－ 運転者が手袋をしてい

－ ハンドルに異物が付着

－ ハンドルのスポーク部

いるとき

－ ハンドルを片手で操作

• ドライバーモニタリング

知できない場合、故障ま

バー異常時対応システム

注  意
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Ey

ドライバー異常時対応システムは、次のいずれかの条件で作動を

開始します。

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能の作動中に、システムが運

転者のハンドル操作を検知できない状態が続き、ハンドル操作

の要求警告が作動したとき

• 車線中央維持・先行車追従操舵機能の作動中に、ドライバーモ

ニタリングシステムが運転者の状態を長時間検知できない状態

が続いたときや、運転者の居眠り、わき見を検知して、ハンド

ル操作の要求警告が作動したとき

P.339参照

• 渋滞時ハンズオフアシストが作動中に、システムが渋滞時ハン

ズオフアシストを継続できないと判断し、ハンドル操作の要求

警告が作動したとき

P.455参照
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ドライバー異常時対応システムは、以下の作動段階に分かれます。
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ンプ＋ホーン＋アクセル操作無効化

ても運転者のハンドル操作や前方を見て

きなかった場合は、警告画面表示、ハザー

クセル操作の無効化を継続します。ホーン

囲に緊急事態を知らせ、車両を減速、停車

応システムによりホーンが鳴った後は、

応システムを解除しても次の機能が使用

エンジン再始動後は使用可能になりま

クルーズコントロール

行車追従操舵機能

トロール

運転支援機能）のすべての機能

作をシステムが検出したときは、一時的

なります。
Ey

ドライバー異常時対応システムの各段階は以下のように作動しま

す。

(1) ハンドル操作要求

運転者のハンドル操作や前方を見ている状態を検知できな

かった場合、ハンドル操作の要求警告を行います。

ハンドル操作の要求警告は、ブザー（ピンピーン…またはピ

ピーン…）と警告画面を表示します。車両を緩やかに減速さ

せ、ハプティックブレーキが作動します。

(2) 減速＋ハザードランプ＋アクセル操作無効化

ハンドル操作の要求警告を継続しても運転者のハンドル操作

や前方を見ている状態を検知できなかった場合は、運転者が

異常状態にあると判断します。

車両を減速させ、運転者によるアクセルペダルの操作が無効

になり、引き続きハプティックブレーキが作動したまま、ブ

ザー（ピンピーン…またはピピーン…）と警告画面を表示し

ます。ハザードランプにより後続車や周囲に緊急事態を知ら

せます。

(3) 減速＋ハザードラ

(2)で警告を継続し

いる状態を検知で

ドランプ点滅、ア

により後続車や周

させます。

知  識
• ハプティックブレーキとは運転者に注意を促すための短時間

の連続ブレーキです。

• 自車速が約30 km/h以上の場合、ハプティックブレーキが

作動します。

知  識
(2)の状態でドライバー異常時対応システムを解除した場合は、

全車速追従機能付クルーズコントロールのセット車速が現在の

車速に変更されます。

知  識
• ドライバー異常時対

ドライバー異常時対

できなくなります。

す。

－ 全車速追従機能付

－ 車線中央維持・先

－ 定速クルーズコン

－ EyeSight X（高度

• 意図的なアクセル操

にアクセルが有効に
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(4) 停止保持

車両が停車するとすべてのドア（トランク除く）が自動で解

錠され、停車状態を保持します。

車線維持制御は解除され、電動パーキングブレーキが作動し

ます。ブザー（ピピーン…）と警告画面を表示します。引き

続き運転者によるアクセルペダルの操作は無効のまま、ハ

ザードランプ、ホーンにより後続車や周囲に緊急事態を知ら

せます。

また同時に先進事故自動通報（ヘルプネット）によって、自

動でヘルプネットセンターに位置情報を送信し、通報を行い

ます。

P.652参照

知  識
可能な限り減速制御と車線維持制御は継続しますが、状況によ

り制御が解除されることがあります。減速制御や車線維持制御

が解除された場合でも、ドライバー異常時対応システムはブ

ザーや警告画面の表示、ハザードランプやホーンにより後続車

や周囲へ緊急事態を知らせ続けます。
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解除方法

きる

• 前方を見ている状態でのハン
ドル操作

• 強めのハンドル操作

きな

でき

です。
• 前方を見ている状態でのハン

ドル操作
• 強めのハンドル操作
• スイッチ操作

（クルーズ）スイッチ、

（レーンキープ）スイッチでき
。
です。
Ey

ドライバー異常時対応システム作動時の表示および解除方法

作動段階 メーター表示 警報音 作動状況

(1) ハンドル操作要求

ピンピーン…
システムが車線維持で
状態です。

ピピーン…
システムが車線維持で
くなった状態です。

(2) 減速＋ハザードランプ
＋アクセル操作無効化

ピンピーン…

• 減速制御中です。
• システムが車線維持

る状態です。
• アクセル操作は無効

ピピーン…

• 減速制御中です。
• システムが車線維持

なくなった状態です
• アクセル操作は無効



4

Ey

。
• 前方を見ている状態でのハン

ドル操作
• 強めのハンドル操作
• スイッチ操作

（クルーズ）スイッチ、

（レーンキープ）スイッチ

。

。

• 前方を見ている状態でのハン
ドル操作

• 強めのハンドル操作
• スイッチ操作

（クルーズ）スイッチ、

（レーンキープ）スイッチ

解除方法
78
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(3) 減速＋ハザードランプ
＋ホーン＋アクセル操作
無効化

ピンピーン…

• 減速制御中です。
• システムが車線維持でき

る状態です。
• アクセル操作は無効です

ピピーン…

• 減速制御中です。
• システムが車線維持でき

なくなった状態です。
• アクセル操作は無効です

(4) 停止保持 ピピーン…

• 停止状態を保持します。
• 車線維持制御は解除され

ます。
• 電動パーキングブレーキ

が作動します。
• すべてのドア（トランク除

く）が解錠されます。
• アクセル操作は無効です
• 先進事故自動通報（ヘルプ

ネット）によって通報を行
います。

作動段階 メーター表示 警報音 作動状況



479

eSight X / ドライバー異常時対応システム

作動状況

eSightシステムが一時停止したとき
イバー異常時対応システムは継続します
車線維持制御は解除されます

eSightシステムが故障したとき
タ表示での警告のみ継続します。その他
御は解除されます。

ーン／ハザードランプは作動していた場
継続します）
Ey

ドライバー異常時対応システム作動中にEyeSightが故障または一時停止した場合の表示

作動段階 メーター表示 警報音

(1) ハンドル操作要求 ピピーン…

Ey
ドラ
が、

(2) 減速＋ハザードランプ＋アクセル操作無
効化
(3) 減速＋ハザードランプ＋ホーン＋アクセ
ル操作無効化

ピピーン…

(4) 停止保持 ピピーン…

(1) ハンドル操作要求
(2) 減速＋ハザードランプ＋アクセル操作無
効化
(3) 減速＋ハザードランプ＋ホーン＋アクセ
ル操作無効化

ピピーン…

Ey
メー
の制

（ホ
合は
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 E
故 機能）が一時停止すると、メーター

す。 （黄色）が点灯したときは、

ムを除くEyeSight X（高度運転支

せん。

ht X（高度運転支援機能）の一時停

す。

続ける場合は故障のおそれがありま

U販売店で点検を受けてください。

転支援機能）の一時停止

機能）は次のような場合に一時停

停止している

システムが一時停止している

後側方レーダーが一時停止している
eSight X / EyeSight X（高度運転支援機能）の故障および一時停止

80

yeSight X（高度運転支援機能）の
障および一時停止

EyeSight X（高度運転支援機能）の異常を検知すると、メー

ター内の （黄色）が点灯します。 （黄色）が点灯したとき

は、EyeSight X（高度運転支援機能）のすべての機能が使用で

きません。 （黄色）が点灯したときは、すみやかにSUBARU

販売店で点検を受けてください。

EyeSight X（高度運転支援

内の （黄色）が点灯しま

ドライバー異常時対応システ

援機能）の機能が使用できま

原因が解消されるとEyeSig

止が解除され、自動復帰しま

（黄色）が長時間点灯し

すので、すみやかにSUBAR

EyeSight X（高度運転支援機能）の故障

EyeSight X（高度運

知  識
EyeSight X（高度運転支援

止します。

• EyeSightシステムが一時

• ドライバーモニタリング

• 前側方レーダーもしくは

• SRVDがOFFのとき
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データについて
は、ナビゲーションシステムの地図デー

い精度で実際の道路と一致している地図の

地図データVer情報は、センターインフォ

イでご確認いただけます。

新しいほど、より多くの自動車専用道路

運転支援機能）の使用が可能です。3D高

サービスは、年四回提供予定の有償の更新

更新にはSUBARU専用機器の接続が必要

くのSUBARU販売店にお問い合わせくだ

更新情報および更新内容は、SUBARU

ーサービス内にてご確認いただけます。

スしてください。

.jp/afterservice/

ータVer情報の確認

ータの更新

ータ更新情報の確認
Ey

EyeSight X OFF表示灯

• プッシュエンジンスイッチをONにすると点灯し、エンジン始

動後約10秒後に消灯します。

• EyeSight X（高度運転支援機能）が一時停止しているときに

点灯します。

 3D高精度地図
3D高精度地図データと

タとは異なる、より高

データです。

お車の現在の3D高精度

メーションディスプレ

P.118参照

3D高精度地図データが

上でEyeSight X（高度

精度地図データの更新

サービスとなります。

となりますので、お近

さい。

3D高精度地図データの

ホームページのアフタ

以下のURLからアクセ

https://www.subaru

• ドライバーモニタリングシステムがOFFのとき

• 3D高精度地図ユニットが一時停止している

• マルチモードVDCがOFFモードのとき

知  識

3D高精度地図デ

3D高精度地図デ

3D高精度地図デ
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3D高精度地図ユニットには、オープンソースソフトウェアを搭

載しています。

ライセンス情報は、以下のURLから取得してください。

http://www.embedded-carmultimedia.jp/RTOS/License/

oss/HDL_S_License/

3D高精度地図データのライセンス情報は、以下のURLから取得

してください。

http://www.embedded-carmultimedia.jp/RTOS/License/

map/HDL_S_License/

オープンソースソフトウェア情報

ライセンス情報
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装備品

エ
 表

）

）

ガー／ヒーテッドドアミラー

イサーと連動）

するボタンを、A/C、MAX A/C、

ら設定できます。
アコン / 表示とスイッチ

84

の使いかた

アコン

示とスイッチ
センターインフォメーションディスプレイ下部のエアコン操作

バーに、エアコンの状態が表示されています。

P.113参照

画面の操作、ディスプレイ横のスイッチでエアコンの操作ができ

ます。また、一部の操作は音声でもできます。

P.664参照

(1) 設定温度（助手席）

(2) エアコン状態表示

(3) 設定温度（運転席）

(4) デフロスター

(5) シートヒーター（運転席

(6) エアコンボタン

(7) 風量

(8) [ON/OFF]

(9) シートヒーター（助手席

(10) リヤウインドウデフォッ

（フロントワイパーデア

知  識
エアコンボタンとして表示

AUTO、内外気、SYNCか

P.118参照
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いかた

ます。

などの表示が消えます。

るときに使用してください。バッテリー

す。

た

が冷えているときは、しばらくの間、デ

の外気導入になり、ファンは低速回転で

から白煙が出ているように見えることが

度の高い空気が急激に冷やされて起こる

りません。
エアコン状態表示をタップすると、ポップアップウインドウが開

きます。

各種設定ができます。

(1) [AUTO]

(2) 内気循環・外気導入切替えアイコン

(3) [SYNC]

(4) [A/C]

(5) [MAX A/C]

(6) 設定温度（運転席）

(7) 吹き出し口

(8) 設定温度（助手席）

 エアコンの使

[ON/OFF]をタップし

OFFにすると設定温度

ポップアップウインドウ

知  識
エンジンがかかってい

上がりの原因となりま

ON／OFFのしか

知  識
• 冬季などでエンジン

フロスター吹き出し

作動します。

• 冷房中に吹き出し口

あります。これは湿

現象で、異常ではあ



エ
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き、[AUTO]をタップします。

ている場合は、ボタンをタップしま

能を自動的にコントロールし、室内

O」と表示します。

解除され、操作した項目の設定が固

TO」の表示が消えます。
アコン / エアコンの使いかた
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ポップアップウインドウを開

エアコンボタンをAUTOにし

す。

希望温度を設定すると、各機

を快適に保ちます。

エアコン操作バーに「AUT

次の操作をすると、オートが

定されます。このとき「AU

• デフロスターをONにする

• 風量を変える

• 吹き出し口を変える

• MAX A/CをONにする

• 停車中にエアコンを使用しているときは、アイドリング回転

が高くなります。クリープ現象が強くなりますので、ブレー

キペダルを確実に踏んでください。

• エアコンをOFFにしていても、外気導入を使用していると

走行風だけの空調ができます。

－ 走行風による空調では、室内を外気温度より低くすること

はできません。

• プッシュエンジンスイッチをONにしたときは、前回OFFに

したときの状態で作動します（MAX A/CがONのときを除

く）。

知  識 オートでの使いかた
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設定温度の差が大きい場合、温度を調整

ます。
運転席側、助手席側の送風温度を別々に設定できます。

温度調整スイッチを押して、希望温度に合わせます。

または、ポップアップウインドウを開き、タップまたはドラッグ

して、温度調整バーを希望温度に合わせます。

LOまたはHIに設定したときは、それぞれ最大冷房または最大暖

房となります。

SYNC表示灯が点灯しているときは、助手席側の設定温度が運転

席側と連動します。連動させるには、ポップアップウインドウを

開き、[SYNC]をタップします。

エアコンボタンをSYNCにしている場合は、ボタンをタップしま

す。

温度調整のしかた

知  識
運転席側と助手席側の

しきれないことがあり



エ
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き、設定したい吹き出し口を選びま

えかた

の凍結を防止するため で走行す

外気導入、除湿機能がONになる場

を選択時は外気導入に切り替わらず

します）。
アコン / エアコンの使いかた
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風量表示の 、 をタップして調整します。

をタップすると弱まり、 をタップすると強まります。

ポップアップウインドウを開

す。

風量調整のしかた 吹き出し口の切り替

知  識
• 降雪時はフロントガラス

ることをお奨めします。

• を選択すると自動的に

合があります（内気循環

に、内気循環状態を維持
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ウを開き、[MAX A/C]をタップします。

X A/Cにしている場合は、ボタンをタップ

ます。

温度LO、風量最大、上半身へ送風、内気

したときは、MAX A/CをONにする前

エンジンスイッチをOFFにすると、次

MAX A/CをONにする前の設定で作動し
ポップアップウインドウを開き、[A/C]をタップしてON／OFF

を切り替えます。エアコンボタンをA/Cにしている場合は、ボタ

ンをタップします。

ポップアップウインド

エアコンボタンをMA

して表示灯を点灯させ

自動的に冷房ON、設定

循環になります。

冷房・除湿機能の使いかた

知  識
• 次の場合、冷房・除湿機能が作動しないことがあります。

－ 室内の温度が低いとき

－ 外気温度が0 ℃付近まで下がったとき

• 冷房・除湿機能は装置の各部をオイルで潤滑にするためにも

月に2、3回程度作動させてください。また、長時間作動さ

せていない場合は、エンジンを低回転（またはアイドリン

グ）の状態で、数分間冷房または除湿暖房を行ってくださ

い。

• 冷えない場合、冷媒不足も考えられます。SUBARU販売店

で点検を受けてください。

急速冷房のしかた

知  識
• MAX A/CをOFFに

の設定に戻ります。

• エアコンやプッシュ

にONにしたときは

ます。



エ
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き

環を選択していた場合は、内気循環

固定されます。

てから再接続したとき、またはバッ

き、エアコン状態表示の内外気アイ

内外気）内の表示灯が点滅すること

ありません。ただし、エンジン始動

灯が点滅する場合は電気系統の異常

近くのSUBARU販売店で点検を受
アコン / エアコンの使いかた

90

外気を遮断したいときや、早く冷房したいとき、特に外気温が高

いときに冷房の効きを高めたいときは、一時的に内気循環を使用

してください。

ポップアップウインドウを開き、アイコンをタップします。

エアコンボタンを内外気にしている場合は、ボタンをタップして

表示灯を点灯させます。

エアコンをOFFにしたと

アイコンをタップして内気循

の状態を保ちます。

それ以外の場合は外気導入に

内気循環・外気導入の切り替えかた

注  意
• ガラスが曇りやすくなるので、内気循環は必要なときだけ使

い、通常は外気導入を使う。

－ 内気循環で使用する場合は、除湿機能を働かせて使用して

ください。

知  識
• 外気導入を選択中、設定温度や状況によって内気も取り入れ

ることがあります。

• バッテリーの接続を外し

テリー電圧が低下したと

コンやエアコンボタン（

がありますが、異常では

時に必ずアイコンや表示

が考えられますので、お

けてください。

知  識
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ったときは、リヤウインドウデフォッガー

プリントしてあります。

ォッガーの使いかた
ッチがONのときにスイッチを押すと、ス

灯し作動します。約15分後、自動的に

きは、スイッチをもう一度押します。

拭くときは、ガラス洗浄剤を使わず、柔

線に沿って軽く拭く。

でエンジンをかけて使用してください。

す。
フロントガラス、フロントドアガラス

デフロスタースイッチを押します。

効果的に曇りを取るために、自動的に外気導入、除湿機能作動に

セットされます。

停止させるときは、スイッチをもう一度押します。デフロスター

をONにする前の設定に戻ります。

リヤウインドウ

リヤガラスの内側が曇

を使用します。

電熱線はリヤガラスに

■リヤウインドウデフ
プッシュエンジンスイ

イッチ内の表示灯が点

OFFになります。

作動中に停止させると

曇りや霜の取りかた

知  識
足元にも送風したいときは吹き出し口を に切り替えます。 注  意

リヤガラスを車内から

らかい布などで、電熱

知  識
• 消費電力が大きいの

• 次の機能と連動しま



エ
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ド

フ

と図のように送風します。

口からは、常時送風します。

し口を閉じてください。
アコン / 吹き出し口

92

アミラー

ヒーテッドドアミラーを使用します。

P.200参照

ロントワイパー

フロントワイパーデアイサーを使用します。

P.260参照

 吹き出し口
吹き出し口を手動で選択する

左右および後席用の吹き出し

送風を止めるときは、吹き出

－ ヒーテッドドアミラー

P.200参照

－ フロントワイパーデアイサー

P.260参照

• 連続作動に設定できます。

－ 連続作動に設定を変更した場合は、15分間作動、2分間

停止を繰り返します。ただし、2分間の作動停止中も表示

灯は点灯しています。

P.118参照

• 曇りが取れたら停止させてください。

－ エンジン作動中でも、連続作動を続けるとバッテリー上が

りの原因になります。

－ 雪を溶かすような使いかたはしないでください。

• バッテリー電圧が低下すると、作動を停止します。

知  識



エアコン / 吹き出し口
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用の吹き出し口は開閉および風向きの調整

口

下左右に動かして風向きを調整します。

き出し口を開閉することができます。

：吹き出し口が開きます。

：吹き出し口が閉じます。
中央、左右および後席

ができます。

中央、左右吹き出し

吹き出し口のノブを上

また、ノブを回すと吹

吹き出し口の調整

開

閉
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後

び湿度、外気温度を感知するセン

バンパー裏側にあります。

射センサーおよび室内温湿度セン

水をかけたり、上に物を置いたりし

生する原因となります。
アコン / 感知センサー

94

席用吹き出し口

コンソールボックスの後ろ側にあります。

吹き出し口のノブを左右に、また、吹き出し口全体を上下に操作

して風向きを調整します。また、ダイヤルで吹き出し口の開閉を

切り替えることができます。

 感知センサー
日差しの強さ、室内温度およ

サーが付いています。

外気温度センサーはフロント

開：吹き出し口が開きます。

閉：吹き出し口が閉じます。

注  意
• 室内に装備されている日

サーに衝撃を与えたり、

ない。

－ 温湿度制御にずれが発



エアコン / エアコンフィルター

495
 エアコンフィルター
快適にお使いいただくため、エアコンフィルターを定期的に交換

してください。

交換時期：12,000 km走行ごとまたは1年ごと（どちらか早い方

で実施）

P.710参照



室

4

室
 カ

待ちなどの停車中に行う。

事故につながるおそれがあります。

振動、車の動きなどで飲み物がこぼ

熱い飲み物などはやけどのおそれが

ください。

トを収納してください。アームレス

たりすると損傷の原因となります。
内装備 / カップホルダー

96

内装備

ップホルダー

センターコンソールにあります。

ランプ類が点灯しているとき、照明が点灯します。

仕切りは外すことができ、空いたスペースを小物入れとして使用

できます。

アームレストにあります。

引き出して使用します。

P.190参照

前席用

後席用

警  告
• 飲み物の出し入れは信号

－ 走行中の使用は思わぬ

－ ドアの開閉や走行中の

れることがあります。

ありますので注意して

知  識
後席乗降時にはアームレス

トの上に乗ったり、ぶつけ



室内装備 / ボトルホルダー
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にサンバイザーを下ろします。

から外して使用します。

ホルダーが付いています。
 ボトルホルダー
左右のフロントドアおよびリヤドアに各1つの小物入れ兼用のボ

トルホルダーがあります。

 サンバイザー
太陽光がまぶしいとき

横に回すときはフック

運転席側にはチケット

警  告
• 飲み物が入ったままフタをしていないペットボトル、または

フタをすることができない容器（缶やカップなど）を入れな

い。

－ 飲み物がこぼれるおそれがあります。



室
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ンプ類が点灯しているとき、照明が

必ず閉める。

いると、フタに身体が当たったり、

思わぬけがをするおそれがありま
内装備 / 小物入れ

98

運転席、助手席サンバイザー裏側に鏡がついています。

フタを開けると照明が点灯します。

 小物入れ

取っ手を引いて開けます。ラ

点灯します。

バニティミラー

注  意
走行中は必ずバニティミラーのフタを閉める。

注  意
• 走行中はフタやカバーを

－ 走行中にフタが開いて

物が飛び出すなどして

す。

グローブボックス



室内装備 / 小物入れ
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側にあります。

バーを引き上げるとコンソールボックスを

ルトレイ

ス

インストルメントパネル中央下にあります。ランプ類が点灯して

いるとき、照明が点灯します。

センターコンソール後

コンソールボックスカ

使用できます。

センタートレイ

注  意
• センタートレイ内に転がりやすい物などを入れない。

－ 走行中トレイ内の物が飛び出すなどして思わぬけがをする

おそれがあります。

センターコンソー

コンソールボック
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 サ
ACCまたはONのとき12 V直流電源

ットとしてご使用ください。

お守りください。

0 W以下のものを使用する。

取るときは、スバル純正品の使用を

す。

や異物を入れない。

ラグを使用する。

接触不良やプラグが抜けなくなる原
内装備 / サブトランク

00

ブトランク
トランクルームのリッド（フタ）の下に物を収納することができ

ます。

トランクルームのリッド（フタ）を取り出します。

 電源ソケット
プッシュエンジンスイッチが

が取り出せます。

自動車用電気製品の電源ソケ

注  意
• サブトランク内に搭載されているパンク修理キットの上に、

重い物や鋭利な物を置かない。

－ パンク修理キットが破損するおそれがあります。

注  意
ご使用の際は、次のことを

• 電気製品は必ず12 V-12

• 電源ソケットから電源を

お奨めします。

• タコ足配線はしない。

－ 発火することがありま

• 銀紙、コインなどの金属

• 電源ソケットに合ったプ

－ プラグが合わないと、

因となります。



室内装備 / USB & AUX
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電が行えます。

ッチがACCまたはONのとき5 V直流電源

電源による動作／充電に対応したモバイル

源供給用途としてご使用ください。

形状があります。

前席用）

用）

きは次のことをお守りください。

につながるおそれがあります。

端子を使用しない。
 USB & AUX

データの読み込み、充

P.515参照

プッシュエンジンスイ

が取り出せます。USB

機器、電気製品への電

Type-A形状とType-C

• エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を

長時間使用しない。

－ バッテリー上がりの原因となります。

知  識
アイドリングストップからエンジンが再始動すると電圧が低下

し、電装品の電源が一時的にOFFになることがあります。

注  意

USB & AUX（

USB電源（後席

注  意
USB電源を使用すると

感電または故障の原因

• Typeの異なるUSB
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（回転式）
状態で身体を支えるときに使用しま

リップにはコートフックがありま
内装備 / アシストグリップ（回転式）

02

 アシストグリップ
走行中、シートに座っている

す。

リヤシート左右のアシストグ

す。

－ 動作不良、または故障の原因になります。

• 使用前に、使用機器の取扱説明書などをよく確認する。

－ 最大定格5 V／2.4 A（Type-A）、5 V／3.0 A

（Type-C）出力を前提としています。

－ 最大定格を超える電力を要求する機器を接続した場合、保

護機能が働くため動作／充電できないことがあります。

－ 機器の種類や使用状況によっては、故障したり、データが

破損や損失するおそれがあります。

• 必ず使用機器の専用のケーブルを使用する。

－ 機器専用ケーブル以外では、動作／充電ができない場合が

あります。

• 機器によっては動作／充電できないことがある。

• 充電完了後はすみやかに接続機器を取り外す。

• USBハブは接続しない。

• USB端子内に金属類、異物を差し込んだりしない。

• 水などの液体をかけない。

• 接続したケーブルに足をとられないように注意する。

－ 転倒するなど思わぬけがをしたり、機器が故障するおそれ

があります。

• エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を

長時間使用しない。

－ バッテリー上がりの原因となります。

• 故障した機器を接続しない。

－ 発煙、発火の原因となります。

注  意



室内装備 / 室内の照明
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上部）にあります。

の外側を押すとランプが点灯します。もう

。

図を見るときなどに便利です。

には消灯していることを確認してくださ

バッテリー上がりの原因になります。

状態で、長時間点灯したままにしないで

の原因になります。

ンプ
 室内の照明

車内の天井前側（前席

スポットマップランプ

一度押すと消灯します

夜間にお車を止めて地

警  告
• コートフックにハンガーや鋭利な物をかけない。

－ SRSカーテンエアバッグが作動したときにこれらの物が

飛び、重大な傷害につながるおそれがあります。

服をかけるときはハンガーを使わず、服をそのままコート

フックにかけてください。

• アシストグリップ（回転式）は、乗降時やシートから立ち上

がるときなどに使用しない。

注  意
• 重いものや大きなものをアシストグリップやコートフックに

かけない。

－ アシストグリップやコートフックが折れたり、走行中に外

れたりすることがあります。

最大荷重：約5 kg（コートフック）

知  識
• お車から離れるとき

い。点灯していると

• エンジンが停止した

ください。

－ バッテリー上がり

スポットマップラ



室
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ド

灯します。もう一度押すと消灯しま

ランプ
内装備 / 室内の照明

04

ア連動切り替えスイッチ

スイッチの位置により切り替えができます。

DOOR：

ドア開閉などに連動して自動的に点灯します。

P.505参照

OFF：

自動点灯はしません。

スイッチを押すとランプが点

す。

後席スポットマップ



室内装備 / 室内の照明

505

プ、後席スポットマップランプ

にしているとき、次の操作を行うといった

徐々に消えていきます。

イッチをONからOFFにする

けて閉める

能、キーのボタン、暗証コード式キーレス

る

ーを携帯し車両に近づく

する前に消灯します。

イッチをACCまたはONにしたとき

能、キーのボタンで施錠したとき

動なしに設定できます。また、消灯時間

できます。
ドア連動切り替えスイッチ

スイッチの位置により切り替えができます。

DOOR：

ドア開閉などに連動して自動的に点灯します。

P.505参照

OFF：

自動点灯はしません。

スポットマップラン

スイッチをDOOR位置

ん点灯し、約30秒後に

• プッシュエンジンス

• いずれかのドアを開

• キーレスアクセス機

エントリーで解錠す

• 施錠時、アクセスキ

次の場合、約30秒経過

• プッシュエンジンス

• キーレスアクセス機

ドア連動点灯

知  識
室内灯のドア連動を作

を10秒／20秒に設定

P.118参照
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内装備 / 室内の照明

06

プッシュエンジンスイッチをOFFにしてから約20分経過すると、

スイッチを操作しても室内灯は点灯しなくなります。点灯してい

た場合は、自動的に消灯します。

プッシュエンジンスイッチをOFFにしてからドアを開閉したり、

解錠などの操作をしたりすると、操作をしてから約20分後に点灯

しなくなります。

ドアを開閉したり、解錠などの操作をしたりすると復帰します。

ランプ類が点灯しているときに点灯します。

バッテリー上がり防止機能

注  意
• バッテリー上がり防止機能に頼った使いかたをしない。

－ バッテリー上がりを完全に防ぐ機能ではありません。

－ バッテリー上がりの原因となります。

知  識
プッシュエンジンスイッチがACCまたはONのとき、この機能

は作動しません。

アンビエント照明

知  識
アンビエント照明をOFFに設定できます。

P.118参照
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帯電話（スマートフォン）を操作しない

故の原因となります。

、音が出ないなどの異常が発生した場合

ォメーションディスプレイを使用しない

火災、感電の原因となります。

ときは、必ず規定容量（アンペア数）の

ください。規定容量を超えるヒューズを

原因となります。

ーションディスプレイに水がかかったり

出たり異臭がすることがあります。その

た場合は、直ちに使用を中止し、

相談ください。そのまま使用し続ける

電の原因となります。

ンテナ線やセンターインフォメーション

ないでください。落雷により感電の危険

入るとセンターインフォメーションディ

まぶしく感じることがあります。走行に

。

ッドホンやイヤホンを使用しないでくだ

こえない状態で運転すると、交通事故の
ナビゲーションシステ

ナビゲーションシステム・SUBARU STARLINK

ナビゲーションシステムをお使いいただく上で
 使用上のご注意

操作する前に使用上のご注意をよくお読みください。

運転を開始する前に画面内の自車位置が正しい位置にあることを

確認してください。

正しい自車位置にないまま走行を開始すると、現在地表示が実際

の車両の位置と異なることがあります。

本章で説明している仕様や画面は、仕様変更やソフトウェアの更

新などによりお車と一致しない場合があります。あらかじめご了

承ください。

警  告
• センターインフォメーションディスプレイを分解したり改造

して使用しないでください。事故、火災、感電の原因となり

ます。

• 実際の交通規則に従って走行してください。ナビゲーション

によるルート案内のみに従って走行すると、実際の交通規則

に違反する可能性があり、交通事故の原因となります。

• 運転者は走行中にセンターインフォメーションディスプレイ

を操作したり画面を注視しないでください。必ず安全な場所

に停車してから操作してください。交通事故の原因となりま

す。

• 運転者は走行中にテレビやビデオを見ないでください。前方

不注意となり事故の原因となります。テレビやビデオは安全

のため、走行中は表示されません。テレビやビデオを見ると

きは、必ず安全な場所に停車してご覧ください。

• 運転者は走行中に携

でください。交通事

• 画面が表示されない

は、センターインフ

でください。事故、

• ヒューズを交換する

ヒューズを使用して

使用すると、火災の

• センターインフォメ

異物が入ると、煙が

ような異常が発生し

SUBARU販売店にご

と、事故、火災、感

• 雷が鳴りだしたらア

ディスプレイに触れ

性があります。

• 直射日光が車室内に

スプレイに反射して

十分ご注意ください

• 運転者は走行中にヘ

さい。車外の音が聞

原因となります。

警  告



ナ

5

の跡が残ったりほこりなどが付着し

ときどき清掃してください。清掃す

乾いた柔らかい布で軽く拭き取って

場合、中性洗剤にひたした布をよく

ださい。濡れた布や有機溶剤（ベン

ナーなど）、酸性やアルカリ性洗剤

。画面が変質したり、塗装がはげる

硬い物で画面をたたいたりこすった

お客様や他の人々への損害に対して

責任を負いかねます。

に誤りがあったことによる交換や返

。

能は、お客様の目的を達成するため

するものではありません。

面スイッチが暗くなり操作できなく

れていない場合は、画面スイッチが

ん。

る場合やお車のバッテリーを長期間

、自車位置が正しく表示されないこ

、GPSが正しい位置を測位するまで

。

ビゲーションシステムをお使いいただく上で / 使用上のご注意

10

注  意
• お車のバッテリー上がりを防ぐために、センターインフォ

メーションディスプレイはエンジンをかけた状態でご使用く

ださい。

• 運転中は、安全運転の妨げにならない音量に設定してくださ

い。車外の音が聞こえない状態で運転すると、事故の原因と

なることがあります。

• 電源をONにするときは、音量に注意してください。電源を

ONにしたときに突然大きな音が出ると、聴力障害などの原

因となることがあります。

• センターインフォメーションディスプレイに強い衝撃を与え

ないでください。故障の原因となります。

• 音声が割れる、ゆがむなどの異常が発生した場合は、セン

ターインフォメーションディスプレイを使用しないでくださ

い。火災の原因となります。

• 極端な高温や低温でのご使用は誤作動や故障の原因となりま

す。特に夏季は車室内が高温になることがありますので、ド

アガラスを開けるなどして温度を下げてからご使用くださ

い。

• 画面スイッチ内側に結露が発生した場合、正しく動作しない

ことがあります。その場合は、結露が消えるまで画面スイッ

チを操作しないでください。

• ディスプレイに飲み物などをこぼしたときは、すぐに拭き

取ってください。このまま放置しておくと、故障の原因とな

ります。

• ディスプレイには、指紋

やすい性質があるため、

るときは、電源を切り、

ください。汚れがひどい

絞ってから拭き取ってく

ジン、エタノール、シン

は使用しないでください

ことがあります。また、

りしないでください。

知  識
• 地図データの使用による

株式会社ＳＵＢＡＲＵは

• 地図データの表示や内容

品はお受け致しかねます

• 地図データに含まれる機

に適していることを保証

• 安全のため、走行中は画

なる機能があります。

• 機器やメディアが接続さ

暗くなり、操作できませ

• 購入後、はじめて使用す

接続していなかった場合

とがあります。その場合

しばらくお待ちください

注  意
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情報は、個人情報を含んでいることがあり

きは、必ず登録した情報を削除してくださ

期化）。

は個人情報を完全に消去できません。個人

BARU販売店にご相談ください。

機器を車内に設置すると、Bluetooth機

機、ナビゲーションなどの無線通信を使

動作しないことがあります。

は

ナビゲーションシステ

車両に登録されている

ます。お車を手放すと

い（工場出荷状態に初

P.533参照

ただし、初期化だけで

情報の完全な消去はSU

• センターインフォメーションディスプレイは精密機器のた

め、記録されたデータが静電気、電気的ノイズ、振動などに

より消去されることがあります。購入後に記録したデータを

別で保管することをお奨めします。

• 強力な電気的ノイズを発生する電気機器をセンターインフォ

メーションディスプレイの近くで使用すると、その影響で画

面が乱れることがあります。その場合、電気機器を遠ざける

か、ご使用を控えてください。

• 気温が低いときや、エンジンをかけた直後は画面が明るく表

示されることがあります。これは、LEDの特徴であり、故障

ではありません。気温が上がると通常の明るさに戻ります。

• 偏光レンズを使用したサングラスなどを装着すると、画面が

暗く見えたり、見えにくくなります。その場合、違う角度か

ら画面を見るか、サングラスを外すか、画質調整画面で調整

してください。

• ディスプレイに直射日光が当たると画面が見えにくくなるこ

とがあります。

• 液晶画面に保護フィルムを貼り付けないでください。画面ス

イッチが正常に操作できなくなります。

• 画面スイッチを指以外（爪、手袋を着けたまま、ボールペン

など）で操作すると、正しく動作しないことがあります。

• タップしている場所以外が選択されたり、タップしても反応

しないなどセンターインフォメーションディスプレイが正常

に動作しないときは、他の指や手の一部が画面に触れていな

いか確認してください。

• システムパネル表面上の傷は目立ちやすいため丁寧に取り

扱ってください。

知  識
• 無線通信を使用する

器、ラジオ放送受信

用する機能が正常に

お車を手放すとき

知  識
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 安

安全な状況でのみ少しの間だけ画面

ただし、音声案内にすべてを頼るの

してください。正常に自車位置を特

誤っていたり、遅れたり、音声案内

ディスプレイ内のデータは不完全な

左折禁止や通行止め）などの道路状

のため、指示に従う前に、指示の内

認してください。

、常に道路状況に注意してくださ

変更されている場合、一方通行指示

案内に反映されない場合がありま
ビゲーションシステムをお使いいただく上で / 安全のために

12

全のために

安全にお使いいただくために、次の内容に従ってください。

センターインフォメーションディスプレイは、目的地に到着する

までのサポートをするものです。運転者には、安全運転をして乗

員の安全を守る全責任があります。

安全運転を妨げるような使いかたはしないでください。運転中は

常に、交通規則に従って安全運転を心がけてください。

使用する前に本書をよく読み、使用方法を理解してください。使

用方法を理解していない人に使わせないでください。

運転中は、音声案内に従い、

を見るようにしてください。

ではなく、あくまでも参考と

定できない場合、音声案内が

されないことがあります。

センターインフォメーション

場合があります。運転規制（

況は頻繁に変更されます。そ

容が安全かつ合法であるか確

警  告
• 安全のため、運転者は走行中にセンターインフォメーション

ディスプレイを操作しないでください。道路状況や交通状況

に十分注意しないと交通事故の原因となります。

• 運転中は交通規則に従い

い。道路上の交通標識が

などの最新情報がルート

す。

警  告
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。

ッチをOFFにしても、一定時間オー

能です。運転席ドアを開けると停止しま

弱っているときは、プッシュエンジンス

能を停止します。
基本

基本操作
 ナビゲーションシステムの基本操作

1. プッシュエンジンスイッチをACC、またはONにすると、起動

画面が表示されセンターインフォメーションディスプレイが起

動します。

• 数秒後に、「注意」画面を表示します。

2. [OK]をタップします

起動画面

警  告
エンジン作動中で停車しているときは、安全のため必ず電動

パーキングブレーキをかけてください。

知  識
プッシュエンジンスイ

ディオなどの操作が可

す。

ただし、バッテリーが

イッチOFFと同時に機



基

5

デ

1

始します。

いては、「DVDプレーヤーとディス

ださい。

ル面を車両前方にして、ゆっくりと

動している場合、ディスクを正しく

しないことがあります。振動がおさ

常な動作に戻ります。

ンをつけた直後など、プレーヤーの

滴）が生じることがあります。その

気、または除湿してからご使用くだ

常な動作に戻らないときは、

ください。
本操作 / ナビゲーションシステムの基本操作
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ィスクを入れる

. 挿入口にディスクを挿入します。

• 挿入後、自動で再生を開ディスクを入れる／取り出す（ディーラーオ
プション）

注  意
• プレーヤー部を分解したり、油を差したりしないでくださ

い。挿入口にはディスク以外のものを挿入しないでくださ

い。

• 異物がディスク挿入口に入っていると、ディスクの再生や取

り出しができなくなることがあります。無理にディスクを取

り出すと、ディスクやプレーヤーが破損するおそれがありま

す。異物が入った場合やディスクが取り出せない場合は、

SUBARU販売店にご相談ください。

• ディスクの挿入口に手や指を入れないでください。けがの原

因となることがあります。

知  識
• 使用できるディスクにつ

クについて」をご確認く

P.592参照

• ディスク挿入時は、ラベ

差し込んでください。

• 悪路走行などで激しく振

認識できず、正常に動作

まってしばらくすると正

• 気温が低いときにエアコ

読み取りレンズに露（水

場合、しばらくの間、換

さい。しばらくしても正

SUBARU販売店にご相談
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します／取り外します。

ならないときは、電源を入れてください。

ポータブルオーディオ機器を
す

リーについては、「USBメモリーについ

い。

honeについては、「iPod/iPhoneについ

い。

対応していません。

すると、機器によって充電が開始されま
基本

ディスクを取り出す

1. を押すと、ディスクが排出されます。

1. 差込口に機器を接続

• 機器の電源がONに
知  識

• プッシュエンジンスイッチがOFFのときでも、ディスクを

取り出すことができます。

• ディスクが排出されてから10秒以内にディスクを取り出さ

なかった場合、ディスクがスロットに自動的に引き込まれま

す。

USBメモリーや
接続する／取り外

知  識
• 使用できるUSBメモ

て」をご確認くださ

P.597参照

• 使用できるiPod/iP

て」をご確認くださ

P.598参照

• 市販のUSBハブには

• 携帯電話などを接続

す。

P.501参照



基
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ック操作：
に触れて、指を
はじくように払
す。

• 画面のページ
をスクロール
します。

• 地図画面をス
クロールしま
す。

チ操作：
に触れたまま
の指を広げます

ンチアウト）。
に触れたまま
の指を狭めます

ンチイン）。

地図画面の縮尺
を変更します。

ックがスムーズに動かない場合があ

操作概要 主な使いかた
本操作 / ナビゲーションシステムの基本操作
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センターインフォメーションディスプレイは、指で直接画面に触

れて操作します。

センターインフォメーションディスプレイの
操作

操作方法 操作概要 主な使いかた

タップ操作：
1回触れて離します。

いろいろな設定
を変更したり選
択します。

ロングタップ操作：
画面に触れたままし
ばらく保持します。

• リストをスク
ロールします。

• 再生している
曲を早送り／
早戻しします。

ドラッグ操作：
画面に触れたまま指
を移動します。

• 画面のページ
をスクロール
します。

• 地図画面をス
クロールしま
す。

2本指ドラッグ操作：
2 本の指で画面に触
れたまま、指を縦に
移動します。

地図画面が3Dヘ
ディングアップ
表 示 の と き に、
3D の角度を変更
します。

フリ
画面
軽く
いま

ピン
画面
2 本

（ピ
画面
2 本

（ピ

知  識
標高の高い場所では、フリ

ります。

操作方法
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次の画面で文字を入力できます。

A）＞

ト画面の操作
基本

センターインフォメーションディスプレイは、主に画面内のス

イッチで操作します。

画面スイッチをタップしたときに応答音（ビープ音）が鳴りま

す。応答音（ビープ音）を出力する／しないを設定できます。

P.535参照

文字を入力する

情報を入力する場合、

＜日本語入力（タイプ

画面操作について

注  意
• 画面保護のため、指でタップしてください。

• 指以外の物を使って画面をタップしないでください。

• 画面の汚れは、メガネ拭き用の布などを使って拭き取ってく

ださい。ベンジンやアルカリ性溶液などを使用すると画面が

損傷するおそれがあります。

知  識
• スイッチが反応しない場合は、一度画面から指を離し再度

タップしてください。

• 操作できない画面スイッチは、暗く表示されます。

• 画面が冷えている場合、画面が暗くなったり、再生動画が乱

れることがあります。

• 低温時、地図画面が表示されなかったり、入力したデータが

消えることがあります。また、画面スイッチの反応が鈍くな

ることもあります。

• 画面に が表示されているときは、 をタップするとポッ

プアップウインドウ表示前の画面に戻ることができます。

• 手袋などを着用して画面を操作すると、反応しないなど正常

に操作できない場合があります。

文字の入力／リス



基
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）＞

がな」、「カタカナ」、「アルファベッ
替えます。

促音に切り替えます。

換候補を表示します。
本操作 / ナビゲーションシステムの基本操作

18

＜日本語入力（タイプB）＞

＜英数・記号入力（タイプA

(1)
入力した文字を表示します。
タイプAのみ：表示部分をタップすることで、カーソル
の位置を移動することができます。

(2)
変換候補を表示します。
変換候補をタップして入力します。

(3) 入力した文字を削除します。

(4) カーソルの位置を移動します。

(5) 変換候補表示をスクロールします。

(6) 全角と半角を切り替えます。

(7)
カーソルの位置に空白を入力します。
• ひらがなの入力中にタップすると、変換候補を表示しま

す（タイプA）。

(8) タップするごとに、一文字ずつ削除します。

(9) 入力した内容を確定します。

(10)
キーボードを「ひら
ト」、「記号」に切り

(11) 濁点、半濁点または

(12) 表示されていない変
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表示します。
表示部分をタップすることで、カーソル
ることができます。

削除します。

を移動します。

に、一文字ずつ削除します。

確定します。

に空白を入力します。

り替えます。

ひらがな」、「カタカナ」、「アルファベッ
切り替えます。

を切り替えます。

ージを切り替えます。

ドが表示される状況により、キーボード

り、入力方法が制限されたりすることが
基本

＜英数入力（タイプB）＞

＜記号入力（タイプB）＞

(1)
入力した文字を
タイプAのみ：
の位置を移動す

(2) 入力した文字を

(3) カーソルの位置

(4) タップするごと

(5) 入力した内容を

(6) カーソルの位置

(7) 全角と半角を切

(8)
キーボードを「
ト」、「記号」に

(9) 大文字と小文字

(10) キーボードのペ

知  識
ソフトウェアキーボー

画面の意匠が異なった

あります。
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リ

※

。

切り替える

、イルミネーションコントロールダ

て、地図画面が昼色、または夜色に
本操作 / ナビゲーションシステムの基本操作
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スト画面を操作する

リスト画面はドラッグもしくはフリックでスクロールすることが

できます。

P.516参照

一部のリスト画面では操作できません。

明るさを調整する

画面の明るさを調整できます

P.118参照

地図画面を昼色と夜色に

ライティングスイッチの位置

イヤル、周囲の明るさによっ

切り替わります。

(1) 次のページ／前のページに切り替えます。

(2)

表示しているリストの位置を示します。
スクロール：スライダーをスライドすると、リストを素早
くスクロールすることができます。
ジャンプ※：スライダーレールの任意の位置をタップする
と、タップした位置までリストをジャンプすることができ
ます。

(3)
一部のリスト画面では、ショートカットスイッチが表示さ
れます。例えば［あ］や［あ行］をタップするたびに、「あ
→い→う」とリストを切り替えることができます。

画面の調整
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ンのDVDプレーヤー装着時

ンのETC車載器装着時

帯電話／機器の電波受信レベル表示
帯電話／機器が接続されていない場合は

ん。
、Bluetooth携帯電話／機器に表示されて
ベ ル と 一 致 し な い こ と が あ り ま す。
帯電話／機器の機種によっては、受信レベ
ないことがあります。

帯電話／機器の電池残量表示
luetooth携帯電話／機器に表示されてい
一致しないことがあります。

挿入されているときに表示します。

 

基本

Bluetooth接続状態などを画面に表示します。

※1: ディーラーオプショ

※2: ディーラーオプショ

ステータスバー

(1) 外気温表示

(2)
時計表示
タップすると時計設定画面を表示します。
P.118参照

(3)
オーディオ音声がミュート（消音）状態のときに表示し
ます。

(4)※1 ディスクが挿入されているときに表示します。

(5)

SUBARU クルマ de ネット受信レベル表示
SUBARU クルマ de ネット機能がOFFのときは表示さ
れません。
P.654、663参照

(6) Bluetooth接続されているときに表示します。

(7)

Bluetooth携
Bluetooth 携
表示されませ
受信レベルは
い る 受 信 レ
Bluetooth携
ルが表示され

(8)

Bluetooth携
電池残量は、B
る電池残量と

(9)※2 ETCカードが
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1

2

3

4

5

を移動する／消去する

設定がONになっていると、ホーム

することができます。

を移動する

イコンをロングタップして、編集

ます。

を他のページに移動するときは、移

ライドします。

モードを終了します。

を消去する

イコンをロングタップして、編集

イコンを「ショートカット削除」表

モードを終了します。
本操作 / ナビゲーションシステムの基本操作
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ョートカットアイコンを追加する

ホーム画面のショートカット設定がONになっていると、さまざ

まな機能のショートカットアイコンをホーム画面に追加できま

す。

P.533参照

. をタップします。

. [ショートカット]をタップします。

. 追加したい機能をタップします。

. 追加したいショートカット機能をタップします。

• 機能によっては、次の画面に進んで必要な情報を入力しま

す。

. ホーム画面にショートカットアイコンが表示されていることを

確認します。

ショートカットアイコン

ホーム画面のショートカット

画面のスイッチを移動／消去

P.533参照

■ショートカットアイコン

1. 移動するショートカットア

モードに切り替えます。

2. 移動する位置にスライドし

• ショートカットアイコン

動先のページ側の端にス

3. をタップして編集

■ショートカットアイコン

1. 消去するショートカットア

モードに切り替えます。

2. 消去するショートカットア

示部にスライドします。

3. をタップして編集

ホーム画面

知  識
• ショートカットアイコンを追加すると、ホーム画面を最大4

ページまで使用できます。ページはフリックで切り替えるこ

とができます。

• Apple CarPlayやAndroid Autoを使用中、ホーム画面に

Apple CarPlayやAndroid Autoのショートカットアイコン

が表示されます。

P.553、555参照
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設定
 Bluetooth® の設定

ハンズフリー機能またはBluetoothオーディオを使用するには、

まずBluetooth携帯電話／機器を登録する必要があります。

P.525参照

• 一度携帯電話／機器を登録すると、ハンズフリー機能や

Bluetoothオーディオ、Apple CarPlay対応機器の場合は

Apple CarPlayを使用できます。

• 走行中は登録操作をすることはできません。

1. Bluetooth携帯電話／機器をBluetooth接続可能な状態にしま

す。

• Bluetooth携帯電話／機器のBluetooth接続設定がOFFの場

合、登録することはできません。

2. をタップします。

3.「Bluetooth携帯電話／機器を登録する」の手順2.～6.に従って

操作します。

P.525参照

Bluetooth携帯電話／機器をはじめて登録す
る



5

設

必須条件 推奨条件

登録 Ver. 2.1 Ver. 5.0

必須条件 推奨条件

Ver. 1.0 Ver. 1.8

Ver. 1.0 Ver. 1.2.3

ージ
― Ver. 1.4.2

― Ver. 1.2

Ver. 1.0 Ver. 1.3.2

Ver. 1.0 Ver. 1.6.2

のみのサービスを利用できません。

は、正しく動作しないことがありま

機器とのBluetooth接続を切断、ま

／機器を再起動してください。
24

定 / Bluetooth® の設定

使用できるBluetoothの仕様およびプロファイルは次のとおりです。

対応プロファイル

機器の種類 仕様 機能

Bluetooth携帯電話／機器 Bluetooth Specification Bluetooth携帯電話／機器の

機器の種類 プロファイル 機能

Bluetooth携帯電話

HFP (Hands-Free Profile) ハンズフリー機能

PBAP (Phone Book Access Profile) 電話帳の転送

MAP (Message Access Profile)
Bluetooth携帯電話のメッセ
機能

SPP (Serial Port Profile) アプリ機能

Bluetooth機器

A2DP (Advanced Audio 
Distribution Profile)

Bluetoothオーディオ機能
AVRCP (Audio/Video Remote 
Control Profile)

知  識
• HFPに対応していないBluetooth携帯電話は、Bluetooth携帯電話の登録やPBAP／MAP／SPP

• Bluetooth携帯電話／機器の仕様やプロファイルが推奨条件より低い、または互換性がない場合

す。

• アプリケーションがスムーズに動作しないなど、動作が不安定なときは、Bluetooth携帯電話／

たはUSBケーブルを取り外して再接続してください。改善されないときは、Bluetooth携帯電話

－ Bluetooth接続の切断

P.527参照

－ USBケーブルの取り外し

P.515参照
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機器は、7台まで登録できます。

FP）とBluetoothオーディオ機能（AVP）

す。

ができません。

す。

された場合は、画面の指示に従ってくださ

ダウンロード設定

べ替え

トの消去

の設定

電話／機器に表示される名称の変更

電話／機器を登録する
1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [電話]をタップします。

4. 設定する項目をタップします。

電話設定画面

Bluetooth携帯電話／

ハンズフリー機能（H

は、同時に登録されま

走行中は登録すること

1. をタップします。

2. [登録]をタップしま

• メッセージが表示

い。

Bluetooth携帯電話／機器の設定

(1)

Bluetooth携帯電話／機器の登録
P.525参照

Bluetooth携帯電話／機器の接続または切断
P.527参照

Bluetooth携帯電話／機器の消去
P.529参照

(2)

電話帳／履歴の
P.530参照

電話帳表示の並
P.541参照

お気に入りリス
P.542参照

(3)
メッセージ機能
P.531参照

(4) Bluetooth携帯

Bluetooth携帯



設

5

3

4

を確認します。

す。

を転送するかどうかを確認するメッ

は、メッセージに従って操作してく

示されることを確認します。

された場合は、画面に従って再度操

の登録を消去した後に再び登録する

話／機器内の情報を削除してから登
定 / Bluetooth® の設定
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. 画面に表示される指示に従って、Bluetooth携帯電話／機器を

操作します。

• ／ ：携帯電話操作指示がスクロールします。

• [中止]：登録を中止します。

• Bluetooth携帯電話／機器側の操作は、Bluetooth携帯電話

／機器の取扱説明書をご覧ください。

. 登録したいBluetooth携帯電話／機器を操作してBluetooth登

録します。

• SSP（Secure Simple Pairing）に対応しているBluetooth

携帯電話／機器の場合、PINコードを入力する必要はありま

せん。ただし、Bluetooth携帯電話／機器の種類によって

は、登録確認メッセージが表示される場合があります。確認

メッセージに従って操作してください。

5. 次の画面が表示されること

• [中止]：登録を中止しま

• 携帯電話の電話帳データ

セージが表示された場合

ださい。

6. 接続された機器の名称が表

• エラーメッセージが表示

作してください。

知  識
Bluetooth携帯電話／機器

ときは、Bluetooth携帯電

録してください。
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機器（HFP対応のBluetooth携帯電話や

オーディオ機器）は7台まで登録できま

帯電話／機器を登録している場合、接続

話／機器を選択してください。

るBluetooth携帯電話／機器をタップしま

話／機器の名前の左にある をタップする

わり、タップした機器がお気に入りとして

の一番上に移動します。

した機器はプッシュエンジンスイッチを

すると自動で接続されます。

電話／機器を接続する／切断
Bluetooth携帯電話／

AVP対応のポータブル

す。

2台以上のBluetooth携

するBluetooth携帯電

1. をタップします。

2. 接続、または切断す

す。

• Bluetooth携帯電

と、 （黄色）に変

登録され、リスト

お気に入りに登録

ACCまたはONに

P.529参照

知  識
NFCに対応しているBluetooth携帯電話／機器は、NFCマーク

に近づけることで登録が完了します。

Bluetooth携帯
する



設

5

3

効にすると表示されます。

なっている機能の接続／切断

／機器の接続／切断
状態で[Apple CarPlay]をONにす
自動でOFFになります。

N／OFF
ONの状態で[Bluetooth]をONにす
lay]は自動でOFFになります。

／OFF

用中は、Bluetooth携帯電話／機器

とがあります。

器の機種によっては、Bluetooth携

必要になることがあります。

]または[デバイス接続]をタップし

面が表示されます。

操作画面
定 / Bluetooth® の設定
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• 接続中のBluetooth携帯電話／機器は青色の枠で表示されま

す。また、Bluetooth携帯電話／機器の名前の右に使用中の

機能がアイコンで表示されます。

• 接続したいBluetooth携帯電話／機器がリストに表示されて

いない場合、[登録]をタップしてBluetooth携帯電話／機器

を登録してください。

P.525参照

. Bluetooth携帯電話／機器を接続するには「接続設定」の

[Bluetooth]をONにします。

• すでに「接続設定」の[Bluetooth]がONの場合、[接続]を

ONにするとBluetooth携帯電話／機器が接続されます。[接

続]をOFFにすると切断します。

•「接続設定」ではBluetooth携帯電話／機器が接続されてい

るときに使用可能な機能を選択できます。

• 接続失敗のメッセージが表示されたら、画面の案内に従って

再度接続してください。

※ 対象機器を操作して機能を有

(1) 「接続設定」でONに

(2)
Bluetooth携帯電話
[Bluetooth]がONの
ると、[Bluetooth]は

(3)※
Apple CarPlayのO
[Apple CarPlay]が
ると、[Apple CarP

(4) Android AutoのON

知  識
• Bluetoothオーディオ使

の接続に時間がかかるこ

• Bluetooth携帯電話／機

帯電話／機器側の操作が

• 次の画面で[携帯電話接続

ても、登録済携帯電話画

－ 電話画面

P.537参照

－ Bluetoothオーディオ

P.574参照
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す。

th携帯電話／機器の をタップします。

示されたら、[実行]をタップします。

機器をドライバープロフィールに登録し

ープロフィール切り替えの確認メッセー

あります。

電話／機器の登録を消去する

機器を削除しても、Bluetooth携帯電話

されません。Bluetooth携帯電話／機器

してください。
自動で接続する

Bluetooth携帯電話／機器を接続可能な場所に置いておく必要が

あります。

• プッシュエンジンスイッチをACC、またはONにすると、登録

したBluetooth携帯電話／機器が近くにあるか検索します。

• 近くにあるBluetooth携帯電話／機器がお気に入りに登録され

ていれば、自動で接続されます。

P.527参照

• お気に入りに登録されているBluetooth携帯電話／機器がない

場合、最後に接続されたBluetooth携帯電話／機器に接続しま

す。

手動で接続する

自動接続に失敗したときは、手動で接続してください。

「Bluetooth携帯電話／機器を接続する／切断する」の手順に

従って操作してください。

P.527参照

通信切断時の再接続について

プッシュエンジンスイッチがACC、またはONのとき、

Bluetoothの通信状態によってBluetooth携帯電話／機器の接続

が切断された場合、自動で再接続します。

• Bluetooth携帯電話／機器を手動で切断した場合は、手動で再

接続してください。

1. をタップします。

2. [削除]をタップしま

3. 削除したいBluetoo

4. 確認メッセージが表

知  識
Bluetooth携帯電話／

ている場合、ドライバ

ジが表示されることが

P.532参照

Bluetooth携帯

知  識
Bluetooth携帯電話／

／機器内の情報は削除

を操作して情報を削除
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1

2

3

るためには、Bluetooth携帯電話の

要があります。詳しくは、接続され

話の取扱説明書をご覧ください。電

ていないと、メッセージ機能が正し

電話帳データをダウンロードして

のお気に入りリストはダウンロード

、Bluetooth携帯電話からのお気に

していません。お気に入りリストに

帳の連絡先から登録してください。
定 / Bluetooth® の設定
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電話帳／履歴データの自動ダウンロード設定をONにすると、接

続されているBluetooth携帯電話の電話帳／履歴データが自動で

ダウンロードされます。

. 電話設定画面を表示します。

P.525参照

. [電話帳／履歴]をタップします。

.「電話帳／履歴自動ダウンロード」のON／OFFを切り替えま

す。

電話帳／履歴データのダウンロードを設定する

知  識
• 接続されたBluetooth携帯電話のプロファイルが電話帳デー

タのダウンロードに対応していないことがあります。詳しく

は、SUBARU販売店にお問い合わせください。

• 電話帳の連絡先は、接続されたBluetooth携帯電話1台につ

き2,000件までダウンロードされます。また電話番号は、連

絡先1件につき5つまでダウンロードされます。

• 電話帳をダウンロードす

通知設定を有効にする必

ているBluetooth携帯電

話帳がダウンロードされ

く作動しません。

P.545参照

• Bluetooth携帯電話から

も、Bluetooth携帯電話

されません。現時点では

入りリストの転送に対応

登録するためには、電話

P.542参照

知  識
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ロフィールの設定
ルを登録すると、使用状況や好みに合わせ

ナビゲーション、ラジオ、サウンドなどの

ごとに記憶されます。

バーで車両を利用する場合、他のドライ

も、プロフィールを切り替えることで自分

出すことができます。

Bluetooth携帯電話／機器を登録しておく

話／機器が接続されたときに自動でプロ

ことができます。

ルは4名まで登録できます。

す。

へ]をタップします。

ップします。

入力し、[次へ]をタップします。

認し、[次へ]をタップします。

されず、共通で記憶される設定もありま

用したドライバーが変更した設定が残っ

。

ィールを登録する
1. 電話設定画面を表示します。

P.525参照

2. [メッセージ]をタップします。

3. 設定する項目をタップします。

 ドライバープ
ドライバープロフィー

てカスタマイズされた

設定内容がドライバー

家族など複数のドライ

バーが設定を変更して

が設定した内容を呼び

また、プロフィールに

と、Bluetooth携帯電

フィールを切り替える

ドライバープロフィー

1. をタップします。

2. [追加]をタップしま

3. 言語をタップし、[次

4. [ドライバー名]をタ

5. ドライバーの名前を

6. 表示された名前を確

メッセージの設定

(1) メッセージを受信したときの通知をON／OFFします。

(2) メッセージの自動ダウンロード機能をON／OFFします。

(3)
返信用メッセージを編集します。
P.548参照

知  識
ドライバーごとに記憶

す。そのため、前に使

ている場合があります

ドライバープロフ
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7

8

9

を自動で切り替える

etooth携帯電話／機器を登録してお

機器が接続されたときにプロフィー

セージが表示されます。[実行]を

切り替わります。

を登録するとプロフィールを自動で

ります。

ールを切り替える

Bluetooth携帯電話／機器が車内に

th携帯電話／機器が接続中の場合は

り替わりません。手動で切り替えて

oth携帯電話／機器が複数ある場合

ロフィールへの切り替えを確認する

ことがあります。その場合は、[中

り替えてください。
定 / ドライバープロフィールの設定
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. [携帯電話を追加]をタップします。

•「Bluetooth携帯電話／機器を登録する」の手順3.～6.に従っ

てBluetooth携帯電話／機器を登録します。

P.525参照

• [終了]：Bluetooth携帯電話／機器を登録しないで終了しま

す。

• すでにBluetooth携帯電話／機器が登録されている場合は、

Bluetooth携帯電話／機器を選択します。

. 登録したBluetooth携帯電話／機器をタップし、[終了]をタッ

プします。

. ドライバーの名前が表示されることを確認します。

ドライバープロフィール

プロフィールの登録時にBlu

くと、Bluetooth携帯電話／

ルの切り替えを確認するメッ

タップするとプロフィールが

知  識
Bluetooth携帯電話／機器

切り替えることが可能にな

P.532参照

ドライバープロフィ

知  識
• プロフィールに登録した

あっても、別のBluetoo

自動でプロフィールは切

ください。

• 車内に接続可能なBlueto

は、ドライバー以外のプ

メッセージが表示される

止]をタップして手動で切
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す。

す。

す。

プします。

は、「全般」を参照してください。

 de ネット]

]

ド]

e]
ドライバープロフィールを手動で切り替える

1. をタップします。

2. ドライバーの名前をタップし、[はい]をタップします。

1. をタップします。

2. [編集]をタップします。

3. 編集したいプロフィールをタップします。

4.「ドライバープロフィールを登録する」の手順3.～8.に従って操

作します。

P.531参照

1. をタップします。

2. [編集]をタップします。

3. 削除したいプロフィールの をタップします。

4. 確認メッセージが表示されたら、[実行]をタップします。

 全般の設定
1. をタップしま

2. [設定]をタップしま

3. [全般]をタップしま

4. 設定する項目をタッ

以下の項目について

P.119参照

• [時計]

• [ディスプレイ]

• [SUBARU クルマ

• [リマインダー画面

• [セキュリティモー

• [メーター画面]

• [カメラ]

• [エアコン]

• [言語／Languag

• [ウェルカム画面]

• [グッバイ画面]

• [ウィジェット]

• [誕生日]

• [記念日]

知  識
プロフィールを手動で切り替えた場合、プロフィールに登録し

ているBluetooth携帯電話／機器に自動で接続されません。

ドライバープロフィールを編集する

ドライバープロフィールを削除する



設

5

と表示されます。

ついては、SUBARU販売店にお問

モジュール（DCM）を使用してお

す。システムプログラムの更新は、

ドしてインストールします。※

限されることがありますのでご注意

容によっては、ラジオやテレビのチャ

定が初期化されることがあります。

ロード

ウンロードされます。

インストールを確認するメッセージ

システムの情報を表示します。

ソフトウェアの使用許諾、オープン
ソースの使用許諾を表示します。

を更新する
定 / 全般の設定
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※ Apple CarPlayを使用する

システムプログラムの更新に

い合わせください。

システムプログラムは、通信

客様が更新することもできま

更新プログラムをダウンロー

インストール中は、機能が制

ください。

※ システムプログラムの更新内

ンネルプリセットや、音量設

更新プログラムのダウン

更新プログラムは自動的にダ

ダウンロードが完了すると、

が表示されます。

P.535参照

[Wi-Fiセキュリティ
情報]※

ワイヤレス Apple CarPlay で使用
する Wi-Fi® セキュリティタイプを
表示します。

[ショートカット設定]
ホーム画面のショートカット機能を
ON／OFFします。

[休憩提案]
休憩提案のポップアップウインドウ
表示をON／OFFします。

[ソフトウェア更新]

通信モジュール（DCM）を使用して
システムプログラムのバージョンを
更新します。
P.534参照

[工場出荷状態に初期化]

すべての設定項目を初期化します。
初期化すると、自動で再起動しま
す。初期化を完了するには、再起動
した後、プッシュエンジンスイッチ
をOFFにしてから約3分後にACC
またはONにします。

[システム情報]

[オープンソースソフト
ウェア情報]

システムプログラム
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定
す。

す。

します。

プします。
更新プログラムのインストール

1. インストールを確認するメッセージが表示されたら[実行]を

タップします。

• プログラムの更新には数分かかります。

• [後で]：インストールを延期できます。

2. インストールが完了すると表示される確認画面で[OK]をタップ

します。

3. プッシュエンジンスイッチをOFFにしてお車から降ります。

4. 運転席のドアを閉めてロックし、キーの干渉を防ぐためにお車

から3 m以上離れます。

5. 5分以上経過してから再度エンジンをかけます。

• 新しいプログラムが適用されます。

 サウンドの設
1. をタップしま

2. [設定]をタップしま

3. [サウンド]をタップ

4. 設定する項目をタッ

注  意
• 更新プログラムをインストールするときは、安全な場所に停

車してください。

• 更新プログラムのインストール中は、主な機能は使用できま

せん。リヤビューモニターカメラの画像は表示されますが、

一時的に非表示になることがあります。

知  識
プログラムの更新中に画面がちらつくことがありますが、故障

ではありません。
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プによっては設定できません。

げ音量を設定します。

応答音量を設定します。

音量を記憶する／しないを設定しま

ュエンジンスイッチをACC、または
回使用したオーディオソースの音量
定 / サウンドの設定
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※ 装着されているアンプのタイ

(1)

[音設定]：音設定画面を表示します。
P.559参照

[高音域補完]※：高音域補完のON／OFFを設定します。
高音域補完は、圧縮音源の高音域を補正することで、本来
のサウンドにより近いサウンドを実現します。

[バーチャルバス]※：バーチャルバスを設定します。
バーチャルバスは、低音域を増幅し、より迫力のある重低
音を実現します。

[ダイナミックビートエンハンサー]※：ダイナミックビー
トエンハンサーを設定します。
ダイナミックビートエンハンサーは、データ圧縮で失われ
た音域を補正し、メリハリのあるサウンドを実現します。

[車速連動ボリューム]※：車速連動ボリュームを設定しま
す。
車速連動ボリュームは、車速に応じて再生音量を自動調整
します。

[AUXボリュームゲイン]：AUX接続時の再生音量を調整
します。

(2) ナビゲーション案内音声のON／OFFを設定します。

(3) ナビゲーションの案内音量を設定します。

(4)
タップしたときの応答音（BEEP音）のON／OFFを設定
します。ロングタップしたときの応答音は設定できませ
ん。

(5) タップしたときの応答音（BEEP音）の音量を設定します。

(6) ハンズフリーの着信音量を設定します。

(7) ハンズフリーの受話音量を設定します。

(8) ハンズフリーの送話音量を設定します。

(9) メッセージの受信音量を設定します。

(10) メッセージの読み上

(11) 音声操作システムの

(12)

オーディオソースの
す。
記憶すると、プッシ
ONにしたときに、前
で再生されます。
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Bluetooth携帯電話の登録
P.525参照

電話をかける
P.540参照

電話を受ける
P.543参照

通話する
P.543参照

メッセージ機能を使う
P.545参照

Bluetooth携帯電話の設定
P.525参照

droid Autoを使用中はハンズフリー操作

pple CarPlayやAndroid Autoの電話の

が表示されます。
ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

ハンズフリー
 ハンズフリー（Bluetooth携帯電話
を使ったハンズフリーシステム）

ハンズフリー操作画面は、次の方法で表示できます。

• 、[電話]の順にタップします。

• ステアリングスイッチの を押します。

ハンズフリー操作画面 電話の操作

メッセージ機能

電話の設定

知  識
Apple CarPlayやAn

画面が表示されず、A

アプリケーション画面
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5

電話では、ハンズフリー機能を使用

tooth携帯電話の機種によっては、

れる場合があります。

フリー機能を使用できないことがあ

電源が入っていない。

接続されていない。

電池残量が不足している。

Bluetooth機能を同時に使用する

じる場合があります。

れる。

が混じる。

ントスピーカーを通して聞こえま

ステムを使用しているときは、オー

消音）されます。

互にお話しください。通話相手と同

の音声が相手に聞こえないことがあ

せん）。

さく調整してください。通話相手の

エコーが聞こえることがあります。

向かってはっきりとお話しくださ

相手側にこちらの音声が聞こえにく

走行時に騒音が発生するため）。
ンズフリー / ハンズフリー（Bluetooth 携帯電話を使ったハンズフリーシステム）
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ハンズフリーシステムを使うと、ハンドルから手を放すことな

く、電話をかけたり受けることができます。

このシステムは、Bluetooth通信に対応しています。Bluetooth

は、ケーブルやクレードルを使って接続せずに携帯電話を使用で

きる無線データ通信です。

ここでは、ハンズフリー機能の操作方法を説明します。

ハンズフリーをお使いになる前に

警  告
• 運転中は、Bluetooth携帯電話本体の操作をしないでくださ

い。

• Bluetooth通信用の車両側アンテナはセンターインフォメー

ションディスプレイに内蔵されています。植え込み型心臓

ペースメーカーや植え込み型除細動器をお使いの方は、通信

アンテナにこれらの医療用電気機器が近づくような姿勢をと

らないようにしてください。

• 植え込み型心臓ペースメーカーや植え込み型除細動器以外の

医療用電気機器をお使いの方は、Bluetooth機器をお使いに

なる前に、医療用電気機器の製造事業者などに個別にご相談

ください。データ通信に伴う電波により、医療用電気機器の

作動に影響を与えるおそれがあります。

注  意
Bluetooth携帯電話を車室内に放置しないでください。炎天下

など、車室内が高温となり、故障の原因となります。

知  識
• Bluetooth非対応の携帯

できません。また、Blue

使用できる機能が制限さ

• 次のような場合、ハンズ

ります。

－ Bluetooth携帯電話の

－ 通話エリア外にいる。

－ Bluetooth携帯電話が

－ Bluetooth携帯電話の

• ハンズフリー機能と他の

と、次のような問題が生

－ Bluetooth接続が途切

－ 通話中の音声にノイズ

• 通話相手の音声は、フロ

す。通話中や音声操作シ

ディオ音声がミュート（

• 通話時は、通話相手と交

時に話した場合、こちら

ります（故障ではありま

• 受話音量はできるだけ小

音声が車外に漏れたり、

通話の際には、マイクに

い。

• 次のような場合は、通話

くなることがあります。

－ 悪路を走行している（
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量が大きくなります。

量が小さくなります。

チ

チ

きに使用します。
ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

Bluetooth携帯電話を登録／接続する

ハンズフリー機能を使用するためには、Bluetooth携帯電話を登

録する必要があります。

P.525参照

Bluetooth携帯電話の状態表示について

Bluetooth携帯電話の状態を画面右上に表示します。

P.521参照

ステアリングスイッチとマイクを使用する

■ステアリングスイッチ
オフフックスイッチ／オンフックスイッチを押すことで、ハンド

ルから手を放すことなく電話を受けたり通話を終了することがで

きます。

(1) 音量調整スイッチ

• 上側に押すと、音

• 下側に押すと、音

(2) オフフックスイッ

(3) オンフックスイッ

■マイク
マイクは、通話すると

－ 高速で走行している。

－ ドアガラスを開けて走行している。

－ エアコンの吹き出し口から出た風が、直接マイクに当たっ

ている。

－ エアコンの送風音が大きい。

－ 使用するBluetooth携帯電話やネットワークの影響によ

り、音質が悪化している。

• 一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

知  識
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電

ると、ハンズフリーシステムを使っ

す。電話をかけるには次のようにい

示します。

す。

※

る

る

を操作してSiriを起動すると、接続

話中画面が表示されます。Siriを

とができます。
ンズフリー / ハンズフリー（Bluetooth 携帯電話を使ったハンズフリーシステム）
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話帳データについて

• 次のデータは、登録した電話機ごとに保存されます。他の電話

機を接続したときは、表示することはできません。

－ 電話帳データ

－ 通話履歴データ

－ お気に入りデータ

－ すべての電話設定

Bluetooth携帯電話を登録す

て電話をかけることができま

くつかの方法があります。

1. ハンズフリー操作画面を表

P.537参照

2. 電話のかけかたを選択しま

• 通話履歴からかける

P.541参照

• お気に入りからかける

P.541参照

• ダイヤル入力してかける

P.542参照

• 電話帳からかける

P.542参照

• メッセージ送信者にかけ

P.549参照

• 施設にかける

P.615参照

• 音声操作システムでかけ

P.664参照

※ 走行中は操作できません。

知  識
電話機の登録が消去されたときは、上記のデータも消去されま

す。

電話をかける

知  識
Bluetooth接続したiPhone

したiPhoneの電話番号の通

使ってiPhoneを操作するこ



h 携帯電話を使ったハンズフリーシステム）

541

更する

または名順に並び替えることができます。

します。

ップします。

ます。

プします。

する

録した連絡先に発信できます。

録方法は「電話帳から発信する」を参照し

お気に入りリストに登録することができま

す。

プし、連絡先をタップします。

チの を押すと一番上に表示されてい

す。

る電話番号から着信した場合、名称を表

の機種によっては、国際電話が利用でき

。

ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

通話履歴から発信する

1. ハンズフリー操作画面を表示します。

P.537参照

2. [履歴]をタップし、連絡先をタップします。

• 発信画面が表示されます。

連絡先の表示順を変

連絡先の表示順は、姓

1. 電話設定画面を表示

P.525参照

2. [電話帳／履歴]をタ

3. [並び順]をタップし

4. 希望の並び順をタッ

お気に入りから発信

お気に入りリストに登

お気に入りリストの登

てください。

P.542参照

最大で15個の連絡先を

す。

1. 電話画面を表示しま

P.537参照

2. [お気に入り]をタッ

(1) 通話履歴をすべて表示します。

(2) 不在着信履歴を表示します。

(3)

履歴の種類をアイコンで表示します。
：不在着信履歴

：着信履歴

：発信履歴

知  識
• ステアリングスイッ

る連絡先に発信しま

• 電話帳に登録してあ

示します。

• Bluetooth携帯電話

ない場合があります
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3

■

1

2

3

ダ

1

2

3

からダウンロードした電話帳データ

先をタップします。

が （黄色）に変わり、お気に入りリ

たは （黄色）に切り替わります。

をタップします。

電話の電話帳データによって、自

に種別して表示されます。

。

2,000件の連絡先が電話帳に表示さ

先1件につき5つまで）。

ロード」をONにすると、

話帳と履歴のデータを自動でダウン
ンズフリー / ハンズフリー（Bluetooth 携帯電話を使ったハンズフリーシステム）
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. 発信したい番号の をタップします。

• 発信画面が表示されます。

すべてのお気に入りを削除する

. 電話設定画面を表示します。

P.525参照

. [電話帳／履歴]をタップします。

. [お気に入り全削除]をタップし、[実行]をタップします。

イヤル発信する

. 電話画面を表示します。

P.537参照

. [ダイヤル]をタップします。

. 電話番号を入力し、[発信]をタップします。

• 発信画面が表示されます。

電話帳から発信する

接続したBluetooth携帯電話

を利用して、発信できます。

1. 電話画面を表示します。

P.537参照

2. [電話帳]をタップし、連絡

• をタップすると、

ストに登録されます。

P.541参照

• タップするごとに、 ま

3. 発信したい電話番号の

• 接続したBluetooth携帯

宅、職場、携帯、その他

• 発信画面が表示されます

知  識
お気に入りリストは、Bluetooth携帯電話と同期していませ

ん。現時点では、Bluetooth携帯電話からのお気に入りリスト

の転送に対応していません。お気に入りリストに登録するため

には、電話帳の連絡先から登録してください。

P.542参照

知  識
接続されたBluetooth携帯電話の機種によっては、追加で

Bluetooth携帯電話の操作が必要な場合があります。

知  識
• ダウンロードされた最大

れます（電話番号は連絡

•「電話帳／履歴自動ダウン

Bluetooth携帯電話の電

ロードします。

P.530参照
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示します。この画面では、次の内容を操作

設定画面からも調整することができま

示サイズを縮小します。

示して、トーン信号を発信することができ
ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

着信画面の操作

着信時には、着信音が鳴り着信中画面を表示します。

1. [応答]をタップ、またはステアリングスイッチの を押すと、

通話を開始します。

着信を拒否する：[拒否]をタップ、またはステアリングスイッ

チの を押します。

着信音量を調整する： ノブを回す、またはステアリン

グスイッチのVOL＋/VOL－スイッチを押します。

通話中は次の画面を表

できます。

電話を受ける

知  識
• 国際電話の場合、Bluetooth携帯電話の機種によっては、相

手の名称や電話番号が正しく表示されない場合があります。

• 着信音量はサウンド

す。

通話中の操作

(1) 通話中画面の表

(2)
キーボードを表
ます。

知  識
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するとき

画面のサイズが縮小され、他の機能を

中画面のサイズが拡大されます。

った場合、着信中画面を表示しま

テアリングスイッチの を押すと、

ます。

になります。

[拒否]をタップ、またはステアリン

す。ステアリングスイッチの を

の通話の両方を切断します。
ンズフリー / ハンズフリー（Bluetooth 携帯電話を使ったハンズフリーシステム）
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通話中に別の機能を使用

をタップすると、通話中

使用できるようになります。

• をタップすると、通話

通話中に第三者から着信が入

す。

1. [応答]をタップ、またはス

着信相手との通話を開始し

• 通話していた相手は保留

割込通話を拒否する場合：

グスイッチの を押しま

長押しすると割込通話と元

(3)

センターインフォメーションディスプレイでのハンズフ
リー通話からBluetooth携帯電話本体での通話に切り替
える場合、[ハンズフリー OFF]をタップします。
Bluetooth携帯電話本体での通話からセンターインフォ
メーションディスプレイでのハンズフリー通話に切り替
える場合、[ハンズフリー ON]をタップします。

(4) 通話を終了します。

(5)
ステアリングスイッチの を押して通話を保留にした
とき：保留を終了します。

(6) こちらの音声が通話相手に聞こえないようにします。

知  識
• ステアリングスイッチの を押すと通話を終了します。

• ステアリングスイッチの を押すと通話を保留にします。

再度ステアリングスイッチの を押すと保留を終了しま

す。

• Bluetooth携帯電話を直接操作しても、Bluetooth携帯電話

本体とハンズフリー通話の切り替えが可能です。

• Bluetooth携帯電話の機種によって、転送方法や操作が異な

ります。

• Bluetooth携帯電話の操作については、Bluetooth携帯電話

の取扱説明書をご覧ください。

• 通話音量は、 ノブを回す、またはステアリングス

イッチのVOL＋/VOL－スイッチを押して調整します。

割込通話の操作
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受信したメッセージをセンターインフォ

イに転送し、メッセージの確認および返信

携帯電話の機種によっては、受信したメッ

されないことがあります。

メッセージ機能に対応していない場合、こ

ん。

携帯電話の機種によっては、画面の表示が

能が操作できないことがあります。

めには、「電話帳／履歴自動ダウンロード」

ます。

面を表示します。

プします。

電話のメッセージ機能

機種によっては、接続されている携帯電

要があります（例：iOSなどの場合は、

する必要があります）。詳しくは、接続

携帯電話の取扱説明書をご覧ください。
ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

2. 割込通話画面が表示されることを確認します。

• [通話切替]：通話相手を変更します。[通話切替]や通話相手

の名前をタップ、またはステアリングスイッチの を押す

たびに、通話相手が切り替わります。

• [グループ通話]※をタップ、またはステアリングスイッチの

を長押しすると三者通話を開始します。

• [終話]をタップ、またはステアリングスイッチの を押す

と、二者で通話しているときは、通話を終了して保留してい

た相手との通話に戻り、三者で通話しているときは、両者と

の通話を終了します。

• ステアリングスイッチの を長押しするとすべての通話を

切断します。

※ 接続されたBluetooth携帯電話会社によっては、この機能は使用

できません。

Bluetooth携帯電話で

メーションディスプレ

することができます。

接続されたBluetooth

セージが受信箱に転送

Bluetooth携帯電話が

の機能は使用できませ

接続されたBluetooth

異なったり、一部の機

この機能を使用するた

をONにする必要があり

P.530参照

1. ハンズフリー操作画

P.537参照

2. [メッセージ]をタッ

Bluetooth携帯

知  識
Bluetooth携帯電話の

話の設定を変更する必

「通知を表示」をONに

されているBluetooth
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3

受信すると、通知音が鳴りメッセー

ターインフォメーションディスプレ

す。

ッセージを読み上げます。

話によっては、この機能は使用できま

元の画面に戻ります。

げます。
と読み上げを停止します。

ます。

ます。

げ画面を終了します。
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. メッセージ画面が表示されることを確認します。

• ：未読アイコン

• メッセージを受信する

P.546参照

• メッセージを表示する

P.547参照

• メッセージに返信する

P.548参照

• ショートメッセージを送信する

P.548参照

• 送信者に電話をかける

P.549参照

メッセージを受信する

SMS／MMSのメッセージを

ジ受信画面が表示され、セン

イで操作できるようになりま

1. [再生]をタップします。

• 次の画面が表示され、メ

※ 接続されたBluetooth携帯電

せん。

• [無視]をタップすると、

(1)
メッセージを読み上
• [停止]をタップする

(2)※ メッセージに返信し

(3) 送信者に電話をかけ

(4) メッセージの読み上
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る

示します。

ジをタップします。

ジを確認します。

th携帯電話の機種によっては、追加で

の操作が必要な場合があります。

th携帯電話で受信したメッセージのみ表

は、走行中は表示されません。

げ音量は、 ノブを回す、または

チのVOL＋/VOL－スイッチを押して調

す。
ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

■未読メッセージがある場合
次の画面が表示されます。

• [受信リスト]：メッセージリストを表示します。

• [無視]：元の画面に戻ります。

メッセージを表示す

1. メッセージ画面を表

P.545参照

2. リストからメッセー

3. 表示されたメッセー

P.546参照

知  識
メッセージを受信するBluetooth携帯電話や登録状況によって

は、一部の情報が表示されないことがあります。

知  識
• 接続されたBluetoo

Bluetooth携帯電話

• 接続されたBluetoo

示されます。

• テキストメッセージ

• メッセージの読み上

ステアリングスイッ

整することができま
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1
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シ

1

2

3

4

する

る

。

す。

プします。

OK]をタップします。

する

す。

ップします。

をタップします。

OK]をタップします。
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ッセージに返信する※

接続されたBluetooth携帯電話によっては、この機能は使用できま

せん。

. メッセージ画面を表示します。

P.545参照

. リストからメッセージをタップします。

. [返信]をタップします。

. メッセージをタップします。

. [送信]をタップします。

• [変更]：メッセージを変更します。

• [中止]：メッセージの送信を中止します。

ョートメッセージを送信する

. 通話履歴画面、お気に入り画面または電話帳画面を表示しま

す。

P.541、541、542参照

. 電話番号の横の をタップします。

. メッセージをタップします。

. [送信]をタップします。

• [変更]：メッセージを変更します。

• [中止]：メッセージの送信を中止します。

返信用メッセージを編集

■電話設定画面から編集す

1. 電話設定画面を表示します

P.525参照

2. [メッセージ]をタップしま

3. [返信]をタップします。

4. [編集]をタップします。

5. 編集するメッセージをタッ

6. メッセージを入力して、[

■メッセージ画面から編集

1. メッセージ画面を表示しま

P.545参照

2. リストからメッセージをタ

3. [返信]をタップします。

4. 編集するメッセージの横の

5. メッセージを入力して、[

知  識
10個の返信用メッセージが用意されています。
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ハンズフリー / ハンズフリー（Bluetoot

返信用メッセージを削除する

1. 電話設定画面を表示します。

P.525参照

2. [メッセージ]をタップします。

3. [返信]をタップします。

4. [編集]をタップします。

5. 削除するメッセージの横の をタップします。

返信用メッセージを追加する

1. 電話設定画面を表示します。

P.525参照

2. [メッセージ]をタップします。

3. [返信]をタップします。

4. [追加]をタップします。

5. メッセージを入力して、[OK]をタップします。

送信者に電話をかける

メッセージ送信者に電話をかけることができます。

1. メッセージ画面を表示します。

P.545参照

2. 送信者の横の をタップします。

• 発信画面が表示されます。



ア

5

ア
 ア

接続する場合は、スマートフォン

または同等のケーブルを使用してく

接続した場合、プッシュエンジン

ONのときには、接続されたスマー

。

接続する場合、プッシュエンジン

ONにしてもスマートフォンを認識

このようなときはスマートフォンを

てください。

続機器との接続状態によっては、セ

ンディスプレイに表示される情報が

ついては、スマートフォンの取扱説

ケーションの操作手順に従って操作

ーズに動作しないなど、動作が不安

ォンとのBluetooth接続を切断、ま

外して再接続してください。改善

トフォンを再起動してください。

し

プリ / アプリをお使いになる前に
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プリ

プリをお使いになる前に
ここでは、スマートフォン（iPhoneやAndroid端末）を接続し

てアプリケーションを使用する際の注意事項を説明しています。

警  告
• 安全のため、運転者は運転中にスマートフォンを操作しない

でください。

• スマートフォンを接続したり、操作する際は、安全な場所に

停車してください。

注  意
• スマートフォンを車室内に放置しないでください。炎天下な

ど、車室内が高温となり、故障の原因となります。

• 接続したスマートフォンに強い力を加えないでください。故

障の原因になります。

• スマートフォンをUSBで接続する場合は、USB差込口に異

物を入れないでください。故障の原因となります。

知  識
• アプリケーションによっては、安全のため走行中に使用でき

る機能が制限されます。

• スマートフォンはできるだけセンターインフォメーション

ディスプレイの近くに置き、運転の妨げにならないように確

実に固定してください。

• スマートフォンをUSBで

に付属の純正ケーブル、

ださい。

• スマートフォンをUSBで

スイッチがACC、または

トフォンが充電されます

• スマートフォンをUSBで

スイッチをACC、または

しないことがあります。

取り外して、接続し直し

• スマートフォンまたは接

ンターインフォメーショ

異なることがあります。

• スマートフォンの操作に

明書をご覧ください。

• スマートフォンのアプリ

してください。

• アプリケーションがスム

定なときは、スマートフ

たはUSBケーブルを取り

されないときは、スマー

－ Bluetooth接続の切断

P.527参照

－ USBケーブルの取り外

P.515参照

知  識
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ンテンツサービスを使用するために必要な

最新バージョンがスマートフォンに対応し

マートフォンにダウンロードされているこ

利用には別途通信業者との契約が必要で

ータ通信プランに加入していること。

ォンのデータ通信プランによっては、追加

る場合があります。また、データ通信プラ

合、通信費用が高額になる可能性がありま

く）。

または4G LTE無線ネットワークを使用し

続ができること。

れるコンテンツについて

り、取扱説明書の内容と機能が異なるこ

ォンのデータ利用制限を超えないように

制限を超えると、追加で通信費用が発生

。

内容、名称およびサービスは予告なく変

ことがあります。また、次のいずれかに

ことがあります。

ファームウェアのバージョンアップ

のバージョンアップ
アプリケーションを使用するためには、アプリケーションをス

マートフォンにインストールする必要があります。

• お使いのスマートフォンのOSに合わせて、アプリケーション

をダウンロードしてください。

－ iPhone：App Store

－ Android端末：Google Playストア

• ご利用のアプリケーションによっては、アカウントの登録やあ

らかじめログインしておく必要があります。

アプリケーションのコ

条件

• アプリケーションの

ており、お使いのス

と。

• アプリケーションの

す。

• スマートフォンのデ

お使いのスマートフ

で通信費用が発生す

ンが定額制でない場

す（Wi-Fi® 接続を除

• 3G、4G、Wi-Fi® 、

たインターネット接

• 一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

アプリを使用するための設定

知  識
• 最新バージョンのアプリケーションを使用してください。

• Apple CarPlayでは、アプリケーションのインストールは

必要ありません。Apple CarPlayの操作の詳細については、

「Apple CarPlay」をご覧ください。

P.553参照

知  識 アプリから提供さ

知  識
• 製品の仕様変更によ

とがあります。

• お使いのスマートフ

注意してください。

する場合があります

• アプリケーションの

更または終了される

よって影響を受ける

－ スマートフォンの

－ アプリケーション



ア

5

の接続には、Wi-Fi® 通信を使用しま

格は以下のとおりです。

は、 、[アプリ]の順にタップ

通信規格

A3は、Wi-Fi Alliance® の登録商

周波数帯は国や地域により異なる

を使用できない場合があります。

る
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ワイヤレスApple CarPlay

す。車両側のWi-Fi® 通信規

• 対応通信方式：

－ IEEE802.11a

－ IEEE802.11b

－ IEEE802.11g

－ IEEE802.11n

－ IEEE802.11ac

• 対応セキュリティ方式：

－ WPATM

－ WPA2TM

－ WPA3TM

アプリ画面を表示するために

します。

• 一部のアプリケーションでは、GPS衛星と無線通信回線か

らの信号を使用しているため、次のような場所では正常に動

作しないことがあります。

－ トンネルの中

－ 地下駐車場

－ 無線通信の範囲外となるような地域

－ 無線通信ネットワークが混雑している場所や、通信が制限

されている場所

• 通信環境の悪化により一時的にアプリケーションが利用でき

なくなる場合があります。

• アプリケーションのダウンロードやサービスコンテンツ利用

時にかかる通信料および通話料は利用者の負担となります。

• アプリケーションの使用におけるスマートフォンや、その他

の機器のデータ消失については責任を負いかねます。

• アプリケーションのコンテンツの内容については、株式会社

ＳＵＢＡＲＵは責任を負いかねます。

• アプリケーションは、スマートフォンやスマートフォンのア

プリケーション、基地局側の要因で作動しない場合がありま

す。株式会社ＳＵＢＡＲＵはその点について責任を負いかね

ます。

知  識 アプリケーションの

知  識
• WPA、WPA2およびWP

標です。

• Wi-Fi® 通信で使用可能な

ため、5 GHzの周波数帯

アプリ画面を表示す
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機器を接続します。

用確認メッセージが表示されたら、[はい]

面が表示されます。

すると、Apple CarPlayは起動しません。

するとiPod/iPhoneとして認識されます。

するとBluetoothオーディオとして認識さ

モードに設定しAppleマップでルート案

ーターにもAppleマップを表示できま

作できません。

ションシステムの地図に戻すときは、ナ

ムでルート案内を開始するか、Apple 

てください。

対応機器を接続する
 Apple CarPlay
Apple CarPlayはApple CarPlay対応機器を接続することで、

マップ、ミュージック、電話などの機能を使用することができま

す。対応しているアプリケーションを使用することもできます。

• サービスや操作の詳細については、Apple CarPlayのサイトで

確認してください（https://www.apple.com/jp/ios/

carplay/）。

Apple CarPlayアプリケーションを使用するには、Apple 

CarPlay対応機器を登録して無線で接続してください。

アプリケーションを使用する際は、「アプリをお使いになる前に」

に記載している注意事項も併せてご覧ください。

P.550参照
1. Apple CarPlay対応

P.527参照

2. Apple CarPlayの使

をタップします。

• Apple CarPlay画

• [いいえ]をタップ

USB差込口に接続

P.571参照

Bluetoothで接続

れます。

P.574参照

警  告
• Wi-Fi® 通信用の車両側アンテナはセンターインフォメー

ションディスプレイに内蔵されています。植え込み型心臓

ペースメーカーや植え込み型除細動器をお使いの方は、通信

アンテナにこれらの医療用電気機器が近づくような姿勢をと

らないようにしてください。

• 植え込み型心臓ペースメーカーや植え込み型除細動器以外の

医療用電気機器をお使いの方は、Wi-Fi® 機器をお使いにな

る前に、医療用電気機器の製造事業者などに個別にご相談く

ださい。データ通信に伴う電波により、医療用電気機器の作

動に影響を与えるおそれがあります。

知  識
• Apple CarPlayを使用するためには、Apple CarPlay対応

機器の機能制限設定でCarPlayをONにします。

• 液晶メーターを地図

内を開始すると、メ

す。

P.111参照

表示される地図は操

地図表示をナビゲー

ビゲーションシステ

CarPlayを無効にし

P.554、617参照

Apple CarPlay

知  識
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対
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pple CarPlayとして接続している機
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効にする
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ホーム画面もしくはアプリ画面で[Apple CarPlay]をタップし

て、Apple CarPlay画面を表示します。

P.552参照

＜操作画面＞※

表示される画面は、接続するApple CarPlay対応機器によって異な

ります。

応機器について

iOS 16.3.1以降に対応しています。

1. をタップします。

2.「登録済携帯電話」からA

タップします。

3.「接続設定」で[Apple Ca

1. をタップします。

2.「登録済携帯電話」からA

器をタップします。

3.「接続設定」で[Apple Ca

操作のしかた

(1)
アプリケーションのスイッチを表示します。
タップしてアプリケーションを操作します。

(2) Apple CarPlayのホーム画面を切り替えます。

Apple CarPlayを有

Apple CarPlayを無



アプリ / Android Auto

555

機器をUSB差込口に接続します。

用確認メッセージが表示されたら、[はい]

面が表示されます。

すると、Android Autoが起動しません。

対応機器を接続する
 Android Auto
Android AutoはAndroid Auto対応機器を接続することで、

マップ、MUSIC、電話などの機能を使用することができます。

対応しているアプリケーションを使用することもできます。

• サービスや操作の詳細については、以下のAndroid Autoのサ

イトで確認してください。

－ https://www.android.com/auto/

－ https://support.google.com/androidauto/

Android Autoアプリケーションを使用するためには、Android 

Auto対応機器をUSB差込口に接続します。

アプリケーションを使用する際は、「アプリをお使いになる前に」

に記載している注意事項も併せてご覧ください。

P.550参照

1. Android Auto対応

P.515参照

2. Android Autoの使

をタップします。

• Android Auto画

• [いいえ]をタップ

知  識
• Android Autoを使用するときは、純正ケーブルを使用して

ください。

• Android Autoを使用するためには、Android Auto対応機

器が新しい車の接続を受け入れるように設定されていること

を確認してください。

• Android Auto対応機器によっては、Android Autoの音声

認識機能のトークバック音量が他の機能の音量と異なる場合

があります。そのような場合は、お好みの音量に調整してく

ださい。

Android Auto
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※

対

ndroid Autoとして接続する機器を

Auto]をタップしてONにします。

ndroid Autoとして接続している機器

Auto]をタップしてOFFにします。

効にする

効にする
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ホーム画面もしくはアプリ画面で[Android Auto]をタップして、

Android Auto画面を表示します。

P.552参照

＜操作画面＞※

表示される画面は、接続するAndroid Auto対応機器によって異な

ります。

応機器について

Android 11.0以降に対応しています。

1. をタップします。

2.「登録済携帯電話」からA

タップします。

3.「接続設定」で[Android 

1. をタップします。

2.「登録済携帯電話」からA

をタップします。

3.「接続設定」で[Android 

操作のしかた

(1)
アプリケーションのスイッチを表示します。
タップしてアプリケーションを操作します。

(2) Android Autoのホーム画面を切り替えます。

Android Autoを有

Android Autoを無
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ジが表示されるまで押し続け、数秒経過

FFになります。再度押し続ける、または画

される をタップすると、ONになり

とホーム画面が表示され、前回、最後に

ースに切り替わります。

調整できます。

で押すと、オーディオ音声をミュート

態でプッシュエンジンスイッチをOFF

シュエンジンスイッチをACC、または

ィオはOFFのままです。また、音量を

た状態でプッシュエンジンスイッチを

シュエンジンスイッチをACC、または

トのままで前回停止した位置から再生し
オーディオ
 オーディオの基本操作

オーディオ機能は、プッシュエンジンスイッチをACC、または

ONにすると操作できます。

ノブ：メッセー

するとオーディオがO

面をタップすると表示

ます。

オーディオがONになる

使用したオーディオソ

ノブを回すと、音量が

オーディオがONの状態

（消音）します。

注  意
バッテリー上がりを防ぐため、エンジンをかけた状態でご使用

ください。

知  識
一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

オーディオのON／OFF

知  識
オーディオがOFFの状

にした場合、再びプッ

ONにしても、オーデ

ミュート（消音）にし

OFFにした場合、プッ

ONにすると、ミュー

ます。
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する

。

スをタップします。

る
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ジオ操作画面を表示する

. をタップします。

. [ラジオ]をタップします。

. [FM]、[AM]または[交通情報]をタップします。

メディア操作画面を表示

1. をタップします。

2. [メディア]をタップします

3. 表示したいオーディオソー

テレビ操作画面を表示す

1. をタップします。

2. [テレビ]をタップします。

オーディオソースを選ぶ
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定します。

ます。

ます。

ます。

すべて初期状態に戻します。
音設定画面を表示する

1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [サウンド]をタップします。

4. [オーディオ]をタップします。

5. [音設定]をタップします。

イコライザを設定する

音質は、低域・中域・高域の出力レベルに大きく影響されます。

また、音楽のジャンルなどによっても最適な出力レベルは異なり

ます。

1. 音設定画面を表示します。

P.559参照

2. [イコライザ]をタップします。

3. 調整したい項目を設音質を調整する

(1) 低音域を調整し

(2) 中音域を調整し

(3) 高音域を調整し

(4) 設定した項目を
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バ

1

2

3

ロールを設定する※

プによっては設定できません。

ランスを制御することで、ボーカル

とができます。

ロール]をタップします。

す。

後左右に調整します。

て初期状態に戻します。
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ランス／フェーダーを設定する

音のバランスは、左右のステレオチャンネルや前後の音量レベル

が重要です。

バランス／フェーダーは、ステレオで録音された音楽やステレオ

放送を聞く場合に調整できます。左右のどちらかに調整すると、

片側の音量は上がり、反対側の音量は下がります。

. 音設定画面を表示します。

P.559参照

. [バランス／フェーダー ]をタップします。

. 調整したい項目を設定します。

ボーカルイメージコント

※ 装着されているアンプのタイ

ボーカルを含む音域の音量バ

の位置を擬似的に移動するこ

1. 音設定画面を表示します。

P.559参照

2. [ボーカルイメージコント

3. 調整したい項目を設定しま

(1) 前後左右のスピーカーの音量バランスを調整します。

(2) 設定した項目をすべて初期状態に戻します。

(1) ボーカルの位置を前

(2) 設定した項目をすべ
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オ

、ラジオ操作画面で[AM]または[FM]を

ます。

り替わります。
オ音声をミュート（消音）します。
ーディオの電源がOFFになり、再度押し

なります。

切り替わります。
音設定画面を表示します。
 AM／FMラジ

AM／FMラジオ画面は

タップすると表示でき

P.558参照

＜操作パネル＞

(3)

バーチャルステージエンハンサーを設定します。
バーチャルステージエンハンサーは、より臨場感のあるサ
ウンドに調整します。
バーチャルステージエンハンサーが OFF 以外の場合、
ボーカルイメージコントロールでの前後方向の設定がで
きなくなります。

操作のしかた

(1)

回すと音量が切
押すとオーディ
押し続けるとオ
続けるとONに

(2)
回すと周波数が
押し続けると、
P.559参照



オ

5

を記憶することができます。

ます。

イッチをロングタップします。

イッチに違う放送局を記憶するとき

に記憶されている放送局を受信しま

チに記憶されている周波数が、収録さ
に対応している場合は、放送局名を表

チに「局名切替」が表示されている場
ごとに局名を切り替えます。

局を表示します。
ているときは、GPSの自車位置情報
的に現在地の放送局を表示します。
み]をタップすると、選択したエリア
リセットスイッチに書き込みます。

を受信するまで周波数を切り替え、
10 秒間受信する動作を繰り返しま
ると、受信している放送局を選局し

リセットスイッチのリストが切り替
ーディオ / AM ／ FM ラジオ
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＜操作画面＞

※ FMラジオのみ

プリセットスイッチに放送局

1. 記憶したい放送局を受信し

2. 記憶させたいプリセットス

• 記憶させたプリセットス

は、同様に操作します。

(1)
ラジオのモードを選択します。
• [ 交通情報 ] をタップしたときは、1620 kHz または

1629 kHzの周波数をタップします。

(2)
音設定画面を表示します。
P.559参照

(3)
タップするたびに周波数が切り替わります。
ロングタップすると、放送局を受信するまで周波数が切り
替わります。

(4)
受信可能な周波数を、プリセットスイッチに 6 局まで自
動で記憶します。

(5)
周波数入力画面を表示します。
周波数から放送局を検索します。

(6)

プリセットスイッチ
す。
• プリセットスイッ

れている放送局名
示します。

• プリセットスイッ
合は、タップする

(7)

選択した地域の放送
•「オート」を選択し

を使用して、自動
• [プリセット書き込

の放送局情報を、プ

(8)

タップすると、放送局
見つかった放送局を
す。もう一度タップす
ます。

(9)※
タップするたびにプ
わります。

放送局を記憶する
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り替わります。
オ音声をミュート（消音）します。
ーディオの電源がOFFになり、再度押し

なります。

替わります。
音設定画面を表示します。

スを切り替えます。

表示します。

示します。

します。
ライドすると再生位置を変更できます。
 CD（ディーラーオプション）

CD操作画面は、次の方法で表示できます。

• ディスクを挿入します。

P.514参照

• メディア操作画面で[CD/DVD]をタップします。

P.558参照

＜操作パネル＞

＜操作画面＞

操作のしかた

知  識
使用できるディスクについては、「DVDプレーヤーとディスク

について」をご確認ください。

P.592参照

(1)

回すと音量が切
押すとオーディ
押し続けるとオ
続けるとONに

(2)
回すと曲が切り
押し続けると、
P.559参照

(1) オーディオソー

(2) カバーアートを

(3)
音設定画面を表
P.559参照

(4)
再生位置を表示
スライダーをス



オ

5

ーオプション）
ご覧になることができます。走行中

スクの映像をご覧になるときは、必

ください。

制作者の意図により、再生状態が決め

本機では、ソフト制作者が意図した

、操作したとおりに機能が働かない

スクの取扱説明書も併せてご覧くだ

で表示できます。

DVD]をタップします。

ては、「DVDプレーヤーとディスク

い。
ーディオ / DVD（ディーラーオプション）
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 DVD（ディーラ
ディスクの映像は、停車中に

は音声だけになります。ディ

ず安全な場所に停車してご覧

DVDではディスクのソフト

られていることがあります。

内容に従って再生されるため

ことがあります。必ず、ディ

さい。

DVD操作画面は、次の方法

• ディスクを挿入します。

P.514参照

• メディア操作画面で[CD/

P.558参照

(5)
タップすると曲が切り替わります。
ロングタップすると早送り／早戻しします。

(6)
CD内の曲をランダム再生します。
再度タップすると解除します。

(7)

オーディオCD：タップするごとに、すべての曲をリピー
ト再生→再生中の曲をリピート再生→リピート解除の順
に切り替わります。
MP3／WMA／AACファイル収録ディスク：タップする
ごとに、フォルダ／アルバムをリピート再生→再生中の曲
をリピート再生→リピート解除の順に切り替わります。

(8)
曲の検索画面を表示します。
[アーティスト]や[アルバム]などの再生モードから再生方
法を変更できます。

(9) 再生／一時停止します。

知  識
• 音楽ファイル（CD-DA）とMP3／WMA／AACファイルが

混在しているディスクの場合、音楽ファイル（CD-DA）の

みを再生します。

• CD-TEXT（ディスクのタイトル名や曲名など）が記録され

ている場合、それらを表示できます。

• 再生するディスクや音楽ファイルによっては、カバーアート

が表示されないことがあります。

操作のしかた

知  識
使用できるディスクについ

について」をご確認くださ

P.592参照
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ースを切り替えます。

次のチャプターに切り替わります。
すると映像を早送りします。
ロングタップするとスロー再生します。

表示します。
照

オ

＜操作パネル＞ ＜操作画面＞

(1)

回すと音量が切り替わります。
押すとオーディオ音声をミュート（消音）します。
押し続けるとオーディオの電源がOFFになり、再度押し
続けるとONになります。

(2)
回すとチャプターが切り替わります。
押し続けると、音設定画面を表示します。
P.559参照

(1) オーディオソ

(2)
タップすると
ロングタップ
一時停止中に

(3)
音設定画面を
P.559参



オ

5

※

※

※

る効果音を得るために、通常の会

て録音されているものがあります。

話シーンのときに音量調整を行う

ビデオ以外のモードにしたとき、

りますので、注意してください。音

げとなり、思わぬ事故につながるお

れているディスクでは、成人向けの

お子さまに見せたくない場面に視聴

きます。

再生するにはパスコードの入力が必

表示される項目や操作方法はディス

詳しくは、ディスクの取扱説明書を

なかったり、異なる動作をすること
ーディオ / DVD（ディーラーオプション）
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1: DVDビデオのみ

2: DVD-VRのみ

3: 静止画再生中のみ

(4)
設定画面を表示します。
P.567参照

(5)
再生中のチャプター／タイトルを繰り返し再生しま
す。

(6)※1

メニュー画面を表示します。
メニュー画面は次のスイッチで操作します。

• 、 、 、 ：メニュー項目を選択
します。

• [決定]：選択した項目を実行します。
• [番号]：番号入力画面を表示します。
• [戻る]：DVD操作画面に戻ります。

(7) 再生を停止します。

(8)

タップするとチャプターを頭出しします。
連続してタップすると前のチャプターに切り替わりま
す。
ロングタップすると映像を早戻しします。
一時停止中にロングタップするとスロー逆再生しま
す。

(9) 再生／一時停止します。

(10)※2

プレイリスト再生とタイトル再生を切り替えます。

• ：プレイリスト再生

• ：タイトル再生

(11)※2

タイトルリスト画面を表示します。
再生したいタイトル／プレイリストをタップします。
• [ 番号指定 ]：タイトル／プレイリストの番号を入力

して検索します。

(12)※3 静止画を切り替えます。

警  告
DVDビデオでは、迫力のあ

話シーンの音量を小さくし

このようなディスクで、会

と、効果音のシーンやDVD

音量が大き過ぎることがあ

量が大き過ぎると運転の妨

それがあり危険です。

知  識
• 視聴制限レベルが設定さ

内容や暴力シーンなど、

制限を設定することがで

P.568参照

視聴制限を設定すると、

要です。

• メニュー画面について、

クによって異なります。

ご覧ください。

• ディスクにより操作でき

があります。
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きなかったり、異なる動作をすることが
オ

1. [設定]をタップします。

2. 設定する項目をタップします。

※1: DVDビデオのみ

※2: DVD-VRのみ
設定画面の操作

(1)※1 入力したタイトル番号を再生します。

(2)※1 入力したチャプター番号を再生します。

(3)
再生中に音声言語、字幕言語、アングル※1を切り替え
ます。
[切替]をタップするごとに切り替わります。

(4)
「ノーマル」、「フルワイド」、「シネマ」のいずれかの画
面サイズをタップします。

(5)※1 初期設定画面を表示します。
P.568参照

(6)※2 再生画面上部に再生中のタイトル番号、チャプター番
号、再生時間を表示する機能のON／OFFを設定します。

知  識
ディスクにより操作で

あります。



オ

5

1

2

設定]をタップします。

K]をタップします。

ます。

す。

設定]をタップします。

て[OK]をタップします。

きは、再度入力してください。

ます。

す。

設定]をタップします。

て[OK]をタップします。

きは、再度入力してください。

します。

て[OK]をタップします。
ーディオ / DVD（ディーラーオプション）
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. [初期設定]をタップします。

. 設定する項目をタップします。

視聴制限を設定する

1. 初期設定画面で[視聴制限

2. [実行]をタップします。

3. パスコードを入力して[O

4. [視聴制限設定]をタップし

5. 視聴制限レベルを選択しま

視聴制限を変更する

1. 初期設定画面で[視聴制限

2. 現在のパスコードを入力し

• パスコードを間違えたと

3. [視聴制限設定]をタップし

4. 視聴制限レベルを選択しま

パスコードを変更する

1. 初期設定画面で[視聴制限

2. 現在のパスコードを入力し

• パスコードを間違えたと

3. [パスコード変更]をタップ

4. 新しいパスコードを入力し

初期設定画面の操作

(1)

視聴制限レベルが設定されているディスクでは、成人向け
の内容や暴力シーンなど、お子さまに見せたくない場面に
視聴制限を設定することができます。
P.568参照
視聴制限を設定すると、再生するにはパスコードの入力が
必要です。

(2)
再生画面上部に再生中のタイトル番号、チャプター番号、
再生時間を表示する機能のON／OFFを設定します。
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イル）＞

り替わります。
オ音声をミュート（消音）します。
ーディオの電源がOFFになり、再度押し

なります。

が切り替わります。
音設定画面を表示します。
 USBメモリー
USBメモリーに保存した音楽ファイルや動画ファイルを再生でき

ます。

USBオーディオ操作画面は、次の方法で表示できます。

• USBメモリーを接続します。

P.515参照

• メディア操作画面で[USB]をタップします。

P.558参照

＜操作パネル＞

＜操作画面（音楽ファ

操作のしかた

知  識
使用できるUSBメモリーについては、「USBメモリーについ

て」をご確認ください。

P.597参照

(1)

回すと音量が切
押すとオーディ
押し続けるとオ
続けるとONに

(2)
回すとファイル
押し続けると、
P.559参照



オ

5

している場合に操作できます。

画面を表示します。
ルバム]などの再生モードから再生方

画面に切り替える場合は、再生モード
ます。

す。

す。

します。
生サイズを変更します。
プすると、動画本来のサイズで表示

ップすると、センターインフォメー
イの幅に合わせて動画のサイズを調
。

画再生画面上に、再生中動画の情報

中にUSBメモリーを操作しないで

放置しないでください。炎天下な

、故障の原因となります。

ているときに、USBメモリーの上

かないでください。故障の原因とな

USBメモリー以外のものを入れな

因となります。
ーディオ / USB メモリー
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＜操作画面（動画ファイル）＞

※ [検索]から[フォルダ]を選択

(1) オーディオソースを切り替えます。

(2) カバーアートを表示します。

(3)
音設定画面を表示します。
P.559参照

(4)
再生位置を表示します。
スライダーをスライドすると再生位置を変更できます。

(5)
タップするとファイルが切り替わります。
ロングタップすると早送り／早戻しします。

(6)
USBメモリー内のファイルをランダム再生します。
再度タップすると解除します。

(7)
タップするごとに、すべてのファイルをリピート再生※→
フォルダ／アルバムをリピート再生→再生中のファイル
をリピート再生→リピート解除の順に切り替わります。

(8)

再生ファイルの検索
[アーティスト]や[ア
法を変更できます。
動画ファイルの操作
から[ビデオ]を選択し

(9) 再生／一時停止しま

(10) 動画再生を停止しま

(11)

動画設定画面を表示
[画面サイズ]：動画再
• [オリジナル]をタッ

します。
• [ フルワイド ] をタ

ションディスプレ
整して表示します

[ 再生情報表示 ]：動
を表示します。

警  告
安全のため、運転者は運転

ください。

注  意
• USBメモリーを車室内に

ど、車室内が高温となり

• USBメモリーが接続され

に乗ったり、物を上に置

ります。

• USBメモリーの差込口に

いでください。故障の原
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e
込口に接続すると、iPod/iPhoneの音楽

す。再生するファイルをリストから選択し

切り替えることができます。

差込口に接続します。

面が表示された場合、接続済携帯電話画面

を無効にしてください。

接続する

neについては、「iPod/iPhoneについ

。

 iPod/iPhon
iPod/iPhoneをUSB差

ファイルを再生できま

たり、ランダム再生に

1. iPod/iPhoneをUSB

P.515参照

• Apple CarPlay画

でApple CarPlay

P.527参照

知  識
再生する機器や音楽ファイルによっては、カバーアートが表示

されないことがあります。

iPod/iPhoneを

知  識
使用できるiPod/iPho

て」をご確認ください

P.598参照



オ

5

を切り替えます。

示します。

します。

ます。
イドすると再生位置を変更できます。
ーディオ / iPod/iPhone
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メディア操作画面で[iPod/iPhone]をタップして、iPod/iPhone

操作画面を表示します。

P.558参照

＜操作パネル＞

＜操作画面＞操作のしかた

(1)

回すと音量が切り替わります。
押すとオーディオ音声をミュート（消音）します。
押し続けるとオーディオの電源がOFFになり、再度押し
続けるとONになります。

(2)
回すと曲が切り替わります。
押し続けると、音設定画面を表示します。
P.559参照 (1) オーディオソース

(2) カバーアートを表

(3)
音設定画面を表示
P.559参照

(4)
再生位置を表示し
スライダーをスラ
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eケーブルを使用してiPod/iPhoneを接

honeを充電できます。

する場合は、純正のiPod/iPhoneケー

し、センターインフォメーションディス

ださい。iPod/iPhoneを直接操作した

操作できないことがあります。また、

によっても、一部の機能が操作できな

や音楽ファイルによっては、カバー

いことがあります。

されている状態で他のオーディオソー

eに切り替えたとき、最後に再生してい

れます。

操作すると、曲が正しく選択されな

示されないことがあります。
※ オーディオブックまたはポッドキャストの再生時に操作できます。

(5)
タップすると曲が切り替わります。
ロングタップすると早送り／早戻しします。

(6)
iPod/iPhone内の曲をランダム再生します。
再度タップすると解除します。

(7)
タップするごとに、アルバムをリピート再生→再生中の
曲をリピート再生→リピート解除の順に切り替わりま
す。

(8)
曲の検索画面を表示します。
[アーティスト]や[アルバム]などの再生モードから再生
方法を変更できます。

(9) 再生／一時停止します。

(10)※ 一定の秒数で早送りします。

(11)※ 一定の秒数で早戻しします。

警  告
安全のため、運転者は運転中にiPod/iPhoneを操作しないで

ください。

注  意
• iPod/iPhoneを車室内に放置しないでください。炎天下な

ど、車室内が高温となり、故障の原因となります。

• iPod/iPhoneが接続されているときに、iPod/iPhoneの上

に乗ったり、物を上に置かないでください。故障の原因とな

ります。

• iPod/iPhoneケーブルの差込口にケーブル以外のものを入

れないでください。故障の原因となります。

知  識
• 純正のiPod/iPhon

続すると、iPod/iP

• iPod/iPhoneを再生

ブルを使用して接続

プレイで操作してく

場合、一部の機能が

iPod/iPhoneの機種

いことがあります。

• iPod/iPhoneの機種

アートが表示されな

• iPod/iPhoneが接続

スからiPod/iPhon

たところから再生さ

• iPod/iPhoneを直接

かったり、正しく表
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 B
oth]をタップします。

ては、一部の機能が制限されたり、

面が実際の画面と異なることがあり

わります。
声をミュート（消音）します。
ィオの電源がOFFになり、再度押し
す。

ります。
定画面を表示します。
ーディオ / Bluetooth オーディオ

74

luetoothオーディオ
Bluetoothオーディオは、ワイヤレス通信を使ってポータブル

オーディオ機器に収録されている音楽ファイルを車のスピーカー

から再生する機能です。

Bluetoothに対応しているポータブルオーディオ機器に収録され

ている音楽ファイルを再生できます。

メディア操作画面で[Blueto

P.558参照

Bluetooth機器の機種によっ

Bluetoothオーディオ操作画

ます。

＜操作パネル＞
知  識

Apple CarPlayやAndroid Autoを使用中のBluetooth携帯電

話／機器は、Bluetoothオーディオを使用できません。

操作のしかた

(1)

回すと音量が切り替
押すとオーディオ音
押し続けるとオーデ
続けるとONになりま

(2)
回すと曲が切り替わ
押し続けると、音設
P.559参照



オーディオ / Bluetooth オーディオ
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表示します。
や[アルバム]などの再生モードから再生方
す。

します。

面を表示します。

は運転中にBluetooth機器を操作しない

車両側アンテナはセンターインフォメー

に内蔵されています。植え込み型心臓

え込み型除細動器をお使いの方は、通信

医療用電気機器が近づくような姿勢をと

ださい。

スメーカーや植え込み型除細動器以外の

使いの方は、Bluetoothオーディオをお

療用電気機器の製造事業者などに個別に

ータ通信に伴う電波により、医療用電気

与えるおそれがあります。

内に放置しないでください。炎天下な

り、故障の原因となります。
＜操作画面＞

(1) オーディオソースを切り替えます。

(2) カバーアートを表示します。

(3)
音設定画面を表示します。
P.559参照

(4) 再生位置を表示します。

(5)
タップすると曲が切り替わります。
ロングタップすると早送り／早戻しします。

(6)
Bluetooth機器に収録されている曲をランダム再生しま
す。
再度タップすると解除します。

(7)
タップするごとに、フォルダ／アルバムをリピート再生→
再生中の曲をリピート再生→リピート解除の順に切り替
わります。

(8)
曲の検索画面を
[アーティスト]
法を変更できま

(9) 再生／一時停止

(10)
デバイス接続画
P.577参照

警  告
• 安全のため、運転者

でください。

• Bluetooth通信用の

ションディスプレイ

ペースメーカーや植

アンテナにこれらの

らないようにしてく

• 植え込み型心臓ペー

医療用電気機器をお

使いになる前に、医

ご相談ください。デ

機器の作動に影響を

注  意
Bluetooth機器を車室

ど、車室内が高温とな
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機器によっては、オーディオ機能の

容が接続機器と一致しない、音楽が

かかることがあります。

生アプリケーションによっては、

正しく動作しないことがあります。

機器の仕様やプロファイルが推奨条

性がない場合、Bluetooth機器の機

とがあります。

囲われた場所や車両側のBluetooth

た場所に置くと、再生音質が低下し

ることがあります。
ーディオ / Bluetooth オーディオ

76

知  識
• 接続した機器によっては、一時停止中に をタップすると

再生を開始したり、再生中に をタップすると一時停止す

ることがあります。

• 次の場合、Bluetoothオーディオは使用できません。

－ Bluetooth機器の電源が切れている

－ Bluetooth機器が接続されていない

－ Bluetooth機器の電池残量が不足している

• Bluetoothオーディオ使用中は、ハンズフリー接続に時間が

かかることがあります。

• Bluetooth機器の操作については、機器の取扱説明書をご覧

ください。

• プッシュエンジンスイッチがACC、またはONのときに、

Bluetooth接続がネットワークの状況により切断された場

合、自動で再接続します。

• Bluetooth接続を手動で切断した場合は自動で再接続されま

せん。再度、手動で接続してください。

• Bluetooth機器を接続すると、機器の情報が登録されます。

お車を手放すときは、初期化してください。

P.533参照

• Bluetooth機器や音楽ファイルによっては、カバーアートが

表示されないことがあります。

• Bluetooth機器を接続したときに自動で再生されない場合、

機器側の操作が必要な場合があります。

• 本機に対して、すべてのBluetooth機器の動作を保証するも

のではありません。

• 接続しているBluetooth

操作ができない、表示内

再生されるまでに時間が

• Bluetooth機器の音楽再

Bluetoothオーディオが

• 接続しているBluetooth

件より低い、または互換

能が正しく動作しないこ

• Bluetooth機器を金属で

モジュールから遠く離れ

たり無線接続が切断され

知  識



オーディオ / AUX

577

方法で表示できます。

オ機器を接続します。

[AUX]をタップします。

り替わります。
オ音声をミュート（消音）します。
ーディオの電源がOFFになり、再度押し

なります。

音設定画面を表示します。
Bluetoothオーディオを使用するためには、Bluetooth機器を登

録する必要があります。

登録機器を追加する

1. Bluetoothオーディオ操作画面で[デバイス接続]をタップしま

す。

2. Bluetooth機器を登録します。

P.525参照

接続する機器を選ぶ

1. Bluetoothオーディオ操作画面で[デバイス接続]をタップしま

す。

2. 接続するBluetooth機器をタップします。

 AUX

AUX操作画面は、次の

• ポータブルオーディ

P.515参照

• メディア操作画面で

P.558参照

＜操作パネル＞

Bluetooth機器を接続する

操作のしかた

(1)

回すと音量が切
押すとオーディ
押し続けるとオ
続けるとONに

(2)
押し続けると、
P.559参照
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器が接続されているときに、ポータ

に乗ったり、物を上に置かないでく

ります。

器の差込口にポータブルオーディオ

いでください。故障の原因となりま
ーディオ / AUX

78

＜操作画面＞

(1) オーディオソースを切り替えます。

(2)
音設定画面を表示します。
P.559参照

警  告
安全のため、運転者は運転中にポータブルオーディオ機器を操

作しないでください。

注  意
• ポータブルオーディオ機器を車室内に放置しないでくださ

い。炎天下など、車室内が高温となり、故障の原因となりま

す。

• ポータブルオーディオ機

ブルオーディオ機器の上

ださい。故障の原因とな

• ポータブルオーディオ機

機器以外のものを入れな

す。

注  意



オーディオ / Apple CarPlay
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pple CarPlay]をタップして、Apple 

示します。

り替わります。
オ音声をミュート（消音）します。
ーディオの電源がOFFになり、再度押し

なります。

替わります。
音設定画面を表示します。
 Apple CarPlay
Apple CarPlay対応機器がApple CarPlayとして接続されている

とき、音楽ファイルを再生できます。

1. Apple CarPlay対応機器を接続します。

P.527参照

2. Apple CarPlayの使用確認メッセージが表示されたら、[はい]

をタップします。

• Apple CarPlay画面が表示されます。

• [いいえ]をタップすると、Apple CarPlayは起動しません。

USB差込口に接続するとiPod/iPhoneとして認識されます。

P.571参照

Bluetoothで接続するとBluetoothオーディオとして認識さ

れます。

P.574参照

メディア操作画面で[A

CarPlay操作画面を表

P.558参照

＜操作パネル＞Apple CarPlay対応機器を接続する

知  識
Apple CarPlayを使用するためには、Apple CarPlay対応機

器の機能制限設定でCarPlayをONにします。

操作のしかた

(1)

回すと音量が切
押すとオーディ
押し続けるとオ
続けるとONに

(2)
回すと曲が切り
押し続けると、
P.559参照
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ンテナはセンターインフォメー

蔵されています。植え込み型心臓

み型除細動器をお使いの方は、通信

用電気機器が近づくような姿勢をと

い。

ーカーや植え込み型除細動器以外の

の方は、Wi-Fi® 機器をお使いにな

の製造事業者などに個別にご相談く

う電波により、医療用電気機器の作

があります。

車室内に放置しないでください。

となり、故障の原因となります。

応機器ケーブルを使用してApple 

差込口に接続すると、Apple 

できます。

を再生する場合は、センターイン

レイで操作してください。Apple 

操作した場合、一部の機能が操作で

また、Apple CarPlay対応機器の

機能が操作できないことがありま

の機種や音楽ファイルによっては、

ないことがあります。
ーディオ / Apple CarPlay

80

＜操作画面＞

(1) オーディオソースを切り替えます。

(2) カバーアートを表示します。

(3)
音設定画面を表示します。
P.559参照

(4) 再生位置を表示します。

(5)
タップすると曲が切り替わります。
ロングタップすると早送り／早戻しします。

(6) 再生／一時停止します。

警  告
• 安全のため、運転者は運転中にApple CarPlay対応機器を

操作しないでください。

• Wi-Fi® 通信用の車両側ア

ションディスプレイに内

ペースメーカーや植え込

アンテナにこれらの医療

らないようにしてくださ

• 植え込み型心臓ペースメ

医療用電気機器をお使い

る前に、医療用電気機器

ださい。データ通信に伴

動に影響を与えるおそれ

注  意
Apple CarPlay対応機器を

炎天下など、車室内が高温

知  識
• 純正のApple CarPlay対

CarPlay対応機器をUSB

CarPlay対応機器を充電

• Apple CarPlay対応機器

フォメーションディスプ

CarPlay対応機器を直接

きないことがあります。

機種によっても、一部の

す。

• Apple CarPlay対応機器

カバーアートが表示され

警  告



オーディオ / Android Auto

581

to
器がAndroid Autoとして接続されている

再生できます。

機器をUSB差込口に接続します。

用確認メッセージが表示されたら、[はい]

面が表示されます。

対応機器を接続する
 Android Au
Android Auto対応機

とき、音楽ファイルを

1. Android Auto対応

P.515参照

2. Android Autoの使

をタップします。

• Android Auto画

• Apple CarPlay対応機器が接続されている状態で他のオー

ディオソースからApple CarPlay対応機器に切り替えたと

き、最後に再生していたところから再生されます。

• Apple CarPlay対応機器を直接操作すると、曲が正しく選

択されなかったり、正しく表示されないことがあります。

知  識

Android Auto
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切り替えます。

します。

ます。

す。

り替わります。

す。

中にAndroid Auto対応機器を操作
ーディオ / Android Auto

82

メディア操作画面で[Android Auto]をタップして、Android 

Auto画面を表示します。

P.558参照

＜操作パネル＞

＜操作画面＞操作のしかた

(1)

回すと音量が切り替わります。
押すとオーディオ音声をミュート（消音）します。
押し続けるとオーディオの電源がOFFになり、再度押し
続けるとONになります。

(2)
回すと曲が切り替わります。
押し続けると、音設定画面を表示します。
P.559参照

(1) オーディオソースを

(2) カバーアートを表示

(3)
音設定画面を表示し
P.559参照

(4) 再生位置を表示しま

(5) タップすると曲が切

(6) 再生／一時停止しま

警  告
安全のため、運転者は運転

しないでください。
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中にご覧になることができます。走行中は

テレビの映像をご覧になるときは、必ず安

覧ください。

せずに地上デジタル放送を視聴できる

しており、B-CASカードを付属してい

地上デジタル放送のコンテンツ権利保護専

は、以下のサイトをご覧ください。

上放送RMP管理センター
mp.or.jp/

する情報を更新した際は、更新情報を

最大30秒）テレビが視聴できない場合
 テレビ
テレビの映像は、停車

音声だけになります。

全な場所に停車してご

注  意
• Android Auto対応機器を車室内に放置しないでください。

炎天下など、車室内が高温となり、故障の原因となります。

• Android Auto対応機器が接続されているときに、Android 

Auto対応機器の上に乗ったり、物を上に置かないでくださ

い。故障の原因となります。

• USBケーブルの差込口にケーブル以外のものを入れないで

ください。故障の原因となります。

知  識
Android Auto対応機器の種類や音楽ファイルによっては、カ

バーアートが表示されないことがあります。

知  識
• B-CASカードを使用

新RMP方式※を採用

ません。

※ 新RMP方式とは、

用方式です。詳しく

一般社団法人地
http://www.tr

• 放送局が新RMPに関

取得するまでの間（

があります。
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1

2

3

4

5

6

。

わります。
声をミュート（消音）します。
ィオの電源がOFFになり、再度押し
す。

イッチに記憶されている放送局が切

定画面を表示します。
ーディオ / テレビ
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はじめてテレビをお使いになるときや、引っ越しをした場合は、

居住地域やチャンネルを登録してください。

. をタップします。

. [テレビ]をタップします。

. [エリア設定]をタップし、お住まいの地域をタップします。

. [郵便番号設定]をタップし、郵便番号を入力します。

. [OK]をタップします。

. [はい]をタップします。

• 放送局のスキャン後、放送局一覧画面が表示されます。

テレビ操作画面を表示します

P.558参照

＜操作パネル＞

はじめて使うときの設定 操作のしかた

(1)

回すと音量が切り替
押すとオーディオ音
押し続けるとオーデ
続けるとONになりま

(2)

回すとプリセットス
り替わります。
押し続けると、音設
P.559参照
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示モードを変更します。
びに、ホーム、お出かけ、エリアの順に切

作画面を表示します。

ます。
※：番組表をワンセグ放送用とフルセグ放
替えます。

ワンセグ受信モード」を「自動」に設定し

合のみ

の中ですべての番組を表示できない場合
す。タップすると番組がリスト表示されま

送局を切り替えます。
]：番組表の日付を切り替えます。

番組表の表示を複数サービス、1サービス、
サービスの順に切り替えます。
ス：1チャンネルの全番組を表示します。
：1チャンネルの1番組を表示します。
ーサービス：3チャンネルを1番組ずつ表

表を更新します。
すると、番組の詳細情報を表示します。
が放送中の場合は、[視聴]をタップする
見ることができます。

画面を表示します。

示します。

を表示します。
＜操作画面＞

(1)
選択している放送局の番組内容を表示します。
• が表示されているときは、 をタップすると詳細

な番組内容を表示します。

(2)
音設定画面を表示します。
P.559参照

(3)
プリセットされている放送局を切り替えます。
• ロングタップすると、受信可能なチャンネルを検索しま

す。

(4)

プリセットの表
• タップするた

り替えます。
P.587参照

(5)
データ放送の操
P.586参照

(6)

番組表を表示し
• [番組表切替]

送用とで切り

※「地デジ・

ている場

• ：時間帯枠
に表示されま
す。

• ／ ：放
• [前日]／[翌日
• [表示切替]：

プライマリー
－複数サービ
－1サービス
－プライマリ

示します。
• [更新]：番組
• 番組をタップ

選択した番組
ことで番組を

(7)
映像・音声設定
P.588参照

(8) 放送局一覧を表

(9)
テレビ設定画面
P.587参照
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項目や入力した数字を決定します。

をひとつ前に表示させていた画面に

送には対応していません。

信したデータ放送により異なりま

される指示に従ってください。
ーディオ / テレビ

86

データ放送とはデジタルテレビ映像の他に、図形や文字の情報を

付加した放送です。受信するデータ放送により、番組の内容と関

係ないニュースや天気、交通情報などの独立した情報や番組に連

動した情報を見ることができます。

(10)
プリセットされている放送局を受信します。
• ロングタップすると、現在選択されている放送局をプリ

セットスイッチに登録します。

知  識
データ放送の操作は、受信したデータ放送により異なります。

操作は、画面に表示される指示に従ってください。

データ放送の操作

(1) 色ボタンとカーソルでデータ放送を操作します。

(2) データ放送画面を表示／解除します。

(3)
10キー（テンキー）で数字を入力し、データ放送を操作
します。

(4) カーソルで選択した

(5)
データ放送操作画面
戻します。

知  識
• ワンセグ放送のデータ放

• データ放送の操作は、受

す。操作は、画面に表示



オーディオ / テレビ

587

ドを切り替えます。
回に設定したチャンネルが表示されます。
るときは、このモードを使用します。
ホームとは別にプリセットスイッチに
記憶することができます。旅先などで使用
す。
分がいる地域の放送局が分からないとき、
使用すると、その地域で放送されている
プリセットスイッチに表示されます。

送、ワンセグ放送を切り替えます。
信状態に関わらず地上デジタル放送を受

受信状態に関わらずワンセグ放送を受信

デジタル放送が受信できなくなった場合、
グ放送に切り替わります。地上デジタル放
になると、ワンセグ放送から自動で切り替

ジタル放送の受信状態が不安定になった
感度がよい中継局や系列局を自動で検索し
ができます。

信できなくなった場合、その地点の周辺に
検索します。

列局」：受信できなくなった場合、その地点
中継局を検索します。中継局が見つからな
列局を検索します。

で1ページに表示する放送局の数を「6（番
2（番組名無し）」のいずれかで設定します。

ーの受信」をONにすると、スポーツ中継
のチャンネルで延長して放送される場合、
ルが切り替わります。
1. [テレビ設定]をタップします。

2. 設定する項目をタップします。

受信に関する設定画面

(1)

プリセットモー
•「ホーム」：初

普段ご覧にな
•「お出かけ」：

チャンネルを
すると便利で

•「エリア」：自
このモードを
チャンネルが

(2)

地上デジタル放
•「地デジ」：受

信します。
•「ワンセグ」：

します。
•「自動」：地上

自動でワンセ
送が受信可能
わります。

(3)

走行中に地上デ
場合、より受信
て受信すること
•「中継局」：受

ある中継局を
•「中継局＋系

の周辺にある
い場合は、系

(4)
放送局一覧画面
組名有り）」、「1

(5)
「イベントリレ
などの番組が他
自動でチャンネ
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す。

す。

「

設定画面

は、マルチビュー放送※ で複数の映
あります。タップするごとに映像が切

で主番組と副番組の複数番組が送ら

は、複数の音声を提供している場合が
るごとに、音声が切り替わります。

は、複数の字幕を提供している場合が
るごとに、第一言語、第二言語、非表
ます。

オート、ノーマル、ワイド、フルの順
替わります。

／副音声、主音声、副音声の順に切
ーディオ / テレビ
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1. [映像・音声]をタップしま

2. 設定する項目をタップしま

(6)

データ放送で地域情報を受信するために、居住地域を設定
する必要があります。引っ越しをされたときは必ず設定し
てください。
P.584参照

(7)
地上デジタル放送を受信するためのIDを確認できます。

• ／ ：放送局を切り替えます。

(8)

次の内容を初期化することができます。
•「ホームエリア設定初期化」：ホームプリセットに登録

されている放送局設定を初期化します。
•「お出かけエリア設定初期化」：お出かけプリセットに

登録されている放送局設定を初期化します。
•「テレビ視聴設定初期化」：TV設定を初期化します。
•「全設定初期化」：すべての設定を初期化します。

初期化する場合、[はい]をタップします。

知  識
地デジ・ワンセグ受信モード」を「自動」に設定すると、自

動で切り替わった番組が、ご覧になっていた番組と異なること

があります。また、ワンセグ放送のサービスを行っていない放

送局をご覧になっている場合は、ワンセグ放送に切り替わりま

せん。

映像や音声に関する

(1)

地上デジタル放送で
像を提供する場合が
り替わります。
※ 同一のチャンネル

れる放送

(2)
地上デジタル放送で
あります。タップす

(3)
地上デジタル放送で
あります。タップす
示の順に切り替わり

(4)
タップするごとに、
に画面サイズが切り

(5)
タップするごとに、主
り替わります。
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スイッチ
をステアリングスイッチで操作できます。

スイッチ

チ

ッチ

スイッチ

操作 機能

1ステップずつ変更します。

続ける 連続して変更します。
EWS（Emergency Warning System）とは、緊急警報信号を

送信し、地震や津波などの情報をお知らせする放送です。緊急警

報放送は、警戒宣言、津波警報、知事からの要請があった場合に

放送されます。

緊急警報放送を受信した場合、メッセージを表示します。[OK]ま

たは[視聴する]をタップすると緊急警報放送をご覧いただけます。

 ステアリング
オーディオの主要機能

(6)

地上デジタル放送では、放送と独立して文字スーパー（天
気予報やニュースなどを字幕で放送するサービス）を提供
しています。タップするごとに、第一言語、第二言語、非
表示の順に文字スーパーが切り替わります。

知  識
「映像」の設定で映像を切り替えた場合、同時に音声と字幕も

切り替わることがあります。

緊急警報放送（EWS）について

(1) VOL＋/VOL－

(2) / スイッチ

(3) Sourceスイッ

(4) スイ

VOL＋/VOL－

モード

音量調整
押す

押し
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※

機能

オーディオを消音します。
ーディオ / ステアリングスイッチ
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ディーラーオプションのDVDプレーヤー装着時

/ スイッチ

モード 操作 機能

AM／FMラジオ

押す
プリセットスイッチに記憶さ
せた放送局を切り替えます。

押し続ける
スイッチを放した時点で一番
近くの受信可能な放送局を受
信します。

音楽CD※、MP3
／WMA／AAC
ディスク※、
DVD※、USBメ
モリー、iPod/
iPhone、
Bluetoothオー
ディオ、Apple 
CarPlay

押す
曲／ファイル／チャプターが
切り替わります。

押し続ける 早送り／早戻しします。

Android Auto 押す 曲が切り替わります。

テレビ 押す
プリセットスイッチに記憶さ
せた放送局を切り替えます。

Sourceスイッチ

モード 操作 機能

すべてのモード
押す

オーディオをONにする、また
はオーディオソースを切り替
えます。

押し続ける オーディオをOFFにします。

スイッチ

モード 操作

すべてのモード 押す
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は、複数の経路から同じ電波を受信（放

形による反射波による）することがありま

互いに打ち消し合い、フラッター（ガー

た雑音）が生じたり、受信できなくなりま

障害：建物や木、その他の大きな物体に

ることで発生します。低音レベルを上げる

があります。

聞いているFM放送局の電波が途切れたり

系列の放送局を受信できることがありま

た放送局の受信状態が良くなれば、再度受

ジオの電波は上層大気圏（電離層）で反射

反射されやすくなります。その結果、放送

からの電波に干渉され音声の波形の強弱が

すことがあります。

大気圏（電離層）で反射した電波と近くの

る電波が同じ周波数のとき、互いに干渉し

とがあります。

の電波は、高圧線や電気モーターなどから

やすい性質があります。その結果、受信障

ます。
 オーディオ操作情報

ラジオの受信状態は、環境に影響されます。

例えば、FMラジオの場合、近くの建物や地形により電波がさえ

ぎられ受信できないことがあります。AMラジオの場合、送電線

や電話線の影響で受信できないことがあります。ラジオは受信範

囲に限りがあります。放送局から離れるほど、電波は弱くなりま

す。車が移動することにより、受信状態は常に変わります。

ラジオの受信については次の点をご了承ください。

FMラジオ

フェージングと電波の途切れ：一般的にFMラジオが受信できる

範囲は40 kmです。一旦、受信範囲から外れると、電波が弱くな

り音声が途切れます。

マルチパス：FMの電波

送局からの直進波と地

す。この場合、電波は

ガー、バリバリといっ

す。

電波障害とフラッター

よって信号が遮断され

ことで改善される場合

放送局スワッピング：

弱くなると、近くの同

す。はじめに聞いてい

信できます。

AMラジオ

フェージング：AMラ

されます。特に夜間に

局から送信される遠方

崩れ、受信障害を及ぼ

放送局電波干渉：上層

放送局から送信してい

て受信障害を及ぼすこ

電波障害：AMラジオ

の電気的ノイズを受け

害を及ぼすことがあり

注  意
損傷を防ぐため：

• 飲み物をこぼさないように注意してください。

• ディスク挿入口※に異物を入れないでください。

※ ディーラーオプションのDVDプレーヤー装着時

知  識
携帯電話を車室内、または車両の近くで使用すると、スピー

カーから雑音が出ることがありますが、故障ではありません。

ラジオについて
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• 極端な高温では、DVDプレーヤーを使用しないでください。暑

い日には、プレーヤーを使用する前に車室内の温度をエアコン

を使用して下げてください。

• 悪路走行などの振動により、音飛びが発生することがありま

す。

• DVDプレーヤーの内部に水分が入ると、ディスクを再生できな

いことがあります。その場合は、ディスクを取り出して、乾く

までお待ちください。

DVDプレーヤーとディスクについて（ディー
ラーオプション）

警  告
DVDプレーヤーで使用している不可視レーザー光が目に当た

ると視力障害を起こすことがあります。プレーヤーは正しく操

作してください。

音楽CD

DVDビデオ

DVD-R
DVD-RW
DVD-R DL

DVD+R
DVD+RW
DVD+R DL
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ク＞
• 上記マークのあるディスクのみ使用できます。

• 次の製品は、再生できないことがあります。

－ SACD

－ dts CD

－ コピーコントロールCD

－ ビデオCD

－ DVDオーディオ

－ DVD-RAM

注  意
• イラストにあるような特殊形状のディスクや、透明／半透明

ディスク、変形したディスク、ラベルの貼られたディスクは

使用しないでください。使用すると、プレーヤーが損傷した

り、ディスクを取り出せなくなることがあります。

＜特殊形状ディスク＞

＜透明／半透明ディス

＜変形したディスク＞

注  意
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クを注意して取り扱ってください。

ないようにしてください。また、記

う注意してください。

やその他の損傷により、音飛びや繰

があります（小さな穴は、ディスク

てください）。

クをプレーヤーから取り出してくだ

を避けるため、ディスクはプラス

してください。
ーディオ / オーディオ操作情報
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• ディスク挿入時は、ディス

ディスクは端を持ち、曲げ

録面には指紋をつけないよ

• 汚れや傷、反り、小さな穴

り返し再生が発生すること

をライトに近づけて確認し

• 使用しないときは、ディス

さい。湿気や熱、直射日光

チックケースに入れて保管

＜ラベルが貼られたディスク＞

• 8 cmディスクには対応していません。アダプタ等を使用し

ても再生できません。機器の故障の原因となりますので、使

用しないでください。

• DualDiscには対応していません。機器の故障の原因となり

ますので、使用しないでください。

• 保護リングを取り付けたディスクを使用しないでください。

使用すると、プレーヤーが損傷したり、ディスクを取り出せ

なくなることがあります。

• プリンタブルディスク（ラベル印刷に対応したディスク）は

使用しないでください。ディスクが取り出せなくなるなど、

故障の原因となります。

注  意
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光や高温、その他の保存条件によって、損

す。損傷したディスクは、再生できませ

、従来のCDやCD-Rよりも再生に時間が

ensity CD）システムで記録されたCD-R/

せん。

NTSC方式に対応しています。SECAM方

は再生できません。

コード）：ディスクには、表示させること

地域（国）を表す地域番号が表示されてい

いるディスクでは、その表示の中に「2」

まれていない、または「ALL」（全世界向

いディスクは、再生することができませ

再生しようとしたときは、エラーメッセー

。

がないディスクでも地域が制限されている

その場合は、再生できないことがありま
ディスクのお手入れ：水で湿らせた、柔らかくて糸くずの出ない

布で拭いてください。円を描くようにではなく、中心から端に向

かってまっすぐ拭いてください。その後、別の柔らかく糸くずの

出ない布で水気を拭き取ってください。レコードクリーナーや帯

電防止剤は使用しないでください。

CD-R/RWとDVD±R/RWディスクについて

•「ファイナライズ処理」（従来のプレーヤーで再生できるように

すること）がされていないディスクは再生できません。

• 音楽CDレコーダーやパソコンで記録する際のディスク特性や、

ディスクの傷や汚れ、DVDプレーヤーの汚れや結露などによっ

て、再生できないことがあります。

• アプリケーションの設定や環境によって、パソコンで記録した

ディスクが再生できないことがあります。正しいフォーマット

で記録してください（詳細は、アプリケーションメーカーへ確

認してください）。

• ディスクは、直射日

傷することがありま

ん。

• CD-RWを挿入すると

かかります。

• DDCD（Double D

CD-RWは再生できま

DVDについて

カラーテレビ方式は、

式に対応したディスク

地域番号（リージョン

ができるプレーヤーの

るものがあります。

地域番号が表示されて

（日本を含む番号）が含

け）と表示されていな

ん。

このようなディスクを

ジを画面に表示します

また、地域番号の表示

ことがありますので、

す。
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■

ついて

ビデオでは、デジタル圧縮技術の世界

PEG2」（エムペグ2）が採用され、

圧縮して記憶されています。

割り当てる情報量を変化させる可変

ています。音声情報は、PCMの他、

憶させることができ、より臨場感の

ます。

ルチランゲージなどさまざまな付加

高度に楽しむことができます。

せ、その国の視聴制限に対応し、

というDVDビデオの機能のひとつで

よって異なり、全く再生されないこ

り、別の場面に差し替えて再生され

ベルで視聴制限を設定できます。

再生可能な地域番号
•「ALL」は全世界向け、数字は地域

番号

意味
ーディオ / オーディオ操作情報
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ディスクに表示されているマークについて

DVDプレーヤーの用語に

■DVDビデオディスク
動画の記憶されているDVD

標準規格のひとつである「M

映像データが平均約1/40に

また、画像の形状に合わせて

レート符号化技術も採用され

ドルビーデジタルを用いて記

ある音声を楽しむことができ

さらに、マルチアングル・マ

機能も用意されており、より

■視聴制限
「国ごとの規制レベルに合わ

ディスクの再生を制限する」

す。視聴制限は、ディスクに

とや、過激な場面を飛ばした

ることがあります。

DVDビデオでは、1～8のレ

マーク 意味

カラーテレビの方式

音声のトラック数
• 数字は収録されている音声数

字幕の言語数
• 数字は収録されている言語数

アングルの数
• 数字は収録されているアングル数

選択することができる画面モード
•「16：9」はワイド画面、「4：3」

は標準画面

マーク
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映像や音楽の、大きく分けた区切りです。

バム、一音声プログラムがタイトルとして

。

区切りの単位です。タイトルは、いくつか

されています。

ョンフォーマット：USB 2.0 LS (1.5 

ps)/HS (480 Mbps)

ト：FAT32/NTFS/HFS+/EXT4

storage class

ついて
• レベル1：子ども向けのディスクのみを再生できます（一般向

けと成人向けのディスクは再生できません）。

• レベル2～8：子ども向けと一般向けのディスクのみを再生でき

ます（成人向けのディスクは再生できません）。

• OFF：すべてのディスクを再生できます。

■マルチアングル
DVDビデオの機能のひとつで、同じ場面を別のアングル（カメラ

の位置）から楽しむことができます。

■マルチランゲージ（多言語）
DVDビデオの機能のひとつで、同じ映像に対して音声や字幕を複

数の言語から選択できます。

■地域番号（リージョンコード）
DVDプレーヤーとディスクは、販売地域ごとに再生可能な地域番

号（リージョンコード）が設けられています。再生させるディス

クに表示されている番号に、プレーヤーに設定されている地域番

号が含まれていない場合は、ディスクを再生できません。

地域番号（リージョンコード）については、「ディスクに表示さ

れているマークについて」をご確認ください。

P.596参照

■音声
ディスク再生時の音声は、リニアPCM・ドルビーデジタル・

MPEGオーディオに対応しており、他のデコード方式には対応し

ていません。

■タイトルとチャプター
DVDに収録されている映像や音声は、タイトルやチャプターに

よっていくつかの区切りに分けられています。

■タイトル
DVDに収録されている

通常、一作品、一アル

割り当てられています

■チャプター
タイトルよりも小さな

のチャプターから構成

• USBコミュニケーシ

Mbps)/FS (12 Mb

• ファイルフォーマッ

• 通信クラス：Mass 

USBメモリーに
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いません。

ては、SUBARU販売店でご確認く
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このシステムは下記iPod touch、iPhoneを使用できます。

Made for

• iPhone 12 Pro Max

• iPhone 12 Pro

• iPhone 12

• iPhone 12 mini

• iPhone 11 Pro Max

• iPhone 11 Pro

• iPhone 11

• iPhone XS Max

• iPhone XS

• iPhone XR

• iPhone X

• iPhone 8 Plus

• iPhone 8

• iPhone 7 Plus

• iPhone 7

• iPhone SE

• iPhone 6s Plus

• iPhone 6s

• iPhone 6 Plus

• iPhone 6

• iPod touch（7th generation）

• iPod touch（6th generation）

• 使用できるモデルに該当していても、機種やソフトウェアバー

ジョンなどにより使用できない場合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

• iPodビデオには対応して

• 動作確認済みの機種につい

ださい。

iPod/iPhoneについて
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 Rate）に対応しています。

io Layer 3）、WMA（Windows Media 

vanced Audio Coding）は、音声圧縮技

ーマットです。

、DVD±R※、DVD±RW※、USBメモ

器に収録したAAC／AAC+ v2／MP3／

生できます。

ンのDVDプレーヤー装着時

レベル2（Romeo、Joliet）で書き込ま

生できます。

ンのDVDプレーヤー装着時

MP3／WMAファイルに名前をつけるとき

拡張子（.mp3／.wma／.m4a）をつけて

aの拡張子がついたファイルを、それぞれ

MP3／WMAファイルとして再生します。

防ぐために、適切な拡張子を使用してくだ

D※を再生するときは、最初のセッションの

ンのDVDプレーヤー装着時

er.1.1、Ver.2.2、Ver.2.3のMP3ファイ

。他のフォーマットでは、ディスクタイト

ィスト名を表示できません。

ンのDVDプレーヤー装着時

ルは、ID3タグと同様にWMA／AACタグ

ます。WMA／AACタグには、曲名やアー

情報を含まれます。

ACファイルを再生できます。
• VBR（Variable Bit

• MP3（MPEG Aud

Audio）、AAC（Ad

術に関する標準フォ

• CD-R※、CD-RW※

リー、Bluetooth機

WMAファイルを再

※ ディーラーオプショ

• ISO 9660レベル1、

れたディスク※を再

※ ディーラーオプショ

• AAC／AAC+ v2／

は、適切なファイル

ください。

• .mp3／.wma／.m4

AAC／AAC+ v2／

雑音や再生エラーを

さい。

• マルチセッションC

み再生できます。

※ ディーラーオプショ

• ID3タグ Ver.1.0、V

ルに対応しています

ル※や曲名、アーテ

※ ディーラーオプショ

• WMA／AACファイ

をつけることができ

ティスト名のような

• iTunesで保存したA

ファイルの仕様について

規格
サンプリング周波数

／ビットレート
チャンネル 拡張子

MPEG-4
AAC LC

8-48 kHz sampling rate
8-320 kbps CBR, VBR

Mono and 
stereo

.m4a, 

.aac

MPEG-4
HE AAC

16-48 kHz sampling rate
8-320 kbps CBR, VBR

Mono and 
stereo

.m4a, 

.aac

MPEG-4
HE AAC
v2

16-48 kHz sampling rate
8-320 kbps CBR, VBR

Mono and 
stereo

.m4a, 

.aac

MP3
8-48 kHz sampling rate
8-320 kbps CBR, VBR

Mono, 
Stereo, 
and Joint

.mp3

WMA2/
7 / 8 / 9 /
9.1/9.2

16-48 kHz sampling rate
8-320 kbps CBR, VBR

Mono and 
stereo

.wma

PCMWA
VE

8 bit and 16 bit
8000, 16000, and 44100
Hz sampling frequency

Mono and 
stereo

.wav

FLAC

44.1 kHz, 48 kHz, 88.2
kHz, 96 kHz, 176.4 kHz,
192 kHz sampling rate
16 bit, 24 bit

Mono and 
stereo

.flac

ALAC

44.1 kHz, 48 kHz, 88.2
kHz, 96 kHz, 176.4 kHz,
192 kHz sampling rate
16 bit, 24 bit

Mono and 
stereo

.m4a
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2／MP3／WMA圧縮ソフトやパソコ

ることがあります。

a Audio）はマイクロソフト社の音声

P3よりも小さいサイズに圧縮するこ

イルの対応規格は7、8、または9で

rporationと複数のサードパーティ

て保護されています。本製品以外で

は配布は、Microsoftもしくは権限

社とサードパーティによるライセン

ます。

yer3）は音声圧縮技術に関する標準

を使用すれば、元のファイルを約1/

とができます。

p3 
ma
Folder 1
003.mp3
Folder 2
004.mp3
005.wma

Folder 3
006.m4a
ーディオ / オーディオ操作情報
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• MP3／WMAファイルの音質は、通常ビットレートが高いほど

良くなります。安定した音質で再生するために、最低でも128 

kbpsのビットレートで記録されたディスク※（USBメモリー）

を推奨します。

※ ディーラーオプションのDVDプレーヤー装着時

• MP3／WMAプレーヤーは、パケットライトデータ転送（UDF

フォーマット）を使用して記録されたディスク※からMP3／

WMAファイルを再生できません。パケットライトソフトウェ

アでなく「プリマスタリング」で記録されたディスク※を使用

してください。

※ ディーラーオプションのDVDプレーヤー装着時

• MP3i（MP3 interactive）やMP3PROのデータは再生できま

せん。

• VBR（Variable Bit Rate）として記録されたファイルを再生

するとき、早送りや早戻し操作をすると再生時間が正しく表示

されないことがあります。

• AAC／AAC+ v2／MP3／WMAファイルが含まれないフォル

ダは、読み取ることができません。

• 3階層までのフォルダに含まれるAAC／AAC+ v2／MP3／

WMAファイルを再生できます。ただし、多数のフォルダの階

層で記録されたタイトル※（USBメモリー）は、再生が始まる

までに時間がかかることがあります。2階層以下のフォルダで

記録されたタイトル※（USBメモリー）の再生を推奨します。

※ ディーラーオプションのDVDプレーヤー装着時

• 使用したAAC／AAC+ v

ンによって、再生順が変わ

• WMA（Windows Medi

圧縮フォーマットです。M

とができます。WMAファ

す。

本製品は、Microsoft Co

の一定の知的財産権によっ

の前述の技術の利用もしく

を有するMicrosoftの子会

スがない限り禁止されてい

• MP3（MPEG Audio La

フォーマットです。MP3

10のサイズに圧縮するこ

001.m
002.w
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プロファイル

ファイル

ト※（kbps） チャンネル

: 32-320
yer3: 8-160

ステレオ
ジョイントステレオ
デュアルチャンネル
モノラル

2
）: 48-320

ステレオ

ステレオ
モノラル
圧縮ファイルについて（動画ファイル）

■動画コーデック

■オーディオコーデック

※ 可変ビットレート（VBR: Variable Bit Rate）に対応しています。

ファイルの種類

WMV9 WMV
• シンプルプロファイル
• メインプロファイル
• アドバンストプロファイル

MPEG4 MPEG4
• シンプルプロファイル
• アドバンストシンプルプロ

H.264/AVC MPEG4
• ベースラインプロファイル
• メインプロファイル
• ハイプロファイル

H.265/HEVC MPEG4
• メインプロファイル
• メイン10プロファイル

ファイルの種類 対応サンプリング周波数（kHz） 対応ビットレー

MP3
WMV
MPEG4

MPEG1 Layer3: 32/44.1/48
MPEG2 LSF Layer3: 16/22.05/24

MPEG1 Layer3
MPEG2 LSF La

WMA
Ver.7/8/9

WMV 32/44.1/48
Ver. 7/8: 48-19
Ver. 9（9.1/9.2

AAC MPEG4 11.025/16/22.05/24/32/44.1/48 16-320
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ナ
 地 地点をメモリ地点に登録します。

示されているときにタップすると、現
す。
れているときにタップすると、現在地
。[座標]をタップすると、座標情報
。

示します。

えます。

します。

報が提供された時刻を表示します。

GPSマークを表示します。

度を表示します。

地図の向きをノースアップ表示／ヘ
／3Dヘディングアップ表示に切り替

は画面上に固定され、地図が移動し
ビゲーション / 地図画面の操作

02

ビゲーション

図画面の操作

または、ホーム画面で[地図]をタップすることで、現在地画面

を表示できます。

現在地画面

(1) 地図画面の表示サイズを拡大／縮小します。

(2) 車の現在地（自車位置マーク）を表示します。

(3)
走行履歴を表示します。
P.623参照

(4)
メニュー画面を表示します。
P.623参照

(5)
現在地または、選択
P.624参照

(6)

スクロール画面が表
在地画面を表示しま
現在地画面が表示さ
の情報を表示します
画面が表示されます

(7)
目的地設定画面を表
P.610参照

(8)
地図の縮尺を切り替
P.604参照

(9)
地図更新画面を表示
P.647参照

(10)
VICS情報の有無と情
P.630参照

(11) GPS信号を受信中は

(12) 走行中道路の制限速

(13)

タップするたびに、
ディングアップ表示
えます。
P.604参照

知  識
• 運転中、自車位置マーク

ます。
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ソル表示します。

地点確認画面を表示します。

地点情報を表示します。
地図画面は、次の方法でスクロールすることができます。

• 地図上の任意の地点をタップします。

• 地図上に触れたまま、地図をスクロールしたい方向に指を動か

します（ドラッグ）。

P.516参照

• 地図上に触れて、地図をスクロールしたい方向に指を軽くはじ

くように払います（フリック）。

P.516参照

スクロール画面

• 自車位置マークは、GPSからの信号を受信して自動で配置

されます。しかし、新設道路など実際の地図データと異なる

道路を走行すると、自車位置マークが正しく表示されないこ

とがあります。その場合でも、GPS信号を受信後に自動で

補正されます。

• 走行履歴は約1,000 kmまで表示します。

• 新車時やバッテリー交換、または工場出荷状態に初期化した

あとは、実際の現在地と異なる場所に自車位置マークが表示

されていることがありますが、しばらく走行すると自動で修

正されます。

• 液晶メーターを地図モードに設定すると、メーターにも地図

を表示できます。

P.111参照

表示される地図は操作できません。

地図をスクロールする

知  識

(1) 選択地点をカー

(2)
カーソル位置の
P.616参照

(3) カーソル位置の
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グアップ表示または3Dヘディング

り替えることができます。

します。

スアップ表示・ヘディングアップ表

プ表示に切り替わります。

ロール画面では、地図の向きを切り

。

うに地図を表示します。

える
ビゲーション / 地図画面の操作

04

地図の縮尺は、次の方法で切り替えることができます。

• [広域]／[詳細]をタップします。

• 2本の指で地図上に触れたまま、指を広げます（ピンチアウ

ト）。

P.516参照

• 2本の指で地図上に触れたまま、指を狭めます（ピンチイン）。

P.516参照

• 地図の縮尺表示をタップし、表示される一覧から任意の縮尺を

タップします。

ノースアップ表示、ヘディン

アップ表示に地図の向きを切

1. 、 または をタップ

• タップするごとに、ノー

示・3Dヘディングアッ

• ノースアップ表示のスク

替えることができません

＜ノースアップ表示＞

• 常に北が上向きになるよ

地図の縮尺を切り替える

知  識
• [広域]／[詳細]をロングタップすると、連続して縮尺を変更

することができます。

• スクロール画面で縮尺を変更した場合、現在地画面に戻る際

に、変更前の縮尺に戻ります。

• 市街図収録エリアでは、50 mまたは25 mの縮尺に変更す

ると、市街図を表示できます。

地図の向きを切り替
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に上向きになるように地図を表示します。

ッグすると、3Dの角度を変更できます。

ードに設定した場合、メーターに表示さ

に設定できます。
＜ヘディングアップ表示＞

• 車の進行方向が常に上向きになるように地図を表示します。

＜3Dヘディングアップ表示＞

• 車の進行方向が常

• 2本指で上下にドラ

知  識
液晶メーターを地図モ

れる地図の向きを個別

P.118参照
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 地
区間では、道路が異なる色で表示さ

す記号が表示されたりします。

を「全て」、「高速道のみ」、「一般道

できます。
ビゲーション / 地図画面に表示される情報

06

図画面に表示される情報

ガソリンスタンドやレストランなどの施設マークを地図上に表示

することができます。

交通状況の影響を受ける道路

れたり、交通状況の種類を示施設マーク

知  識
• 地図の縮尺が800 m以下のときに表示することができます。

• 施設マークは表示のON／OFFを設定することができます。

P.623参照

交通情報

知  識
交通情報を表示させる道路

のみ」、「非表示」から選択

P.631参照
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は、表示のON／OFFを設定することがで

有料道路で逆走のおそれがある場合、警告

内します。

N／OFFを設定することができます。

走注意案内が行われないことがありま

ステム、またはナビゲーションシステム

故障している。
ナ

運転中の状況によっては、ポップアップウインドウが表示される

ことがあります。

燃料残量警告

燃料残量が少なくなると、画面に警告メッセージが表示されま

す。

• [はい]：ガソリンスタンドを検索します。

• [いいえ]：メッセージを消去します。

休憩提案

ドライバーの状態にもとづいて、休憩が必要であるとシステムが

判断した場合、画面に休憩提案メッセージが表示されます。

• [はい]：周辺の休憩施設を検索します。

• [いいえ]：メッセージを消去します。

• 休憩提案メッセージ

きます。

P.533参照

逆走検知案内

高速道路・都市高速・

メッセージと音声で案

• 逆走検知案内は、O

P.641参照

その他の情報

知  識
• 次のような場合、逆

す。

－ ナビゲーションシ

の各種センサーが
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正が行われた直後。

後。

ンが禁止されている場所で、逆走

行った。

警察・道路管理会社の誘導によりU
ビゲーション / 地図画面に表示される情報
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－ GNSSアンテナ上に障害物があり、GNSS信号が正常に受

信できない。

－ トンネル、高架橋、高層ビルなどの遮蔽物により、GNSS

信号が正常に受信できない。

－ ナビゲーションシステムが逆走対象道路を走行中であるこ

とを特定できない。

－ 地図データに情報のない道路を走行している。

－ 急激な回転をした。

－ 自車位置修正、方位修正が行われた直後。

－ 地図更新が行われた直後。

－ 高速道路上でナビゲーションシステムの電源をONにした

直後。

－ リバース走行している。

－ 低速で走行している。

－ 周囲に分岐車線・合流車線のない高速道路上で逆走してい

る。

－ 形状が複雑なIC付近を走行している。

－ SA／PA進入路からの逆走以外の方法でSA／PA内から逆

走している。（SA／PA内での一方通行の違反やスマート

ICの逆走など）

• 次のような場合、誤って逆走注意案内が行われることがあり

ます。

－ 自車位置を逆走対象道路上と誤認識し、Uターン動作をし

た。

－ 自車位置マークが正しい位置にない。

－ 地図データに情報のない道路を走行している。

知  識
－ 急激な回転をした。

－ 自車位置修正、方位修

－ 地図更新が行われた直

－ 料金所手前などのUター

とはならないUターンを

－ 重大事故発生時などの

ターンを行った。

知  識



ビゲーション / 地図画面に表示される情報

609

／非表示を変更する＞

分割]から変更できます。

を表示します。

示します（赤色：渋滞、橙色：混雑、緑色：

のON／OFFを設定できます。
ナ

高速道路・都市高速・有料道路の走行中は、高速道路略図を表示

します。
＜高速道路略図の表示

メニュー画面の[画面

P.623参照

高速道路略図

(1) 施設の名称を表示します。

(2) 現在地からの距離を示します。

(3) 表示区間をスクロールします。

(4) 施設の簡易地図を表示します。

(5) 表示区間の道路の名称を表示します。

(6) 高速路線マップを表示／解除します。

(7) 自車が走行している区間に戻ります。

(8)
VICS情報を取得している場合は、VICS情報が表示され
ます。
P.632参照

(9) 施設にある設備

(10)
渋滞状況を色で
順調）。

知  識
高速道路略図自動表示

P.641参照
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 目

1

2

3

1

ビゲーション / 目的地を探す
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的地を探す

. 地図画面を操作して、目的地にカーソルを合わせます。

. [ここに行く]をタップします。

• カーソルを合わせた地点に施設情報がある場合は、[情報]を

タップすることで施設情報画面を表示できます。

. 地点確認画面が表示されます。

P.616参照

. 地図画面で[目的地設定]をタップします。

• 目的地設定画面は、左右にドラッグまたはフリックすること

で切り替えることができます。

＜目的地設定画面1＞

＜目的地設定画面2＞

知  識
一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

地図で探す

目的地設定画面で探す
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索し、オフィスとして登録します。

録した地点までのルートを検索します。
目的地にすると、直ちにルート案内を開始

別メモリを登録しておく必要があります。

した地点までのルートを検索します。
にすると、直ちにルートを表示します。
宅を登録しておく必要があります。

登録した地点までのルートを検索します。
的地にすると、直ちにルートを表示しま

フィスを登録しておく必要があります。
(1)
施設名称や地名から検索した地点の地図を表示します。
P.612参照

(2)
住所を指定した地点の地図を表示します。
P.612参照

(3)
指定したエリアの周辺から、指定したジャンルで検索した
地点の地図を表示します。
P.612参照

(4)
what3wordsで検索した地点の地図を表示します。
P.613参照

(5)
選択したメモリ地点の地図を表示します。
P.613参照

(6)
電話番号で検索した地点の地図を表示します。
P.613参照

(7)
フリーワードで検索した地点の地図を表示します。
P.613参照

(8)
郵便番号から検索した地点の地図を表示します。
P.614参照

(9)
施設のジャンルから検索した地点の地図を表示します。
P.614参照

(10)
書籍などに掲載されたマップコードで指定した地点の地
図を表示します。
P.614参照

(11) 直前にいた地点の地図を表示します。

(12)
過去の目的地履歴から選択した地点の地図を表示します。
P.614参照

(13) 目的地を消去します。

(14)
任意の地点を検索し、自宅として登録します。
P.625参照

(15)
任意の地点を検
P.625参照

(16)

特別メモリに登
• 特別メモリを

します。
• あらかじめ特
P.624参照

(17)

自宅として登録
• 自宅を目的地
• あらかじめ自
P.625参照

(18)

オフィスとして
• オフィスを目

す。
• あらかじめオ
P.625参照



ナ

6

名

1

2

3

4

5

住

1

2

3

4

選択したエリアの周辺から検索でき

す。

。

プします。

ます。

できます。

変更して、検索結果を絞り込むこと

、住所、現在地周辺からエリアを指

します）。

ます。

]から並び順を選択することができま

エリアをルート沿いに限定し、検索

きます（ルートを設定しているとき

きます）。

す。
ビゲーション / 目的地を探す
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称で探す

目的地を名称の読みで探すことができます。

. [目的地設定]をタップします。

. [読み]をタップします。

. 名称をひらがなで入力し、[検索]をタップします。

• 名称は分かっている部分だけ入力して検索することができま

す。

. 目的の地点名称をタップします。

• [地域]：検索エリアを変更して、検索結果を絞り込むことが

できます（住所、地域、現在地周辺など）。

• [ジャンル]：目的地のジャンルを指定して、検索結果を絞り

込むことができます。

. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

所で探す

目的地の住所で探すことができます。

. [目的地設定]をタップします。

. [住所]をタップします。

. 住所を入力、選択し、[検索]をタップします。

. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

• [番地指定]で詳細番地を入れなかった場合は、地点確認画面

で[周辺住所]をタップすると、詳細な番地を選択することが

できます。

ジャンルで探す

指定したジャンルの地点を、

ます。

1. [目的地設定]をタップしま

2. [ジャンル]をタップします

3. 検索したいジャンルをタッ

4. 詳細なジャンルをタップし

5. [検索]をタップします。

• ジャンルを5つまで選択

• [エリア]：検索エリアを

ができます（目的地周辺

定し、[セット]をタップ

6. 目的の地点名称をタップし

• [距離順]または[種類順

す。

• [ルート沿い考慮]：検索

結果を絞り込むことがで

だけタップすることがで

7. 地点確認画面が表示されま

P.615参照
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すことができます。

プします。

します。

[検索]をタップします。

します。

に該当する地点がないとき、または個人住

周辺地域の地図が表示されます。

数の地点がある場合、電話番号検索候補表

示されます。表示したい地点をタップして

されます。

に該当する地点が見つからない場合は、地

一覧]をタップすると、周辺の住所を選択

す。

力して、目的地を探すことができます。

プします。

ップします。

、[検索]をタップします。

びに、キーワード候補が表示されます。候

、キーワードが自動入力されます。

ップします。

]または[一致順]から並び順を選択すること
what3wordsで探す

what3wordsを入力して、目的地を探すことができます。

1. [目的地設定]をタップします。

2. [what3words]をタップします。

3. 3ワードアドレスを入力し、[検索]をタップします。

• 各ワードの間に「・」を入力します。

4. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

メモリ地点で探す

メモリ地点を登録している場合、登録されているメモリ地点から

探すことができます。

• メモリ地点の登録方法

P.624参照

1. [目的地設定]をタップします。

2. [メモリ地点]をタップします。

3. 目的地をタップします。

• [マーク順]、[登録順]または[50音順]から並び順を選択する

ことができます（50音順に正しく並べ替えるためには、各メ

モリ地点に名称読みを入力する必要があります）。

P.625参照

4. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

電話番号で探す

目的地を電話番号で探

1. [目的地設定]をタッ

2. [電話番号]をタップ

3. 電話番号を入力し、

• 市外局番から入力

• 入力した電話番号

宅などのときは、

• 同じ電話番号で複

示リスト画面が表

ください。

4. 地点確認画面が表示

P.615参照

• 入力した電話番号

点確認画面で[住所

することができま

フリーワードで探す

自由にキーワードを入

1. [目的地設定]をタッ

2. [フリーワード]をタ

3. キーワードを入力し

• 文字を入力するた

補をタップすると

4. 目的の地点名称をタ

• [距離順]、[名称順

ができます。



ナ

6

5

郵

1

2

3

4

施

1

2

3

4

5

す。

で、該当地点を素早く呼び出すこと

す。

ます。

検索]をタップします。

す。

で記憶され、履歴から地図を呼び出

す。

ます。

を選択して消去することができます。

発地点の地図を表示します。

す。
ビゲーション / 目的地を探す
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• [現在地周辺]：検索エリアを自車周辺に限定し、検索結果を

絞り込むことができます。

• [ルート沿い考慮]：検索エリアをルート沿いに限定し、検索

結果を絞り込むことができます（ルートを設定しているとき

だけタップすることができます）。ルート沿いを考慮したリ

ストを表示しているときは、ルートを通って道なり距離と、

ルートに対して左右どちらの方向にあるかを表示します。

. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

便番号で探す

目的地を郵便番号で探すことができます。

. [目的地設定]をタップします。

. [郵便番号]をタップします。

. 郵便番号を入力し、[検索]をタップします。

. 地点確認画面が表示されます。

P.615参照

• 地点確認画面で[住所一覧]をタップすると、より詳細な住所

に絞り込むことができます。

設で探す

表示されているジャンルから目的地を探すことができます。

. [目的地設定]をタップします。

. [施設]をタップします。

. ジャンルをタップします。

. エリアをタップします。

. 目的の地点名称をタップします。

6. 地点確認画面が表示されま

P.615参照

マップコードで探す

マップコードを入力すること

ができます。

1. [目的地設定]をタップしま

2. [マップコード]をタップし

3. マップコードを入力し、[

4. 地点確認画面が表示されま

P.615参照

目的地の履歴で探す

目的地に設定した地点は自動

すことができます。

1. [目的地設定]をタップしま

2. [履歴]をタップします。

3. 表示したい履歴をタップし

• [履歴消去]：不要な履歴

• [前回出発地]：前回の出

4. 地点確認画面が表示されま

P.615参照
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されないことがあります。

されているときに表示されます。

いないときに表示されます。

的地に追加して、ルートを探索します。
画面で、目的地を追加する区間をタップ

か所まで追加できます。

モリ地点に登録します。

て、より詳細に地点を絞り込むことができ

て、より詳細に地点を絞り込むことができ

携している駐車場を表示します。
駐車場は、設定した車両情報により異な
た、車両情報が設定されていないときは、
考慮せずに、駐車場が検索されます。
の設定方法
指定した地点に情報が登録されている場合、詳細情報を表示する

ことができます。この画面からルート探索、地点登録などができ

ます。

目的地設定画面から地点を指定した場合

目的地設定画面から地点を検索したときは、地点確認画面が表示

されます。

P.610参照

※1: 地点によっては表示

※2: 目的地がすでに設定

※3: 目的地が設定されて

詳細情報を見る

(1)※1 表示地点に収録されている電話番号や、メモリ地点に登
録されている電話番号に電話をかけます。

(2)※2 現在の目的地をすべて消去し、表示地点を新しい目的地
としてルートを探索します。

(3)※3 表示地点を目的地として、ルートを探索します。

(4)※2

表示地点を目
• 目的地追加

します。
• 目的地は5

(5) 表示地点をメ

(6)※1 住所を選択し
ます。

(7)※1 番地を選択し
ます。

(8)※1

表示地点と提
• 検索される

ります。ま
車両情報を
－車両情報

P.644参照
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図上のマークを指定した場合

地図上のマークにカーソルを合わせ、[情報]をタップすると施設

情報画面が表示されます。

• 選択した地点がメモリ地点に登録されているときは、メモリ地

点情報画面が表示されます。

• 選択した地点が目的地として登録されているときは、目的地情

報画面が表示されます。

＜地図上のマークをタップしたとき＞

＜メモリ地点をタップしたと

＜目的地をタップしたとき＞
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する

現在地から目的地までのルートが探索さ

表示されます。ルート案内中にルートを変

。

るルートの場合、乗降ICを変更できます。

き先までのルート概要を表示します。

ているルートで案内を開始します。
プすると、設定したルートのデモ走行を開

戻ります。
※1: 地点によっては表示されないことがあります。

※2: 目的地がすでに設定されているときに表示されます。

※3: 目的地が設定されていないときに表示されます。

 ルートを設定

目的地を設定すると、

れ、ルート設定画面が

更することもできます

(1)※1 表示地点に収録されている電話番号や、メモリ地点に登
録されている電話番号に電話をかけます。

(2)※2 現在の目的地をすべて消去し、表示地点を新しい目的地
としてルートを探索します。

(3)※3 表示地点を目的地として、ルートを探索します。

(4)※2

表示地点を目的地に追加して、ルートを探索します。
• 目的地追加画面で、目的地を追加する区間をタップ

します。
• 目的地は5か所まで追加できます。

(5) 表示地点をメモリ地点に登録します。

(6)
表示しているメモリ地点の登録情報を修正します。
P.625参照

(7) 表示している地点をメモリ地点から削除します。

(8) 目的地から消去します。

ルート設定画面

(1)
有料道路を通
P.628参照

(2) 出発地から行

(3)※1
現在選択され
• ロングタッ

始します。

(4)※2 ルート案内に



ナ

6

※

※

は、必ずしも最短ルート、渋滞して

せん。

ータがない場合、ルート案内されな

にない場合、目的地に最も近い道路

されます。
ビゲーション / ルートを設定する
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1: ルート案内開始前に表示されます。

2: ルート案内中に表示されます。

(5) 現在選択されているルートを表示します。

(6)※1

「推奨」、「有料優先」、「一般優先」、「距離優先」、「別
ルート」からルートを選択します。
• 推奨：時間・距離・道路形状・ルート学習などから、

最も推奨するルートを探索します。
• 有料優先：有料道路を優先して通るルートを探索しま

す。
• 一般優先：一般道を優先して通るルートを探索しま

す。
• 距離優先：総距離が一番短くなるルートを探索しま

す。
• 別ルート：推奨となるべく異なる道を通るルートを探

索します。

(7)
目的地の並び順変更など、ルートを編集することができ
ます。
P.627参照

(8)

出発地から行き先までの間に通る道路名、区間距離、通
過予想時刻などの情報を確認できます。
• をタップすると、選択した地点周辺の地図を確認

することができます。

警  告
運転中は交通規則に従い、常に道路状況に注意してください。

道路上の交通標識が変更されている場合、最新情報がルート案

内に反映されない場合があります。

知  識
• 目的地までのルート案内

いないルートではありま

• 指定された場所に道路デ

いことがあります。

• 設定した目的地が道路上

上の地点が目的地に設定
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モードに設定すると、メーターにも情報を

での距離と曲がる方向を表示します。
「ターンバイターン割り込み表示」をON
ター内にも表示されます。

名称を表示します。

（車線）を青色で表示します。

ートを表示します。

や交差点名などを表示します。

着予想時刻／残距離を表示します。
所設定しているときは、タップするごと

地と最終目的地の到着予想時刻／残距離表
ます。

所以上設定しているときは、リストから表
地をタップし到着予想時刻／残距離表示
す。

無と情報が提供された時刻を表示します。
交通情報が発生している場所の地図を表示

限速度を表示します。

ら外れたときは、ルートが再探索されま

所では、走行できないルートを案内する
 ルート案内画面 • 液晶メーターを地図

表示できます。

P.111参照

(1)

次の案内地点ま
メーター画面の
にすると、メー
P.118参照

(2) 次の案内地点の

(3) 推奨するレーン

(4) 目的地までのル

(5) 走行中の道路名

(6)

目的地までの到
• 目的地を 2 か

に、次の目的
示を切り替え

• 目的地を3か
示したい目的
を切り替えま

(7)
VICS情報の有
タップすると、
します。

(8) 走行中道路の制

知  識
• 車両が案内ルートか

す。

• 地図データのない場

ことがあります。



ナ
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00 m以内）では、レーンリストを表

差点の名称とレーンを4つまで表示

青色で表示します。

示にする＞

推奨レーン案内解除]をタップします。

ON／OFFを設定できます。
ビゲーション / ルート案内画面
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分岐する交差点の手前（約7

示します。

レーンリストは、走行する交

し、走行を推奨するレーンを

＜レーンリストを表示／非表

[推奨レーン案内表示]／[

• 一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

• ルート案内中にApple CarPlayやAndroid Autoの地図アプ

リケーションのルート案内機能を使用すると、ナビゲーショ

ンシステムのルート案内は中止します。

知  識 レーンリスト

知  識
推奨レーン案内自動表示の

P.641参照
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くするために、立体的な拡大図が表示され

表示にする＞

します。

示する＞

プします。

示

ある地点で表示されます。

以下の種類があります。

点

交差点に近づくと、その地点の拡大図を表示します。

＜交差点拡大図を非表示にする＞

拡大図の をタップします。

＜交差点拡大図を表示する＞

[拡大図表示]をタップします。

分岐地点を分かりやす

ることがあります。

＜立体的な拡大図を非

拡大図の をタップ

＜立体的な拡大図を表

[拡大図表示]をタッ

交差点拡大図表示

知  識
• 地図データに情報のない交差点では、交差点拡大図は表示さ

れません。

• 拡大図を3Dで表示（3D交差点拡大図表示）する／しないを

設定できます。

P.641参照

ただし地図データに情報がある場合のみ、3D交差点拡大図

が表示されます。

立体的な拡大図表

知  識
• 地図データに情報の

• 立体的な拡大図には

－ 立体的な交差点

－ 複雑な交差点

－ 高速道路の分岐地



ナ

6

示を変更する＞

]から変更できます。

交差点・インターチェンジ・ジャン

は表示されません。

ON／OFFを設定できます。
ビゲーション / ルート案内画面
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目的地までのルート上にある分岐地点の情報を表示します。

＜ターンリストの表示／非表

メニュー画面の[画面分割

P.623参照
－ 高速道路の入口

ターンリスト

(1)
案内ポイントでの案内する方向や、経由地点を表示しま
す。

(2)
分岐する交差点・インターチェンジ・ジャンクション名
称・区間の距離・路線番号・経由地点名を表示します。

(3) 施設情報の表示区間をスクロールします。

(4) 走行中の道路名称を表示します。

(5)
自車が走行している区間に戻ります。
• 表示区間をスクロールしているときに表示されます。

知  識

知  識
• 地図データに情報のない

クション名称、路線番号

• ターンリスト自動表示の

P.641参照
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高速道路略図の表示／非表示を変更でき

解除]：ターンリストを非表示にします。
リスト]：ターンリストを表示します。
解除]：高速道路略図を非表示にします。
路略図]：高速道路略図を表示します。

て、目的地までのルートを再探索します。

を表示します。

止／再開します。

示や、表示の設定を変更できます。

できます。

設定画面を表示します。

履歴の表示／非表示を変更できます。
示]：走行履歴を表示します。
示を解除]：走行履歴を非表示にします。

操作できます。
 メニュー画面
地図画面の表示内容変更や、ルート変更などの操作ができます。

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

(1)

地図上に表示する施設マークを変更できます。
• 周辺施設画面に表示されているジャンルの中から地図

上に施設マークを表示する／表示しないをタップして
切り替えます。

• [全解除]：選択したジャンルすべての施設マークを非表
示に変更します。

• [表示設定]：周辺施設画面に表示するジャンルを変更で
きます。

• 5種類まで選択できます。

(2)
メモリ地点の登録、修正、または消去できます。
P.624参照

(3)

ターンリストと
ます。
• [ターンリスト
• [地図&ターン
• [高速道路略図
• [地図&高速道

(4)
探索条件を変え
P.629参照

(5)
ルート設定画面
P.617参照

(6) ルート案内を中

(7)
VICS情報の表
P.630参照

(8)
ETC情報を表示
P.639参照

(9)
ナビゲーション
P.640参照

(10)
地図画面の走行
• [通った道を表
• [通った道の表

知  識
一部の機能は音声でも

P.664参照
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 メ

現

1

地

1

2

。

タップします。

ップします。

所を探します。

きは、登録先の番号をタップしま

、登録地点編集画面が表示されま

ときは、「登録地点を修正する」の

い。
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モリ地点
自宅、オフィス、特別メモリ、メモリ地点、迂回メモリを登録す

ることができます。

自宅、オフィス、特別メモリ、メモリ地点に登録した地点を目的

地に設定できます。

通りたくない地点を迂回メモリとして登録しておくと、そのエリ

アを迂回するルートを探索します。

自宅、オフィスおよび特別メモリは、走行中でも呼び出すことが

できます。

自宅、オフィスは1か所まで、メモリ地点は400か所まで、特別

メモリは5か所まで、迂回メモリは10か所まで登録することがで

きます。

在地をメモリ地点に登録する

. [地点登録]をタップします。

• 登録した地点にマークが表示されます。

図からメモリ地点に登録する

. 登録したい地図上の地点にカーソルを合わせます。

. [地点登録]をタップします。

• 登録した地点にマークが表示されます。

場所を検索して登録する

1. [メニュー ]をタップします

2. [メモリ地点登録・編集]を

3. 登録したい地点の種類をタ

4. [登録]をタップします。

5. 検索方法をタップして、場

P.610参照

6. [セット]をタップします。

• 特別メモリを登録すると

す。

• 検索した地点が登録され

す。

登録地点の情報を修正する

手順6. を参照してくださ

P.625参照

7. [完了]をタップします。

地点を登録する
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位置などの情報を修正することができま

します。

集]をタップします。

類をタップします。

す。

をタップします（メモリ地点／特別メモリ

正します。

モリ地点／特別メモリ地点＞

る
目的地設定画面からオフィスまたは自宅を登録する

オフィスまたは自宅は、目的地設定画面からも登録できます。

1. [目的地設定]をタップします。

2. [オフィス登録]または[自宅登録]をタップします。

• オフィスまたは自宅がすでに登録されているときは、登録済

みのオフィスまたは自宅を消去してから登録します。

P.626参照

3. 登録方法をタップします。

• [現在地周辺]：現在地周辺の地図を表示します。

• [目的地履歴]：目的地履歴から地図を表示します。

• [住所指定]：住所を入力して地図を表示します。

• 表示された地図が目的の地点からずれているときは、地図上

で詳細な地点を指定してください。

4. [セット]をタップします。

登録済み地点の名称や

す。

1. [メニュー ]をタップ

2. [メモリ地点登録・編

3. 修正したい地点の種

4. [修正]をタップしま

5. 修正したい登録地点

／迂回メモリ）。

6. 登録地点の情報を修

＜自宅／オフィス／メ

登録地点を修正す



ナ

6

ができます。

。

タップします。

ップします。

プし、[消去]をタップします（メモ

メモリ）。

正することができます。

変更することができます。

する／しないを設定することができ
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＜迂回メモリ＞

7. [完了]をタップします。

登録済み地点を消去すること

1. [メニュー ]をタップします

2. [メモリ地点登録・編集]を

3. 消去したい地点の種類をタ

4. [消去]をタップします。

5. 消去したい登録地点をタッ

リ地点／特別メモリ／迂回

6. [はい]をタップします。

(1)

地図上に表示されるマークを変更します。
• 音声付きマークを選択すると、登録地点から約500 m

の位置に近づいたときに効果音を鳴らすことができま
す。

(2)
登録地点の名称を変更することができます。
• 自宅／オフィスは名称を変更することができません。

(3) 名称の読みかたを変更することができます。

(4) 登録地点の位置を修正することができます。

(5) 登録地点の電話番号を変更することができます。

(6)
地図上に名称を表示する／しないを設定することができ
ます。

(1) 選択した迂回エリアの有効／無効を変更できます。

(2) 登録地点の名称を変更することができます。

(3) 登録地点の位置を修

(4) 迂回エリアの範囲を

(5)
地図上に名称を表示
ます。

登録地点を消去する
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地から不要な目的地を消去することがで

プした目的地だけを消去します。
的地をすべて消去します。

地を並び替えることができます。
プした順番に並び順を設定します。
プした地点の並び順設定を解除します。
び順の設定をすべて解除します。
した並び順で確定します。

定しているときは、それぞれの区間で探索
ことができます。
先」、「一般優先」、「距離優先」、「別ルー

を選択します。
・距離・道路形状・ルート学習などから、
ルートを設定します。

有料道路を優先して通るルートを設定しま

：一般道を優先して通るルートを設定しま

：総距離が一番短くなるルートを設定しま

推奨となるべく異なる道を通るルートを設

設定した条件でルート探索を開始します。

するルートが設定されているときは、出口
を指定することができます。

ートに、通りたい道路を 2 か所まで指定
とができます。
たい道路をタップし、[セット]をタップし

の詳細なデータが収録されていない場合
ないことがあります。
 ルートを変更する

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

2. [全ルート]をタップします。

3. [ルート編集]をタップします。

知  識
一部の機能は音声でも操作できます。

P.664参照

案内中のルートを編集する

(1)
目的地を検索して追加することができます。
P.610参照

(2)

設定済みの目的
きます。
• [消去]：タッ
• [全消去]：目

(3)

設定済みの目的
• [選択]：タッ
• [解除]：タッ
• [全解除]：並
• [完了]：設定

(4)

目的地を複数設
条件を選択する

「推奨」、「有料優
ト」からルート
• [推奨]：時間

最も推奨する
• [有料優先]：

す。
• [ 一般優先 ]

す。
• [ 距離優先 ]

す。
• [別ルート]：

定します。
• [探索開始]：

(5)
有料道路を使用
ICまたは入口IC
P.628参照

(6)

目的地までのル
して追加するこ
• 地図上で通り

ます。
• 選択した道路

は、設定でき
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1

2

3

4

5

6

7

ップします。

。

す。

プします。

は入口IC）を指定する

Cを指定します。

ルします。

口IC指定画面を切り替えます。

は入口ICを解除します。

トを更新します。

るルートに変更します。

るルートを探索します。
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. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

. [全ルート]をタップします。

. [ルート編集]をタップします。

. [目的地追加]をタップします。

. 目的地の検索方法を選び、追加したい地点の地点確認画面を表

示します。

. [目的地確定]をタップします。

. 目的地を追加する区間の[ここに追加]をタップします。

• 目的地は5か所まで追加できます。

1. 地図画面で[メニュー ]をタ

2. [全ルート]をタップします

3. [ルート編集]をタップしま

4. [高速入口出口指定]をタッ

(7)

設定した指定道路を修正することができます。
• 地図上で通りたい道路をタップし、[セット]をタップし

ます。
• 指定道路が2か所設定されているときは、リストから修

正したい道路の[修正]をタップします。

(8)

設定した指定道路を解除することができます。
• 指定道路が2か所設定されているときは、リストから解

除したい道路の[解除]をタップします。すべての指定
道路を解除するときは、[全解除]をタップします。

(9) ルート設定を変更後、ルート探索を開始します。

(10)
スマート IC を乗降 IC の対象とするルート探索を ON ／
OFFします。

目的地を追加する

乗降IC（出口ICまた

(1) 出口ICまたは入口I

(2) ICリストをスクロー

(3) 出口IC指定画面と入

(4) 指定した出口ICまた

(5) 路線を変更してリス

(6) 指定したICを利用す

(7)※ 指定したICを利用す
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次の経由地点を消去してルートを探索し
ます。
• 目的地が複数設定されているときに表

示されます。

次の IC 指定を解除してルートを探索しま
す。
• ICを指定しているときに表示されます。

次の指定道路を解除してルートを検索し
ます。
• 通過道路を指定しているときに表示さ

れます。

スマート IC を考慮したルートを探索しま
す。

有料道路と並行している一般道路を走行
中に、有料道路の方がルート表示されてい
る、またはその逆のときに、もう一方の道
路からルートを探索します。
• 有料道路と一般道路が並行している場

所のように、案内可能な別の道路がある
ときのみ表示されます。また、ルートか
ら外れたときは表示されません。

気象・災害情報エリアを回避するルートを
探索します。
• 目的地案内中に気象・災害情報を受信し

たときのみ表示されます。
※ ルート設定画面から乗降ICを指定する場合に表示されます。

P.617参照

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

2. [再探索]をタップします。

3. 再探索の方法をタップします。

知  識
• 設定されているルートで使用されている入口または出口に

よっては、乗降ICが指定できない場合があります。

• 目的地の追加、削除、または並べ替えをすると、指定した乗

降ICは解除されます。

• スマートIC考慮ルート探索が機能している場合は、スマー

トICを乗降ICとして指定することもできます。

ルートを再探索する

[推奨]
時間・距離・道路形状・ルート学習などか
ら、最も推奨するルートを探索します。

[有料優先]
有料道路を優先して通るルートを探索し
ます。

[一般優先]
一般道を優先して通るルートを探索しま
す。

[距離優先]
総距離が一番短くなるルートを探索しま
す。

[別ルート]
推奨となるべく異なる道を通るルートを
探索します。

[次の 消去]

[指定[IC]解除]

[次の 解除]

[スマートIC考慮]

[一般道から探索]／
[有料道から探索]

[回避ルート探索]
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 V 報：渋滞の長さと混雑状況を線の長
（赤色：渋滞／橙色：混雑／青色：順
色：通行止め）で、地図上に矢印で表
す。
タイムで受信した現況情報は実線
去の交通情報を元にした統計情報は
表示されます。

報、駐車場、サービスエリア・パーキ
リアの情報を記号で表示します。
2参照

面上のVICS記号をタップすると、詳
報を表示できます。

情報の有無と情報が提供された時刻
します。
報がない場合、［--：--］を表示しま

トを設定していないとき：
で表示します。
トを設定しているとき：
ト上、直近の渋滞状況を色で表示し
（赤色：渋滞、橙色：混雑、黄色：規
白色：渋滞／混雑／規制以外、灰色：
信または不明）。
ムスタンプをタップすると、ルート
発生している交通情報を音声案内で
することができます。

、他の情報より優先して割り込み表
ビゲーション / VICS
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ICS
VICS（Vehicle Information and Communication System：

道路交通情報通信システム）は、渋滞や事故・工事・所要時間・

駐車場混雑状況などの道路交通情報をリアルタイムに送信し、ナ

ビゲーションなどの車載のモニターに表示するシステムです。ま

た、道路交通情報の提供を通して、安全性の向上・交通の円滑化

による環境の保全などを促進することを目的としています。

VICS記号／渋滞情報／規制情報は1.6 kmスケール図以下の地図

で表示できます。

VICS・交通情報

(1)
渋滞情報／
規制情報

渋滞情
さと色
調／黒
示しま
リアル
で、過
点線で

(2) VICS記号

規制情
ングエ
P.63
地図画
細な情

(3)
タイムスタ
ンプ

VICS
を表示
VICS情
す。
• ルー

灰色
• ルー

ルー
ます
制、
未受
タイ
上に
確認

知  識
緊急情報を受信した場合は

示します。
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]をタップします。

す。

します。

情報をタップします。

情報）：現況情報で渋滞や混雑している道

）：現況情報で空いている道路を表示しま

ある道路を表示します。

報を表示します。

設情報を表示します。

情報）：過去の交通情報を元に、渋滞や混

路を表示します。

）：過去の交通情報を元に、空いているこ

路を表示します。

交通情報を選択する

は、スイッチ左横の表示灯が点灯しま

表示灯が消灯し選択が解除されます。
新旧ルート比較

VICS情報が受信され、渋滞・規制情報が考慮されたルートが新

たに見つかったとき、新ルートと元ルートの比較と分岐点までの

距離を表示します。

• [元ルート]：元ルートで案内します。

• [新ルート]：新ルートで案内します。

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

2. [VICS]をタップします。

3. [表示設定]をタップします。

4. VICS・交通情報を表示する道路をタップします。

• 全て：高速道路と一般道路に表示します。

• 高速道のみ：高速道路だけに表示します。

• 一般道のみ：一般道路だけに表示します。

• 非表示：交通情報を表示しません。

1. 地図画面で[メニュー

2. [VICS]をタップしま

3. [表示設定]をタップ

4. 表示するVICS・交通

• 渋滞・混雑（現況

路を表示します。

• 空き道（現況情報

す。

• 規制情報：規制が

• 駐車場：駐車場情

• 充電施設：充電施

• 渋滞・混雑（統計

雑が予想される道

• 空き道（統計情報

とが予想される道

知  識
ルート比較が表示された後、何も操作しなかった場合は、元

ルートで案内します。

VICS情報の表示設定

知  識
一般道のみに設定している場合でも、高速道路略図表示中で

は、高速道路略図にVICS／交通情報が表示されます。

P.609参照

表示するVICS・

知  識
選択した画面スイッチ

す。再度タップすると
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V

示する場合があります。

示する場合があります。

限速度）

災害注意：黒色）

混雑：橙色、満車：赤色、不明：黒色）

：橙色、満車：赤色、不明：黒色）

：橙色、満車：赤色、不明：黒色）

）

、混雑：橙色、満車：赤色、不明：黒色）
ビゲーション / VICS
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ICS記号の種類

VICS情報を受信すると、次のような記号を地図上に表示します。

※1: 対象となる範囲を赤色で表

※2: 対象となる範囲を黄色で表

事故

故障車

路上障害

工事

火災

雨

凍結

雪

作業

通行止め

右折禁止

左折禁止

直進禁止

片側交互通行

チェーン規制

進入禁止

対面通行

車線規制

徐行

入口閉鎖

入口規制

出口規制

大型通行止め

速度規制（数字は制

イベント開催中

イベント開催外
※1 特別警報
※2 気象速報
※1 災害速報

注意（通常：青色、

駐車場（空車：青色、

駐車場（閉鎖）

臨時駐車場
（空車：青色、混雑

臨時駐車場（閉鎖）

SA／PA情報
（空車：青色、混雑

SA／PA情報（閉鎖

充電施設（空車：青色
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]をタップします。

す。

します。

を解除]をタップします。

対象エリア表示を解除する

場合や、新たに緊急情報を受信した場合

になります。
緊急情報を受信すると自動で緊急情報画面を表示します。 1. 地図画面で[メニュー

2. [VICS]をタップしま

3. [表示設定]をタップ

4. [緊急情報エリア表示

緊急情報

(1) 次ページ／前ページを表示します。

(2) 緊急情報を受信した地点の地図を表示します。

(3) 緊急情報の詳細な内容を表示します。

地図上の緊急情報

知  識
緊急情報が更新された

は、エリア表示がON
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1

2

3

4

更することができます。

さい。自動で受信されない場合のみ、

ださい。

数を手動で選択しないと受信できな

します。

します（ディーラーオプションの

す。

します。

アのVICS放送局に自動で切り替えま

局を手動で設定します。

局を選択できます。

周波数を設定できます。

状態を確認することができます。

ています。

ています。そのままお待ちくださ

きていません。地域を切り替える

ださい。
ビゲーション / VICS
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文字や図形のVICS情報や緊急情報を表示させることができます。

. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

. [VICS]をタップします。

. 表示させたい情報をタップします。

• FM図形：図形情報の広域情報を表示します。

• FM文字：文字情報の広域情報を表示します。

• FM緊急：緊急情報を表示します。

• 割込情報（VICS呼出）：VICSで受信した割り込み情報を表

示します。

• 割込情報（ETC2.0呼出）：ビーコンで受信した割り込み情報

を表示します。

. [FM図形]／[FM文字]をタップしたときは、見たい情報の番号

をタップします。

VICS放送局の検出方法を変

• 通常は[自動]でご使用くだ

手動で放送局を選択してく

• 新規エリアについては周波

い場合があります。

1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [ナビゲーション]をタップ

4. [VICS/ETC設定]をタップ

ETC車載器装着時）。

5. [VICS選局]をタップしま

6. 放送局を探す方法をタップ

• [自動選局]：現在地エリ

す。

• [手動選局]：VICS放送

－ 放送局リストから、放送

－ [∧]／[∨]をタップし、

VICSの文字・図形・緊急情報を見る

知  識
• 全情報画面が複数のページにおよぶときは、[∧]、[∨]を

タップすると、ページを送ります。

• すべての情報が取得されていないときは、現在取得している

情報の先頭ページ、または最終ページが表示されます。

• [目次]をタップすると、VICS情報目次画面に戻ります。

• [文字]／[図形]をタップすると、VICS文字情報目次画面と

VICS図形情報目次画面を切り替えます。

VICSを設定する

知  識
• VICS選局画面では、受信

－ 受信中：VICSを受信し

－ 検出中：VICSを確認し

い。

－ 未受信：VICSが受信で

か周波数を変更してく
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ラーオプション）

ll Collection）システムは、有料道路の通

めに、自動で料金を精算するシステムで

ETC車載器との間で通信を行い、料金はお

カードの引き落とし口座から後日引き落と

る際には、次の点に注意してください。

ついて

前に

走行中にETCカードの抜き差し、およ

極力しないでください。走行中の操作

など思わぬ事故につながるおそれがあり

から操作をしてください。

用いたサービス（スマートICなど）に

あります。サービス提供者が案内する利

い。
ナビゲ

次の内容は、SUBARU販売店にご相談ください。

• VICS車載機の調子や使用方法、受信の可否に関して

• 地図表示の内容に関して

• VICS情報の受信エリアや内容の概略に関して

次の内容は、VICSセンターまでご連絡ください。

• 文字表示の内容に関して

• 簡易図形表示の内容に関して

• VICSの概念、サービス提供エリアに関して

VICSセンター

お問い合わせ窓口：お客様相談窓口

電話番号：0570-00-8831

平日9：30～17：45

（土曜・日曜・祝日・年末年始休暇を除く）

※ 全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。

※ PHS、IP電話等からはご利用できません。

※ お電話のお問い合わせにつきましては、内容の正確な確認のため、

録音させていただいております。

FAX番号：03-3562-1719（24時間受付）

ホームページ：

次のアドレスでも連絡先をご覧いただけます。

https://www.vics.or.jp/

連絡先およびアドレスは、予告なしに変更・休止することがあり

ます。ご了承ください。

 ETC（ディー

ETC（Electronic To

過をスムーズに行うた

す。

路側無線装置と車両の

客様が登録されたETC

されます。

ETCサービスを利用す

VICSの問い合わせ先について

ETCシステムに

ETCを利用する

警  告
安全のため、運転者は

びETC車載器の操作を

はハンドル操作を誤る

危険です。停車させて

注  意
その他、ETC車載器を

は、さまざまな制約が

用方法をご確認くださ
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E

E

置との通信、あるいはETC車載器

正常に行われなかった場合、ETC

開閉バーが開かず、思わぬ事故につ

。

料金所で、ETC車線が閉鎖されて

車線（一般車線、または混在車線）

が可能です。無理な車線変更は危

さい。

どにより、ETC車線を閉鎖してい

注意ください。

分な車間距離をとり、約20 km/h

してください。

きは、前車との車間距離を保持し

で安全に停止できるように十分に減

ことを確認してから通行してくださ

が開かないなどの理由で停止され

で絶対に車を後退させないでくださ

たは係員へ知らせた後、その案内に

に挿入し忘れてETC車線を通過さ

に、当該道路を管理する道路事業者

行の状況を連絡してください。
ビゲーション / ETC（ディーラーオプション）
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TCカードを挿入する前

TCカードを挿入した後

料金所を通過するときは

警  告
ETCカードの有効期限切れにご注意ください。

ETCカードの有効期限が切れていると、開閉バーが開かず、

思わぬ事故につながるおそれがあります。お手持ちのETC

カードに記載された有効期限を、あらかじめ確認してくださ

い。

注  意
ETCカードは必ずエンジン始動後に挿入してください。ETC

カード内のデータが破損するおそれがあります。

警  告
ETCを利用する際は、あらかじめETCカードが確実にETC車

載器に挿入されていることと、ETC車載器が正常に作動して

いることを確認してください。

開閉バーが開かず、思わぬ事故につながるおそれがあります。

注  意
ETC車載器がETCカードを認証するまでには数秒かかるため、

料金所手前でETCカードを挿入すると、エラーの原因となる

場合があります。

警  告
• ETC車載器と路側無線装

とETCカードとの通信が

レーンに設置されている

ながるおそれがあります

• 通行料金の請求を受ける

いる場合は、係員のいる

でETCカードでの支払い

険ですので、おやめくだ

ETC車線の機器の点検な

る場合がありますのでご

• ETCレーンの進入は、十

以下の安全な速度で進入

• ETCレーンを通行すると

た上で、開閉バーの手前

速し、開閉バーが開いた

い。

• ETCレーンで、開閉バー

た場合には、危険ですの

い。料金所での案内、ま

従ってください。

注  意
• ETCカードをETC車載器

れた場合などは、速やか

（高速道路会社など）に通
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発行されません。通行時、その場で証明

のいる車線（一般車線、または混在車

、ETCカードで料金清算し通常の利用

ください。現在、ETCで無線走行され

を、インターネットによりお客様のプリ

ます。詳細は道路事業者にお問い合わせ

路では、出口部に設置された路側無線装

ステム）との通信により料金が払い戻さ

、出口通過までETC車載器にETCカー

要があります。
ナビゲ

• 入口料金所のETC車線で通信エラーなどにより、通行券を

受け取られた場合には、出口料金所での料金のお支払いは、

係員のいる車線（一般車線、または混在車線）で、一旦停車

して、ETCカードと通行券を係員にお渡しください。

• 料金をお支払いいただく料金所で異常が発生した場合は、料

金所での案内、または係員へ知らせた後、その案内に従って

ください。

• 入口料金所をETCで通行した場合、出口料金所でETC車線

がご利用できないとき、あるいは設置されていないときは、

係員のいる一般車線で一旦停止して、ETCカードを係員に

お渡しください。

• 有料道路の利用開始から利用終了までは、同一のETCカー

ドを継続してご使用ください。

料金所以外にも路側アンテナが設置されている箇所があり、

ETCカードには走行中、通行料金の計算に必要な情報が記

録されます。途中でカードを入れ替えると正しく料金が計算

されない場合があります。

• ETC無線通信ができなかった際に、再度無線通信を行うた

めのリカバリーアンテナが設置されている料金所がありま

す。対応方法については、料金所係員の指示に従ってくださ

い。

注  意 知  識
• 領収書はその場では

が必要な場合は係員

線）で一旦停止の上

明細書を受け取って

たときの利用証明書

ンターから印刷でき

ください。

• 均一料金制の有料道

置（フリーフローシ

れる場合があるため

ドを挿入しておく必



ナ

6

ス 内について

月、または切れている場合、音声と画

たは挿入した状態で車両のプッシュエ

たはONにすると、「ETCカードの有

と案内されます。

効期限を確認するための補助手段

ETCを使用する前は、必ずETC

効期限を確認してください。

は、ETC画面で「ETC音声案内」

ます。
ビゲーション / ETC（ディーラーオプション）
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マートICについて ETCカードの有効期限案

ETCカードの有効期限が当

面表示で案内されます。

ETCカードを挿入する、ま

ンジンスイッチをACC、ま

効期限が切れています」など

警  告
• スマートICは、ETC専用インターチェンジです。所定の方

法で車両に取り付け・セットアップされたETC車載器に、

有効なETCカードを確実に挿入し、ETCシステムをご利用

可能な場合に通行できます。

• 運営時間、出入方向および対象車種などに制約がありますの

でご注意ください。

• スマートICでは、車が停止した状態で通信のやりとりが行

われ、開閉バーが開くシステムとなっておりますので、必ず

開閉バーの手前で一旦停止してください。なお、一旦停止し

てもバーが開かない場合には、車線に設置された通信開始ボ

タンを押してください。

• 開閉バーが開かない場合は、開閉バーの手前で停車してイン

ターホンなどで係員を呼び、案内に従ってください。

注  意
通行止めなどが実施された場合や道路を管理する上で必要な場

合、やむを得ず、予告なく出入口が閉鎖されることがありま

す。この場合、最寄りのICをご利用ください。

警  告
本機能は、ETCカードの有

として使用してください。

カードに記載されている有

知  識
この機能を使用するために

をONにしておく必要があり

P.643参照
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ス通知について

じて、ETCステータス通知表示とイラスト

。

況 ETCステータス通知表示

場合 「ETCカード挿入済み」

の場合 「セットアップ完了」

合 「ETCカード未挿入」

合 「ETCカード確認中」

場合 「未セットアップ」

「ETCカード異常」

「システム異常」
ナビゲ

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

2. [ETC]をタップします。

3. ETC画面が表示されます。

• [履歴情報表示]：ETCカードの利用履歴を表示します。

• [登録情報表示]：ETCの登録情報を表示します。

ETCカードの履歴情報を表示する

1. 地図画面で[メニュー ]をタップします。

2. [ETC]をタップします。

3. [履歴情報表示]をタップします。

•「ETC履歴情報」画面で[詳細]をタップすると、選択した履歴

の詳細を確認することができます。

• ／ ：履歴表示を切り替えます。

• [最新]：最新の履歴に戻ります。

ETC画面のステータ

ETC車載器の状況に応

が画面に表示されます

ETC画面を表示する

知  識
• [履歴情報表示]は、ETC車載器にETCカードが挿入されてい

ないとタップできません。

• ETCゲート付近で履歴を表示させると、ETCシステムが通

信できないことがあります。

• 履歴は最大100件まで表示され、古い履歴から自動で消去

されますが、使用するETCカードの種類により最大件数は

異なります。

ETCカード発行会社にご確認ください。

ETC車載器の状

ETCカード挿入済みの

ETCセットアップ完了

ETCカード未挿入の場

ETCカード確認中の場

ETC未セットアップの

ETCカード異常の場合

システム異常の場合
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1

2

3

4

TC車載器を装着している場合

TC車載器を装着していない場合

示します。

ズを設定します。

ます。

際の条件を設定します。

します。

を設定します。
地の放送局が受信され、移動すると

切り替わります。
]もしくは[∨]をタップして周波数を
信したい都道府県をタップします。

報などを設定します。

します。

を表示します。
ビゲーション / ナビゲーションの設定
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ビゲーションの設定
. をタップします。

. [設定]をタップします。

. [ナビゲーション]をタップします。

. 設定する項目をタップします。

※1: ディーラーオプションのE

※2: ディーラーオプションのE

(1)
メニュー画面を表
P.623参照

(2) 地図色、文字サイ

(3)
案内表示を設定し
P.641参照

(4)
ルートを探索する
P.642参照

(5)※1 VICSやETCを設定
P.643参照

(6)※2

VICS情報の放送局
• [自動選局]：現在

自動で放送局が
• [手動選局]：[∧

指定するか、受

(7)
自車位置、車両情
P.644参照

(8)
地図データを更新
P.647参照

(9) 地図データの情報
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3Dで表示する／しないを設定します。

自動で表示する／しないを設定します。

自動で表示する／しないを設定します。

自動で表示する／しないを設定します。

とき、音声案内する／しないを設定しま
1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [ナビゲーション]をタップします。

4. [案内設定]をタップします。

案内設定をする

(1) 交差点拡大図を

(2) 高速道路略図を

(3) レーンリストを

(4) ターンリストを

(5)
県境を通過した
す。
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します。

ます。

時刻の計算に使用する速度を、道路種
。

したルート探索のON／OFFを設定

タを消去します。

ことを考慮したルート探索の ON ／
ビゲーション / ナビゲーションの設定
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1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [ナビゲーション]をタップ

4. [経路探索設定]をタップし

(6)

自宅として登録した地点を目的地に設定してルート案内
を開始し、到着したとき、「お疲れ様でした」と音声案内
する／しないを設定します。
• あらかじめ自宅を登録しておく必要があります。
P.625参照

(7)
ルート案内中に交差点に近づいたとき、自動で地図を拡大
する／しないを設定します。

(8)
踏切に近づいたとき、音声案内する／しないを設定しま
す。

(9)
合流地点に近づいたとき、音声案内する／しないを設定し
ます。

(10)
カーブに近づいたとき、音声案内する／しないを設定しま
す。

(11)
レーンに注意が必要なとき、音声案内する／しないを設定
します。

(12)
事故多発地点に近づいたとき、音声案内する／しないを設
定します。

(13)
学校に近づいたとき、音声案内する／しないを設定しま
す。

(14)
一時停止が必要な交差点に近づいたとき、音声案内する／
しないを設定します。

(15)
高速道路・都市高速・有料道路で逆走のおそれがあると
き、警告メッセージと音声で案内する／しないを設定しま
す。

経路探索設定をする

(1)
目的地への到着予想
別ごとに設定します

(2)
いつも通る道を考慮
します。

(3) ルート学習したデー

(4)
フェリーを使用する
OFFを設定します。
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す。

す。

タップします。

タップします。

定する（ディーラーオプショ
装着時）
1. をタップしま

2. [設定]をタップしま

3. [ナビゲーション]を

4. [VICS/ETC設定]を

(5)
新しいルートが見つかったとき、新旧ルート比較表示する
／しないを設定します。

(6) 渋滞を考慮したルート探索のON／OFFを設定します。

VICS／ETCを設
ンのETC車載器



ナ

6

します。

す。

、メッセージ表示する／しないを設定

す。
カーソルを合わせ [ セット ] をタップ
す。
ップして自車の向きを修正し、[セッ
正を完了します。

高、ナンバープレートの種別を設定
ビゲーション / ナビゲーションの設定
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1. をタップします。

2. [設定]をタップします。

3. [ナビゲーション]をタップ

4. [その他設定]をタップしま

(1)

VICS情報の放送局を設定します。
• [自動選局]：現在地の放送局が受信され、移動すると自

動で放送局が切り替わります。
• [手動選局]：[∧]もしくは[∨]をタップして周波数を指

定するか、受信したい都道府県をタップします。

(2)
緊急情報を受信したとき、緊急情報を表示する／しないを
設定します。

(3) VICS情報の割り込み表示時間を設定します。

(4)
ETC2.0の情報を受信したとき、音声案内する／しないを
設定します。

(5) 走行履歴をアップリンクする／しないを設定します。

(6)
ETC車載器を利用するときに、音声出力する／しないを
設定します。

(7)
プッシュエンジンスイッチをOFFからACC、またはON
にして20秒以上経過したとき、カードの差し忘れなどを
音声で警告する／しないを設定します。

(8)
ETCカードが挿入されている状態で、車両のプッシュエ
ンジンスイッチをOFFにしたとき、カードの抜き忘れを
音声で警告する／しないを設定します。

その他の設定をする

(1)
地図の縮尺変更時に
します。

(2)

自車位置を修正しま
• 修正したい位置に

し位置を修正しま
• 方向修正矢印をタ

ト]をタップして修

(3)
車両の全長、全幅、全
します。
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AL POSITIONING
について

PS情報と各種センサー、地図データなどを

GPS衛星からの電波の受信状態が良くない

S衛星からの電波しか捕捉できないときな

とがあります。この誤差は、補正などに

きません。

ステムは、衛星信号、車両のさまざまな信

用いて現在位置を表示しています。しか

形状、車両状態やその他の状況により、正

い場合があります。

ングシステム（GPS）は、米国国防総省が

ステムで、通常4個以上、場合により3個の

正確な現在位置を知ることができるもので

、ある程度の誤差を生じます。案内をして

ていますが、最大100メートル程度の誤差

ます。一般的に、その誤差は数秒以内に補

差について

ステムの精度について
ナビゲーション / GPS（GLO

 GPS（GLOB
SYSTEM）

現在位置の表示は、G

基に行っていますが、

ときや、2個以下のGP

どには誤差が生じるこ

よってなくすことはで

このナビゲーションシ

号、地図データなどを

し、衛星の状態、道路

確な位置が表示されな

グローバルポジショニ

開発・運用しているシ

人工衛星を利用して、

す。GPSシステムでは

いる間、常時補正をし

が生じるおそれがあり

正されます。

(4)
ジャイロセンサ学習情報を初期化します。メッセージを確
認し、［実行］をタップします。

現在位置表示の誤

ナビゲーションシ
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案内をすることがあります。

曲がらなかったとき

、それらのいずれかを取り消した場

自動再探索することがあります。

交差点で曲がったとき

交差点を通過するとき

が、次の右左折までに間に合わない

時間がかかることがあります。再探

ことがあります。

変らないことがあります。

Uターンするルートの案内が行われ

がある場合、それらを同時に案内す

、未舗装路や細街路が含まれている

されないことがあります。

に表示されることがあります。

季節やその他の理由によって車両の

るとき

に収録されている地図データが最新

が表示されないことがあります。
ビゲーション / GPS（GLOBAL POSITIONING SYSTEM）について
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GPS信号が物理的に妨げられると、地図画面上の車両の位置が正

確に表示されない場合があります。トンネル内、高層ビルやト

ラックの近くを通過した場合、あるいはインストルメントパネル

上に物を置いている場合などに、GPS信号が受信できないおそれ

があります。

GPS衛星が修理中や改良中の場合、信号を送信できないことがあ

ります。

ナビゲーションシステムは、GPS信号の受信状態が良い場合で

も、自車位置が正しく表示されなかったり、場合によっては、不

適切なルート案内をすることがあります。

• 次の場合、現在位置が正しく表示されないことがあります。

－ 角度の小さなY字路を走行しているとき

－ 曲がりくねった道を走行しているとき

－ 砂、砂利、雪道などの滑りやすい道路を走行しているとき

－ 長い直線道路を走行しているとき

－ 高速道路と一般道が並走しているとき

－ フェリー、車両運搬車などで移動したあと

－ 高速走行中、長距離のルート探索を行ったとき

－ 切り返しを繰り返し行ったあとや、駐車場のターンテーブル

で回転をしたあと

－ 屋内の駐車場を出るときや駐車するとき

－ ルーフキャリアを装着したとき

－ タイヤチェーンを装着して走行しているとき

－ タイヤが摩耗しているとき

－ タイヤ（1本、または複数）を交換したあと

－ 工場出荷時の仕様よりも小さい、または大きいタイヤを使用

しているとき

－ 4本のタイヤのいずれかが指定の空気圧でないとき

• 次の場合、不適切なルート

－ ルート案内中の交差点で

－ 複数の目的地を設定して

合、前の目的地に戻って

－ ルート案内をしていない

－ ルート案内をしていない

－ 再探索時のルートの表示

ことがあります。

－ 高速走行時の再探索は、

索中、迂回路を表示する

－ 再探索しても、ルートが

－ Uターン禁止の場所で、

ることがあります。

－ 1つの場所に複数の名称

ることがあります。

－ ルート探索できないとき

－ 目的地へのルートに砂利

場合、ルート案内が表示

－ 目的地が、通りの反対側

－ ルートの一部に、時間や

進入を禁止する規制があ

－ ナビゲーションシステム

でない場合、正しい道路
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ついて
タは、差分更新用地図データと全更新用地

す。更新方法はそれぞれのデータで異な

タ：新規開通など変更された道路情報が収

ータです。

ジュール（DCM）を使用して更新できま

配信されます。

初度登録日から3年間は無償で差分更新

きます。無償期間経過後は、地図ポータル

subaru-maps.com）から全更新用地図

センスを購入することで2年間の差分更新

きます。

の有効期間中に追加で購入することはできま
 地図データに
地図更新用の地図デー

図データの2種類ありま

ります。

• 差分更新用地図デー

録されている地図デ

更新方法：通信モ

す。

P.649参照

配信頻度：月に1回

更新ライセンス：

サービスを利用で

サイト（https://

データ＋更新ライ

サービスを利用で

※ 差分更新サービス

せん。

知  識
タイヤの回転データを使用しており、車両の工場出荷時のタイ

ヤで動作するように設計されています。当初装着されていたタ

イヤの直径よりも大きい、または小さいタイヤを装着すると、

現在位置が不正確に表示されることがあります。タイヤの空気

圧もタイヤの直径に影響するため、4本すべてのタイヤの空気

圧が正しいことを確認してください。

注  意
窓に着色加工をすると、GPS信号の受信が妨げられるおそれ

があります。窓の着色には、多くの場合金属物質を含んでお

り、それによってインストルメントパネル内のGPSアンテナ

の受信が妨げられます。着色加工しないことを推奨します。



ナ
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された道路情報に加え、ナビの目的

情報（飲食店、ガソリンスタンドや

ど）が収録されている詳細な地図

サイト（https://subaru-

新用地図データを購入して更新できま

信されます。

対象としています。

料金などは日々刻々と変化してお

抜け、道路形状・道路名称・施設名

完全にゼロにすることはできませ

効期限は、通信モジュール（DCM）

するとセンターインフォメーション

ことができます。

分更新用地図データの配信タイミン

用地図データの道路情報が最新とな

地図データを全更新した後は、差分
ビゲーション / 地図データについて
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• 全更新用地図データ：変更

地設定に便利な地名・施設

観光地名および電話番号な

データです。

更新方法：地図ポータル

maps.com）から全更

す。

P.650参照

配信頻度：1年に2回配

知  識
• 地図データは日本全国を

• 道路・地名・施設情報・

り、その性質上、道路の

称・料金の間違いなどを

ん。

• 地図更新ライセンスの有

を使ってサーバーに接続

ディスプレイで確認する

• 全更新用地図データと差

グの違いにより、全更新

らない場合があります。

更新も行ってください。
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CM）を使って地図を差分更新する

る

す。

す。

]に が表示されていることを確認しま

します。

します。

しておくと、通信モジュール（DCM）に

更新地図を検知したときに地図を自動更新

ュエンジンスイッチをOFFにしてお車から

てロックし、キーの干渉を防ぐためにお車

す。

再度エンジンをかけます。

が適用されます。
地図ポータルサイトから次の地図データを購入できます。

• 全更新用地図データ＋更新ライセンス

全更新用地図データに加えて、2年間継続して差分更新用地図

データを取得することができます。

－ 無償更新期間経過後に購入可能です。

－ 全更新用地図データをお車にインストールすることで差分更

新サービス（購入日から2年間）を利用できます。購入後、

速やかにインストールしてください。

－ 差分更新用地図データは、通信モジュール（DCM）を使用

してダウンロードおよびインストールしてください。

• 全更新用地図データのみ

全更新用地図データのみのご購入です。

通信モジュール（D

■地図画面から更新す

1. をタップしま

2. [地図]をタップしま

3. 地図画面の[地図更新

す。

4. [地図更新]をタップ

5. [更新開始]をタップ

• [自動更新]をONに

接続された状態で

します。

6. 更新完了後、プッシ

降ります。

7. 運転席のドアを閉め

から3 m以上離れま

8. 5分以上経過してから

• 新しい地図データ

購入できる地図データについて 地図を更新する
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■

1

2

3

4

5

6

7

8

9

図を全更新する

Bメモリーを使用して全更新用地図

ご準備ください。

境

が64GB以上）

ンディスプレイでリクエストコード

」の手順1.～4.を参照してください。

をしておいてください。

イトにアクセスし、地図データを購

、アクティベーションコード（20

クティベーションコードはメモをし

図ダウンロードアプリを使ってUSB

さい。

イトのお客様向け操作マニュアルを

Bメモリーをお車に接続します。

します。

。

ビゲーション / 地図データについて
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設定画面から更新する

. をタップします。

. [設定]をタップします。

. [ナビゲーション]をタップします。

. [地図更新]をタップします。

. [差分更新]をタップします。

. [更新開始]をタップします。

• [自動更新]をONにしておくと、通信モジュール（DCM）に

接続された状態で更新地図を検知したときに地図を自動更新

します。

. 更新完了後、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてお車から

降ります。

. 運転席のドアを閉めてロックし、キーの干渉を防ぐためにお車

から3 m以上離れます。

. 5分以上経過してから再度エンジンをかけます。

• 新しい地図データが適用されます。

USBメモリーを使って地

地図データが収録されたUS

データを更新します。

更新するときは、次のものを

• パソコン

• インターネットが可能な環

• USBメモリー（空き容量

• クレジットカード

1. センターインフォメーショ

（20桁）を確認します。

•「設定画面から更新する

P.650参照

• リクエストコードはメモ

2. パソコンで地図ポータルサ

入します。

• 地図データを購入すると

桁）が発行されます。ア

ておいてください。

• 購入した地図データを地

メモリーに収録してくだ

• 詳細は、地図ポータルサ

参照してください。

3. 地図データを収録したUS

P.515参照

4. をタップします。

5. [設定]をタップします。

6. [ナビゲーション]をタップ

7. [地図更新]をタップします

知  識
• 更新されなかった差分更新用地図データは、次に配信される

データとまとめて更新することができます。

差分更新用地図データをまとめて更新すると、データ容量が

大きくなり更新時間が長くなるため、配信されるたびに更新

することをお奨めします。

• 更新中にナビゲーション機能を使用することができます。
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8. [USB全更新]をタップします。

9. 地図ポータルサイトで発行したアクティベーションコードを入

力します。

• インストールが開始されます。

10. インストール完了後、通信モジュール（DCM）に接続して差

分更新用地図データの有無を確認します。

• 差分更新用地図データがある場合は、そのまま更新してくだ

さい。

11. 更新完了後、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてお車から

降ります。

12. 運転席のドアを閉めてロックし、キーの干渉を防ぐためにお車

から3 m以上離れます。

13. 5分以上経過してから再度エンジンをかけます。

• 新しい地図データが適用されます。

地図データの更新について記載されている情報は、本書の発行時

点のものです。サービス内容は変更または終了されることがあり

ますので、あらかじめご了承ください。詳細については地図ポー

タルサイト（https://subaru-maps.com）をご覧ください。

おことわり
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S
 S
コ せん。

LTE方式を利用しています。サー

社サービスエリア図を参照してくだ

ってはサービスエリア内でも正常に

ます。また、通信に使用する電波が

合、SUBARU STARLINKコネク

できなくなります。

ネクティッドサービスの提供にあ

ＲＵおよびスバルリビングサービス

保護に関する法律および各社の個人

情報を取り扱います。詳細は「個人

マイスバル／SUBARU 

CM通信サービス）」（https://

cted/privacy_policy/）を参照し

ネクティッドサービスは、GPSに

サービスに利用します。
BARU STARLINK コネクティッドサービス / SUBARU STARLINK コネクティッドサービスにつ
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UBARU STARLINKコネクティッドサービス

UBARU STARLINK
ネクティッドサービスについて

SUBARU STARLINKコネクティッドサービスは、通信システム

によってお車とお客様、オペレーターをつなぎ、お車を安全・便

利にお使いいただくことをサポートする機能です。

SUBARU STARLINKコネクティッドサービス装備車は全車無料

で基本機能を利用できます。また、ご利用申し込みをするとその

他のサービス（有料）が利用できます。

警  告
SUBARU STARLINKコネクティッドサービスは、電波によ

る通信を行います。通信に使用する通信モジュール（DCM）

は、電波法および電気通信事業法の基準に適合しています。

• 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み型除細動器の機器

を装着されている方は、インストルメントパネル周辺やルー

フに植込み型心臓ペースメーカーなどを近づけない。

－ 通信モジュール（DCM）の電波により植込み型心臓ペー

スメーカーまたは植込み型除細動器の作動に影響を与える

おそれがあります。

• 医療用電気機器を装着されている方は医療用電気機器製造業

者などに事前に確認する。

－ 医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。

• 通信モジュール（DCM）を分解したり改造したりしない。

知  識
• 通信費のご負担はありま

• 通信にはKDDI株式会社の

ビスエリアについては同

さい。ただし、状況によ

通信できないことがあり

変更または終了された場

ティッドサービスが利用

• SUBARU STARLINKコ

たり、株式会社ＳＵＢＡ

株式会社は、個人情報の

情報保護方針に則り個人

情報の取扱いについて（

STARLINKサービス／D

www.subaru.jp/conne

てください。

• SUBARU STARLINKコ

よる位置情報を取得し、

P.645参照
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ャンペーンのお知らせなど、SUBARUか

ターインフォメーションディスプレイに表

たときに、エラーコード（「1XX」の3ケタ

とがあります。

信できないことがあります。センターイン

プレイの時刻を確認してください。

は、自動調整されるのを待つか、正確な時

。

て受信できないことがあります。電波状況

を受信できる状態になります。

機能

により、通知が届かないことがありま

ARUホームページのリコール情報

aru.co.jp/recall/）をご確認ください。

ていても、電波状況によって時刻がずれ

電波状況が改善されれば、自動で調整さ
SUBARU STA

 基本機能

リコールやサービスキ

らのお知らせを、セン

示します。

通信エラーコード

通知を表示しようとし

の数字）を表示するこ

時刻がずれていると受

フォメーションディス

時刻がずれている場合

刻に設定してください

P.118参照

また、電波状況によっ

が改善されれば、通知

• SUBARU STARLINKコネクティッドサービスは、ご利用

申し込みをしていない場合でも、位置情報を取得することが

あります。位置情報を取得する機能、位置情報の取得のタイ

ミングおよび取得する情報の項目など、詳細は「個人情報の

取扱いについて（マイスバル／SUBARU STARLINKサー

ビス／DCM通信サービス）」（https://www.subaru.jp/

connected/privacy_policy/）に記載されていますので、

必ずご確認ください。

知  識

リコールお知らせ

知  識
• 車両の通信環境など

す。

• 最新の情報は、SUB

（https://www.sub

知  識
• 時計を自動に設定し

る場合があります。

れます。
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ます。

オプション）

ション）

ルマ de ネット）（オプション）

ルのwebページからご利用の申し込

ができます。

マイスバルへの登録が必要です。

・ご利用には、つながる安心ベー

す。
BARU STARLINK コネクティッドサービス / ご利用について

54

コネクティッドサービスに関するソフトウェアの更新がある場合

は、プッシュエンジンスイッチをOFFにしたときにセンターイン

フォメーションディスプレイに表示します。

画面の指示に従って更新してください。

更新が完了すると、完了画面を表示します。

 ご利用について
以下のパッケージを利用でき

• つながる安心ベーシック

• つながる安心プレミアム（

• リモートサービス＋（オプ

• 車内Wi-Fi（SUBARU ク

マイスバルアプリ、マイスバ

み、更新、利用終了の手続き

• 何度もエラーが出る場合は、SUBARU販売店にご相談くだ

さい。

ソフトウェア更新

知  識
• ソフトウェアの更新中は更新中画面が表示され、SUBARU 

STARLINKコネクティッドサービスを利用できません。

• 更新開始後は、そのままお車を離れることができます。更新

中でも画面は自動的にOFFになり、次にプッシュエンジン

スイッチをONにしたときに更新状況を画面に表示します。

－ 経過時間によっては更新が完了しておらず、更新中画面を

表示することがあります。

• プッシュエンジンスイッチをONにしてしばらく待っても更

新中のまま更新完了画面が表示されないときは、SUBARU

販売店にご相談ください。

知  識

知  識
• ご利用の申し込みには、

• 各オプションの申し込み

シックへの加入が必要で
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トにログインします。

KコネクティッドサービスのTOP画面を開

から、手続きしたい項目を選択します。

必要事項を入力し、手続きを完了してくだ

必ず利用終了手続きを行う。

して3日以上経ってもステータスランプ

きは、SUBARU STARLINKサポート

-452910）にご相談ください。

マイスバルアプリまたはメールによって

U STARLINKのwebページ（https://

onnected/）をご確認いただくか、

Kサポートセンター（0120-452910）

さい。

8:00（年中無休）です。
SUBARU STARLINK

1. マイスバルアカウントにログインします。

2. SUBARU STARLINKコネクティッドサービスの登録画面を開

きます。

3. 画面の指示に従って販売店を選択し、必要事項を入力します。

4. 利用規約、プライバシーポリシーを確認し、同意します。

5. 利用したいパッケージを選択します。

6. 必要事項を入力し、申し込みを完了します。

1. マイスバルアカウン

2. SUBARU STARLIN

きます。

3. アカウント詳細画面

4. 画面の指示に従って

さい。

ご利用の申し込み

知  識
• ご利用可能になると、オーバーヘッドコンソールのステータ

スランプが緑色に点灯します。

• 申し込み後にご利用パッケージを追加・削除することもでき

ます。

• ステータスランプが赤色に点灯しているときは、故障が考え

られます。SUBARU販売店にご相談ください。

更新・利用終了

注  意
• お車を手放す前に、

－ 利用終了手続きを

が点灯し続けると

センター（0120

知  識
• 更新日が近づくと、

通知します。

• ご不明点はSUBAR

www.subaru.jp/c

SUBARU STARLIN

にお問い合わせくだ

受付時間は9:00～1
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 つ

は、ヘルプネットセンターおよび救

え、連絡を受けると自動的にハンズ

になります。

外のときや回線が混雑しているとき

ます。また、事故の衝撃や電力不足

があります。

ランプが点滅した場合は、システム

ます。SUBARU販売店にご相談く

自動通報しないことがあります。必

通報してください。
BARU STARLINK コネクティッドサービス / つながる安心ベーシック
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ながる安心ベーシック

プッシュエンジンスイッチがONのとき、事故などで衝突したり

SRSエアバッグが作動したりすると、自動でヘルプネットセン

ターに位置情報を送信し、通報します。

また、ドライバー異常時対応システムによって車両が停止したと

きにも自動で通報します。

P.471参照

本機能は交通事故発生時の車両データを分析して重傷の確率を推

定し、ドクターヘリやドクターカーの早期出動判断を行う救急自

動通報システム「D-call Net® 」に対応しています。

通報が始まるとセンターインフォメーションディスプレイに通信

中の画面を表示し、通信完了後に通話状態になります。

通報中は緑色のステータスランプが点滅します。

オペレーターに事故やけがの状況、および警察や消防への通報が

必要かどうかをお伝えください。

運転者からの応答がないときは意識不明など緊急を要する状況と

判断し、オペレーターが消防や警察に通報し救急車などの出動を

要請します。

通話が終了してから約1時間

援機関からの問い合わせに備

フリー通話でつなぐ待機状態

先進事故自動通報（ヘルプネット）

警  告
電波状況が悪い、または圏

は通報できないことがあり

により作動しなくなること

注  意
通報中に赤色のステータス

に異常があるおそれがあり

ださい。

知  識
• 衝突の状況によっては、

要に応じてSOSコールで
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プレミアム

困難になったときなどに、緊急車両の手配

に車両の位置情報を送信します。

イッチがONのとき、オーバーヘッドコン

”ボタンを約2秒以上長押しして離します。

、オペレーターに状況を伝えます。

に応じて救急車などの出動を要請します。

テータスランプが点滅します。

ないときには救急車などの出動を要請する

約1時間は、オペレーターおよび救援機関

備え、連絡を受けると自動的にハンズフ

機状態になります。

コール
SUBARU STARLINK コネクテ

 つながる安心

急な体調不良で運転が

を要請できます。同時

使いかた

1. プッシュエンジンス

ソールにある“SOS

2. 通話状態になったら

オペレーターが必要

通話中は、緑色のス

運転者からの応答が

場合があります。

通話が終了してから

からの問い合わせに

リー通話でつなぐ待

• 自動通報が始まると、車両側からのキャンセルはできませ

ん。

• 待機状態の間は、SUBARU iコールは使用できません。

• ヘルプネット® は株式会社日本緊急通報サービスの登録商標

です。

• D-Call Net® は、認定NPO法人 救急ヘリ病院ネットワーク

（HEM-Net）の登録商標です。

• オペレーターによるサービスは株式会社日本緊急通報サービ

スによって提供されます。

• 緊急車両出動時に通報車両を発見できない場合は、サービス

契約者様に確認のご連絡をすることがあります。

知  識

SUBARU SOS
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コールセンターに連絡できます。同

ます。

がONのとき、オーバーヘッドコン

を押します。

レーターに状況を伝えます。オペ

ます。

スランプが点滅します。

ときは、“i”ボタンを約2秒間押し

ォメーションディスプレイの[通話

安心ほっとライン）
BARU STARLINK コネクティッドサービス / つながる安心プレミアム
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車両が故障したときなどに、

時に車両の位置情報を送信し

使いかた

1. プッシュエンジンスイッチ

ソールにある“i”ボタン

2. 通話状態になったら、オペ

レーターが必要な手配をし

通話中は、緑色のステータ

3. 車両側から通話を終了する

て離すか、センターインフ

終了]をタップします。

警  告
電波状況が悪い、または圏外のときや回線が混雑しているとき

は通報できないことがあります。また、事故の衝撃や電力不足

により作動しなくなることがあります。最寄りの公衆電話など

から110番、119番に通報してください。

注  意
通報中に赤色のステータスランプが点滅した場合は、システム

に異常があるおそれがあります。SUBARU販売店にご相談く

ださい。

知  識
• 緊急時以外は“SOS”ボタンを操作しないでください。

SUBARU SOSコールで通報を始めると、車両側からのキャ

ンセルはできません。誤操作などで通報してしまったとき

は、オペレーターにキャンセルを依頼してください。不要な

出動をさせた場合、費用請求や、関連法規による処罰の対象

となることがあります。

• 待機状態の間は、SUBARU iコールは使用できません。

• 待機状態の間にプッシュエンジンスイッチをOFFにしても、

待機状態を継続します。

• オペレーターによるサービスは株式会社プレミア・エイドに

よって提供されます。

SUBARU iコール（
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とき、マイスバルアプリやEメールでお知

から3日経っても状況が変わっていない場

す。

動すると、故障内容と車両の位置情報が株

送信されます。

ヘルプネット）が作動した場合、30日

灯しても通知しません。

業中に警告灯などが点灯した場合、通知

。

くでは、通知しないことがあります。
SUBARU STARLINK コネクテ

盗難警報装置を「作動あり」にしている場合、盗難警報装置が作

動するとマイスバルアプリやEメールで通知します。

P.179参照

警告灯などが点灯した

らせします。

警告灯などが点灯して

合、再度お知らせしま

故障診断アラートが作

式会社ＳＵＢＡＲＵに

注  意
通話中に赤色のステータスランプが点滅した場合は、システム

に異常があるおそれがあります。SUBARU販売店にご相談く

ださい。

知  識
“i”ボタンを押さずに、直接お電話でSUBARU安心ほっとラ

イン（0120-782215）にご連絡いただくこともできます。

セキュリティアラート

知  識
14日以上プッシュエンジンスイッチをONにしていないとき

は、セキュリティアラートは作動しません。

故障診断アラート

知  識
• 先進事故自動通報（

間は警告灯などが点

• 点検や修理などの作

することがあります

• SUBARU販売店の近
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 リ

1

2

3

示して確認することができます。

インします。

。

的地を検索し、お車のナビゲーショ

ます。

インします。

す。複数設定したい場合は、すべて

ます。

ーションディスプレイの表示を確認

。目的地が設定されます。

目的地を最大5か所まで選択でき

ビゲーションシステムで目的地を設

ナビゲーションシステムの登録数の

せん。

地の送信は可能です。送信後、セン

ディスプレイで[経由地追加]または

。

BARU STARLINK コネクティッドサービス / リモートサービス＋
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モートサービス＋
専用アプリ「SUBARUリモート」をお手持ちの端末にダウン

ロードすると、お車の操作や状態の確認ができます。

ドアの施錠・解錠ができます。

. SUBARUリモートにログインします。

. 施錠または解錠のアイコンを選択します。

. PINコードを入力します。

お車の現在位置を地図上に表

1. SUBARUリモートにログ

2.「地図」を選択します。

3.「マイカー」を選択します

4. PINコードを入力します。

SUBARUリモートから、目

ンシステムに送ることができ

P.602参照

1. SUBARUリモートにログ

2. 目的地を検索し、選択しま

選択します。

3. [車両に送信する]を選択し

4. お車のセンターインフォメ

し、[はい]をタップします

知  識
• 次のようなときは、作動しません。

－ 14日以上プッシュエンジンスイッチをONにしていないと

き

－ GPS信号が受信できないとき

－ 電波状況が悪いとき

• 電波状況や利用する端末によっては、応答に時間がかかるこ

とがあります。

ドアロック＆アンロック

知  識
次のようなときは、作動しません。

• プッシュエンジンスイッチがACCまたはONで施錠しようと

したとき

• 走行中のとき

マイカー検索

目的地ナビ送信

知  識
• SUBARUリモートでは、

ます。ただし、お車のナ

定している場合、お車の

上限を超える数は送れま

• ルート案内中でも、目的

ターインフォメーション

[目的地変更]を選択します
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用するときは次のことを必ずお守りくだ

につながり、車両火災や重大な傷害に及

につながるおそれがあります。

気の悪いところで使用しない

分に確認できる場所で使用する

イルや枯れ葉等）の近くで使用しない

をかけたまま使用しない

載せたまま使用しない

用するときは周囲の安全を十分に確かめ

能が自動的に作動し、思わぬ事故や故障

ります。

ラー

5分もしくは10分）が経過すると、自

アコンが停止します。
SUBARU STARLINK コネ

お車の状態をSUBARUリモートに表示します。

1. SUBARUリモートにログインします。

2.「ステータス」を選択します。

3. 確認したい箇所のアイコンを選択します。

SUBARUリモートから、エアコンの操作ができます。操作をす

ると、自動で車両が施錠され、エンジンがかかります。

1. SUBARUリモートにログインします。

2. エアコンのアイコンを選択します。

3. エアコンの設定をします。次の機能の作動、タイマー作動、停

止および設定ができます。

• エアコン

• シートヒーター

• リヤウインドウデフォッガー（フロントワイパーデアイ

サー、ヒーテッドドアミラーと連動）

4. PINコードを入力します。

• センターインフォメーションディスプレイで[中止]をタップ

すると、送信した目的地を無視します。

車両ステータスチェック

リモートエアコン

知  識 警  告
リモートエアコンを使

さい。

守らないと思わぬ事故

ぶか、最悪の場合死亡

• 車庫や屋内などの換

• 車両周辺の安全を十

• 燃えやすいもの（オ

• お車にボディカバー

• 車内に人やペットを

注  意
リモートエアコンを使

てください。以下の機

につながるおそれがあ

• キー連動格納ドアミ

P.199参照

• オートワイパー

P.256参照

知  識
• 設定した作動時間（

動的にエンジンとエ
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ちのスマートウォッチにダウンロー

から次の機能を使用できます。

すると、オーディオが自動的に作動

囲への迷惑とならないよう配慮して

携

BARU STARLINK コネクティッドサービス / リモートサービス＋
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SUBARUリモートをお手持

ドすると、スマートウォッチ

• ドアロック＆アンロック

• 車両ステータスチェック

• リモートエアコン

• リモートエアコンの作動時間は合計で20分間です。例えば

10分作動を2回繰り返すと、それ以降はリモートエアコン

が使用できなくなります。その場合、車のプッシュエンジン

スイッチをONにしてその後OFFにすると、再度リモートエ

アコンを使用できます。

• 次のようなときは作動しません。

－ プッシュエンジンスイッチがACCまたはONのとき

－ ドア（ボンネット・トランクを含む）が開いているとき

－ 燃料残量警告灯が点灯しているとき

－ 盗難警報装置が作動しているとき

－ セレクトレバーが“P”以外のとき

－ 他のリモート操作を処理中のとき

• 作動中に次の操作をすると、エンジンおよびエアコンが停止

します。

－ ドアまたはボンネットを開ける

－ ブレーキを踏む

－ プッシュエンジンスイッチを押す

• 電波状況や利用する端末によっては、応答に時間がかかるこ

とがあります。

• 路上で使用しないでください。道路交通法違反となる場合が

あります。

• 一部地域では、車両の停止中にエンジンをみだりに稼働させ

た場合、条例に抵触し、罰則を受けることがあります。十分

ご注意ください。

知  識
• リモートエアコンを使用

することがあります。周

使用してください。

スマートウォッチ連

知  識
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スソフトウェア情報
）には、オープンソースソフトウェア

す。

ドは以下のURLから取得できます。

baru.co.jp/oss/

コネクティッドサービスについて記載され

発行時点のものです。サービス内容は変更

がありますので、あらかじめご了承くださ

BARU STARLINKコネクティッドサービ

tps://www.subaru.jp/connected/）を

ARU STARLINKサポートセンター

問い合わせください。
SUBARU STARLINK コネクティッドサービス / 

 車内Wi-Fi
（SUBARU クルマ de ネット）

お車を無線LANのアクセスポイントとして使用し、インターネッ

トに接続できます。

1. センターインフォメーションディスプレイのホーム画面から、

[設定]をタップします。

2. 画面上部のボタンで[全般]を選択します。

3. [SUBARU クルマ de ネット]をONにします。

4. Wi-Fi名称など、必要な項目を入力します。

設定が完了したら、デバイスをWi-Fiに接続してください。

 オープンソー
通信モジュール（DCM

（OSS）を搭載していま

使用許諾やソースコー

https://regulation.su

 おことわり
SUBARU STARLINK

ている情報は、本書の

または終了されること

い。詳細についてはSU

スのホームページ（ht

ご覧いただくか、SUB

（0120-452910）にお

知  識
• デバイスは8個まで接続できます。

• 一定期間内に大量の通信をした場合、通信速度制限がかかる

ことがあります。

• プッシュエンジンスイッチがACCまたはONのときにパッ

ケージを申し込んだ場合は、一度プッシュエンジンスイッチ

をOFFにし、約5分間以上待ってから再始動すると車内

Wi-Fiが有効になります。

• Apple CarPlayと車内Wi-Fiを同時に利用することはできま

せん。



音

6

音
 音 droid Autoに接続していないとき

続けると、Bluetooth携帯電話／機

す。

要はありません。

発話してください。
声操作システム / 音声操作システムの操作
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声操作システム

声操作システムの操作
音声操作システムは音声認識コマンドを使用して、ナビゲーショ

ン、オーディオ、電話などの操作を行うことができます。

音声認識コマンドについては「音声認識コマンドリスト」を参照

してください。

P.666参照

• トークスイッチを押すと、音声操作システムを開始します。

• トークスイッチを押し続けると、音声操作システムを終了しま

す。

• Apple CarPlayまたはAndroid Autoに接続しているときは、

トークスイッチを押し続けると、スマートフォンの音声認識シ

ステムを開始します。

• Apple CarPlayまたはAn

は、トークスイッチを押し

器の登録画面が表示されま

P.525参照

• マイクに直接話しかける必

ステアリングスイッチ

マイク

知  識
• ビープ音が聞こえてから
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します。

が表示された後、音声案内を開始します。

す。

ップすると、よく使われる機能を例にコマ

確認することができます。

するか「ヘルプ」と発話すると、使用可能

ドを表示します。

オ]などのカテゴリースイッチをタップす

カテゴリーに関するコマンドリストが表示

るには、 をタップするか、トークスイッ

。

を使用する
音

1. トークスイッチを押

• 音声操作開始画面

2. コマンドを発話しま

• [ポピュラー ]をタ

ンドの発話方法を

• [ヘルプ]をタップ

なすべてのコマン

• [電話]、[オーディ

ると、タップした

されます。

• 音声操作を中止す

チを押し続けます

• 次の場合、音声認識コマンドを認識しないことがあります。

－ 早口で発話したとき

－ 発話する音量が小さかったり、大き過ぎるとき

－ ドアガラスを開けて走行しているとき

－ 音声操作システムを使用中に、同乗者が会話しているとき

－ エアコンの送風音が大きいとき

－ エアコンの吹き出し口から出た風が、直接マイクに当たっ

ているとき

• 次の場合、音声認識コマンドを認識できず、音声操作システ

ムが使用できないことがあります。

－ 音声認識コマンドが誤っていたり、不明瞭なとき。表現や

アクセント、話しかたによっては、音声操作システムで認

識されないことがあります。

－ 風切り音など、周囲の音が大きいとき

知  識 音声操作システム
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操作

住所を発話して目的地に設定する

施設名を発話して目的地に設定す
る

自宅までのルート案内を開始する

オフィスまでのルート案内を開始
する

ルート案内を中止する

メモリ地点名を発話して目的地に
設定する

目的地履歴から目的地を設定する

ルート案内を中止する

地図画面を表示する

施設名を発話して目的地に設定す
る

電話番号を発話して目的地に設定
する

ジャンル、エリアを発話して目的
地に設定する

（目的地が複数設定されている場
合）次の目的地を削除したルート
を探索する

（目的地が複数設定されている場
合）最後の目的地を削除したルー
トを探索する
声操作システム / 音声操作システムの操作
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認識可能な音声認識コマンドとそのときの動作をまとめていま

す。

• よく使うコマンドを次の表にまとめました。

• 車両に装着されていない機器のコマンドは表示されません。ま

た、状況によってはそれ以外のコマンドも表示されないことが

あります。

• 利用可能な機能はシステムプログラムのバージョンによって異

なることがあります。

ナビゲーションコマンド知  識
ノブを回す、またはステアリングスイッチのVOL＋/

VOL－スイッチで音声案内の音量を調整できます。

音声認識コマンドリスト

知  識
コマンドリストでは次のように表記しています。

• ＜○○○＞：具体的な番号、タイトル、名前を発話してくだ

さい。

コマンド

住所で探す＜住所＞

施設名で探す＜施設名＞

自宅に帰る

オフィスへ行く

ルート案内を取り消す

メモリ地点
＜メモリ地点名＞

前の目的地

目的地削除

地図を表示する

施設で探す

電話番号で探す
＜電話番号＞

ジャンルで探す
＜ジャンル＞[エリア]

次の目的地削除

最終目的地削除
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操作

テレビ画面に切り替える

オーディオの電源を入れる

オーディオの電源を切る

曲名を発話して再生する

を再 アーティスト名を発話して再生す
る

を再 プレイリスト名を発話して再生す
る

FMラジオに切り替える

AMラジオに切り替える

iPod/iPhoneに切り替える

FMラジオまたはAMラジオに切り
替える

番号を発話してプリセットスイッ
チに記憶した放送局を受信する

生す
ジャンル名を発話して再生する

生す
アルバム名を発話して再生する

する 作曲者名を発話して再生する

前＞ オーディオブック名を発話して再
生する

＞を ポッドキャスト名を発話して再生
する
音

電話コマンド

オーディオコマンド

what3words（ワット
スリーワード）で探す

what3words を発話して目的地
に設定する

コマンド 操作

電話帳でかける
電話帳から連絡先を発話して電話
をかける

＜名前＞の＜タイプ＞にか
ける

電話帳から連絡先、発信する電話
の種類を発話して電話をかける

電話をペアリングする Bluetooth携帯電話を登録する

電話帳で送信する
電話帳から宛先を発話してメッ
セージを送信する

電話番号でかける 電話番号を発話して電話をかける

＜電話番号＞へかける 電話番号を発話して電話をかける

コールバック 着信履歴から電話をかける

リダイヤル
直前にかけた電話番号に電話をか
ける

メッセージを表示する メッセージリストを表示する

通話履歴を表示する 通話履歴画面を表示する

＜電話番号＞に送信する
電話番号を発話してメッセージを
送信する

通話履歴で送信する
通話履歴画面から宛先を発話して
メッセージを表示する

＜名前＞の＜タイプ＞に送
信する

電話帳から宛先、送信する電話の
種類を発話してメッセージを送信
する

コマンド 操作

コマンド

テレビ

オーディオオン

オーディオオフ

曲＜名前＞を再生する

アーティスト＜名前＞
生する

プレイリスト＜名前＞
生する

FMラジオ

AMラジオ

iPod

ラジオを聞く

プリセットに合わせる

ジャンル＜名前＞を再
る

アルバム＜名前＞を再
る

作曲者＜名前＞を再生

オーディオブック＜名
を再生する

ポッドキャスト＜名前
再生する
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操作

オートエアコンをONにする

エアコンの設定温度を上げる

エアコンの設定温度を下げる

エアコンの風量を上げる

エアコンの風量を下げる

温度を発話してエアコンの温度を
設定する

温度設定発話画面を表示する

風量設定発話画面を表示する

シートヒーターをONにする

シートヒーターをOFFにする

シートヒーターの強弱を設定する

操作

発話したアプリ名に切り替える

Apple CarPlayに切り替える

Android Autoに切り替える
声操作システム / 音声操作システムの操作
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エアコンコマンド

アプリコマンド

ジャンル＜名前＞を表示す
る

ジャンル名を発話して該当するア
ルバムリストを表示する

アーティスト＜名前＞を表
示する

アーティスト名を発話して該当す
るアルバムリストを表示する

アルバム＜名前＞を表示す
る

アルバム名を発話して該当する曲
のリストを表示する

プレイリスト＜名前＞を表
示する

プレイリスト名を発話して該当す
る曲のリストを表示する

作曲者＜名前＞を表示する
作曲者名を発話して該当するアル
バムリストを表示する

曲を表示する 曲のリストを表示する

オーディオブックを表示す
る

オーディオブックのリストを表示
する

ポッドキャストを表示する
ポッドキャストのリストを表示す
る

AUX AUX画面に切り替える

USB USB画面に切り替える

Bluetoothオーディオ
Bluetoothオーディオ画面に切り
替える

＜周波数＞に合わせる 発話した周波数を受信する

プリセット＜番号＞に合わ
せる

番号を発話してプリセットスイッ
チに記憶した放送局を受信する

知  識
機器によっては、音声操作システムを操作しているときに

iPod/iPhoneが動作しないことがあります。

コマンド 操作

コマンド

エアコンオン

温度を上げる

温度を下げる

風量を上げる

風量を下げる

＜温度＞度

温度設定

風量

シートヒーターオン

シートヒーターオフ

シートヒーター＜強-弱＞

コマンド

＜アプリ名＞を起動する

CarPlayを起動する

Android Autoを起動する
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車両コマンド

コマンド 操作

アイドリングストップオン
アイドリングストップを ON にす
る

アイドリングストップオフ
アイドリングストップをOFFにす
る

車線逸脱防止設定
車線逸脱防止設定発話画面を表示
する

クルーズコントロール設定
クルーズコントロール設定発話画
面を表示する
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 商

Made for iPhone”とは、iPod、

う設計され、Appleが定める性能基

ッパによって認定された電子アクセ

。Appleは、本製品の機能および安

いて一切の責任を負いません。

eを使用する際、ワイヤレス機能に影

assic、iPod nano、iPod touch、

、米国およびその他の国で登録され

ン株式会社のライセンスに基づき使
参考に / 商標・著作権
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参考に

標・著作権

Bluetooth® ワードマークおよびロゴはBluetooth SIG, Inc.が所

有する登録商標であり、株式会社ＳＵＢＡＲＵと株式会社デン

ソーは、これらのマークをライセンスに基づいて使用していま

す。その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所有者に

帰属します。

 is a trademark of DVD Format/Logo Licensing 

Corporation.

• “Made for iPod”、“

iPhone専用に接続するよ

準を満たしているとデベロ

サリであることを示します

全および規格への適合につ

• この製品とiPod、iPhon

響する場合があります。

• iPhone、iPod、iPod cl

Lightning、App Storeは

たApple Inc.の商標です。

• iPhoneの商標は、アイホ

用されています。

Bluetooth

DVD

iPhone／iPod
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racenoteロゴとロゴタイプは、米国およ

るGracenote Inc. の登録商標または商標

ースの著作権は、一般財団法人日本デジ

公益財団法人日本交通管理技術協会

ます。

器に付与された のロゴマークは一

情報通信システムセンターの登録商標で
• Use of the Apple CarPlay logo means that a vehicle 

user interface meets Apple performance standards. 

Apple is not responsible for the operation of this 

vehicle or its compliance with safety and regulatory 

standards. Please note that the use of this product 

with iPhone or iPod may affect wireless performance.

• Apple, iPhone, iPod, iPod touch and Apple CarPlay are 

trademarks of Apple Inc., registered in the U.S. and 

other countries and regions.

• Android、Android AutoはGoogle LLCの商標です。

• GracenoteおよびG

びその他の国におけ

です。

• VICSリンクデータベ

タル道路地図協会・

（TMT）が有してい

• VICS、およびこの機

般財団法人道路交通

す。

Apple CarPlay

Android Auto

Gracenote

VICS
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（

と違うときは、現場の交通規制標

。

多発地点データは、警視庁および国

成しました。

、渋滞統計予測情報を利用していま

VICS情報を統計処理して作成され

慮したものではありません。

社エヌ・ティ・ティ・データより提

VICS情報を統計処理を行い作成さ

 日本道路交通情報センター

法人 道路交通情報通信システムセン

提供されたものです。

ルネック踏み切りデータは、国土交

した。

について

ついて

周辺迂回路探索について

りについて
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いかなる形式においても、著作権者に無断でこの地図を全部、ま

たは一部を複製し利用することを固く禁じます。

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院

発行の2万5千分1地形図、数値地図（国土基本情報）電子国土基

本図（地図情報）、数値地図（国土基本情報）基盤地図情報（数

値標高モデル）及び基盤地図情報を使用した。（承認番号は製品

の画面上に表示。）

この地図の作成に当たっては、一般財団法人日本デジタル道路地

図協会発行の全国デジタル道路地図データベースを使用しまし

た。（測量法第44条に基づく成果使用承認　01-0010）

© 2023　一般財団法人日本デジタル道路地図協会

ZENRIN CO.,LTD ＆ 株式会社トヨタマップマスター ＆ 株式会

社昭文社

この地図に使用している交通規制データは、公益財団法人日本道

路交通情報センター（JARTIC）の交通規制情報を使用していま

す。

この地図に使用している交通規制データは、道路交通法及び警察

庁の指導に基づき全国交通安全活動推進センターが公開している

交通規制情報、公益財団法人日本道路交通情報センター

JARTIC）の交通規制情報を、株式会社トヨタマップマスターが

加工して作成したものを使用しています。

このデータが現場の交通規制

識・標示等に従ってください

この地図に使用している事故

土交通省のデータをもとに作

この機能で提供される情報は

す。

渋滞統計予測情報は、過去の

ており、現況の交通状況を考

渋滞統計予測情報は、株式会

供されています。

渋滞統計予測情報は、過去の

れたデータです。

VICS情報は、公益財団法人

（JARTIC）および一般財団

ター（VICSセンター）より

この地図に使用しているボト

通省のデータを基に作成しま

地図データベースについて

交通規制データについて

道路交通規制の優先

交通事故多発地点に

渋滞考慮探索および

ボトルネック踏み切
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樽市、旭川市、室蘭市、釧路市、帯広市、

見沢市、網走市、留萌市、苫小牧市、稚内

、江別市、赤平市、紋別市、士別市、名寄

、千歳市、滝川市、砂川市、歌志内市、深

別市、恵庭市、伊達市、北広島市、石狩

戸市、黒石市、五所川原市、十和田市、三

船渡市、奥州市、花巻市、北上市、久慈

、陸前高田市、釜石市、二戸市、滝沢市

竈市、大崎市、気仙沼市、白石市、名取

市、岩沼市、七ヶ浜町、利府町

手市、大館市、由利本荘市、男鹿市、湯沢

岡市、酒田市、新庄市、寒河江市、上山

、天童市、東根市、尾花沢市、南陽市

、郡山市、いわき市、白河市、南相馬市、

、相馬市、二本松市、西郷村

スト
スマートICはETC専用のインターチェンジのため、実際の走行の

際にはETCを使用できる状態でなければご利用いただけません。

また、スマートICは乗降方向（上り下り）や時間帯、車種が限定

される箇所がありますので、必ず現場の交通規制標識・標示等に

従ってください。

使用している高速道路・都市高速の料金データは、2020年11月

現在のものです（一部新設道路を除く）。

Copyright 2013- lindwurm (Hotaka Hitagi)

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the 

"License"); you may not use this file except in compliance 

with the License.

You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing, 

software distributed under the License is distributed on 

an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR 

CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

See the License for the specific language governing 

permissions and limitations under the License.

北海道

札幌市、函館市、小

北見市、夕張市、岩

市、美唄市、芦別市

市、三笠市、根室市

川市、富良野市、登

市、当別町、釧路町

青森県

青森市、弘前市、八

沢市、むつ市

岩手県

盛岡市、宮古市、大

市、遠野市、一関市

宮城県

仙台市、石巻市、塩

市、角田市、多賀城

秋田県

秋田市、能代市、横

市、大仙市、鹿角市

山形県

山形市、米沢市、鶴

市、村山市、長井市

福島県

福島市、会津若松市

須賀川市、喜多方市

スマートIC（ETC専用）について

高速道路料金データについて

案内標識（フォント）

市街図収録都市リ
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船橋市、館山市、木更津市、松戸

市、成田市、佐倉市、東金市、匝瑳

、勝浦市、市原市、流山市、八千代

ヶ谷市、君津市、富津市、浦安市、

市、印西市、白井市、富里市、山武

、南房総市、酒々井町、栄町、多古

十九里町、芝山町、一宮町、睦沢

町、長南町、大多喜町、御宿町

新宿区、文京区、台東区、墨田区、

大田区、世田谷区、渋谷区、中野

、荒川区、板橋区、練馬区、足立

王子市、立川市、武蔵野市、三鷹

市、調布市、町田市、小金井市、小

国分寺市、国立市、福生市、狛江

久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲

、西東京市、瑞穂町、日の出町、檜

、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原

模原市、三浦市、秦野市、厚木市、

市、座間市、南足柄市、綾瀬市、葉

宮町、中井町、大井町、松田町、山

鶴町、湯河原町、愛川町、清川村

柏崎市、新発田市、小千谷市、加茂

上市、燕市、糸魚川市、妙高市、五

賀野市
参考に / 商標・著作権
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茨城県

水戸市、日立市、土浦市、古河市、石岡市、筑西市、結城市、

龍ヶ崎市、下妻市、常総市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、

笠間市、取手市、坂東市、牛久市、つくば市、ひたちなか市、

鹿嶋市、潮来市、守谷市、神栖市、つくばみらい市、大洗町、

東海村

栃木県

宇都宮市、足利市、栃木市、佐野市、鹿沼市、日光市、小山

市、真岡市、大田原市、矢板市、那須塩原市

群馬県

前橋市、高崎市、桐生市、伊勢崎市、太田市、沼田市、館林

市、渋川市、藤岡市、富岡市、安中市、玉村町

埼玉県

川越市、熊谷市、川口市、行田市、秩父市、所沢市、飯能市、

加須市、本庄市、東松山市、春日部市、狭山市、羽生市、鴻巣

市、深谷市、上尾市、草加市、越谷市、蕨市、戸田市、入間

市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、桶川市、久喜市、北本

市、八潮市、富士見市、ふじみ野市、三郷市、蓮田市、坂戸

市、幸手市、鶴ヶ島市、日高市、吉川市、さいたま市、白岡

市、三芳町、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、小川町、と

きがわ町、川島町、吉見町、鳩山町、横瀬町、皆野町、長瀞

町、小鹿野町、東秩父村、美里町、神川町、上里町、寄居町、

宮代町、杉戸町、松伏町

千葉県

千葉市、銚子市、市川市、

市、野田市、香取市、茂原

市、旭市、習志野市、柏市

市、我孫子市、鴨川市、鎌

四街道市、袖ヶ浦市、八街

市、いすみ市、大網白里市

町、東庄町、横芝光町、九

町、長生村、白子町、長柄

東京都

千代田区、中央区、港区、

江東区、品川区、目黒区、

区、杉並区、豊島区、北区

区、葛飾区、江戸川区、八

市、青梅市、府中市、昭島

平市、日野市、東村山市、

市、東大和市、清瀬市、東

城市、羽村市、あきる野市

原村、奥多摩町

神奈川県

横浜市、川崎市、横須賀市

市、茅ヶ崎市、逗子市、相

大和市、伊勢原市、海老名

山町、寒川町、大磯町、二

北町、開成町、箱根町、真

新潟県

新潟市、長岡市、三条市、

市、十日町市、見附市、村

泉市、佐渡市、上越市、阿
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岡崎市、一宮市、瀬戸市、半田市、春日井

、碧南市、刈谷市、豊田市、安城市、西尾

、常滑市、江南市、小牧市、稲沢市、新城

、知多市、知立市、尾張旭市、高浜市、岩

市、田原市、愛西市、清須市、北名古屋

、みよし市、長久手市、東郷町、豊山町、

治町、蟹江町、飛島村、阿久比町、東浦

町、武豊町、幸田町

勢市、松阪市、桑名市、伊賀市、鈴鹿市、

山市、鳥羽市、熊野市、いなべ市、玉城

浜市、近江八幡市、東近江市、草津市、守

舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡

、長岡京市、八幡市、京田辺市、京丹後

崎町、久御山町、井手町、宇治田原町、笠

町、南山城村
富山県

富山市、高岡市、射水市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、

砺波市、小矢部市

石川県

金沢市、七尾市、小松市、輪島市、珠洲市、加賀市、羽咋市、

白山市、野々市市、内灘町

福井県

福井市、敦賀市、越前市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、

あわら市

山梨県

甲府市、富士吉田市、甲州市、都留市、山梨市、大月市、韮崎

市、南アルプス市、中央市

長野県

長野市、松本市、上田市、岡谷市、飯田市、諏訪市、須坂市、

小諸市、伊那市、駒ヶ根市、中野市、大町市、飯山市、茅野

市、塩尻市、千曲市、佐久市、東御市、軽井沢町、下諏訪町

岐阜県

岐阜市、大垣市、高山市、多治見市、関市、中津川市、美濃

市、瑞浪市、羽島市、恵那市、美濃加茂市、土岐市、各務原

市、可児市、山県市、瑞穂市、下呂市、岐南町、笠松町、坂祝

町、富加町

静岡県

静岡市、浜松市、沼津市、熱海市、三島市、富士宮市、伊東

市、島田市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御殿

場市、袋井市、下田市、裾野市、湖西市、伊豆市、御前崎市、

伊豆の国市、牧之原市、清水町

愛知県

名古屋市、豊橋市、

市、豊川市、津島市

市、蒲郡市、犬山市

市、東海市、大府市

倉市、豊明市、日進

市、弥富市、あま市

大口町、扶桑町、大

町、南知多町、美浜

三重県

津市、四日市市、伊

名張市、尾鷲市、亀

町、度会町

滋賀県

大津市、彦根市、長

山市、栗東市

京都府

京都市、福知山市、

市、城陽市、向日市

市、木津川市、大山

置町、和束町、精華
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原市、尾道市、福山市、府中市、三

広島市、廿日市市、府中町、海田

萩市、周南市、防府市、下松市、岩

、長門市、柳井市、美祢市、和木町

、阿南市

善通寺市、観音寺市、さぬき市、東

、八幡浜市、新居浜市、西条市、大

南国市、土佐市、須崎市、四万十

市、久留米市、直方市、飯塚市、田

倉市、八女市、筑後市、大川市、行

郡市、筑紫野市、春日市、大野城

島市、古賀市、福津市、那珂川町、

須惠町、新宮町、久山町、粕屋町、

遠賀町、苅田町、吉富町

多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市
参考に / 商標・著作権
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大阪府

大阪市、堺市、岸和田市、豊中市、池田市、吹田市、泉大津

市、高槻市、貝塚市、守口市、枚方市、茨木市、八尾市、泉佐

野市、富田林市、寝屋川市、河内長野市、松原市、大東市、和

泉市、箕面市、柏原市、羽曳野市、門真市、摂津市、高石市、

藤井寺市、東大阪市、泉南市、四條畷市、交野市、大阪狭山

市、阪南市、島本町、豊能町、能勢町、忠岡町、熊取町、田尻

町、岬町、太子町、河南町、千早赤阪村

兵庫県

神戸市、姫路市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、

伊丹市、相生市、豊岡市、加古川市、たつの市、赤穂市、西脇

市、宝塚市、三木市、高砂市、川西市、小野市、三田市、加西

市、丹波篠山市、養父市、猪名川町、稲美町、播磨町

奈良県

奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、桜井市、

五條市、御所市、生駒市、香芝市

和歌山県

和歌山市、海南市、橋本市、有田市、御坊市、田辺市、新宮

市、岩出市、紀の川市

鳥取県

鳥取市、米子市、倉吉市、境港市

島根県

松江市、浜田市、出雲市、益田市、大田市、安来市、江津市

岡山県

岡山市、倉敷市、津山市、玉野市、笠岡市、井原市、総社市、

高梁市、新見市、備前市、瀬戸内市、真庭市、美作市、赤磐

市、浅口市、吉備中央町、和気町、早島町、里庄町、矢掛町、

鏡野町、勝央町、奈義町、西粟倉村、美咲町、久米南町

広島県

広島市、呉市、竹原市、三

次市、庄原市、大竹市、東

町、熊野町、坂町

山口県

下関市、宇部市、山口市、

国市、山陽小野田市、光市

徳島県

徳島市、鳴門市、小松島市

香川県

高松市、丸亀市、坂出市、

かがわ市

愛媛県

松山市、今治市、宇和島市

洲市、四国中央市、伊予市

高知県

高知市、室戸市、安芸市、

市、宿毛市、土佐清水市

福岡県

北九州市、福岡市、大牟田

川市、柳川市、嘉麻市、朝

橋市、豊前市、中間市、小

市、宗像市、太宰府市、糸

宇美町、篠栗町、志免町、

芦屋町、水巻町、岡垣町、

佐賀県

佐賀市、唐津市、鳥栖市、
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ーションディスプレイおよびそのシステム

気通信事業法の基準に適合しています。

ーションディスプレイおよびそのシステム

、法律により罰せられることがあります。

what3words Limitedの商標です。

X Software Systems Limited. All 

mark of Cinemo GmbH, Karlsruhe. 

/www.cinemo.com

よびプログラムの著作権は、弊社および弊

づく権利を許諾した第三者に帰属しており

かなる形式においてもこれらのデータおよ

または一部を複製、改変、解析などするこ

地図データなどが完全・正確であること、

目的へ合致することを保証するものではあ

GPSの測位範囲が異なる外国ではご使用い

改善のため予告なく変更する場合がありま

書の内容と実物が異なることがあります。

造、またはお取り換えのご要望には応じか

の固有名詞は各社の商標または登録商標で
長崎県

長崎市、佐世保市、島原市、諫早市、大村市、五島市、平戸

市、松浦市、長与町、時津町、波佐見町

熊本県

熊本市、八代市、人吉市、荒尾市、水俣市、玉名市、天草市、

山鹿市、菊池市、宇土市

大分県

大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、津久見

市、竹田市、豊後高田市、杵築市、宇佐市

宮崎県

宮崎市、都城市、延岡市、日南市、小林市、日向市、串間市、

西都市、えびの市

鹿児島県

鹿児島市、薩摩川内市、鹿屋市、枕崎市、いちき串木野市、阿

久根市、奄美市、出水市、伊佐市、指宿市、南さつま市、霧島

市、西之表市、垂水市

沖縄県

那覇市、うるま市、宜野湾市、宮古島市、石垣市、浦添市、名

護市、糸満市、沖縄市、豊見城市、南風原町

• センターインフォメ

は、電波法および電

• センターインフォメ

を分解・改造すると

• what3words® は、

• © 1982-2013, QN

rights reserved.

• Cinemo is a trade

Please visit http:/

• 収録されたデータお

社に対し著作権に基

ます。お客様は、い

びプログラムの全部

とはできません。

• 弊社は、収録された

およびお客様の特定

りません。

• 日本国内専用です。

ただけません。

• 仕様および外観は、

す。また、取扱説明

その場合における改

ねます。

• その他、製品名など

す。

その他
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 オ
コ

放送サービス契約約

交通情報通信システムセンター（以

す。）は、放送法（昭和25年法律第

基づき、このVICS情報有料放送

この約款」といいます。）を定め、

放送サービスを提供します。

の約款を変更することがあります。

提供条件は、変更後のVICS情報有

よります。

は、次の用語はそれぞれ次の意味で

利用中の加入者のために、FM多重

道路交通情報の有料放送サービス

サービスの提供を受けるための契約

ービス契約を締結した者

ー

スクランブル化（攪乱）された電波

視聴を可能とするための機器
参考に / オープンソースを適用したソースコード入手について
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ープンソースを適用したソース
ード入手について

センターインフォメーションディスプレイは、フリー／オープン

ソースソフトウェア（FOSS）を搭載しています。

使用許諾やソースコードは以下のURLから確認できます。

https://www.denso.com/global/en/opensource/ivi/

subaru/

 VICS 情報有料
款
第1章　総則
（約款の適用）

第1条　一般財団法人道路

下「当センター」といいま

132号）第147条の規定に

サービス契約約款（以下「

これによりVICS情報有料

（約款の変更）

第2条　当センターは、こ

この場合には、サービスの

料放送サービス契約約款に

（用語の定義）

第3条　この約款において

使用します。

(1) VICSサービス

当センターが自動車を

放送局から送信する、

(2) VICSサービス契約

当センターからVICS

(3) 加入者

当センターとVICSサ

(4) VICSデスクランブラ

FM多重放送局からの

を解読し、放送番組の
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類の変更）

ICSサービスの種類に対応したVICS対応

ことにより、第4条に示すVICSサービス

ことができます。

又は承継）

第三者に対し加入者としての権利の譲渡又

ことができます。

解除）

は、次の場合には加入者がVICSサービス

とみなします。

スクランブラーの使用を将来にわたって

るVICSデスクランブラーの使用が不可能

約の解除）

は、加入者が第16条の規定に反する行為

VICSサービス契約を解除することがあり

の規定に従って、本放送の伝送方式の変更

は、VICSサービス契約は、解除されたも

条の規定により、VICSサービス契約が解

ても、当センターは、VICSサービスの視

いたしません。
ご参考

第2章　サービスの種類等
（VICSサービスの種類）

第4条　VICSサービスには、次の種類があります。

(1) 文字表示型サービス

文字により道路交通情報を表示する形態のサービス

(2) 簡易図形表示型サービス

簡易図形により道路交通情報を表示する形態のサービス

(3) 地図重畳型サービス

車載機のもつデジタル道路地図上に情報を重畳表示する形

態のサービス

（VICSサービスの提供時間）

第5条　当センターは、原則として一週間に概ね120時間以上

のVICSサービスを提供します。

第3章　契約
（契約の単位）

第6条　当センターは、VICSデスクランブラー 1台毎に1の

VICSサービス契約を締結します。

（サービスの提供区域）

第7条　VICSサービスの提供区域は、当センターの電波の受信

可能な地域（全都道府県の区域で概ねNHK-FM放送を受信する

ことができる範囲内）とします。ただし、そのサービス提供区

域であっても、電波の状況によりVICSサービスを利用するこ

とができない場合があります。

（契約の成立等）

第8条　VICSサービスは、VICS対応FM受信機（VICSデスク

ランブラーが組み込まれたFM受信機）を購入したことにより、

契約の申込み及び承諾がなされたものとみなし、以後加入者

は、継続的にサービスの提供を受けることができるものとしま

す。

（VICSサービスの種

第9条　加入者は、V

FM受信機を購入する

の種類の変更を行う

（契約上の地位の譲渡

第10条　加入者は、

は地位の承継を行う

（加入者が行う契約の

第11条　当センター

契約を解除したもの

(1) 加入者がVICSデ

停止したとき

(2) 加入者の所有す

となったとき

（当センターが行う契

第12条　当センター

を行った場合には、

ます。また、第17条

等が行われた場合に

のと見なされます。

2　第11条又は第12

除された場合であっ

聴料金の払い戻しを
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）

ンターが提供するVICSサービスの放

ことはできません。

天災、事変、気象などの視聴障害によ

ターの責めに帰すことのできない事

視聴が不可能ないし困難となった場

せん。また、利用者は、道路形状が

事情がある場合には、VICSサービ

があることを了承するものとしま

該変更においても変更後3年間、当

デジタル道路地図上でも、VICS

切に表示されるように、合理的な努

。

放送の電波に多重して提供されてい

式の変更等が行われた場合には、加

信機によるVICSサービスの利用が

ターは、やむを得ない事情があると

の期間を持って、VICSサービスの

、加入者に周知のうえ、本放送の伝

あります。

）

含まれております。

2月1日改訂時のものを掲載しています。
参考に / VICS 情報有料放送サービス契約約款
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第4章　料金
（料金の支払い義務）

第13条　加入者は、当センターが提供するVICSサービスの料

金として、契約単位ごとに加入時に別表に定める定額料金の支

払いを要します。なお、料金は、加入者が受信機を購入する際

に負担していただいております。

第5章　保守
（当センターの保守管理責任）

第14条　当センターは、当センターが提供するVICSサービス

の視聴品質を良好に保持するため、適切な保守管理に努めま

す。ただし、加入者の設備に起因する視聴品質の劣化に関して

はこの限りではありません。

（利用の中止）

第15条　当センターは、放送設備の保守上又は工事上やむを得

ないときは、VICSサービスの利用を中止することがあります。

2　当センターは、前項の規定によりVICSサービスの利用を中

止するときは、あらかじめそのことを加入者にお知らせしま

す。ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りではありませ

ん。

第6章　雑則
（利用に係る加入者の義務

第16条　加入者は、当セ

送を再送信又は再配分する

（免責）

第17条　当センターは、

る放送休止、その他当セン

由によりVICSサービスの

合には一切の責任を負いま

変更した場合等、合理的な

スが一部表示されない場合

す。但し、当センターは当

該変更に対応していない旧

サービスが可能な限度で適

力を傾注するものとします

2　VICSサービスは、FM

ますので、本放送の伝送方

入者が当初に購入された受

できなくなります。当セン

認める場合には、3年以上

「お知らせ」画面等により

送方式の変更を行うことが

［別表］
視聴料金 330円（税込み

ただし、車載機購入価格に

※ この契約約款は、令和2年1
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お

6

メンテ

お
 日

は次のような場所をお奨めします。

しない場所

には、電動パーキングブレーキの錆

キをかけずに次の要領で駐車してく

入れます。

）をします。

てください。ブレードラバーのくせ

ます。

やスプレー缶など）は放置しないで

発することがあります。

、スバル純正ボディカバーの使用を
車の手入れ / 日常の手入れ

82

ナンス

車の手入れ

常の手入れ

次のようなときは必ず洗車をしてください。

• 凍結防止剤を散布した道路や海岸地帯、ぬかるみ、砂地、砂利

道などを走行した後（錆を促進させる要因となりますので車体

の下まわり、足まわりを念入りに洗ってください）

• コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、樹液などが付着したと

き

• 塗装面に異物が付着したとき

また、飛び石などにより塗装面に傷がある場合、錆の原因となり

ますので早めに補修してください。

お車の保管、長期間の駐車に

• 直射日光が当たらない場所

• 風通しがよい場所

• 鉄道線路から離れた場所

• 農薬などの化学薬品が飛散

• 木から離れた場所

• いたずらされにくい場所

長期間お車を使用しない場合

び固着防止のため駐車ブレー

ださい。

• セレクトレバーを“P”に

• 輪止め（タイヤストッパー

また、ワイパーを立てておい

付きや汚れの付着を防止でき

手入れのしかた

保管のしかた

知  識
• 車内に可燃物（ライター

ください。自然発火や爆

• 屋外にお車を止める際は

お奨めします。



お車の手入れ / 外装の手入れ
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のように行い、洗車後は拭き残しがないよ

取ってください。

柔らかいスポンジやセーム皮を使います。

体の下側を洗うときはゴム手袋を着用し、

使って泥や砂などをよく落とします。

は中性洗剤で洗い、水で完全に洗い落とし

み続けても、異音や振動が解消されない

異常が考えられますので直ちに

点検を受けてください。

ど走行中に、ブレーキペダルを数回踏

してから駐車してください。

りかかったりしない。

は直接水をかけない。

やエンジン不調、電気部品、配線部、パ

の故障、ブレーキの効き不良などの原因

があります。

ー内側下まわりまたはバンパー、排気管

突起物で手などにけがをしないように注

溶剤などを含んだ洗剤は使用しない。

、完全に洗い流してください。

パウンド入りワックスは使用しない。
 外装の手入れ

月に1回程度を目安とし、汚れが目立ってきたらその都度洗車し

てください。

洗車を行う際は、プッシュエンジンスイッチをOFFにしてくださ

い。 手洗いするとき

水を十分かけながら次

うにきれいに水を拭き

• ボディを洗うときは

• タイヤのまわりや車

ハンドブラシなどを

• 汚れがひどいところ

ます。

洗車のしかた

注  意
• 先の尖ったものや鋭利なものを使わない。

－ ブレーキホースや配線などに傷をつけるおそれがあります。

知  識
• 雨が降った後は、塗膜上の水分が蒸発する前に洗車すること

をお奨めします。そのままの状態で時間が経過すると、塗膜

が傷むことがあります。

• 寒いときは、凍結を防ぐため洗車後に水分をよく拭き取って

ください。

－ 特にドアまわりは凍結しやすいところです。

－ ブレーキが凍結することがあります。後続車や道路の状況

に注意して効きを確認してください。

• ブレーキシステムがぬれた状態のままで長時間駐車しておく

と錆によりブレーキパッドとブレーキディスクが固着するこ

とがあり、走行時に異音や振動がする場合がありますが、異

常ではありません。

• 走行中にブレーキペダルを数回強く踏むことで、ブレーキ

ディスクの表面が研磨され錆が取れて元に戻ります。

• 繰り返しペダルを踏

場合は、ブレーキの

SUBARU販売店での

• 洗車後は1～2 kmほ

んでブレーキを乾か

注  意
• ボディに乗ったり寄

• エンジンルーム内に

－ エンジン始動不良

ワーステアリング

につながるおそれ

• 足まわり、フェンダ

などを洗うときは、

意する。

• ランプ類には、有機

－ 使用した場合には

• 日常の洗車ではコン

知  識



お

6

自

高

メラ周辺部に直接水をかけないでく

後、ボディの温度が体温以下に冷え

ください。

どを含んだワックスは使用しないで

合には完全に拭き取ってください。

が早くなったりするおそれがありま

使用上の注意をよく読んでから使用
車の手入れ / 外装の手入れ

84

動洗車機を使うとき

自動洗車機の使いかたをよく確認し、次のことを守ってくださ

い。

• ドアミラーを格納してください。

P.198参照

• 必ずプッシュエンジンスイッチをOFFにしてください。ワイ

パーが損傷するおそれがあります。

圧洗車機を使うとき

洗車機の使いかたをよく確認し、次のことを守ってください。

• 洗車ノズルと車体との距離を十分離してください。（30 cm以

上）

• 同じ場所を連続して洗浄しないでください。場所によって車内

に水が入ることがあります。

• 車両の下まわりは、エンジン部品、電気部品、ゴム部品などが

あり、部品が破損するおそれがあるので、高圧洗浄機で洗浄し

ないでください。

• 汚れが落ちにくい場合は手洗いしてください。洗車機から噴射

される温水は機種によっては高温・高圧のものがあるので、

モールなど樹脂部分が変形、損傷することがあります。

• マルチビューモニターのカ

ださい。

P.416参照

月に1回程度を目安に、洗車

ているときに行います。

• 洗車後は直射日光を避けて

• ランプ類には、有機溶剤な

ください。もし使用した場

ランプが損傷したり、劣化

す。

－ コーティングを損傷させるおそれがあります。

注  意
自動洗車機のブラシにより、傷がついて塗装の光沢が失われた

り、劣化を早めたりすることがあります。スポンジやセーム皮

での手洗いをお奨めします。

注  意

ワックスのかけかた

知  識
ワックス、コンパウンドの

してください。



お車の手入れ / 外装の手入れ
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滑らかに作動させるためのコーティングが

ーティングを傷めないよう、薄めた中性洗

軽く拭き取ってください。

て

は、はっ水膜のコーティングがしてありま

ついた水滴をはじき、走行中でも視界を良

は、ブレードラバーが外れていないか確

耗品です。拭き残しが目立つなど、払拭

きは、早めに交換してください。

消耗品です。はっ水効果の持続期間には

効果を長持ちさせるためにも次の項目を

き粉）入りのガラス洗浄剤やワックスな

ださい。

るときは、ガラスの汚れを取り除いてか
油膜などがガラスについてワイパーの拭き残しが出たときは、ガ

ラス洗浄剤を使ってきれいに落としてください。

ガラス洗浄剤を使用したとき、水滴のはじきが悪くなったりガラ

スが曇るなどしたときは、柔らかい湿った布などで拭き取ってく

ださい。

ガラスの内側が曇っているときや汚れているときは、柔らかい

湿った布などで拭き取ってください。

ワイパーについて

ブレードラバーには、

されています。

汚れているときは、コ

剤をスポンジに含ませ

はっ水ガラスについ

フロントドアガラスに

す。

フロントドアガラスに

好に保ちます。

ガラスとワイパーの手入れ

注  意
ガラスのお手入れをするときは次のことをお守りください。

• フロントガラス、リヤガラスにワックス、窓ガラス用はっ水

剤が付かないよう注意する。

－ 対向車のヘッドランプでガラスが乱反射して見えにくくな

ることがあります。

－ 拭きむらが生じる原因になります。

• リヤガラスを車内から拭くときは、ガラス洗浄剤を使わず、

柔らかい布などで、電熱線に沿って軽く拭く。

知  識
• 泥などの汚れがひどいときは、汚れを取り除いてからウイン

ドウの開閉操作を行ってください。

• 車内側の手入れをするときに硬いものを使用すると傷がつく

ことがあります。

知  識
• お手入れをするとき

認してください。

• ブレードラバーは消

性能が落ちてきたと

P.705参照

知  識
ガラスのはっ水加工は

限りがありますので、

お守りください。

• コンパウンド（みが

どは使用しないでく

• 自動洗車機を使用す

ら行ってください。
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 内
1
2

3

性洗剤を5％濃度に薄めた液を柔ら

ください。

ませた柔らかい布でよく落としてく

通しのよい日陰で行ってください。

有機溶剤は変色、シミなどの原因に

ください。

がつくとカビやシミなどの原因にな

によっては内装表面に色移りするこ

すると落ちにくくなります。早めに

長時間さらすと、変質、縮みの原因

は、日よけに心がけてください。

革内装の上に置かないでください。

ルが変質して本革内装に付着するこ

清掃するときは、きれいで柔らかい

浸し、汚れを軽く拭き取ります。

らかい布でから拭きしてください。

のクリーナーを染み込ませた布で汚

してください。スプレー式のクリー

ると、画面の構成部品に損傷を与え

、硬い布で拭いたり、シンナーやア

ので拭くと、傷がついたり文字が消
車の手入れ / 内装の手入れ

86

装の手入れ
. カークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除きます。

. 水またはぬるま湯を含ませた柔らかい布で軽く拭き取ります。

汚れがひどいときは中性洗剤の水溶液を柔らかい布に軽く含ま

せて、汚れを落とします。

飲食物などをこぼしたときは、すぐに汚れを落としてくださ

い。

. 直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾燥させます。

汚れ落としには、ウール用中

かい布に軽く含ませて拭いて

残った洗剤成分は、真水を含

ださい。

• 乾燥は直射日光を避け、風

• ベンジン、ガソリンなどの

なりますので使用しないで

• 本革内装表面に油汚れなど

ります。また、衣類の種類

とがあります。長期間放置

落としてください。

• 本革内装表面を直射日光に

になります。駐車するとき

• 夏期などにビニール類を本

室内が高温になるとビニー

とがあります。

• 車内のプラスチック部品を

布を水あるいはぬるま湯に

• 液晶画面が汚れたときは柔

汚れがひどいときは、中性

れを落としてからから拭き

ナーなどを直接画面にかけ

るおそれがあります。また

ルコールなどの揮発性のも

えることがあります。

警  告
内装の手入れをする際は、次のことを必ずお守りください。

守らないと車両の故障や重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

• シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤や

漂白剤を絶対に使用しない。

－ シートベルトの強度が低下し、衝突などのとき十分な効果

を発揮しません。清掃するときは中性洗剤を溶かしたぬる

ま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使用しないでくだ

さい。

• オーディオ、エアコンなどの電装品や各種スイッチ、ならび

にこれらの周辺の清掃には、シリコーン（ケイ素高分子化合

物）を含有するケミカル剤を使用しない。

－ シリコーン（ケイ素高分子化合物）が付着した場合は、電

装品の故障の原因となるおそれがあります。

• 室内の清掃などで車内に水をかけない。

－ 車両火災の原因となります。

本革内装の手入れ

その他の手入れ



車載工具 / 格納場所
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は、「ジャッキアップ」を参照してくだ
車載工具
 格納場所

次の工具類が搭載されています。

• ドライバー（＋、－両方に使えます）

• ホイールナットレンチ

• ジャッキ

• ジャッキハンドル

• けん引フック

• パンク修理キット

トランクルームのリッド（フタ）の下に格納されています。

※ ドライバーとホイールナットレンチはトランクルームのリッド（フ

タ）の下に格納することができます。

知  識
• 工具は定めた場所に置いておくと、万一のときすぐに取り出

せます。使用後は元の場所に戻してください。

• ジャッキを使うとき

さい。

P.698参照

知  識



エ

6

エ
 ボ

意して開ける。

り損傷したりするおそれがありま

押し付けない。

ンネットがへこむことがあります。

テーの損傷や作動不良を防ぐため、

。

ール袋、テープなどをかみ込ませな

い。

り、自然に閉じてしまう場合があり

品以外のアクセサリー用品を取り付

端に重くなると、開けたときにス

るおそれがあります。

横方向に力をかけたりしない。

ネットが開閉できなくなるおそれが

合は、SUBARU販売店にご相談く

ARU販売店にご相談ください。
ンジンルーム内の点検 / ボンネット

88

ンジンルーム内の点検

ンネット
ボンネットを開けると、割り込み画面と警告灯を表示します。

警  告
• 必ず走行前にボンネットが確実にロックされていることを確

認する。

－ 確実にロックされていないまま走行すると、走行中開くこ

とがあり非常に危険です。

• ボンネットを開けるときはプッシュエンジンスイッチを

OFFにする。

－ 作動中の部品に巻き込まれると重大な傷害につながるおそ

れがあります。

注  意
ボンネットを開閉するときは次のことに注意してください。守

らないと思わぬ故障、事故またはけがにつながるおそれがあり

ます。

• 走行後すぐに開けるときには、部品が熱くなっているので、

やけどに注意する。

• 冷却ファンに注意する。

P.43参照

• 指や物を挟まないよう十分注意する。

• ワイパーアームを起こしたり、作動させたりしない。

－ ボンネットとワイパーアームが接触し傷付くおそれがあり

ます。

• 風の強いときには十分注

－ 風にあおられて歪んだ

す。

• ボンネットを上から強く

－ 強く押し付けると、ボ

ボンネットを支えるガスス

次のことをお守りください

• ガスステー部に薄いビニ

い。

• ステー部分に傷をつけな

－ ステーのガス抜けによ

ます。

• ボンネットにスバル純正

けない。

－ ボンネットの重量が極

テーが支えきれなくな

• ステーに手をかけたり、

－ ステーが曲がり、ボン

あります。

• 分解しない。

－ 作動不良と思われる場

ださい。

• 火中に投じない。

－ 廃棄するときは、SUB

注  意



エンジンルーム内の点検 / ボンネット

689

下ろし、先端を押さえるようにして閉めま

ることを確認してください。

物を置き忘れないよう注意する。

は高温になるため、車両火災につながる

です。

おそれがあります。
1. 運転席側のインストルメントパネル右下にある、ボンネット

オープナーレバーを引きます。

2. フロントバンパーとボンネットのすき間からレバーを左に押し

てロックを外し、ボンネットを持ち上げます。

ボンネットをゆっくり

す。

確実にロックされてい

開けるとき 閉めるとき

警  告
• エンジンルーム内に

－ エンジンルーム内

おそれがあり危険

－ 故障の原因となる



エ

6

 日

キャップを脱着するときは、エンジ

により指を挟んだりしないように注

ているプーリーやベルト、自動的に

分注意する。

、手を置くなどの力を加えない。
ンジンルーム内の点検 / 日常点検

90

常点検
日常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことが

法律で義務付けられています。

日常点検は、簡単に点検できる項目になっていますので、長距離

走行前や洗車時、給油時などを目安に実施してください。ここで

は、お車特有の点検内容を説明しています。

その他の点検方法および実施時の注意事項は、「メンテナンス

ノート」をお読みください。

注  意
エンジンルーム内の日常点検を行う際は、次のことをお守りく

ださい。

守らないとやけどやけがをするおそれがあります。

• プッシュエンジンスイッチがOFFでエンジンが冷えている

ことを確認する。

• やむを得ずプッシュエンジンスイッチがONでエンジンルー

ム内の点検を行う際は、電動パーキングブレーキを確実にか

ける。

• エンジンオイルフィルターの交換や、エンジンオイル注入口

のキャップの脱着などをするときは、エンジンが完全に冷え

るまでエンジンオイルフィルターには触れない。

• エンジンオイル注入口の

ンオイルフィルターなど

意する。

• エンジン高温部、回転し

回転する冷却ファンに十

• ベルトカバーに触れたり

注  意



エンジンルーム内の点検 / 日常点検

691
また、次のことをお守りください。

守らないと車体が損傷するおそれがあります。

• フェンダーカバーに手を置くなど力を加えない。

－ フェンダーカバーおよび車体側の取り付け部が変形するお

それがあります。

注  意



6

エ

※

92

ンジンルーム内の点検 / 日常点検

車の仕様によりエンジン形状が一部異なります。

また、仕様につきましてはサービスデータをご覧ください。
P.756参照



エンジンルーム内の点検 / バッテリー

693

限（LOWER LEVEL）以下になったまま

、バッテリーが爆発するおそれがありま

はときどき点検し、不足しているときは上

まで補充してください。

液

液の量を点検してください。

、向かって右側のヘッドランプ後ろに給水

はフロントおよびリヤウォッシャーとヘッ

共用になっています。

ルゲージで液量を点検します。

Wより上に液の膜が付着していることを
 バッテリー
充電受け入れ性能を高めた高性能な専用バッテリーを使用してい

ます。

P.756参照

気温が下がるとバッテリーの性能が低下し、エンジン始動に支障

をきたすことがあります。必要に応じてバッテリー液の点検や補

充をしてください。

詳しくは「メンテナンスノート」をご覧ください。

バッテリーの液量が下

使用または充電すると

す。バッテリーの液量

限（UPPER LEVEL）

 ウォッシャー

運転前にウォッシャー

ボンネットを開けると

口があります。タンク

ドランプウォッシャー

キャップを外し、レベ

レベルゲージ下部のLO

確認してください。

注  意
• 専用バッテリー以外は使用しない。

－ バッテリーの早期劣化やアイドリングストップが正常に作

動しなくなるおそれがあります。

－ 交換するときは、スバル純正のアイドリングストップ専用

バッテリーに交換してください。詳しくはSUBARU販売

店にご相談ください。

• バッテリーの端子から直接電装品の電源をとらない。

－ アイドリングストップが正常に作動しなくなります。

• バッテリーが上がったときは、救援車を依頼しブースター

ケーブルを接続してエンジンを始動する。

－ エンジンをかけた後は、すみやかにSUBARU販売店で点

検を受けてください。

P.742参照

• エンジンが停止した状態で、電装品や電動の機能を必要以上

に使用し続けない。

－ バッテリー上がりの原因となります。

液量の点検

液量の点検



エ

6

バルスーパークーラントを希釈せず

ご使用ください。

わせる。

と噴射した液が凍結し、視界不良に

。また、タンク内で凍結することが
ンジンルーム内の点検 / 冷却水の濃度

94

付着していない場合、ウォッシャー液をFULLの位置まで補給し

てください。

FULL位置以上にウォッシャー液を入れないでください。

ウォッシャー液の凍結を防ぐため、ウォッシャー液容器に記載し

てある凍結温度を参考に、外気温度に応じた希釈割合（濃度）に

してください。

 冷却水の濃度
冷却水の凍結を防ぐため、ス

そのまま使用してください。

 エンジンオイル
スバル純正エンジンオイルを

P.756参照
注  意

ウォッシャー液を使用したり補充する際は、次のことをお守り

ください。守らないと故障や視界不良の原因につながるおそれ

があります。

• 降雪時、寒冷時には、フロントおよびリヤガラスが温まるま

でウォッシャー液を使用しない。

• ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物などが入らないよう注意

する。

寒冷時の濃度調整

注  意
• 外気温度と希釈割合を合

－ 希釈割合が適切でない

なるおそれがあります

あります。



タイヤ・ホイール / 日常点検

695

ンジケーター（摩耗表示）がついていま

溝の深さが1.6 mm以下になると現れます。

してウエアインジケーターと同じ高さに

が必要です。

ター

ター

が現れたら、タイヤの摩耗が限度以上に

とをお守りください。

する。
タイヤ・ホイール
 日常点検

タイヤに大きな傷がないか、釘がささったり石がかみ込んでいな

いかを日常的に点検してください。タイヤが異常に摩耗していな

いかも併せて点検してください。

タイヤの損傷や異常摩耗が見つかったらSUBARU販売店にご相

談ください。

タイヤには、ウエアイ

す。タイヤの接地面の

タイヤの接地面が摩耗

なったらタイヤの交換

(1) 新品タイヤ

(2) 摩耗したタイヤ

(3) ウエアインジケー

注  意
タイヤの点検については次の事項をお守りください。

• 縁石にぶつかったときや荒れた路面を走行したときはタイヤ

やホイールに損傷がないか点検する。

－ このような損傷は後にならないとわからないことがありま

す。縁石に乗り上げないように心がけてください。やむを

得ず縁石に乗り上げる際は、ゆっくりと、直角に乗り上げ

るようにしてください。

• 駐車するときはタイヤが縁石に押し付けられていないか確認

する。

• 走行中いつもと違う音や振動を感じたり、車両の直進性が悪

いようであればタイヤまたはホイールが損傷を受けている可

能性があるので、SUBARU販売店で点検を受ける。

ウエアインジケー

警  告
ウエアインジケーター

なっています。次のこ

• すぐにタイヤを交換
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回

際は、タイヤの偏摩耗や損傷を確認

イヤに交換してください。

イヤ空気圧を調整しホイールナット
イヤ・ホイール / 日常点検

96

タイヤの摩耗は、各タイヤで異なります。タイヤの寿命を延ばす

には、タイヤの摩耗を均一にする必要があります。5,000 kmご

とに前後のタイヤの位置交換を行うことが最善です。

転方向指定タイヤ

回転方向が指定されているタイヤには回転マークが表示されてい

ます。タイヤを取り付けるときには回転方向マークを前進方向に

合わせてください。左右を入れ替えないでください。

－ ウエアインジケーターが現れたままで雨天の高速走行をす

ると、ハイドロプレーニング現象を起こしやすく、事故に

つながるおそれがあります。

注  意
安全のため、タイヤの接地面を定期的に点検し、ウエアインジ

ケーターが現れる前に新品と交換するように心がける。

タイヤの位置交換（タイヤローテーション）

警  告

知  識
• タイヤの位置交換をする

し、必要に応じて新品タ

• タイヤの位置交換後、タ

を締め付けてください。



タイヤ・ホイール / 交換のしかた

697

タイヤの寿命のバランスを考えたタイヤが

けられています。タイヤを交換する際は、

指定されているサイズをお守りください。

安全に作業ができる場所で行ってくださ

す。

ーキを確実にかけセレクトレバーを“P”

滅させます。

ろし、三角停止表示板または停止表示灯を

ように、交換するタイヤと対角線上にある

め（タイヤストッパー）をします。

イヤを交換する場合を示しています。）
 交換のしかた
走行性能と乗り心地、

標準装備として取り付

タイヤ空気圧ラベルに

P.759参照

交通の妨げにならず、

い。

1. エンジンを停止しま

2. 電動パーキングブレ

にします。

3. ハザードランプを点

4. 人や荷物はすべて降

設置します。

5. お車が動き出さない

タイヤの前後に輪止

（図は運転席側後輪タ

• 約1,000 km走行後にホイールナットの締め付け具合を点検

してください。

－ いずれかのナットがゆるんでいるようであれば締め付け直

してください。

• 前輪と後輪ではタイヤの空気圧の設定が異なります。タイヤ

の位置交換後は、必ず空気圧を調整してください。

• 取り外したタイヤを積み重ねて保管する際は、ホイールの傷

付きを防止するため、緩衝材などを挟んでください。

知  識

交換の前に
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キ、ホイールナットレンチを取り出

ッキアップポイントの下にジャッキ

安定する安全な場所を選んで止めて

）、三角停止表示板または停止表示

で必要に応じて準備してください。
イヤ・ホイール / 交換のしかた

98

1. ジャッキハンドル、ジャッ

します。

P.687参照

2. 交換するタイヤに近いジャ

を置きます。

警  告
タイヤを交換するときは、次のことをお守りください。

守らないと車両火災につながるおそれがあり危険です。また、

操縦性・ブレーキ性能に影響し、車両の損傷や思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

• 4輪とも必ず指定サイズで、同一メーカー、同一銘柄および

同一トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着する。

• 著しく摩耗したタイヤは使用しない。

• 摩耗差のあるタイヤを混ぜて使用しない。

• タイヤの空気圧を指定空気圧に保つ。

P.759参照

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときも同

様です。

• ラジアルタイヤを装着する。

注  意
地面が平坦で硬く、お車が

ください。

知  識
輪止め（タイヤストッパー

灯は車載されていませんの

ジャッキアップ



タイヤ・ホイール / 交換のしかた
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ハンドルを取り付けます。ジャッキハンド

地面から少し離れるまで車体を上げます。

きは次のことを必ずお守りください。守

受けるおそれがあります。

ーキを確実にかけてセレクトレバーを

業する。

い。

ジャッキが外れるおそれがあります。

まない。

両との間にものを挟まない。

きは次のことを必ずお守りください。

タイヤチェーンの脱着以外に使わない。

およびジャッキハンドルを使う。
3. ジャッキ頭部の溝が車体のジャッキアップポイントにはまるま

でジャッキハンドル取り付け部を手で回します。

4. ホイールナットレンチを使い、すべてのホイールナットを約半

回転ゆるめます。

5. ジャッキにジャッキ

ルを回し、タイヤが

警  告
ジャッキアップすると

らないと重大な傷害を

• 電動パーキングブレ

“P”にしてから作

• エンジンを始動しな

－ 車が発進したり、

• 車両の下にもぐり込

• ジャッキと地面や車

注  意
ジャッキアップすると

• タイヤ交換あるいは

• 必ず車載のジャッキ



タ
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。

け部とホイールの接触面およびネジ

さい。また、ネジ部に傷などの異常

。

イヤ・ホイール / 交換のしかた

00

1. ホイールナットを外します

2. タイヤを交換します。

このとき、ホイール取り付

部の汚れを拭き取ってくだ

がないか確認してください

－ 車載されたもの以外を使用した場合、ジャッキが外れた

り、損傷したり、車体を変形させるおそれがあります。ま

た、車載されたジャッキは他車には使わないでください。

• 平坦で硬いところに駐車して作業する。

• 輪止め（タイヤストッパー）をして車を固定する。

• 車内に入らない。

• 車体に振動を与えない。

－ ジャッキが外れるおそれがあります。

• ジャッキが確実に車体のジャッキアップポイントにかかって

いることを確認する。

－ ジャッキアップポイント以外にジャッキがかかっていると

ジャッキが倒れてけがをしたり、車体を傷付けるおそれが

あります。

ガレージジャッキなどを使用してジャッキアップする場合、

SUBARU販売店にご相談ください。

注  意 タイヤ交換



タイヤ・ホイール / 交換のしかた
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チを使用して、図の順番に2、3回にわけて

め付けます。

かける力 締付トルク（参考）

0 kg） 120 N･m（12 kgf･m）

付けるときは次のことをお守りくださ

め付けるとき、ホイールナットレンチを

プなどを使って必要以上に締め過ぎな

座面、ネジ部にオイルやグリースなどが

。

3. ホイールナットを手で回して取り付けます。その後ホイールが

ガタつかない程度までホイールナットをホイールナットレンチ

で仮締めします。

4. ジャッキハンドルを回し、車両を下げます。

5. ホイールナットレン

ホイールナットを締

注  意
• ネジ部に異常がある場合は、直ちにSUBARU販売店にご相

談ください。

• タイヤを交換するときは、ブレーキ周辺にぶつけない。

－ 万一ぶつけてしまった場合は、SUBARU販売店にご相談

ください。

知  識
タイヤを地面に置くときは、ホイール表面を上にして置いてく

ださい。

下にして置くと、ホイールに傷がつくおそれがあります。

レンチの柄の先端に

400～500 N（40～5

注  意
ホイールナットを締め

い。

• ホイールナットを締

足で踏んだり、パイ

い。

• ナット、ホイールの

つかないようにする
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必ず指定サイズで同一種類のホイー

・ホイール」をご覧ください。

るタイヤには、INSIDE（内側）

マークが表示されています。

るときには、OUTSIDEマークが車

付けてください。

着しない。

接触したり、タイヤと車体とのすき

ドルを切ったときにタイヤが車体に

ロールができなくなり、事故につな

。

ARU販売店にご相談ください。

イールのリムサイズやインセットが

るとき

るとき

したいとき
イヤ・ホイール / 交換のしかた

02

ジャッキ、ジャッキハンドル、ホイールナットレンチを元の場所

へ戻します。

P.687参照

最初はゆっくり走り、異音や振動がないか確認します。

ホイールを交換するときは、

ルを取り付けてください。

ホイールのサイズは「タイヤ

P.759参照

取り付け向き指定タイヤ

取り付け向きが指定されてい

マーク、OUTSIDE（外側）

タイヤをホイールに取り付け

両外側から見えるように取り

タイヤ交換後

注  意
• タイヤを取り付けた後、1,000 km程度走行したら、もう一

度規定の力で締め付ける。

P.701参照

• 車体に振動がでたらSUBARU販売店で点検整備を受ける。

－ パンク修理、タイヤの摩耗、リムの変形などが原因でホ

イールバランスが狂うことがあります。

ホイールの交換

警  告
• 仕様違いのホイールを装

－ ホイールがブレーキに

間が変わることでハン

接触し、車両のコント

がるおそれがあります

知  識
次のことを行う際は、SUB

• 他の車のホイールで、ホ

同じであるものを使用す

• アルミホイールを交換す

• ホイールバランスを調整



用タイヤ（スタッドレスタイヤ）への交換
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スタッドレスタイヤ）へ

用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着し

一般タイヤは、雪道、凍結路でスリップし

事前に予測される場合には、あらかじめ冬

いてください。装着についての条例は地域

あります。走行する地域の条例に従ってく

レスタイヤ）に交換するときは、必ず4輪

のタイヤを使用し、通常のタイヤ交換と同

るときは、通常より注意して安全運転を

ッドレスタイヤ）は、乾いた路面では一

りやすくなります。
タイヤ・ホイール / 冬

新車時、各ホイールのバランスは調整してありますが、しばらく

使用するとタイヤの摩耗とともにホイールバランスが狂ってきま

す。

ホイールバランスが適正でないと、特定の速度域でハンドルが小

刻みに振動したり、直進性が悪くなったりするばかりか、ステア

リング系統やサスペンションの故障やタイヤの異常摩耗などの原

因になります。ホイールバランスの狂いによる振動を感じたら、

SUBARU販売店でホイールバランスを点検・調整してください。

タイヤの修理をした際、またはタイヤを交換した際もホイールバ

ランスの調整をしてください。

ホイールアライメントとは車の安定性を保つために設定されてい

る、路面や車体に対するタイヤの角度です。タイヤを縁石に強く

ぶつけたりするとホイールアライメントが狂い、車の安定性が損

なわれたりタイヤが異常に摩耗したりすることがあります。

タイヤを縁石などに強くぶつけたりした場合は、SUBARU販売

店でホイールアライメントのチェックを行ってください。

 冬用タイヤ（
の交換
雪道や凍結路では、冬

て走行してください。

やすく危険です。

雪道や凍結路の走行が

用タイヤを装着してお

によって異なることが

ださい。

冬用タイヤ（スタッド

とも指定サイズで同一

様に行ってください。

P.697、759参照

ホイールバランス

ホイールアライメント

警  告
• 乾いた路面を走行す

心がける。

－ 冬用タイヤ（スタ

般タイヤに比べ滑



タ
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 タ
正チェーン」を使用してください。

にご相談ください。

ものを使用してください
イヤ・ホイール / タイヤチェーンの装着

04

イヤチェーンの装着
タイヤチェーンは、予測できない降雪や雪道に遭遇した場合など

の非常用装備品です。タイヤチェーンは、前輪に装着してくださ

い。後輪にはタイヤチェーンを装着しないでください。

タイヤチェーンの装着方法や使用方法については付属の取扱説明

書をご覧ください。

タイヤチェーンを装着しても路面の状況によっては極低速でス

リップしたり、登坂能力が低下する場合があります。

タイヤチェーンを取り付けると、アルミホイールまたはフルホ

イールキャップが傷付く場合があります。

タイヤチェーンは「スバル純

詳しくは、SUBARU販売店

注  意
• タイヤチェーンは非常時のみ、純正チェーンを前輪に取り付

ける。

－ タイヤチェーンを取り付けたときは急発進、急加速、急ブ

レーキ、急ハンドルなどを避けて、路面の状況に合った安

全な速度（30 km/h以下）で慎重に運転してください。

• 乾いた路面の走行はできるだけ避ける。

－ チェーンの寿命を短くします。

• タイヤチェーンを装着したらタイヤの内側の部分がブレーキ

配管、サスペンション、車体などに触れていないか必ず確認

する。

• タイヤチェーン装着後はゆっくりと走行し（100 m程度）、

異音やタイヤチェーンのゆるみがないかなどを確認する。

• タイヤチェーンを取り付けるときに着用する手袋なども準備

しておくことをお奨めします。

タイヤサイズに合った



部品の交換 / ワイパーブレードの交換
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れないように支えながら、ロックボタンを

ブレードを矢印の方向に引き抜きます。

戻すときは、手を添えながらゆっくりと

戻す。
部品の交換
 ワイパーブレードの交換

1. 運転席側のワイパーアームを起こしてから、助手席側のワイ

パーアームを起こします。

2. ワイパーアームが倒

押し込み、ワイパー

フロント

注  意
ワイパーアームを起こす際は、次のことをお守りください。

守らないと思わぬ損傷につながるおそれがあります。

• ワイパーアームを起こすときは、ワイパーブレードを持たな

い。

－ ワイパーブレードを持つと、変形するおそれがあります。

• ワイパーブレードを外したときは、ワイパーアームを倒さな

い。

• 起こしたワイパーを

フロントガラス面へ

注  意



部

7

3

4

ワイパーブレードを図のように回し

ながら、ワイパーブレードを手前に
品の交換 / ワイパーブレードの交換

06

. ワイパーアームが倒れないように支えながら、新品のワイパー

ブレードとアームの接続部を合わせ矢印の方向に押し込みま

す。

ロックボタンが外す前と同じ状態になり、確実に固定されてい

ることを確認します。

. 手を添えながら助手席側のワイパーアームを元の位置に戻し、

運転席側のワイパーアームも手を添えながら元の位置に戻しま

す。

1. ワイパーアームを起こし、

ます。

2. ワイパーアームを手で支え

引き、取り外します。

リヤ



部品の交換 / ブレードラバーの交換
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ーの交換

取り外します。

から順に引っ張り、溝が見える位置まで縮

するときに、部品の破損などが心配な方

相談ください。
3. ワイパーアームに、新品のワイパーブレードを取り外しの逆手

順で取り付けます。

4. 手を添えながらワイパーアームを元の位置に戻します。

 ブレードラバ

1. ワイパーブレードを

P.705参照

2. ブレードラバーの端

めます。

知  識
• ワイパーブレード本体およびブレードラバーはスバル純正品

を使用してください。純正品以外を使用すると、適切に装着

できない場合があります。

• ブレードラバーは消耗品です。拭き残しが目立つなど、払拭

性能が落ちてきたときは、早めに交換してください。傷んだ

ままのブレードラバーを使い続けると、ガラスに傷をつける

おそれがあります。

知  識
ブレードラバーを交換

はSUBARU販売店にご

フロント



部

7

3

4

、先端を元の位置に戻します。

定されていることを確認します。

ワイパー作動時、ガラス面に傷をつ

けます。
品の交換 / ブレードラバーの交換

08

. ブレードラバーを溝から出し、引き抜きます。

. 新品のブレードラバーを挿入します。このとき、ブレードラ

バーの溝を間違えないように挿入してください。

5. ブレードラバーを押し込み

6. ブレードラバーが確実に固

適切に装着されていないと

けるおそれがあります。

7. ワイパーブレードを取り付

P.705参照



部品の交換 / ブレードラバーの交換
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ーを挿入し、ワイパーブレードのツメがブ

ッパーに確実にはまるまで押し込みます。

取り付けます。

ードは、ブレードの金属部分への雪の付着

確保ができます。

スバル純正部品を使用してください。

えないよう注意する。

いないと、作動時にガラス表面に傷をつ

ます。

ブレードの装着
1. ワイパーブレードを取り外します。

P.706参照

2. ブレードラバーの端をつまんでワイパーブレードから引き抜き

ます。

3. 新品のブレードラバ

レードラバーのスト

4. ワイパーブレードを

P.706参照

寒冷地用ワイパーブレ

を防ぎ、降雪期の視界

お車のサイズに合った

リヤ

注  意
• 取り付ける溝を間違

－ 適切に装着されて

けるおそれがあり

寒冷地用ワイパー



部
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 エ

1

ローブボックスを固定しているダン

ます。

を内側に押し込んでストッパーを外

き下げ、水平近くまで開いてからグ

ます。
品の交換 / エアコンフィルターの交換

10

アコンフィルターの交換
エアコンにはエアコンフィルターが装着されています。

快適にお使いいただくため定期的に交換してください。

12,000 km走行ごとまたは1年ごと（どちらか早い方で実施）

. グローブボックスを開けます。

2. グローブボックスから、グ

パーを引き抜いて取り外し

3. グローブボックスの両側面

し、グローブボックスを引

ローブボックスを取り外し

交換時期

交換方法



部品の交換 / エアコンフィルターの交換
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着のとき、ハーネス（電線）などの部品

る。

を引き出す際は、付着した異物をフィル

さないようにゆっくりと引き出す。

り付けるときは、グローブボックス下側

を水平に合わせます。
4. ツメを押しながらエアコンフィルターを1 cmほどまっすぐ手

前に引き出します。

5. エアコンフィルターの手前を下に傾けてゆっくり引き出しま

す。

6. 新しいエアコンフィルターは、UPマークが上に向くように取

り付けます。

7. 逆の手順でグローブボックスを取り付けます。

注  意
• グローブボックス脱

に触れないようにす

• エアコンフィルター

ター挿入部内に落と

知  識
グローブボックスを取

にあるツメ部とピン部



部
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 ア キーを取り出します。

いたマイナスドライバーの先端を差

ます。
品の交換 / アクセスキーの電池交換

12

クセスキーの電池交換
キーレスアクセス&プッシュスタートシステムの作動や施錠・解

錠の作動距離が不安定になった場合は電池の消耗が考えられます

ので、早めに電池を交換してください。

電池交換をする場合は、必ず身体や衣類に帯電している静電気を

放電してください。静電気によりアクセスキーが損傷するおそれ

があります。静電気を放電する場合は、静電気が除去できる物を

あらかじめ用意しておくか、金属部分などに手を触れてくださ

い。

また端子部分などを曲げたり、水や油などでぬらしたり、ゴミな

どの異物を入れると故障の原因となりますので、絶対におやめく

ださい。

1. ボタンを押し、メカニカル

2. 溝部に絶縁テープなどを巻

し込みながらカバーを外し

使用電池 ボタン電池CR2032

注  意
電池および取り外した部品は、お子さまが飲み込まないように

注意してください。

知  識
電池交換はSUBARU販売店に依頼することをお奨めします。



部品の交換 / アクセスキーの電池交換
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ーを確実に取り付けます。
3. 電池と基板の間に絶縁テープなどを巻いたマイナスドライバー

を差し込んで、電池の上側を押さえながら電池を抜き取りま

す。

4. 新しい電池のプラス極を上にして図のように挿入し、確実に取

り付けます。

5. 凹凸を合わせてカバ
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※

量およびワット数（型式）

―

―

―

―

―

（WY21W）

―

（W21W）

―

―

―

―

W5W）

―

（T10）

SF6/7）

―

14

品の交換 / 電球（バルブ）の交換

球（バルブ）の交換
交換方法が記載されていない電球の交換につきましてはSUBARU販売店にご相談ください。

LEDタイプとなっています。交換はSUBARU販売店にご相談ください。

名称 容

サイドウインカー／ハザードランプ（補助方向指示器／非常点滅表示灯）（ドアミ
ラー）※

後席スポットマップランプ※

スポットマップランプ※

ポジションランプ（車幅灯）※

フロントウインカー／ハザードランプ（方向指示器／非常点滅表示灯）※

リヤウインカー／ハザードランプ（方向指示器／非常点滅表示灯） 12 V-21 W

フロントフォグランプ（前部霧灯）※

リヤフォグランプ（後部霧灯） 12 V-21 W

ヘッドランプ（前照灯）ハイビーム（走行用前照灯）／ロービーム（すれ違い用前照灯）※

テールランプ（尾灯）※

ブレーキランプ（制動灯）※

バックランプ（後退灯）※

ライセンスランプ（番号灯） 12 V-5 W（

ハイマウントストップランプ（補助制動灯）※

トランクルームランプ 12 V-3.8 W

バニティミラーランプ 12 V-2 W（

ドアミラーランプ※



部品の交換 / 電球（バルブ）の交換
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ーキランプなどのランプは、雨天走行や

によりレンズ内面が一時的に曇ることが

ンプ内部と外気の温度差による空気中の

で、雨天時などに窓ガラスが曇るのと同

能上の問題はありません。

に大粒の水滴がついているときや、ラン

いるときは、SUBARU販売店にご相談

に、部品の破損などが心配な方は

相談ください。

くさないようにして、元どおりに取り付

のソケットなどが確実に取り付けられて

原因になります。

は、点灯、消灯、点滅を確認してくださ

したときは法律で定められた光軸調整が

UBARU販売店にご相談ください。

締め付けるとき、締め過ぎてランプ本体

をつけてください。
注  意
電球を交換するときは次のことをお守りください。守らないと

思わぬ事故やけがや車両火災の原因につながるおそれがありま

す。

• ランプを消灯させ、電球が冷えてから交換する。

－ やけどをするおそれがあります。

• 定められたワット数のものと交換する。

• 電球の表面に素手で触れない。

－ やむを得ずガラス部を持つ場合は、電球に油脂や水分を付

着させないために、乾いた清潔な布などを介して持ってく

ださい。

－ 油などが付着すると寿命が短くなります。素手で触れた場

合は、中性洗剤の薄い水溶液を柔らかい布に含ませてよく

拭き取ってください。

• 電球を傷付けたり、落下させたりしない。

－ 球切れや破裂することがあります。

• 電球を取り外すときは工具を使用しない。

－ ショートするおそれがあります。

知  識
• 電球が点灯しない場合、ヒューズが切れていることがありま

す。ヒューズの点検も行ってください。

P.745参照

• ヘッドランプやブレ

洗車などの使用条件

あります。これはラ

水分が付着するもの

様の現象であり、機

ただし、レンズ内面

プ内に水がたまって

ください。

• 電球を交換するとき

SUBARU販売店にご

• 取り外した部品をな

けてください。電球

いないと、水が入る

• 電球を交換したとき

い。

• ヘッドランプを交換

必要となります。S

• ランプ本体をネジで

を割らないように気

知  識



部
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タ

1
2

ップ中央部を引き出します。

きたらクリップ全体を引っ張り、外

は、外した状態のまま差し込み、ク

す。

、新品と交換してください。
品の交換 / 電球（バルブ）の交換

16

交換電球によりクリップを外す作業があります。次の手順で取り

外し、電球交換作業後は、元の状態に戻してください。

イプA

. プラスドライバーでクリップ中央部を反時計回りに回します。

. クリップ中央部が飛び出てきたらクリップ全体を引っ張り、外

します。

クリップを取り付けるときは、外した状態のまま差し込み、ク

リップ中央部を押し込みます。

タイプB

1. マイナスドライバーでクリ

2. クリップ中央部が飛び出て

します。

クリップを取り付けるとき

リップ中央部を押し込みま

クリップの脱着

知  識
クリップが破損した場合は



部品の交換 / 電球（バルブ）の交換
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プ本体を斜め後方に引き取り外します。

ネクターを外します。
1. クリップを外します。

2. カバーの車両内側にマイナスドライバーを差し込み、下側、上

側の順に軽く持ち上げるようにして取り外します。

3. ネジを2本外してラン

4. ツメを押しながらコ

リヤウインカー／ハザードランプ（方向指示
器／非常点滅表示灯）



部

7

5

6

1

して引き抜きます。

きます。
品の交換 / 電球（バルブ）の交換

18

. ソケットを反時計回りに回して引き抜きます。

. ソケットから電球を引き抜きます。

. マイナスドライバーを使って、リヤバンパーのクリップを4本

外します。

2. ソケットを反時計回りに回

3. ソケットから電球を引き抜

リヤフォグランプ（後部霧灯）



品の交換 / その他部品の交換が必要なとき
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交換が必要なとき
きは、次のことをお守りください。守らな

ムが正常に作動しなくなったり、誤作動を

うな重大な傷害を受けるおそれがあり危険

張りを元の状態に戻してからクリップを

造したり、指定サイズ以外のタイヤへの

、サスペンションの硬さが変わるとエア

正常に作動しなくなったり、誤作動によ

ながるおそれがあります。

部品などは装着しない。

ムが正常に作動しなくなったり、誤作動

害につながるおそれがあります。

換をする場合には必ずSUBARU販売店

エアバッグシステムに悪影響を与え、誤

害につながるおそれがあります。

インストルメントパネル、センターコン

する場合。

ム、ナビゲーションシステムの交換をす
部

1. トランクを開け、クリップ（9本）を外して、内張りを外しま

す。

2. ソケットを反時計回りに回して引き抜きます。

3. ソケットから電球を引き抜きます。

 その他部品の
部品の交換が必要なと

いとエアバッグシステ

起こし命にかかわるよ

です。

ライセンスランプ（番号灯） 知  識
電球交換作業後は、内

取り付けてください。

警  告
• サスペンションを改

交換はしない。

－ 車高が変わったり

バッグシステムが

り思わぬ傷害につ

• スバル純正品以外の

－ エアバッグシステ

を起こし重大な傷

• 次のような修理や交

にご相談ください。

作動により重大な傷

－ ハンドルまわりや

ソール付近を修理

－ オーディオシステ

る場合。



部

7

が損傷し、正常に作動しなくなるお

サスペンション・エアロパーツ・ホ

工や純正品以外に交換しない。ま

ースなどのバンパーアクセサリー部

い。

しなくなるおそれがあります。

品・配線を取り外したり修理しな

を使ってシステムの回路診断をしな

常に作動しなくなるおそれがありま

店で点検を受けてください。

ロントバンパー付近で手をついた

。

作動したり、正常に作動しないおそ

ときにバンパー周辺部品に触れな

したり、部品が損傷してシステムが

れがあります。

るときは必ずSUBARU販売店にご

グが思いがけなく作動して重大な傷

ります。

ARU販売店にご相談ください。
品の交換 / その他部品の交換が必要なとき

20

－ フロントスピーカー交換などフロントドアの改造を行う場

合。

－ 車体前面（車体側面）の板金塗装や修理をする場合。

必ず次のことをお守りください。守らないとSRSエアバッグ

が正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし命にかかわるよ

うな重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

• フロントシートの表皮の張り替えやシートの取り外し・取り

付け・分解・修理などをしない。

• フロントピラー、センターピラー、リヤピラー、ルーフサイ

ド部の取り外し、取り付けなどSRSカーテンエアバッグ格

納部周辺を分解、修理しない。

• センターピラー、リヤピラー、フロントドアなどのセンサー

格納部を分解、修理しない。

－ 分解、修理が必要な場合はSUBARU販売店で行ってくだ

さい。

• SRSエアバッグが格納されているパッド部およびフロント

ピラー、リヤピラー、ルーフサイド部に傷がついていたり、

ひび割れがあるときはそのまま使用しない。

－ SUBARU販売店で交換してください。

• 歩行者保護エアバッグが格納されているパッド部、およびフ

ロントバンパー部に傷がついていたり、ひび割れがあるとき

はそのまま使用しない。

－ SUBARU販売店で交換してください。正常に作動しない

おそれがあります。

• ボンネットを強く閉めたり、ボンネット上部に荷重を加えた

り、強く叩くなどしない。

警  告
－ 歩行者保護エアバッグ

それがあります。

• バンパー・ボンネット・

イール、カウルなどの加

た、ナンバープレートベ

品も純正品以外装着しな

－ システムが正常に作動

• エアバッグシステムの部

い。また、電気テスター

い。

－ 誤って作動したり、正

す。必ずSUBARU販売

• 作業中、カウル付近やフ

り、強く押したりしない

－ 衝突したときなどに誤

れがあります。

• エンジンがかかっている

い、よりかからない。

－ 予期せぬ作動でけがを

正常に作動しないおそ

• 車やエアバッグを廃棄す

相談ください。エアバッ

害につながるおそれがあ

• 純正品の取り付けはSUB

警  告
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万一の

対
 事

、または車両後方から大きな衝撃を受

御により燃料供給を停止し、燃料漏

ジンを始動する必要がある場合は、

チをACCまたはOFFにし、再始動し

、または車両後方から大きな衝撃を受

うにすべてのドアが自動で解錠され

オートドアロック・アンロック機能

帰させるには一度プッシュエンジン

度ONにしてください。

とき

燃料が漏れていないことを十分確認

た跡があるなど燃料漏れの可能性が

RU販売店にご連絡ください。

き

が考えられますので、すみやかに

けてください。

錠される場合

いるときに、集中ドアロックスイッ

解錠してしまう場合
処のしかた / 事故が起きたとき

22

場合

処のしかた

故が起きたとき
あわてず次の処置をしてください。

• 続発事故の防止につとめてください

他の交通の妨げにならないような安全な場所にお車を移動さ

せ、エンジンを止めます。

• 負傷者の救護につとめてください

負傷者がいる場合は、医師、救急車が到着するまでの間、可能

な応急手当を行います。

• 警察へ届け出をしてください

事故が発生した場所、状況、負傷者の有無や負傷の程度などを

連絡します。

• 相手方の確認とメモをおとりください

相手方の氏名、住所、電話番号などを確認してメモします。

同時に事故状況もメモしておいてください。

• SUBARU販売店またはSUBARU安心ほっとライン（巻末参

照）に連絡してください。

SRSエアバッグが作動する

けると、フューエルポンプ制

れを最小限に抑えます。エン

一度プッシュエンジンスイッ

てください。

SRSエアバッグが作動する

けると、緊急避難ができるよ

ることがあります。このとき

は一時停止します。機能を復

スイッチをOFFにしてから再
知  識

• つながる安心ベーシックをご利用中の場合、車両の状況に

よってはヘルプネットセンターに自動で通報します。

P.656参照

• つながる安心プレミアムをご利用中の場合、“SOS”ボタ

ンを押して緊急車両の手配を要請できます。

P.657参照

エンジンが停止した

注  意
エンジンを始動する前に、

してください。地面にぬれ

ある場合は、直ちにSUBA

自動で解錠されたと

注  意
次の場合、システムの異常

SUBARU販売店で点検を受

• 走行中、勝手にドアが解

• すべてのドアが閉まって

チの「施錠」を押しても



対処のしかた / 故障時の対応方法と連絡先

723

くなったとき
脱出できない場合は、踏切の非常ボタンを

、位置がわからない場合、緊急を要する場

図をしてください。

ッチを押し続けても（スターターを回し

かすことはできません。

P”または“N”以外ではスターターは
 故障時の対応方法と連絡先
1. お車を安全な場所に移動するなど、可能な範囲で安全を確保し

てください。

2. SUBARU販売店またはSUBARU安心ほっとライン（巻末参

照）に連絡し、ご相談ください。

 踏切で動けな
踏切で脱輪などにより

押してください。

非常ボタンがない場合

合は、発炎筒を使い合

P.727参照

• オートドアロック機能が作動しない場合

知  識
自動で解錠すると同時に、ハザードランプが点滅します。

注  意

知  識
プッシュエンジンスイ

ている状態）、お車を動

• セレクトレバーが“

回りません。
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 高
く
1

2

側などに避難してください。

話などで救援をたのみます。

止表示灯の設置は法律で義務付けら
処のしかた / 高速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき

24

速道路、自動車専用道路で動けな
なったとき

. ハザードランプを点滅させ、お車を路肩など安全な場所に止め

てください。

. 同乗者をガードレールの外側などに避難させ、お車の50 m以

上後方へ三角停止表示板と発炎筒を置くか、停止表示灯を使用

してください。

P.727参照

3. 運転者もガードレールの外

4. 安全を確保した後、非常電

知  識
• 三角停止表示板または停

れています。



対処のしかた / 路上で動けなくなったとき

725

なくなったとき
があるときは車内に留まるとたいへん危険

トベルトを外し、車外に脱出してくださ

すみやかにドアから脱出してください。

は、パワーウインドウが作動すればドアガ

てください。

もに開かない場合は、車内外の水位が同程

、ドアを開けて脱出してください。

どを使用するときは、ドアガラスまたはリ

さい。

あると、水圧によってドアを開けること

。

合わせガラスを使用しています。合わせ

用ハンマーなどで割ることができませ

は車載されていませんので必要に応じて
 路上で動けなくなったとき
1. あわてず、もう一度エンジンを始動してみてください。

P.210参照

2. エンジンが始動しないときは、同乗者や付近の人に押しても

らって安全な場所へ移動してください。

移動するときはセレクトレバーを“N”にします。

P.215参照

 水没して動け
お車が水没するおそれ

です。落ち着いてシー

い。

• ドアが開く場合は、

• ドアが開かない場合

ラスを開けて脱出し

• ドア、ドアガラスと

度になるまで待って

緊急脱出用ハンマーな

ヤガラスを割ってくだ

• 三角停止表示板または停止表示灯は車載されていませんの

で、必要に応じて準備してください。

知  識

知  識
• 車内外の水位に差が

ができなくなります

• フロントガラスには

ガラスは、緊急脱出

ん。

• 緊急脱出用ハンマー

準備してください。
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 雪
な

1
2
3
4
5
6
7

むと、タイヤが空転して、トランス

部品に損傷を受ける場合がありま

解けるなどして状況が悪化します。

、脱出しやすい場合もあります。

いときは、ロードサービス

イン（巻末参照））に救出を依頼し
処のしかた / 雪やぬかるみにはまって動けなくなったとき

26

やぬかるみにはまって動けなく
ったとき

雪やぬかるみ、砂地などにタイヤが埋まって空転したり、動けな

くなったりした（スタックした）ときは、以下の方法で脱出して

ください。

. パーキングブレーキをかけ、セレクトレバーを“P”にする。

. エンジンを停止する。

. 前輪周辺の土や雪を取り除く。

. 前輪の下に木や石もしくはフロアマットなどをあてがう。

. エンジンを始動する。

. セレクトレバーを確実に“D”または“R”にする。

. パーキングブレーキを解除して、アクセルぺダルをゆっくりと

踏み、前進と後退を細かく繰り返す。

警  告
• 車の周囲に物や人がいないか確認する。

－ 発進、後退時の衝突を避けるため、周囲に他の車や人、物

がないことを確認してください。脱出時に車が飛び出すお

それがあるので、特に注意してください。

• 脱出の際に、車を手で押すなどの行為は絶対にしない。

－ 脱出時に車が飛び出すおそれがあり大変危険です。また事

故の危険だけでなく、車に装着している部品の損傷や各種

センサーの警告灯が点灯したり歩行者保護エアバッグが誤

作動したりするおそれがあります。

• アクセルを強く踏み込まない。

－ アクセルを強く踏み込

ミッションやその他の

す。また、摩擦で雪が

知  識
• VDC機能をOFFにすると

P.244参照

• 1.～7.の手順で脱出が難し

（SUBARU安心ほっとラ

てください。

警  告



対処のしかた / 発炎筒

727

体からケースを取り外します。

に取り付け、本体の白いキャップを取り外
 発炎筒
グローブボックス左下に発炎筒を備え付けています。

発炎筒の外筒に書いてある使用方法を、あらかじめ確認しておい

てください。

1. ケースをひねり、本

2. ケースを本体の後部

します。

発炎筒の使いかた
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3 非常点滅表示灯）
状態に関係なく使用できます。

ウインカーが点滅します。

駐車するとき、他の車に自分の車の

す。

いでください。バッテリー上がりの
処のしかた / ハザードランプ（非常点滅表示灯）

28

. 本体の先端を、キャップ頭部のすり薬でこすると着火します。  ハザードランプ（
プッシュエンジンスイッチの

スイッチを押すと、すべての

故障などでやむを得ず路上に

存在を知らせるために使いま

警  告
発炎筒を使用するときは次のことを必ずお守りください。

守らないとやけどなど重大な傷害、車両火災や事故などの原因

につながるおそれがあります。

• 発炎筒をお子さまには触れさせない。

• 燃料など可燃物のそばで使わない。

• 筒先を顔や身体に向けたり、人に近づけたりしない。

• トンネルの中で使わない。

－ 煙で視界が悪くなり危険です。トンネルの中ではハザード

ランプを使用してください。

P.728参照

知  識
発炎筒には有効期限が明記されています。有効期限が切れる前

にSUBARU販売店でお求めください。

知  識
長時間点滅したままにしな

原因になります。



パンクしたとき / 応急用パンク修理

729

タイヤの接地部に直径4 mm未満の釘やネ

のパンクが一時的に修理できます。

ついた場合は、水でよく洗い流す。

ギー症状が出るおそれがあります。

師の診断を受けてください。

理剤に手を触れないよう注意する。

、指定サイズのタイヤ専用のため指定サ

他の用途には使用しない。

ズは運転席ドアを開けたボディ側に貼っ

気圧」のラベルをご覧ください。

やネジを取り除かず応急修理を行う。
パンクしたとき
 応急用パンク修理

この車は応急用スペアタイヤを搭載しておりません。パンクの際

は、車載のパンク修理キットを使用してください。パンク修理の

際は、作業をスムーズにするため本取扱説明書をお読みになって

から作業してください。

このパンク修理キットは応急修理を目的としています。修理後は

すみやかにSUBARU販売店で点検を受けてください。

パンク修理キットで、

ジなどが刺さった軽度

警  告
パンク修理キットを使用する際は、次のことを必ずお守りくだ

さい。守らないと思わぬけがや事故につながるおそれがありま

す。

• パンク修理キットを使用したタイヤにはチェーンを装着しな

い。

• 安全な場所に停車し、交通の妨げにならないようにする。

• 車両が動かないように電動パーキングブレーキを確実にか

け、セレクトレバーを“P”にする。

• ハザードランプを点灯させる。

• その場を離れない。

注  意
パンク修理キットを使用する際は、次のことに注意してくださ

い。

• 修理剤を誤って飲用した場合は、できるだけたくさんの水を

飲み、直ちに医師の診断を受ける。

• 修理剤が目や皮ふに

－ 天然ゴムのアレル

－ 異常を感じたら医

• お子さまが誤って修

• パンク修理キットは

イズ以外のタイヤや

－ タイヤの指定サイ

てある「タイヤ空

注  意
• タイヤにささった釘

注  意



パ
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ンクしているとき

があるとき

ているとき（修理剤1本につき、修理

状態で走行したとき

ているとき

ブが損傷しているとき

よってパンクしているとき

ります。有効期限の過ぎた修理剤は

補修する機能が落ちてくるため、適

可能性があります。有効期限が切れ

。交換についてはSUBARU販売店

すると取れなくなるおそれがありま
ンクしたとき / 応急用パンク修理
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次の場合は、応急修理ができません。SUBARU販売店や

SUBARU安心ほっとライン（巻末参照）などにご連絡ください。

• 修理剤の有効期限が過ぎているとき

• 接地部以外が損傷を受けパ

• タイヤ側面に亀裂やへこみ

• タイヤが2本以上パンクし

できるタイヤは1本です）

• ほとんど空気が抜けている

• タイヤがホイールから外れ

• ホイールやホイールのバル

• 直径4 mm以上の釘などに

• 気温が－30 ℃以下のとき

－ 取り除いてしまうと、パンク修理キットの修理剤では応急

修理ができなくなる場合があります。

応急修理ができないとき

注  意

知  識
• 修理剤には有効期限があ

徐々に劣化し、パンクを

切に応急修理ができない

る前に交換してください

にご相談ください。

• 修理剤は衣服などに付着

す。
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するときは次のことをお守りください。

になるおそれがあります。

コードに損傷がないことを確認する。

い。

、異臭などの異常が発生した場合は、す

。

外した後、SUBARU販売店にご連絡く

するときは、次のことをお守りくださ

故障の原因となります。

動させない。

水がかからないよう作業してください。

多い場所で使用しない。

動が鈍くなったら使用を中止する。

、コンプレッサーが冷えたことを確認し

ださい。

ない。
パンク修理キットはトランクルームのリッド（フタ）の下に格納

されています。

(1) 速度制限シール

(2) コンプレッサー

(3) 修理剤

(4) クイックリファレンス

• 氷点下で使用する場合は、ボトルを車内で温めてから使用す

ることをお奨めします。

パンク修理キット

知  識 警  告
コンプレッサーを使用

車両火災や感電の原因

• 使用する前に、電源

• ぬれた手で操作しな

• 使用中に発火、発煙

ぐに使用を中止する

－ 電源コードを取り

ださい。

注  意
コンプレッサーを使用

い。コンプレッサーの

• 10分以上連続して作

• 水をかけない。

－ 降雨時の作業では

• 砂地など砂ぼこりの

• 本体が熱を持ち、作

－ 再使用するときは

てから使用してく

• 分解・改造などはし

• 衝撃を与えない。
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使

1

2

3

4

5

ッチがOFFの位置にあることを確認

ホースを、上部から電源コードを取
ンクしたとき / 応急用パンク修理
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用する前に

. 地面が硬く平坦で、安全に作業ができる場所に車を止め、エン

ジンを停止します。

. ハザードランプを点滅させ、人や荷物を降ろし、三角停止表示

板または停止表示灯を使用します。

. パンクしたタイヤのバルブが下にくるように停車してくださ

い。

. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認しま

す。

. トランクルームのリッド（フタ）を開け、パンク修理キットを

取り出します。

修理のしかた

1. コンプレッサーの電源スイ

します。

2. コンプレッサーの裏側から

り出します。

知  識
三角停止表示板または停止表示灯は必要に応じて準備してくだ

さい。
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傷したタイヤのバルブに確実に取り付けま

ゆるいと修理剤が漏れるおそれがありま
3. ボトルをよく振ってから、ホースを解きます。

4. コンプレッサーのホース先端部を、ボトルのバルブに確実に取

り付けます。

5. 損傷したタイヤのバルブキャップを外します。

6. ボトルのホースを損

す。

注  意
ボトルのバルブのネジ山をつぶさないように注意する。

注  意
バルブへの取り付けが

す。



パ
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7

8

9

へこみがないことを確認し、コンプ

ONにして修理剤と空気を注入しま

際は、次のことをお守りください。

必ず電源ソケットから取る。

の真横には立たない。

トによる応急修理はできません。

BARU安心ほっとラインなどにご連

、タイヤ側面に亀裂やへこみなどの

を停止してください。

イヤの空気圧が緑色のゾーンにな
ンクしたとき / 応急用パンク修理
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. ボトルを逆さまにして、キャップの形状を合わせてコンプレッ

サーに取り付けます。

. コンプレッサーの電源コードのプラグを電源ソケットに確実に

差し込みます。

. プッシュエンジンスイッチをACCにします。

10. タイヤの側面に亀裂や傷、

レッサーの電源スイッチを

す。

注  意
コンプレッサーを使用する

• コンプレッサーの電源は

• 修理剤の注入中はタイヤ

次の場合はパンク修理キッ

SUBARU販売店またはSU

絡ください。

• コンプレッサーの作動中

損傷が見つかった場合

－ 直ちにコンプレッサー

• 10分間エアをいれてもタ

らない場合
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色のゾーンになったら、コンプレッサーの

にします。

傷したタイヤから外し、バルブキャップを
11. 速度制限（80 km/h）シールを取り出し、図の位置に速度制

限シールを貼ります。

12. タイヤの空気圧が緑

電源スイッチをOFF

13. ボトルのホースを損

取り付けます。

知  識
修理剤を注入しているとき、空気圧は一時的に300 kPa以上

に高くなりますが、修理剤がすべて流れ込むと空気圧は下がり

ます。

注  意
• 速度制限シールは、ハンドル中央部やインストルメントパネ

ルには貼らない。

－ SRSエアバッグが正常に機能しなくなります。また、

メーターの警告灯やスピードメーターが見えなくなる位置

に貼らないでください。

bar
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1

1

搭載して直ちに走行します（10分間

は法定速度を守って、80 km/h以下

避け、慎重に運転してください。

コンプレッサーに付属の空気圧計を

点検します。

転席ドアを開けたボディ側に貼って

ベルで確認してください。

ブキャップを外します。

は、運転を中止する。

ていない場合、空気圧が低下して安

あります。異常を感じたときは、

SUBARU安心ほっとラインなどに

ルが動かないよう確実に固定する。
ンクしたとき / 応急用パンク修理
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4. コンプレッサーのホースを、ボトルから外します。

5. 修理剤がこぼれないように、ボトルのホースを、素早くボトル

のバルブにつないでください。

16. パンク修理キットを車両に

または5 km程度）。走行

の速度で急ハンドルなどを

17. 安全な場所にお車を止め、

使用してタイヤの空気圧を

タイヤの指定空気圧は、運

ある「タイヤ空気圧」のラ

P.759参照

18. 応急修理したタイヤのバル

注  意
• 走行中異常を感じたとき

－ 修理剤の補修が完了し

定性を損なうおそれが

SUBARU販売店または

ご連絡ください。

• パンク修理キットとボト
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源スイッチをONにして、数秒後にOFFに

色のゾーンのときは、タイヤの指定空気圧

。

色のゾーンのときは、修理剤による応急修

ARU販売店またはSUBARU安心ほっとラ

ご連絡ください。

やかにSUBARU販売店で点検を受けてく

の時間、走行距離が長くなる場合があり

16.～23.の作業を繰り返してください。

気圧が低下する場合は応急修理ができま

SUBARU販売店またはSUBARU安心

ください。
19. コンプレッサーのホースを、応急修理したタイヤのバルブに確

実に取り付けます。

20. 電源コードのプラグを電源ソケットに確実に差し込みます。

21. プッシュエンジンスイッチをACCにします。

22. コンプレッサーの電

してください。

23. タイヤの空気圧が黄

まで空気を入れます

P.759参照

タイヤの空気圧が赤

理はできません。

運転を中止してSUB

イン（巻末参照）に

24. 応急修理後は、すみ

ださい。

知  識
寒冷時は修理完了まで

ます。この場合、手順

作業を繰り返しても空

せん。運転を中止して

ほっとラインにご連絡
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注  意
パンク修理キットで修理後は次のことをお守りください。

• 走行するときは法定速度を守り、80 km/h以下の速度で、

急ハンドルなどを避け慎重に運転する。

• 応急修理したタイヤで200 km以上の距離を走行しない。

知  識
• パンク修理キットを使用したときは、すみやかにタイヤおよ

びタイヤのバルブを新品に交換してください。

P.697参照

• ホイールに損傷のない場合は、付着した修理剤を除去するこ

とでホイールを再使用できます。

• 使用したパンク修理キットは、修理剤、速度制限シールを交

換してください。詳しくはSUBARU販売店にご相談くださ

い。
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タンをグリップを外したドライバー ※など

クトレバーのボタンを押してレバーを操作

かないときは、シフトロックシステムの

。直ちにSUBARU販売店にご連絡くだ

たときは電動パーキングブレーキを解除

レーキがかかったままのときは、セレク

以外にしても車は動きません。
故障

故障したとき
 セレクトレバーが動かないとき

セレクトレバーを“P”から動かすことができないまたは“P”

へ動かすことができないときは、次の手順でシフトロックを解除

してください。

1. 電動パーキングブレーキが確実にかかっていることを確認しま

す。

2. センターコンソールトレイのカバーをめくります。

3. ブレーキペダルを踏みます。

4. シフトロック解除ボ

で押しながら、セレ

します。

知  識
• セレクトレバーが動

故障が考えられます

さい。

• バッテリーが上がっ

できません。

－ 電動パーキングブ

トレバーを“P”
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 フ
解
1

2

動しないとき
場合や、アクセスキーの電池残量が

エンジン始動ができなくなった場合

よびエンジン始動をしてください。

アクセスキーの電池を交換してくだ

ーを取り出します。

ルリッド操作で開閉できます。

装置が故障している場合は、解錠後

チで施錠することができない場合が

BARU販売店にご相談ください。

る施錠・解錠
障したとき / フューエルリッド（燃料給油口）が解錠できないとき

40

ューエルリッド（燃料給油口）が
錠できないとき

. トランクルーム右側の切り込みを強く押し込みます。

. 上側にあるレバーを外して、力を入れずに車両後方へ引く（1

センチ程度）と解錠します。

 アクセスキーが作
強い電波またはノイズがある

少なくなり施錠・解錠および

は、次の方法で施錠・解錠お

また電池がなくなった場合は

さい。

P.712参照

ボタンを押し、メカニカルキ

知  識
• 解錠後は通常のフューエ

• フューエルリッドの施錠

に集中ドアロックスイッ

あります。すみやかにSU

メカニカルキーによ
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がある場合や、アクセスキーの電池が少な

キーレスアクセス＆プッシュスタート機能

セスキーが作動しないときは、次の方法で

す。

ーキが確実にかかっていることを確認しま

P”であることを確認します。

みます。

ン側を手前に向けて、アクセスキーをプッ

チに触れるまで近づけます。

の通信が完了するとブザー（ピッ）が鳴り

ジンスイッチがONになります。キーレス

スタート機能を停止している場合はACCに

動しないときのエンジン始動
故障

メカニカルキーを確実に差し込んでお車の後ろ側に回すと解錠さ

れ、前側に回すと施錠されます。メカニカルキーは差し込み方向

に指定のある内溝キーです。差し込めない場合は向きを改めて差

し込んでください。
強い電波またはノイズ

くなった場合、および

を停止していて、アク

エンジンを始動できま

1. 電動パーキングブレ

す。

2. セレクトレバーが“

3. ブレーキペダルを踏

4. アクセスキーのボタ

シュエンジンスイッ

5. アクセスキーと車両

ます。（プッシュエン

アクセス＆プッシュ

なります。）

知  識
• 盗難警報装置が監視状態のときは警報が鳴ります。

アクセスキーの電池が少ない状態で警報が作動した場合はア

クセスキーをプッシュエンジンスイッチに触れるまで近づけ

てください。

P.741参照

• 紛失防止のため、使用後は必ずメカニカルキーをアクセス

キーに装着してください。

• メカニカルキーは運転席ドアのみ施錠・解錠します。他のド

アは連動しません。

アクセスキーが作
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6 ったとき
ー上がりです。

回っても回転が弱くエンジンが始動

暗かったり、ホーンの音が小さいと

せん。

ーブルを接続してエンジンを始動し

応した専用バッテリーを使用してい

たときは、SUBARU販売店で点検

は次のことを必ずお守りください。

ながるおそれがあります。

続する前にバッテリー液量を確認す

ッテリー側面に示されている下限

下で充電または使用を続けると、容

早め、バッテリーの寿命を縮めた

）の原因となるおそれがあります。

充してから行ってください。
障したとき / バッテリーが上がったとき

42

. ブレーキペダルを踏んだままプッシュエンジンスイッチを押し

ます。
 バッテリーが上が

次のようなときは、バッテリ

• スターターが回らないか、

しないとき

• ランプがいつもより極端に

き

押しがけによる始動はできま

救援車を依頼しブースターケ

てください。

注  意
• アクセスキーとプッシュエンジンスイッチの間には金属、磁

気を帯びた物、信号発信機などを近づけない。

－ アクセスキーと車両の通信が妨害されることがあります。

知  識
• ACCからエンジンを始動せずにONにしたいときは、ブレー

キペダルから足を離してプッシュエンジンスイッチを押しま

す。

• ドアの開閉後、しばらくして操作するとブザーが鳴らない場

合があります。ブザーが鳴らない場合は、運転席ドアを開閉

した後、15秒以内にアクセスキーをプッシュエンジンス

イッチに近づけてください。

• アクセスキーのボタン側をプッシュエンジンスイッチに近づ

けた場合、反応しないことがあります。

注  意
アイドリングストップに対

ます。バッテリーが上がっ

を受けてください。

対処のしかた

警  告
バッテリーが上がったとき

守らないと重大な傷害につ

• ブースターケーブルを接

る。

－ バッテリーの液量がバ

（LOWER LEVEL）以

器内の各部位の劣化を

り、発熱や破裂（爆発

バッテリー補充液を補
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るときには、すべてのキャップを外し、

電する。

満すると引火爆発するおそれがありま

酸なので、目および身体につかないよう

は、すぐに大量の水で洗浄し、医師の診

い。

接続するときは、次のことを必ずお守り

接続する。

ーターベルトなどの可動部品に接触させ

ッテリー端子を外さない。

るおそれがあります。

よびバッテリー交換後は、ステアリング

期化を行う。

ンが始動しない場合があります。
• ブースターケーブルを接続するときは、必ず次のことを守

る。守らないと火花が発生し、バッテリーから発生する可燃

性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険、かつ電子機器

やエンジン部品を傷める原因となる。

－ 端子と 端子を間違えないでください。

－ 端子と 端子を接触させないでください。

－ 自車のバッテリーの 端子にケーブルを接続しないでく

ださい。

P.744参照

－ バッテリー 端子付近にあるヒューズなどには絶対に

ケーブルを接続しないでください。ヒューズなどが破損す

るおそれがあります。

• バッテリーに火気を近づけない。

－ バッテリーからは、可燃性のガスが発生しているので、引

火して爆発するおそれがあります。

警  告
• バッテリーを充電す

通気のよい場所で充

－ 発生したガスが充

す。

• バッテリー液は希硫

に気をつける。

－ 万一付着したとき

断を受けてくださ

注  意
ブースターケーブルを

ください。

• 12 Vのバッテリーと

• ケーブルをオルタネ

ない。

• エンジン回転中にバ

－ 電子機器が損傷す

• バッテリー上がりお

ロックシステムの初

－ 行わないとエンジ

P.209参照

警  告



故

7

ブ 赤いブースターケーブルの一方を自

につなげます。（1）

もう一方を救援車のバッテリーの

）

一方を救援車のバッテリーの 端

もう一方を自車の車体（バッテリー

つなげます。（4）

、回転数を少し高めにします。

す。

いだときと逆の順番で外して、 端

。

障したとき / バッテリーが上がったとき

44

ースターケーブルの接続手順 1. 端子のカバーを外し、

車のバッテリーの 端子

2. 赤いブースターケーブルの

端子につなげます。（2

3. 黒いブースターケーブルの

子につなげます。（3）

4. 黒いブースターケーブルの

から離れたボルトなど）に

5. 救援車のエンジンを始動し

6. 自車のエンジンを始動しま

7. ブースターケーブルをつな

子のカバーを取り付けます



故障したとき / ヒューズの点検・交換

745

ーを開け、取り外します。

側のツメを確実に合わせて取り付けます。
 ヒューズの点検・交換
バッテリーが上がっていないのに電気装置が動かないときは、

ヒューズ切れが考えられます。

プッシュエンジンスイッチをOFFにし、ヒューズを確認してくだ

さい。

エンジンルーム

ボンネットを開け、ヒューズボックスカバーを取り外します。

室内

ヒューズボックスカバ

取り付けるときは、下

知  識
ランプ類が点灯しないときは、電球が切れていることがありま

す。

P.714参照

ヒューズボックスの開けかた



故

7

1

2

定容量（アンペア数）については、

の裏側をご覧ください。

きや、作業に不安がある場合は、

ください。
障したとき / ヒューズの点検・交換

46

. ヒューズプラーをつまんでエンジンルーム内のヒューズボック

スから抜き取ります。

. ヒューズプラーでヒューズをつかみ、抜きます。

3. ヒューズを確認します。

交換のしかた 知  識
• ヒューズの使用回路と指

ヒューズボックスカバー

• ヒューズがわからないと

SUBARU販売店にご相談



故障したとき / ヒューズの点検・交換
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い場合や交換してもヒューズが切れる場

が考えられますので、SUBARU販売店

い。
4. ヒューズが切れているときは、指定容量（アンペア数）のスペ

アと交換します。

スペアはエンジンルーム内のヒューズボックスカバーの裏側に

7.5 A、10 A、15 A、20 A、25 A、30 A各1個が装備され

ています。

5. ヒューズを交換した後はすみやかにSUBARU販売店で点検を

受け、スペアヒューズを補充してください。

注  意
ヒューズを交換するときは必ず次のことをお守りください。

• 必ずプッシュエンジンスイッチをOFFにする。

－ ONやACCの場合、ショートするおそれがあり危険です。

• ヒューズの代わりに針金や銀紙などは絶対に使わない。

知  識
ヒューズが切れていな

合は、電気系統の異常

で点検を受けてくださ



け

7

け
 け

 け

ん引および後輪のみを持ち上げての

ください。駆動装置が損傷したり、

ら飛び出すことがあります。

たとき、車両が自動で光軸を調整し

SUBARU販売店で点検を受けてく
ん引のとき / けん引について

48

ん引のとき

ん引について
お車の故障などでけん引が必要な場合は、安全のため必ず

SUBARU販売店、またはSUBARU安心ほっとライン（巻末参

照）などに依頼してください。

ん引してもらうとき

次の方法でのけん引が可能です。

• 車載（4輪持ち上げ）

トランスミッションや駆動装置が故障したと思われる場合は車

載してください。

• ロープによるけん引

次の条件をお守りください。お守りいただかないと、駆動装置

が損傷するおそれがあります。

－ 速度30 km/h以下で走行してください。

－ 走行距離は30 kmを超えないでください。

けん引方法の違い

注  意
前輪のみを持ち上げてのけ

けん引は、絶対にしないで

車がトレッカー（台車）か

知  識
キャリアカーに車両を載せ

ている場合があります。

照射方向が気になる場合は

ださい。



けん引のとき / けん引してもらうとき
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付けかた

ないようマイナスドライバーの先端をビ

覆い、カバーの切り欠きに差し込んで取り

出し、取り付け部にねじ込みます。
やむを得ず4輪を接地させてロープでけん引を行う場合は、フロ

ントバンパーにけん引フックを取り付けます。

けん引時は、けん引フックにソフトロープをかけて行ってくださ

い。

けん引フックの取り

1. バンパーに傷がつか

ニールテープや布で

外します。

2. けん引フックを取り

P.687参照

ロープによるけん引

注  意
バンパーやけん引フックの変形を防ぐため、けん引フックに過

度の負荷をかけないでください。



け

7

3

け

1

2

します。

解除し、けん引します。けん引中

レーキランプに注意してロープをた

さい。

チをOFFにしない。

くなり思わぬ事故につながります。

以外に使用しない。

、必ず取り外す。

衝撃を受けたときSRSエアバッグ

バッグが正常に作動しないことがあ

うときは次のことをお守りくださ

チをONにしてハンドルが自由に動

する。

や急な下り坂があるときは、車載

引を依頼する。

ジンブレーキがまったく効かないた

ペダルを踏み続けるとブレーキが過

それがあります。

撃を与えないよう運転する。

する場合は、次のような現象が発生

操作する。
ん引のとき / けん引してもらうとき

50

. ジャッキハンドルなどを使って、確実にけん引フックを締め付

けます。

ん引方法

. ロープをけん引フックにかけ、ロープ中央部に白い布（0.3 

m×0.3 m以上）をつけます。

. プッシュエンジンスイッチをONにします。

3. セレクトレバーを“N”に

4. 電動パーキングブレーキを

は、けん引している車のブ

るませないようにしてくだ

警  告
• プッシュエンジンスイッ

－ ハンドル操作ができな

• けん引フックはけん引時

• けん引フックはけん引後

－ そのままにしておくと

および歩行者保護エア

ります。

注  意
四輪接地でけん引してもら

い。

• プッシュエンジンスイッ

くことを確認する。

• セレクトレバーを“N”に

• 移動の途中に長い下り坂

（4輪持ち上げ）でのけん

－ ロープけん引中はエン

め、下り坂でブレーキ

熱して効かなくなるお

• 急発進などでロープに衝

• エンジンを止めてけん引

するため、十分注意して



けん引のとき / 他車をけん引するとき
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するとき
ん引するときは、自車より重い車のけん引

引き上げは行わないでください。

は次のことを必ずお守りください。

引時以外に使用しない。

引後、必ず取り外す。

くと、後面に衝撃を受けたときに燃料供

に作動しないことがあります。

ックの変形を防ぐため、けん引フックに

い。

。

レーダー波が妨げられ、システムが正常

ソフトロープをかけて行ってください。
 他車をけん引
やむを得ず故障車をけ

は避けてください。

また、溝に落ちた車の

－ パワーステアリングが働かず、ハンドル操作が重くなりま

す。

－ バッテリーが上がっている場合はブレーキの効きが悪くな

ります。

• 電動パーキングブレーキを確実に解除する。

• トランスミッションおよび駆動装置、走行装置が故障したと

思われるときは必ず車載で（4輪を持ち上げて）けん引す

る。

• 故障の内容によりけん引できない場合がある。

知  識
けん引時は、フックにソフトロープをかけて行ってください。

注  意

警  告
他車をけん引するとき

• けん引フックはけん

• けん引フックはけん

－ そのままにしてお

給停止機能が正常

注  意
• バンパーやけん引フ

過度の負荷をかけな

• SRVDをOFFにする

－ けん引車により、

に機能しません。

P.409参照

知  識
けん引時は、フックに



け

7

1

取り付け部にねじ込みます。

って、奥まで確実にけん引フックを
ん引のとき / 他車をけん引するとき

52

リヤバンパー左下にあります。

. バンパーに傷がつかないようマイナスドライバーの先端をビ

ニールテープや布で覆い、カバーの切り欠きに差し込み、てこ

の原理でカバーを取り外します。

2. けん引フックを取り出し、

P.687参照

3. ジャッキハンドルなどを使

締め付けます。

けん引フックの取り付け位置

けん引フックの取り付けかた



オーバーヒートしたとき / 対処のしかた
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の液量を確認し、冷却水が不足していると

補給します。

プを開け、冷却水を注入口の口元（図の

給します。
オーバーヒートしたとき
 対処のしかた

このようなときは、オーバーヒートです。

• 水温計がオーバーヒートゾーンに入ったとき

• エンジンの力が急に落ちたとき

• エンジンルームから蒸気が立ちのぼっているとき

後続車に注意して安全な場所にお車を止めます。エンジンルーム

から水漏れ、蒸気の噴き出しがあるときは、すぐにプッシュエン

ジンスイッチをOFFにしてSUBARU販売店にご連絡ください。

1. エアコンを止め、エンジンを始動したままボンネットを開けて

風通しをよくします。

2. 冷却ファンが回っている場合は、水温計の値がオーバーヒート

ゾーンより下がり、時間が十分経過してからプッシュエンジン

スイッチをOFFにします。冷却ファンが回っていない場合は、

すぐにプッシュエンジンスイッチをOFFにしてSUBARU販売

店にご連絡ください。

3. エンジンが冷えてから、冷却水量、水漏れなどを点検します。

4. リザーバータンク内

きは、FULL位置まで

5. ラジエーターキャッ

（1）の位置）まで補

警  告
• 蒸気が出なくなるまでボンネットを開けない。

－ やけどなど重大な傷害につながるおそれがあります。

水漏れ、蒸気の噴き出しがないとき



オ

7

6

ーバーヒートしたとき / 対処のしかた

54

. 早めに最寄りのSUBARU販売店で点検を受けてください。

警  告
• ラジエーターやリザーバータンクが熱いときはキャップを外

さない。

－ やけどなど重大な傷害につながるおそれがあります。

－ キャップを開けるときは、ラジエーターやリザーバータン

クが十分に冷えてから、布きれなどでキャップを包みゆっ

くりと開けてください。

注  意
• 冷却水は、エンジンが熱いときに入れない。

－ 急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが損傷するおそれ

があります。

知  識
冷却水がない場合は、応急的に水を補給します。補給する水

は、軟水または水道水を使用してください。



755
10.
仕様一

サー
タイ

カスタ
カス
仕様一覧
覧

ビスデータ ･････････････････････････････････････ 756
ヤ・ホイール ･･･････････････････････････････････ 759

マイズ機能
タマイズ一覧 ･･･････････････････････････････････ 760



7

仕

仕様一

仕
 サ

離の多いお車や、未舗装路を走行する

※

掃やプラグギャップ（電極すき間）調

電極すき間

0.50～0.60 mm

んだとき 85 mm以上
56

様一覧 / サービスデータ

覧

様一覧

ービスデータ
交換時期については、舗装路を1年に10,000 km程度走行する車を前提に定めてあります。走行距

など厳しい使われかたをしたお車については、「メンテナンスノート」をご覧ください。

イリジウムプラグは、次のことに注意してください。

電極材料に貴金属を使用しています。電極を損傷するおそれがあるため、プラグクリーナーなどによる清
整は行わないでください。

オルタネーターベルトのたわみ量 自動調整式のため点検不要

スパークプラグ
指定スパークプラグ

品番 ブランド

SILKFR8A6※ NGK

交換時期 100,000 km

ブレーキペダル
遊び 0.5～2.7 mm

踏み込んだときの床板とのすき間 約300 N（約30 kgf）の力で踏み込

タイヤ空気圧 P.759参照

ウォッシャータンク容量 4.0 L



757

仕様一覧 / サービスデータ

ンジンの高回転使用頻度が高いなど）での走

が高い場合、1,000 km走行あたり0.5 L～1 

0 SP※2

W-20

W-30

約4.3 L

約4.5 L

（どちらか早いほうで実施）
※1: エンジンオイル消費量は新車時から数千km走行すると安定しはじめます。

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点などでの急加減速の繰り返し、またはエ

行時は、通常に比べてエンジンオイルの消費が早くなることがあります。このような使用の頻度

L消費する場合があります。早めの点検・補充をお奨めします。

※2: 省燃費性に優れるオイルです。

燃料タンク容量 約63 L

指定燃料 無鉛プレミアムガソリン

エアクリーナーエレメント
使用部品 純正エアクリーナーエレメント

交換時期 50,000 kmごと

バッテリー型式 Q-85

エンジンオイル※1

使用オイル

SUBARU MOTOR OIL ECO 0W-2

SUBARU MOTOR OIL SP 0W-20

SUBARU MOTOR OIL SP 5W-30

SUBARU レ･プレイアード ZERO 0

SUBARU レ･プレイアード ZERO 0

規定量
オイルのみ交換

オイルとフィルター同時交換

交換時期 10,000 kmごと、または12か月ごと



7

仕

奨めします。

0

目（どちらか早い方で実施）

は6年ごと（どちらか早い方で実施）

ないこと）

方法に関する情報が必要な場合は、
58

様一覧 / サービスデータ

エンジンオイルフィルター
使用部品 純正オイルフィルター

交換時期
10,000 kmごと
エンジンオイルと一緒に交換することをお

フューエルフィルター
使用部品 純正フューエルフィルター

交換時期 100,000 kmごと

トランスミッションフルード

使用オイル スバルハイトルクCVTフルードLV

規定量 約11.9 L

交換時期 無交換

フロントデファレンシャルオイル

使用オイル スバルギヤオイルエクストラMT 75W-8

規定量 約1.2 L

交換時期 40,000 kmごと

リヤデファレンシャルオイル

使用オイル スバルギヤオイルエクストラS 75W-90

規定量 約0.8 L

交換時期 40,000 kmごと

冷却水

使用冷却水 スバルスーパークーラント（青色）

規定量 約8.7 L

交換時期
1回目 220,000 kmまたは11年

2回目以降 120,000 kmごと、また

ブレーキフルード
使用フルード

スバル純正ブレーキフルードまたはDOT3
（銘柄の異なるブレーキフルードを使用し

交換時期 初回3年、以降2年ごと

ディスクブレーキのパッドの摩耗限度（前輪／後輪） 使用限度：1.5 mm

ブレーキディスクの摩耗限度（前輪／後輪）
ブレーキディスクの使用限度値とその測定
SUBARU販売店にご相談ください。

点火時期［アイドリング時：エアコンOFF時］ BTDC7°±10°/700 rpm



仕様一覧 / タイヤ・ホイール
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タイヤが冷えているときの空気圧
単位：kPa（kgf/cm2）

前輪 後輪

230（2.3） 220（2.2）

と交換時期

イヤ
5,000 kmごと

ウエアインジケーターが現れたとき
（タイヤの溝の深さが1.6 mm以下）
 タイヤ・ホイール
標準装着タイヤおよび装着可能なタイヤのサイズと空気圧は、車

種・グレードにより異なりますので、運転席ドアを開けたボディ

側に貼ってある「タイヤ空気圧」のラベルをご覧ください。

サイズ

タイヤサイズ
ホイールサイズ

リムサイズ P.C.D（mm）
インセット量

（mm）

245/40R18 
97Y

18×8 1/2J 114.3 55

タイヤ空気圧

タイヤサイズ

245/40R18 97Y

タイヤの位置交換

タイヤの位置交換（タ
ローテーション）時期

タイヤの交換時期
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カ

カ
 カ

設定 初期設定

0秒／30秒 30秒

作動あり／作動なし 作動なし

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

1（弱）～4（強） 2（標準）

オート／間欠作動 オート

ON／OFF ON

作動あり／作動なし 作動あり

ACC ON ／ドアアン
ロック

ドアアン
ロック

助手席のみ／両側 助手席のみ

ON／OFF OFF

有効／無効 無効
60

スタマイズ機能 / カスタマイズ一覧

スタマイズ機能

スタマイズ一覧

P.118参照

お客様がセンターインフォメーションディスプレイで変更可能な機能

SUBARU販売店でのみ変更可能な機能

項目 機能の内容

盗難警報装置

警報の監視開始時間の設定

次のランプの警報作動時点灯作動

• 後席スポットマップランプ
• スポットマップランプ
• アンビエント照明
• プルハンドル照明
• トランクルームランプ

キー閉じ込み防止 キー閉じ込み防止の作動

ドアミラーランプ ドアミラーランプの作動

オートライト 感度調整

オートワイパー ワイパー作動

発進時1回払拭機能 発進時1回払拭機能の作動

リバース連動リヤワイパー リバース連動リヤワイパーの作動

キー連動格納ドアミラー 展開タイミング

リバース連動チルトダウンドア
ミラー

作動対象

ラスト位置保持機能

アイドリングストップ
ウインカーレバー操作時アイドリングストップ非作動および自動解
除
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カスタマイズ機能 / カスタマイズ一覧

に設 作動あり／作動なし 作動あり

10秒／20秒／30秒 30秒

作動あり／作動なし 作動なし

作動あり／作動なし 作動なし

OFF／1（小）～7（大）5（標準）

作動あり／作動なし 作動あり

ON／OFF ON

作動あり／作動なし 作動あり

作動あり／作動なし 作動あり

長押し／2回押し／作
動なし

長押し

OFF／1（弱）～5（強）3（標準）

設定 初期設定
ウェルカムライティング
ウェルカムライティングの作動時間（乗車時、降車時それぞれ
定可能）

セレクトアンロック アクセスキーセレクトアンロック

ウインドウリモート開閉機能 アクセスキーでのパワーウインドウ開閉

キーレスアクセス／電波式リモ
コンドアロック

アンサーバックブザーの音量

ワイパー連動ヘッドランプ ワイパー連動ヘッドランプの作動

トランク アクセスキーなしでのトランク開

エマージェンシーストップシグ
ナル

エマージェンシーストップシグナルの作動

ADB（アダプティブドライビン
グビーム）

ADB（アダプティブドライビングビーム）の作動

リモコントランク開機能 アクセスキーによるトランク開の作動

オートディマーキャンセル 感度調整

項目 機能の内容
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こんな

こ

しない

の踏み込みが弱いことが考えられま

ンスイッチ内の作動表示灯が緑色に

レーキペダルを踏み込み、プッシュ

チを押してください。

始動前はブレーキペダルが硬くなる

が、異常ではありません。

クされていることが考えられます。

左右に回しながら、ブレーキペダル

ュエンジンスイッチを押してくださ

動表示灯が緑色に点滅しているとき

動しません。
んなときは

62

ときは

んなときは

アクセスキーで施錠・解錠ができない

電波ノイズの影響または電池切れが考えられます。

車に近づいて再度操作してください。

P.153参照

車の周囲約1 m以内で何度か操作をしても開かない

場合は、アクセスキーの電池の消耗あるいは故障が

考えられます。SUBARU販売店にご相談ください。

P.712、740参照

ハンドルが急に重くなった

電動パワーステアリングの保護システムが作動して

いることが考えられます。

車庫入れなどでハンドル操作を何度も繰り返すと、

保護システムが作動することがあります。このとき

ハンドルが重くなりますが、故障ではありません。通

常の操作力に戻るまで、しばらくハンドル操作を控

えてください。

エンジンが始動

ブレーキペダル

す。

プッシュエンジ

点灯するまでブ

エンジンスイッ

なお、エンジン

ことがあります

P.210参照

ハンドルがロッ

ハンドルを軽く

を踏み、プッシ

い。

スイッチ内の作

はエンジンが始

P.209参照



こんなときは

763

ないのに「後席を確認してください」と
面が表示された

リマインダーが作動しています。

照

リマインダーは後席ドアの開閉を検知し

乗員や荷物の置き忘れの可能性をお知ら

、乗員や荷物の有無とは関係なく作動す

ります。
後席ドアが中から開けられない

チャイルドプルーフが作動していることが考えられ

ます。

車外からドアハンドルを引いて開けてください。

チャイルドプルーフを解除するときは、レバーを

「LOCK」と反対側に動かしてください。

P.166参照

アイドリングストップしない

アイドリングストップが作動する条件を満たしてい

ないことが考えられます。

走行中、アイドリングストップする条件を満たすと

アイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯します。

P.232参照

ブレーキペダルの踏み込みが弱いとアイドリングス

トップしないことがあります。ブレーキペダルを

しっかり踏んでください。

後席に何も
割り込み画

リヤシート

P.193参

リヤシート

て、後席の

せするので

る場合があ
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し要求警報のタイミングが早いと
ときがある

し要求警報は、先行車との距離や速

システムが踏み増し要と判断したと

め、先行車のブレーキのかけかたに

ングが変わる場合があります。

が点灯しない

件ですか？

が点灯する条件については下記を参

。

参照
んなときは

64

全車速追従機能付クルーズコントロールがセットで
きない

（クルーズ）スイッチを押し忘れていませんか？

押し忘れているときは （全車速追従機能付クルー

ズ表示灯）は点灯しません。

EyeSight システムが一時停止状態になっていませ

んか？

EyeSight システムが一時停止状態のときは、メー

ターに （EyeSight一時停止表示灯）が点灯しま

す。

一時停止状態の要因を解消した後、再度設定操作を

行ってください。

READY表示灯が点灯していますか？

全車速追従機能付クルーズコントロールは、READY

表示灯が点灯していないとセットできません。

READY 表示灯が点灯しているときセット操作をし

てください。

ドライバー異常時対応システムが作動後ではありま

せんか？

ドライバー異常時対応システムが作動した後は、

（クルーズ）スイッチを押しても全車速追従機能

付クルーズコントロールは作動しません。

P.475参照

ブレーキ踏み増
き、または遅い

ブレーキ踏み増

度差などから、

きに作動するた

よってはタイミ

READY表示灯

セットできる条

READY 表示灯

照してください

P.316、382



こんなときは

765

機能付クルーズコントロール中に、先行
のにブレーキ制御を行う

両はありませんか？

よっては隣車線の車両を先行車として認

があります。

を走行中ではありませんか？

中は、ガードレール、路側の構造物に対し

制御を行う場合があります。

ないのに、先行車発進お知らせが作動す

周辺物や交通環境、天候によって先行車

対して先行車発進お知らせが作動する場

す。
先行車を認識しない、認識するのが遅い、すぐに認
識しなくなるなど

停止車両、極端に遅い車両ではありませんか？

停止車両や極端に遅い車両は認識が遅れる場合があ

ります。

フロントガラスに曇りや汚れがありませんか？

ステレオカメラ前のガラスの外側が汚れている場合

は、清掃をしてください。カメラのレンズ部周辺が汚

れている、または曇りが晴れない場合はSUBARU販

売店にて点検を行ってください。

先行車が遠い距離にいませんか？

ステレオカメラの最大の認識距離は約130 mです。

それ以上の距離が開いていると認識しません。

カーブ路ではありませんか？

認識範囲は左右に限界があります。

上り下りが連続した道路（陸橋など）、またはバンク

路面（路面が傾いている道路）ではありませんか？

認識範囲は上下に限界があります。

先行車が入れ替わっていませんか？

入れ替わった場合は、認識が遅れることがあります。

先行車が水や雪などを巻き上げて走行していません

か？

水や雪を巻き上げている場合、先行車を認識できな

いことがあります。

全車速追従
車がいない

隣車線に車

道路状況に

識する場合

カーブ付近

カーブ走行

てブレーキ

先行車がい
る

車両前方の

以外の物に

合がありま
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テムが一時停止から復帰しない

DC が OFF モードになっていません

CがOFFモードのときは EyeSight

使用できません。

が悪化したワイパーのままや、フロ

れが付着した状態で走行していませ

に替え、フロントガラスの汚れを取

い。

日など）にあったり、夜間対向車の

プをあびていませんか？

ightシステムが一時停止状態になり

の場所に駐車していませんか？

レオカメラが使用可能な温度になる

t システムが一時停止状態になりま
んなときは

66

先行車がいなくなった後や、先行車との距離が離れ
た後の加速が遅いとき、または速いときがある

自車や先行車の走行状態や周囲の道路状況によって

は、システムの判断が遅くなる場合があり、加速する

タイミングが遅く感じる可能性があります。

システムが赤信号を認識していませんか？

赤信号を認識しているときは不要な加速を抑えるこ

とがあります。

ドライブモードセレクトまたはクルーズコントロー

ル加速レベルはどのモードを選択していますか？

選択したモードによりクルーズコントロール※の特

性が変わるため、加速が異なります。

※ 全車追従機能付クルーズコントロールおよび定速

クルーズコントロール

EyeSightシス

マルチモード V

か？

P.244参照

マルチモードVD

の全ての機能を

雨天の中を、性能

ントガラスに汚

んか？

ワイパーを新品

り除いてくださ

太陽が真正面（西

強いヘッドラン

この場合、EyeS

ます。

低温または高温

この場合、ステ

まで、EyeSigh

す。



こんなときは

767

、ブレーキ制御を行う頻度が高い

異なり先行車の動きのみにあわせての制

、頻繁な加減速となる場合があります。な

うな状況で車間距離が保ちにくい場合は

てください。

ントロールが勝手に解除された

ントロールを解除する操作をしていませ

387参照

機能付クルーズコントロールを使用時に

システムが一時停止状態になっていませ

に電動パーキングブレーキが勝手に作動

電動パーキングブレーキがかかります。

状態で約10分経過したとき

条件を満たしたとき

326参照
ステレオカメラ前のガラス（外側、内側）に汚れや曇

りがありませんか？

この場合、EyeSightシステムが一時停止状態になり

ます。

• ステレオカメラ前のガラス外側が汚れている、

曇っているなどの場合は、清掃を行ってください。

• ステレオカメラ前のガラス内側が曇っている場合

は、しばらく走行するとその状況が解消され復帰

します。また、デフロスターを使用することで効果

的に状況が解消できる場合があります。

P.491参照

• ステレオカメラ前のガラス内側やレンズ部周辺が

汚 れ て い る、ま た は 曇 り が 晴 れ な い 場 合 は

SUBARU販売店で点検を受けてください。

システムによるブレーキが作動すると音がする

システムによるブレーキの作動音で異常ではありま

せん。

EyeSightシステムが一時停止から復帰しない 渋滞走行時

人の運転と

御ですので

お、このよ

使用を控え

クルーズコ

クルーズコ

んか？

P.325、

全車速追従

EyeSight

んか？

停止保持中
した

次の場合は

• 停止保持

• 自動解除

P.324、
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プ）スイッチを押したけど、車線
車追従操舵機能が働かない

付クルーズコントロールをセットし

ブレーキがONになっていますか？

タリングシステム作動表示灯（緑

モニタリングシステムOFF表示灯が

か？

っきりと描かれているのに車線中央
従操舵機能、車線逸脱抑制機能が働

、もしくは広くありませんか？

m～約4 mでないと、車線中央維持・

機能、車線逸脱抑制機能は作動しま
んなときは

68

全車速追従機能付クルーズコントロールの停止保持
中にエンジンが停止した

アイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯していま

せんか？

これはアイドリングストップの作動によるもので異

常ではありません。

全車速追従機能付クルーズコントロールの停止保持
中にアイドリングストップしない

アイドリングストップの作動条件については下記を

参照してください。

P.233参照

（レーンキー
中央維持・先行

全車速追従機能

ていますか？

P.337参照

プリクラッシュ

P.337参照

ドライバーモニ

色）、ドライバー

点灯しています

P.337参照

道路に白線がは
維持・先行車追
かない

車線の幅が狭い

車線の幅が約3 

先行車追従操舵

せん。



こんなときは

769

車の前方を走行中で先行車表示灯が点灯
に、車線中央維持・先行車追従操舵機能

が狭くありませんか？

、超小型車など幅の狭い先行車に対して

従操舵機能は作動しません。

速度差がある、もしくは先行車が自車の

れていませんか？

度差がある（先行車が離れていってしま

は先行車が蛇行していたり、車線の端に

しているなどの状況では、先行車追従操

動しないことがあります。

持・先行車追従操舵機能が作動中に、ハ
作しているのに「ハンドルを操作してく
割り込み画面が表示される

持・先行車追従操舵機能の作動中に車線

うになった場合、「ハンドルを操作してく

割り込み画面が表示されます。ハンドルを

線からの逸脱を回避してください。

照

（レーンキープスイッチ）を押しても

（レーンキープ表示灯）が点灯しない

全車速追従機能付クルーズコントロールをセットし

ていますか？

（レーンキープ表示灯）は全車速追従機能付ク

ルーズコントロールがOFFのときは点灯しません。

ドライバーモニタリングシステム警告灯（黄色）が点

灯していませんか？

P.425参照

車線中央維持・先行車追従操舵機能、車線逸脱抑制
機能が勝手に解除された

ハンドルから手を離していませんか？ハンドルに軽

く手を添えて運転をしていませんか？

システムが運転者のハンドル操作を検知できない場

合、車線逸脱抑制機能を一時解除します。

急なカーブを走行していませんか？

急カーブでは車線中央維持・先行車追従操舵機能、車

線逸脱抑制機能は作動しません。

次のいずれかの操作をしていませんか？

P.339参照（車線中央維持・先行車追従操舵機

能）

P.350参照（車線逸脱抑制機能）

先行車が自
しているの
が働かない

先行車の幅

自動二輪車

は先行車追

先行車との

正面から外

先行車と速

う）、また

よって走行

舵機能が作

車線中央維
ンドルを操
ださい」の

車線中央維

を逸脱しそ

ださい」の

操作して車

P.343参
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、アクセルペダルを急に踏んでも後
が働かない

時に不必要な制限をしないように、

判定値を高く設定しています。

出し抑制が働かない場合でも、後退
※により、急な加速を抑えます。

ッターを作動あり（低速／中速／高

ているときのみ。

いませんか？

いるときは、AT誤後進抑制制御（後

、後退速度リミッター）は作動しませ

ンフォメーションディスプレイを操

ラッシュブレーキを ON にしてくだ

テムが一時停止状態になっていませ
んなときは

70

車線中央維持・先行車追従操舵機能が作動中に、前
方を見ながらハンドルを操作しているのに「周囲の
安全を確認しハンドルを操作してください」の割り
込み画面が表示される

ハンドルを操作していても、システムがハンドル操

作を検知できないことがあります。割込み画面が消

えるまでハンドルを操作してください。それでも運

転者のハンドル操作が検知できない場合は、ドライ

バー異常時対応システムが作動します。

ドライバーモニタリングシステムが故障または一時

停止していませんか？

ドライバーモニタリングシステムが故障または一時

停止している場合、車線中央維持・先行車追従操舵機

能は使用できません。

運転者が前方を見ていても運転者の状態をドライ

バーモニタリングシステムが正しく検知できない場

合があります。前方を見ていても割り込み画面が継

続する場合は、車線中央維持・先行車追従操舵機能を

解除してください。

P.339参照

後退するときに
退飛び出し抑制

通常の運転操作

踏み込み強さの

ただし、後退飛び

速度リミッター

※ 後退速度リミ

速）に設定し

が点灯して

が点灯して

退飛び出し抑制

ん。センターイ

作して、プリク

さい。

P.118参照

EyeSight シス

んか？



こんなときは

771

ミッターが効かない

Fになっていませんか？または、後退速度

の制限速度が速く設定されていません

ミッターの制限速度は、カスタマイズ操

ます。

ていたり、制限速度がお客様の通常の後

速く設定されている場合は、設定を変更

い。

していませんか？

しているときは、AT誤後進抑制制御（後

抑制、後退速度リミッター）は作動しませ

ーインフォメーションディスプレイを操

リクラッシュブレーキを ON にしてくだ

照

システムが一時停止状態になっていませ
後退飛び出し抑制が勝手に解除された

次のいずれかの操作をしていませんか？

• アクセルぺダルを深く踏んだ状態が約 3 秒以上継

続した

－システムが運転者に速く後退したい意思がある

と判定し、徐々に制御を解除します。

• ブレーキペダルを踏んだ

－システムが運転者に減速したい意思があると判

定し、制御を解除します。

EyeSight システムが一時停止状態になっていませ

んか？

後退飛び出し抑制が作動中に EyeSight システムが

一時停止したときは、徐々に制御を解除します。

後退速度リ

設定がOF

リミッター

か？

後退速度リ

作で設定し

OFFになっ

退速度より

してくださ

が点灯

が点灯

退飛び出し

ん。センタ

作して、プ

さい。

P.118参

EyeSight

んか？
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ーを操作したのにアクティブレーン
ト機能が動かない

ンチェンジアシスト機能の作動条件

を参照してください。

ンチェンジアシスト機能が勝手に解

操作をしていませんか？

ンチェンジアシスト機能を使用中に
ハンドルが操作された

ンチェンジアシストは状況に応じて

するような操舵を行うことがありま

ついては下記を参照してください。
んなときは

72

後退速度リミッターが作動中に勝手に解除された

次のいずれかの操作をしていませんか？

• アクセルぺダルを深く踏んだ

－システムが運転者に速く後退したい意思がある

と判定し、徐々に制御を解除します。

• ブレーキペダルを踏んだ

－システムが運転者に減速したい意思があると判

定し、制御を解除します。

EyeSight システムが一時停止状態になっていませ

んか？

後退速度リミッターが作動中に EyeSight システム

が一時停止したときは、徐々に制御を解除します。

高速道路や自動車専用道路を走行していても
（EyeSight X表示灯）（白色）が点灯しない

（EyeSight X警告灯）（黄色）や （EyeSight

X OFF表示灯）が点灯していませんか？

P.480参照

ウインカーレバ
チェンジアシス

アクティブレー

については下記

P.463参照

アクティブレー
除された

次のいずれかの

P.465参照

アクティブレー
元車線に向けて

アクティブレー

車線変更を中止

す。

中止する条件に

P.466参照
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773

ディアの再生音が出なくなった

rPlayやAndroid Auto使用中にスマート

プリケーション（カメラなど）が操作され

ません。

rPlayやAndroid Autoを終了する、また

トフォンで操作していたアプリケーショ

てください。

ー／Bluetooth携帯電話を使うことが

Bluetoothに対応していないかもしれま

販売店で動作確認済みの機種をご確認く

照

詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

Bluetoothのバージョンが適合していな

ません。

 Specification Ver2.1以上（Ver.5.0以

の携帯電話を使用してください。

照

詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く
センターインフォメーションディスプレイを操作し
ても反応しない

センターインフォメーションディスプレイに何らか

の異常があるかもしれません。

ノブを10秒以上押し続けて、センターイン

フォメーションディスプレイを再起動してください。

急に音が出なくなった

センターインフォメーションディスプレイに何らか

の異常があるかもしれません。

ノブを10秒以上押し続けて、センターイン

フォメーションディスプレイを再起動してください。

センターインフォメーションディスプレイに背景の
みが表示されて、アイコンが表示されない

センターインフォメーションディスプレイに何らか

の異常があるかもしれません。

ノブを10秒以上押し続けて、センターイン

フォメーションディスプレイを再起動してください。

ラジオやメ

Apple Ca

フォンのア

たかもしれ

Apple Ca

は、スマー

ンを終了し

ハンズフリ
できない

携帯電話が

せん。

SUBARU

ださい。

P.524参

携帯電話の

ださい。

携帯電話の

いかもしれ

Bluetooth

上を推奨）

P.524参

携帯電話の

ださい。
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ができない

帯電話以外がすでにBluetooth接続

しれません。

帯電話を手動でBluetooth接続して

tooth機能が有効になっていないか

tooth機能を有効にしてください。

は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

能で、電話をかける、受けるができ

かもしれません。

エリアまで移動してください。
んなときは

74

携帯電話が登録できない

携帯電話に入力した PIN コードが間違っているかも

しれません。

携帯電話に正しいPINコードを入力してください。

携帯電話の詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

ださい。

携帯電話側の登録操作が完了していないかもしれま

せん。

携帯電話で登録操作を完了してください（携帯電話

側で登録を確認する）。

携帯電話の詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

ださい。

センターインフォメーションディスプレイ、または

携帯電話に登録情報が残っているかもしれません。

センターインフォメーションディスプレイ、または

携帯電話に残っている登録情報を消去してから、登

録操作を行ってください。

P.529参照

携帯電話の詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

ださい。

Bluetooth接続

お使いになる携

状態にあるかも

お使いになる携

ください。

P.527参照

携帯電話のBlue

もしれません。

携帯電話のBlue

携帯電話の詳細

ださい。

ハンズフリー機
ない

携帯電話が圏外

サービス可能な
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処置をしても、ハンズフリー機能のトラ
されない

の距離が離れ過ぎているかもしれません。

の距離を近づけてください。

要因があるかもしれません。

を再起動してください。

の Bluetooth 接続を有効にしてくださ

のセキュリティソフトウェアを停止し、

アプリケーションを終了してください。

にインストールしたアプリケーション

前に提供元および動作状況について十分

上ご利用ください。

詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

rPlayを有効にできない

Apple CarPlay機能が有効になっていな

ません。

Apple CarPlay機能を有効にしてくださ

詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く
ハンズフリー機能で、電話帳データの自動ダウン
ロードができない

携帯電話のプロファイルが電話帳データのダウン

ロードに対応していないかもしれません。

SUBARU 販売店で動作確認済みの機種をご確認く

ださい。

P.524参照

携帯電話の詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

ださい。

電話帳データ自動ダウンロードの設定がOFFになっ

ているかもしれません。

電話帳データ自動ダウンロードの設定を ON にして

ください。

P.530参照

ハンズフリー機能で、メッセージを見ることができ
ない

携帯電話のメッセージ機能が有効になっていないか

もしれません。

携帯電話のメッセージ機能を有効にしてください。

携帯電話の詳細は、携帯電話の取扱説明書をご覧く

ださい。

考えられる
ブルが改善

携帯電話と

携帯電話と

携帯電話に

• 携帯電話

• 携帯電話

い。

• 携帯電話

すべての

• 携帯電話

は、使用

ご確認の

携帯電話の

ださい。

Apple Ca

携帯電話の

いかもしれ

携帯電話の

い。

携帯電話の

ださい。
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使って地図更新をしようとしたら、
敗（1）」が表示された

らのデータ読み込みに失敗していま

再接続し、正しく接続されているこ

度更新してください。

使って地図更新をしようとしたら、
敗（2）」が表示された

データが破損しています。

ださい。同じメッセージが表示され

SBメモリーを使って、再度地図デー

ドして更新してください。

使って地図更新をしようとしたら、
敗（5）」が表示された

書き込まれたデータの異常を検出し

ださい。同じメッセージが表示され

SBメモリーを使って、再度地図デー

ドして更新してください。
んなときは

76

「新しいソフトウェアのダウンロードができません
でした」が表示された

通信電波が弱い場所にいるかもしれません。

通信電波を正常に受信できる場所に移動してくださ

い。それでもダウンロードできない場合は、

SUBARU販売店にご相談ください。

サーバーのエラー（メンテナンスなどでサーバーが

一時的に応答していない）が発生しているかもしれ

ません。

サーバーが正常な状態に戻るまでしばらくお待ちく

ださい。それでもダウンロードできない場合は、

SUBARU販売店にご相談ください。

「ソフトウェアの更新ができませんでした」が表示
された

ソフトウェアのインストールが失敗した、または原

因が特定できないエラーが発生しているかもしれま

せん。

SUBARU販売店にご相談ください。

USBメモリーを
「インストール失

USBメモリーか

す。

USBメモリーを

とを確認して再

USBメモリーを
「インストール失

USBメモリーの

再度更新してく

た場合は、別のU

タをダウンロー

USBメモリーを
「インストール失

地図更新により

ました。

再度更新してく

た場合は、別のU

タをダウンロー
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更新をしようとしたら、「エラーコード
示された

ール（DCM）とネットワークとの通信不

良好な場所へ移動して再度更新してくだ

更新をしようとしたら、「エラーコード
表示された

生しています。

ってから再度更新してください。それで

ない場合は、SUBARU販売店にご相談く
USBメモリーを使って地図更新をしようとしたら、
「インストール失敗（X）」が表示された

原因が特定できないエラーが発生しました。

再度更新してください。同じメッセージが表示され

た場合は、SUBARU販売店にご相談ください。

地図の差分更新をしようとしたら、「地図データを
更新できませんでした　再操作をお願いします」が
表示された

地図データにアクセスできないエラーが発生しまし

た。

しばらく待ってから再度更新してください。

地図の差分更新をしようとしたら、「エラーコード
404」が表示された

センターインフォメーションディスプレイのシステ

ムの識別番号がサーバーに登録されていません。

SUBARU販売店にご相談ください。

地図の差分
＃6」が表

通信モジュ

良です。

電波状態が

さい。

地図の差分
XXX」が

エラーが発

しばらく待

も更新でき

ださい。
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お問い合わせの際は、下記の情報を事前にご用意いただきますと円滑な対応が可能です。
車検証の情報（車台番号・登録番号・登録年月日）や車種名・グレード・走行距離・販売店名

事故を起こしてしまった、タイヤがパンクした、バッテリーがあがってしまったなど、万一のトラブルの際に、
専任のオペレーターが対応いたします。

SUBARUお客様センターでは下記の内容を承っております。
（１）ご意見/ご感想（２）ご案内（カタログ、販売店、転居お手続き 他）（３）お問い合わせ/ご相談

受付時間【平　日】　9:00～17:00　【土日祝】  9:00～12:00、13:00～17:00

株式会社 SUBARUにおける個人情報の取扱いについては、SUBARUオフィシャルWebサイト（ https://www.subaru.jp/privacy_policy/ ）
に記載しております。

・内容確認と SUBARUのサービス・品質向上のために録音させていただいております。あらかじめご了承ください。
・故障や修理、純正部品に関するお問い合わせはご購入いただいた店舗、またはお近くのSUBARU販売店へご連絡ください。

ご意見、ご相談は、SUBARU販売店・特約店または、
SUBARUお客様センター（SUBARUコール）へお問い合わせください。

２４時間365日受付
SUBARU安心ほっとライン 0120-78-2215

SUBARUコール 0120-052215

事故や故障などの緊急時は、SUBARU安心ほっとラインへご連絡ください。

SUBARUお客様センター
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